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Stand up、 bare your soul 
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Shake and twist likeyou dont care No need to he-si- tate. 
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You'e got to dance up a storm 


(d 
本 


/ 
But we can makeit oh__ so sweet-- ヽ # 
| ー ガ 
= ョ 5 テ = 戸上 3 
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Your heart will warm、your heart wil melt 
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Im - to adreamof pure 一 plea-sure--_ Here attheHon-ey-bee 
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Lets get spary 1 'arteg は ) Life can be harsh. it can be bitter. 
Shake andtwist like you deni が But we can make it oh so Sweet 
No need to hesitate ・ >Here at the Honeybee Inn. 
Strut your Si letem ET 』 Every moment is a treat 
** も 
Snt matter if youre different。 で Your heart will warm. your heart will melt 
Orif you break_from the norm ヲ Into a dream of pure pleaSure 
When youre on the Stage With us。 Here at the Honeybee Inn. 
Youve got to dance up a very moment youll treasure 
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キャ ラク ター イラ スト (イン ター グレ ー ド ) ⑳0 


オフ ィ シ ャ ルアー ト ($ イ ンタ ー グ レー ド ) 8 32 コ フ ィ 0 

キャ ラク ター モデ ル ($ イ ンタ ー グ レー ド ) 1 32 ン ノ ン 1 
コ フ ィ 12 四 番 街 ブ レー ト 内 部 33 その 他 の 人 々 2 
シノ ン 16 伯 番 放 晃 4 ロケ ーション イラ スト ($ イ ンタ ー グ レー ド )……⑭ 
ジー ジェ 1822 3 七 番 街 スラ ム 人 4 
ナ ヨ 1822 36 神 衣 ビ ピル 71 
ピリ ー・ ポ ー 1922 3 ュ レ ー タ ー の 仮 76 
ポル コ 1922 40 カー ム 周辺 77 
メル フィ 2022 40 ポス ター な ど 78 
か め お じ さん 2022 ヵ 只 | ガジェット イラ スト ($ イ ンタ ー グ レー ド ) 80 
ヴァ イス 2123 アク セ サ リ 41 器 8 
ネロ 2123 だ いじ な も の 42 防具 8 
ビ ピッグス 24 その 他 の 小物 3 アク セ サ リ 82 
ウェ ッ ジ 24 * イ ンタ ー グ レー ド 人 4 だ いじ な も の 82 
ジェ シー 25 E ) スキ ル ア ッ プ ブ ッ ク . 83 
ジ 25 防具 5 その 他 の 小物 83 
ブフ レジデント 神 緯 26 アク セ サ リ 46 コン ドル フォ ー ト | 関連 84 
ハイ デッカ ー 26 だ いじ な も の 6 エネ ミー イラ スト (る イン ター グレ ー ド ) 65 
スカ ー レ ッ ト 2 スキ ル ア ッ プ ブ ッ ク 6 カッ トシ ー ン コン テ ($ イ ンタ ー グ レー ド ) 0 
神 難 課 胡 27 コン ドル フォ ー ト 関連 47 
ロー チェ 28 その 他 の 小物 50 
チャ ドリ ー 28 1 
キリ エ 29 1 
グリ ン 29 53 

ムー ビー($ イ ンタ ー グ レー ド ) 30 5 
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壱 番 礎 眺 訪 へ の 潜入 . 

災 の な か に 浮か ぶ セ フィ ロス の 幻影 
エア リス と の 出会い 

セブ ンス へ ブン へ の 帰 記 
クラ ウド の 普 の 話 

痛み を 分 け 合う 者 た ち 

大 型 機動 兵 エ アバ スタ ー 
エア リス と の 再会 

花 と 語 る エア リズ. 
真夜 中 の 待ち 伏せ 

みどり 公園 で 思い 出 話 
密 端 の 館 で の ダン スシ ョ ー 
お 嫁さん オー ディ ショ ン 
不安 を 乗り 越え て 

ター クス の 葛藤 
両手 を ふさ ぐ 花 

ター クス へ リ の 足止め 
エア リス と マリ ン 、 そ し て ツ ォ ン - 
ジェ シー と の 別れ 
崩壊 し た スラ ム を 前 に 
ティ ファ の 涙 
バレ ッ ト の 想い 

エア リス が 見 せる 夢 


レッ ド 通 と の 出会い ー ク ラウ ド を 呼ぶ 声 - 


エア リス の 語り 
ルー ファ ウス と の 激闘 
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120 
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の 分 か れ 道 126 
終末 の 7 秒 前 127 
る イン ター グレ ー ド 128 
コ フ ィ 、 ミ ッ ド ガル 外壁 に 立つ 128 
コ フ ィ 、 七 番 街 スラ ム に 到着 128 
ソノ ン と の 出会い 129 
アバ ラン チ 分 派 と ニア ミス 130 
列車 に 畠 ら れ て 130 
スカ ー レ ッ ト と 鉢合わせ 131 
同 卿 の 絆 132 
スカ ー レ ッ ト の 秘策 132 
聞か ら 伸び る 深 時 の 有 刃 133 
* ゃ その ほか の 気 に な る ト 書 き 
105.113.119.123.127 
バト ルポ イズ. 14 
キャ ラク ター の 
アク ショ ン な ど に 応じ た ボイス. 134 
キャ ラク ター 同士 の か け 合い ポイ スーー-142 
ノー マル 敵 の ボイス . 14 
主要 な ボス 瑞 の ボイス 
S バ トル 中 の 特殊 な ポイ スズ . 1 
ゃ イン ター グレ ー ド 156 
キャ ラク ター の 
アク ショ ン な ど に 応じ た ボイス ズ - 156 
キャ ラク ター 同士 の か け 合い ポイ スーー-158 
主要 な ボス の ボイス 
さく バト ル 中 の 特殊 な ボイス - 159 
町 の 人 た ちの 声 162 


APpENDIX 僧 

FNALINTANTWIREMMKEIMTENGHMDE 
INTERmission シナ リオ 攻略 198 
ペー ジ の 見 か た ーー…200 
CHAPTER 1] ウー タイ か ら の 使者 202 
CHAPTER2 究極 マテ リア 奏 取 216 


TAND UPSTAND UP -Reprise-」 
汗 & 歌 詞 … 2 
「 か め 道 楽 の 歌 ] 楽 譜 歌 記 222 


※INTERmission シナ リオ 攻略 は 、2021 年 6 月 
10 日 時 点 で の ゲー ム 内 容 に も と づい て 制作 され 
て いま す 
| ※※ 本 書 で は 、「 フ ァ イ ナル ファ ンタ ジーVI 関 連作 品 
を 以下 の て いま す 
上 「 フ ァ イ ナ ルフ ァ ン タ ジ ーW 


@ [ファイナル ファン タ ジ ーVWI アド ペン トチ ルド レン ] 
[FFMIAC 

@ 「 ピ フ ォ ア クラ イシ ス - フ ァ イ ナル ファ ンタ ジーVW-」 
「BC-FFW- 

|  @「 ク ライ シス コア - フ ァ イ ナ ルフ ァ ン タ ジ ーWI-」 

……ICC-FFM- 

ジュ オ ブ ケル ベ ロ ス - フ ァ イ ナル ファ ンタ ジーW-」 

…"「DC-FFW- 
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FNLL RANIAST WI EMIRE MIERIL ULIN 由 軸 js 
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リー ドレ イア ウト アー ティ スト : 中 島 勇 介 ライ ティ ング アー ティ スト : 中 林 陽 子 


「FFVI リメイク 」 本 編 の キー ビジ ュ ア ル と 対 に な る イメ | 「 前 回 の キー ビジ ュ ア ル を 背後 か ら な が め た 構図 ] と いう 絵 の 方 向 性 が 決ま 
ー ジ で 制作 し て いま す 。 本 編 の キー ビジ ュ ア ル は 未来 に | っ た 状態 で スタ ー ト し た た め 、 作 業 や チェ ッ ク が と て も スム ー ズ に 進ん だ 印 
向け た 決意 を 示す 力 強 さ を 意識 し まし た が 、 今 回 は それ | 象 が あり ます 。 絵 の コン セプト は 、" 未 来 に 向かっ て これ か ら 旅 立つ イメ ー 
より も 少し や わら か く 、 こ の 先 に 待つ 仲間 と の 出会い に | ジ "。 朝 モヤ の か か っ た スラ ム の 先 に ある 朝日 の まぶし さと 清々 し さ を 表 現 
希望 の 光 を 感じ られ る よう に 仕上 げ ま し た 。 | し 、 見 る 人 に 和希 望 を 感じ こも ら え る よう に 努め まし た 。 
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さ SCO/77767r/ from スク ウェ ア ・ エ ニッ クス イメ ー ジ ・ ス タ ジ オ 部 


VFX ス ー パ ー バ イザ ー: 赤間 祐樹 


コラ フィ が ウー タイ の 巨像 の 上 に 立つ オリ ジ ナ 
ル 版 の イメ ー ジ アー ト ( 右 の CG) を 、「 イ ンタ ー 
グレ ー ド 向け に リメイク し た キー ビジ ュ ア ル で 
す 。 ユ フィ と ソノ ン が 同じ 方 向 を 見 て いる 部 分 
な ど を 通し て 、 ふ た り の 共通 性 を 表現 し まし た 。 


リー ドレ イア ウト アー ティ スト : 中 島田 人 

オリ ジ ナ ル 版 の ユフィ の イメ ー ジ アー ト に 

は 、 役 女 に ゆか り の ある ダチ ャ オ 像 が 描か れ で 

いま す が 、 そ れ と ソノ ン を 結び つけ る こと は 最 

初 か ら 決め で いま し た 。 そ の た め 、 も と の 絵 に 

重ね 合わ せる と 、 ダ チャ オ 像 と 同じ 位置 に ソノ 
ン が くる よう に な っ て いま す 。 


エン ヴァ イロ メン ト ア ー テ ィ ス ト : 


キャ ラク ター 主導 の ゲー ム 
に お いて 、 映 像 の な か で も っ 
と も 大 事 な 要 素 は キャ ラク タ 
一 で 、 背 景 は どちら か と いう 
と 補佐 的 な 役割 に な り ま す 。 
で す が 、 こ の 絵 で は 圧倒 的 な 
空 の 存在 感 を 表現 する こと 
で 、 景 色 を じっと 見 つめ る キ 
ヤラ クタ ー た ちの 感情 が 伝 わ 
る よう に し まし た 。 


Y オリ ジ ナ ル 版 の イメ ー ジ アー ト 
や て で 率 
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S4/ が Cxefr/ 

メイ ン キ ャ ラク ター モデ ラー5 リ ー ド キャ ラク ター アー ティ スト : 鈴 木 大 
左手 の アー ムカ バー の 系 材 感 に 悩ま され て いま し た が 、 

ムー ビー の レン ダリ ング 画像 を 見 た と き に 「 な る ほど ! 」 と 

ひと り で 納得 し て いま し た 。 


レベ ル テ ザ イン スー パー バイ ザー: 涯 田 唯 


「 イ ンタ ョ ン 」 の 最後 で ユフィ の 類 に 血 が 飛ぶ シ 
ー ン は 、 レ ー テ ィング 審査 を 見 すえ て 、 最 初 は か な り ひ か 
え め で し た 。 し か し 、 デ ザイ ナー 陣 が こだわ っ て 、 完 成 版 
の よう な 血 の 呪 ね か た に 調整 され て いま す 。 血 の 量 は 少な 
めで も 痛々 し さ が 胸 に 刺さ る 映像 に な つて いて 、 改 め て デ 
ザイ ナー の 力 を 感じ させ られ まし た 。 


from スク ウェ ア ・ エ ニッ クス 
SC の 7 イメ ー ジ ・ ス タ ジ オ 部 


キャ ラク ター モデ リン グティ レク ター: 佐伯 倫 季 
オリ ジ ナ ル 版 の デザ イン か ら 各所 を 新しく し つつ 、 刀 者 
や 和 の イメ ー ジ が 感じ らら れる よう な リア リティ の ある ディ 
テー ル を 加え て いま す 。 ポイ ント と な る ルー ズ ソック ス 
も 、 野 村 (野村 話 過 氏 ) と や り 取 り し て こま か く 調 整 し まし 
た 。 顔 は 、 エ アリ ス や ティ ファ より も 和風 の 印象 に な る よ 
うに 気 を つけ て 制作 し て お り 、 幼 さ が 残 る ユフィ らし さも 
表現 で きた の で は な いか と 思っ て いま す 。 


リー ドリ ギン グ ア ー テ ィ ス ト : 閑 田 健介 

基本 的 に 衣服 は クロ スシ ミュ レー ショ ン ( 布 の 動き を 計 

算 に よっ て 自動 的 に 制御 する 手法 ) で 動か し て いま す が 、 ル 
ー ズ ソック ス は ズリ 落ち な いよ う 個 別に 調整 し て いま す 。 


リ ギ ング アー ティ スト : 多田 竜二 

プレ イス テー ショ ン 時 代 の 作品 の リメイク と いう こと 
で 、 当 時 の デザ イン の 衣装 を 最新 技術 に よっ て 再現 し て い 
ます 。 装飾 の 材質 や 特性 な ど を 研究 し 、 こ ま か な デ ィ テ ー 
ル を 表現 し つつ リア リティ の ある 動き を 目指 し まし た 。 
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SCoxxe と 

アニ メー ショ ン テ ク ニカ ルアー ティ スト : 山田 和 明 
「FFVI リメイク 」 の 開発 で 、 物 理 設 定 (30 モ デル を 物理 
的 に 正しく 動か す た め の 設定 ) が 一 番 大 変 だ っ た キャ ラク 
ター で す 。 二 重 に な っ た マン ト の 内 側 と 外側 で 色 が ちがう 
こと も あり 、 最後 まで 手 こ ず り まし た 。 た だ 、 映 像 公開 後 
に 他 チ ー ム の スタ ッ フ か ら 「 あ れ を リア ル タ イ ム 処 理 で 重 
か す の は スゴ イ 」 と 言わ れ て 、 う れ し か っ た で すね 。 


キャ ラク ター アー ティ スト : 早坂 大 窒 

モー グリ フー ド の 頭 と 鼻 の 赤い ポン ポン は 属 の 毛 と 同じ 

手法 で 作成 し て いま す 。 デ ー タ 量 を それ な り に 使っ て いる 

の で 、 初 登場 シー ン で アッ プ に な る の を 見 た と き は 努力 が 
むく われ た 感 が あり まし た 。 


from スク ウェ ア ・ エ ニッ クス 
S4/7 の efrf イメ ー ジ ・ ス タ ジ オ 部 


キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レ クタ ー : 佐伯 倫 季 

ユフィ が 着 て いる マン ト は 、 先 に 完成 し て いた リア ル タ 

イム 用 の グラ フィ ッ ク デ ー タ を 提供 し て も らい 、 そ れ を 人 参 

照 し な が ら ム ー ビ ー 用 の ハイ エン ド 3D モ デル を 制作 し ま 

し た 。 フ ー ド の モー グリ は 、「 使 いこ まれ た 質感 を 持ち つ 
つも か わい さ を 感 じ ら れ る 顔 」 が コン セプト で す 。 


リー ドリ ギン グ ア ー テ ィ スト : 閑 田 健介 

厚手 の マン ト を 重ね 着 し て いる せい で 、 ク ロス シミ ュ レ 

ーション だ け だ と ご わ つ いた シル エッ ト に な り が ちな の で 

す が 、 ユ フィ が どの よう な ポー ズ を し て いる か わか る よう 
に 、 こ ま か く 調整 を 行なっ て いま す 。 


yarsRar 人 COMPUTER GRAPHICS 
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SC の ze7r/ 

キャ ラク ター モデ リン グ ディ レク ター : 
時 正 遇 

コ フ ィ の マン ト は 、 実 際 に 製作 し 
た も の を スキ ャ ン し て 3D モ デル 化 
し て いま す が 、 形 状 や シワ の 入り か 
た は 何 回 も 手 作 業 で 直し まし た 。 ほ 
か に も 、 精 度 検証 と いう 名 目 で 、 ス 
タッ フ が 持ち 寄っ た も の を 何人 か で 
ワイ ワイ と 楽し みな が ら ス キャ ン し 
た 思い 出 が あり ます 。 
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S4/ が ozZref/ 
キャ ラク ター アー ティ スト : 早坂 大 樹 

ウー タイ の 戦士 と いう こと で 、 衣 服 の い 部 分 は 和 四 再 
が モチ ー フ で す 。 ジ ャ ケッ ト や 腕 の サポ ー タ ー や 手袋 に 
ソノ ン が DIY で 部 品 を 取り つけ た と 想像 し つつ 、 バ パー> 


土 の つ な が り を 調整 し て いき まし た 。 印象 的 な 赤い 靴 は 、 
3D モ デル で 詳細 な デザ イン を 起こ し な が ら 作 成 し た も の 
で 、 靴 の タン (ペロ) 部 分 の 黒い 丸 に は チョ コ ボ の レリーフ 
が 入っ て いま す 。 顔 は 、「 類 を こけ た 感じ に し た い 」 と いう 
ディ レク ショ ン を 受け て 、 キ レイ 系 より も ワイ ルド 系 に 寄 
せま し た 。 ヒ ゲ の 剃り あと も 少し だ け 残 し て いま す 。 


グ 


ジン 
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7Z77 放 77777774 


メイ ン キ ャ ラク ター モデ ラー& 
リー ドキ ャ ラク ター アー ティ スト : 

紹 弥太 
チ メ ン バー の まとめ 役 と い 
う 点 で 、 バ レッ ト と くら べた く な る 人 
で す 。 そ うい えば 、 バ レッ ト も 首 に 認 
識 球 を 下げ て いま し た ね 。 


SC の ze 


シン ブル な メガ ネ キ ャ ラ が 逆 に 新鮮 
で 、 メ ガ ネ ヒ ロイ ン 枠 を フォ リア 先生 
と 争う 形 に な り ま し た 。 


018 


し 


2 
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S&/ が Cee 
__ キャ ラク ター アー ティ スト : 田 中 昭 共 

ヤン キー 感 が あめ っ て 、 や ん ちゃ な 究 
気 が 出 る よう に 制作 し まし た 。「『FF 洒 ] 
の スノウ に ちょ っ と 似 て いる よう な 気 が 
し ます が 、 た ぶん 気 の は いで す 。 


ポル コー 


S/ げ Ceefr/ 


メイ ン キ ャ ラク ター モデ ラー& 
リー ドキ ャ ラク ター アー ティ スト : 


服 の 配色 が 

も し か し た ら マ ネ し て た りす る の か も 。 
バト ル シ ス テム デザイ ナー : 地引 廉 
ー ム の 「 コ ンド ルフ ォ ー ト 』 で 
と は 、 ユ フィ に ユ トー 式 を 無償 で プレ 
ー ゼン ト す る に と ど ま ら ず 、 自 分 は あえ て 
弱い ユニ ッ ト を 使っ て ユフィ に 勝た せ て 
あげ る と いう 、 と て も 心 の 広い 人 物 で 
す 。「HARD モ ー ド で は 強く し て あげ よ 
うか ?」 と 開発 内 で 議論 が な され まし た 
が 、 チ ュー トリ アル 役 の 宿命 に あら が え 
ず 、 弱 いま ま に な り ま し た 。 


SC6xZxef/ 


メイ ン キ ャ ラク タ ・ 
リー ドキ ャ ラク ター ア 


結構 きち ん と 作り こん で いる の で 
す が 、 ゲ ー ム 内 で 出番 が 少な か っ た 
の が 残念 で す 。 


アニ メー ショ ン テ ク ニカ ルアー ティ スト : 
山田 和 明 

物理 設定 (3D モ デル を 物理 的 に 
正しく 動か す た め の 設定 ) が バッ と 
で きた 記憶 が あり ます 。 こ れ ほ ど 早 
く 終 わっ た の は ひさ し ぷり で し た 。 


か め お じ さん ノ 


SC の Zrerr/ 
キャ ラク ター アー ティ スト : 田中 昭彦 
愛さ れる お じ さ ん を 目標 こし て い 
まし た 。 初期 は も っ と 個性 的 な 顔 だ 
つた の で す が 、 ほ か の キャ ラク ター 
と くら べ て 別世界 な 感じ が 出 て し ま 
っ た た め 、 マ イル ド に 修正 し て いま 
す 。 作 っ て いて 楽し い キャ ラク ター 
で し た ね 。 


し 億 COMPUTI 


ER GRAPHICS 


S&/ が Cxerr/ 
キャ ラク ター アー ティ スト : 早坂 大 樹 
これ まで に 制作 し た な か で 、 髪 の 
ボリ ュー ム が 一 番 の キャ ラク ター で 
す 。 デ ィ ー ブ グラ ウン ド の 王 な の 
で 、 髪の毛 か ら も 力 強 さ を 感じ させ 
た いと 考え て 、 ラ イオ ン の た て が み 
の よう な 風格 の ある ヘア スタ イル に 
し まし た 。 顔 は 、 俺 様 系 な イメ ー ジ 
で 目 つき を 鋭く し て 、 自 分 の 強 さ に 
絶対 の 自信 を 持つ 雰 囲 拓 を 狙っ て い 
ます 。 ち な み に 、3D モ デル の 制作 
途中 で コー ト を 着せ る こと に な り ま 
し た が 、 脱 ぐ と [DC -FFM-] 準拠 
の デザ イン に な っ て いる ん で す よ 。 


S4/ が oef/ 
キャ ラク ター アー ティ スト : 水野 買 大 
拘束 バー ジョ ン か ら 解 放 バ パー ジョ 
ン へ と 変化 する キャ ラク ター で す 。 
身体 は 細い けれ ど 筋 肉 は つい て い 
る 、 と いう プロ ポー ショ ン を な 目指 し 
まし た 。 顔 の 造形 は 、 当 初 は 目 が 鋭 
く て キツ い デ ザイ ン で し た が 、 最 終 
的 に は 暗 さ を 少し 追加 し た イメ ー ジ 
に 着地 させ て いま す 。 


RMLANRSTVIBEMAKEMNERALUUIMAMNAPbs 
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77/ 人 7777272274 
ーション テク ニカ ルアー ティ スト : 大 石 敏幸 

ジー ジェ が 神 羅 兵 に 拘束 され る イベ ント で 
は 、 貴 ら つれ た り ヒ ザ を つい た り と 激しい 動き 
が 多い の で 、 そ の 場面 限定 で ジー ジェ の 胡 の 
包 が ハデ に 揺れ る よう に 調整 し て いま す 。 


演 


7 人 2702774 

レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー: 澤 田 時 

本 家 ア バラ ンチ の 面々 は 、 七 番 街 スラ ム 
に し っ か り と 溶け こん で いて 、 町 の 人 た ち 
の 会 話 に も 登場 し ます 。 ビ リー は 酒 氷 で 、 
よく 酒場 で 情報 収集 を し て いる と い 3 設定 
が 公開 され て いま す が 、 ほ か の メン バー の 
人 と な り に つい て も 、 ぜ の ひ 住民 た ちの セリ 
フ か ら 聞 き 取 っ て みて くだ さい 。 


N ビリ ー・ ボ ー 


か め お じ さん 


S4/ が (Coxerr/ 


: 吉 野馬 未 


ナ ヨ 


S4/ が (Cox/zerr/ 
アニ メー ショ ン テ ク ニカ ルアー ティ スト : 
大 石 航 幸 
ブー ツ の ヒモ や 釣 な どの こま か い 部 
分 も 、 き ちん と 揺れ る よう に 作ら れ て 
いま す 。 あま り 目 立た な いで す が 、 お 
気づき に な り ま し た で し ょ うか が 。 


N、 ポル コ 


| ト グ 


8 レベ ル デ ザ イナ ー: 横 小 路 高 行 


て いな か っ た 


跡 的 に 合っ て お り 、 そ れ が 採用 され まし た 。 


か め お じ さん の ダン ス は 、 仮 実装 (試験 的 に 作成 され た バ 
ー ジ ョ ン ) の と き に は 私 が 踊っ た 動き が 使わ れ て いて 、 完 成 
版 より も 奇抜 な 振り つけ で し た 。 そ の 後 、 お じ さ ん が 看板 を 
持つ こと に な り 、 お と な し い ダ ンス に 変わ っ た ん で す 。 また 、 
本 番 の モー ショ ン キ ャ ブチ ャ ー の 収録 で は 、 ま だ 音楽 が で き 
め 、 テ ン ポ を 変え て 複数 の パタ ー ン の 踊り を 
収録 し た の で す が 、1 発 目 に 撮っ た も の が 完成 版 の 音楽 と 奇 


仮 実装 時 の ある 日 、 七 番 街 ス ラム に 奇抜 な ダン ス を 踊 
る か め お じ さん の 姿 が ! それ が めちゃ めちゃ お も し ろ 
く て 、 当 時 は スタ ッ フ 内 で か な り 盛 り 上 が り ま し た 。 

UI アー ティ スト : 唐 シト ウ 

仮 実 装 の と き に 、 サ ング ラス を か けた お じ さ ん の 怪し 


い ダ ンス を 見 た 角 間 、 思 わ ず 録 画 を し まし た 。BGM も . 
絶妙 で 、 迷 笑 し た こと を いま で も 覚え て いま す 。 


グ 


の 
ンー 
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SC6Zxe7r/ 
レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー : 大 地政 俊 
さす が "帝王"、「 え っ 、 追 加 っ て 、 本 編 に !?」「 え っ 、 セ 
ー ブ デ ー タ は 引き 継ぎ が で きる !?!?」「 え っ 、 バ ー テ ィ は 
自由 に 編成 で きる か ら 誰が いる か わか ら な いけ ど カ ッ ト シ 
ー ン も 作る !?!?1?」 と 、 彼 に は 何 度 も 驚か され まし た 。 
さら に 、 ホ ログ ラム と 本 体 が 同時 に 出 て くる 不具 合 な ど 
で 、 開 発 は ロス タイ ム に 突入 ……。 


ボス バト ル デ ザ イナ ー : 間 田 祐介 

DC -FFVI-」 で ヴァ イス の 部 下 だ っ た アス ー ル や ロッ ソ 
の 武器 に 持ち か える こと で 、 合 計 3 つ の モー ド を 使い こ な 
し ます 。 制作 する 物量 が 多く て 苦労 し まし た が 、 ど の モー 
ド も 個性 が あり 、 裏 ボス に ふさ わし い 難 易 度 に な り ま し 
た 。 倒す の は 難し いで す が 、 ぜひ チャ レン ジ し て くだ さい 。 


シニア アシ スタ ント プロ デュ ー サ ー : 渡邊 勇 麻 

ディ ー ブ グ ラウ ンド を 統べる 者 な の で 強い の は 承知 し て 

いま し た が 、PV( プ ロモ ーション 映像) 撮影 の 難易 度 も 群 
を 抜い て 高かっ た で す 。 さ す が ' 帝 王 '。 


S4 が 6zxer/ 

es リー ド VFX ア ー テ ィ スト : 吉 田 光 陽 

[DC -FFI-」 か ら 登 場 し た キャ ラク ター で 、 相 手 を 取り こん 

で し まう 強烈 な 間 の 力 を あや つり ます 。 当時 より も ゲー ム ハ ー 

ド の 性 能 が 進化 し て 映像 の 表現 力 が 格段 に 上 が っ た こと で 、 よ 
り ま が ま が し く な っ た 間 の エフ ェクト に も 注目 し て くだ さい 。 


リー ド バ ト ル デ ザ イナ ー: 坂根 康介 

こう いう 振り 切っ た キャ ラク ター は 、 特 徴 づ けが し や すく て 

好き で すね ( 笑 )。 背 中 か ら 生え て いる 機械 式 の 翼 は 特殊 な 構造 

を し て いて 、 ア クシ ョ ン ご と に 「 こ ん な 形 に で きる ?」 と デザ イ 

ナー に 相談 し まし た 。 多 く の 工 夫 が こめ られ た 庫 の 動き も 見 て 
いた だ ける と うれ し いで す 。 


023 


和み ビッグ 


SC64xzze// 
キャ ラク ター アー ティ スト : 早坂 大 樹 
開発 初期 に 担当 し て いた 顔 の レタ 
ッ チ 作業 で は 何 度 も 修正 を くり 返し 
た の で 、OK が 出 た と き は うれ し か 
っ た で すね 。 当初 は 中 東 系 の 人 種 の 
イメ ー ジ で し た が 、 最終 的 に は 南米 
系 が ベー ス に な っ て いま す 。 


メイ ン キ ャ ラク ター モデ ラーE 
リー ドキ ャ ラク ター アー ティ スト : 

鈴木 大 

寺 記 の グラ フィ ッ ク が 少し 壊れ て 
表示 され て いる こと に 、 い ま 気 づき 
まし た 。 すみ ませ ん 。 


ウェ ッ ジ ー ググ 


7/977772274 
キャ ラク ター アー ティ スト : 早坂 大 樹 
最初 は バレ ッ ト 並 み に 手足 が 大 きか っ た 
の で す が 、 制作 の 過程 で いま の サイ ズ 感 に 
落ち 着き まし た 。 お 腹 だ け は 変わ ら ず 大 き 
いま まで す が ……。 ほ か に も 、 肌 感 が 赤 ち 
ゃ ん みた い に や わら か そう 、 と いう 指摘 を 
受け て 、 肌 に 粗 さ を 足し て いま す 。 


メイ ン キ ャ ラク ター 
リー ドキ ャ ラク ター アー ティ スト : 


Pas が に Pe) 夫 ホ : 
重 た そ うな 見 た 目 に 反し て 、 ビ ックス 、 
ウェ ッ ジ 、 ジ ェ シー の な か で は 一 番 軽い で 
す ( 体 箇 で は な く デ ー タ 容量 の 話 で す が )。 


ン 
ン 
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N 


SS が Coxer/ 
キャ ラク ター アー テ 

侍 の 下 の 財 い 銀 か た びら は 、 初 期 の デ 
ザイ ン で は 網状 の ニッ ト の よう な も の で 
し た が 、" 見 た 目 の 防御 力 " を アッ プ さ せ 


る た め に 変更 され まし た 。 
メイ ン キ ャ ラク ター 
リー ドキ ャ ラク ター アー ティ スト : 
鈴木 大 
ウェ ッ ジ と は 逆 に 、3 人 の な か だ と 一 


(デー タ 容 量 の 話 で す )。 


SC2xZxer/ 
CO ディ レク ター: 鳥山 求 
「 イ ンタ ー ミ ッ シ ョ ン 」 で は 、「 ウ ォ ー ル 
・ マー ケッ ト 到 着 前 に 、 ひ そ か に 七 番 街 
スラ ム へ も どっ て き て いる 」 と いう 設定 
で 、 ジ ョ ニー を 「 コ ンド ルフ ォ ー ト 」 の プ 
レイ ヤー と し て 登場 させ まし た 。「 コ ン 
ドル フォ ー ト !」 の 対戦 相手 に は クセ 者 が 
そろ っ て いま す が 、 キ ャ ラク ター ご と に 
ユニット 編成 な ど に も 特徴 が め り ま す の 
で 、 ど ん な 戦略 で 挑 ん で くる か 起 像 し な 
が ら 戦 っ て みて くだ さい 。 


キャ ラク ター アー ティ スト : 早坂 大 樹 
髪 の 赤 み は 強 め に 、 肌 の 色 は 少し 浅 黒 


くし て 、 ほ か の キャ ラク ター より も 健康 
的 で お 調子 者 な 感じ を 出し まし た 。 


プレ ジ デ ント 神 胃 


S4/7 CozZzef7 
メイ ン キ ャ ラク ター モデ ラー& 
リー ドキ ャ ラク ター アー ティ スト : 
SGSsOU IE 計 ポ 
左手 に は 腕時計 を つけ て いま す が 、 
指し て いる 時 刻 は 0 時 8 分 5 称 に な 
っ て いま す 。 


S4/ が CxZref/ 
キャ ラク ター アー ティ スト : 早坂 大 樹 
最初 は 、 右 目 周辺 の 傷 が 赤く て 痛 そう 
な 印象 だ っ つた の で 、 古傷 に 見 える よう に 
色 が 修正 され まし た 。3D モ デル の 制作 
で は 、 毛 の 生え ぎわ を 肌 と な じ ま せ る の 
に 手間 が か か る の で す が 、 ハ イデ ッ カ ー 
は お で こ 、 も みあ げ 、 ヒ ゲ 、 眉 毛 な ど 、 
か な り て いね い に 生 え ぎ わ の 調整 を 行 な 
っ て いま す 。 お じ さ ん の キャ ラク ター は 
3D モ デル で 質感 を 出し や すく 、 顔 の ド 
アッ プ な どの 見 栄え が いい も の の 、 お じ 
さん の ドア ッ プ で 喜ぶ の は 3D モ デラ ー 
くら いで すか ね ……。 


の 


ジー 
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スカ ー レ ッ ト 


77/7777720 

アニ メー ショ ン テ クニ カル アー ティ スト : 山田 和 明 
「FFMI リメイク 」 の と き は カッ トシ ー ン に だ 
登場 する キャ ラク ター と し て 制作 し て いた 
た め 、[ イ ンタ ー ミ ッ シ ョ ン 」 で バト ル に 多 戦 
し た の は 引 定 外 で し た 。 余裕 が あれ ば 、 も う 
少し 手 を 加え た か っ た で すね 。 


キャ ラク ター アー ティ スト : 早坂 大 樹 
髪形 は 、 実際 に 存在 する 「 夜 会 巻き 」 を 参考 
に し まし た 。「FFVII は 特徴 的 な 右 形 の キャ 
ラク ター が 多い で す が 、 現 実 世 界 で 近い へ ア 
スタ イル を 探し て 3D モ デル に 落と し こん で 
いま す 。 胸 元 の エメ ラル ド は 、 赤 い 衣装 の 補 
色 に な っ て いる せい か 、 ど うし て も そちら に 
視線 が 誘導 され る 気 が し ます ね ……。 


SS が Cee7/ 
メイ ン キ ャ ラク ター モデ ラー& 
リー ドキ ャ ラク ター アー ティ スト : 
oc 大 
ワン ポイ ント の オシ ャ レ と し て ネ ク 
タイ ビン を 斜め に つけ て いる の で す 
が 、 気づき まし た か ? 


キャ ラク ター アー ティ スト : 早坂 大 樹 

開発 の 途中 段階 麻 錠 の 暗 に な っ て 
いる 時 期 が あり 、 ソ ル ジ ャ ー 関 連 の 裏 
設定 が ある の だ ろう か と 問い 合わ せ た 
と ころ 、 た だ の ミス で し た ……。 当初 
は 寿 の 毛 が も う 少 し 無造作 で し た が 、 
嘱 由 面 そう な 印象 を 出す た め に 整え て 
いま す 。 ち な み に 、 通 の 毛 は ボマー ド 
で 固め て いる 想定 で す 。 
シナ リオ コー ディ ネー ター: 大 石 真奈 未 

開発 色色 は か な り の イケ メン で し た 
が 、 だ ん だ ん 表情 に 苦労 と 疲労 が に じ 
み 出 し 、 現在 の [これ ぞ 神 世 課 長 ! 」 な 
放 に 仕上 が っ て いき まし た 。 今後 の 活 
加 に も 期待 で す 。 
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S が Co と 
レベ ル デ ザ イナ ー: 日 置 友梨 
まさ か 七 番 街 スラ ム に 彼 が 下り 立つ 日 
が こよ うと は 。 ど う や っ て 町 の 究 囲 気 に 
な じ ま せ る か 人 悩み まし た が 、 お し ろ ギ ャ 
ッ プ や 温度 差 み たい な も の を 全面 に 出し 
た こと で 、 楽しい シチュ エー ショ ン に な 
っ た と 思い ます 。 それ に し て も 、[" マ イ 
フレ ンド "っ て クラ ウド だ け じ ゃ な か っ 
た ん か い ! 浮気 者 ! 」 と 開発 チー ム 内 
で 言わ れ た と か 言わ れ て な いと か 。 


シナ リオ コー ディ ネー ター: 大 石 真奈 未 
[インタ ョ ン 」 で は 「 コ ンド ルフ 
ォ オート! の 対戦 相手 と し て 七 番 街 ス ラム 
に 登場 し ます が 、「 ヘ ン な ソル ジャ ー が 
街 に 現れ て 叫ん で いた ら …… と ま ど う よ 
ね ?」 と いう こと で 、 町 の NPC の 反応 を 
追加 し て も らい まし た 。 ど こ に いて も 目 
立つ キャ ラク ター で す 。 


S4/ が CoxZrefr/ 
アニ メー ター( イ ベン ト ): 吉野 薬 示 
メガ ネ を 正す し ぐさ は 、 性 格 づ け の た め に 
会 話 中 で も 行なわ せ て いま す 。 キ リッ と し た 
し ぐさ の 彼 に 話し か け て 、 
シン に 挑 戦 し て みて くだ さい 。 


チャ ドリ ー は プロ グラ ム 的 に トリ ッ キ ー な 
機能 を 持っ て いて 、 開 発 側 に と っ て つね に 悩 
み の タ ネ で し た 。 彼 が 生み 出す 多種 多様 な バ 
グ は 新しい 世界 を 見 せ て くれ ます 。 あ り が と 
う チ ャ ドリ ー。 我々 が 流し た 汗 と 涙 の ぶん 、 
彼 の 研究 が は か どる こと を 祈っ て いま す 。 


バト ル シ ス テム デザ イナ ー : 地引 廉 


「 コ ンド ルフ ォ ー ト 」 に お いて 、 難 易 度 の 設 
定 に も っ と も 時 間 を か けた 対戦 相手 で す 。Al 
の 調整 初期 に 「 チ ャ ドリ ー を 嫌い に な り そ う 
だ か ら 弱 くし て ほし い 」 と の 意見 を 受け て い 
つた ん 弱体 化し まし た が 、 そ の 後 HARD モ 
ー ド の 実装 が 決ま り 、 強 か っ た ころ の 彼 の 魂 
は HARD モー ド に 宿り まし た 。 


5 間 ! 。 
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SC6xZefr/ 
レベ ル テ デザ イナ ー : 日 置 友梨 
ユフィ と キリ エ 、 ど こ か 似 た と ころ 
の ある ふた り の 出会い を 見 られ る の は 
「 イ ンタ ー ミ ッ シ ョ ン 」 だ け ! モー シ 
ョ ン も か わい い ! 負け て 悔し が る の 
も か わい い ! 


7 人 77772274 
from スク ウェ ア ・ エ ニッ クス 
イメ ー ジ ・ ス タ ジ オ 部 

キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レ クタ ー: 
りう 佐伯 倫 季 
グリ ン は 、 こ れ ま で に 「FFVI リ メ 
イク に 登場 し た 主要 キャ ラク ター の 
な か で も 一 、 二 を 争う ほど 高齢 で す 。 
その た め 、 人 間 的 な 深み と ラフ さ を 感 
じ る よう な 、 と が っ た ルッ クス に し て 
ほし いと 担当 者 に 依頼 し まし た 。 


ティ スト : 森田 健介 

首筋 の シワ が ハッ キリ し て いる の 
で 、 し ゃ べ っ た と き に ノド が 連動 し て 
動く 仕組 み を 取り 入れ て 、CG 特 有 の 
硬 さ を 抑え て いま す 。 
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SC の 7 の r/ from スク ウェ ア ・ エ ニッ クス イメ ー ジ ・ ス タ ジ オ 部 


リー ドレ イア ウト アー ティ スト : 中 島 勇 介 


先行 し て レコ ー デ ィング され た ユフィ の ポイ 
ス を 聞い た と き 、 そ の 迫力 に 衝撃 を 受け て 、「 こ 
の 声 に 負け な い 絵 を 作ら な けれ ば ] と 背筋 が 伸 
びる 思い で し た 。 また 、 モ ーション キャ ブチ ャ 
二 収 録 で は 、 演 技 プ ラン を 役者 さん に お 伝え し 
た と ころ 、 意 図 を 完璧 に くみ 取っ て いた だ き 、 
想像 を 超え る すばらし い 演技 に 感動 し た の を 覚 
えて いま す 。 収録 後 は 、 そ れ ら の 演技 を 魅力 的 
に 見 せる こと だ け に 集中 すれ ば 良かっ た の で 、 
楽し みな が ら 仕上 げ ら れ ま し た 。 


プリ ビス スー パー バイ ザー: 井 上 吾 一 郎 


ユフィ の 、 自 分 の 力 で は どう する こと も で き 
な い 運 命 の 残酷 さ 、 悪 し み 、 怒 り を 伝え る た め 
に 、 カ メラ ワー ク や カッ ト 割 り は 何 度 も 試行 氏 


説 を 重ね まし た 。 


だ けれ ば 幸い で す 。 


アニ メー ショ ンス ー バ パー バイ ザー: 松原 健太 


コ フ ィ が 爆走 する シー ン は 、 モ ーション アク タ 
一 さん に スタ ジオ の 端 か ら 端 まで 何 度 も 走っ て も 


らい 、10 本 分 くら い の デ ー タ を つぎ は ぎし て 完成 『 


させ た 力作 で す 。 怒り や 悲 し み を 爆発 させ て 全力 
で 走る と いう 難題 に 応え て くだ さっ た アク ター ぐさ 
ん に 感謝 で す 。 


VFX ス ー バ パー バイザー : 赤間 祐樹 
プレ ー ト が 落下 する 場面 は 、 ユフィ の 表情 に は 
悲し み と 怒 り が 混ざっ て お り 、CG で 表現 する の が 


オリ ジ ナ ル 版 で は 描か れ て いな 
い 部 分 で す が 、 元気 キャ ラ の ユフィ は 、 じ つ は て | 
ん な 思い が 原動力 に な っ て いた ん だ と 感じ て いた | 


非常 に 難し い シ ー ン で し た 。 ユ フィ の 気持 ち が 
少し で も みな さん に 届い て いた ら う れ し い で す 。 


リー ド エ フェ クト アー ティ スト : 井 和田 洋一 


七 番 プ レー ト 沙 下 シ ー ン を ユフィ 視点 で 表現 
し た 映像 で す が 、 本 編 と くら べ て 見 た 目 の 八 デ 
さ を 重 視 し て いま す 。 目 の 前 で 起こ っ て いる 光 
景 の 臨場 感 を 高め る た め に 、 爆 発 を 大 きく し て 
交 風 の イン パク ト を 強め 、 カ メラ に 熟 が 迫っ て 
くる 描写 を 心がけ まし た 。 


シミ ュ レ ーション アー ティ スト : 白井 祐太 郎 

大 気 の 揺 ら め き を 表現 する こと を 大 前 提 と し 

つつ も 、 ユ フィ の 感情 が より 引き 立つ よう に 物 

理 シミ レー ショ ン /( 物 体 の 動き を 計算 に よっ て 自 
動 的 に 制御 する 手法 ) を 行ない まし た 。 
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追加 エピローグ 


S%/7 677677/ from スク ウェ ア ・ エ ニッ クス イメ ー ジ ・ スタ ジオ 部 


リー ドレ イア ウト アー ティ スト : 中 島 勇介 

イメ ー ジ ・ ス タ ジ オ 部 (人 H ヴ ィ ジ ュ ア ル ワ ー ク 
ス ) で は 、 エフ ェクト や アク ショ ン た っ ぷり の 八 

デ な 映像 を 制作 する こと が 比較 的 多く 、 こ の よ 

うに 藤 か な ロー ドム ー ビ ー ラ イク の 作品 は 新 鐘 

で し た 。 ト ラッ ク の 荷台 か ら テ ィ フ ァ を 心配 そ 
うに 見 る バレ ッ ト が 、 個 人 的 に お 気に入り で す 。 


プリ ビス スー パー バイ ザー: 井上 吾 一 郎 


ミッ ドガ ル を 出 て カー ム に た どり 着く まで の | 


道中 で 、 そ れ ぞ れ の キャ ラク ター が どん な ふう 
に 時 間 を 過ごし て いた の か を 描く 、 ち ょ っ と ホ 


ッ と で きる パー ト で す 。 初期 の ブリ ビズ (シミ 


ュ レ ーション 映像 ) で は 、 イ メー ジ を 共有 する 
た め に 、 現 場 ス タッ フ で 仮 の モー ショ ン キ ャ プ 


チャ ー と 仮 の ボイス を 収録 し て いま し た 。 実際 


に は 使わ れ な い 参 考 用 の 素材 で し た が 、 デ ザイ 


ナー や 制作 進行 の スタ ッ フ も 加わ っ た メン バー た 
ちの 部 演 に は 、 本 当 に 助け られ まし た 。 


アニ メー ショ ンス ー バ パー バイ ザー : 松原 健太 


ち に な っ て いる クラ ウド た ちの 表情 を 大 切 に し 
て いま す 。 


リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー テ ィ スト : 横 部 美香 


トラ ッ ク の 前 席 で イチ ャ イチ ャ し て いる 3 人 に 
対し て 、 和 荷台 か ら お も し ろく な さそ うに 見 て いる 
バレ ッ ト の 反応 が 、 こ だ わり の 逸品 で す 。 セ リフ 
は あり ませ ん が 、 し ぐさ と 顔 芸 で 得 も 言わ れ ぬ 感 
情 を 表現 し まし た 。 手前 の 3 人 に 目 が 行き が ち で 
す が 、 ぜ ひ バ レッ ト に 注目 し て みて くだ さい 。 


VFX ス ー バ パー バイ ザー: 赤間 祐樹 


今後 の クラ ウド た ちの 佐 し い 道のり を 、 激 し い ) | 


アク ショ ン シ ー ン を 使わ ず に どう や っ て 表現 し た 


らい いか 、 と て も 悩み まし た 。『FFVMI リメイク ] 本 


編 で は 暗い イメ ー ジ の 映像 が 多かっ た で す が 、 こ | 


の ムー ビー で は 不安 を いつ た ん 坊 れ て 明る し 気持 


彼ら が 進ん で いる の は 、 ほ と ん ど 使 われ て い 
な い 廃 道 で 、 遠 くに 見 える サビ た 建物 は 廃棄 さ 
れ た 工場 傘 で す 。 ミ ッ ド ガル 周辺 の 荒れ た 土地 
か ら カ ー ム へ 近づく に つれ で 、 周 囲 の 植物 の 量 
も 次 化 させ で いま す 。 

リー ド シ ミュ レー ショ ン ア ー テ ィ ス ト : 西村 靖弘 

物 レー ショ ン に よっ て 髪形 が くず れ 
る と 、 キ ャ ラク ター の か わい さ が 一 気 に 失 われ 
で し まう の で 、 そ うな ら な いよ うに 細心 の 注意 
を 払い まし た 。 
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ガー ドス コー ビオ ン の フォ ー カ ス 


277 放 97072774 
UI アー ティ スト : 龍 沙 由 梨 
ガー ドス コー ピオ ン ら し さ を 出す 
た め に 、 目 や 尻尾 の ニュ アン ス を 加 
えて デザ イン し まし た 。 


人 ガー ドス コー ピオ ン の 内 部 カメ ラ 映 像 


一 街 プレ ー ト 内 部 


Y G 区 画 : 電力 供給 モニ ター の 画面 


EECrRONICS MALFUNCTION 
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NNY7/9777772274 
リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー テ ィ ス ト : 玉ノ井 影 祥 


と と まそ 28 電力 供給 端末 の モニ ター 映像 で す 。 巨 大 な 照明 を 消す と 
Rememberto um on smys ga eter sloa aso pNtiorns- その 電力 で ゲー ト が 開く 仕様 一 冷 表 に 考え た ら 負 け な の 
か も し れ ま せん が 、 も し か し て スラ ム の 太陽 は 、 見 た 目 に 

人 G 区 画 非常 用 マニ ュ ア ル 反し て すご く 省 エネ な の か も し れ ま せん ……。 


Y 換 乱 設備 : 換気 ファ ン 制 御 モ ニタ ー の 画面 

SS が Coxer/ 
リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー テ ィ ス ト : 
玉ノ井 彰 祥 
こち ら で 描 き 起こ し た デザ イン 
を も と に 、 UI チー ム に 制作 し て も 
ら っ た 、 フ ァ ン 制御 装置 の モニ タ 
一 映像 で す 。 や や ラフ な 絵 を 渡し 
た の で す が 、 素敵 な 感じ に 仕上 げ 
て くれ まし た 。 状況 に よっ て 画面 
が 切り か わる た め 、 起 定 より も 画 
面 の パタ ー ン が 多く な り ま し た ね 。 
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仙 番 魔 蛇 炉 2 


Y エア バス ター 整備 モニ ター の 画面 


Y エア バス ター の パー ツ 
274777774 
UI アー ティ スト : 龍 沙 由 梨 Y ビッ グ ボ ン バ ー 
テキ スト の ロー カラ イズ (翻訳 ) を 行なわ な く て も 内 
容 が 伝わる よう に 、 エ アバ スタ ー と 名 アイ テム の 画像 
を メイ ン に し つつ 、 読 め な い サ イズ の グラ フ や テキ ス 
ト を 配置 し て 画面 の 雰 囲 拓 を 作り 出し まし た 。 


レベ ル デ ザ イナ ー : 島本 絵里 奈 


直前 に 廃棄 し た も の を わか りや すく する た め 、 そ の 
部 分 を 赤く 強調 し て 表示 し て いま す 。 


外装 ボッ ド 


Y Al コア 


Y 緊急 ロッ クモ ー ド 解除 端末 (ミニ ゲー ムイ メー ジ ) 


ご SC6xZxef/ 

S%/7 が oxe/ リー ド UI アー ティ スト : 尻 婁 
レベ ル デ ザ イナ ー: 

3 島本 給 里 奈 レバ ー 入 力 の タイ ミン グ が 早かっ た の 

ダー ム 中 で は 、 腐 棄 さ れ た バ か 遅かっ た の か を 文字 で 示す と ロー カラ 
ー ツ の 3D モ デル を 外装 ポッ ド イズ 作業 が 必要 に な る た め 、 絵 だ け で 伝 
の 3D モ デル に くっ つけ た も の わる よう な 表現 を 取り 入れ まし た 。 
が 、 府 反物 資 集積 室 で 転がり 出 
て くる 仕組 か レベル デザ イナ ー: 島本 絵里 奈 


未 は ふた つ あ る の で 、 画 面 の デ 
末 ご と に 変え て いま す 。 


Y 緊急 ロッ クモ ー ド 解除 端末 の 画面 (上 3 点 ) と 廃棄 物資 集積 室 ロッ ク 解 除 端末 の 画面 ( 下 3 点 ) 


グ 
ン 2 
ン 
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Y 地下 闘技 場 の スク リー ン 映 像 
Y クラ ウド Y エア リス 


CrOU り 


STR/FE | 1 GA/MSBOROUG ア 


Reco79 rst 7ournament 1 Record rst 7ournament 


Y ブラ ッ ド テイ スト 


PURE 


SC6zze/ 
2 リー ド UI ア ー テ ィ スト : 族 寺 副 
ブロ レス 風 の カ ッ コ い い 選 手 紹介 画面 と 、 か わい い コ ルネ オ の イ 
ラス ト を 、 あえ て 共存 させ まし た 。 これ は 企画 担当 者 の アイ デア で 、 
ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト ら し い ご ちゃ 混ぜ 感 " を 狙っ て いま す 。 


035 
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Shinra Electric Power Company 


人 1F エン トラ ンス フロ ア : モニ ター に 映る 画像 


Y 1F エン トラ ンス フロ ア な ど : 


デジ タル サイ ネー ジ 


SC6zZefr/ 

ド UI アー ティ スト : 亡 寺 悪 
1 階 エ ント ラン ス の エス カレ ー タ 

一 横 に 設置 され て いる 大 型 モ ニタ ー 

の 画面 で す 。 自分 た ち が ク リー ン な 

大 企業 で ある こと を アピ ー ル する 映 

像 が 流れ て いま す 。 


SCo/z/ze/ 
__ リード U ア ー テ ィ スト : 遼 軸 
メモ リア ルフ ロア の 部 門 紹介 映像 で 
使用 され て いる 、 各部 P 門 の シン ボル マ 
ー ク で す 。 神 難 の ロゴ を 5 つの パー ツ 
に 分 解 し た も の を 基本 形 に し まし た 。 


が 4 
と 
シン 
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/ 64F ミー ティ ング フロ ア : 重役 会 議 室 (イメ ー ジ ) 64F ミー ティ ング フロ ア : 一 般 会 議 室 ( イ メー ジ ) 


65F 宝 条 研究 室 サ ブフ ロア : 研究 室 ( イ メー ジ ) 


63F リフ レッ シュ フロ ア な ど : モニ ター の 画像 64F ミー ティ ング フロ ア : 
重役 会 議 室 の 卓上 モニ ター の 画像 


6GF 宝 条 研究 室 メ イン フロ ア : バト ル シ ミ ュ レ ー タ ー 


RA CM 


HuLATR 
リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 


警 原 瑞 士 人 - 8 
これ ら の 画像 は 会 社 の ロゴ が りー ジ 20221Z=h222。 旧 電 
中 央 に 鎖 座 し て いて 、 神 縮 の 威 ーー スー パー コン ビュ ー タ の イメ ー ジ で デ 
光 が 表 れ て いま すね 。 i : ザイ ン し まし た 。 中 央 の 「 瞬 」 は 手書き 文 
ゴー V 字 で 、66 階 の 神 羅 バト ル シ ミ ュ レ ー タ 
/ の 起動 時 の み 見 る こと が で きま す 。 


037 


NO ーー ノ 


W ネコ の 三 兄弟 (ニャ ル 、 バ ニ 、 バ パ バス) 


S4/ が (Coxe/ 

レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー : 
澤田 唯 
ニャ ル 、 バニ 、 バス の よう に カッ ト 
シー ン で アッ プ に な る ネコ に は 、 ハ イ 
クオ リティ な 専用 の 3D モ デル が 用 意 
され て いま す 。 こ れ が また 豪華 に 作ら 
れ て いて 、 ほ か の NPC と くら べ て 段 
ちがい に 処理 が 重く な り が ち だ っ た の 

で 、 地 味 に 苦労 し まし た ……。 


Y ベティ の トモ ダチ 


SC6xZxefr/ 

__。 し パル デザ イン スー パー バイ ザー: 澤田 時 
七 番 持 スラ ム の クエ スト で 授 す ネコ で す が 、 企 画 の 時 点 

で は 黒 ネ コ の 想定 で し た 。 し か し 、 雑 然 と し た スラ ム に 深 

け こ みす ぎ て し まい 、 開 発 スタ ッ フ か ら 「 全 然 見 つか ら な 

い ! 」 と の 苦情 を 受け た 結果 、 白 ネコ が 採用 され て いま す 。 


Y その 他 の ネコ 
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Y イヌ 


3 
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039 


040 


Gadget CG > 


お 武器 ーー だ 


ガト リン グ ガ ン 


Y アト ミッ クシ ザー 


> ヶ バス ター ソー ド 


> ハー ドブ レイ カー 
マツ イン ステ ィ ン ガー 


マレ ザー グロ ー ブ 
Y ソニ ッ ク フィ スト 
AA Tv 
1 


人 フェ ザー グラ ブ 


> ヶ ハー トビ ピー ト 


で キャ ノン ボー ル 


テ ガー ドロ ッ ド 


テテ マジ カル ロッ ド 


テ フル メタ ル ロ ッ ド 


マス トラ イク ロッ ド 


> ミス リル クロ ー 


パナ 


の 
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ーー 防具 
W スタ ー ブ プレス ツ W レザ ー ガ ー ド 
誠 チタ ン バ ン グル 
べ ニー ドル ガー ド 
入 ゴシック バン グル 
W マキ ナ バ ン グル 
人 人 ソー サラ ー の 腕輪 

し = ーー 人 人 フォ ー ス プレ ス 

N アク セ サ リ 


7Z77 放 72777774 
キャ ラク ター アー ティ スト : 小澤 和 起 
ゲー ム 内 で は 正面 か らし か 見 えま せん が 、3D モ デル 
は 説得 力 を 出す た め に 、 ど こ か ら 見 て も 成り 立つ 状態 に 
する 必要 が あり 、 だ いぶ 人 骨 を 折り まし た 。 と くに 気泡 の 
表現 は 、 見 る 角度 に よっ て 印象 が ガラ リ と 変わ っ て し ま 
う の で 、 配置 や テク スチ ャ ー( ポ リ ゴ ン モデ ル に 貼っ て 
人 不思議 な 水晶 質感 や 模様 を 表現 する 画像 ) に は 気 を つけ て いま す 。 


ロッ トカ ー ド 
Y ト ラン スポ ー タ ー Y サ ー ク レッ ト 人 み B2N カ E3 


041 


042 


3 だ いじ な も の 


Y モー グリ メダ ル 


マ 秘密 旦 地 の 入場 証 


Y アニ ヤン の 推 世 状 
S4/ が ozZefr/ 

キャ ラク ター アー ティ スト : 小澤 和 起 

コイ ン の よう な 凹凸 感 を 表現 し つ 
つ 、 モ ー グ リ の 絵柄 だ と ハッ キリ わか 
る よう に 作る の が 共 し か っ た で すね 。 
ゲー ム 中 で は 見 えま せん が 、 裏側 も き 
ちん と 作っ て あり ます 。 


で サム の コイ ン 人 マム の 推薦 状 
Y ジョ ニー の 財布 


テ コル ネオ 宝物 庫 の カギ 


| マル ピー の 宇 寺 人 チョ コ ボ 車 フリ ー バ ス 


Y エメ ラル ド の 宝 完 


] ダイヤ の 宝 完 
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その 他 の 小物 


Y セブ ンス へ ブン の ボトル と シェ イカ ー 


人 エア リス の 花かご 
人 ジェ シー の 爆弾 


SCozxefr/ 

レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー: 澤田 唯 
アバ ラン チ の 壮行 会 な どの シー ン で 酒 

席 の 雰囲気 作り に 貢献 し た この ビン で す 

が 、 開 発 終身 に フタ が つい て いる こと に 

気づき 、 あ わ て て デザ イナ ー に 外し て も 

らい まし た 。 


マ 爆弾 の リモ ー ト 起動 スイ ッ チ 


Y 塵 妖 の 館 の メイ ク 道 具 
Y ファ ン デ ーション W ロー ル ブ ラ シ | 
アイ ライ ナー 
| 
の 
人 チー ク ブ ラ シ 
べ リッ ププ ブラシ 
信 ロボ ッ ト ア ー ム 
Y 忠 犬 スタ ンプ の お 菓子 の 包装 ②④ 


人 忠 犬 スタ ンプ の お 菓子 の 包装 ① 
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IlNALRNTANY WIREMAKEINTENGNADE 


N ーー 


ブー メラ ン 


SC6xefr/ 
キャ ラク ター アー ティ スト : 金子 陽子 
最初 は 持ち 手 の 部 分 が も っ と 太 か っ 
た の で す が 、 ユ フィ の 手 の 大 き さ に 合 
わせ て 、~ セ クシ ー く びれ ダイ エッ ト 
ボディ "な ブー メラ ン に な り ま し た 。 


Y か まぐ る ま 


SCozzze/ SC の xxez/ 
キャ ラク ター アー ティ スト : キャ ラク ター アー ティ スト : 金子 陽子 
金子 陽子 5 
HE と 3 3 枚 の 刃 は 、 ユ フィ が 持っ た と き に 
奥行 き の 立体 感 が 出 に く 腕 に 刺さ ら な いよ うに 、 ギリ ギリ の 角 


く て 、 ど うし て も 暗い 見 た 
目 に な っ て し まい が ちな の 
で 、 刃 に ライ ト が 当たっ た 
と き は 、 鉄 の 印象 を 保ち つ 
つも 反射 が な る べく 目立つ 
よう に 工夫 し まし た 。 


度 で 斜め に な っ て いま す 。 収納 時 は 刃 
が 回 転 し て 、 小 さく まとまる 規定 で す 。 


W シュ リケン ダー マ 金 則 棒 
- ー ] 
| | 
| 
五輪 棒 
| 
| 
SCoxzefr/ edo 


キャ ラク ター アー ティ スト : 若松 大 地 
デフ ォ ル メ の 効い た 武器 だ っ た の 
で 、 質感 の メリ ハリ を し っ か り と つ 
け て 、 哉 器 ら し く 見 える よう に 気 を 
使い つつ 制作 し てい ます 。 自分 に と 
つっ て 初 の 武器 作成 だ っ た こと も あ 
り 、 気合 が 入り まし た 。 


な 


ン 


2 


ン 
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Y 忍び の 腕輪 


Y 赤 鬼 メモ リセ ッ ト 時 


Sw/ が が Coxer/ 
キャ ラク ター アー ティ スト : 西 中 秀太 
だ まし 絵 の よ うな 印象 の デザ イン 
だ っ た の で 、 違 和 感 な く 立体 化す る 
の に 苦労 し まし た 。 上 か ら 見 た と き 
に 円 に な る こと を 意識 し つつ 、 黒 の 
パー ツ と 金 の パー ツ で は 丸み や 円 の 
半径 を 少し だ け 変え て いま す 。 


S4/ げ CZzerr/ 
キャ ラク ター アー ティ スト : 若松 大 地 


S4/ が Cozxzerr/ 


キャ ラク ター アー ティ スト : 西 中 秀太 
黒っぽく て 重 そ うな 金属 表現 に よっ て 
重厚 感 を 演出 し まし た 。 内 側 は 毛 の 質感 
に する こと で 、 外 側 と の 乏 材 の ちがい を 
アク セン ト に し て いま す 。 


バト ル シ ス テム テ ザ イナ ー: 岩 上 亮太 
ウー タイ か ら 旅 し て きた ユフィ が 身 に 
つけ て いた 防具 で す 。 マ テリ ア 好 き な 彼 
女 に 合わ せ て 、 マ テリ ア を 活か せる 装備 
に な る よう に デザ イン を 依頼 し まし た 。 


Y 青 鬼 メモ リセ ッ ト 時 


バト ル シ ス テム デザ イナ ー: 岩上 亮太 


設定 画 に は 背面 が 描か れ て いな か 
っ た の で 、 イ ラス ト と の 整合 性 に 注 
意 し つつ 、 自 分 の 考え を 織り 交ぜ て 
作成 し まし た 。USB メ モリ の よう 
な バー ツ が きち ん と 収まる 形状 に 整 
える の が 難し か っ た で す 。 


別 の アク セ サ リ と 組み 合わ せる こと 
で 特別 な 効果 を 発 押す る 防具 な の で 、 
効果 が 未 発 動 の 状態 と 発動 し た 状態 が 
ひと 目 で わか る よう な デザ イン に し て 
も らい まし た 。 別 案 と し て は 、 バ ング 
ル が も っ と 丸く て 、 セ ッ ト す る バー ツ 
を 細長 くす る アイ デア も あり まし た ね 。 


Y 鳳 出 の 腕輪 
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き アク セ サ リ 


ツ Y リボ ン 
て 
赤 鬼 メモ リ 5 
人 絆 の くみ ひも 
テ 青 鬼 メモ リ 
いじ 
いき だ し じ な も の グ 
S4 が Co で Y 越境 用 ID カー ド 
レベル デザ イン スー パー バイ ダー: 湊 田 暗 


「 シ ノビ の 未 高 が 大 荷物 な ん て 恥 ] と 言 
い 切 る ユフィ の 初期 所 持 ア イ テ ム は 、 も 
ちろ ん 最小 限 ! それ で も これ だ け は 持 
つて 旅 を し て いる だ ろう 、 と いう こと で 、 
ゲー ム 開 始 時 か ら 「 だ いじ な も の 」 に ダチ 
ヤオ 豆 を 忍ばせ て いま す 。 


し つう ) マダ チャ オ 豆 


Y コン ドル コイ ン 
Se が Coxe/ Y 神 世 社 員 ID カ ー ド 
キャ ラク ター アー ティ スト : 
還 昌 IE- エ ュー 
偽造 呈 な の で 、 や や 使い 古 し た 
感じ に な っ て いま す 。 カ ー ド に 戦 
せる 証明 写真 を デザ イン する 過程 
で は 、 ふ だ ん と は ちがっ た 服装 の 
コ フ ィ を 見 る こと が で きま し た 。 


SC6Zrez/ 
キャ ラク ター アー ティ スト : 
_ 西 中 秀太 
スキ ル ア ッ プ ブ ッ ク と し て 
は 立体 パー ツ が 多い ほう だ っ 
た た め 、 使 用 する ポリ ゴン 数 
が 増え すぎ な いよ うに 気 を つ 
け ま し た 。 ヒ モ の つなが り を 
自然 に 見 せ た く て 、 バ ー ツ の | 
配置 を 試行 錯誤 し た 思い 出 が 
あり ます 。 


年 術 技術 書 
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ンド ルフ ォ ー ト 」 関連 


Y A ユ ニッ ト : 偽 d 備 兵 


SC6x/xefr/ 
モン スタ ー ア ー テ ィ ス ト : 中 村 博 之 
今回 の ミニ ゲー ム で 一 番 最初 に 作成 し た ユニ ッ ト で 
す 。 オリジ ナル 版 「FFVII の よう な ゴツ ゴツ し た フォ 
ルム で す が 、 事 前 に も っ と ハイ スペ ッ ク な 3D モ デル 
を 作り 、 そ の 外見 を テク スチ ャ ー に し て 貼り つけ て い 
る た め 、 ポ リ ゴ ン の 角 が な め ら か に 見 える は ず で す 。 


2 バト ル シ ス テム デザ イナ ー : 岩上 亮太 
「 コ ンド ルフ ォ ー ト 」 の デザ イン は 、「 神 羅 が イメ ー ジ 


アッ プ の た め に 作成 し た ポー ド ゲ ー ム 」 と いう 設定 で 
進め て も らい まし た 。 


Y A ユ ニッ ト : カッ ター マシ ン 


FNLANMSYVIREMAKEMMNERALUUIMANAPbs 


Y サブ ベー ス 


6 


Y A ユ ニッ ト : 空中 兵 


で 自軍 


SZ4/7 CoZxxe/ 
キャ ラク ター アー ティ スト : 西 中 秀太 
台 部 分 は フィ ー ル ド の イメ ー ジ を 中 
加 し 、 コ ンド ル 部 分 は ほか の ユニ ッ ト と 
同じ く フ ィ ギュ ア っ ぽ さ を 意識 し て いま 
す 。 コ ンド ル の 羽根 の テク スチ ャ ー は 、 
密度 の バラ ンス 調整 に 少し 苦戦 し まし 
た 。 サブ ベー ス は 動く と さら に か わい ら 
し い の で 、 ぜ 〇 実際 に ご 覧 くだ さい 。 


NiZ7/49777772704 


キャ ラク ター アー ティ スト : 
s _ 西 中 秀太 
も と の キャ ラク ター か ら フ ィ ギ 
ュ ア の よう な 形状 に 落と し こむ の 
に 手 こ ず り まし た 。 丸い 線 は 極力 
使わ ず 直 線 を 多用 し た り 、 思 い 切 
つて 腕 を 四角 くし た り と 、 デ ィ テ 
ー ル を どう や っ て 簡潔 に する か に 
迷っ た 記憶 が あり ます 。 


> A ユ ニッ ト : 特殊 空中 兵 


SC6/zZref/ 
バト ル シ ス テム デザ イナ ー: 地引 廉 


サイ ズ が 大 きい た め 、「 フ ィ ー ル ド 
中 央 の 通路 を 通れ な い 」 と Al が 判断 し 
て し まい 、 自 分 の 陣地 内 を 右往左往 し 
て いた 時 期 が あり まし た 。 通 路 の 幅 を 
広げ て 問題 を 解 滑 し た ら 、 今 度 は 地形 
に 引 つ か か っ た り し て 、 個 人 的 に 思い 
出 深い ユニ ッ ト で す 。 


S/ が Co/zZzef/ 
キャ ラク ター アー ティ スト : 西 中 秀太 


沈ん だ 色 味 に な ら ず 、 な お か つ 明 る 
く な りす ぎ な いよ うに 注意 し まし た 。 
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S44/ が Co/xZzezr/ 
キャ ラク ター アー ティ スト : 西 中 秀太 
グッ ズ 化 され て いた レッ ド 台 の ミニ フィ ギ 
ユア を 参考 に し て 制作 し まし た 。 


UI アー ティ スト : 唐 シト ウ 

配置 コス ト が 低く 、 ベ ペー ス に 対し て 大 き な 

ダメ ー ジ を 与え られ る ユニ ッ ト と し て 、 テ ス 
ト プ レ イ の 初期 の ころ か ら 苗 用 し て いま す 。 


Y S ユ ニッ ト : ス イー パー 
1 


77277 人 97772774 

。。 7 上 ル シ ス テム デザ イナ ー: 地 邊 謙 
[ 寺 正 中 可 」 の 概念 持つ 唯一 の ユニ ッ ト で 、 師 
尾 性 能 や 攻撃 範囲 の 調整 に 苦労 し まし た 。 タ ー ゲ 
ッ ト か ら 離 れ て いな いと 仕事 を し て くれ な いと こ 
ろ も 好き で す が 、 瑞 の ペー ス の 超 到 近 嘘 郊 に 配置 
イル が 全 弾 当たっ て 驚異 的 な ダメ ー 
ジ を 与え られ る 点 も 婁 技 的 で お 気に入り で す 。 


基 


人 S ユ ニッ ト : ミサ イル ラン チャ ー 


> D ユ ニッ ト : 鎮圧 兵 


Y A ユ ニッ ト : 兵舎 (警備 殿 ) 


人 A ユ ニッ ト : ガ ー ド ルウ ンド 


Srerr/ 
キャ ラク ター アー ティ スト : 西 中 秀太 
スタ ン レ イ は も と も と 曲線 の 多い フォ ル 
いい 切っ て さま ざま な 部 分 
を 直線 状 に 変え まし た 。 と が っ て いる 先端 
を 平ら 5 に する こと で 、 遠 く か ら で も 視認 し 
や すく て ポッ プ な 印象 に な っ た と 思い ます 。 


Y S ユ ニッ ト : ス タン レイ 


人 S ユ ニッ ト : ファ ー ス トレ イ 


S/ が Coxe/ 
バト ル シ ス テム デザ イナ ー : 岩 上 亮太 
上 部 が 開い て スタ ン レ イ が 出現 する 
モー ショ ン を は じ め て 見 た と き 、「 ロ 
ボッ ト ア ニ メ の 基地 みた い xx 
と テン ショ ン が 上 が り ま し た 。 


人 D ユ ニッ ト : グレ ネー ド ソ ー サ ー 


S4/ が 7 Coxze// 


兵舎 ユニット は 「 コ ンド ルフ ォ ー ト ] 用 
に 新規 で デザ イン され た も の で 、 ど の ユ 
ニッ ト が 出 て くる か わか る よう に 、 警 備 
兵 用 と 搬 弾 兵 用 と 鎖 圧 兵 用 の 3 つの バリ 
エー ショ ン が 作成 され まし た 。 神 羅 の 兵 
土 た ち も 、 き っ と 兵種 ご と に 分 か れ て ト 
レー ニン グ を し て いる の で し ょ よう 。 


Y'S ユ ニッ ト : モノ ドラ イブ 


7Z77492777772274 
バト ル シ ス テム デザ イナ ー: 地引 廉 
了 愛 めい た 豆 部 が 本 当 に キュ ー ト で 大 好き で 
す 。 モ ノド ライ ブ に か ぎら ず 、 ど の ユニ ッ ト も 
非常 に か わい く 作 られ て いる た め 、「 じ っ くり 
観察 で きる よう に 、「 コ ンド ルフ ォ ー ト 」 の フォ 
トモ ー ド は カメ ラ を 自由 に 動か せる よう に し た 
い 」 と お 願い し まし た 。 実現 に 向け て 尽力 し て 
くれ た スタ ッ フ に は 頭 が 上 が り ま せん 。 


把 
| 


人 S ユ ニッ ト : 発射 基地 (スタ ン レ イ ) 


S4 が の eZ 
キャ ラク ター アー ティ スト : 西 中 秀太 
最初 は まま ち が え て 、 似 た 外見 の スタ ン テ 
イザ ー を ユニ ッ ト と し て 制作 し て し まい ま 
し た 。 その 当時 は 全体 的 に バー ツ を 強調 し 
すぎ て いて 、 ア ニメーション し た と き に ポ 
リ ゴ ン が め り こ ん だ り し て 大 変 で し た ね 。 


ン 0 


2 人 


608RUAD @ com IPUTER GRAPHICS 


FNALRANRSYVIBMAKENERALUUIMMNAPbs 


Y D ユ ニッ ト : 重 装甲 戦闘 貞 Y A ユ ニッ ト : 強化 戦闘 員 


277 店 92777774 


本 編 と 同じ く 、 重 装甲 戦闘 員 が 
倒さ れ た と き に の み 現 れる 、 メ ニ 
ュー 画面 な ど に は 表示 され な い 幻 
(?) の ユニ ッ ト で す 。 


テテ D ユ ニッ ト : デジ ョ ン ハ ンマ 


SC6xZxer/ 
UI アー ティ スト : 唐 シト ウ 


アイ テム メニ ュー 画面 で 表示 され る 画像 は 、 
ボー ド ゲ ー ム の コマ っ ぽ さ を 強調 する た め に 、 
カッ コ い い ボ ポー ズ は ひか えて 、 威 厳 と か わい ぐさ 
の バラ ンス を 取っ た も の に な っ て いま す 。 


で D ユ ニッ ト : プロ トマ シン ガン 


S44/ が CozzZref7 Soxef7 
キャ ラク ター アー ティ スト : 金子 陽子 キャ ラク ター アー ティ スト : 著 松 大 地 
前 面 に 大 が つい て いる の に 結構 スキ だ どう し た ら か わい らし く な る か 、 すご く 
ら け な と ころ が チャ ー ム ポイ ント 。 他 ん だ ユニ ッ ト で す 。 シルエット な 部 職 し 


な が ら 作 成 し 、 ら 回 ほど 作り 直し て や っ と 
納得 の いく 仕上 が り に な り ま し た 。 


D ユ ニッ ト : モス スラ ッ シ ャ ー 
< ッ ト ラッ シャ で D ユ ニッ ト : 兵舎 (鎮圧 兵 ) 


72777777774 
バト ル シ ス テム デザ イナ ー: 地引 謙 
ジェ ネ レ ー タ ー ユ ニッ ト は 、ATB 
効率 の 観点 か ら 見 る と 非常 に 強力 で 
す 。 そ れ を 理解 し て いる か の ご と く 、 
兵舎 ユニ ッ ト 中 心 で 戦う と ころ に チャ 
ドリ ー の 強 さ が ある と 思い ます 。 


S44/7' Corefr/ 
バト ル シ ステ ム デ ザイ ナー: 地引 謙 
制作 初期 に 、 本 編 で 使う カッ ター 攻撃 を その まま 「 コ ン 
ドル フォ ー ト 』 で 再現 し た ら 、 フ ィ ー ル ド の 半分 を カッ タ 
ー で 玩 滅 させ る 凶悪 な ユニ ッ ト に な っ て し まい まし た 。 カ 
ツタ ー の 源 動 を 大 きく 作り 直し た だ け で な く 、 ヒ ッ ト 数 や 
ダメ ー ジ 量 な どの 調整 に も 手 を 焼い た ユニ ッ ト で す 。 


Y 骨 面 CG 
S4/ が CZxezr/ 


エン ヴァ イロ メン ト ア ー テ ィ スト : 竹内 桃 歌 


平面 の フィ ー ル ド を どれ だ け 魅 力 的 に で き 
る か 、 立 体感 を どこ まで 出せ る か 、 な どの 課 
題 が 山積 み で 、 と に か く ス クラ ッ プ S ビ ルド 
を くり 返し まし た 。 最 初 は オリ ジ ナ ル 版 「FF 
MI の コン ドル フォ ー ト を 意識 し すぎ て 色 味 
が か な り 渋 か っ た の で す が 、 差 し 色 を 入れ て 
現在 の 形 に 落ち 状 い て いま す 。 テ クス チャ ー 
は すべ て 手描き で 、 周 囲 に 配置 する 3D の 設 
置物 と の な じ ま せ か た に 気 を くば り ま し た 。 
バイ ブ が 入り 組ん で いる 場所 は 、2GD と 3D 
を うま く 融 合 で きた の で 一 番 の お 気に入り で 
すね 。 ち な み に 、 中 央 に 置か れ て いる 丸太 の 
束 は 、 オ リ ジ ナ ル 版 を オマ ー ジ ュ し まし た 。 


050 


その 他 の 小物 


W か め お じ さん が 持っ て いる 看板 Y か め 道 楽 の チラ シ 


人 ユフィ の 望 遠 鏡 


27/422777272774 
キャ ラク ター アー ティ スト : 西 中 秀太 
現存 する 昔 の 員 鐘 と は 異な る デザ 
イン に な る よう に 、 た くさ ん の 資料 を 
参照 し な が ら 調整 し て いき まし た 。 


SC6/zZrer/ 
シナ リオ コー ディ ネー ター: 大 石 真奈 未 
じつは 、 チ ラ シ 1 枚 ご と に ちがう 宣伝 文句 が 
記載 され て いて 、 当 初 は セリ フ で 誰か に 言わ せ 


る 予定 も あり まし た 。 ぜ ひ ア イ テ ム メニ ュー 画 
間 で 全 寺 央 が 家 ん で きた 手紙 面 で 文面 を 確認 し て みて くだ さい 。 


Y スカ ー レ ッ ト の ロケ ッ ト ラ ンチ ャ ー ピア の 拉 


マ 初期 モー ド 時 の 武器 


Y アス ー ル モー ド 時 
の 武器 


ロ 
AH6 半 SC6x/rerr/ 
キャ ラク ター アー ティ スト : 田中 昭彦 
| 当初 は 少し 汚し すぎ て し まっ た た 
め 、 修 正 し て 汚れ を 抑え まし た 。 角 が 
| や や 丸み を 操 び て いて 、 女 性 らし さ を 
感じ られ る よう に し て いま す 。 


L__ 0 0 1{ 写 | 
Sw/ が Coxe/ 
キャ ラク ター アー ティ スト : 金子 陽子 SC の xxezr/ 
小さ い 武 器 で す が 、 ポ ボス が 持つ キャ ラク ター アー ティ スト : 金子 陽子 
そい うこ と で 可能 な か ぎり バー ツ アス ー ル モー ド 時 の 武器 は 、 引 いた 視点 
を 立体 的 に し て 、 少 し で も 各 華 に だ と 気づか な いよ うな こま か い バ ー ツ が 多 
見 える よう に し まし た 。 く て 、 か ぎら れ た ポリ ゴン 数 を どう 配分 す 


る か 悩み まし た 。 ロ ッ ソ モー ド 時 の 武器 
は 、 も と も と 女性 (ロッ ソ ) が あつ か う も の 
だ っ た の で 、 や わら か さも 意識 し な が 
ザイ ン し て いま す 。 ら 本 の 刃 は 、 納 刀 時 に 
は 折り た た め る よう な 構造 に し まし た 。 


テテ ロッ ソ モ ー ド 時 の 武器 


が ト 
ン 
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Z 


\ 上 上 線 包 Y モノ ドラ イブ 


Enemy CG 」 = 


ヾ 


SCoZrefr7 
アニ メー ショ ン テ ク ニカ ルアー ティ スト : 山田 和 明 
警備 雇 の 3D モ デル は 、 ほ か の 神 兵 た ちの ペー ス に 
な っ て いま す 。 多く の エネ ミー に 影響 する た め 、 調 整 は 

尼 重 に 行ない まし た 。 


モン スタ ー ア ー テ ィ ス ト : 中 村 博 之 

手 補 弾 を 現実 同じ サイ ズ で 作成 する と 、 ゲ ー ム 内 で 
は 小さ く て 見 えな く な っ て し まい ます 。 そ の た め 、 飼 備 
兵 が 投げ る 手 弾 は 、 現 実 だ と ビッ クリ する くら い 大 き 
な サイ ズ に し て 、 バ トル 中 で も 視認 し や すく し まし た 。 


四半 丘 較 寺 び バ ドル デカ イン コー ディ ネー ニタ af1I 満 
隊 い 場所 で の バト ル で も 見 失わ な いよ うに 、 手 往 弾 は 
明る く 光 る よう に し て いま す 。 


SC6/zZefr/ 
トル アニ メー ショ ン デ ィ レク ター! 山地 栓 之 


$ 気 づき で し ょ うか 。 弾丸 の ベル ト は 、 物 
理 > レー ショ ン (物体 の 動き を 計算 に よっ 
て 自動 的 に 制御 する 手法 ) を 利用 し て リア ル 
な 動き で 畠 れ る よう に な っ て いる ん で す よ ! 


ヾ 


S4/ が Coref7 
レベ ル デ ザ イナ ー: 島本 絵里 奈 
何 番 魔 炉 の 兵器 格納 庫 で 登 場 する 
と き の 演出 は 、 飛び 出す カッ ター マシ 
ン の 動き や 壊れ る パー ツ の 飛び 散り か 
た な ど を 何 度 も 作り 直し まし た 。 


051 


Y チュ ー ス タン ク 


グラ シ ュ トラ イク | 


テテ ヘッ ジホ ッ グ バイ 


WC コー SC6x/ref/ 
モン スタ ー ア ー テ ィ スト : 中村 博之 
「 陸 上 を 浮遊 する フグ 」 を 最新 の フォ 
トリ アル な 表現 (実写 の ひよ うな 絵 ) で 作 
る こと に よっ て 、 ク ラウ ド の バス ター 
ソー ド の 迫力 に 負け な い 独 特 の 世界 観 
を 構築 し て いる と ころ が 良い で す 。 


人 ディ ー ン グロ ウ 


S/ げ (Corezr/ 

メイ ン キ ャ ラク ター モデ ラー& リ ー ド キャ ラク ター アー ティ スト : 
NB 鈴木 大 
本 作 の 怪奇 中 は 、「DC -FFV-』 で 登場 し た と 

に が j た め の 薄 い 羽 ) が 、 

曲がっ て いる が ゆえ に 動き が 制限 され 人 

の SS 1 すず 。 最 初 は 納期 ( 前 側 に ある 硬い 羽 ) だ け で し た 

2 よき | が 開館 中 の ある 時 点 か ら 空 を 飛 記 よう に な っ 

この だ た の で 、 あ わ て て 追加 し まし た 。 
ラ を や わら か くし て も らい まし た 。 は 


77/ 肖 0272274 


人 ハサミ が つい て いる 腕 の 第 2 関節 は 、 


エネ ミー バト ル デ ザイ ナー: 成 運 昌 
[DC -FFVI-」 で は か な り 大 きか っ た で す が 、 今 
回 は 群れ で 飛ぶ と いう コン セプト に し た が っ て 、 
サイ ズ が 小さ く な り ま し た 。 数 多く 出現 させ て 群 
れ と し て の 動き を 見 せつ つ 、 バ レッ ト の 銃 で 気持 
ち 良 く 撃 ち 落と せる よう に し た か っ た の で 、 シ ス 
テム 的 に 動か せる エネ ミー の 数 や 群れ の 見 栄え な 
ど を 踏ま えて 、 何 度 も サイ ズ 調整 を し て いま す 。 


モル ボ ル 


人 ベ ヒ ー モ ス 零 式 
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S44/ が Ceefr7 


リー ド バ ト ル デ ザ イナ ー : 


基本 デザ イン は 「CC -FFMI-」 の ガー ドス コー ピオ ン の 改訂 版 で す が 、 
機関 砲 の 薬 英 の 排出 口 、 肩 部 の ミサ イル ハッ チ 、 バ リア コア 、 ダ メ 
に 明 減 する ライ ト な ど 、 本 作 で の バト ル の 要素 に 合わ せ て 細部 を 作り こん 
で も らい まし た 。 脚 は 6 本 と も 破壊 可能 な 構造 で は ある も の の 、 す べ て 壊 
し て いく と バト ル が 長引く の で 、 第 4 段階 で 前 脚 6 本 だ け 破 壊 で きる よう 
に し て いま す 。 


で ガー ドス コー ピオ ン 


カッ トシ ー ン ディ レク ター: 三宅 秀和 

開発 初期 の 「99 式 小型 ミサ イル ] は 発射 する ミサ イル の 数 が 多く 、 と て 
も ハデ な アク ショ ン で し た 。 カ ッ ト シ ー ン 中 の 攻撃 の ほう が 地味 に 感じ る 
くら いで 、 最新 ゲー ム マ シン の 人 性 能 の 高 さ を 感じ まし た ね 。 最終 的 に は 、 
多 すぎ て 避け られ な いな どの 理由 で ミサ イル の 発射 数 が 減っ た よう で す 。 


フィ ー ラ ー( 未 知 な る 魔物 ) 
S4/7 Coxef/ 
ー レ ベル デザ イナ ー: 島本 絵理 奈 


腹部 の 下 に 並ん だ 赤い ライ ト の 点灯 
する 数 は 、 整 備 フ ロア で の ビッ グ ポ ボン 
バー の 廃 径 数 に 応じ て 変化 し ます 。 


SC6Zxe/r/ 


フィ ー ラ ー の 粒子 状 の 雰囲気 は 、 
専用 の シェ ー ダ ー( 陰 影 や 色 に 関す 
る 処理 を 行なう プロ グラ ム ) で 表現 
し て いま す 。 当 初 は 、3D モ デル を 
流体 つっ ぼく 自由 自在 に 変形 ベ で せよ う 
と し た の で す が 、1 体 出せ する か どう 
か も 危う い ほ ど 描 画 処理 が 大 変 に な 
り そ う だ っ た の で 、 現 在 の 形 に 落ち 
着き まし た 。 


> エア バス ター 


S4/ が Cef/ 
モン スタ ー ア ー テ ィ スト : 中 村 博 之 


顔 の 周辺 の 産毛 は ポリ ゴン を 重ね て 表 
現し まし た 。 顔 が アッ プ に な る カッ トシ 
ー ン で 、 その 効果 が 出 て いる と 思い ます 。 


Y サン ブル : H0512 
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人 ハン ドレ ッ ド ガン ナー 


人 ジェ ノバ Beat 


Y フィ ー ラ ー= ニ プラ エコ 


人 ブラ ウド ・ ク ラッ ド 零 号機 


S4 夏 の ze 
モン スタ ー ア ー テ ィ スト : 中 村 博 之 
「 フ ィ ー ラ ー 粒 子 ( フ ィ ー ラ ー を 構成 する 粒子 ) 
が 結合 し て クリ スタ ル 化 し て いる 」 と いう 質感 
を 出す た め 、 光 が 流れ る テク スチ ャ ー を ポリ ゴ 
ン の 表面 に 貼り つけ て いま す 。 
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ババ 


2 


ン 
yarsRiar 人 COMIPUTER GRAPHICS 


MAI MNTIANY VI NEMAKWIMTENGNADE 


S4 が CZxezr/ 
、 リー ドキ ャ ラク ター アー ティ スト : 渡部 俊明 


毒々 し さ を 出 す た め に 、 気 持ち 悪い 画像 
を ネッ ト で た くさ ん 検索 し て いた こと を 思 
い 出し まし た ……。 


SC6x/zefr/ 
キャ ラク ター アー ティ スト : 金子 陽子 
魔 眺 の せい で 毛 先 が 白っぽく な っ て いる と いう 
想定 で す 。 ポ リ ゴ ン 数 の 関係 上 、 デ ザイ ン 画 より 
も 少し 短 毛 に な っ て し まっ た の が 心残り で すね 。 
ちな み に 、 い つも 近所 の 柴犬 を 見 て 「 お 尻 が か わ 
いい 」 と 思っ て いた の で す が 、 そ の 影響 が ちょ っ 

と 出 て し まい まし た 。 


アニ メー ショ ン テ ク ニカ ルアー ティ スト : 大 石 第 幸 

尻尾 は 、 根 本 が 固く て 先端 が ふさ ふさ し て いる 

の で 、 先 端 の み が や わら か く 揺れ る よう な 動き を 
させ て いま す 。 


S/4/7 の ref7 
モン スタ ー ア ー テ ィ スト : 中 村 博 之 
質感 は ダチ ョ ウ を モチ ー フ に し て いて 、 
毛 で 本 わ れ た 内 部 の 助 肉 も し っ か り と 作り 
こん で いま す 。 ダ チョ ウ な の に 両手 が ある 
点 が 最大 の 特徴 な の で 、 人 間 っ ぽい 手 を あ 
えて な じ ま せ ず に 組み 入れ まし た 。 


シナ リオ コー ディ ネー ター: 大石 真 奈未 

レブ リコ ン と の 週 週 シー ン は 俳 常に ユ フ 
イ ら し い 展 開 に 仕上 が り まし た が 、 抜き 足 
差し 足 の 操作 部 分 か ら 「 ネ ズミ を 路 み そう 
に な る 」 と いう 演出 に つなげ る に は 、 揚 当 
スタ ッ フ の 多大 な 工夫 と 男 力 が 必要 だ っ た 
そう で す … 感 。 


Y ギガ ン ピ ー ド 


人 移 “ 


ン 症 


グ “ マレ プリ コン 


RMLRANMSYVI8EMAKEMNERALUUIMMMAPbs 


で ホー ンク リブ シェ イ 


S4/ が Ceefr/ 
リー ドキ ャ ラク ター アー ティ スト : 渡部 俊明 
質感 や 色 味 な ど が な か な が 納得 の いく も の に な ら 
ず 、 悩 あみ な が ら 作っ た こと を 思い 出し ます 。 


バト ル デ ザ イナ ー 『 昌 


ボク リフ シェ イ た ちの 理 分 で すか が 、 子 分 へ の 対応 が 
荒く て 嫌 わ れ て いる と の 裏 設定 が あり 、 拘 束 し た 英 
を 子 分 た ち に 食わ せる と 、 起 誠心 の 上 が っ た 子 分 た 
ち が 親 分 を か ば う モ ー ド に な り ま す 。 企画 初期 に は そ 
の 逆 パ バターン と し て 、 ビ ンチ に な っ た 箱 分 を 鬱 慣 が 
た まっ た 子 分 た ち が 上 う と いう ネタ も あり まし た 。 そ 
の アイ デア は 未 採用 に な り ま し た が 、 そ ん な 親分 と 
子 分 の 関係 性 も 楽し ん で いた だ けれ ば うれ し いで す 。 


S4/ が が Coxe/ 
リー ドキ ャ ラク ター アー ティ スト : 渡部 俊明 ボス パト ル テ デザ イナ ー: 堀江 一 夫 
デザ イン 画 の 良さ を 残し つつ 、 詳 細 な 、 巨大 か つ 独 特 な 形状 の ボディ を 自然 に 動か す た 


メカ の 設定 を 新た に 考案 し な が ら デ ィ テ 
ー ル を 追加 し て いき まし た 。 ポ リ ゴ ン 数 
が も っ と 使え る と 良かっ た の で す が … 


め に 、 か な り 苦 労 し た 記憶 が あり ます 。 鈍重 な 動き 
と 、 尻 尾 の クレ ー ン アー ム を 使っ た アク ロバ ティ ッ 
ク な 挙動 と の 落差 に 貢 いて いた だ けれ ば 幸い で す 。 


し 
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> 強 有 戦闘 So7xerr 


キャ ラク ター アー ティ スト : 小澤 和 起 
重 装甲 戦闘 員 の 装甲 が 赤色 、 そ の 中 身 の 強 


化 戦闘 員 が 青色 だ っ た の で 、 重 麻 装 戦闘 上 の 
中 身 で ある 人 強 魔 戦闘 員 は 緑色 に な り ま し た 。 


ヶ 重 麻 装 戦闘 貞 


S/ が Coxzez/ 
キャ ラク ター アー ティ スト : 小澤 和 起 


前 面 の 装甲 は ビス トン で 動い て いて 、 
中 央 の 装甲 の 裏側 に エン ジン が セッ ト さ 
れ て いま す 。 


エネ ミー バト ル テ ザ イナ ー: 成 運 昌 


原作 の 設定 を 受け 継い で 大 量 の ミサ イ 
ル を 発射 する 『 マ トラ マジ ッ ク 』 が 見 どこ 
ろ の ひと つ で す 。4 つ の 発射 口 を 切り か 
えな が ら ミ サイ ル を 壁 つこ と で 、 バ トル 
の 仕様 に 合わ せつ つ 多数 の ミサ イル が 広 
が りな が ら 飛 ん で いく と いう ハデ な 演出 
を 実現 させ まし た 。 


> ブル モー ター 
SS が Cozze/ 


キャ ラク ター アー ティ ス | 


温和 直 

コア 部 分 の ハッ チ は スラ イド 式 で は 
な く 、 球 状 の も の が 回 転 し て 内 部 に 収 
納 され る 仕組 み に な っ て いま す 。 


W クリ ム ゾ ン ・ メ ア 


SC6xzefr/ 
モン スタ ー ア ー テ ィ スト : 中 村 博 之 シナ リオ コー ディ ネー ター: 3 ボス パト ル デ ザ イナ ー: 劉 展 久 
オリ ジ ナル 版 IFFMI に 登場 する メカ | 大 護 奈 未 リム ソン. メア と の バト ル は 、[ 抽 近 戦 と 人 了 戦 の 両 


は 年 期 の 入っ た レト ロ な 質感 が 基本 で す 「 ク リム ゾン ・ メ ア 」 の 名 称 は 方 に 対応 で きる 神 羅 最新 式 の メカ を ヒス テリ ッ ク な バー サ 
が 、 こ れ は 新型 兵器 な の で 、 汚 れ を 極力 : スカ ー レ ッ ト に 「 お 馬 さ ん 」 と 言わ : 一 カー( ス カー レッ ト ) が 操縦 し 、 武 装 を 気まぐれ に 変え な 
除去 し まし た 。 た だ し 、 機 体 の 組み 立て せる 前 提 で 考え 出し まし た 。 スカ が ら 人 性能 テス ト を 楽し ん で いる 」 と いう コン セプト で す 。 
中 に つい た で あろ う 作 業 員 の 手 ア カ や 工 ー レ ッ ト の セリ フ は 、 い つも 楽し バト ル 中 に は 、 魔 強 ア ー マ ー だ け で な く ス カー レッ ト か ら 
業 用 油 な どの 汚れ は 再現 し て いま す 。 ん で 作成 し て いま す 。 も 荻 き の プレ ゼン ト が 用 意 さ れ て いま す ( 笑 )。 
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ジン 
と 


ン 
yrsRuL 人 COMIPUTER GRAPHICS 


RMLRANMSYVIBMAKEMNENALUUIMANAPs 


人 DG ソ ル ジ ャ ー 


SIZ7/49777772274 
キャ ラク ター アー ティ スト : 西 中 秀太 
戦 還 中 に 破壊 され て バラ バラ に な る こと を 起 
定 し 、 内 部 の バーツ も 制作 し まし た 。 残念 な が 
ら 実 際 の バト ル で は バラ バラ に な り ま せん で し 
た が 、 じ つ は [イン タ ョ ン ! の ある 場所 
に は 、 分 解 され た 状態 で 転がっ て いま す 。 


279777772774 
アニ メー ショ ン テ クニ カル アー ティ スト : 大石 敏幸 
脚 や 手 の 触 手 、 胸 に つい て いる 口 と いっ た 
動く 部 分 が 多い た め 、 モ ーション デザ イナ ー 
が アク ショ ン を つけ や すい 構造 に する の が 大 
変 で し た 。 胸 部 の 助信 の よう な バー ツ を ー 括 
で 動か せる よう に し た り 、 右 手 の 触 手 を ま と 
め て 伸び 縮み で きる よう に し た り と 、 こ ま か 
い 工 夫 を た くさ ん 仕込 ん で いま す 。 


7/9777772274 
モン スタ ー ア ー テ ィ ス ト : 中 村 博 之 
IFFVI リメイク ] の 召喚 獣 の 身体 に は 、 発光 
する アニ メー ショ ン を 入れ て いま す 。 ラ ムウ 
は 欠 属 性 な の で 、 イ フリ ー ト の ※ 災 な ど よ り も 
スピ ー ド 感 や アウ トラ イン の 鋭さ を 強調 し て 
光ら せま し た 。 


アニ メ 


ョ ミン テク ニカ ルアー ティ スト : 山 田 和 明 

長く て 畠 れ る パー ツ が 多い こと か ら 物 理 設 
定 (3D モ デル を 物理 的 に 正しく 動か す た め 
の 設定 ) に 大 苦戦 し て 、 思 う よ う な も の が な 
か な か が 完成 し ませ ん で し た 。 


ボス バト ル デ ザ イナ ー: 岡田 祐介 

魔法 使い 風 の 見 た 目 に 合わ せ て 、 さ ま ざ ま 
な 魔法 攻撃 の アイ デア を 出す の が 楽し か っ た 
で すね 。 ラ ムウ は や っ と 登場 し た 雷 属 性 の 召 
喚 獣 と いう こと で 、 ボ ス 戦 な ど で 活 躍 し て く 
れる と 思う の で 、 ぜ 〇 手 に 入れ て くだ さい 。 
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MATERIAL (2) 


IMIAGE ART 


FINAL FANTASY VII REMAKE MATERIAL UIIIMANIA Plus 


jHNML RNNY MIHEMAKEIMTENGMDE 


Character lllustration 


Y 贅 備 殿 に 名 乗り を 上 げ る と き の 背 景 


> モー グリ の マン ト を 羽織 っ た ユフィ (線画 ) 
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カエ ル 状 態 の ユフィ 


ン ヴ ァ イ ロ メン ト ア ー ト ワー ク : 
SN 菅原 瑞 士 

ユフィ が 警備 兵 に 名 乗る 場面 で 
背景 と し て 表示 され る 絵 で す 。 彼 
女 の 故 郷 ウー タイ を 思わ せる 和風 
な モチ ー フ を ちり ば め ま し た 。 


アニ メー ショ ン テ ク ニカ ルアー ティ スト : 

山田 和 明 

最初 の ころ は 、 マ ント の 動き を き 

ちん と 表現 で きる の か 、 不 安 に な り 
な が ら テ スト を 行なっ て いま し た 。 


キャ ラク ター アー トワ ー ク : 交 藤 之 裕 

カエ ル に な っ た と き の 姿 は と て も 小さ い の 

で 、 少 な い 情報 で ユフィ だ と わか る よう に する 

必要 が あり ます 。 その た め に 、 改 め て ユフィ の 

デザ イン を 王 目 で ジー ッ と な が め て 、 特 徴 的 な 

部 分 を 抜き 出し た の で す が 、 北 視 し すぎ な いよ 
うに 加減 し て いた の で 目 が 疲れ まし た 。 


ッ グ 
に 


NMATERIAL @ IMAGE ART 


FNLANMSYVIEMAKENERALUUIMAMMAPMs 


マン ノン (線画 ) 


Y カエ ル 状 態 の ソノ ン 


77/ 必 77777770 

キャ ラク ター アー トワ ー ク : 共 藤 之 挫 
「 ユ フィ の カエ ル 姿 より も バー ツ を 少な くす 
る 」 と の 方 針 だ っ た の で 、 ソ ノン の 特徴 を 表現 
する た め に 、 枯 を 持た せ ざ る を 得 ませ ん で し た 。 
育 中 の 棒 に 、 彼 の すべ て を 託し て いま す 。 


マ 
ス 
SS 
ドコ 
SS 
N り 


7/ 放 2777.14 


キャ ラク ター アー トワ ー ク : 米 澤 由 貴 


胸 に つい て いる タグ の 「A.S.0」 に は 、 


「Anti-shinra organization ( 反 神 羅 組 


税 )」 と いう 意味 が こめ られ て いま す 。 
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の 
yarsRiAL の IMIAGE ART 


FNLANMSYVIBMAKEMMNERALUUIMANAPMs 


マメ ルフ ィ 


Y か め お じ さん 


SC6zzefr/ 
キャ ラク ター アー トワ ー ク : 区 藤 之 裕 
[背中 に カメ の 甲 時 を 背負 っ た 、 お 店 の 名 物 お じ さ ん を 描い て ほし い 」 と リク 
エス ト さ れ ま し た 。 お 金 が 好き そう な 放 を 強く 意識 し つつ 、 イ ヤ ら し く な りす 
ざ な いよ うに 気 を つけ て いま す 。 こ うい っ た 三 覆 目 の キャ ラク ター は アイ デア 
の 幅 が と て も 広い の で 、 ほ か に も 捨て が た い ラ フ デ ザイ ン が あり まし た ね 。 


レベ ル デ ザ イン スー バー バイ ザー: 澤田 唯 


か め お じ さん の 3D モ デル が あがっ て きた 当初 は 「 身 長 が 低く て 目立た な い 
の で は ? 」 と の 炒 訪 も あり まし た が 、 最 終 的 に は 歌 と 踊り の 相乗 効果 で 、 す さ 
まじ い 存 在 感 を 見 せつ け て くれ て いま す 。 


パン ダナ に は 
チョ コ ポ 牧 場 マー ク 
の プリ ント が あり ます 。 


> テグ リン 


| 硬 、』 es 至 。 
き 物 。 * 


UM IANTASY VI REMAKIINTENGRADE グ 
Location Illulstration 


七 番 街 スラ ム 


人 七 番 街 ス ラム 外縁 ① 
Y 七 番 告 ラム 外 緑 る 5 
Sw が Co が zer/ 

リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 
ルコ ー・ ア レク サン ドル 
ッ ド ガル の な か で も 、 ゲ ー ム 内 
と な る エリ ア で す 。 ほ か 
の 場所 に は な い 新しい 色 味 を 出す チ 

ャ ンス だ と 思っ て 描き まし た 。 


人 七 番 街 スラ ム 外縁 ③ 


SS が Coxez/ 


レベ ル テ デザ イン スー パー バイ ザ サー: 澤田 唯 
[本編 で クラ ウド た ち が お そる お そる 渡っ た よう な 場所 も 、 ユ フィ は も の と も 
せ ず に 進む だ ろう 」 と 考え て 、 危 険 な 高 所 で も ユフィ の 移動 速度 は 遅く せ ず 走 
SC の re る 動作 を 変え る だ け に し て いま す 。 最 終 的 に 採用 され た 、 両 腕 を 広げ て 楽し そ 


0 うに 走る ユフィ の 姿 を 見 た と き は 、「 こ うき た か ! 」 と 笑っ て し まい まし た 。 
リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : ル コー・ ア レク サン ドル 


ユフィ は 、 ドガ ル に も ぐり こむ お と き に 人 の いな い 静 か な 
と ころ を 選ぶ は ず だ と 思っ た の で . され た 列車 置き 場 を 洪 
入場 所 に し て み ま し た 。 


Y 七 番 街 スラ ム 外 緑 ④ 
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人 アバ ラン チ 本 家 の ア ジ ト (外観 ) [初期 案 ①] 


S4/7 CozzZefr7 
リー ド エ ン ヴ ァ イ ロ メン ト ア ー ト ワー ク : 
ルコ ー・ ア レク サン ドル 
スク ラッ フ ヤ ー ド (くず 
鉄 置き 場 ) の 地下 に アバ ラ 
ンチ の アジ ト が 隠さ れ て い 
る 、 と 想定 し て デザ イン し 
まし た 。 奥 に 見 える トラ ッ 
ク の な か に 、 アジト へ つ な 
が る 秘密 の 入口 が … ! 


SC6xZxez/ 
リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 
ルコ ー・ ア レク サン ドル 
アバ ラン チ の アジ ト を 際 
す ア イデ ア の ひと つと し て 、 
廃 才 ビ ル の 下 に アジ ト を 作 
っ た と いう 設定 で 描い た も 
の で す 。 


Y アバ ラン チ 本 家 の ア ジ ト (外観 ) 初期 案 ②】 


Y アバ ラン チ 本 家 の ア ジ ト (外観) 初期 案 ③】 


S4/ が Core77 
リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト アー トワ ー ク : 
ルコ ー・ ア レク サン ドル 
この イラ スト で は 、 油 圧 
ショ ベル を 秘密 の 入口 の 仁 
掛け と し て 使っ て いま す 。 
アバ ラン チ の アジ ト を どの 
よう に 隠す か を 考え る の は 
楽し か っ た で すね 。 


人 アバ ラン チ 本 家 の ア ジ ト (内 部 ) [初期 案 】 


SC6zZefr/ 
リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 
ルコ ー・ ア レク サン ドル 
緑色 の 麻 眺 の 朋 と の コン トラ スト 
を 狙っ て 、 鉄 骨 や 機械 な ど を 黄色 に 
し まし た 。 満足 の いく 仕上 が り に な 
っ た と 思い ます 。 


Y 物資 輸送 場 ① 


シナ リオ コー ディ ネー ター : 大 石 真奈 未 


ム 内 で グル グル と 歩き まわ る の で す が 、 こ の 
マッ プ は 構造 が 複雑 で 、「 こ こ は ・ 

と 何 度 も ユフィ と 一 緒 に 迷子 に な り ま し た 。 
そう いう 意味 で 思い 出 深い 場所 で す 


RuL の IMAGE ART 


FNLANRSYVI8EMAKEMANERALUUIMAMNAPs 


小路 高 行 

ンプ し た と き に 璧 や 床 を すり 抜け た 

り 、 八 マ っ て 動け な く な っ た り と 、 バ グ が 

多発 し て フィ ー ル ドア クシ ョ ン の 調整 に 苦 

労 し た エリ ア で す 。 不 具合 が 起き な いよ う 

調整 に 調整 を 重ね た の で 、 ぜ ひ テ ン ポ 良く 
ポン ポン 進ん じゃ っ て くだ さい 。 
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A 物資 輸送 場 ② 


リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 
_ ルコ ー・ ア レク サン ドル 


先 へ 進 お むために ユフィ た ち が 利 用 する オ 


クト で す 。 進 行方 向 を 示す 赤い 矢印 は 、 オリジ ナ 
ル 版 の 「FFVII」 を 参考 に デザ イン し まし た 。 


レベ ル デ ザ イン スー バー バイ ザー : 

澤田 唯 

実際 の プレ イ か ら も ユフィ の キャ ラク ター 性 を 

感じ られ る よう に 、 ダ イナ ミッ ク か つ ス ピー ディ 

ー な フィ ー ル ドア クシ ョ ン を 盛り こむ こ と が 当初 

か ら 決 まっ て いま し た 。 ク レー ン を 使っ た ター ザ 

ン 風 アク ショ ン も 、 そ ん な コン セブ ト か ら 生 まれ 

た 要素 の ひと つ で 、 ユ フィ の 身軽 さ を 表現 する の 
に ひと 役 買 っ て いま す 。 


Y スイ ッ チ 


S4/7 CoxZxe// 
リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト アー トワ ー ク : 
ルコ ー・ ア レク サン ドル 
この 工場 [ ドガ ル の メイ ン 
ピラ ー に 近い の で 、 魔 眺 の 濃度 が 
高まっ て いま す 。 魔 眺 が 作り 出す 
緑 が か っ た 霧 の 美 し さ を イメ ー ジ 
し て 描き まし た 。 


「 速 く か ら で も ユフィ が 手 裏 刻 で 狙い た 

く な る デザ イン 」 に し た く て 、 実際 の 操 
作 性 、 視 認 性 、 世 界 観 な どの 調整 を 各 ス 
タッ フ に お 願い し まし た 。 プレ イヤ ー の 
みな さん に も 、 た くさ ん 狙っ て いた だ き 
た いで す 。 


オン ボロ な が ら も 稼働 し て いる 工場 と いう こ 
と で 、 動 き の ある 背景 が 魅力 的 な マッ プ で す 。 
デザ イナ ー の お か げ で 、 ユ フィ 特有 の 移動 アク 
ショ ン も ふん だ ん に 取り 入れ る こと が で きま し 
た 。 そ の が ぷ ぶん 、 実 装 の 難易 度 は 、「FFVI リ メ 
イク ] の な か で も 屈指 の 高 さ で し た が ……。 


人 フィ ー ル ドア クシ ョ ン 用 の クレ ー ン 


レベ ル デ ザ イナ ー : 日 置 友梨 


手 斉 刻 で 操作 する スイ ッ チ は 「 イ ンタ ー ミ ッ シ 
ョ ン 』 に いく つも 登場 し ます が 、 そ の うち の 1 個 
を 表現 する だ け で も 、 ア ー ト 、3D モ デル 、 モ ー 
ショ ン 、 エ フェ クト 、 サ ウン ド な ど な ど 、 た くさ 
ん の 開発 リソー ス が 必要 で す 。 た か が スイ ッ チ 、 
され ど ス イッ チ 。 多く の スタ ッ フ の 手 に よっ て 、 
それ ぞ れ の スイ ッ チ は 成立 し て いま す 。 


人 物資 輸送 場 ③ 


S/%/7 Coxef7 
リ * ン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 
ルコ ー・ ア レク サン ドル 


この 工場 は 、 
な お か つ 重義 に 動き まま わる の に 、 
っ て つけ の 場所 で すね 。 


レベ ル デ ザ イン スー パー バイ ザー: 澤田 唯 


レベ ル デ ザ イン (マッ プ 内 に どん な 遊び を 組み こむ か) 
が 固まる 前 の 開発 初期 
見 た の が きっ か け で 「 ユ フィ を 思い 切り 動か し て や ろ 
う ! 」 と いう 意 谷 が 強く な り 、 さ ま ざ ま な ア 
発想 に つなが っ て いき まし た 。「 イ ンタ 
ダイ ナミ ッ ク さ が 描か れ た 、 象 徴 的 な 1 枚 で す 。 


277442277272274 
エン ヴァ イロ メン ト ア ー テ ィ スト : 伊 藤 
人 の 立ち 入り が ほとん ど な く な っ て 
モン スタ ー が 棲み つい た 危険 な 工場 地 
帯 で す 。 ど ん な 道 で も 駆け 抜け て し ま 
を 作る と き は 結 
村 大 変 で し た が 、 た くさ ん の か た の カ 
に より 、 楽し く 遊 べ る マッ プ に な っ た 
の で は な いか と 思い ます 。 


Y 物資 輸送 場 ① 


Y メイ ン ピ ラ ー 和 整備 場 ① 


S4/7 Coxef/ 


ド エ ン ヴァ イロ 

コン セプト アー ト の 不穏 な 雰囲気 を と 
つ 、 ギ ガン ピー ド の 特性 を 発 押 で きる よう に 、 
身 を ひそ め ら れる 場所 や 通り 抜け られ る 壁 の 穴 
な ど を 盛り こん で いま す 。 ギ ガン ピード が 点 だ 
ん 遊ん で いる と いう 妄想 の も と 、 頭 上 か 
ン デ リア 状 の 鉄骨 が 垂れ 下がっ た に し , 
ら 、 そ れ が バト ル 中 の 演出 に も 使わ れ ま し た 。 


SOxZrefr/ 
リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 
ルコ ー・ ア レク サン ドル 
ここ で 登場 する ボス 敵 は ムカ デ | 
似 た デザ イン な の で 、 戦 い の 押 台 に 
虫 の 巣 の 要素 を 取り 入れ まし た 。 


組み ) の 構造 な どの 実在 する 技術 を 
参考 に し て 制作 し まし た 。 この エリ ア の ボス 
に ふさわしい 背景 に な っ た と 思い ます 。 


Y メイ ン ピ ビラ ー 整 備 場 ( 


人 中 央 装置 整備 通路 [原案 ] 


Sw/ が CozZrefr7 


リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 


際 の ゲー ム で は 、 防 護 桐 を 使っ 
て 移動 する 印象 的 な エリ ア に な り ま し た 。 


ヶ 中 央 装置 初期 案 】 


xr の IMAGE ART 


FNLANMSYYIBEMAKEMNENALUUIMANAPbs 


NiZ7/49777772774 


リー ド エ ン ヴ ァ イ ロ メン ト ア ー ト ワー ク : 


SC6xzzez/ 


リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト アー トワ ー ク : レベ ル デ ザ イン スー バー バイ ザー: 澤田 唯 
警 原 瑞 士 


る ーー ロボ ッ ト 好 き な ら た 
新型 兵器 の 格納 庫 
の イメ ー ジ アー ト が 、 ク リム 
ゾン ・ メア と バト ル す る エリ 
ア へ と 発展 し ま 


ヶ 新型 兵器 の 格納 庫 


RiuL ② IMAGE ART 


RMALRANISYVIBBMMKEIMNENALUUIMAMMAPs 


S4 が が Coxe/ 

レベ ル デ ザ イン スー バー バイ ザー : 
9 _ 澤田 唯 

物語 の 設定 上 、 ユ フィ た ち が 
う イラ スト の よう な 状 
うい っ た 射 
テス ト の 設備 は ゲー ム 内 に も ちゃ 
れ て いま す 。 よかっ た ら 


S4/ が Cee7r/ 


リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 


で す 。 


ャ ーーーーー 


KA 


Y 耐久 テス ト の 移動 用 リフ ト 


S4/ が (Corefr/ 
エン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 尾崎 健 
b 下 施設 を 移動 する さい に 乗る リフ ト 
で す 。 神 羅 ら し い 武 人 な 雰囲気 を 出し つ 
は な る よう [ イン 


レベ ル デ ザ イナ ー: 高見 一 夫 
いた 当時 は 、 リ フト の 上 
で バト ル を し な が ら 進 むと い 
まし 
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Y 耐久 テス ト で 表示 され る エネ ミー の マー ク 


人 大 型 兵 器用 実験 室 初期 案 ] 


W クリ ム ゾ ン ・ メ ア の 武器 換装 用 装置 


S&/ が Ceef/ 

リー ド エ ン ヴ ァ イ ロ メン ト ア ー ト ワー ク 
- 菅原 員 二 
「 何 が 出現 する か の ヒン ト に な る 

よう な 絵 」 と いう こと で 、 そ れ ぞ 

れ の 敵 の 特徴 89 な 部 分 を 抽出 し て 
マー ク に し まし た 。 


SS が (Coxe/ 

リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : ルコ ー・ ア レク サン ドル 

この イラ スト で は 、 ス カー レッ ト の 個性 を 表す こと を 目指 し ま 
し た 。 そ の た め 、 武 器 以外 に も 絵画 や 装飾 品 を 飾っ た り 、 高 い 位 
置か ら ユフィ を 見 下ろ せる 場所 を 作っ た り し て いま す 。 

エン ヴァ イロ メン ト ア ー テ ィ ス ト : 本 田 裕 定 

スカ ー レ ッ ト の イメ ー ジ カラ ー で ある 朱色 を 基調 と し 、 ク リム 
ソン ・ メア が 格納 され て いる 部 分 を 舞台 の ステ 見 立て て 制 
作 し まし た 。 左右 に 取り つけ た 階段 を 、 ス カー レッ ト が さっ そう 
と 下り て き て クリ ム ソ ゾン ・ メ ア に 乗り こ お 場面 は 、 さながら 大 女 
優 の 登場 シー ン を 思わ せる 演出 に な っ た と 思い ます 。 


SS が Co が zer/ 
リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 警 原 瑞 士 
クリ ム ゾ ン ・ メ ア の 武器 で ある 腕 を つけ か える 
装置 で す 。 腕 の サイ ズ や 形状 に 合わ せ た 、 合 理 的 
で 機能 美 を 備え た デザ イン に な っ て いま す 。 


SC6zzxezr/ 

エン ヴァ イロ メン ト ア ー テ ィ ス ト : 
_ 本 田 可 
8D モ デル は 、 イ メー ジア ー 
ト より も 大 き な サイ ズ 感 で 制作 
し まし た 。「FFMI リメイク で 
登場 し た 最新 型 の VR ド ー ム が 
スマ ー ト フォ ン だ と する と 、 こ 


よう な 位置 づけ で 、 小 型 化 に よ 
つて 神 羅 の 技術 の 進化 が うか が 
える よう に し て いま す 。 


S4/7'Coz/ef7 
エン ヴァ イロ メン ト ア ー テ ィ ス ト : 
本 田 裕 吉 
3D モ デル の ドー ム 内 部 も 、 
最新 型 ドー ム に くら べ て 制御 用 
の 機械 や 配 株 類 を 多く し て 、 イ 
メー ジア ー ト を 唱 し つつ 初期 
の コン ピュ ー タ の イメ ー ジ を 強 
め た 囚 気 仕 上 まし た 。 


WW 


kr ② IMAGE ART 


RNALRANMSYVI8EMAKENERALUUIMAMNAPMs 


ユ レ ー タ ー( 外観) 


Y 旧型 バト ル シ ミ ュ レ ー タ ー( 内 部 ) 
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| 
人 兵器 開発 部 門 所 有 の 神 吸 バ トル シミ ュ レ ー タ ー の 起動 ロゴ 


S4/7' Coxref7 
リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 
__ ルコ ー・ ア レク サン ドル 
訓 い タイ ブ の VH バト ル シ ミ ュ レー 
ター な の で 、 よ り シ ンプ ブル な デザ イン 
で レト ロ な 色 味 を 採用 し まし た 。 


S4/ が Cozxref/ 


本 編 の 神 弘 バト ラニ タ 三 で 只 
示さ れ て いた 「 骨 」 の 文字 (一 P.37) を 変 
える こと に な り 、「 輝 ]「 岳 」「 和 ]「 紅 」 な ど 
複数 の 候補 の な か か ら 、 ス カー レッ ト の 
イメ ー ジ に 合っ て いて 「 骨 」 の 音読 み に 似 
て いる と の 理由 で 「 朱 」 が 選ば れ ま し た 。 


人 


グ 
ン 


WMATERIAL @ IMAGE ART 


FNLANMSTVIBMAKEMNERALUUIMANAPbs 


と 部 の に ある 
生じ て 会 委 が で きる 


2 


に 7 天 2777 


SC6xZxer/ 


リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 
』 ル コー* ア レク サン ドル 
追加 エピ ロー グ の ラス ト に 息 き の 要素 
を 加え る た め 、 ひ と 目 で チョ コ ボ フ ァ ー 
ム の トラ ッ ク だ と は わか ら な いよ う 、 非 
常に 気 を 使っ て いま す 。 また 、 荷台 に 昌 
る レッ ド Xm は 万 尾 が 交え て いる の で 、 ワ 
ラ を 積ん で いて も 大 丈夫 か 心配 し な が ら 
デザ イン し て いま し た 。 


シナ リオ コー ディ ネー ター : 大 石 真奈 未 
「 ク ラウ ドー 行 が チョ コ ボ トラ ッ ク に 揺 ら れ 
て 荒野 を 進む 」 と いう シー ン は 、 オ リ ジ ナ ル 
版 FFMI イン ター ナシ ョ ナル 」 の 「 ザ ックス 
と クラ ウド が トラ ッ ク で ミッ ドガ ル へ 向かう 
場面 ] へ の オマ ー ジ ュ と 、 チョコボ や グリ ン 
じい さん と の ほっ こり と し た 般 れ 合い を 描き 
た く て 挿入 し まし た 。 みな さん は 、 荷 台 と 助 
手 席 の どちら に 乗っ て みた いで すか ? 


トラ ンク 間 に は チョ コ ポ を 票 で リー ド を 付け 
る 所 が ある 6 


人 グリ ン の トラ ッ ク 


Y コン ドル 


S4/ が 7 Corefr/ 
キャ ラク ター モデ リン グ デ ィ レク ター: 風 野 正昭 
ラフ 案 と し て 、 コ ンド ル や タカ 、 ワ シ な ど を モチ ー フ に し た 
も の が 7 種類 も あり まし た 。 ど れ も 良 か っ た の で す が 、「 オ リ 
ジ ナル 版 の コン ドル フォ ー ト に いる 鳥 再 現す る の が 一 番 だ ろ 
う 」 と の 理由 で 、 最終 的 に この デザ イン が 選ば れ て いま す 。 


077 


078 


人 モー グリ の ポス ター 


Y 忠 犬 スタ ンプ の 紙 受 居 


77/ 必 2777777777 


エン ヴァ イロ メン ト ア ー テ ィ スト : 竹内 桃 歌 シナ リオ コー ディ ネー ター : 
本 家 ア バラ ンチ の メン バー で 一 番 絵 心 が あ る ナ ヨ が | 大 


奈未 


手描き し た ポス ター で す 。 ク レ ヨ ン や バス テル を 用 い | デザ イン が で き あ が る 前 は 、 絵 
た よう な 、 ア ナ ロ グ 風 の タ ッ チ で 仕上 げ ま し た 。「 都 | が ヘタ な ジー ジェ が 描い た も の と 
市 緑化 強化 週間 ] の 文字 が 右上 が りな の は 、 下 午 き か : 想定 し て 、 ユ フィ が [ぶっ さい く 一 」 
ら 清 書 の 過程 で 文字 を 入れ る スペ ー ス が 不足 し て 詰 ま : と 不満 を も ら す 流れ も 考え て いま 


り 気 味 に な っ て し まっ た 、 と いう 設定 で す 。 し た 。 ナ ヨ の 絵心 に は 感服 で す 。 
SOxZze7r/ 
リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : レベ ル デ ザ イナ ー: 横 小路 高 行 
ーー 菅原 員 士 「 モ ブ ( 町 の 人 た ちな どの 群衆 ) に や ら せ る と 目立ち そう な 行 
紙芝居 の お 話 自 体 は 短い の で 、 動 」 を 考え て いた ころ 、 本 編 で は ネコ し か いな か っ た 空き 地 
ポジ ティ ブ な 印象 を 残す た め に 明 を 見 て 、「 入 口 が 洞窟 を 抜け る よう な 感じ だ し 、 こ こ は 絶 対 


る い 色 で 統一 し 、 説 明 的 に な ら ず 
絵 だ け 見 て も 話 を 想像 し て 楽し め 
る よう に 描き まし た 。 


に 子ども が 好き な 秘密 基地 的 スポ ッ ト な は ず 」 と 思い 、 ス タ 
ンプ の お 話 の 読み 聞か せ 会 を 作っ て み ま し た 。 担 当 し た スタ 
ッ フ の お か げ で すばらし い 出来 栄え と な り 、 感 激 で す 。 


Y か め 道 楽 の チラ シ や ポス ター 


グ 
グ 


ン 


yrstiur の IIMIAGE ART 


RMLANMSYVI8EMAKEMNEHALUUIMANAPbs 


PU : 
LIL だ 
て パッ ー の *r 
rtmrtrmrtrrrz: 


タ ま ゅ 約 て り ま ぃ 有 シン 2 
デン ンー 


S4/7 CozZzef7 


リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 菅原 瑞 士 


キャ ラク ター アー トワ ー ク : 六 藤 之 裕 


最初 に 音楽 を 聞か せ て も らい まし た が 、 
クセ に な る メロ ディ を 個性 的 に アレ 


た 曲 ば か り だ っ た の で 、 絵 も それ に 負け な 
いよ うに バラ エ テ ィ 要 か に し まし た 。 それ 
ぞ れ の ポス ター の お 店 に 行っ て みた いと 思 
つて いた だ けれ ば うれ し いで すね 。 ち な み 


ぐ 夢 を 見 て いる ] と いう イメ ー ジ で す 。 


か め 道 楽 の ロゴ マー ク は 、 合 
計 で 2000 回 くら い 書 き 直 し ま 
し た 。 墨汁 と 筆 で 実際 に 書い た 
文字 を スキ ャ ン し た り も し まし 
た が 、 結 果 的 に は デジ タル で 措 
画 し た も の を 採用 し て いま す 。 
カメ くん の 絵 も 、 同 じ 流れ で 完 
成 さ せま し た 。 シン プル な も の 
を 描く の っ て 難し い !! 


4 


レベ ル デ ザ イン スー バー バイ ザー : 
澤田 唯 
メタ ル ア レ ンジ の か め 道 楽 ソン 
グ は 、 ひ そ か に 英語 版 の 音源 を 推 
し て いま す 。 歌詞 も ちゃ ん と 英訳 
され て いて 、~ こ れ ぞ メタ ル !~ な 
BGM を 堪能 で きる ん で す 。 オプ 
ショ ン の ボイス 言語 設定 で 英語 ポ 
イス に 切り か えら れ ま す の で 、 異 
味 の あ る か た は ぜひ 。 


WEILCOMEI 


りり 


レベ ル デ ザ イナ ー : 

横 小路 高生 

当初 は [チラ シ の うち の 1 枚 
が 、 か め お じ さん の 背中 に 貼っ 
て ある 」 と いう 案 も 存在 し まし 

た 。 チラ シ 探し の イベ ント の な 

か で は 、「 子 ども た ち が 積 み 上 

げた で あろ う 段 ボー ル の お 撤 ] 

と 「 ス タン プ の お 業 子 袋 に じゃ れ 
て いる ネコ 」 が お 気に入り で す 。 


079 


INAL IWASY NEMAKEINTENGRADE 


Gadget lllustration 


ド (oz 

シニア アシ スタ ント プロ デュ ー サ ー : 渡邊 勇 磨 
実際 の プレ イ 中 は あま り 気 に な り ま せん 

が 、PV 撮 影 な ど を 行なっ つて いる と 、 手下 

3 剣 が 思っ た より も 大 きい こと に 衣 か され ま 

フィ 科 因 装 人 3 し た 。 コ フィ の 硝 が 聞 れる の で 、 こ の 手 炎 

マテ リア ル 数 :2( 連 結 ) ※ 和 印 な の で 凹 で す 剣 に は と に か く 苦 労 さ せら れ て いま す 。 


Y 十字 手裏剣 
【 ユ フィ 初期 武器 案 ] 


Y シュ リケン ダー 


MR サボン グー 


人 か まぐ る ま 


バト ル シ ス テム デザ イナ ー: 岩 上 亮太 シニア アシ スタ ント プロ デュ ー サ ー : 注 選 勇 磨 


予約 特典 と し て 手 に 入る 追加 武器 だ っ た こと も あり 、「 サ ポ 会 議 で この 武器 の 話題 に な つた と き に 、「 シ ュ リ ケン ダ 


テン ダー を 投げ た ら お も し ろ い の で は ?」 と いう フワ ッ と し た ー」 と いう 名 称 と マテ リア を 装着 する 位置 が 満場 一 至 
話 か ら デ ザイ ン が 進み まし た 。 武器 アビ リティ も コミ カル な : まり まし た 。 手 杏 合 と し て 武器 化 さ れる こと が 音 か ら 決 ま 
も の に な っ て いる の で 、 ぜ CO 実際 に 使っ て みて くだ さい ! つて いた か の よう な サボ テン ター の 姿 に 脱帽 で す 。 


と 
ン 


varstiur ② IMIAGE ART 


RMLRANISYVI8BMAKEMNENALUUIMANAPbs 


Y 金 財 棒 


人 五輪 棒 人 魔 人 棒 


Y 鬼神 の 腕輪 
See 
リー ドキ ャ ラク ター アー トワ ー ク : 中 村 直 樹 


この イラ スト で は 見 え づ らい か も し れ ま せん 
が 、 裏面 の デザ イン に こだわ り を 入れ て み ま し た 。 


Y 魔 翔 の 腕輪 


Y 同 鳳 の 腕輪 


081 


082 


S4/ が Corefr7 
リー ドキ ャ ラク ター アー トワ ー ク : 
ossyietrse 中 本 革 
この アク セ サ リ の コン セフト で あ 
る 「 友 情 」 を 、 ど の よう に デザ イン で 
表現 すれ ば いい か 、 結構 悩 まし た 。 


バト ル シ ステ ム テ ザイ ナー: 岩上 亮太 


ソノ ン と の 連携 時 に 良い 効果 を 発 
押す る も の と し て デザ イン を お 願い 
し た アク セ サ リ で す 。 当 時 の 依頼 書 
を 見 返す と 「 協 力 感 や が 沸き 上 が 
っ て いる 感 が ある も の で お 願い し ま 
す 。 ミ サン ガ な ど 気 持ち を こめ て 身 
に つけ る も の 。 共通 の 故郷 の ウー タ . 
イ っ ぽ さ が ほし いで す 」 と 記載 さざれ 
て いま し た 。 


SC6xzxez/ 
キャ ラク ター アー トワ ー ク : 米澤 由貴 
使う 人 に 合わ せ て 印刷 部 分 を 差し か え 


な が ら 何 度 も 使い まわ され て きた 偽造 カ 
ー ド 、 と いう イメ ー ジ で す 。 


シナ リオ コー ディ ネー ター : 大 石 真 奈未 
[イン タ ショ ン 」 で は 2 枚 の ID カ 
ー ド を 入手 し て 神 召 ビル へ の 侵入 を くわ 
だ て ます 。 い くつ も の ID を 必要 と する 
ミッ ドガ ル に ユフィ が 「 神 羅 お う ぼ う 
ー ! 」 と 不満 を も らし ます が 、 複 数 の ID 
が 存在 する や や こし さ に スタ ッ フ も 「 神 
惑 お う ぼう ! 」 と 叫ん で いた と か ……。 


で 絆 の くみ ひも 


> 赤 鬼 メモ リ 


Y 越境 用 ID カー ド 


人 青 鬼 メ モリ 


マリ ボン 


S4/ が (Core/ 
キャ ラク ター アー トワ ー ク : 
杉山 麻美 
と ある キャ ッ チ コピ ビー な 連 
想 さ せる よう な 色 と 形 を 意識 
し て デザ イン し て いま す 。 


S/7 Corer/ 

バト ル シ ス テム デザ イナ ー : 岩 上 亮太 
ヒー ロー の 変身 ベル ト に セッ ト す 

る ガジェット を イメ ー ジ し て いま 

す 。 連 動 する 防具 と と も に 、 デ ザイ 

ン と し て クリ スタ ル っ ぽい ライ ン を 

入れ て ほし いと 依頼 し まし た 。 


Y リ レ イ ズ ビ アス 


Y 神 膝 社員 ID カー ド 


277 上 227772.14 
リー ドキ ャ ラク ター アー トワ ー ク : 
中 村 直 樹 
[FFVI リメイク 』 に は 多く の 種 
類 の コイ ン が 登場 し ます が 、 そ 
れ ぞ れ 特徴 が 出る よう な デザ イ 
ン を 心がけ て いま す 。 


/ ゲ 
yarERAL の IIMIAG 王 ART 


FNALANMSYVIBBMANEMMNENALUUIMANAPbs 


スキ ル ア ッ プ ブ ッ ク 


裏 表 


人 棒術 技術 書 


ぞ その他 の 小物 


Y スカ ー レ ッ ト の 超 小 型 通信 末 


超 ! 補 巡 才 帝 未 


人 スカ ー レ ッ ト の ロケ ッ ト ラ ンチ ャ ー 
Y 伝書 鳩 の 手紙 


和 ね $kT72f-2 張 x ま 3。 
入 守 ょ 人 に モネ トー で き 。 

も 少 い 詠 ゅ 3 出 っ ち YO れ デ 
妹 尺 は 3 時 T*we 


S4/ が CZzefr/ 
キャ ラク ター アー トワ ー ク : 医 藤 之 裕 
この 小型 通信 端末 は 「 フ ロッ グ 」 と いう 通称 で 呼ば 1 て いて 、 部 下 
の あい だ で は [スカ ー レ ッ ト さ ん に フロ ッ グ の の 番 を 渡し て ある か 
ら 帳 簿 に 記載 し と いて ね ! 」 み た いな 会 話 が され て いる ん だ -…… と 
妄想 を し な が ら デ ザイ ン し まし た 。 形 が カエ ル に 似 て いま す よね 。 


ーー ソト トッ 
ぐ 


SC6zxe/ 

キャ ラク ター アー トワ ー ク : 頑 藤 之 裕 
[読め そう で 読め な い 、 で も 荒 無 抽 で は な い 文 字 ] を ひ た 
すら 模索 し な が ら 書 いて いた 記 億 が あり ます 。 だ ん だ ん ハイ 
に な っ て き て 、 午 き 終え た ころ に は 自分 が 古文 午 の 達人 に な 
つた よう な 気持 ち で し た が 、 寝 て 起き た ら 忘 れ て いま し た 。 


ーー へ を < で と Go see テン で 


/ き sy で 
ー ツ クッ で ぐっ タン ーー ンー ダー アン 


083 


084 


Y プレ イ 中 の 画面 イメ ー ジ 


S&/ が Coxere/ 


シニア アシ スタ ント プロ デュ ー サ ー : 渡邊 勇 磨 


社内 の 3D プ リン ター を 使っ て 、、 こ の ユニ ッ 
ト を 実際 に 製作 し よう と し て いた の で す が 、1 
体 目 の 出力 中 に 機材 が 壊れ て し まい 、 い まだ に 


作れ て お ら ず 。 神 羅 兵 お そる べし ……。 


Y ペース と ジェ ネ レ ー タ ー ユ ニッ ト 


S4/ が Coref7 

リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 
- 警 原 瑞 士 
ボード ゲ ー ム と し て アレ ンジ が 加 
わっ て も 、 オリ ジ ナ ル 版 の コン ドル 
フォ ー ト の イメ ー ジ を 壊さ な いよ う 
に 気 を くば りな が ら デ ザイ ン し まし 
た 。 チェ ス の よう な 盤 上 の コマ を 規 
起 し て いた だ けれ ば 幸い で す 。 


SC6zZefr/ 
リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 
3 区 原 二 
キャ ラク ター の デフ ォ ル メ 貞 合 
カメ ラ ア ング ル 、 釧 上 で の バト ル の 
イメ ー ジ を 共有 する た め に 描い た イ 
ラス ト で す 。 ステ ー ジ の 83D 化 は 、 
竹内 (竹内 桃 歌 氏 ) が 試行 錯誤 を くり 
返し て くれ た お か げ で 、 ジ オラ マ 感 
の ある 良い 仕上 が D に な り まし た 。 


IL MNTASY WI NEMAKE INTERGRADE 
Enemnny Illustration 


086 


Y ロス ト ファ ング 


S4/7 CozzZrefr/ 
エネ ミー バト ル デ ザ イナ ー: 成 運 昌 


オリ ジ ナ ル 版 で は 前 面 の トゲ 装甲 が ひ 
と か た まり の イメ ー ジ で し た が 、 今 回 は 
複数 の パー ツ に な っ た の で 、 バ トル で も 
その 要素 を 取り 入れ て いま す 。 具体 的 に 
は 、「 マ トラ マジ ッ ク 」 を 使う と き は 放熱 
の た め に 装甲 を 開放 し 、 転 倒し て ピン チ 
に な っ た と き は 装甲 を 引き 締め て バリ ア 
モー ド に 入る 設定 に し まし た 。 バリ アモ 
ー ド 中 に 「 マ トラ マジ ッ ク 」 を 使う と 、 装 
甲 が 開放 され て 一 時 的 に バリ ア が 消え る 
た め 、 絶 好 の 攻撃 チャ ンス に な り ま す 。 


人 ブル モー ター 


27/49277277774 
リー ドキ ャ ラク ター アー トワ ー ク : 中 村 直 樹 


異様 に 手 が デ カ い ダチ ョ ウ で す 。 じ っ くり 見 
る と 気持 ち 悪い で すね … 


レベ ル テ ザ イン スー バー バイ ザ サー: 澤田 唯 


Y レブ プリ コン 


レブ リ ゴ ン 、 レ プリ コン 、 レ プリ ゴン 
開発 中 に スタ ッ フ が 言い まち が える 率 ダン ト ツ 
No.1 に 輝い た モン スタ ー で す 。 


We 
0 の 951 TP っ 
7h20D た gp。 ま he 
ゃ だ: ば 
7 
29M 3O 以 内 


ーー メ 印 部 分 が 装甲 (グレ ー 部 分 ) の ジョ イン ト 部 分 で す 


Y ギガ ン ビ ピード 


yarsRAL 9 IMIAGE ART 


FNALANRSYVIEMAKEMMNERALUUIMAMAPbs 


神 羅 製 メ カ ( ム カ デ ) 


S4/ げ (Coxefr/ 
キャ ラク ター アー トワ ー ク : 
米澤 由貴 
ムカ デ の よう な 蛇行 を 再 
現す る た め に 、 本 体 や 脚 を 
どの よう に デザ イン すれ ば 
良い か 何 度 も 検討 を 重ね ま 
し た 。 頭 部 が 提 削 機 に な っ 
て いる こと か ら 、 身 体 は 重 
機 っ ぽい オレ ンジ 色 や っ 
ぽい 茶色 で 着色 し て いま す 。 


昌行 時 
(ミサ イル 無し ) 


の し か か り 時 


087 


Y クリ ム ゾ ン ・ メ ア 


に 3 


「 つ SCoZxre/ 


リー ド エ ン ヴァ イロ メン ト ア ー ト ワー ク : 
菅原 瑞 士 


回 と 
イス の 肘掛 部 分 に ある トラ ッ ク ボ ー ル で 操作 


無 胃 な 機体 な が ら も 女性 で あ 
る スカ ー レ ッ ト に 似合う デザ イ 
ン 、 と いう 点 で 悩み まし た 。 ほ 
か の ロボ と ちがっ て 人 が 乗り こ 
む タ イプ な の で 、 ど う や っ て 操 
終 す る か を 考え る の は 楽し か っ 
た で すね 。 手元 の ボー ル を まわ 

』/ し て 操縦 する 仕組 み は 、 昔 の ア 
ー ケ ー ド ゲー ム の 操作 か ら ヒ ン 
ト を 得 まし た 。 


ボス パト ル デ ザ イナ ー: 劉 展 航 


各種 の 武装 バーツ は 、 接近 戦 
と 間 戦 を 臨機 応 変 に 切り か え 
る こと を 前 提 と し た デザ イン に 
な っ て いま す 。 ス カー レッ ト 本 
人 が 持つ ヒス テリ ッ ク な パーサ 
魔 導 約 朋 か 5 を fd 符 ぇ 大 剣 』 ら を 全 け 内 え ーー カー 気質 を 表す た め に 、 わ ざ 
こ と アン バラ ンス な サイ ズ 感 に し 
6 まし た 。 


議 計 8 


麻 導 サー ベル + マ シン ガン 


欄 先 部 分 が 伸び て 攻撃 


yarsRAL の IMIAGE ART 
rf 
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べそ ヘレ ティ ッ ク ・ レ イリ ー 


S4/ げ (Coxez/ 
キャ ラク ター アー トワ ー ク : 米澤 由 買 
エネ ミー 化し た 「 レ イリ ー」 と いう 名 前 
の 科学 者 で す 。 オ リ ジ ナ ル 版 に 登場 し て 
いた ヘレ ティッ ク 宝 条 の デザ イン な 意識 
し つつ 、 後頭 部 の 形状 に は 花 や 長 い 肢 の 
イメ ー ジ を 取り 入れ 、 ボ ディ は 人 間 の 女 Y 投影 装置 
性 を 思わ せる 曲線 で 構成 し まし た 。 


バー ツ を 収納 し 、、 


縮小 可能 
! 
ー ー テ 
1 


下面 引 時 
バリ ア 時 
S4/ が Co と 
キャ ラク ター アー トワ ー ク : 米 澤 由 貴 

プラネ タリ ウム の 投影 装 置 を 参考 に デザ 
イン を 考え まし た 。 複数 の レン ズ を あら ゆ 
る 向き に つけ る こと で 、 広 い 空間 に 映像 を 
投影 で きる よう な 仕組 み に な っ て いま す 。 全面 」 
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Cutscene Continuity 


多 
ve 
| 約 w 
PS 
本 て 
の ら ew 
@sx 
< s0 
析 ー 
か G あ 
1 (が cty」 
1]e 
@wy 
に pv 
fe で 2」 
仙 ヶ 1 PV 


リー ドカ ッ ト シ ー ン アー ティ スト : 玉田 光 ′ カッ トシ ー ン ディ レク ター: 三 宅 秀和 
ショ ン ! の オー プ ニ ン グ シ ー ン な の で 、 フ ァ ー ス トカ ッ ト の 今回 の 
構図 は 悩み まし た 。 忍者 らし くす ば や い ア クシ ョ ン を 見 せる バターン な ども 演技 の 指 
、 モ ー グ リ の ポン ポン を ひょっこり フレ ー ム イン させ る 形 に し | て いま し た 。 ユ フィ は [未熟 さ を 
て いま す 。 ア クシ ョ ン シ ー ン と は 齋 逆 の 印象 で す が 、 じ つ は こち ら の ほう が | 感じ る 動作 手先 の 器用 さ 」「 ア ニ 
ユフィ の 神出鬼没 な キャ ラク ター 性 に 合っ て いる の か も し れ ま せん 。 メ 的 な 演出 」 が キー ワー ド で す 。 


Y 仮 組み の 画像 
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サッ o」 


727/777727704 
リー ドカ ッ ト シ ー ン アー ティ スト : 玉田 光 


oe や ポト 
に ッ 


CHAPTER 1 


uu 


加 


悪 caftYn 
キ oT 


「 宙 き で 5>f と 」 


し 


=SC< な の 」 
と ODM 


休ん 」 
ゃ pipe 0 2 の 3 
の WerT6f 


リー ドカ ッ ト シ ー ン テク ニカ ルアー ティ スト : 林 淳一 


ユフィ の 手先 の 器用 さ を 印象 づけ る た め 、 マ テリ ア 
を ジャ グリ ング させ て み ま し た 。 ユ フィ と アバ ラン チ 
メン バー の テン ショ ン の ギャ ッ プ も 見 どこ ろ で す 。 


ジャ グリ ング する マテ リア は 、 当 初 は 1 色 の 予定 で し た 。 
見 せる 場面 を 作っ て いく 途中 で . 
し た ん で す 。 想定 外 で し た が 、 逆 に 手品 っ ぼく て お も し ろか っ た の で 、 そ の まま 残し まし た 。 


し か し 、3 色 の マテ リア を 最後 に 
ジャ グリ ング する マテ リア の 色 が 変わ っ て し まう バグ が 発生 


量 潤 
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IN 


の 2 
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ジー ジェ 救出 (ギガ ン ピ ー ド 変形 ) CMAPrEt 


ン ム ノン 一 - 3 バ ・ 
MS あみ だ 1 いま ノ wA「 グ 和 . 特 9 
ル (2 1) 析 (e<GTB し | / M2 
レー 誠 Eo Sel 
(『 マル 人 0 


W 
る / 


上 


CA 
ぐ ③e② 
が 5 < きく 


SC6xzzerr/ 
リー ドカ ッ ト シ ー ン アー ティ スト : 玉田 光 
ユフィ と ソノ ン の 連携 を 描い て 、 ふ た り の 息 が 少し ずつ 合っ 
て き て いる 様子 を 強調 し まし た 。 仲 く な る ほど 別れ は ツラ く 
な る の で 、 ラ スト シー ン へ の 布石 の ひと つ に も な っ て いま す 。 
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CHAPTER 2 


コー ド t っ な を 人 放ち イス 
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る 9 利和 も 見 Le 


本 名 
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4 09| / 
ラプ 小玉 0uT 
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情 和 w 表 
そい 5 


Vft 
1 園 


可 令 を 人 - ト ジン |) 


ま w AWK 
すず) ホネ) ピン 


の 人 旬 (② 晃 


SCoZxerr/ 


スト ー リ ー ボ ー ド アー ティ スト : 奥 居 久 明 


ゃ の 3 トー え ロ 
TA 


上 HERI21G 病 


バス 


"の 提 


さい | 
を ん | 司 <@ で 2 に 
今季 5 「」 
bo 
MM 
| | 」 
37|oo 
Axk4 閣 
= リ 


ヒュ ェ 
陣 M。 お前 
NM" 愉 で 邊 か 


リー ドカ ッ ト シ ー ン テク ニカ ルアー ティ スト : 林 淳一 


バリ ア 内 で 逆光 を 受け る ネロ と ヴァ イス の あや し げ な 雰囲気 を 伝え る べく 、 カ ラー で 絵 コン | 


成 版 で は チャ ドリ ー と ヴァ イス を 目立た せる た め に 研究 員 た ち は 登 場 さ せ て いま せん 。 


部 屋内 に 無数 の ケー ブル が ぶら 下がっ て いる 絵 


テ を 作成 し まし た 。 こ の 給 コ ン テ で は 、VR 空 間 の な か に 研究 員 た ち が 描か れ て いま す が 、 完 『 が と て も カッ コ 良 いで す 。 そ れ を 忠実 に 再現 し て 
: くれ た 背景 チー ム に 感謝 ! 
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27/ 人 77772774 
リー ドカ ッ ト シ ー ン アー ティ スト : 玉田 光 
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< つい &2 つ zz 


リー ドカ ッ ト シ ー ン テク ニカ ルアー ティ スト : 林 淳一 
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の 9 和 szem 


ほ soHER で 
5 ED 
に 


(AO) 
古 表 る 

隊 . の ai き 
窟 xRe 


カッ トシ ー ン ディ レク ター: 三宅 秀和 


妹 を 失っ た 過去 の 情景 と 、 ユ フィ に 迫る 
現在 の 危機 的 状況 を 交互 に 描く こと で 、 ふ 


た り を 重ね 合わ せ て いる ソノ ン の 心情 を 表 | 


現し て み ま し た 。 と ころ どこ ろ で 梅 図 も 一 
繕 に な っ て いる の が ポイ ント で す 。 


シナ リオ を 読み 終え て 、「 変 えら れ な い 過 去 の 記憶 を 
抱え た ソノ ン は 、 何 を 望ん で いた の か ? 」 を じっくり 考 
、 こ の シー ン の 制作 に 着手 し まし た 。 ギリ ギリ 
の スケ ジュ ー ル の な か 、 妹 メル フィ の 3D モ デル を 用 意 
し て くれ た アー ト S キ ャ ラク ター チー ム に 感謝 で す 。 


ソノ ン の キー ワー ド は [家族 思 い ] 
[連携 」「 さ り げ な い 気づか い 」 で 、 こ 


| れ ら を エン ディ ング 後に 感じ させ る 


よう な 演出 を 目指 し まし た 。 う まく 
伝わっ た で し ょ うか ? 
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MATERIAL 3 


VOICE SCRIPT 


FINAL FANIASY VII REMAKE MAIERIAL ULIIMANIA Plls 


と 


FINAL FANTASY REMAKE 


ボイス 収録 台本 


印象 に 残る イベ ント シー ン の 収録 台本 ( ト 書 き と セ リフ で 構成 され た 脚本 ) を 、CO デ 
ィ レ クタ ー・ 鳥 山 求 民 へ の Q&A と 併せ て 掲載 。 キ ャ ラク ター の 心情 な ど 、 見 逃 せな 


い 内 容 が 満載 だ 。 な お 、 台 本 内 の セリ フ や 演出 は 、 製 品 版 と は 異な る 場合 が ある 。 


※ 各 シー ン の タイ トル は 本 書 で 独 目 に つけ た も の 。 また 、 と くに 注目 し た い ト 書き は 赤色 の 太字 に し て いる 


CHAPTER 1 


壱 番 魔 訪 建物 内 


廃 眺 炉 の 入り 口 前 。 ビ ピッ グ ス は 扉 の 操作 パネ ル 前 で 作業 を 開始 する 。 ジ ェ 
シー は 周囲 の 様 す を 疾 っ て いる 。 ク ラウ ド を 待っ て いた バレ ッ ト は クラ ウ 
ド に 話し か ける 。 
バレ ッ ト 「 泣 く 子 の 腕 さ え ひ ね る ソル ジャ ー と いや あ 神 羅 の 番犬 。 
魔 眺 訪 は 初め て じゃ ね えん だ ろ ?」 
クラ ウド 、 怪 放 な 前 。 
バレ ッ ト 「 俺 を 魔 眺 溜まり の ブリ ッ ジ まで 案内 し て くれ ] 
クラ ウド は 廃 眺 炉 内 の 勝 ま が わか ら ず 周囲 を 見 まわ す 。 な せ 自 分 は 知ら な 
い の か ? ぞ れ が 気 に な っ て いる 。 バ レッ ト が まく し 立て る が 耳 に 届い て 
いな い 様 3。 
バレ ッ ト 「 教 えた くね えっ て か ? 
神 雇 に 未練 タラ ー リ じゃ ね え か 。 忠 犬 スタ ンプ か よ ! 
拒否 し た っ て 意味 ね え ぞ 。 
元々 お まえ 抜き で 立て た 作戦 だ ! 」 
意識 ノイ ズ 。 
クラ ウド 「 魔 眺 炉 は 建造 され た 時 期 に よっ て 構造 が 違う 。 
この 型式 は 初め て だ が な ん と か な る だ ろう 」 


く 中 略 > 


エレ ペー ター の ポタ ン を 押す と 、 話 し か け て くる ジェ シー。 
ジェ シー 「 テ ィ フ ァ の 知り 合い で し ょ ? 

好奇 心 び お きだ し で 訓 く けど 、 ど ん な 知り 合い ?」 
クラ ウド 、 眉 を ひそめ る 。 意 識 ノ イズ 。 


| 回) 十 三 年 前 の ニブ ル ヘ イム 


楽し を うな ティ ファ と 、 ぞ の 周囲 を 取り 巻い て いる 少年 A、B、C( 全 員 8 
歳 )。 カ メラ は クラ ウド の 目線 を 表し て いる (クラ ウド は 映ら な い )。 ク ラ 
ウド は 自宅 を 出 て 、 テ ィ フ ァ の 家 の 前 むろ し て いる 楽し げ な 4 人 を 視 


界 の 隅 に と ら え な が ら 村 の 入り 口 の 橋 へ 向かう 。 行 き 先 に 特別 な 用 事 が あ 
る わけ で は な い 。 テ ィ フ ァ が クラ ウド (カメ ラ ) に 気付 く 。 勢 いよ く 立 ち 上 
が り ニ ー 

ティ ファ (8 歳 ) 「 ク ラウ ド ! 」 


他 の 少年 た ち が 嘩 然 と する 中 、 駆け寄っ て くる ティ ファ 。 

ティ ファ (8 歳 ) 「 ま た 無視 し た ! 」( 怒 っ た ふり で ) 

(以上 は クラ ウド の "無意識 "が 旧 時 に 改変 し た 記憶 。 実際 は 、 テ ィ フ ァ は 
クラ ウド に 気づか な か っ た ) 


回 想 戻り 。 意 識 ノ イズ 。 

クラ ウド 「 俺 た ち は 一 一 」 

ぞ こ へ パレ ッ ト が ドス ドス と 入っ て 来 て エレ ベー ター の 起動 スイ ッ チ を 押 
す 。 乱 暴 に 動き 出す エレ ベー ター。 し れ っ と し て いる ジェ シー。 ふ た り の 
様 を 見 て バレ ッ ト は 人 怪 主 な 顔 。 


く 中 貼 > 


| 壱 番 魔 上記 建物 内 ・ エ レベ ー タ ー 内 


壱 番 魔 眺 炉 の フロ ア に 移動 中 の エレ ベー ター 内 。 自 分 の 話 に 興 論 し 、 話 す 
勢い が 止ま ら な い バ パレット 。 話 の 途中 で すでに ヒー ト ア ッ プ し て いる 。 
バレ ッ ト 「 て め え が メシ 喰っ て る と きも 、 

眠り こけ て る と きも この バカ で か い ポ ンプ が 

歴 眺 を ガン ガン 吸い 上 げ る わけ だ 。 

休み な く 、 容 赦 な く よ ! 

お まえ 、 魔 眺 の 正体 を 知っ て る か ?. 

魔 眺 は この 星 の " 血 "だ 。 

俺 た ちの 身体 を 流れ る 真っ 赤 な 血 と 同じ ! 

っ て こと は 、 こ の まま 吸い 続け た こら どう な る よ 」 
黙っ て いる クラ ウド 。 
バレ ッ ト 「 え えっ !? 星 の 悲 鳴 が 聞こ え ね え か 、 ク ラウ ド さ ん よ ! 」 
クラ ウド 「 あ ん た に は 聞こ える の か ?」( 淡 々 と ) 
バレ ッ ト 「 お う よ ! 」 
クラ ウド 「 医 者 に 行け (淡々 と ) 
バ パレット 、 き ょ と ん と し て いる が すぐ に 馬鹿 に され た の だ と 理解 し て - 
バレ ッ ト 「 て め え ! 」 
エレ ベー ター が 到着 する 。 
クラ ウド 「 星 の 未来 より 、5 秒 後 の 自 分 を 心配 する ん だ な 。 

あん た の 砺 鳴 な ん て 、 ゾ ッ と する 」 


Scenario Staff Q&A 4zxspezeg の 鳥山 求 


(0 壱 番 魔 蛇 寺 で クラ ウド が ニニ ブル ヘイ ム の 情景 を 思い 出す 場面 に は 、 
「 不 安 な 心 - 何 り の 記憶 -」 と いう 曲 が 使わ むれ て いま す が 、 曲名 どおり 、 
これ は 何ら か の 要因 に より 作ら れ た 記憶 な の で し ょ うか ? 


A クラ ウド に は 、 本 人 も 自覚 し て いな い " 実 験 の 後 過 症 "の よう な も の 
が 残っ て お り 、 物 語 の と ころ どこ ろ で 意識 ノイ ズ や 幻覚 と いう 形 で 
それ が 表 出 し て いま す 。 壱 番 魔 眺 炉 で 思い 出す 故郷 の 記憶 も 、 苦 し 
みや 「 不 安 な 心 ] こ と も に 生み 出さ れ て お り 、 ど こま で が 本 物 の 思い 
出 な の か 、 ど こ か ら が 作ら れ た 回 想 、 も し く は 彼 自 身 が そう あっ て 
ほし か っ た と いう 頭 望 な の か 、 わ か ら な いよ うに 表現 し て いま す 。 
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NMLAKMSYVINBMMNEIMNENALUUIMANAPbs 


に 入る 。 ぞ の 路地 は 、 

ブル ヘイ ム の よう な 状況 。 セ フィ ロス 
こし な い 。 道 が 歪 \ る 。 先 
D り よう な 秋 に 包ま れ て いる 。 突 


に 包ま れ て いる 。 


を 追っ て きた クラ ウ 
ほど の 路地 と 同様 [ 
き 当 た り の 概 


クラ ウド 「 め りえ な い 。 あ ん た は …… 死 ん だ ] 
セフィロス 「 ほ う ?」 

クラ ウド 「 俺 が この 手 で …-」 

クラ ウド 、 何 故 か 息苦し く な る 。 肩 で 皿 . 


セフィロス 「 も ちろ ん 覚え て いる と も 。 
我々 の 大 切な 思い 出 だ か ら な 。 
さて 、 ク ラウ ド 。 一 一 お まえ に 頼み が ある 。 
この 星 が 死 の うと し て いる 。 
圧 喝 も お げ ず 、 静 か に 、 ゆ っ くり と 。 
ー 一 私 た ちの 星 が 消え て し まう の だ 、 ク ラウ ド 」 
セフィロス 、 両 を 差し 伸 べ る , 


| . 炎 に 包ま れる ニブ ル ヘ イム 2 


原作 通り に 倒れ て いる クラ ウド 視点 , 
る 。 ク ラウ ド は 声 に な ら な い 声 を 漏らす 


クラ ウド 「 母 さん 一 一 母さん ーー」 
セフィロス (off) 「 星 が 死な ば 、 こ の 務 ( あ で ) や か に 燃え る 
お まえ の 故郷 が 消え て し まう 。 
息子 だ け は 助け こく れ と 泣き つい た 女 の 声 一 一 


斬り 捨て た 時 の 感触 さえ 消え て し まう の だ 」 
| し ル 赤 街 ・ 紀 覚 の 路地 ンク 
クラ ウド 、 呼 吸 を 荒く し て セフィロス と 対 崎 し て いる . 


セフィロス 「 我 々 を 繋ぐ 絆 の 喪失 は 
私 自身 の 死 より も 耐え 難い 。 
な あ ク ラウ ド 。 力 を 貸し て くれ 。 
ーー な に 、 簡 単 な こと だ 」 


セフィロス は 沿 も クラ ウド を か ら か う ナ る 。 

(次 の 台詞 は セフィロス だ けが 知っ て いる クラ ウド の 母親 の 最期 の 言葉 。 
口調 も 若干 ク ラウ ド の 母親 を 意識 し た イメ ー ジ ) 

セフィロス 「 ク ラウ ド …… 走 る ん だ …… 逃 げ て …… 生 き 延び て …」 

クラ ウド 、 怪 主 な 顔 。 セ フィ ロス 、 に や り 。 ク ラウ ド 、 母 親 の 最期 の 言葉 
だ と 気づい て カッ と 目 を 見 開き つつ 刻 を 振り あげ 

クラ ウド 「 ふ ざけ る な ! 」 


斬り か か る クラ ウド 。 ク ラウ ド の 大 剣 が セフィロス の 前 
セフィロス は 霧 の , る 。 同時 に 、 幻影 
セフィロス (off) 「 い い ぞ 。 そ れ で いい 。 私 を 忘れ る な 」 


| 還 街 ・ 現 実 の 族 地 


人 の 路地 。 地 


が 漏れ て いる 。 ぞ の 先 、 路 地 の 
を \ て いる 。 魔 眺 破 事件 を 原因 と する 騒動 が まだ 
続い て いる 様 が 見 える 。 ク ラウ ド は 大 きく 肩 で 息 を し て いる 。 や が て 
剣 を 収め る 。 視 線 を 落と し 、 自 分 の 身 に 起こ っ た こと を 考え て い 
る 。 ク ラウ ド の 口 の 端 に 自 順 気 味 の 笑 み が 間 か ぶ 。 

クラ ウド 「 幻 覚 か 。 魔 晃 に 近づき すぎ た な 」 

クラ ウド 、 両 類 を 左右 の で バ パシリ と 叩き 、 軽 く 気合 い を 入れ る 。「 廃 眺 
に 近づき すぎ た 」 云 々 は クラ ウド が 考え 出し た 逃 放 的 妄想 。 

クラ ウド 「 さ あ 、 行 く ぞ ]( 独 白 ) 


面 の 排水 満 か ら 


ち 着き 、 


4zwpeze の 鳥山 求 


(0 この 場面 に 登場 し た セフィロス と 、CHAPTER 18 の 世界 の 先端 に 現 
れ た セフィロス は 、「 星 の 消滅 を 避け る 」 と いう 同じ 目的 を 持っ て いる 
よう に 見 えま す が 、 両 者 に は 関連 が ある の で し ょ うか ? 


A 宮 所 で 登場 する セフィロス は 、 ク ラウ ド だ けが 見 て いる 幻覚 だ っ た 
り 、 セ フィ ロス 自身 が 作り 出し て いる 幻影 だ っ た り 、 黒 マン ト の 男 
が 擬 上 娠 し て いる 姿 だ っ た り 、 セ フィ ロス 本 人 だ っ た り 、 さ ま ざ ま な 
様相 が あり ます 。 それ ら の すべ て に は 、 セ フィ ロス の 超越 的 な 意志 
や 意識 が 働い て いる の で 、 同 じ 目的 で 語り か け て きま すし 、 ク ラウ 
ド の 心 を も て あそぶ よう な 骨 度 で 接し て きま す 。 


Scenario Staff Q&A 


〇 セフィロス の 「 我 々 の 大 切な 思い 出 だ か ら な 。」 と いう 発言 は 、「FFVL 
AC」 で の クラ ウド の 「 思 い 出 の 中 で じっと し て いて くれ 。」 と いう セリ 
フ を 連想 させ ます が 、 ど の よう な ご 発せ られ た の で し ょ うか ? 


A セフィロス は 肉体 的 に は すでに 死ん で いる 存在 で 、 ク ラウ ド の 手 に 
より 命 を 絶た れ た こと で すら 「 ク ラウ ド と の 思い 出 」 の ひと つ で す 。 
セフィロス に と っ て 数 少な い 理 解 者 ある い は 戦友 や 宿 届 と も 言え る 
クラ ウド と は 、 強 いつ な が り を 保ち た いと 考え て いる の で 、 そ ん な 
想い を こめ て 「 思 い 出 ] と いう 言葉 を 使っ て いま す 。 
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エア リス と の 出 会 
| 人 生 街 4 


クラ ウド が 進ん で いる と 前 方 に 不審 な 動き を し て いる 女性 (エア リス ) が い 
る 。 エ アリ ス は 見 えな い 何 か が (フィ ー ラ ー) に まとわりつか れ て 、 必 死 で 振 
り 払 お うと し て いる 。 ぞ こ ヘ ク ド が 来る と 、 ぞ の 何 か は 消え た の か 、 
エア リス は 、 ほ っ と 安 培 の た め 息 。 エ アリ ス は クラ ウド の 上 顔 を 見 る 。 エア 
リス の 上 顔 を 認識 し た こと を きっ か け に 、 意 識 ノ イズ (幻覚 ) が お きる 。 エ ア 
リス と クラ ウド の 間 に セ フィ ロス が 立っ て いる 。 

セフィロス 「 お まえ に は 誰 も 守れ な い 。 あ あ 、 自 分 さえ も な 」 

(※ こ れ は クラ ウド の 心 の 中 の セフィロス の 台詞 ) 

クラ ウド 、 意 識 ノ イズ に 耐 える よう に 頭 を お さえ る 。 現 実 の エア リス の 声 
が ( 吉 く に ) 聞 こえ る 。 

花 売り の 女性 (エア リス ) 「…… だ いじ ょ うぶ 
ノイ ズ が 明け る (セフィロス は 消え る )。 クラ ウド の ぞ ば に エア リス が いる 。 
花 売り の 女性 (エア リス ) 「 ね え 、 大 丈夫 ?」 


-2」 


クラ ウド 「( 戸 惑 い ) あ あ 」 

クラ ウド 、 ぞ の まま 立ち 去 ろ うと する が エア リス が 先回り し て 、 進 路 を ふ 
ざさ ぐ 。 エ アリ ス は ニコ ニコ し て 、 自 然 な 付き で 和 カ ゴ か ら 花 を 取り 、 ク 
ラウ ド に 差し 出す 。 

花 売り の 女性 (エア リス ) [お花 、 ど う ぞ ]」 

クラ ウド 「 花 ……?」 


花 売 り の 女性 (エア リス ) 「 う ん 、 お 礼 。 追い 払っ て 、 助 け こ くれ た 」 

クラ ウド 「 な ん の 話 だ 」 

花 売り の 女性 (エア リス ) 「 じ ゃ あ 、 出 会 い を 記念 し て 」 

クラ ウド 、 目 の 前 の 女性 は 、 う さん くさ ざい 女 と 認定 する 。 

クラ ウド (独白 ) 面倒 だ な ……」 

花 売り の 女性 (エア リス ) 「 聞 こえ て ます けど 」 

クラ ウド 、 ぞ の 場 を 立ち 去る に は 話 を 適当 に あわ せる し か な いと 観念 する 。 

選択 A :[ い くら だ いら な い 】 

マヤ 過 択 A で て いく ら だ 

クラ ウド 「 い くら だ ] 

花 売り の 女性 (エア リス ) 「 値 段 は 相手 、 見 て 決め る の 。 
あな た は …… う ん 、 た だ で いい や ]」 

共通 「 花 を 受け 取る ] に つなが る 。 

ママ 選 択 A て いら な い 

クラ ウド 「 い ら な い 」 

花 売り の 女性 (エア リス ) 「 ま あま あ 、 そ ん な こと 言わ な いで 。 
本 物 の お 花 、 買 重 な ん だ よ ? 
カノ ジョ さん に あげ た ら 、 喜 応 こ と 間違い な し 」 

クラ ウド 「 い くら だ ]」 

花 売 り の 女性 (エア リス ) 「 値 段 は 相手 、 見 て 決め る の 。 
あな た は …… う ん 、 た だ で いい や 」 

選択 B :[ バ カカ に する な 。 ら ギル 払う 受け取 る] 

選択 B+ バカ に する な 。 ら ギル 払う 

クラ ウド 「 バ カ に する な 、 ら ギル で いい か 」 

花 売り の 女性 (エア リス ) 「2 ギ ル !? これ 、 本 物 の お 花 だ よ ?」 

クラ ウド 「 一 3 ギル 足 そう 」 

花 売り の 女性 (エア リス ) 「 全 然 定 り ませ ん けど 。 
それ に 、 た だ で いい っ て 言っ て る の に 一 一 
あっ 、 追 い 払 お うと し て る ! し か も 、5 ギ ル で ! 
そう は いき ませ ん か ら ね ー」 

共通 「 花 を 受け 取る ] に つなが る 。 

マヤ 選択 B 一 受け 取る 。 

文 共通 「 花 を 受け 取る 」 に つなが る 。 

大 共通 「 花 を 受け 取る 」 

花 を クラ ウド の 顔 の 高 さ まで 上 げ て 見 せ で て 

花 売り の 女性 (エア リス ) 「 花 言葉 は 再会 ~」 


1: を 4 


クラ ウド の 左 胸 ( サ スペ ンダ ー) に 六 色 い ユ リ ( に 似 た 花 ) を 挟む 。 クラ ウド 、 
受け 入れ て いる が 、 胡散臭 や うに エア リス を 見 つめ て いる 。 
クラ ウド 「 稿 告 し て お こう 。 俺 は 強い ぞ 」 
花 売り の 女性 (エア リス ) 「 う ん 、 そ ん な 感じ 、 す る よ 」 
クラ ウド 「 診 し に は 屈し な い 」 
花 売り の 女性 (エア リス ) 「 あ 。 怖 い お 兄さん 、 益 し に くる と か 、 
警戒 し て る ? な いな い 。 
そう いう 心配 、 し な く て いい か ら 」 
クラ ウド 、 不信 感 が 起 骨 に 顔 に 出る 。 
クラ ウド 「 魔 眺 炉 が 爆発 し た ん だ 。 
あん た も 今夜 は (店 じまい し て 一 一 )」 
エア リス 、 身 体 に 火 が 着い た よう に 慌て て 何 か を 払い の け よ うと する 。 ぞ 
の 様 は に クラ ウド は 言葉 を 止め る 。 フィ ー ラ ー が 左 い か か っ て いる の だ が 、 
クラ ウド に は 見 えな い 。 見 えな い の で 、 ま すま す 、 怪 し い 人 を 見 る 顔 。 
花 売り の 女性 (エア リス ) 「 助 け て 」 
エア リス 、 す が る よう に クラ ウド の 腕 を 掴む 。 す る と 、 ク ラウ ド の 目 に も 
エア リス の 身体 に 綿 わ り 付 く フ ィ ー ラ ー ど も の 姿 が 見 える 。 何 匹 か が が クラ 
ウド に 向かっ て くる 。 ク ラウ ド は 慌て て エア リス か ら 離 れ 、 抜刀 する 
花 売り の 女性 (エア リス ) 「 こ れ な に ?」 
し か し クラ ウド に も わか ら な い 。 ピ ー 
雑兵 が 抜刀 し た クラ ウド を 囲ん で いる 。 
兵士 1 「 武 器 を 捨て ろ ! 」 
フィ ー ラ ー は 彼ら の 目 に は 見 えて いな いら し い 。 フ ィ ー ラ ー は 兵士 を すり 
抜け る 。 
クラ ウド 「 見 えて な い の か 」 
フィ ー ラ ー が 、 エ アリ ス と クラ ウド に 箇 い か か る 。 
花 売り の 女性 (エア リス ) 「 や っ ぱり 、 一 回 解散 ! 」 
クラ ウド 「 お い ! 」 
身体 に は フィ ー ラ ー が ま と わ り つ い て いる が 耐え て いる エア リス 。 一 部 の 
フィ ー ラ ー が 「 シ ャ ッ ]」 と クラ ウド を 成 咽 する 。 
花 売り の 女性 (エア リス ) 「 ま た ね ! 」 
脱 兎 の 如く 逃 げ て 行く エア リス 。 振 り 落 と され た フィ ー ラ ー が 続く 。 


ッ ! と 呼ば が 聞こ える 。 気 づく と 神 


4zspered の 鳥山 求 


〇 ① エア リス に し が みつ か れる まで 、 ク ラウ ド が フィ ー ラ ー を 視認 で き な 
か っ た の は な ぜ で し ょ う ?. 


A クラ ウド が フィ ー ラ ー を 視認 で きる よう に な る の は 、 エ アリ ス に ま 
と わり つい て いた フィ ー ラ ー と の 接触 が まっ かけ で す 。 た だ し 、 フ 
イー ラー が 見 える 条件 は 接触 だ け で は な く 、 フ ィ ー ラ ー 側 が 星 の 運 
命 を 左右 する と 判断 し た 人 間 の み が 視 認可 能 に な り ま す 。 ちな み に 、 
ゲー ム 中 で は 描い て いま せん が 、 バ レッ ト た ち が フ ィ ー ラ ー を 見え 
る よう に な っ た の は 、 ク ラウ ド を 監視 し て いた フィ ー ラ ー と 接触 し 
た の が 原因 で す 。 ル ー フ ァ ウ ス に 関し て も 、 ク ラウ ド と の 戦闘 の さ 
い に フ ィ ー ラ ー と 接触 し た の が 視認 の きっ か け に な っ て いま す 。 


Scenario Staff Q&A 


セブ ンス へ ブン へ の 帰還 


| セブ ンス ヘブン 前 グ 
店 の 前 の 前 で マリ ン を 従え た ティ ファ 


の で マリ ン は 眠 そ う )。 ク ラウ ド の 座 を 見 て 軽く 


ファ に 寄り 添っ て うつ ら う つら し て いる 。 マ リン 、 気 


ティ ファ 「 マ リン 」 
マリ ン 「 父 ちゃ ん 、 お か えり な さい ! 」 

周囲 を 見 回 っ て きた らし い バ パレ ッ ト が 別 方 向 か ら 現 
ト げ て 

バレ ッ ト 「 た だ いま ぁ ! 」 

ティ ファ 「 お か えり 」 

ぞ の まま 店 内 に 入っ て いく 

バレ ッ ト 「 い い 子 に し て た か 」 

マリ ン 「 う ん 、 テ ィ フ ァ と 遊ん で た 」 

バレ ッ ト 「 そ うか 、 よ ー し よし よし 」 

ティ ファ は ドア を 押さ 
ティ ファ 「 お つか れ さ ま 


軽く うな ずく クラ ウド 


ン を 軽々 と 


た まま クラ ウド を 待っ て いる 


ティ ファ 、 目 ざと く ク ラウ ド の 花 に 気づく 


ティ ファ 「 そ れ 、 ど うし た の ? 本 物 で し ょ ? 珍し いね ] 


ィ フ ァ 、 喜 ん で 受け 取り な が ら も 

ティ ファ 「 意 外 だ な 。 ク ラウ ド 、 こ ん な こと する ん だ ] 

クラ ウド 「5 年 ぶり だ 。 少 し は 変わ る さ 」 

し か し ティ ファ は 、 クラ ウド と の 再会 は 7 年 ぶり だ と 思っ て いる の で 戸惑う . 
ティ ファ 「 ん ?」 

クラ ウド 「 バ レッ ト に 話 が ある 」 


ティ ファ 「 う ん 、 入 っ て 入っ て ]」 


クラ ウド は セブ ンス へ ブン の 店 内 に 入る , 


く 中 略 > 


ママ リン に 話し か ける と . 


マリ ン は 慌て て カウ ンタ 


の 


2 
シン 


ン 
uarERur &s WOICE SCRIPT 
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バレ ッ ト 「 て め え ! マリ ン に 何 し や が っ た !?」 


※※ セ リフ の 裏 に ティ ファ の リア クシ ョ ン あ り ( 宇 幕 不要 ) 
思い 切り 5 クラ ウド 。 テ ィ フ ァ が 、 マ リン に 
リ れ た クラ ウ 


マリ ン 「 知 ら な い 人 と は し ゃ べっち ゃ ダメ っ て ]」 
バレ ッ ト 「 え らい ぞ マ リン 、 父 ちゃ ん と の : 


、 忘 れ な か っ た な ] 
転 、 大 甘 な 様 


うき 、 ク ラウ ド に 


バレ ッ ト 「 え らい ! えら い ぞ ー ! 
じゃ あ 、 お や すみ の 時 間 も 守ら な いと な 」 


マリ ン は 、 師 る 


ぅ な が ら も 首 


マリ ン 「 い や 、 父 ちゃ ん と お 話し する 」 

作戦 を 遂行 し た 特別 な 日 な の で 、 パ レッ ト も マリ ン と 一 緒 に いた い 思 い が 
あり 、 特 例 で 

バレ ッ ト 「 う ー ん 、 特 別 だ ぞ ?」 

バレ ッ ト が マリ > き 上 げ る 。 親 き の や り と り を ほぼ ほえ まし く 見 守っ て 


クラ ウド の 在 に 3 


いる ティ ファ は 
ティ ファ 「 そ うだ 、 ご は ん 記 
クラ ウド 「 い や 、 報 酬 の 話 を し た い 」 
ティ ファ 「 あ 、 そ うだ よね ] 


され た マリ ン が 、 う れ し 


か ける . 


バレ ッ ト か ら に 元 い た 椅 寺 に 座る 。 バ レ 


か ら 出 て き て 、 バ レッ 


も 元 いた 椅 二 に 座る 。 テ ィ フ ァ は 、 カ ウン 
ト 達 の 様 邊 っ て 、 ク ラウ ド の ぞ ば で ささ ざさ やく ぐ , 


ティ ファ 「 あ の ね 、 ク ラウ ド (※ 小 声 で ) 一 一 
ちょ っ と 、 外 で 話 そう 」 


Scenario Staff Q&A 4zspeze か 鳥山 求 


ティ ファ に 花 を 差し 出す と き に 、 ク ラウ ド が 気取っ た 動き を し た 理由 
を 教え て くだ さい 。 


A セブ ンス へ ブン で ティ ファ を 相手 に する と き に 見 せる クラ ウド の カ 
ッ コ つけ た 態度 の いく つか は 、 彼 自身 が そう あり た いと 考え て いる 
若者 像 の 表現 で す 。 ど こ か チグハグ な の は 、 頭 の な か で 妄想 し た 様 
子 が その まま 表 に 出 て いる せい か も し れ ま せん 。 
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| 七 番 街 スラ ム ・ 天 皇 荘 0 1 号室 (ティ ファ の 部 屋 ) ン 


ティ ファ が 、 ク ラウ ド の ぞ ば に 移動 し て き て 、 見 つめ る 。 緊張 する クラ ウド 。 
ティ ファ 「 聞 か せ て ……」 
に っ こり 笑っ て 依頼 する ティ ファ 
ティ ファ 「 村 を 出 て か ら の こと 」 
拍 き 抜け する クラ ウド 。 
クラ ウド 「 え ?」 
ティ ファ 「 約 束 し た よね 。 
ほら 、 自 邊 団 の と ころ で ] 
勘違い し て いた こと に 気づい た クラ ウド 


| 七 番 街 ステ ーション 


短い クラ クシ ョ ン 。 見 る と 、 
誠 必 エッ ツジ 。 
ビッ グ ス 「 鉄 道 、 今 後 は もち うな い ぞ 。 
奴ら 終電 を 早め た ん だ 。 
と いう わけ で 、 バ イク を 借り て きた か ら 
これ で 上 行こ う ぜ 」 
ジェ シー 「 ど うし て わか っ た の ?」 
ウェ ッ ジ 「 ジ ェ シー、 様 子 が 変 だ っ た ッ ス よ 。 
な ん か 俺 た ちと 話し て て も 
心 に ここ に あら ず と いう が 一 一 」 
ビ ピッグス 「 か と 思え ば 、 や た ら と ハイ だ っ た り よ 」 
ジェ シー 「 そ れ に し た っ て 、 ど うし て 上 へ 行く っ て わか る の ? 
何 ? わた し 、 起 きた まま 寝言 言っ た ?」 


台 の 小型 バイ ク と ぞ の 脇 に 立つ 、 ビ ピッグス 


クラ ウド 「 あ あ 」 
期待 し て いる 様 キ で クラ ウド を 見 つめ る ティ ファ 。 ク ラウ ド が 、 記 憶 を た 
どる よう に 語り 始め る 。 
クラ ウド 「 戦 争 中 、 ソ ル ジ ャ ー は 英雄 扱い だ っ た 」 
※ ク ラウ ド が 神 羅 兵 に な っ て すぐ に 戦争 が 終結 し 7 
ウー タイ 戦争 の 記憶 は ほとん ど な い 。 戦 争 関連 の 発言 
よる も の 。 
ティ ファ 「 う ん 、 毎 日 、 ニ ュー ス を 見 て た 」 
クラ ウド 「 で も 、 俺 が ソル ーー に な っ た 頃 に は 
変わ っ て いた ん だ 。 

僅 れ て いた よう な 仕事 は な く て 

神 羅 の た め に 働く 、 た だ の ……」 
クラ ウド 自身 、 た だ の な ん だ っ た の か 判然 と し な い ( ザ ックス は 、 た だ の 
暗殺 者 だ と 思 を る よう な 仕事 も し て いた )。 結 局 言葉 に 詰まる クラ ウド 。 
口 を 聞い て 何 か 言 お うと する が 、 す ぐに 閉じ る 。 テ ィ フ ァ は ぞ れ を 過酷 な 
体験 を 口 に で き な い の だ と 好意 的 に 解釈 する 。 
ティ ファ 「 ご めん 、 話 し た く な いよ ね ]」 
クラ ウド 、 ぞ うい う 意 味 じ ゃ な いと 首 を 横 に 振る 。 
クラ ウド 「 侯 を 使う 仕事 だ 。 

ひさ し ぶり に 会 っ て する よう な 話 じゃ な い 」 
ティ ファ 「 わ か る よ 」 
ウラ ウ ウ geml 
ティ ファ が 、 遠 く を 見 つめ て し み じ み 語る 。 
ティ ファ 「 で も 、 不 思 議 だ ね ……。 

お 別れ し た あの と き 、 あ の 場所 か ら 

うん と 離れ た 、 こ ん な と ころ で また 会 える な ん て 」 


め 、 実 は クラ ウド に 
ザッ クス の 記憶 に 


CHAPTER 4 ) 七 番 持 スラ バ 。 七 番 街 スラ 


ウェ ッ ジ [両親 の 顔 見 て お きた い だ ろ うな っ て 思っ た ッ ス 」 
ビッ グ ス 「 図 星 だ ろ 」 
ジェ シー、 ふ た り の 予想 は 部 分 的 に し か 当たっ て いな い の だ が 、 本 音 は ま 
だ 知ら れ た く な い の で 誤 魔 化 そ うと し て 大 表 普 に 図星 を 装う 。 
エーコ |2452 フ rp 
ビッ グ ス 「 で 、 ほ ん と 図 々 し いと 思う ん だ けど 

親 の いな い 俺 た ち に も 

親孝行 気分 の お 裾 分 け を だ な ……」 
ジェ シー 「 ふ ー ん 。 ク ラウ ド 、 親 は ?」 
クラ ウド 「…… い な い 」 
ウェ ッ ジ と ビ ピッグス 、 同 じ 境 山 の 者 同士 の 連帯 感 示 で ぞう と 、 ク ラウ ド の 
顔 を 見 て 二 度 う な ずく 。 ク ラウ ド 、 質問 に 素直 に 応え て し まっ た こと に 戸 
惑 い 目 を 逸らす 。 ジ ェ シー は 三 人 の 様 を 可笑し く 思う 。 実家 か ら あ る 物 
を 盗み 出す 計画 で 少々 気 が 重 か っ た が 、 吹 っ 切れ る 。 
ジェ シー 「 じ ゃ あ 、 み ん な で 行く か あ ! 

親 不 地 の 痛み を 分 け 合 お う 」 


4zspezeg が 鳥山 求 


(0 「 親 孝行 気分 の お 裾 分 け を だ な 」 と 言っ た と ビッグ ス た ち は 、 ジ ェ シ ー に 
「 症 不 地 の 痛み を 分 け 馬 お う 」 と 真 逆 の 言葉 を 返さ れ ま す が 、 構 わ ず 「 お 
お 」 と 答え た の は な ぜ で し ょ うか ?. 


人 A ジェ シー は 家 を 飛び 出し た まま 、 あ まり 実家 に 帰る こと も な く 暮 ら 
し て いる 正 身 を 「 新 地 行 ]」 と は 思え ず 、「 親 不 地 ] と 言い か えて いま す 。 
ビッ グ ス た ち も ジ ェ シ ー の 境遇 は 知っ て いる の で 、 ノ リ で 返答 し ま 
し た 。 こ の と き の ク ラウ ド は 、 そ ん な 仲良 し の アバ ラン チ メ ン バー 
の 雰囲気 に 飲ま れる 感じ で 、 身 の 上 話 を 警戒 心 も な く 語っ つて し まっ 
て いま す 。 今 作 で の 、 ア バラ ンチ と クラ ウド の 仲 を 深め る エピ ソー 
ド の ひと つ で す 。 


Scenario Staff Q&A 
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その ほか の 気 に な る ト 書 き 


CHAPTER2 


ー 「 予 想 …… 以 上 」 

街 の 様 を 見 回 し な が ら 、 焦 

ビ ピッグス 「 こ りゃ 、 い くら な ん で も ……」 

ウェ ッ ジ 「 や りす ぎ ッ ス ね 」 

クラ ee) \ て か ら 鼻 で 笑う 

クラ ウド 「 今 さら 何 を 」 

クラ ウド の 冷笑 に 我 に 返る パレ ッ ト 。 内 心 は 仲間 同様 被害 の 大 き さ に 怖 れ お の の いて いた が 、 ア 

パラ ンチ と 自分 を 鼓舞 する た め に クラ ウド の 言葉 に 乗る 。 

バレ ッ ト 「 あ あ 、 そ の 通り 。 俺 た ち は こ の 先 も 、 も っ と も っ と 魔 呪 炉 を ぶっ 壊す 。 誠志 爆 破 の 起 像 を 超え た 被害 の 大 き 
星 の 命 を 敷 う た め に な 」 さ に は 、 バ レッ ト も 恐 頂 を 覚え て いた 。 


(HEEm2 旧 バス ター ソー ド を 知る 兵士 


兵士 31 「(※ 無 線 に ) 作 番 街 警備 9 班 、 男 を 追い 詰め た ! これ より 確保 する !」 

肩 を すく め る クラ ウド 。 ゆ っ くり 剣 を 構え る 兵士 32 が 話し か け て くる 。 ※ 兵 士 32 は 
行方 不明 の ソル ジャ ー、 ザ ックス を 知る 人 物 と し て 想定 。 

兵士 32 「 お い ! その 語 は (どう し た ! お まえ 、 ザ ックス を 知っ て いる の か !?)」 

兵士 32 が ザッ クス の 名 を 言い そう に な っ た 購 間 、 ク ラウ ド の 意識 は ノイ ズ に 問 われ る 。 ノ イズ 
は 丁度 「( ど うし た ! お まえ 、 ザ ックス を 知っ て いる の か !?) を 援 き 消す 程度 の 時 間 だ け 続 き 、 ザッ クス を 知る 
消え る 。 ク ラウ ド 、 頭 を 振っ て 、 脳 内 の ノイ ズ を 振り 払 お うと する よう に 、 長 い 豆 痛 


ティ ファ 「 今 まで と 同じ や り 方 じゃ 何 も 変 わら な い 一 それ は わか っ て いる ん だ ] 
ティ ファ は 独自 気味 に こぼす 。 

ティ ファ 「 で も な ぁ 」 

クラ ウド を チラ 見 する 。 

ティ ファ 「 か な り ピ ンチ ]」 

クラ ウド 「 迷 い が あ る な ら 、 や め た 方 が いい 」 

ティ ファ 、 ク ラウ ド が う 供 の 頃 の 約束 (ビン チ の 時 は 助け る ) を 覚え て いな いよ うな の で が っ か り 。 で クラ ウド が 約束 を 覚え て いな いこ と を 
曖昧 に 微笑 む 。 察する も 、 ティ ファ は それ を 指摘 し な い 。 


CHAPTER3 


ー 階 の 廊下 に 行く と 、202 の 前 で 待っ て いる > 
ジェ シー 「 お か えり 。 遅かっ た ね ] 

クラ ウド 、 眉 を ひそめ る 。 

ジェ シー 「 な ん つっ て 」 

クラ ウド 、 相変わらず 帳 を ひそ め て 見 つめ て いる 。 ジェ シー、 冗談 が 通じ な い の で ふてくされ て 。 
ジェ シー 「 話 が ある ん だ けど 入れ て くれ な い ?」 


シー。 待っ て いた 恋人 風 に 


思 iGHermW 育ま れる 友情 


ピッグ ス 「…… 魔 眺 の 中 に は 、 色 ん な 願い や 想い れ て る 。 

て め ぇ の 都合 で 好き 勝手 に 利用 し て いい モン じゃ ね ぇ えん だ 、 き っ と 」 
クラ ウド [ーー… コ 
掛け る 言葉 に 悩み 、 ビ ッ グ ス を 皿 っ て 見 つめ る クラ ウド 。 ビ ッ グ ス 、 重 こ な っ た 空気 を 変え よう 
と 、 こ と ざら お どけ た 声 を 出す 。 
ビ ピッグス 「 あ 、 話し た っ て 事 、 ジェ 
クラ ウド 「 そ れ は …… ど うだ ろう 」 
ウェ ッ ジ 「 俺 た ち 、 殴 られ る か も ! 」 
クラ ウド 「 興 味 な いね ] 
ピッグス 「( 笑 いな が ら ) こ いつ ! 」 怪 る 
クラ ウド 、 声 に は 出さ な い が 懲 笑 ん で いる 。 三 人 が 友達 に な か れ た よう な 、 ぞ ん な 雰囲気 。 ス た ち は 冗 談 を 言 


に は 内 緒 だ ぞ ? アイ ツ 、 怒る と 手 が 付け らん ね ぇ ん だ か ら 」 


、 ク ラウ ド と ビッ グ 
よう な 間柄 に 。 


CHAPTER7 ) 何 番 


| 佑 番 魔 眺 炉 ・1 階 ・T 字 路 


遠く か ら 不 審 な モー ター 音 が する 。 テ ィ フ ァ は 、 ぞ の 音 が する 方 を 確認 。 
異変 を 目視 し た ティ ファ が 、 息 を の む 。 

ティ ファ 「 見 て ! 」 

クラ ウド と バ パレット が 振り 返る と 、 多 数 の 洗 遊 型 メ カ が あら われ 、 ブ レジ 
デン ト 神 羅 の 3D ホ ログ ラム を 表示 する 。 カ メラ が パレ ッ ト た ち を 舐め る 
よう に 撮影 し て いる 。 

バレ ッ ト 「 プ レジ デン ト 神 級 !2」 

無 表 情 な プレ ジ デ ント が 、 
プレ ジ デ ント 「 ほ う 一 一 魔 を % 
君 は ーー ソル ジャ ー だ な 」 
クラ ウド 「 元 、 ソ ル ジ ャ ー だ ]」 

プレ ジ デ ント 「 ソ ル ジ ャ ー は 死ぬ まで ソル ジャ ー だ 。 
まあ 、 役 に 立た な く な る 者 も 多い が 一 一 ] 
クラ ウド の 表情 に 疑問 が 当 か が ぶ 。 プ レジ デン ト 、 目 を 細め る 。 
プレ ジ デ ント 「 ソ ル ジ ャ ー の 死因 で 最も 多い も の は 、 
劣化 に よる 自己 崩壊 。 
デー タ は 非 公 開 だ が 、 
ソル ジャ ー な ら 皆 知っ て いる 」 
ニヤ ニヤ し て いる プレ ジ デ ント 。 ク ラウ ド 、 不 安 を 抑え て 知っ た か ぶり 。 
クラ ウド 「 も ちろ ん だ ] 
パレ ッ ト 、 ク ラウ ド の 前 の カメ ラ ホ バー を 撃ち 落と す 。( 他 に も 数 機 飛 ん 
で いる ) 
バレ ッ ト 「 こ っ ち は 無視 か よ ! 」 
プレジデント 「 ふ ん 、 君 の 話 は ダラ ダラ と 長い 。 
そん な 予感 が し て ね 」 
パレ ッ ト 、 激 する 。 
バレ ッ ト 「 て め え ら の 悪行 を 数 え あ げた ら 
いく ら 時 間 が あっ て も 足り ね え 」 
プレ ジジ デン ト 「( 表 ん で ) 足 りな いと 、 
嘆く 者 ほど 浪費 する 」 
パレ ッ ト 、 間 立っ て 、 目 の 前 の カメ ラ ホ バー に 向かっ て 肥 鳴 る 。 
バレ ッ ト 「 そ う 、 そ れ よ 。 
浪 路 に つい て 話 そ うじ ゃ ね え か 。 
魔 眺 の 正体 は ライ フス トリ ー ム ! 
ライ フス トリー ム は 星 を 流れ る 血 ! 
その 血 を 神 羅 が 吸い 上 げ 、 浪 費 し て いる ! 
この まま 続け た ら 、 星 は どう な る !?. 
ああ !2] 
プレ ジ デ ント 「 ふ お …… 吸 い 上 げ て いる の は 確か に 我々 だ 。 
だ が 、 浪 費 し て いる の は 誰 だ ろう な 」 


ド を 見 て 軽く 驚き の 表情 を 肖 か べ る 。 
( び た 者 の 目 か 。 


バ パレット 、 まる 。 
プレ ジ デ ント 「 麻 眺 の 本 質 な ど 誰 も が 知っ て いる 。 
それ で いて 、 見 て 見 ぬ 振 り を し て いる 。 
そう 考え た こと は ?」 
ブチ 切れ た バレ ッ ト が 、 捕 まそ て いた カメ ラ ホ バー を 地面 に た た きつ け て 
破壊 する 。 
バレ ッ ト 「 ん な わけ ある か ! 
仮に そう だ と し て も 一 一 」 
バレ ッ ト 、 デ ィ ス プレ イ に 表示 され て いる プレ ジ デ ント に 怒鳴 りつ ける 。 
バレ ッ ト 「 て め えら の 洗脳 だ ! 」 
プレ ジ デ ント 「 そ ん な 魔法 は 使え ん よ 。 
さて 、 ス ラム の 道化師 諸君 
君たち は 今 か ら 英 国 ウー タイ の 手先 だ 。 
市 民 の 戦意 を 盛大 に 燃やし て くれ 」 
ブレ ジ デ ント の ホロ グラ ム が 消え る 。 予 想 外 の 話 に 、 意 表 を 突 か れ た バレ 
ダ ト 。 
バレ ッ ト 「 ウ ー タ イ だ と ? 
な ん だ そり ゃ 1!?」 
笑い 声 と と も に ハイ デッカ ー の ホロ グラ ム が 現れ る 。 
ハイ デッカ ー 「 ガ ハハ ハ 八 ! 
ネズ ミ ど も に は 理解 で きま い ! 」 
ハイ デッカ ー の 後ろ に TV モニ ター が 展開 。 ぞ の モニ ター に 映像 が 映 さ れ 
る 、 諾 眺 炉 内 の 魔 眺 溜まり 付近 。 仕 掛け た 爆弾 に 小型 スタ ン レ イ た ち が と 
りつ き 、 い じ っ て いる 。 
バレ ッ ト (off) 「 な に し や が る !?」 
ハイ デッカ ー の ホロ グラ ム は 得意 気 み 上 か ら 目 線 。 ハイデッカー が 、 リ モ 
ー ト 端末 を パレ ッ ト 科 に みせ つけ る 。 
人 ハイデッカー 「 い いか 、 こ れ は 貴様 ら の 作戦 で は な い 。 
我々 が 入念 に 計画 し た 
戦意 扇動 広報 作戦 な の だ 
よっ て ! 爆破 の タイ ミン グ も 一 一 」 
ハイ デッカ ー が 、 リ モー ト 端 末 の ボタ ン を 押す 。 
ハイ デッカ ー 「 神 羅 が 決め る ! 」 
魔 眺 炉 の 魔 眺 溜まり 付近 の 映像 が イン サー ト 。 小 型 ス タン レイ が 爆弾 を い 
じ り 、 浴 晶 の 「REMOTE」 表 示 が 時 間 表示 に 変わ る 。 爆発 まで の 時 間 が 刻々 
と カウ ント ダウ ン を 始め る 。 丁 空路 の クラ ウド た ち に 戻る 。 
バレ ッ ト 「 て め え 」 
人 ハイデッカー 「 さ あ 、 シ ョ ー の 始ま り だ 」 
準備 完 づ し た 大 型 機動 兵 「 エ アバ スター] が ヘリ コブ ター に つり さげ られ た 
状態 で 出現 。 ぞ の 様 を 映し て いる カメ ラ ホ バー。 
ドガ ル 全 市 民 の 敵 アバ ラン チ ! 
に よる 罪状 は 明らか 。 
貢 様 ら を 即刻 、 粛 清 す る ! 」 
ティ ファ 、 ぞ ば に 泊 遊 し て いた カメ ラ ホ バー を 蹴り 飛ば し エア パス ター( と 
ハイ デッカ ー) を 賠 み つけ る 。 
ティ ファ 「 許 さ な い 」 
ティ ファ 、 怒 り を 込め な が ら も 落ち 着い た 口調 で 、 
ティ ファ 「 一 ぜん ぶ 大 キラ イ 」 
ティ ファ の ぞ の 言葉 に 、 ク ラウ ド 、 ノ イズ 。 


ニブ ル ヘ イム 魔 眺 炉 の 回 想 フラ ッシュ バッ ク ( こ の 何 番 魔 眺 炉 で みた 回 想 ) 
?222( ク ラウ ド の 心 の 声 ) 「 め の と き は 守れ な か っ た な ……?」 


エア バス ター に よっ て 立ち 位置 が 分 断 さ れ て いる の で クラ ウド の 様 キ は よ 
くみ そ ず 、 バ レッ ト は 臨戦 態勢 
バレ ッ ト 「 ク ラウ ド 、 ボ サッ と し て ん な よ 。 
(口調 を 変え て ) 頼 り し に し て る か ら よ 」 
クラ ウド 、 ノ イズ を ふり きり 、 合 を か まえ る 。 


エア リス と の 再会 


教会 


何 番 街 ス ラム に ある 教会 。 クラ ウド は 花畑 の 中 に いる 。 上 半身 だ け 起 こし 、 
エア リス の 上 顔 か ら 視線 を 外し 、 辺 り を 見 回 す 。 教 会 だ と こわ か る 内 装 。 

エア リス 「 良 か っ た 。 目 、 覚 め た ?」 

再び エア リス へ 視線 を 戻す クラ ウド 。 距離 感 の 近 さ に 気がつく 。 慌 て て 立 
ち 上 が る 。 

クラ ウド 「 あ ん た は 一 一 」 

エア リス 「 エ アリ ス 、 名 前 、 エ アリ ス 」 


少し 押さ れ 気味 で 、 
クラ ウド 「…… ク ラウ ド だ ] 


エア リス 「…… ま た 、 会 えた ね ] 
本 当 は 覚え そ て いる が 、 格 怒 を つけ た い の か 、 と ぼけ る クラ ウド 。 
クラ ウド 「 そ うだ っ た か ?」 
エア リス 「 え 、 覚 えて な い の ? ほら 、 お 花 ] 
クラ ウド は 足元 の 花 を 見 て 、 ま る で 今 思い 出し た か の よう な フリ を し て 、 
クラ ウド 「 あ あ 、 花 売り の ……( 教 会 を 見 回 し て ) こ こ は ?」 
エア リス 「 ス ラム の 教会 。 伯 番 街 。 
いき な り 、 落 ち て くる ん だ も ん 。 敬 い ちゃ っ た 」 
エア リス が 天井 を 指 さ す 。 ク ラウ ド が 見 上 げ る 。 天井 に は 穴 が 開い て いる , 
エア リス 「 お 花畑 、 ク ッ シ ョ ン に な っ た か な 。 運 、 い いね ] 
自分 が 花畑 を 荒らし て し まっ た こと に 気がつく クラ ウド 。 
クラ ウド 「 あ ん た の 花 か 。 悪 か っ た な 」 
エア リス 「 気 に し な いで 。 お 花 、 け っ こう 強い し 、 
ここ 、 特 別 な 場所 だ か ら 」 


エア リス 、 ク ラウ ド の リア クシ ョ ン を 持た ず に マテ リア を 差し 出す (クラ 
ウド は ペー ス を 月 され る )。 
エア リス 「 ね 、 ク ラウ ド 。 こ れ 、 落 と し た よ 」 
エア リス が クラ ウド に マテ リア を 差し 出す 。 
クラ ウド 「 あ あ 」 
受け 取る クラ ウド 。 
エア リス 「 わ た し も 持っ て る ん だ (少し 自慢 げに )」 
エア リス の リボ ン を 見 せる 。 白 マテ リア が 微か に の を く 。 
クラ ウド 「 マ テリ ア な ん て めずらし くも な ん と も な い 
エア リス 「 で も 、 わ た し の は 特別 。 だ っ て 、 な ん の 役 に も 立た な い の ] 
ノイ ズ 。 一瞬 で 幻視 終わ り …。 こ めか み を 押さ そる クラ ウド 。 ぞ の まま の 
姿勢 で 
クラ ウド 「 使 い 方 を 知ら な い だ け だ ろ ?」 
エア リス 「…… そ うか も ね 。 で も 、 そ れ で も いい の 。 
身 に つけ て る と 安心 で きる し 、 お 母さん が 残し て くれ た 一 一 
(そこ で 言い 淀 お 。 し ば らく し て 話題 を 変え る ) 
ね 、 せ っ か く の 再 会 だ か ら 、 少 し 、 お 話し する ?」 


く 中 略 > 
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CHAPTER 8 


七 番 街 プ レー ト の 落下 を 企む 神 羅 は 、 ぞ の 事故 に 唯一 の 古代 種 で ある エア 
リス を 、 万 が 一 に も 巻き 込む わけ に は いか な い の で 、 エ アリ ス を 確保 し 隔 
離し て お く こ と を 決め る 。 エ アリ ス の 監視 を し て いた ター クス が ぞ の 任 を 
受け 、 レ ノ が 迎え に きた 。 出 入り 口 の 方 か ら 軽い トー ン の 声 が 器 く 。 

レノ 「c 邪 磨 する ぞ 、 と 」 

教会 の 入り 口 か ら 赤 髪 の 男 レノ が 、 神 殺 兵 を 引き 連れ て や っ て くる 。 
レノ 、 よ っ と 軽く を 挙げ な が ら 近 づい て くる 。 ク ラウ ド は 神 羅 兵 の 姿 を 
見 て 、 自 分 を 捕 ま そ に きた も の と 勘違い し 身構え る 。 

レノ 「 お まえ 、 何 ?」 

エア リス 「 こ の 人 、 わ た し の ボディ ガー ド 。 ソ ル ジ ャ ー な の 」 

エア リス の 言葉 に 戸惑う クラ ウド 。 レ ノ も 意外 な 成り 行き に 驚く 。 

レノ 「 ン ソルジャー?」 

クラ ウド 「 元 、 ソ ル ジ ャ ー だ ]」 

レノ 、 本 当 か どう か 確認 し よう と 目 を 凝ら し て クラ ウド を 見 る 。 

レノ 「 あ ら ま 、 魔 眺 の 目 」 

エア リス 、 ク ラウ ド に 向かっ て 、 

エア リス 「 ボ ディ ガー ド も 仕事 の うち で し ょ ? ね 、 な ん で も 屋 さ ん ?」 
クラ ウド 、 不 思 議 ど うな 顔 で エア リス を 見 る 。 エ アリ ス 、 失 言 に 遇 時 動 所 
する が クラ ウド を 見 つめ 返し て 

エア リス 「 わ た し の カン 、 当 た る の 」 

開き 直る エア リス 。 レ ノ 、 ク ラウ ド の 目 を も っ と よく 見 よう と 曲 み あげ る 
( 根 は ヤン キー)。 

エア リス 「 ボ ディ ガー ド 、 お 願い 」 

クラ ウド 、 エ アリ ス に 見 つめ られ 、 た ま ら ず 目 を 逸らす 。 視 線 の 先 に レノ 
の 顔 。 ガ ン を 飛ば し て いる 。 ク ラウ ド 、 レ ノ の 女 度 に お む おか つく 。 エ アリ ス 
に 向き な お り 

クラ ウド 「 め あ 、 い い だ ろ う 。 で も 、 安 く は な い ] 

エア リス 「 じ ゃ あ ね 、 デ ー ト 、1 回 ] 

クラ ウド 、 怪 放 な 顔 。 オ ファ ー の 価値 が の か ら な い 。 レ ノ 、 横 か ら . 

レノ 「 へ え …… や っ ぱり 本 物 か よ 」 

得意 げ な 顔 の クラ ウド 。 

レノ 「 ク ラス は ?」 

クラ ウド 「 フ ァ ー ス ト 」 

レノ 、 ポ カン と し て 、 や が て 吹き 出す 。 フ ァ ー ス ト な ら レ ノ が 知ら な い は 
ず は な い 。 ク ラウ ド 、 レ ノ を 昭 む 。 レ ノ 、 軽 < 笑い な が ら 

レノ 「 い くら な ん で も ファ ー ス ト っ て 、 お まえ よ ぉ 一 一 」 

クラ ウド 、 パ カ に さざれ て 腹 を 立て つつ 、 レ ノ に 攻め 込む 。 レ ノ 、 ギ リ ギ リ 
で 体 を か わす 。 


レノ 「 ひ ゅ ー」 

エア リス 「 お 花 、 ふ まな いで ! 」 

レノ 「 だ っ て よ 」 

Scenario Staff Q&A 4zwpereg の 鳥山 求 
0 クラ ウド が エア リス と の 会 話 中 に 幻視 し た 光景 は 、 何 が まっ か け と な 


つて 見 えた の で し ょ う ? 


A エア リス が 医 の な か に 忍ばせ て いる 、 母 の 形見 の マテ リア が きっ か 
け に な っ て いま す 。 ク ラウ ド が 見 た 幻影 は 、 こ の 先 の エア リス と 
ラウ ド に 起こ る で あろ う 未 来 を 象徴 する シー ン と し て 入れ て いま す 。 


〇 エア リス が クラ ウド に 「 ね 、 な ん で も 屋 さ ん ?」 と 呼び か けた こと が ト 
書き で 「 失 言 」 と 書か れ て いる と いう こと は 、 彼 女 は クラ ウド が な ん で 
も 屋 で ある と すでに 知っ て いた の で し ょ うか ?. 


A CHAPTER 17 で 明か され る よう に 、 エ アリ ス は いろ いろ な こと を 
g 億 と し て 知っ て いる 状態 で し た が 、 そ れ を ! に 悟ら せな いよ う . 
に し て いま し た 。「 ク ラウ ド が な ん で も 屋 で ある 」 と いう の は 、 知 っ 
て いる 気 が し て 思わ ず 口 を すべ ら せ て し まっ た 記憶 の ひと つ で す 。 
な お 、 エ アリ ス が 持つ それ ら の 記憶 は 、 物 語 の な か で フィ ー ラ ー に 
よっ て 礁 われ て いき ます 。 


CHAPTER 8 ) 合 番 持 ス ラバ 


エス リ ヌ 


| エア リス の 家 2 
エア リス は じっと 花 を な が め て いる ( 心 の 中 で 話し か け て いる )。 ク ラウ ド は を 
ん な エア リス を いぶ か し げに 見 る 。 し ば らく し て 、 ク ラウ ド 、 気 づい て : 
クラ ウド 「 花 と (話し て いる の か ?)] 
エア リス 、 自 分 の 唇 に 人 差し 指 を 当て て 「 シ ッ ]」 と いう サイ ン で クラ ウド を 
黙ら せる 。 指 を 離し 、 最後 の ワン フレ ー ズ 。 
エア リス 「 一 ご と いう 、 そ ん な ーー 日 で し た 」 
エア リス 、 耳 を 澄 ま す 。 何 も 聞こ そ な い 。 肩 を 落と す 。 や が て クラ ウド を 
見 る と 
エア リス 「 行 こう 。 お 母さん 、 待 っ て る ] 
クラ ウド 「 花 、 な ん だ っ て ?」 
エア リス 「 お つか れ さ ま 、 っ て 」 
クラ ウド 、 無 表情 な 顔 で エア リス を 見 る 。 エ アリ ス 、 視 線 を 花 に 戻す 。 
エア リス 「 ウ ン 。 何 も 聞こ えな い 。 で も ね ー 一 」 
エア リス 、 ク ラウ ド を 見 て 
エア リス 「 う うん 。 な ん で も な い 。 
どう せ 、 信 じ な いか ら 」 
クラ ウド 「…… だ ろう な 」 
クラ ウド 、 エ アリ ス に 背 を 向け る が 、 思 い 直 し て 振り 返る 。 こ れ ま で エア 
リス に は 良く し て も ら っ て いる 。 少 し 話 を 聞く くら い 、 な ん で も な い 。 
クラ ウド 「 一 応 、 聞 こう 」 
エア リス 「 ホ ント ?」 
クラ ウド 「 あ あ 」 
エア リス 「 あ と 少し っ て 気 、 す る ん だ 。 
お 花 、 何 か 話し た が っ て る 。 何 か 、 言 いた いこ と が ある 。 
そん な 気 、 す る ん だ よね 。 
で も 、 何 か 、 定 りな い 。 あ と 一 歩 、 届 か な い 。 
だ か ら 、 聞 こえ な い 」 
クラ ウド 、 真顔 で 見 つめ て いる 。 信 じ て は いな い 。 


エア リス 「 わ た し 、 い つも そう 。 
そし て 、 あ きら めちゃ う の ]」 
クラ ウド 「 そ ん な ふう に は 、 見 えな い 。 
あき ら め る よう に は ]」 
エア リス 「 そ れ は ね 、 今 日 は 、 が ん ば っ て る も ん 」 
クラ ウド 「……: 何 か めった の か ?」 
エア リス 、 ふ た り が 再会 し た こと に 思い 至ら な い ク ラウ ド に 呆れ る 。 可 笑 
し く な る 。 
エア リス 「( 吹 き 出す ) さ あ 、 


家 の 方 へ 。 少 し 早足 。 残 っ た クラ ウド 、 花 を 見 て 、 声 を か ける 。 

クラ ウド [返事 くら いし て や れ ] 

クラ ウド 、 返 事 を 待つ こと も な く 家 の 方 へ 。 すこ し 郊 れ た 場所 で 立ち 止ま り 、 
待っ て いる エア リス 。 ク ラウ ド が 花 に 話 ける の を 見 て お り 、 冷 や か す 。 
エア リス 「 お 花 、 な ん て ?」 

クラ ウド 、 も ちろ ん 何 も 聞 こそ て いな い が 

クラ ウド 「 お つか れ 。 と か な ん と か 」 

エア リス 、 ク ラウ ド 自 身 の 言葉 と し て 受け と っ て - 

エア リス 「 う ん 、 お つか れ さ ま ! 」 

クラ ウド の 歩み 寄り を 感じ て 楽し そう な エア リス 。 


人 寺 午 スラ か 5owvVV'V'〈〔6〈0 


何 番 街 と 六 番 街 の 境界 線 一 一 堅 の 容 に や っ て きた クラ ウド 

が ある 。 近 づい て みる と 、 エ アリ ス が 待ち 伏せ し て いる 。 

ウド を 見 つけ る と 自 々 し く 、 

エア リス 「 あ れ ? これ は 偶然 で す な あ 」 
ーー キディ 


エア リス は クラ 


し ま 


クラ ウド 「 ど うい うつ も り だ ] 
エア リス 「 待 ち 伏せ ?」 

ン と と / Neo op1Wxll 
エア リス 「 も っ と 一 緒 に いた いか ら 」 

あま り に スト レー ト な 物言い に クラ ウド が 返答 に 窮 す る 。 ダ メ か な 2 と い 
う 視 線 を 向け る エア リス 。 い じらし い 感 じ 。 沈 黙 。 ク ラウ ド 、 優 し い 気持 
ち に な り 、 ふ うと 息 を 吐く 。 

クラ ウド 「… 道 案内 を 頼む お] 

エア リス [喜ん で 」 


嬉し ぞう に 、 座 歌 を うた いな が ら 歩 き 出す エア リス 。 そ ん な エア リス の 背 
中 を 見 て いる と 、 ク ラウ ド は 突如 と し て 不安 に 肛 わ れる 。 ノ イズ が 走る 。 
指先 の アッ プ ( チ リ チ リ し て いる )。 ぞ の 指 で 両 こめ か み を 押さ える ( 目 の 
奥 が 熱い )。 で 隠さ れ た 目 か ら ツ ッ と 一 筋 の 涙 が 流れ る 。 驚 く ク ラウ ド 。 
慌て て エア リス に 背 を 向け 、 涙 を 拭う 。 

エア リス 「 ク ラウ ド ?」 
背後 か ら エ アリ ス の 声 
エア リス 「 ど うし た の ?」 
クラ ウド 「 な ん で も な い ] 
足早 に 歩き 出す クラ ウド , 
が 、 ク ラウ ド は 無視 する 。 


追い か ける エア リス 。「 大 丈夫 ?」 と 訓 い て いる 


4zypeze の 鳥山 求 


0 先 に 進む エア リス の 背中 を 見 た クラ ウド が 、 ト 書き に [指先 が チリ チ 
リ す る 」「 目 の 奥 が 熟 い 」 と ある よう に 、 オ リ ジ ナ ル 版 「FFVII で の 忘 ら 
る る 部 の イベ ント を 連想 させ る 不安 に 襲わ れ て 涙 を 流し た の は 、 な ぜ 
で し ょ う ?. 


A エア リス と 過ごす 時 間 が 楽し いも の で ある ぶん 、 揺 どり も ど し の よう 
に 不安 定 な 未来 が の し か か っ て きま す 。 こ の 場面 は 何気ない エア リ 
ス の 待ち 伏せ の シー ン で す が 、 だ か ら こ そ ぞ 貴 重 な 時 間 と し て クラ ウ 
ド と エア リス の 何 か が 作用 し て いる の か も し れ ま せん 。 な お 、 オ リ 
ジ ナ ル 版 「FFVIJ に お ける 眠り の 森 で の エア リス 登場 シー ン と 構図 や 
動き な ど が 似 て いる こと も 、 未 来 の 記憶 を 呼び 起こ す 一 因 に な っ た 
可能 性 が あり ます 。 


Scenario Staff Q&A 


warssr @ VOICE SCRIPT 
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CHAPTER 9 


へ 番 街 ス ラバ 軸 み どり 


陥没 道路 を 抜け た 先 に 公園 が ある 。 砂 場 、 ブ ラン コ 、 滑 り 台 ( ネ コ 型 )、 穴 
の 開い た ドー ム と いっ た 遊具 が 並ん で いる 。 外灯 は 中 心 に ひと つ 。 辛 うじ 
て 公園 を 照ら し て いる が 、 縁 の 方 は 暗闇 に 沈ん で いる 。 公園 の 奥 に は 高い 
壁 七 番 街 の ゲー ト が 見 える 。 

エア リス 「 あ れ 、 七 番 街 スラ ム へ 抜け る ゲー ト 」 

クラ ウド 「 閉 まっ て る な …… 開 く の か ?」 

エア リス 、 微 笑 ん で 、 

エア リス 「 ね 、 少 し 座っ て 話さ な い ?」 

クラ ウド 「 い や 、 そ ん な 時 間 は 一 一 」 

エア リス 「 ク ラウ ド 、 こ っ ち 」 

エア リス は クラ ウド の 言葉 を 計り 、 ネ コ 型 の 滑り 台 に の ぼっ て し まう 。 
エア リス 「 早 く 」 

呼ば れ て も クラ ウド は の ぼろ うと し な い 。 エア リス も ゆず る つも り は な く 
ジッ と 待つ 。 し ば らく し て 、 ク ラウ ド は た め 息 を つき 、 滑 り 台 に の ぼり は 
じ め る 。 の ぼり は じ め た クラ ウド に 話し か け て くる エア リス 。 

エア リス 「 昔 、 こ こ で お 花 を 売っ た こと 、 あ る ん だ ]」 

クラ ウド 「…… そ うか ] 

クラ ウド 、 上 に 到着 し 、 エ アリ ス と 少し だ け 距 離 を 取り 、 腰 を お ろ す 。 エ 
アリ ス は 笑顔 で その 距離 を 詰め る 。 肩 が ギリ ギリ 触れ 合う 距離 。 ク ラウ ド 
は 平気 な 顔 を し て いる が 、 内 心 は ドキ ドキ 。 

エア リス 「…… ク ラウ ド っ て 、 ク ラス ファ ー ス ト 、 だ っ た ん だ よね 」 

クラ ウド 「 あ あ 」 

エア リス 「…… そ っ か 」 

クラ ウド 「 そ れ が どう か し た の か ?」 

エア リス 「 う うん 。 同じ だ と 思っ て 」 

クラ ウド 「 同 じ ? 誰 と 」 

エア リス 「 初 め て 好き に な っ た 人 」 

クラ ウド 「….」 

エア リス 「……」 

クラ ウド 「 名 前 は ? た ぷん 、 知 っ て る 」 

エア リス は 、 大 切な も の を 教え る よう に 、 男 の 名 前 を 口 に する 。 し か し 、 
ぞ の 言葉 は ノイ ズ に よっ て 満 され る 。 間 的 に 、 ク ラウ ド の 頭 の 中 で ノイ 
ズ が ババ バ パ と よぎる 。 

クラ ウド 「!?」 

戸惑う クラ ウド 。 

エア リス 「 大 丈夫 ?」 

頭痛 を お さえ る た め 、 ク ラウ ド 、 目 を 閉じ る 。 ク ラウ ド が 目 を 開け る と 
エア リス が 顔 を 覗き 込ん で お り 、 ク ラウ ド は 驚く 。 


エア リス 「…… き れい ] 
クラ ウド 「?」 

エア リス 「 瞳 」 
クラ ウド 「 あ あ 、 魔 眺 を 浴び た 者 の 瞳 。 ソル ジャ ー の 証 だ ] 
エア リス 「 う ん 、 知 っ て る 」 

エア リス 、 力 な く 微笑 む 。 

エア リス 「 ご めん ね 。 こ ん な 話 ] 


ウラ ウド El 

エア リス 「 も う 、 い こっ か 」 

立ち 上 が り 、 滑 り 台 を 下り る エア リス 。 ク ラウ ド 、 わ け わ か ん ね えな 、 と 
いう 顔 。 エ アリ ス 、 振り返 る 。 

エア リス 「 前 、 見 な くち ゃ ね ]」 


中 貼 > 


エア リス は ドー ム の 前 で 立ち 止ま る 。 
エア リス 「 こ 
クラ ウド は ドー ム を 見 回 す 。 何 の 変哲 も な い 作 具 に 見 える 。 

クラ ウド 「?」 

エア リス 「 ち ょ っ と 待っ て て 」 

エア リス は ドー ム の 中 へ 入る 。 し ば らく する と 、 ガ コン と いう 音 が 聞こ える 。 
エア リス 「 見 て 」 

クラ ウド も 中 を の ぞ く 。 ド ー ム の 中 の 地面 に 穴 が 開い て お り 、 ぞ ば に 勘 が 
転がっ て いる 。 

エア リス 「 隠 し 通路 、 七 番 街 スラ ム ま で つなが っ て る の 」 


一 度 、 ド ー ム の 外 に 出る 二 人 。 
クラ ウド 「……」 
エア リズ 1 


し ば し の 沈黙 の あと 、 二 人 同時 に 

クラ ウド 「 じ ゃ あ ] 

エア リス 「 じ ゃ あ ] 

クス クス 笑っ た あと 

エア リス 「 ど う ぞ ] 

クラ ウド 「 帰 り は 大 丈夫 な の か ?」 

エア リス 「 大 丈夫 じゃ な いっ て 言っ た ら ?」 

クラ ウド 「 家 まで 送 ろ う 」 

エア リス 「 そ れ っ て 変じ ゃ な い ?」 

ウラ ウ MIS2H 

エア リス 「 ふ 放 、 大 丈夫 。 
実は 、 も っ と 安全 な 近道 


が あっ た り し て 」 


クラ ウド 、「 だ ろう な 」 と 「 エ アリ ス に し て や られ た 」 と 思う 。 で も 微 女 の 「 も 
う 少 し 一 緒 に いた い 」 と いう 気持 ちの 表れ な の だ ろう と 思え ば 悪い 気 は し 
な い 。 徴 笑 む クラ ウド 。 エ アリ ス も 悪戯 な 笑顔 を 見 せる 。 


Scenario Staff Q&A 4zspeeg の 鳥山 求 


〇 エア リス が ザッ クス と 思しき 名 前 を 口 に し た タイ ミン グ で クラ ウド は 
頭痛 に 避 わ れ ま す が 、 こ れ は 偽り の 記憶 を 守る た め に 何 か が 引き 起こ 
し て いる も の な の で し ょ うか ? 


A クラ ウド に と っ て 認識 し た く な い 、 聞 きた く な い 名 前 に 対す る 過剰 
な 反応 が 起き て いる 状況 で す 。 この みどり 公園 で の デー トシ ー ン は 、 
オリ ジ ナ ル 版 『FFVI] で も 印象 的 な シー ン で し た が 、「 か つて エア リ 
ス が ほか の 誰か と この 場所 で 同じ よう に デー ト を し て いた の で は 」 
と 想像 する クラ ウド の 複雑 な 心境 を 思い 浮か べ て みる と 、 深 み が 増 
すか も し れ ま せん 。 


蜜蜂 の 館 で の ダン スシ ョ 


| 四季 


ステ ー ジ に 上 が っ た クラ ウド に 絡み つく よう に 密 疾 ガー ル や 蜜蜂 ボー イ が 
踊る 。 当惑 す る クラ ウド 。 す る と 、 中 央 奥 の 床 か ら 巨 大 な 虹 色 の 花 の つぼ 
み が せ り 上 が っ て くる 。 ダ ン サ ー が クラ ウド か ら 離 れ 、 花 の つぼ み の 周 り 
に 集まる 。 財 め る よう な 、 密 を 捧げ る よう な ダン ス 。 ぞ の ダン ス に 呼応 し 
て 、 ゆ っ くり と つぼ み が 花 ひら く 。 中 に は 、 数 人 の メイ ンダ ン サ ー が 次 し 
べ と 雄 し べ を イメ ー ジ し た ポー ズ で 密集 し て いる 。 音 楽に あわ せ て 、 メ イ 
ンダ ン サ ー が ユラ リ ユ ラ リ と 広がっ て いき 、 中 心 に 立つ 女王 蜂 0 
ン ・ ク ー ニ ャ ン が 姿 を 現す 。 昭 間 、 キ ラキ ラ と し た 飛 涼 が 空中 を 舞う 。 奇 
抜 な 愉 始 と 、 整 っ た 表 立 ち が 、 不 思 議 な バラ ンス で 釣り 合っ て いる 。 と に 
か く 目 は 引く が 、 嫌 悪 感 は まわ いて こない 。 ア ニヤ ン が 、 メ イン ダン サー を 
従え て 、 ゆ っ くり と 近づい て くる 。 途 中 、 蜜 尋 ガ ー ル の 吾 を くす ぐっ た り 、 
密 敵 ポー イ に まま を 出し 、 口 づけ を 受け た り し な が ら 。 対 崎 す る クラ ウド と 
2 三 1 

アニ ヤン 「 密 蜂 の 館 へ よう こそ 、 ク ラウ ド 」 

アニ ヤン は 優雅 な 足取り で 品定め する よう に 、 ク ラウ ド の 周り を 歩く 。 肩 
に ま を 置い た り 、 髪 を 撫で た り と 、 さ ざり 気 な こく タ ッ チ する 。 

アニ ヤン 「 推 薦 状 が ほし いん だ っ て ?」 


クラ ウド 、「 ど うし て 知っ て いる 2」 と いう リア クシ ョ ン 。 ア ニヤ ン 、 ク ラ 
ウド の 口 に 指 を 当て 、 黙 ら せ る 。 
アニ ヤン 「 い い だ ろ う 」 
曲 が い っ た ん テン ポ ダ ウン 。 照明 も や ふた り を スポ ッ ト ラ イト 。 
アニ ヤン 「 で は 、 花 嫁 に か ふさ わし いと 

ダン ス で 証明 し て も ら お うか ! 」 
アニ ヤン が 指 を 鳴ら す 。 す る と 、 曲 調 が 変わ り 激しく な る 。 盛 り 上 が る 観 
客 。 周 り の ダン サー も 障 し 立て る よう 踊り 出す 。 ア ニヤ ン が 誘う よう な 動 
き を 見 せる 。 ク ラウ ド は 「 ダ ンス ? 冗談 じゃ な い 」 と いう よう に ステ ー ジ 
を 下り よう と する が 、 周 り の ダン サー た ち が 踊 りな が ら 阻 む 。 ぞ こ で 、 観 
客席 に エア リス が いる こと に 気がつく 。 
クラ ウド 「 な 」 
頑張 っ て と ガッ ツ ポ ー ズ を し て いる エア リス 。 ク ラウ ド 、「 フ ウ 」 と た め 息 
を は き 、 ど うし た も の か と 天井 を 見 上 げ る 。 ま ば ゆい ライ ト に 、 視 界 が 白 
く 染 まる 。 昭 間 一 一 楽し そう な (笑顔 の ) ザ ックス の 次 が フラ ッシュ バッ ク 
する (※ 映 像 化 は し な い 、 あ くま で も この あと の クラ ウド の 行動 の 設定 )。 
クラ ウド に と っ て の 理想 の ソル ジャ ー で ある ザッ クス な ら 、 こ うい う 事 能 
も 楽し お に ちがい な いと 、 無 意識 に 想起 する 。 ク ラウ ド は 一 央 戸 苔 う が 、 
決意 を 固め アニ ヤン の | 立つ 。 ニ ヤリ と 笑う アニ 
アニ ヤン 「 私 に つい て こら れる か な ?」 


中略 > 


アニ ヤン 「 い いね 、 キ ュ ン と し た よ 。 
いい だ ろう 。 腕 に より を か け て 、 
お 前 を 最高 の 花嫁 に し て や ろう 」 
息 を 切ら し て いる クラ ウド 。 ぞ うだ っ た 、 と 花嫁 に な る こと を 思い だ し 複 
雑 な 表情 に な る 。 ア ニヤ ン 、 ビ シッ と 決め ポー ズ を し 、 
アニ ヤン 「 さ あ 、 お 待ち か ね の ショ ー タ イム だ ] 
再び 音楽 が 流れ 出す 。 


密 妖 ガー ルズ 「 わ ー」 
黄色 い 声 を あげ な が ら 、 密 召 ガ ー ル た ち が ク ラウ ド に 群がり 、 ダ ン サー た 
ち が 得 を 形成 する 。 音楽 に 合わ せ て 、 ク ラウ ド が 女装 し て いく シー ン を 部 
分 的 に 見 せ て いく 。 椅 に 座ら され 、 フ ァ ン デー ショ ン を 叩か れる クラ ウ 
ド 。 を セッ ト さ れる クラ ウド 。 ア イラ イン を 引か れる クラ ウド 。 マ ニキ 
ュ ア を 塗ら れる クラ ウド 。 チ ー ク を の せら れる クラ ウド 。 口紅 を 引か れる 
クラ ウド 。 ヒ ー ル の 寺 を 改 か され る クラ ウド 。 周 ひで は アニ ヤン た ち が 曽 
を 育て る よう な 動き の ダン ス を 披露 し て いる 。 

密 交 ボー イ [よく お 似合い で す よ 」 

音楽 が ドラ ムロ ー ル に 変わ り 、 照 明 が 黄 路 く な る 。 ド ラム が 最高 江 に な っ 
た と こ ジャ ン ! と 英 が 花開く 。 中 か ら 女 性 と な っ た クラ ウド が 現れ 
る 。 ク ラウ ド に 一 斎 に スポ ッ ト ラ イト が あたる 。 

[クラ ウド 女装 分 岐 】 

マサ プク エマ ムル ー ト を クリ ア し て いる 場合 : シル ク の ドレ ス ( 紫 ) 

マサ プク エサ ムル ー ト を クリ ア し て いる 場合 : サテ ン の ドレ ス ( 青 ) 

マサ プク エ 未 クリ ア の 場合 : コッ トン の ドレ ス ( 黒 ) 

エ 

マダ ンス ゲー ム 高 評価 の 場合 : ドレ ス + ア クセ サリ が つく 

マダ ンス ゲー ム 低 評価 の 場合 : ド レス の み 


どう 見 て も 女性 に し か 見 えな い 、 美 し い 仕上 が り 。 ア ニヤ ン の 前 まで 運ば 
れる クラ ウド 。 手 を 差し 伸 く る アニ ヤン 。 返 巡 す る も 、 ぞ の を と る クラ 
ウド 。 歓 声 が あがる 中 、 喜 ぶ エ アリ ス の 姿 が 目 に 入る 。 ク ラウ ド は 、 シ ョ 
ー を 成功 させ な けれ ば と 腹 を くく る 。 ク ラウ ド と アニ ヤン に よる 最後 の ダ 
ンス 。 華 慌 な ター ン を 決め た あと 、 ア ニヤ ン が クラ ウド を 抱き と め 、 自 然 
に キメ ポー ズ 。 ア ニヤ ン 、 観 客席 に 向かい 、 締 め の セ リフ 。 
アニ ヤン 「 バ ー フ ェクト ! 」 
観客 の 歓声 が 加 く 。 ス タン ディ ング オベーション 。 ク ラウ ド 、 且 し げ な 表 
情 。 再 び 、 盛 り 上 が る 観客 席 。 サ ム が 指 笛 を 鳴ら す 。 マ ム 、 酒 の 入っ た ぐ 
い 呑み を 掲げ る 。 エ アリ ス 、 観 容 の リア クシ ョ ン を 見 回 し 、 ク ラウ ド [ 
か っ て ニコ ッ と 笑い 、 グ ッ と サム ズ ア ッ プ する 。 
アニ ヤン 「 本 当 の 美 し さ は 心持ち 次 第 。 

いい か クラ ウド 、 美 し さ に 女 も 男 も な い 。 

物 お じ せ ず 、 進 め 」 
アニ ヤン に うな が され 、 カ ー テ ンコ ー ル の ポー ズ を 決め る クラ ウド 。 拍 ま 
喝 氷 の 中 、 ス ジ 終 け 。 


Scenario Staff Q&A 4xpezeg が の 鳥山 求 


(0 今 作 に お ける 女装 イベ ント を 、 密 妖 の 館 の ショ ー と ひも づけ た 経緯 を 
教え て くだ さい 。 


A 女装 を し た クラ ウド を も っ と も 印象 的 に 登場 させ る た め に 、 ダ ンス 
ショ ー の クラ イマ ックス に 女装 クラ ウド の 姿 を 披露 で きる よう に イ 
ベン トシ ー ン を 構築 し まし た 。 男女 な どの 性 別に と ら わ れず 自由 に 
生き る アニ ヤン が 取り 仕切 っ て いる 蜜蜂 の 館 な ら ば 、 た と えど ん な 
姿 で あっ て も 温か く 迎 えら れる と 思う の で 、 密 笑 の 館 の ステ ー ジ で 
女装 イベ ント を 描く こと は 、 い ま の 時 代 の ひと つの 象徴 に な る か な 
と 考え まし た 。 
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CHAPTER 9 ハ 番 持 ス ラバ 


ョ ヨル ネオ の 館 


| コル ネオ の 館 


S 柄 が 多用 され た 東洋 風 の 内 装 だ が 、 信じ が た い ほ ど 悪 趣味 な 屋敷 内 。 
1 ョ ルネ オ の ま 下 、 モ ヒ カ ン 頭 の コッ チ が 女 た ち を 集め る 。 
コッ チ 「 よ ー し 娘 ど も ! ここ に 整列 !」 
ョ ッ チ が クラ ウド と エア リス の 顔 を 見 て 、 
コッ チ 「 あ ん ? 見 た 顔 だ な 、 ど っ か で 会 っ た か ?」 
首 を 振る エア リス 。 
コッ チ 「 ま あ 、 い いか 。 
よし 、 お 前 た ち 準備 よい いか ? いく ぞ ? 
我ら が ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト の カリ スマ ! 
ドン ! コル ネオ 様 の 登場 だ ! 」 
奥 の 衝 立 か ら ジ ャ ジャ ー ン と コル ネオ が 現れ る , 
い 登 場 
コル ネオ 「 ほ ひ 一 ! 」 
小物 感 満載 の 足取り で クラ ウド た ち に 近づく コル ネオ 。 
コル ネオ 「 い い の 一 いい の 一 。 
どの お な ご に し よう か な ー。 
ほ ひ ー ほ ひ ー ! 」 
エア リス の 前 に 移動 し 、 足 下 か ら 顔 に 向かっ て 舐め る よう に 見 つめ つつ 
コル ネオ 「 お まえ に し よう か な ーー ?」 
クラ ウド の 前 を 通過 し て 、 テ ィ フ ァ の 前 へ 行き 同じ よう に いや らし く 見 つ 
め 
コル ネオ 「 そ れ と も お まえ か な ?」 
クラ ウド の 前 に 戻り 、 ク ラウ ド の 両 肩 、 
確か め て か ら 考 え 込み 、 や が て 
コル ネオ 「 ほ ひ 一 !! 決め た 決 一 め た 」 
ョ ルネ オ 、 テ ィ フ ァ を 狙っ て いる イメ ー ジ で 


前 フリ の わり に は し ょ ぼ 


の 腕 を パン パン 叩い て 肉付き を 


コル ネオ 「 今 日 の お 嫁 ち ゃ ん は 一 」 
エア リス 「 今 日 の ?」 
コッ チ 「 努 力 次 第 で 明日 も 明後日 も 奥さん で いら れる ぞ 」 
クラ ウド 、 ポ ソリ と 、 
クラ ウド 「 ゲ ス 野 郎 
コル ネオ 、 ド ス の 利 い た 声 で 、 
コル ネオ 「 お い 、 今 の 、 誰 だ ? 
(クラ ウド の 前 で )…… お 前 か ? 
( 破 顔 し て ) い いね ー、 い い ! 

その 跳ね っ 返り ! 

へ し 折っ て や る わ ! 

今日 は 、 こ の 強気 な お な ご だ ! 」 

] ョ ルネ オ 、 ク ラウ ド の を 取っ て 連れ て 行こ うと する が クラ ウド は 動か な い 
コル ネオ 「 ほ ひ 一 ! こ ば お し ぐさ が 、 う い の 一 、 う ぶ い の 一 」 
ピタ ッ と 立ち 止ま り 、 
コル ネオ 「 め と は オマ エ ら に や る ! 」 

ま チ 下 た ち 、 歓 声 を あげ る 。 


衝立 の 先 に 進む と 、 新 た な 部 屋 が ある 。 中 央 に 巨大 な 回 転 ベッ ド の ある 、 更 
に 悪 趣味 な 部 屋 。 コ ルネ オ が ベッド の 上 で の た うち 回 っ て は し ゃ いで いる 。 


コル ネオ 「 さ あ 子 猫 ち ゃ ん 俺 の 胸 へ カモ ー ン ! 
れ な く て も だ いじ ょ うぶ 。 誰 も いな いよ ?」 
時 々 、 フ ラッ シュ が 光り 、 シ ャ ッ タ ー の 音 が 用 く 。 
コル ネオ 「 ほ ひ 一 、 よ く 見 る と 、 か わい い の ~ー」 


クラ ウド 「 寄 る な 」 

コル ネオ 「 ほ ひ 一 ! これ は 新 路線 ! た ま らん !」 

フラ ッシュ & シ ャ ッ タ ー。 ク ラウ ド 、 フ ラッ シュ に 気がつき 、 
クラ ウド 「 こ れ は な ん だ ?」 


コル ネオ 「 気 に し な い 気 に し な い 。 た だ 
写真 1 枚 で 、 み ー ん な 言う こと 聞く ん だ 

クラ ウド 「 腐 っ て る 」 

コル ネオ 「 も っ と ほめ て くれ ーー ! 」 


く 中 略 > 


時 倒 プ レイ を 続け て いる クラ ウド た ち 。 
コル ネオ 「 ほ ひ 一 ! も っ と 一 ! 

お ら ど az! お ら と cl もら ご < 
クラ ウド 「 薄 汚い 野郎 だ 」 
コル ネオ 「 た ま ら 一 ん ! 」 

1] ル ネオ が クラ ウド に 飛び か か る 
に 倒れ る コル ネオ 。 


クラ ウド は 踏 踏 な く 蹴 り 返 す 。 ペ ッ ド 


コル ネオ 「 お い 、 て め え ! 


今 の は やりすぎ だ ろう が ! 
お い ! 誰か 来い ! 
この 女 に 礼儀 を 教え て や れ ! 」 
ティ ファ 、 エ アリ ス が 乱入 し て くる (すでに 着替え て いる )。 
ティ ファ 「 お あい に くさ ま 。 
あな た の 子 分 は だ れ も こ な いみ た い 」 
コル ネオ 「 な に これ !?」 
エア リス 「 ク ラウ ド 、 服 ! 」 
購 転 。 暗 転 が 明 ける と 、 ク ラウ ド 、 元 の 姿 に 戻っ て いる 。 
コル ネオ 「 男 じゃ ね ー か ! な に が どー な っ て る ! 」 


Scenario Staff Q&A 4zmpereg が 鳥山 求 


(0 本 作 の コル ネオ は 声 や 動き も 相まって 、 い っ そう 印象 的 な キャ ラク タ 
一 に な り ま し た が 、 ど ん な 方 針 で 個性 付け を 行ない まし た か ? 


A コル ネオ ファ ミリ ー は 、 個 性 的 で 芸 騰 者 な 声優 さん た ち に よる ボ イ 
ス が 強調 され て いま す が 、 も と も と クセ が 強かっ た こと も あり 、 自 
人 然 と あの よう な キャ ラク ター 性 に 仕上 が の まし た 。 オリ ジ ナ ル 版 
『「FFVII 当時 は 「 ほ ひ 」 な どの 文字 で 表現 で きる 個性 付け を し て いた の 
で 、 セ リフ を その まま ボイス に する と コミ カル に な りす ぎる 恐れ も 
あり まし た が 、 あ えて 残し まし た 。 お し ろ 、 や りす ぎ た ア ドリ ヲ な 
ど を 抑え た 箇所 の ほう が 多かっ た か も し れ ま せん 。 モ ーション も 、 
ボイス 収録 が 先 だ っ た 場面 は 声 に 合わ せ て アク ター さん に 動い て も 
ら っ た り 、 オ リ ジ ナ ル 版 の 特徴 的 な 動き を 模 し た り と 、 作 っ て いて 
楽し め る キャ ラク ター で し た 。 ま た 、 野 島 一 成 さん の 小説 に 登場 す 
る 「 コ ルネ オ の 記念 写真 ]」 の よう に 、 オ リ ジ ナ ル 版 の あと に 制作 され 
た 関連 作品 で ゆい くら ん だ 要素 は 、 こ れ に か ぎら ず 色 括 的 に 取り 入れ 
て いま す 。 


CHAPTER 10 


Hbihi ト 水道 


| 下 下 由 ン 


危な げ な く 油 橋 を 渡る クラ ウド 。 見 守っ て いる ティ ファ と エア リス は 小 休 
止 な 雰囲気 と な る 。 テ ディファ 、 ぼ つり と 弱音 を 吐く 。 
ティ ファ 「 ダ メ 。 最 悪 の 事態 、 考 え ち ゃ う 」 
エア リス 「 気 持ち …… わ か る よ ]」 
ティ ファ 、 自 分 に 言い 聞か せる よう に 
ティ ファ 「 七 番 街 の 破壊 な ん て 、 タ チ の 悪い 冗談 。 
も し 、 も し 、 も し 、 本 当 で も 
ギリ ギリ で 中 止 に な る ーー そう な る 」 
エア リス 「…… う ん 」 
ティ ファ 、 エ アリ ス の 煮え 切ら な い 返 事 が 気 に な っ て 顔 を 見 る 。 エア リス 、 
曖昧 な 微笑 み で 誤 魔 化 だ うと する 。 
ティ ファ 「 エ アリ ス 、 何 か 知っ て る の ?」 
エア リス 「 え ?」 
百 橋 を 渡り 終え を た クラ ウド が 呼び か ける 。 
クラ ウド 「 テ ィ フ ァ 、 エ アリ ス ! ひと り ず つ 渡っ て くれ !」 
ティ ファ 「 了 解 ! 
(エア リス に ) 先 に 行く ね 」 
ティ ファ 、 話 を 切り 上 げ て 洗 橋 を 渡り だ す 。 心 配 そう に 見 守る エア リス 。 
パラ ンス を 取り つつ 、 危 な げ な く 渡 る ティ ファ 。 
ティ ファ 「 っ と 」 
ティ ファ が 渡り 終わ り 、 対 岸 か ら 呼 び か ける 。 
ティ ファ 「 エ アリ ス 、 来 て いい よ ! 」 
エア リス 「 わ か っ た ! 」 
湯 橋 を 渡り 始め る エア リス 。 
エア リス 「 よ …… っ と 」 
よろ けつ つも 、 な ん と か 進む エア リス 。 テ ィ フ ァ は 水路 ギリ ギリ の と ころ 
で 心配 うに 見 守る 。 対 岸 まで 近づい た と ころ で 
ティ ファ 「 も う 少 し 」 
エア リス 、 パ ラン ス を 大 きく 崩す 。 
エア リス 「 あ …… わ !?」 
ティ ファ 「 エ アリ ス !?」 
すぐ に ティ ファ が ま を 伸ばし 、 迷 わ ず エ アリ ス は ぞ の ま を 取る 。 
クラ ウド 「 飛 べ !」 
対岸 人 へ 向かっ て 思い 切り 飛ぶ エア リス 。 引 き 寄 せる ティ ファ 。 よ ろ け る テ 
ィ フ ァ を 支え る クラ ウド 。 な ん と か エア リス は 対岸 に 飛び 移る こと が で き 
る 。 足場 に し て いた だ 海 枚 は 反動 で 水底 へ と 沈ん で いく 。 
ティ ファ 「 ぴ っ くり し た ……」 
エア リス 「 テ ィ フ ァ 、 あ り が と う 」 
ティ ファ 「( 笑 っ て ) ど うい た し まし て 」 
エア リス 「 ク ラウ ドモ も 」 
クラ ウド 、 返 事 の 代わ り に 肩 を すく て め て みせ る 。 
エア リス 「 い こ 」 
足場 に ある ハシ ゴ を 上 る と 、 給 水 ポ ンプ の ある 踊り 場 と 橋 で つなが っ た 太 
番 街 側 の 踊り 場 に 行く こと が で きる 。 


く 中 略 > 


ティ ファ と エア リス は 、 給 水 ポ ンプ の ある 踊り 場 に 繋が る 析 に 向かい 、 ぞ 
の まま 渡っ て いく 。 ク ラウ ド は 遅れ て 後ろ を 歩く 。 テ ィ フ ァ の 悩み 話 ( 先 
ほど の つづ き ) を 聞き な が ら 、 エ アリ ス が 歩い て いる 。 
ティ ファ 「 あ あ 、 ま た ! 」 
エア リス 「 最 悪 の 事態 ?」 
ティ ファ 「 う ん 」 
エア リス 、 少 し 考え て か ら 人 慎重 に 答え る 。 
エア リス 「 ど ん な 未来 で も 、 
変え られ る よ ? 
わた し 、 そ う 信 じ て る 」 


ティ ファ 「 そ っ か が 
エア リス 「 楽 し いこ と も 、 考 える の 。 
七 番 街 、 守 っ た ら ……」 
考え る よう に 言葉 が 途切れ 、 そ の まま 立ち 止ま る エア リス 。 つ られ て 立ち 
止ま っ た ティ ファ も 考え る 。 
ティ ファ 「 守 れ た 
上 で 買い 物 、 ど う ? 
えっ と 、 た と えば 
雰囲気 の ある 小物 や 食器 を 探す の ] 
エア リス 「 テ ィ フ ァ と ?」 
ティ ファ 「 よ けれ ば ] 
エア リス 「 和 絶対 、 行 く ! 」 
ティ ファ 、 ク ラウ ド の ほう を チラ 見 。 ク ラウ ド は 離れ た 場所 で 立ち 止ま っ 
て お り 、 二 人 の 様 さ を 気 に し て いる 。 


ティ ファ 「 ク ラウ ド は 荷物 持ち 」 

エア リス 「 い っ ぱい 、 持 た せ ちゃ う 」 

クラ ウド 「 俺 が どう か し た か ?」 

ティ ファ 、 振 り 返っ て いた ずら っ ぽく 

ティ ファ 「 な ん で も な い 」 

ちょ うど 橋 の 中 ご ろ ま で き て いた ティ ファ た ち 。 その と き 小 さ な 音 と 共に 、 
橋 に 旬 裂 が 入る 。 

エア リス 「…… ん ?」 

異変 を 感じ て 足元 を 見 る エア リス 。 今度 は 大 き な 音 と 共に 枚 に 介 裂 が 走る 。 
ティ ファ 「 え っ 、 う そ 」 

エア リス 「 ま ずい 、 こ れ ! 」 

エア リス 、 言 いな が ら 近 くに いた ティ ファ の 腕 を と っ て 踊り 場 まで 走り 、 
到着 。 ク ラウ ド も 後に 続く が 、 あ と 少し の と ころ で 足元 が 一 気 に 崩 れる 。 
クラ ウド 「 く っ !」 

エア リス 「 掴 まっ て ! 」 

クラ ウド が 路 喉 に 季 を 伸ばす と 、 ぞ こ に は エア リス の ロッ ド の 先 。 ロッド 
を 掴む クラ ウド 。 上 を 見 上 げ る と 、 テ ディ ファ と エア リス が 二 人 で ロッ ド を 
支え そ て いる 。 

エア リス 「 苑 さ な い で ね ! 」 
ティ ファ [一気に 上 げ る よ 。 
エア リス 「 そ れ っ 」 

ティ ファ 「 え いっ 」 

ウラ ウド ISScsl 
勢い を つけ て ロッ ド を 引き 上 げ る ティ ファ と エア リス 。 踊り 場 近く まで 引 
き 上 げ ら れ た クラ ウド は 、 片 手 を 縁 に か け て 、 最 後 は 半分 自力 で 踊り 場 に 
上 が る 。 膝 を つい た り 座 り 込ん だ 体勢 で 、 三 人 は 息 を つく 。 

クラ ウド 「 悪 いな ]」 

エア リス 「 い えい え ] 

自分 が 守っ て や り た い は ず の 二 人 に 助け られ 、 落 ち 込む クラ ウド 。 

クラ ウド 「( た め 息 )] 

気 を 取り 直し て 、 ぶ 


… せ ー の ! 」 


のび 進み 出す 一 同 。 
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その ほか の 気 に な る ト 書 き 


CHAPTERS 


パレ ッ ト は 席 の 中 央 付近 に 座り 、 な に か を 考え 込ん で いる 。 一 人 分 くら い の ス ペー ス を は さん で 
すぐ と な り に 神 弟 課長 が 座っ て いる 。 神 羅 課 長 と は 壱 番 廃 眺 炉 爆 破 後 の ス ラム 行き の 列車 で 英 遇 
し て お り 、 ぞ の 際 、 爆 破 を 支持 する バレ ッ ト と 批判 する 神 羅 社 員 た ちと で 軽い 口論 を 起こ し て い 
る 。 神 雇 課 長 は バレ ッ ト の こと を 覚え て お り 、 パレ ッ ト を 気 に し て ぞ わ ぞ わ 葛 乏 ゆす ずり し て いる 。 
バ パレット の ほう は ぞ も ぞ も 神 比 課長 が 目 に 入っ て いな い 。 近 づく と 、 神 羅 課 長 が パレット に 絡ん 
で いく の が 聞こ えて くる 。 

神 比 課 長 「 き 、 き み は 、 こ れ で も 擁護 する の か 」 

パレ ッ ト 、 気 付か ず 。 


く 再 会 し た バレ ッ ト に 
アバ ラン チ な ん て ……」 て も の 申す 神 綴 課 長 。 対す る 人 バ 


アパ ラン チ の 単語 で よう や く 気付 く パ レッ ト 。 神 芽 課 長 の こと な ど 眼 中 に な か っ た 。 


CHAPTER8 


チ 袋 を フィ ッ ト さ せ 了 戦 態勢 に 入る ルー ド 。 ク 
を まま に 出 来る 状態 に な る 。 鳩 が 飛び 立つ 。 
ルー ド 「 悪 く 思 うな 」 

ルー ド が 後ろ 回 し 蹴り で 、 ク ラウ ド の 腹部 を 狙う 。 ク ラウ ド は バス ター ソー ド の 側面 で それ を 受 
け 、 ザ ザー ッ と 下がる 。 

クラ ウド 「 思 っ た と お り だ な 」 

ルー ド 、 怪 放 な 顔 。 

クラ ウド 「 タ ー ク ス な ん て 、 見 か け 倒 し だ ] 

ルー ド 、 サ ング ラス を 整え 、 戦 闘 の 覆 え に な り TTY=ErP 
ルー ド [お まえ も な クラ ウド の 素人 を 上 大 つて いる 
※ ク ラウ ド が 本 物 の ソル ジャ ー で は な いこ と を 看破 し て いる 。 こと を 匂わ せ た 挑 発 を 返す 。 


を 落と し 、 い つ で も バ パス ター ソー ド 


| CdArEms 


エル ミナ 「 あ ん た 、 そ の 目 、 ソ ル ジ ャ ー な ん だ ろ ?」 

クラ ウド 「 元 ソル ジャ ー だ ] 

エル ミナ は クラ ウド の 拘り を 無視 し て 

エル ミナ 「 悪 いけ どー 一 、 何 も か が ず に 、 今 夜 の うち に 出 て いっ て くれ な いか い ?」 

クラ ウド が 眉 を ひそ め る , 

エル ミナ 「 あ ん た た ち は MX の 宙 ら し と 引き 換え に 力 を 手 に 入れ た ん だ ろ ? 欲張っ ちゃ いけ な いよ 」 
クラ ウド は 何 か が 言い 返 を そう と する が 、 ぞ の 前 に エア リス が 帰っ て くる 

エア リス 「 お また せ 」 

エル ミナ 「 ご 苦労 さん 。 お 腹 空い た だ ろ 」 mm 

エア リス 「 ベ コ ペ コ ー( ク ラウ ド に 向かっ て ) ね ?」 に 
クラ ウド は 答え ず 難 し い 顔 を し て いる 。 エ アリ ス は 何 か あ っ た な と 気がつく 。 ら ぬ 雰 囲 氏 を クラ ウド の 表情 か ら 察 する 。 


CHAErEN9 天 コル 


ティ ファ (off) 「 大 丈夫 で すか ?」 


ティ ファ の 声 で 目 を 覚ます クラ ウド 。 覗き 込む ティ ファ の 顔 が 見 える 。 ク ラウ ド が バッ と 起き 上 が る 。 
ティ ファ 「 わ (ぴっ くり する )」 

クラ ウド 「 テ ィ フ ァ ! 」 

ティ ファ 「 は い ?」( 戸 惑 い ) 

クラ ウド 「 無 事 か 」 

ティ ファ 「…… う ん 」 

クラ ウド 「( ホ ッ と 皿 を 吐く ) そ うか ] 

ティ ファ 「 え ー っ と 、( お そる お そる ) も し か し て 、 ク ラウ ド ? お 化粧 し て る !? その 谷 好 !」 
ぞう 言わ れ て 自分 の 格好 を 思い 出し た クラ ウド 。 

クラ ウド 「 感 想 は いら な い 。 他 に 方 法 が 無かっ た 」 

状況 が の みこ め な い テ ィ フ ァ 。 


114 


| 上 宅 ・ 神 胃 ヘ リ ノ 


列 還 クス の へ リ 内 部 


の 副 提 終 て いる < 
音 下 で の 会 話 の た め ) が いる 。】 て に 応 
和 中 

ルー ド 一 了解 。( 無 線 を 切り ) 


レノ 、 納 得 が いか な い 気 持ち を つつ 、 
し ) 上 の 連中 は な に 考え て ん だ ろう な ?」 
ルー ド 「…… 反 乱 分 子 は 徹底 的 に 叩く 。 

うち は 昔 か ら そ うし て きた 」 


に は 失わ れる 
レノ 「 ぜ ー ん 史 肖 
嗜 い 窓 に 映り 込む ! 


レノ な 苦笑 の あと に 独り 言 
レノ 「 ふ ん 。 今 さら 善人 ぶる な よー 一 
の 後ろ で を 組み な が ら 乱 暴 に シ 
レノ 「 っ と 」 
レノ の こ な い 強 い ちと も どか し ざさ 。 タ ー ク ス 


列車 場 : マン ホー ル ンコ 


に クラ ウド た ち 、 神 衣 の へ ヘリ を 不安 げ な 表情 で 見 送 


支柱 。 見 上 げ る 一 同 


び え 立 つ + 


ティ ファ 「( 不 安 そ うな アド リブ )」 


クラ ウド 「…… た だ の 巡回 だ ろう 」 

\ つ っ の クラ ウト 気付 ける よう に 、 エ アリ ス が 
エア リス 「 行 こう 、 七 番 街 へ 」 

リス る の ぶし う 


Scenario Staff Q&A 4zspeze の 鳥山 求 


レノ や ルー ド が 七 番 ブ レー ト 沙 と し に 疑問 を 持つ な ど 、 彼 ら の 人 間 味 
が ある 部 分 を 強く 描い た 狙い を 教え て くだ さい 。 
A 本 作 を ミッ ドガ ル の 物語 に し ぼっ た こ 


こと で 、 神 側 の キャ ラク ター 
も し っ か り 描く と いう コン セブ ト が 当初 か ら あ り ま し た 。 レ ノ や ル 
と いっ た タ 


請 に こなす 印象 が ある と 思い 
度 を 描く こと で 、 ど の 
な が ら 仕事 を し て いた の か な ど を 表現 

っ た か と 思い ます . 


| 車両 禄 庫 前 


ティ ファ 「 こ れ っ て …-」 
嫌 な 予感 が 三 人 の ) 


うに 
よう に 


の 隙間 か ら 中 

エア リス 「 行 っ て みよ ?」 

Ez4 ジ で も :] 

エア リス 「 大 丈夫 ! 
凄腕 の ボディ ー ガ ー ド 、 い る か ら ]」 


エア リス 「 ね っ ! 」 

クラ ウト エアリ ス の ) > 近 さ に ) 内 心 は 級 し く 動揺 し て いる が 淡々 と 
クラ ウド 「 オ バケ は 専門 外 だ 」 

ティ フ F ア リス に な と クラ ウド に まとわりつく 


ティ ファ 「 そ ん な こと 言わ な いで 、 な ん と か し て 」 


動揺 を 悟ら れ ま いと 言 


クラ ウド 「 


わか っ た か ら 離 れ て くれ ]」 


アリ ス は 冗談 ぼく 、 テ ィ フ ァ は 真剣 に 、 よ り 一 層 し が みつ ぐ 


動 で き な い な らい っ た ん 叶 転 ) 


ター クス へ ! 止め 


機械 寺 : フー8 階 ン 


機械 塔 7 階 の 階段 を 上 り 始め る と 
クラ ウド 「!」 
クラ ウド を る 、 ヘ リ の サー チラ イト 。 寺 すり の 向こう 、 ク ラウ ド の 正 
面 に 姿 を 現 わ す ター クス の ヘリ (※ 以 下 、 そ れ ぞ れ の 台詞 に 合わ せ て 適宜 
「 へ ヘリ] と 「 機 械 塔 側 ] で カメ ラ を 切り 替え て いき ます )。 ヘ リ の スピ ー カ ー 
か ら 流れ る 、 レ ノ の 声 。 
レノ (スピ ー カ ー) 「( マ イク テス ト 風 に ) ア ー、 ア ー。 

……" そ この アバ ラン チ ! 

あん た ら が 支柱 を ブッ 壊 そ うと し よー が 、 

ター( ク ス )…… じ ゃ な か っ た 、 神 羅 か 。 

は 、 ビビ っ た り し ね ぇ ! 

と っ と と 支柱 か ら 出 て 行け よ 、 と ! 」 
クラ ウド 「 ll 
ヘリ を 牧 戒 し 、 賠 みあ げ る クラ ウド 。 ス ピー カー か ら 漏 れ 聞 こそ る レノ の 
声 (※ ス ピー カー の 切替 スイ ッ チ を 切り 忘れ て いる )。 
レノ (スピ ー カ ー) 「( ル ー ド に ) こ ん な 感じ で いっ か ぁ ?」 
ヘリ 内 部 。 イ ンカ ム を 付け 、 操 縦 席 に 座っ て いる レノ と ルー ド 
ルー ド 「…… ま ぁ 、 上 出来 だ 」 
レノ 、 眉 間 に 舌 を 寄せ 、 ク ラウ ド の 上 顔 に 目 を こら す 。 
レノ ーー ん ? あい つ … 

あー…… バ ハイ バ イ (思い 出し 、 苦 笑 )」 
※ レ ノ 、 仙 番 街 の 教会 で クラ ウド に 殺さ れ か けた 借り が ある 。 


突如 、 辺 り が ヘリ の 諾 音 に 包ま れる 。 


階段 上 。 ク ラウ ド 、 サ ー チ ライ ト の 敗 し さと 暴風 で 、 顔 の 前 に 手 を か ざし 
て いる 。 か ざし た の 向こう 、 ヘ リ に 取り 付け られ た 機銃 の 銃口 が クラ ウ 
ド を 提 え る 。 

クラ ウド 「 く っ 一 一 ! 」 

レノ 、 無 防備 な 獲物 を 前 に 、 猫 の よう に 目 を 細め る 。 

レノ 「( 笑 い ) ク ラス ・ フ ァ ー ス ト 」 

レノ 、 機 銃 の トリ ガー を 持つ まま に 力 を 込め る 。 

クラ ウド [etl 

クラ ウド 、 嘩 嘆 の 判断 で 階段 を 駆け 上 が る 。 ク ラウ ド の 後ろ 、 ギ リ ギ リ を 
機銃 の 弾 痕 が 追い か ける 。 

ヘリ の 副 操縦 席 内 。 レ ノ が 前 の め り 気 味 に 獲物 を 追い 詰め て いく 。 

レノ 「 オ ラオ ラオ ラオ ラ !!」 

クラ ウド 、 階 段 を 上 りき っ た 先 、8 階 の 広間 前 に ある 障害 物 へ と 転がり 
込み 、 身 を 隠す 。 様 キ を うか が お うと 身 を 乗り 出す と 、 途 端 に 銃弾 の 雨 が 
降り 注ぐ 。 

クラ ウド 「 マ ズ イ な ……」 

ヘリ 内 部 。 レ ノ 、 鼻 を 鳴ら し 、 シ ー ト へ と 身 を 沈め る 。 


レノ 「 あ ー ぁ あ ] 
面倒 くさ ぞう に ルー ド へ 吾 を し ゃ くる レノ 。 
| 


ルー ド 、 渋 々 ヘリ に 取り 付け られ た スピ ー カ ー の 切替 ボタン を 押す 。 ヘ リ 
か ら 再 び ス ピー カー の 声 が 導 く 。 
ルー ド ( ス ピー カー) 「 諦 め て 投降 し ろ 。 

2 悪 非道 の 、 ア バラ ンチ ]」 


warsRur @ VOICE SCRIPT 


BNALBANUST VIRBMMKEIMENALUUTMANAPNs 


CHAPTER 12 ) 七 番 街 スラ 


レノ (スピ ー カ ー) 「( 吹 き 出す アド リブ )」 

ヘリ 内 部 。 レノ 、 棒 読み の ルー ド に 腹 を 抱え て 笑っ て いる 。 居 心地 悪 そ う 
に 咳払い を する ルー ド 。 レ ノ 、 笑 い が 次 第 に 自 隊 へ と 変わ る 。 

レノ 「 と ん だ 3 ギル 受 居 だ ぜ ] 

行き 場 の な い 音 立 ち に 、 い た ぶる よう な 発砲 を 続け る レノ 。 

機械 塔 。 機 銃 の 攻撃 に より 機械 塔 の 一 部 が 壊れ 、 地 上 へ と 落下 し て いく 。 
クラ ウド 「 く っ …… ! 」 

為す 術 な く 、 番 下 物 の 行方 を 見 守る クラ ウド 。 


帳 番 街 文 柱 邦 8 


中 略 > 


身 を 隠し て いる 障害 物 も 、 激 し い 銃 員 に より 崩れ つつ ある 。 
クラ ウド 「( 焦 り ) 限 界 か ……」 
へ ヘリ の 中 、 集 れ た レノ が 指 で イラ イラ と トリ ガー を 叩く 。 
レノ 「 そ ろ そ ろ 決 着 つ け よ う ぜ 一 ?」 
その 時 、 操縦 席 の ルー ド が 異変 に 気づく 。 
ルー ド 「 あ れ は ……」 
レノ 「 ん ぁ ?」 
レノ の 視線 の 先 、 ク ラウ ド の 下 の 階 。 階 段 を 駆け 上 っ て くる ティ ファ の 次 
が 見 える 。 機 械 塔 7 階 、 階 段 。 テ ィ フ ァ 、 ク ラウ ド に 向かっ て カー 杯 叫ぶ 。 
ティ ファ 「( 走 り の アド リブ )」 
クラ ウド 「!!」 
ヘリ の 中 。 レ ノ が 慌て て 体 を 起こ し 、 照 礁 を ティ ファ へ と 移す 。 
レノ ちゃ う ぞ 、 と 」 
ルー ド 「!」 
トリ ガー に まま を 掛け た レノ の 背後 、 密 か に 動揺 する ルー ド 。 操縦 憶 を 握る 
ルー ド の ま に カ が 入り 、 へ リ 本 体 が 畠 ら ぐ の 後 の 戦闘 で 、 ル ー ド が 
ティ ファ (女性 ) に は 攻撃 し な い 設定 の 伏線 )。 レ ノ 、 重 力 に 引っ 張ら れ 、 
サイ ドウ ィ ン ド ウ で 類 を 強打 。 
レノ 「 な ぁ っ !?] 
ヘリ の 動き に 合わ せ 、 機 銃 の 軌道 が ブレ る 。 
クラ ウド 「 骨 
ぞ の 隙 を 見 逃さ ず 、 次 の カバ ー ボ ポイ ント へ と 走る クラ ウド 。 走 り 込ん で く 
る ティ ファ の 足下 、 逸 れ た 機銃 の 弾 が 決定 打 と な り 、 度 重なる 銃 毅 を 受け 
て いた 階段 が 崩れ 落ち る 。 
ティ ファ 「 ク ラウ ド ! 
ティ ファ 、 落 ち そ うに な る ギリ ギリ の と ころ で 思い 切り ジャ ンプ 。 ク ラウ 
ド 、 テ ィ フ ァ へ と を 差し 伸 べ る 。 ク ラウ ド の フォ ロー で 、 間 一 髪 、 テ ィ 
ファ が カバ パー ポイ ント へ と 到達 。 
クラ ウド 「 テ ィ フ ァ !?」 
ティ ファ 「( 息 を 切ら せ て 笑い ) お また せ ! 」 
クラ ウド 「 無 茶 だ 」 
ティ ファ 「 お 互い さま 。 こ の まま 走 ろう ! 」 
ヘリ か ら 身 を 隠す よう に 、 走り出す クラ ウド と ティ ファ 。 
ヘリ 内 部 。 テ ィ フ ァ に 機銃 が 当たら な か っ た こと に 皿 を 吐き 出す ルー ド 。 
ルー ド 「( 小 さく 安 増す る アド リブ )」 
レノ 、 昔 立ち に 、 ヘ ッ ド セッ ト を 投げ 捨て る 。 ビ クリ と する ルー ド 。 
レノ 「 だ ぁ あ あ ! 

な に や っ て ん だ よ 相 棒 ! 」 
ルー ド 「 (気まずく ) す まん 」 


CHAPTER 12 


番 街 ベ ラバ 


居住 区 (セラ シ ス ペ ジ ジ 


| セブ ンス ヘブン : 店 内 グ 


誰 も 居 な い 店 内 。 流 し 台 の 水道 か ら 、 水 
こえ る 。 水 の 音 に か すか に 混ざる 、 供 の 
マリ ン 「( し ゃ くり あげ る アド リブ )」 
エア リス が 流し 台 に 回 り 込む と 、 流 し 台 の 前 に 置か れ た 供用 の ステ ッ プ 
の 後ろ 、 流 し 台 の 下 に マリ ン が 隠れ て いる 。 エ アリ ス 、 マ リン を 驚か せな 
いよ うに ぞっと 呼び か ける 。 
エア リス 「 マ リン 、 だ よね ?」 
マリ ン 「( 居 え て ) だ 、 だ れ !?」 
居 え た 表情 で エア リス を うか が う マ リン 。 
と し つつ 、 静 か に 近づい て いく 。 
エア リス 「 わ た し は ……( 考 え 中 )」 
エア リス 、 マ リン を 安心 さ で せる よう 、 届 ん で 右腕 を 上 げ 、 明 る く ガ ッ ツ ポ 
ー ズ を 決め て みせ る 。 
エア リス 「 テ ィ フ ァ の お 友だち 」 
マリ ン 「……… テ ィ フ ァ は どこ ?」 
エア リス 「 今 は 、 ク ラウ ド た ちと 一 緒 」 
マリ ン 「 父 ちゃ ん も ?」 
エア リス 「 バ レッ ト だ よね 。 う ん 。 一緒] 
マリ ン 「 ま だ 帰っ て 来 な い の ?」 
エア リス 「 そ う 。 だ か ら わ た し が 来 た の 。 
頼ま れ た ん だ 。 マ リン と 一 緒 に いて っ て ]」 
エア リス 、 マ リン に を 差し 出す 。 
エア リス 「 で も ここ 、 危 な いか ら 、 安 全 な と ころ 、 行 こう ?」 
マリ ン ま た 泣き 顔 に 。 エ アリ ス 、 ん 2 と いう 顔 。 
マリ ン 「 お 店 、 壊 れ ち お ゃ う 。 
お うち 、 な く な っ ちゃ う よ ?」 
エア リス 、 ぞ っ と マリ ン に 触れ 、 抱 き 寄せ る 。 
エア リス 「 砺 し いよ ね 。 
で も 、 家 族 が そろ えば 、 そ こ が お うち 。 だ よ ?」 
エア リス 、 マ リン を 抱き 締め る 。 
エア リス 「 一 緒 に 行こ う 」 
マリ ン 、 優 し ざさ に 衣 れ 、 我 慢 し て いた も の が 込み 上 げ る , 
マリ ン 「( 泣 きそう な の を 我慢 する )」 
マリ ン 、 エ アリ ス に し が みつ く 。 エ アリ ス 、 愛 お し く 思 い 、 さ ら に 強く 
き し め る 。 す る と 
マリ ン 「 あ っ ! 」 
マリ ン 、 も が いて エア リス か ら 離 れる 。 口 が ポ が カン と 開い て いる 。 エ アリ 
ス 、 自 分 の 口 に 人 差し 指 を 立て る 。 内 緒 。 マ リン 、 こ くり と うな ぎく 。 


た まま に な っ て いる 音 が 聞 


き 声 。 


エア リス 、 マ リン の 返事 に ほっ 


マリ ン 、 抵 抗 し な い 。 


に 


マリ ン 、 お ぞ そる お ぞ る 触れ る 。 
マリ ン 、 ぴ た り と エア リス に くっ つく 。 


エア リス 、 つ な 
今度 は 何 も 起こ ら な い 。 
マリ ン 「 イ イ 匂 い 」 
エア リス 「 そ う ?」 
マリ ン 「 マ リン 、 こ の 匂い 知っ て る よ 」 

カウ ンタ ー に 置か れ た 一 輸 挿 し 。 エ アリ ス が クラ ウド に あげ た 花 。 


と し て を 差し 出す 。 


s れ な いで ね ]」 
エア リス 、 静 か に 立ち 上 が り 、 マ リン に まま を 差し 伸 べ る 。 
エア リス 「 行 こう 」 
ま を 繋い で 、 店 の 入口 へ 向かう エア リス と マリ ン 。 歩 き 出す と 
エア リス 「 新 し いおう ち 、 お 花 、 い っ ぱい に し よう 」 
マリ ン 「 マ リン に も 、 で きる ?」 
エア リス 「 も ちろ ん 。 ど ん な お 花 、 好 き ?」 
マリ ン 「 (興奮 し つつ ) え っ と ね ……」 


如 、 店 の 外 が ヘリ の 轟音 と ヘッ ドラ イト の 光 に 包ま れる 。 店 の 窓 か ら 入 
て くる まばゆい 光 に 、 マ リン が 舗 え る 。 

リン 「 I 

エア リス 、 マ リン を か ば いつ つ 後 ろ に 下がり 、 店 の 入口 を 修 戒 する 。 扇 が 
開く 。 強 い 逆 光 の 中 、 店 内 に 入っ て きた 人 影 が エア リス へ と 声 を 掛け る 。 
ツ ォ ン 「 か くれ ん ほぼ は 終わ り だ 、 エ アリ ス 」 

聞き 覚え の ある 上 声 マリ ン を か ば う エ アリ ス の まき に 力 が 入る 。 

エア リス 「 ォ ン ……』( ひ と り ご と ) 

マリ ン 「( 不 安 げ に エア リス を 見 上 げ る )」 


っ 
マ ! 


ニニ 人 の 前 、 少 し 距離 を 取り 、 足 を 止め る ツ ォ ン 。 よ う や くそ ぞ の 上 顔 が 判別 で 
きる 。 ぞう な 顔 。 表 情 か ら は 一 切 の 感情 が 読み 取れ な い 。 ツ ォ ン 、 事 


務 的 に エア リス と マリ ンド に 視線 を 走ら せ 状況 を 把握 する と 、 短 く 息 を 吐き 
出す よう に 笑う 。 

ツ ォ ン 「 さ て ……。 選 択 肢 は それ ほど 多く な い 」 

「 ど うす る 2」 と 問い か ける ツ ォ ン の 視線 。 受 け て エア リス 、 安 心 さ せる た 
め マ リン に 笑い か ける 。 

エア リス 「 心 配 し な いで 、 マ リン 」 

エア リス 、 立 ち 上 が り 、 挑 む お よう に ツ ォ ン へ と 上 顔 を 戻す 。 敢 えて 奈 裕 を 装 
い 、 笑 っ て みせ る 。 


エア リス 「 取 り 引 き …… し た いん だ けど ?」 


ツ ォ ン 、 エ アリ ス の 強がり を 面白 が る よう に 目 を 細め る 。 無 言 で 一 歩 身 を 
引き 、 通 路 を あけ る ツ ォ ン 。 二 人 に 外 へ 出る よう 、 丁 和 軍 に を 添え 、 ド ア 
を 開け る 。 

エア リス 「………」 


ツ ォ ン の 横 を 通り 抜け ざま 、 エ アリ ス の 顔 が 僅か に 悲し く 歪 む 。 素 知ら ぬ 
フリ で 視線 を 逸らし て いる ツ ォ ン 、 変 わら すず 無 表 情 。 店 の 階段 を 下り 、 持 
を 繋い で 歩く エア リス と マリ ン 。 向かう 先 に は ツ ォ ン の ヘリ 。 取 り 付 けら 
れ た 神 羅 の ロゴ が 、 燃 え 上 が る スラ ム 街 の 炎 を 反射 し て 揺 ら め く 。 


Scenario Staff Q&A 4zspezeg が 鳥山 求 


〇 エア リス に 抱き つい た と き に 、 マ リン は 何 か を 視 た よう な 反応 を し ま 
し た が 、 あ の 場面 で ほ は いったい 何 が 起き た の で すか ?. 


A エア リス と 接 喜 し た 相手 に は 、 そ の 人 の 感受 性 に も より ます が 、 時 
空 を 超え た 幻影 が 強く 流れ こむ こと が あり ます 。 こ の 場面 で は 、 セ 
ブン ス へ ブン で 不安 に お び え て いた マリ ン を 落ち 着 か せよ うと 、 エ 
アリ ス も 必死 の 想い で マリ ン に 接し まし た 。 その と き に 、 見 えて は 
いけ な いも の が マリ ン に は 見 えて し まい ます が 、 何 が 見 えた の か は 、 
現時 点 で は プレ イヤ ー の 想像 の 域 を 出 な いよ うに し て いま す 。 


| 機械 者 : 13 階 
13 階 。 奥 で 墜落 し た ヘリ が 


え 上 が っ て いる 。 糧 発 に 巻き 込 

れ 、 倒 れ て いる ジェ シー。 械 塔 の 鉄 角 に 体 が 挟ま れ 、 重 傷 
の 上 、 身 動き が 取れ な い 。 無 抵抗 な ジェ シー を あざ 笑う よう に 、 複 数 の フ 
ィ ー ラ ー が ま と わ り 付き 、 様 を 見 て いる 。 


ヘリ の 前 、 


\ ヽ と 駆け 寄る ティ ファ 。 ク ラウ ド 、 目 の 前 の 光景 に 、 呆然と 立ち 


尽く す 。 

クラ ウド 「………」 

ティ ファ が フィ ー ラ ー を 押し の ける 。 目 的 (ジェ シー に 源 死 の 怪我 を 負わ 

せる ) を 果たし て いる フィ ー ラ ー は 、 大 し た 抵抗 も な く フ ワリ と 横 へ 退く 。 
背 ざ さめる ティ ファ へ と 視線 を 向け る ジェ シ 

ジェ シー[( 生 い ) や だ 。 ティ ファ っ て ば 、 


変 な カオ し ちゃ っ て ……」 
ティ ファ 、 言 葉 が 出 ず 、 た だ 首 を 横 に 振る 。 背 後 、 ク ラウ ド が よう や く 我 
に 返る , 


クラ ウド 「( ハ ッ と する アド リブ )]」 
に 駆け 寄る と 、 鉄 崩 を 退け る クラ ウド 
上 半身 を 抱き 上 げ 、 安 全 な 場所 へ 移動 する 。 


エラ 片 膝 を つい て ジェ シー の 


ジェ シー 「 最 期 の 話し 相手 … 
うん …… 悪 く な い ぞ ] 
クラ ウド 「 最 期 と 決ま っ た わけ じゃ な い ] 
ジェ シー 「 う うん …… い いん だ : 
わた し の 爆弾 …・ 大 勢 負 し た か ら ね … 
償 わ な くち ゃ ー 一 」 
ぞっと ジェ シー を 下ろ し 、 瓦 人 に も た れ か けさ せる クラ ウド 。 
クラ ウド の 瞳 を 見 つめ 笑う 。 
ジェ シー 「 ま た 助け られ ちゃ っ た 一 一 
クラ ウド 「( 続 く 言葉 を 遮り ) 何 度 で も 助け る さ 」 
ー 「( 痛 み を 電 え つつ 笑い ) し みる 一 。 
本 当 は ね ……」 
、 市 街 地 の 両親 を 想い 、 


2 クラ ウド が 


ジェ シー。 


機械 塔 越し に は る か 上 空 を 見 つめ る 。 


ジェ シー 「 み ん な で また … 
ママ の 食べ られ る っ て 、 
どっ か で じ て た ん だ よね ぇ … 
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正 番 街 文 福 視 G 


クラ ウド が 鉱 ぐ 


クラ ウド 「 ア ンタ の ピザ も 」 
ジェ シー 「( 笑 い ) そ うだ …… ね 。 
で も 
わた し … ゴ 
ジェ シー、 テ ィ フ ァ に 視線 を 向け 、 
ジェ シー 「 ほ ら 、 テ ィ フ ァ が …… 泣 いて る 」 
ん 210222203 の | 
唇 を 噛み し め 、 髪 の 奥 で 必死 に 涙 を 見 せま いと する ティ ファ 。 
ウラ ウド sz2ceos| 
クラ ウド 、 ぞ の 様 を 見 て 深く うつ むく 。 揺 れる クラ ウド の 億 (仲間 の 死 
の 場面 で は 泣く の が 正しい と いう 情報 を (この 段階 の クラ ウド は ) 処理 し き 
れず に いる )。 ク ラウ ド 、 ジ ェ シ ー に 視線 を 戻す 。 と 、 ジ ェ シ ー が クラ ウ 


ド へ と 拳 を ぶつ ける (※ 市 街 地 パラ シュ 
困っ た よう な 表情 


= ドル ン の 再 。 ジェ シー の 顔 
に 洗 か ぶ 、 


エ ェ シー 「 そ ろ そ ろ . っ て くれ な い ? 
見 られ て る と …… 恥 ず か し く て 」 
ぞ の まま ジェ シー の 腕 と 生 体 か ら カ が 抜け て いく 
ウラ ウ ESGOSo 
クラ ウド 、 慌 て て ま を 伸ばし 、 ジ ェ シ ー の 腕 を 掴ん で 体 を 支え る 。 力 な く 
クラ ウド の 腕 に も た れ 、 目 を 閉じ る ジェ シ 
ティ ファ 「 ジ ェ シ ー……」 
打ち ひし が れ 、 う つむ く テ ィ フ ァ 。 ク ラウ ド 、 ぞ っ と ジェ シー の 体 か ら 衝 


を 離す 。 瓦 礁 に も た れ 
指先 が 震え る 。 

クラ ウド 「 テ ィ フ ァ ー 一 」 
ティ ファ 、 ク ラウ ド の 呼び か け に 答え られ ず 、 
押し 殺 ぞ うと する ティ ファ 。 


ティ ファ 「( 悲 し み に 耐え る アド リブ )」 


安らか な 表情 の ジェ シー。 視 界 の 端 で ディ ファ の 


携 い 呼吸 を 繰り 返す 。 肖 を 


クラ ウド 「………」 

クラ ウド 、 自 分 の 指先 (震え て は いな い ) の 感覚 を 確か め る よう に 撮り な が 
ら 、 ぶ ふら ふら と 立ち 上 が る 。 ソ ル ジ ャ ー の 瞳 が 、 燃 え 盛 る 炎 を 映し て 揺 ら 
めく 


4zpeeg の 鳥山 求 


〇 エン ディ ング に お いて ビッ グ ス が 目覚 め る 場面 に は 、 ジ ェ シ ー の バン 
ダナ と 手袋 らし きも の が 机 の 上 に 置か れ て いま す が 、 彼 女 は 生存 し て 
いる の で し ょ うか ? 


A 生存 し た で あろ う 


Scenario Staff Q&A 


グ ス は 、 エ ン デ ィング で 本 人 の 姿 が 映っ てい 


ます 。 一 方 、 ジ ェ シ ー の 姿 は 映っ つて いな いと いう こと は 、 彼 女 は 助 
か ら な か っ た …… と 思え ます が 、 ビ ッ グ ス が 奇跡 的 に 命 
た な ら ば 、 ほ か の メン バー に も 希望 が め る か も し れず 


生死 は どちら と も と れる と る で し ょ う 。 た だ し 、[ 忌 
の 重要 な テー マ で す の で 、 登場 人 物 の 全員 が 生き つづ ける 未来 だ と 、 
ちがう 世界 に な っ て し まう か も し れ ま せん 。 


崩壊 し た スラ ム を 前 | 
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レ 


レッ ト を 見 つけ る (サン グラ ス は 外し て いる 状態 )。 
こう 側 に 絶望 的 な 光景 レー ト の 瓦 嫌 で 押し つぶ され た 
番 街 スラ ム が 広がっ て いる 。 公園 が 瓦 隊 で 財 が っ て いる と ころ も 見 せる 。 
ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト か ら 来 た 野次 馬 が 遠巻き に 様 を 見 て いる 。 七 番 街 
スラ ム か ら 逃 げ て きた 人 た ち は 、 果 然 と 立ち 尽く す 者 、 は ぐれ て し まっ た 
誰か の 名 前 を 呼ん で いる 者 と 、 皆 、 悲 痛 な 姿 を し て いる 。 
バレ ッ ト 「 マ リン 

マリ ン ! マリ ン 吊 
瓦 隊 の 前 を 左右 に 走り な が ら 娘 の 名 を 、 
バレ ッ ト 「 マ リーー ン !! 

2 ウエ 

ちく し ょ う ! 

ご ら ぁ ああ !! 

ぷ ざ けん な 、 お ら ぁ ああ ! 」 
瓦 喉 を ガン ガン 叩く パレ ッ ト 。 叩く 勢い が 少し ずつ 台 ま っ て い ぐ 
バレ ッ ト 「…… ち くし ょ う …… マ リン 」 
つい に は 張 を 瓦 に つけ た 状態 で 止ま っ て し まう , 
レッ ト の 背中 に ま を 置く 。 
ティ ファ 「 私 た ちの …… せ い だ ね ] 
バレ ッ ト 「 ち が う 、 ち が う ぜ 、 テ ィ フ ァ 。 

な に も か も 神 級 の や つら が や っ た こと じゃ ね え か ! 

そう だ ろ !7?」 
ティ ファ 、 表 情 を 失っ て いる 。 間 。 返事 が な い の で パレ ッ ト は ティ ファ を 
見 る 。 テ ィ フ ァ 、 視 線 は 風景 に 向い た まま 一 一 心 こ こ に あら ず 
ティ ファ 「 う ん 」 
ティ ファ 、 挙 を 握り し め て いる 。 パ レッ ト 、 テ ィ フ ァ の 源 が 震え て いる こ 
と に 気づき 、 大 き な 左 手 で 包み 込む 。 
バレ ッ ト 「 こ の 怒り は 、 絶 対 忘 れ ね え 。 い いな ?」 


ぞ し て 仲間 の 名 を 連呼 する パレット 。 


ティ ファ が 近づき 、 バ 


バレ ッ ト が 言う 径 り は 神 羅 へ の 既 り 。 テ ィ フ ァ の 岩 え は 自分 (た ち ) の 責任 の 
大 き さ 、 考え が 足り な か っ た こと へ の 算 り な ど が 入り 混じっ て いる が 、 バ レ 
ッ ト は 気づか な い 。 気 づな いな り に 精いっぱい の 同志 愛 で 落ち 着 か せよ う 
と する 。 大 き な バ レッ ト 、 テ ィ フ ァ の 肩 を 抱き 込む 。 テ ィ フ ァ 、 身 を 任せ る 。 
うつ むぎ き 、 弱 々 し く 見 える 。 バ レッ ト 、 ク ラウ ド を 見 て 「 も う 大 丈夫 だ 」 と ば 
クラ ウド は 自分 に で き な か っ た こと を バ パレット が や っ て の 
と に 感心 し つつ ( 男 た ち は テ ィ フ ァ が 抱え て し まっ た 間 に 鈍 感 ) 
クラ ウド 「 バ レッ ト 、 マ リン は 無事 だ ] 

パレ ッ ト と ティ ファ 、 視 線 を 店 
クラ ウド 「 エ アリ ス が 言っ て た 」 

バレ ッ ト 「 エ アリ ス ? あの 、 捕 まっ て た 女 か ?」 

意識 が クラ ウド に 向い た パレット か ら テ ィ フ ァ は 自然 に 離れ ーー 
ティ ファ 「( 思 い だ す よう に ) う ん 、 言 っ て た 」 

作 く クラ ウド 。 

バレ ッ ト 「 ど うい うこ と だ !?] 

ティ ファ 「 エ アリ ス に 頼ん だ の 、 マ リン を 助け て っ て 」 

バレ ッ ト 「- うる ぞ 。 い いか ?」 

歩き 出す クラ ウド 。 


バレ ッ ト 「 お い ! どこ 行く ん だ よ !」 

追い か ける パレ ッ ト 。 テ ィ フ ァ 、 一 度 七 番 街 に 視線 を 向け 、 後に 続く 。( こ 
の 時 点 で ティ ファ は 、 自 分 の 命 は も う 自分 の も の で は な いと 覚悟 する 。 や 
る べき こと を 最後 まで や り 遂 げ よ うと いう 覚悟 。 爆 弾 賠 争 な ど に 抱い て い 
た 気持 ちの 揺れ や ブレ が 消え る 。 あ る 意味 、 死 へ の 旅立ち 。 し か し 、 さ て 
何 を すべ きか 、 と いう こと は まだ 見 つか っ て いな い ) 


ぐ く 中路 > 


バレ ッ ト 「 お い 、 ど こ に 向かっ て る ん だ ?」 
クラ ウド 「 エ アリ ス の 家 だ 。 佑 番 街 ス ラム に ある 」 
バレ ッ ト 「 マ リン は そこ な ん だ な 」 
クラ ウド 「 他 に あて は な い 」 
バレ ッ ト 「 い る つて 言え よ ! 希望 持た せろ よ ! 
いな く て も 、 お まえ を 責め た り し ね え 」 
クラ ウド 、 バ パレ ッ ト を ジッ と 見 る 。 少 し 間 が あり 、 
バレ ッ ト 「 一 そり ゃ 、 ち っ と は 文句 言う だ ろう けど よ 」 
バレ ッ ト は 少し 前 に いく 。 エ アリ ス の 話 が で た こと で クラ ウド は ふと 疑問 
が よぎる 。 
クラ ウド 「 テ ィ フ ァ 、 古 代 種 っ て 知っ て る か ?」 
ティ ファ 「 聞 いた こと は ある けど ……」 
バレ ッ ト は この 話題 に 興味 は ひか れず 、 前 を 歩き な が ら 
バレ ッ ト 「 星 命 学 の 本 を 読め ば 出 て くる ぜ 。 
大 昔 、 星 を 開拓 し た っ て 一 族 だ 。 
星 と 語る と か 、 そ うい う の だ ろ ?」 
クラ ウド 「 そ れ が ター クス に 狙わ れ て いた 理由 か 」 
ノイ ズ が 走る 。 
回 想 : 五 年 前 の セフィロス 、 神 雇 屋 敷 で の 出自 を 知っ た あと 。 (背景 は 
適宜 、 暗 間 ノ イズ ) 
セフィロス 「 わ れこ そ 古 代 種 の 血 を ひき し 者 。 
この 星 の 正 統 な る 後継 者 ! 」 
狂気 に 染まっ た 声 。 
回 想 終わ り 、 ク ラウ ド の 考え 込む 表情 。 も うい ち ど ノ イズ が 走る 。 
クラ ウド 「( 若 疾 の 声 )」 
目 を 開け る と 、 実 際 に セフィロス が 立っ て いる 。 


セフィロス 「 ま た 守れ な か っ た な 」 
驚く クラ ウド 。 あ と ず さ ざり する 。 こ の 様 を 見 て いる ティ ファ 。 ふ た り に 


は セフィロス の 姿 は 見 えな い 。 お び え た クラ ウド だ 
セフィロス 「 杏 失 が お まえ を 強く する 」 
回 想 の セフィロス と 違い 、 穏 や か で 怪し げ な 声音 、 超 越 的 な 雰囲気 。 セ フ 
ィ ロ ス は クラ ウド に 歩み 寄り 、 肩 に ま を か ける 。 

セフィロス 「 そ れ で いい の か ?」 

セフィロス 、 ぞ の まま 立ち 去る 。 ク ラウ ド 、 何 か 言 お うと する が 、 ノ イズ 
と と も に セフィロス は 消え る 。 

ティ ファ 「 ど うし た の ?」 

クラ ウド 、 辺 り を 確認 する が 、 も う セ フィ ロス の 姿 は な い 。 テ ィ フ ァ の 心 
配 ぞ うな 顔 。 ク ラウ ド 、 深 呼吸 し 、 な ん と か 心 を 落ち 着 か せる 。 

クラ ウド 「 な ん で も な い 、 急 ご う 」 

パレ ッ ト は ふた り の 様 に は 気づか ず 、 道 の 先 で 待っ て いる 。 


けが 見 える 。 
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その ほか の 気 に な る ト 書 き 較 


TENW マリ ン を 助け 


ティ ファ 「 ご めん 。 わ た し も や っ ぱり 上 へ 行く 」 

エア リス 「 う ん 、 心 に 従っ て 」 

ティ ファ 「( 額 く ア ドリ ブフ )」 

が 、 す ぐに ティ ファ の 顔 に 窟 か ぶ 

ティ ファ 「 エ アリ ス 。 近 くに セブ ンス へ ブン っ て お 店 が ある の 。 そ こ で 一 一] 
エア リス 「 マ リン が 待っ て る 、 で し ょ ? 任せ て 。 必 ず 助 ける 」 

ティ ファ 「 え ……?」 

マリ ン の 話 を し た 記 億 の な い テ ィ フ ァ 、 一 瞬 驚 き の 表 情 。 エア リス 、 強い 瞳 で ティ ファ を 見 つめ 、 で 説明 する 前 か ら マリ ン を 知っ て いた エ 
微笑 む 。 テ ィ フ ァ 、 僅 か に 戸惑い な が ら も エア リス の 表情 に カカ づけ られ 、 党 悟 を 決め る , アリ ス を 、 テ ィ フ ァ は 不思議 に 思う 。 


_CHAPTER 12 


うと ま を 伸ばす 。 が 、 ク ラウ ド が 剣 を 突き 立て 、 ぞ れ を 阻む 、 


レノ が 転がっ た 武器 を 再 
クラ ウド 「… 解 除 方 法 は 」 
クラ ウド 、 横 た わる レノ に 剣 を 突き つけ る 。 同じく 、 ル ー ド を 見 張り つつ 、 レ ノ と クラ ウド の 様 
を 気 に す る パレ ッ ト 。 
レノ 「( 笑 い ) 言 うか よ 」 
レノ 、 二 度目 の 惨敗 に いよ いよ 死 を 覚悟 する 。 絶 体 絶命 の ター クス 。 ル ー ド 、 相 棒 を 助け る 唯一 
の 圭 段 (クラ ウド の 注意 を レノ か ら 人 逸らし 支柱 破壊 の 混乱 に 乗じ 脱出 する ) の た め 、 咽 距 に コン ト 
ロー ル パ ネ ル へ と 走り 出す 。 
ルー ド 「 WM 国 
バレ ッ ト 「 行 か せる か が !!」 
パレ ッ ト 、 す か さ ず 有 腕 を 構え 、 ル ー ド の 足 を 幣 ち 抜く 。 

プレート 解放 シス テム を 起動 させ る 仁 


2RIRSBRSRN9 昌 を まっ と うす る ルー ド 。 それ は 、 相 要 
ルー ド 、 低 く 中 きよ ろ め いた も の の 、 ま ず 、 気 合い で 走る . レノ の 命 を 救う た め の 決断 で も あっ た 。 


(CHAPTER 13 


先 に 到着 し た パレ ッ ト が 、 エ ルミ ナ に 詰め 寄っ て いる 。 エ ルミ ナ は 、 い き ぎ な り 現 れ た 大 男 に 人 え 

て 後ずさり し て いる 。 

バレ ッ ト 「 マ リン は 、 マ リン は どこ に いる !?] 

クラ ウド 「 バ レッ ト 」 

エル ミナ 、 入 っ て きた クラ ウド を 見 て ホッ と し た 顔 に な る 。 バ レッ ト 、 先 走り し すぎ て いる 自分 

に 気がつく 。 

バレ ッ ト 「 す まね え 。 オ レ は バレ ッ ト 。 マ リン の 父親 だ 。 マ リン は 、 お か っ ぱ 頭 で 天使 みた い に 
可愛 らし い 顔 を し て る 。 服 は …… あ あ 、 ピ ンク ! 今日 は ピン ク ! 」 

パレ ッ ト の 話 の 途中 か ら 、 わ か っ た わか っ た と 余 い て いる エル ミナ 

エル ミナ 「 二 階 で 眠っ て る よ 」 

パレ ッ ト 、 二 階 へ 視線 を 向け 、 慌 て て 階段 へ 向かう 。 

エル ミナ 「 眠 っ て る か ら ね ]」 

エル ミナ に 注意 され て 、 ぞ ろり ぞ ろ り と 二階 へ 上 が っ て いく 。 き て 


バレット に 詰め 寄ら れ 、 エ ルミ ナ は た 
じ : 見 知ら ぬ 大 男 が 押し 入っ て 
げた の だ か ら 、 無 理 も な い 。 


(CHAEWEm 昌 帰ら ぬ 仲 


| 
クラ ウド 「 俺 は 支柱 の 上 トシ ー と 、 ビ ッ グ ス と 話し た 。 

だ か ら 、 ふ た り の 状況 は 知っ て いる 。 帰 っ て くる 可能 性 は ……」 
クラ ウド 、 首 を 横 に 振る 。 ク ラウ ド の 言葉 に 、 バ レッ ト の 表情 が 歪む お 。 ま る で 身 が 3| き ちぎ られ 
た か の よう に 、 
バレ ッ ト 「…… で も よ 」 
ティ ファ も 覚悟 を 決め る 。 優 し くさ と す よ うに 告げ る 。 
ティ ファ 「 恒 に 帰っ た ん だ よ 」 
パレット 、 香 定 し よう と し て 口 を 開く が 、 閉 じ る 。 い つも な ら 爆 発 させ て いた で あろ う 感情 を 、 
ぐっ と 抑え よう と し て いる 。 SL 
バレ ッ ト 「 帰 る 場所 、 間 違え や が っ て 」( ボ ソリ と ) り は 、 感 情 を グッ と 


す ふ だ ん は 勢い の ま : 
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ディ ファ の 涙 
| エア リス の 家 分岐 ① ティ ファ イベ ント ン 


花畑 へ 行く と 、 水 辺 を じっと 見 つめ な が ら た た ず む ティ ファ 。 

クラ ウド 「 眠 れ な い の か 」 

ティ ファ 、 視 線 を 上 げ ず 、 

ティ ファ 「…… う ん 。 ク ラウ ド も ?」 

クラ ウド 「 足 音 が し た 」 

ティ ファ 「 ご めん 、 起 こし ちゃ っ た ?] 

クラ ウド 「 気 に する な 。 ソ ル ジ ャ ー の 習性 だ 」 

ティ ファ 、 力 な く 人 微笑 む 。 花 畑 に 視線 を 向け る 。 黄色い 花 ( ク ラウ ド が く 

れ た 花 ) が ある 。 

ティ ファ 「 こ の 前 くれ た お 花 、 エ アリ ス か ら も ら っ た ん だ ね 」 

クラ ウド 、「 い や 」 と いっ た リア クシ ョ ン 。 

ティ ファ 「 や っ ぱり 、 お か し いと 思っ た ん だ 。 
クラ ウド が 、 お 花 な ん て 」 

ウラ ウド IExxi] 

ティ ファ 「 花 言葉 は 「 再 会 」 一 一 だ よね 。 
うれ し く て 、 調 べ ち ゃ っ た 」 

ティ ファ 、 微 笑 む 、 

ティ ファ 「 大 事 に 取っ て お いた ん だ けど な あ 。 
その お 花 も な く な っ ちゃ っ た ]」 

ティ ファ の 表情 が 徐々 に 其 れ る 。 今 に も 泣き を 

ティ ファ 「 お 店 も …… 家 も …… 全 部 ] 

クラ ウド に 近づき ぎ 、 胸 ( 肩 ) に 頭 を つけ る 。 

ティ ファ 「 ま た 、 な く な っ ちゃ っ た 。 
う 、 ぐ (必死 に 涙 を こら えよ うと する ) 
う 、 う うう 、 あ あめ あ あああ]」 

ら いた 感情 が 堀 を 切っ て こぼれ 出す 。 母 や 父 の 死 、 故 郷 の 焼失 、 こ 


うな 願 で 笑う 。 


戸惑う クラ ウド 


語 と 


想 し 
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バレ ッ ト 


| エア リス の 家 分岐 バレ ッ ト イ ベン ト 


花 如 へ 行く と 、 パ レッ ト が 背 を 向け て 、 
近づく と 、 背 を 向け た まま 、 
バレ ッ ト 「 休 ゆめ る と き に 、 休 ん どけ よ ?」 
クラ ウド 「 あ ん た こそ 」 
バレ ッ ト 「 オ レ は 、 い いん だ よ 。 頑丈 だ か ら な 」 
パレ ッ ト 、 胸 を 拳 で 叩い て 笑う 。 し か し 、 す ぐに トー ンダ ウン し 、 
バレ ッ ト 「…… 目 を つぶ る と 、 い ろ い ろ 思 い 出 し ちまっ て な ] 
パレ ッ ト の 口 か ら 、 仲 間 の 思い 出 が こぼれ 始め る 。 ク ラウ ド は 話 を 聞く 紫 
勢 に な る 。 
バレ ッ ト 「 ア バラ ンチ に よ 、 フ ィ ン っ て いう 悪 ガ キ が いて な 。 
何 を まかせ て も 、 す ぐに サポ ろう と する ヤツ さ 。 
た だ 、 絵 を 描く の だ け は 好き で よ 。 
トン ネル に スタ ンプ の 絵 が めった ろ ? あれ を 描い た の が フィ ン さ 。 
情報 収集 担当 に アル っ て ヤツ が いて な 。 あ ちこ ちか ら バ パス コー ド を 
入手 し て くる や り 手 な ん だ が …… こ いつ が 色男 で よ 。 気に入っ た 子 を 
見 つけ た ら 、 す ぐに 渡せ る よう に 、 い つも 花 を 隠し 持っ て ん だ よ 。 
(花畑 を 見 て ) も し か し た ら 、 こ こ で 買っ て た の か も な 。 
' そ うい や 、 一 度 テ ィ フ ァ に 手 を 出 そ う と し て 」 
クラ ウド 、 一 旧 「 む 」 と な る 。 
バレ ッ ト 「 こ つっ ぴ ど く や ら れ て た な 」 
クラ ウド 「…… だ ろう な 」 
バレ ッ ト 「 資 材 調達 担当 の ネリ ー は 、 
ジェ シー と コン ビ を 組 お こと が 多く て よ 。 
よく 姉妹 と 間違わ れる ん だ と 。 
人 と も 、 似 て な い の に 一 っ て 文句 を 言い な が ら 、 嬉 し そう に 笑っ て た な ] 


ー 人 た た ずん で いる 。 ク ラウ ド が 


CHAPTER 14 1 全 番 持 ス ラバ ョ エッ リス 


れ ま で に 溜め て きた 悲し み が あ ふれ て 爆発 する 。 顔 を クラ ウド に 押し つけ 
な が ら 、 声 を あげ て 泣く 。 花 が 風 で 微か に 揺れ る 。 水 面 に 反射 し た 蒼い 光 。 
静か な 夜 に ティ ファ の 悲痛 な 声 だ けが 響く 。 ク ラウ ド は ティ ファ の 背中 に 
ま を 回 そう と する 。 少 し 遂 選 し た あと 、 思 い 切 っ て 抱き し め る 。 テ ィ 
ファ へ の 想い より も 先 に 、 自 ら の 奥 に 眠る ずっ と な り た か っ た 『 テ ィ フ ァ 
を 救え る カッ コ い い 自分 8 に な れ た 、 と いう 喜び が ある 。 あ る い は 、 ぞ それ 
は クラ ウド が 経験 し た こと の な い 若 者 ゆえ の 一 夜 の 過ち に 似 た 、 青 礁 の ほぼ 
ろ 苦 い 思い 出 。 ク ラ の 口元 に は 、 微 か に 、 満 足 そ うな 笑み が 泡 か ん で 
いる 。 


し ば らく し て 、 ティ ファ の 泣き 声 は 徐々 に お さま り 、 夜 は 静けさ を 取り 戻す 。 
ティ ファ 「 ク ラウ ド 、 昔 しい ] 
慌て て 離す クラ ウド 。 涙 を 拭う ティ ファ 。 赤 く な っ た 目 と 算 。 
ティ ファ 「 ご めん ……。 
泣い て も 、 ど うに も な ら な い の に ね 」 
クラ ウド 「…… そ ん な こと な い ] 
ティ ファ 「…… あ り が と う 」 


CHAPTER 14 ) 休 番 持 ス ラバ ョ 。 エ カリ ス の 家 


パレ ッ ト 、 し ん みり と し た 空気 を 変え 
バレ ッ ト 「 ま 、 あ いつ ら な ら 大 丈夫 さ 。 
全員 、 オ レ に 似 て し ぶ て え か ら な 」 


と 祈る よう に 口 に する 。 ビ ピッグ ス や ジェ シー の よう に 支柱 に いた わけ で は 
な い の で 、 助 か っ て いる 可能 性 は 高い 。 


バレ ッ ト 「 エ アリ ス を 助け た あと で 、 紹 介し て や る よ 」 

クラ ウド 「 楽 し み だ ] 

パレ ッ ト 、 口 に する べき か 少し だ け 迷 っ た あと 

バレ ッ ト 「 へ っ …… お まえ 相手 だ っ て の に 
話し た ら ス ッ キ リ し た ぜ ]」 

憎まれ 口 を 付け 加 そ た も の の 、 い つ に な く 素 直 な バ パレット に 、 ク ラウ ド の 

類 も ゆる む 。 バ レッ ト も 照れ た よう に 笑う 

クラ ウド 「 眠 れ そ うか ]」 

バレ ッ ト 「 お う 、 グ ー ス カビ ピー だ ]」 

歩き 出す 二 人 。「 イ ビ キ は 勘弁 し て くれ ] 「 あ あ 2」 と いう よう な 会 話 を し て 

いる が 、 声 は 聞こ そえ な い 。 二 人 は イチ ャ つき な が ら 並 ん で 歩き 、 小 さく な 

っ て いく 。 


yurRaL 5 VOICE SCFRIPT 
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エア リス が 見 せる 夢 


。 | エア リス 「 人 は 必ず 死ぬ 」 
エア ! ③ エア ! ベン ノ 
の 200) 二 ア リ f ペ ジ グ クラ ウド 、 エ アリ ス の 意図 を 国 り か ね で 
花畑 に 行く と 、 見 える は ず の な い 港 天 の 星空 の も と 、 エ アリ ス は 花 を な が | クラ ウド 「…… だ ろう な 」 
め て いる 。 近 づい て きた クラ ウド に 気がつく と 、 ニ ッ コ リ と 笑う エア リス 、 組 ん で いた ま を 外し て 


エア リス 「 だ か ら 、 正 し く 、 ち ゃ ん と 自分 らし く 、 生 き な く ちゃ 。 
一 上 通 、 こ の 一 瞬 を 大 切 に 


クラ ウド 、 エ アリ ス の 真意 を 理解 で きた わけ で は な い が 

クラ ウド 「 覚 えて お こう 」 

エア リス 「 う ん 」 

エア リス は 大 勢 の 死に 触れ て 一 般 論 を 語っ た だ け だ が 、 す ぐに 我が身 を 省 
みる 

エア リス 「 あ の ね ー 一 」 

クラ ウド 寺 つ 。 エ アリ ス 、 妖 


クラ ウド 「 こ の 一 瞬 を 大 切 に だ ろ ?」 
エア リス 、 こ くり と うな ずい て 
エア リス 「 ク ラウ ド と 、 会 えて うれ し か っ た 。 


クラ ウド 「 ど うし て 一 一 か け て くれ た 言葉 、 ひ と つ ひ と つ 。 
「 あ ん た が ここ に 」 と 言い か ける が 、 エ アリ ス が ここ に いる は ず が な いと 思 し て くれ た こと 、 ひ と つ ひ と つ 。 
う 。 星空 が 広がっ て いる こと に 気がつく 。 プ レー ト が な い 。 全部 、 う れ し か っ た 。 
クラ ウド 「…… 夢 か 」 一 緒 に いら れ て 楽し か っ た 。 
エア リス 「 さ て 、 ど う で し ょ う 」 Gusxtl 
F ア リス 、 た だ の 芝 で な いこ と を 匂わ す 。 古 代 種 の 力 を 使い 、 ク ラウ ド に クラ ウド 、 ぎ きょとん と し て いる 
アク セス し て いる の で 、 ま っ た く ぐ の と いう わけ で も な い 。 ク ラウ ド 、 ど エア リス 「 で も ね 、 好 き に な ら な いで ]」 
うし て いい か わか ら な い 。 探 る よう に 、 クラ ウド 、 リ アク ショ ン に 困る 
クラ ウド 「 無 束 な の か ?」 エア リス 「 も し そう な っ て も 、 気 の せい だ よ 」 
エア リス 「 こ の 通り 」 エア リス 、 言 い 終わ ら な いう ち に 姿 が 消え か か る 。 ク ラウ ド 、 人 慌て て エア 
エア リス 、 ま を 広げ て みせ る 。 リス の ま を 取 ろ うと する 。 し か し その は エア リス の ま を すり 抜け る 。 
エア リス 「 わ た し 、 子供 の ころ 、 神 羅 に いた の 」 クラ ウド 「 ず いぶ ん 一 方 的 だ な 」 
クラ ウド は 小さ く 倍 き 、 エア リス 、 ク ラウ ド の 抗議 に は 応え ず 
クラ ウド 「 エ ルミ ナ か ら 聞 いた 」 エア リス 「 も う 、 朝 。 行か な くち ゃ 」 
エア リス 「 そ っ か 。 だ か ら ね 、 音 住ん で た 家 に 帰っ て きた みた い 。 突然 、 略 し い 光 。 光 の 中 、 洗え て 行く エア リス 
居心地 、 悪 く な いよ 」 クラ ウド 「 迎 え に 行く 」 
エア リス 、 心 配 さ せま いと 笑顔 を 見 せる . エア リス 「 悔 し いけ ど うれ し い 」 
クラ ウド 「 こ こよ り 、 い い の か ?」 
エア リス [それ は …… い じ わ る 」 エア リス の 家 。 バ レッ ト の イビキ が 聞こ える 。 窓 か ら 朝 日 が 差し 込ん で いる 。 


クラ ウド 「 エ ルミ ナ も 心配 し て いる 」 

エア リス 、 エ ルミ ナ を 思っ て 沈む お 。 し か し 、 ハ ッ と し て 

エア リス 「 も ? クラ ウド 、 も ?」 

クラ ウド 「( し れ っ と ) あ た り ま え だ 」 

嬉し さと 悲し み が 混じっ た よう な 顔 で 徹 笑 む エ アリ ス 。 

エア リス 「 心 配 か け て 、 ご めん 」 

エア リス は 視線 を 逸らし 、 何 か に 気がつく 。 ぞ ちら を 悲し に 見 つめ る , 

クラ ウド も ぞ ち ら に 視線 を 向け る 。 す る と 、 七 番 街 の 方 の 空 が 、 ま る で オ 
ロラ の よう に 緑色 に 輝い て いる 。 プ ブレ 事故 で 亡くな っ た 者 た ち 

が ライ フス トリ ー ム へ と 還っ て いる 。 

クラ ウド 「 あ れ は 」 

エア リス は 答え な い 。 エ アリ ス は を 組み 、 祈 り を 捧げ る 。 ク ラウ ド は し 

ば し 、 幻 想 的 な 光景 に 見 惚れ る , 


Scenario Staff Q&A 4zmpeze が 鳥山 求 


0 「 で も ね 、 好き に な ら な いで 」「 も し そう な っ て も 、 気 の せ い だ よ 」 と い 
う エ アリ ス の セリ フ は 、 ど うい う 意 図 で 発せ られ た の で し ょ うか が ? 
A エア リス 本 人 は この とき 神 羅 ビル に 幽閉 され て いる の で 、 ク ラウ ド 
の 前 に 姿 を 見 せ た の は 、 何 ら か の 意識 が ライ フス トリ ー ム に 作用 し 」 
て 出現 し た ~ も っ と も 未来 の 記憶 に 近い エア リス "で す 。 そ ん な 彼女 


の 灰 い を 、 素 直 ( に し て いる の で し ょ う 。 ク ラウ ド へ の 言葉 で 
は あり ます が 、 自 分 自身 に 言い 聞か せ て いる 部 分 も ある か と 思い ま 
す 。 ま た 、 願 い の は 、 本 当 の 心 と は 裏腹 な 想い が こも っ て い 


る の か も し れ ま せん 。 
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レッ ド 介 と の 出 会 


| 宝 条 ラボ (66 北 ) ン 


リフ ト の 方 へ と 撤退 する クラ ウド た ち 。 ぞ の 時 、 階 下 か ら 喘 叶 と 共に レッ 
ド が 吹き 抜け 部 分 を 駆け あがっ て くる 。 目 の 前 に 着地 し 、 ぐ る る る と 時 
る レッ ド X( 正 気 じ ゃ な いと わか る )。 ぞ の まま 宝 条 が 流さ れ た 制御 区 画 へ 
と 駆け 込ん で いく 。 エ アリ ス の 「 あ ] と いう 表情 。 

バレ ッ ト 「 な ん だ 、 あ りゃ 」 

エア リス 「 い か な きゃ 」 

エア リス 、 駆 け 出す 。 

ティ ファ 「 エ アリ ス ! 」 

バレ ッ ト 「 ど うな っ て る !?] 

クラ ウド 「…… 追 いか け よ う 」 

制御 区 画 に 入る と 、 宝 条 が ヨロ ヨロ と エレ ベー ター に 乗り 込 も や うと し て い 
る 。 も の 凄い 勢い で レッ ド X 旬 が 襲い 掛か る が 、 間 一 髪 の と ころ で エレ ベー 
ター の ドア が 閉まり 、 宝 条 は 逃げ の びる 。 既 り の 行き 場 を た 失っ た レッ ド 光 
が 、 振り 返り 史 叶 を あげ る 。 

レッ ド 通 「( 遇 施 )」 

バレ ッ ト 「 あ あ ? や ん の が よ 」( ケ ンカ ご し ) 

エア リス 「 待 っ て ! 」 

前 に 出る エア リス , 

エア リス 「 こ の 子 は 大 丈夫 

ゆっ くり と レッ ド 光 に 近 ゴ 


陰り 声 を あげ る レッ ド 刈 。 エ アリ ス は レッ ド の 額 に 触れ る 。 卓 間 、 レ ッ 
ド 沖の 中 に 膨大 な 量 の ヴィ ジョ ン が 流れ 込む 。 瞳 に 意思 が 宿り 、 正 気 に 戻 
る レッ ド 池 。 戸惑い な が ら も 周囲 の 状況 を 確認 する 。 
バレ ッ ト 「 な ん な ん だ よ 、 こ いつ ]」 
レッ ド 通 「 興 味 深い 問い だ 」 
ティ ファ 「 し ゃ べ っ た !?」 
レッ ド 通 「 私 と は 何 か 。 ふ お 。 

見 て の 通り こう いう 生き 物 、 と し か 答え られ な い 。 

あれ これ 診 索 せ ず に 受け 入れ て も ら え る と 助かる 」 
E( し か も 小 難 し いこ と ) を 話し 出し た こと に 驚 得 する パレ ッ ト 、 テ 
ィ フ ァ 、 ク ラウ ド 。 テ ィ フ ァ 、 レ ッ ド 針 の 体毛 に 書か れ た 『XM』 の 文字 に 気 
が つく 。 
ティ ファ 「 退 ?」 
レッ ド 「 レ ッ ド 肖 。 宝 条 が つけ た 型式 (か た し き ) 番 号 だ 」 
ティ ファ 「 じ ゃ あ 、 本 当 の 名 前 は な ん て いう の ?」 
レッ ド 通 「…・ 
レッ ド 沖 は ぞ の 質問 に は 答え ず 、 エ レベ ー タ ー を 見 る 。 視 線 を 追う よう に 
クラ ウド が つぶ や く 。 
クラ ウド 「 逃 げ ら れ た か 」 
クラ ウド 、 エ レベ ー タ ー を 見 る 。 違和感 が ある 。 揺らぎ は じ め る 視界 。 何 
か に 呼ば れ て いる 気 が す る 。「 ク ラウ ド ] と 呼ぶ 声 を 逆 再生 に し た よう な 不 
穏 な 声 が 微か に 流れ る 。 
バレ ッ ト 「 あ の 野郎 、 ど うす る 、 追 いか ける か ?」 
パレ ッ ト の 声 が どこ が 遠い 。 円 形 の エレ ベー ター に 重なる よう に ジェ ノバ 
ポッ ド の イメ ー ジ が フラ ッシュ バッ ク す る 。 


宝 メ イン シシ ロフ 


凡 間 、 ノ イズ が 走る 。 今 まで の も の より 強力 な ノイ ズ 。 あ まり の 痛み に 頭 
を 押さ を 、 ヨ ロ け る クラ ウド 。 ク ラウ ド 、 仲 間 の 輪 か ら 外 れ 、 フ ラフ ラ と 
歩き だ す 。 将 入 られ た よう に 、 エ レベ ー タ ー へ と 近づい て いく 。 


クラ ウド 「 あ …… あ ……( 咽 き 声 )」 
エレ ベー ター へ 向かっ て 移動 中 
クラ ウド 。 

クラ ウド 「 う 、 あ …….」 

クラ ウド [か …: あ oe 

の ラウ Im22257225oil 

クラ ウド 「 あ …… あ あ ……」 


言葉 に も や な っ て いな いう わ ご と を 叶 ぐ 


エレ ベー ター へ 向かっ て 移動 中 
く ぐ も っ て 聞こ える 

セフィロス (off) 「 母 さん 、 会 い に き た よ 」 

セフィロス (off) 「 母 さん 、 一 緒 に この 星 を 取り 戻 そう よ 」 

セフィロス (off) 「 母 さん 、 ま た や つら が 来 た よ 」 

ジェ ノバ が セフィロス を 呼ん で いる 。 セ フィ ロス が ジェ ノバ を 求め て いる 。 
クラ ウド は 、 ジェ ノバ ポッ ド に 近づい た た め 、 それ ら に 巻き 込ま れ て し まう 。 
黒 マ ント と 同じ よう に セフィロス と 同調 し 、 ジ ェ ノバ を 求め よう と する 。 


幻聴 が 聞こ える 。 声 は 歪ん で いた り 、 


エレ ベー ター まで 到着 する と エレ ベー ター に 、 ぞ っ と まま を 伸ばす クラ 
ウド 。 卓 間 、 エ レベ ー タ ー が ジェ ノバ ポッ ド に 変わ っ て いる 。 培養 液 を コ 
ポコ ポ と 気泡 が わき 上 が っ て いく 。 ク ラウ ド 、 動 怪 が 激しく な る 。 伏 せ て 
いた 顔 を ゆっ くり と 上 げ る 。 ポ ボッ ド の 中 に 得 い た 、 ジ ェ ノ パ バ の 褐 々 し い 姿 。 
足 か ら 頭 へ と カメ ラ が 移動 し 、 首 が 見 える 寸前 に 映像 が 途切れ る (実際 に 
は 、 首 より 上 は な い )。 ク ラウ ド の 見 開か れ た 目 の ア ッ プ 。 ソ ル ジ ャ ー の 
瞳 が 廃 沈 の よう に 揺らい で いる 。 

クラ ウド 「 か 、 あ ……( さ ん ) 一 一 」 

ティ ファ & エ アリ ス 「 一 クラ ウド ! 」 


Scenario Staff Q&A 4zspezeg の 鳥山 求 


0 レッ ド 尊 が 正気 を 失っ て いた 理由 を 教え て くだ さい 。 また 、 レ ッ ド 骨 
の 凶暴 化 は フィ ー ラ ー が 目指 す 運命 か ら は 逸れ て いる よう に 思わ れ ま 
す が 、 フ ィ ー ラ ー が 介入 し な か っ た の は な ぜ で すか ?. 


人 A レッ ド 通 は 正気 を 失っ て いた わけ で は な く 、 宝 条 が くり 返し た 実験 
に よっ て 到 り や 恐怖 を 捕え つけ られ た 状態 で し た 。 そ うい っ た 感情 
か ら 解 き 放 た れ た あと の 、 野 生 動 物 的 な 警戒 心 ゆ え に 、 あ の よう な 
行動 を と っ て いま す 。 エ アリ ス が 勇気 を 持っ て 近づい た お か げ で レ 
ッ ド 通 の 感情 を 抑え る こと が で きた の で 、 フ ィ ー ラ ー の 介入 は と く 
に 行なわ れ ま せん 。 な お 、 レ ッ ド 通 は エア リス と の 接触 に より 、 長 
命 の 彼 だ けが 見 る こと に な る 知識 を 得 て い ます 。 た だ し 、 そ の 量 が 
膨大 すぎ て 、 す べ て を 明確 に は 受け 入れ 切れ ませ ん で し た 。 
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ursur & VOICE SCRIPT 
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その ほか の 気 に な る ト 書 き 記 イィ 
レズ リー 「…… 花 言葉 ] 
恋人 の 言葉 を 思い 出す 。 


レズ リー 「…… ど うい う 意 味 だ っ た ん だ ろう な 

クラ ウド 、 花 言葉 を 思い 出す が 、 伝 える の を 味 路 する 。 す る と 、 テ ディファ が 答え る 。 
ティ ファ 「 再 会 だ よ 」 

レズ リー「 え ?」 

ティ ファ 「 花 言葉 は "再会 "」 

レズ リー、 デ ティ ファ か ら ペ ンダ ント に 視線 を 移し 、 し ば らく 見 つめ る 。 恋 人 の 言葉 を よう や く 受 ー = っ 
け 取 る 。 ぞ し て 、 決心 す る よう に 握り 、 首 に か ける 。 2 
レズ リー 「 あ いつ を 探す の が 、 先 だ な 」 伝え る べき な の か 、 迷 っ て いた 。 


(。CHAPTER 19 


クラ ウド た ち は 壁 を 見 上 げ て いる 。 つ い に 本 丸 ( 神 羅 ビ ル ) へ 向かう と いう こと も あり 、 少 し 感傷 

的 に な っ て いる の か 、 バレ ッ ト が クラ ウド に 向かっ て 、 いつ も な ら 言わ な いよ うな こと を 漏らす 。 

バレ ッ ト 「 お まえ 、 こ れ が 終わ っ て も 、 何 で も 屋 続け ん だ ろ ?」 

クラ ウド 「 そ の つも り だ ] 

クラ ウド 、「 ぞ れ が どう し た ?」 と いう 視線 を 向け る 。 

バレ ッ ト 「 合 っ て る と 思う ぜ 」 

ティ ファ 「 そ れ 、 わ か る 」 

バレ ッ ト 「 最 初 は よ 、 不 愛想 。 気 取り 屋 。 周 剰 な 自意識 。 い け 好 か な い 奴 堂々 ーー 位 だ っ た が 、 
ざす が に 、 わ か っ て きた 。 本 当 の お まえ は 、 ち が 

ティ ファ 、 領 く 。 

ティ ファ 「 本 当 は 、 優 し いよ ね 。 子供 の 頃 は 、 気 づか な か っ た けど 」 


ウド 肖 % ら し て 全 神 放 ビ ル へ 乗り こむ お と いう 正 訪 場 を 迎 
ウド 還 す よっ を 逸 と 
クラ ウト は 昭 れ を 隠す よ うに 、 視 線 を 逸らし て て 、 バ レッ ト は 人 助け に 交 走 し た クラ 
クラ ウド 「 そ ん な も の 、 も し あっ て も 、 戦 場 で は 役に立た な い ] ウド を 評価 する よう な 発言 を こぼす 。 


| て CHAPTER 15 


バ パレット と ティ ファ が 立ち 止ま り 、 梱 の 向 を 見 て いる 。 湖 壊し た 七 番 街 が 一 望 で きる 。 あ ち 
こち で 火 の が 上 が る 七 番 街 。 建 物 は ほぼ 崩れ 、 原 形 を 留め て いて も 瓦 絆 に 埋まっ て いる 。 中 心 
で は 、 瓦 嘩 の 中 か ら 七 番 プ レー ト を 支え て いた 支柱 の 根本 が 突き 出し て いる 。 壁 を 挟ん で 隣 の 六 
番 街 スラ ム で は 、 ウ ォ ー ル マー ケッ ト の ネオ ン が 光っ て いる 。 三 人 は 、 今 まさ に 沈 も うと し て い 
る 太陽 を 見 る 。 地 平 線 か ら 空 に か け て 一 段 と 赤く 玉 ま っ て いる 。 被 害 の 全景 を 目 に し 、 し ば し 言 
葉 を 失う 。 感 働 的 な 空気 が 流れ る 。 

バレ ッ ト 「 ま た 、 店 や ろう ぜ ] 

ティ ファ 「 う ん …… や ろう 」 

ティ ファ 、 ク ラウ ド を 見 て 、 

ティ ファ 「 ク ラウ ド も 手伝っ て くれ る ?」 


滞 本 ai N で クラ ウド た ち 3 人 が 目 に する 、 員 壊し 
ウラ 2 な が 05 た 基 条 の 光明 。 ト 書き に は その 詳細 な 
微笑 む テ ィ フ ァ 。 れ て いる 。 


旧 Geeme ァ 狂気 の 面 
宝 条 「 ふ お 、 母 親 に 似 て きた な 」 
ツレ EE 


宝 条 惜しい こと を し た よ 。 何 も 逃げ 出さ な く て も 、 言 っ て くれ さえ すれ ば 対応 し た ろう に 。 
本 当 に 残念 だ 。 最 後 の 純血 種 だ っ た の に 」 
エア リス 「… 」 
宝 箇 「 そ うだ 、 母 親 に 会 いた く は な いか ?」 
その 言葉 に 初め て 表情 を 崩す エア リス 。 
宝 委 「 と いっ て も 、 顕 微 負 ご し だ が ね ] 
立ち 上 が り 、 ガ ラス に 額 を つけ る 宝 条 。 自 分 の 言葉 が 、 エ アリ ス の 表情 に どの よう な 変化 を も た 


エア リス と の 何気ない 会 話 も 、 宝 条 に 
ら す の か 、 少 し で も 近づい て 観察 し よう と する 。 と っ て は 貴重 な 実験 の 時 間 だ っ た 。 


3 
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エア リス の 語り 


5 品 宝 条 研 究 宝 サン ロフ 3 実 


| 宝 条 ラボ 2 ン 


クラ ウド 「 エ アリ ス ……. 脱 出 の 前 に 
いろ いろ 、 あ る は ず だ ] 
エア リス 、 し ば し 巫 巡 し た あと 、 
エア リス 「 わ た し は 古代 種 の 生き 残り 。 そ れ は も う 、 い いよ ね ? 
あ 、 古 代 種 っ て いう の は 、 神 羅 が 付け た 名 前 ね ]」 
壁画 ( 秒 書き ) を 見 て 語り 始め る 。 
エア リス 「 本 当 は セト ラ っ て いう の ]」 
バレ ッ ト 「 我 ら 、 星 より 生ま れ 、 星 と 語り 、 星 を 開く 。 
そし て 、 約 束 の 地 へ 帰る 。 
至上 の 幸福 、 星 が 与え し 定め の 地 」 
エア リス 「 す ご い ! 」 
バレ ッ ト 「 ま あな 。 で も 、 お と ぎ 話 だ と 思っ て た ぜ ]」 
エア リス 「 神 羅 は 、 ち が う 。 約 束 の 地 、 ず っ と 探し て る 」 
ティ ファ エア リス は 知っ て いる の ? 約束 の 地 」 
エア リス 「 な ーー ん に も 。 
いつ か 、 わ か る の か も し れ な い 。 で も 、 今 は 全然 ] 
バレ ッ ト 「 も し わか っ て も 、 そ れ は 古代 種 - 
いや 、 エ アリ ス の 約束 の 地 だ 。 
た と え 魔 眺 が 吹き 出す 豪勢 な 場所 で も 、 神 羅 に は な ん の 権利 も ね え 。 
横取り し よう っ て か ? 
は ん ! 性 根 が 浅 ま し い ぜ 」 
クラ ウド を 見 て 
バレ ッ ト 「 よ し 。 お まえ は エア リス を 連れ て 脱出 し ろ 。 
オレ は 連中 を ひね りつ ぶし て か ら 帰 る 」 
首 を 振る エア リス 。 
エア リス 「 バ レッ ト 、 あのね. ちがう の 」 
エア リス が 意 を 決し 話し 始め よう と する と 、 壁 か ら ス ーッ と フィ ー ラ ー が 
現れ る 。 
バレ ッ ト 「 う お ] 


身構え る 一 同 。 フ ィ ー ラ ー た ち は 様 き を うか が う よ う に エア リス の 周り を 
漂う 。 農 っ て こない よう な の で 、 多 少 警 戒 を 解く バレ ッ ト た ち 。 
バレ ッ ト 「 っ た く 、 な ん な ん だ よ 、 こ いつ ら は 。 
神 羅 製 の バケ モン か ?」 
レッ ド 台 「 フ ィ ー ラ ー だ 。 
運命 の 番 人 と いう 理解 が 最適 だ 。 
運命 の 流れ を 変え よう と する 者 の 前 に 現れ 、 行 動 を 修正 する 」 
ティ ファ 「 運 命 っ て …… 運 命 ?」 
レッ ド 通 \ 換 えれ ば 、 こ の 星 が 生ま れ て 消え る まで の 流れ ] 
ティ ファ 「 そ の 流れ は 、 も う 決 まっ て いる 。 そ うい うこ と ?」 
レッ ド 加 「 あ あ 。 星 は 力尽き て し まう らし い ] 
バレ ッ ト 「( そ ) ん な 真っ 暗 な 未来 に 向かっ て 
俺 た ち を 送り 込む のか? フィ ー ラ ー は よ ……-」 
パレ ッ ト 、 気づき 。 
バレ ッ ト 「 待 て 待て 待て ! 
そもそも 、 な ん で お まえ は そん な こと 知っ て る ん だ ? 
難し い 顔 し て 、 テ キト ー な こと 言っ て ん じゃ ね え の か ? 
さて は て め え 、 神 羅 の イヌ だ な ! 」 


レッ ド 回 「( た め 息 ) イ ヌ で は な い ] 
自分 で や も よく わか ら ず 困惑 し た 顔 を する レッ ド 沖 。 
レッ ド 通 「 エ アリ ス が 私 に 触れ た 時 、 
フィ ー ラ ー の 知識 も 、 そ こ に あっ た 」 
皆 が エア リス に 往 目 する 。 
エア リス 「 あ の ね ?」 
また フィ ー ラ ー が まとわりつく が 、 今 度 は 話 を や め よ うと し な い 。 
エア リス 「 聞 いて 」 
バレ ッ ト 「 お い 」 
クラ ウド 「 エ アリ ス 」 
エア リス は 助け よう と する みん な を 、 寺 を あげ て 止め る 。 エ アリ ス は 「 大 
丈夫 」 と いう 悲し げ な 笑顔 を みせ る 。 一 同 、 か に 注目 する 。 エ アリ ス は 
うな ずい て 続け る 。 エ アリ ス に まとわりつく フィ ー ラ ー は 消え て は 現れ る 
が 、 お び え ず 、 か まわ ず に し っ か り と 続け る エア リス 。 
エア リス 「 わ た し た ちの 瑞 は 、 神 羅 カ ン バ ニ ー じ ゃ な い 。 
きっ か け は 神 羅 だ けど 、 本 当 の 英 、 他 に いる 」 
凡 間 、 ク ラウ ド た ちの 頭 の 中 で 、 ヴ ィ ジ ュ ア ルフ ロア で 見 た メテオ の 光景 
が よぎる 。 
エア リス 「 わ た し 、 ど うに か し て 、 助 けた い 、 み ん な を 、 星 を ……」 
クラ ウド は な ぜ だ か が 胸 が 強く 締め つけ られ る 。 
ティ ファ 「 エ アリ ス は 、 何 を 知っ て る の ?」 
エア リス 、 苦 し げ な 顔 を し て 、「 わ か ら な い 」 と いう よう に 首 を 振る 。 
エア リス 「 今 は 迷子 みた い 。 動 く ほ ど 、 道 が わか ら な く な る 。 
フィ ー ラ ー が 前 れ る た び 、 わ た し の カケ ラ が 落ち て いく 」 
な ん と も 偽 げ な エア リス 。 エ アリ ス 、 無理 や り 微笑 む 。 
エア リス 「 黄 色 い 花 が 、 道 し る べ だ っ た ん だ 」 


い 
黄色 い 花 。 花 びら が 散り な が ら 、 ぞ の まま 間 に 和 


イメ ー ジ の イン サー ト 、 
ち て いく 。 や が て ぞ の 聞か ら フ ィ ー ラ ー が 現れ る か の よう に 現実 に 戻る 。 


F ア リス が フィ ー ラ ー に 科 わ れ て いる 。 テ ィ フ ァ が いち 早く 動き 、 
ラー の 固まり に ま を 突っ こん で エア リス を 引っ 張り だ す 。 

ティ ファ 「 大 丈夫 

ティ ファ は エア リス の ま を 取っ た まま 、 力 強く 言う 。 

ティ ファ 「 一 緒 に 考え よ 」 

エア リス 「 う ん 」 

フィ ー ラ ー た ち が 何 か に 気がつい た よう な リア クシ ョ ン を 見 せ 、 ど こ か へ 
行っ て し まう (ウェ ッ ジ の と ころ か 、 セ フィ ロス コピ ー の と ころ )。 
バレ ッ ト 「 な ん だ ?」 


ポー 


Scenario Staff Q&A 4zspeze の 鳥山 求 


0① エア リス が 語る 「 黄 色 い 花 が 道しるべ だ っ た 」 と は 、 何 を 指し た 発言 な 
の で し ょ うか ? 


A 人 番 街 で 登場 し た と きか ら エ アリ ス が 見 て いた 、 そ し て 失っ て いっ 
た 、 い ろ い ろ な 出来 事 や 想い の 象徴 を 「 黄 色 い 花 」 と 表現 し て いま す 。 
それ は ミッ ドガ ル の 人 々 に 踏み に じ ら れ る 花 で も ある し 、 ク ラウ ド 
と の 出会い で 渡し た 花 で も ある だ ろう し 、 花 が 咲く 星 の 未 来 の こと 
で も ある の か も し れ ま せん 。 い ずれ に し て も 、 敵 っ て いく 花 の よう 
に 、 自 分 の な か の 何 か が フィ ー ラ ー に 奪わ れ て 失わ れ て いく こと に 、 
エア リス は と まどっ て いま す 。 


CHAPTER 17 


warsRur @ VOICE SCRIPT 


BNALBANUSYVIRBMMKEIANENALUUTMANAPNs 


神経 ビル 請 Z0 ロ レジ テン ドラ ロッ 


上 空 に は アパ ラン チ の へ リ が 待機 し て いる 。 パ レッ ト た ちと 合流 し た クラ 
ウド 。 パ レッ ト に 向かっ て 、 

クラ ウド 「 大 丈夫 な の か ?」 

刺さ れ た 部 分 を 叩き 、「 こ の 通り 」 と 身振り で 伝え る バレ ッ ト 。 

バレ ッ ト 「 で 、 ヤ ツ は 」 

クラ ウド 「…… 逃 げ ら れ た 」 

バレ ッ ト 「( 四 で 笑う ) オ レ た ちもと っ と と 逃げ よう ぜ ] 

言い な が ら 、 拾っ て お いた サン グラ ス を 掛け 直し 、 上 空 を 見 や る バレ ッ ト 。 
上 空 に 待機 し て いる ヘリ ハ へ 視線 を 向け る クラ ウド 。 する と 、 爆 発音 が 署 き 、 
アバ パラ ンチ の ヘリ が 火 を あげ て 落ち て いく 。 

バレ ッ ト 「 な !?」 

ヘリ の 、 本 家 の 知り 合い が 死ん だ か も (も し か し た ら ウ ェ ッ ジ も ) と 、 隆 然 
と し て 、 や が て 悲し そう な 顔 の バ パレット 。 

クラ ウド 「…… 残 念 だ 」 

バレ ッ ト 「…… く っ 」 

アパ ラン チ の へ ヘリ を 没 墜 し た ルー ファ ウス の ヘリ が ヘリ ポー ト に 着陸 す 
る 。 カ メラ が へ ヘリ の 中 へ 移る 。 コ イン ロー ル を し て いる の アッ プ ( ル ー 
ファ ウス )。 レ ノ 、 ル ー フ ァ ウ ス が 外 に 出 よ うと し て いる の を 察し て 、 

レノ 「 あ ぶな い ぞ 、 と 」 

ルー ファ ウス は 「 ふ 」 と 笑み を 肖 か べ て 、 神 曜 兵 と 共に 外 へ 出る 。 レ ノ と ル 
ー ド 、 始 戦 的 な 副 社 長 に 呆れ る よう な 表情 。 

バレ ッ ト 「 ル ー フ ァ ウ ス 神 級 。 プ レジ デン ト の 候 子 だ 」 

クラ ウド 「 あ あ 」 


見 る と 、 ヘ リ か ら 降 り た 神 衣 兵 た ち が 膝 遇 ち の 体勢 で 並ん で いる 。 後 ろか 
ら ル ー フ ァ ウ ス が 指揮 を し て いる 。 へ ヘリ は 副 社 長 を 上 空 か ら 援護 する た め 
に 飛び 立つ 。 

クラ ウド 「 退 く ぞ 」 

バレ ッ ト 「 バ カ い え 、 神 羅 を ブッ つぶ す チ ャ ンス だ ろう が ! 」 

クラ ウド 「 エ アリ ス を 家 に 帰す 」 

ルー ファ ウス 、「 捕 まえ ろ 」 と 寺 で 指示 を 出す 。 神 羅 兵 が 立ち 上 が り 、 こ ち 
ら へ 向かっ て くる 。 

クラ ウド 「 俺 が 時 間 を 稼ぐ 」 

バレ ッ ト 「 だ っ た ら オ レ も 残る ぜ ] 

クラ ウド 「 行 っ て くれ 。 バ レッ ト 、 頼 お 」 

めずらし く ク ラウ ド が ! に 頼ん で きた の で 

バレ ッ ト 「…… ち 、 わ 一 っ た よ 。 お まえ も すぐ に 来い 」 

バ パレット た ち は 屋 内 へ 向かう 。 テ ィ フ ァ が 心配 する よう な 視線 を 送る が 、 
クラ ウド は 気がつか な い 。 ク ラウ ド 、 神 兵 の 前 に 立ち は だ か る 。 対 時 す 
る 神 比 兵 を か き 分 け 、 ル ー フ ァ ウ ス と ダー ク ネ イ ショ ン が 前 に 出る 。 

ルー ファ ウス 「 お まえ は ソル ジャ ー ら し いな ] 

ウド 、 戦 闘 カ を 探る よう に ルー ファ ウス を 吟味 する 。 

ルー ファ ウス 「 と な れ ば 、 私 は 雇い 主 だ 」 

ルー ファ ウス も 、 ク ラウ ド の 体つき や 目 の 色 を じっと 確認 する 。 元 ソル ジ 
ャ ー で ある こと は レノ か ら 事 前 に 知ら され て いる 。 ク ラウ ド 、 ふ っ と 笑う 。 


クラ ウド 「 元 、 ソ ル ジ ャ ー だ 。 世 話 に な っ た な 」 

ヘリ ポー ト で クラ ウド と 対 財 す る ルー ファ ウス 。 神 羅 兵 に 向かっ て 指示 を 
出す 。 

ルー ファ ウス 「 ひ と り も 逃がす な ]」 

神 羅 兵 た ち が バ レッ ト た ち を 追い か け よ うと する 。 ぞ れ を 阻 も うと する ク ク 
ラウ ド 。 だ が 、 へ リ か ら の 銃 貢 を 受け 、 阻 むこ と は で き な い 。 

クラ ウド 「 く っ 」 

ルー ファ ウス 、 微 笑み 、 

ルー ファ ウス 「 二 人 きり だ な ]」 

クラ ウド 、 ダ ー ク ネイ ショ ン と ヘリ に 目 を 向け る 。 

ルー ファ ウス 「 細 か いこ と は 気 に す る な 」 

クラ ウド が ルー ファ ウス に 通常 攻撃 を 放つ と 、 ル ー フ ァ ウ ス は クラ ウド の 
親 撃 を 銃身 で 受け 流し 、 横 に 回 転 する 。 銃口 を クラ ウド に 向け 、 撃 つ 。 ク 
ラウ ド 、 バ スタ ー ソ ー ド で ガー ド 。 間 選 入 れず に ダー ク ネ イ ショ ン が 飛び 


掛か っ て くる 。 ク ラウ ド 、 ス テッ プ バ ッ ク で 避け る 。 ル ー フ ァ ウ ス 、 余裕 
の 笑み を 吾 か べ る 。 

ぐ 中 路 > 

クラ ウド 、 連 続 攻 撃 を ぐり だ す 。 む ルー ファ ウス 。 澤 身 の 親 撃 を ルー フ 
ァ ウ ス が 受け 流し 、 カ ウン ター を 取 ろ うと する 。 が 、 ク ラウ ド は 系 早く 対 
応 し 、 銃 を 払い 飛ば す 。 ル ー フ ァ ウ ス を 追い 詰め た クラ ウド 。 


クラ ウド 「 神 羅 を つぶ す チ ャ ンス らし い 」 
ヘリ ポー 


ト の 端 まで 追い 込ま れ た ルー ファ ウス 。 し か し 、 動 じ ず 役 笑 む 。 


ルー ファ ウス 「 勘 違い する な よ 」 
する と 、 下 か ら ヘ リコ ブタ ー が 湯 上 し て くる 。 

ルー ファ ウス 「 神 羅 は 生ま れ 変わ る 。 私 の 手 で 」 

ルー ファ ウス は へ ヘリコプター の 脚 部 に つか まり 、 飛 び 上 が る 。 自 分 自身 に 
言い 聞か せる よう に つぶ や く 。 へ ヘリ は 旋回 し 、 飛 び 去 る 前 に 、 上 空 か ら ク 
ラウ ド を 銃 黄 する 。 ク ラウ ド 、 ヘ リポ ー ト の 端 に か ろう じ て ま を か ける 。 
指 が 一 本 ずつ 剥が れ 、 も う 和 駄目 か と 諦め か けた 瞬間 、 走 りこ ん で きた ティ 
ファ が 、 ク ラウ ド の ま を 掴む 。 テ ィ フ ァ 、 重 く て 苦 問 の 表情 。 し か し 微笑 
ん で みせ る 。 

ティ ファ 「 だ らし な い ぞ 。 ヒ ー ロ ー な の に 」 


Scenario Staff Q&A 4zspezeg の 鳥山 求 


〇 ルー ファ ウス は 、 ど の よう な 目的 の た め に へ リコ プター で プレ ジ デ ン 
ト フ ロア に や っ て きた の で し ょ うか ? 


A 表向き は 、 神 羅 ビ ル が アバ ラン チ に より 製 撃 を 受け て いる と いう 報 
告 を 受け て 、 切 右 、 本 社 に 駆け つけ て いま す 。 そ の 登場 タイ ミン グ 」 
の 良さ は 、 父 で ある プ ント 神 羅 の 身 を 案じ て う よ り は 、 
その 身 に 起こ る 不幸 を 察し て いた の で は な いか と も 思え ます 。 も し 
か し た ら 、 不 測 の 事態 に ルー ファ ウス 自身 が 対応 で きる よう に 、 裏 
で 何者 か と の 取引 が 行なわ れ て いた の か も し れ ま せん 。 


125 い 


CHAPTER 18 


| ハイウェイ ( 幼 れ 目 ) 2 


少し 離れ た 位置 に 、 トン 、 と 静か に セフィロス が 着地 する 。 ク ラウ ド が ぞ を 
ちら に 顔 を 向け る 。 今 度 は 消え ず 、 よ う や く セ フィ ロス と 対 崎 す る 。 
バレ ッ ト 「 て め え 、 さ っ き は 一 一 」 

詰め 寄 う うと する パレ ッ ト を エア リス が まで 止め る 。 

エア リス 「 ち が う 」 

エア リス だ け は 、 こ の セフィロス が 神 羅 ビル に いた セフィロス と は 別人 だ 
と 気がつく 。 続 いて 、 レ ッ ド 沖 が 匂い で 何 か を 悟っ た の か 、 吟 り 声 を あげ 
る 。 他 の 者 も わか ら な いな り に 、 超 然 と し た 雰囲気 を 醸し 出す セフィロス 
に 尻込み する 。 

エア リス 「 あ な た [ "間違っ て いる ] 

セフィロス 「 感 傷 で くも っ た 目 に は 、 何 も 見 えま い ] 

エア リス 「( き っ ぱり と ) あ な た は 間違っ て いる 」 

ぶた り の 会 話 に 、 他 の 者 は つい て いけ な い 。 セ フィ ロス が クラ ウド に 視線 
を 向け る 。 

セフィロス 「 命 は 星 を 巡る 。 だ が 、 星 が 消え れ ば 、 そ れ も 終 わり だ ] 

クラ ウド は 、 セ フィ ロス は 星 を 消 だ うと し て いる と 解釈 する 。 お も むろ に 
剣 を 構え 直し つつ 

クラ ウド 「 星 は 消え な い 。 終 わる の は 、 お まえ だ ] 

ぞ こ で ズン 、 と 衝撃 が あり 、 ミ ッ ド ガル 全体 が 二 重 に ぶれ る 。 空 を 見 上 げ 
る セフィロス 。 

セフィロス 「 く る ぞ ] 

キィ イイ イイ と いっ た 大 音量 の 金 切り 声 が ミッ ドガ ル 中 に 皿 き 渡る 。 空 に 
あっ た 黒い 雲 (フィ ー ラ ー の 集合 体 ) が 、 ミ ッ ド ガル を ドー ム 状 に 器 い 始め 
る 。 ク ラウ ド た ち は 表 情 を 歪め 、 耳 を 塞ぐ 。 セ フィ ロス は 動じ な い 。 む し 
ろ 心 地 よ い 。 

セフィロス 「 運 命 の 叫び だ ] 

セフィロス の 背後 (ハイ ウェ イ の 切れ 目 ) に 壁 が 出来 る 。 運命 の 叫び の 苦し 
み に 、 頭 を 押さ える クラ ウド 。 一同 の 周囲 を フィ ー ラ ー が 逆 う 。 画 面 に フ 
ィ ー ラ ー ノ イズ 専用 の エフ ェクト (クラ ウド の 記憶 ノイ ズ で は な い )。 
※「 運 命 の 叫び 」 は この 星 の 悲 喝 。 こ の あと 、 エ アリ ス が 言及 する 。 


く 中 略 > 


エア リス も 命 の 叫び に 苦し ん で いる 。 必 死 で 顔 を 上 げ る 。 セ フィ ロス の 
カッ ト に か わり 、 運命 の 叫び は お さま っ て いく 。 突如 と し て 出現 し た 壁 ( 実 
際 は ドー ム だ が 、 ク ラウ ド た ちか ら は 壁 に 見 える )。 セ フィ ロス は 刀 で フ 
ィ ー ラ ー の 壁 を 一 関す る 。 壁 に 出来 た 切れ 目 が 広がり 穴 に な る 。 穴 の 中 は 、 
液状 化し た フィ ー ラ ー が 靖 い て いる よう な 一 一 見 る か ら に 危険 な 感じ が す 
る 。 セ フィ ロス は ぞ の 穴 に ま を ズ ズ ズ と 入れ る 。 振り 返り クラ ウド を 見 る 。 
謗 う よ う な 視線 。 

セフィロス 「 早 く 来い 、 ク ラウ ド ]」 

それ は リコ ニオ ン の 呼び か け に も 聞こ そる が セフィロス の 真意 は 、 壁 の 先 
に クラ ウド を 呼び 、 星 の 運 命 の 真実 を 伝え た い 。 紫 悲 深き 呼び か け で ある 。 
フッ と 笑み を 肖 か べ て 、 壁 の 中 へ と 入っ て し まう 。 ク ラウ ド 、 一 瞬 壁 を 見 
つめ 踏 踏 す る が 、 セ フィ ロス に 続 こう と する 。 す る と エア リス が クラ ウド 
に し が みつ いて 止め る 。 

エア リス 「 こ こ 、 分 か れ 道 だ か ら 」 

クラ ウド 、 身 体 の 力 を 抜き 、 エ アリ ス の 話 を 聞く 態勢 。 エア リス 、 ク ラウ 
ド を 離す 。 自 然 と 皆 の 視線 が エア リス に 集まる 。 エ アリ ス が 壁 に を 触れ 
る 。 す る と 、 夜 光 虫 が いる 海 の よ うに 光 を と も な っ た 肖 紋 が 広がる 。 

エア リス [運命 の 分 か れ 道 ] 

クラ ウド 「 ど うし て 止め る 」 

エア リス 「 ど うし て 、 か が か な] 

ティ ファ 「 向 こう に は 何 が ある の ?」 

エア リス 、 少 し 考え て か ら 言 葉 を 見 つけ た と いう 様 で 一 一 

エア リス 「 自 由 」 

ザッ クス の セリ ラフ と 呼応 する 。 皆 が 壁 へ と 視線 を 移す 。 


エア リス 「 で も 、 自 由 は こわ いよ ね 。 
まる で 、 空 みた い 」 
エア リス 、 ゆ っ くり と 一 同 へ 振り 返る 。 戸惑い は いあ る が 、 み ん な を 巻き 込 
ん で し まう こと へ の 想い を し っ か り と 伝え な けれ ば と 思う 。 
エア リス 「 星 の 琵 鳴 、 聞 いた よね ] 
パレ ッ ト 、 息 を の む 。 
エア リス 「 か つて 、 こ の 星 に 生き た 人 た ちの 声 。 
星 を 巡る 、 命 の 吊 び ] 
エア リス が 何 を 言 お うと し て る の か は わか ら な い 。 ク ラウ ド が 問う 。 
クラ ウド 「 セ フィ ロス の せい な ん だ ろ ?」 
エア リス 「 う ん 。 
あの 人 は 、 悲 鳴 な ん て 気 に し な い 」 
エア リス 、 星 に 暮らす 人 々 へ の 想い を 胸 に 。 
エア リス 「 な ん で も な いけ ど 、 か けが え の な い 日 々 、 
喜び や 幸せ な ん て 、 き っ と 気 に し な い 」 
エア リス 、 み ん な に 問い か ける よう に 
エア リス 「 大 切な 人 、 な くし て も 
泣い た り 、 叫 ん だ り し な い ] 
一 同 、 そ れ ぞ れ の 大 切な 守り た い 人 々 を 思い 和 か が べ る 。 パ レッ ト 、 テ ィ フ 
ァ 、 レ ッ ド の 顔 の アッ プ 。 バ レッ ト は マリ ン 、 テ ィ フ ァ は 失っ た 仲 問 、 レ 
ッ ド は 故郷 を 想う 。 ク ラウ ド 、 テ ィ フ ァ を 見 や り エ アリ ス を 見 る 。 エ アリ 
ス 、 少 し 熱く な っ て 
エア リス 「 セ フィ ロス か が 大事 な の は 、 星 と 自分 。 
守る た め な ら 、 な ん で も する 。 
そん な の 、 間 違っ て る と 思う 」 


人 々 を 犠牲 に し て 星 を 延命 する よう な セフィロス の 方 法 を 、 星 は きっ と 望 
ん で いな いと エア リス は 考え る 。 
エア リス 「 星 の 、 本 当 の 敵 は セフィロス 。 
だ か ら 、 止 め た い 。 
それ を クラ ウド に ……」 
仲間 た ち を 見 て 
エア リス 「 み ん な に 手伝っ て ほし か っ つた 。 
この みん な が 一 緒 な ら 、 で きる 」 
エア リス 、 勢 い を 失う 。 自 信 な さげ に な る 。 
エア リス 「 で も …… 
この 壁 は 、 運 命 の 壁 。 
入っ た ら …… 越 えた ら … 
みん な も 、 変 わっ て し まう 」 
一 同 、 静 か に リア クシ ョ ン 。 
エア リス 「 だ か ら …… ご めん ね 、 引 き 止 めちゃ っ た 」 
その 時 、 星 の 悲鳴 が また 一 際 高 く な る 。 一 同 、 も う 不 愉快 な レベ ル の リア 
クシ ぞ れ が きっ か け に な り ク ラウ ド の 心 は 決ま る 。 エ アリ ス か ら ク 
ラウ ド に 主導 権 が 移る 。 
クラ ウド 「 迷 う 必 要 は な い 。 
セフィロス を 倒 そう 」 
クラ ウド 、 仲間 を 見 て 一 
クラ ウド 「 悲 鳴 は 、 も う 聞 きた く な い ] 
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終末 の 7 秒 
異 空間 


クラ ウド は ひと り 、 宇宙 空間 に 立っ て いる 。 眼 前 に 広がる の は ガス 状 星雲 。 
辺り を 確認 し 戸惑っ 。 ド クン と 身体 が 分 裂 し 戻る 。 頭 が クラ クラ する 。 
クラ ウド Ii[ く つう cc] 
歩く 度 に 身体 が 分 像 し か ける 。 し か し 、 止 まる と 戻る 。 ク ラウ ド は 顕 い た 
か の よう に 倒れ か ける 。 と 、 ク ラウ ド の 腕 を 掴み 、 引 き 起 こす 考 。 ま の 主 
は セフィロス 。 
セフィロス 「 気 を つけ ろ 。 そ こ か ら 先 は …… ま だ 存在 し て いな い ] 
クラ ウド 、 セ フィ ロス を 振り ほど き 、 後 ず さ ざり する 。 セ フィ ロス 、 ぞ ん な 
クラ ウド を 意識 し つつ 背 を 向け 、 星 雲 を 見 る 。 
セフィロス 「…… 我 々 の 星 は あれ の 一 部 に な る らし い 。 

俺 は ・ えた く な い 。 お まえ を 消し た く は な い ] セフィロス 「 終 未 の 7 秒 前 。 だ が 、 ま だ 間に合う 」 


朋 出 界 の 先端 


クラ ウド 「…… こ こ は ?」 セフィロス 、 液 味 の あ る 徹 笑 み を 汽 か べ る 。 共 園 し な い の で あれ ば 、 こ れ 
セフィロス 「( 微 笑 ん で ) 世 界 の 先端 だ 」 まで 通り 翻弄 し て 導く し か な い 。 

ンー ルッ RS セフィロス 「 未 来 は 、 お まえ 次 第 だ 、 ク ラウ ド 」 

セフィロス 「 お まえ の 力 が 必要 だ 、 ク ラウ ド 。 クラ ウド が 振り か そえ る と 、 セ フィ ロス の 姿 は な く 、 黒 い 羽 根 が 舞っ て いる 。 


と も に 運命 に 抗 っ て みな いか ?」 
を 差し 出す セフィロス 。 ぞ の まき を 掴ん で し まい た いと いう 折 動 を 感じ る 


クラ ウド 。 断ち 斬る よう に パス ター ソー ド を 構え る 。 Scenario StaffQ&A 4pczg の 鳥山 求 
クラ ウド 断る 」 0 「 終 末 の 7 秒 前 」 と いう 含み を 持た せ た 言い まわ し に は 、 ど ん な 意味 合 
困っ た よう な 顔 を する セフィロス 、 席 い 掛か っ て くる クラ ウド と し ば らく い が 秘 め ら れ て いる の か 教え て くだ さい 。 
の 仙人 ね y A 最後 の シー ン で クラ ウド と セフィロス が 対 時 し て いる 空間 は 、 世 界 
セフィロス 「 軽 いな 」 の 終わ り と も 呼べ る 、 星 の 行き 着く 時 空 の 先端 時 が 止ま っ た よ 
セフィロス 、 一 度 距離 を 取り 、 刀 を 構え 直す (少し だ け 本 気 を 出す )。 ス ピ うな 場所 で す 。 星 に 残さ れ た 時 間 は わずか で 、 そ の 象徴 と し て 「7 秒 
ー ド が 一 気 に 速 く な り 、 ク ラウ ド は つい \ け な い 。 こ れ ま で 養 戦 し て い 前 」 と 言っ て いま す 。 こ の あと 時 が 流れ は じ め て 、7 秒 後に 本 当 に 終 

7 う gs: < 末 を 迎え る の か 、 そ れ と も 何ら か の 力 が 働い て 時 空 の 行く すえ が 変 

5 も ー ソ ー ド を 弾き g 
2 人 わる の か は 、 セ フィ ロス が 言う よう に [未来 は クラ ウド 次 第 」 と いう 
ば され 、 背 後 を 取ら れ て し まう 。 セ フィ ロス 、 ク ラウ ド の 耳元 に ぞっと 口 こと な の だ と 思い ます 。 
を 寄せ る 。 ニ ーー 
ン 
その ほか の 気 に な る ト 書 き CHAPTER 17 文 呈 CHAPTER18 ウ 


(、CHAPTER 17 


ジェ ノバ を 正面 か ら と ら え る 。 こ こ で 初め て ジェ ノバ の 全 鋭 が わか る 。 首 の な い 褐 々 し い 姿 が ポ 
ッ ド に 湯 か ん で いる 。 思 わ ず 立 ち 止 まっ て し まう 一 同 。 

バレ ッ ト 「 な ん だ 、 あ りゃ あ ……」 

F ア リス が 、 セ トラ の 宿敵 の 名 前 を つぶ や く 

エア リス 「 ジ ェ ノバ 」 

ぞ の 名 前 を 聞い た 遇 間 、 ク ラウ ド に ノイ ズ が 走る 。 同 時 に 、 頭 上 か ら 黒い 影 が 現れ る 。 ジェノバ 
ポッ ド の 前 に 、 ス ッ と 着地 する 人 影 一 一 セフィロス 。 クラ ウド 、 大 きく 目 を 見 開く (この 時 点 で は 、 


ラウ ド 以 外 に えて いな い )。 ク ラ 1 次 す 神 縮 ビ ル の ジェ ノバ ポッ ド 前 に 現れ た 
クラ ウド 以外 に セフィロス は 見 えて いな い )。 ク ラウ ド 、 意 識 ノ イズ 。 ぞ の セフィロス の 姿 に 、 セフィロス の 湊 は 、 最 初 は クラ ウド に し 
過去 の 場面 が 重なる 。 が 見 えて いな か っ た 。 


CHAPTER18 


神 衣 ビ ル の 中 を 大 量 の フィ ー ラ ー が 通過 し て いく 。 和 社長 室 で も 、 床 か ら 天井 へ と フィ ー ラ ー が 
次 々 と 流れ て いく 。 

ルー ファ ウス 「 な ん だ 、 こ れ は ?」 

ツ ォ ン 「 ど うか され まし た か ?」 

ツ ォ ン に は フィ ー ラ ー の 姿 が 見 えて いな い 。 フ ィ ー ラ ー の 作 流 が 途切れ る 。 ル ー フ ァ ウ ス 、 ツ ォ 
ン の リア クシ ョ ン の 意味 を 推し 量 ろ うと 、 ツ ォ ン を 見 つめ る 。 ツ ォ ン に 通信 が 入る 。 

ツ ォ ン 「( 通 信 機 に 向かっ て ) そ うか 、 わ か っ た ] 

ツ ォ ン は 通信 機 を 切り 、 内 容 を ルー ファ ウス に 伝え る 。 で モ 
ツ ォ ン 準備 が 束 い まし た 。 どう され ます か ?] 3 
ルー ファ ウス 「…… 捕 まえ ろ 」 の ツ ォ ン の 反応 を い 県 か し む 。 


避 み 
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ミッ ドガ ル の 緑 の 壁 に 立 ュ フ ィ で ある 。 演 入 任務 の た め マ ント で 全 
身 を 碧 っ て いる 。 頭 に は モー グリ 帽 を 被っ て いる 。 丸 め た を 望遠 針 の 
よう に 右目 に 当て 、 ス ラム の 街並み を 観察 し て いる 。 左 目 は ギュ ッ と つぶ 
っ て いる 。 壁 の 上 か ら は スラ ム の 連なる 屋根 が 見 そえ て いる 。 望 遠 鏡 視 点 。 
故郷 の 同胞 に 語り か ける よう に ユフィ 、 心 の 声 。 
ユフィ 「( み ん な 。 こ れ が ミッ ドガ ル だ っ て )] 

サイ ト が 水平 方 向 か ら 上 方 へ 。 ミ ッ ド ガル メイ ン ピ ラ ー を 舐め る よう に 見 
で プレート の 裏側 まで 。 
ユフィ 「( お ろ ぉ ー)]」 

ュ フ ィ は プレ ー ト の 裏 を よく 観る た め に 、 の け ぞ っ て いる 。 の けり 過ぎ 
て パラ ンス が 崩れ る 。 
ユフィ 「( お わっ !?)」 

身体 を 半 回 転 さ せ て パラ ンス を 保 と うと する が 、 つ い に 壁 か ら 立 下す る 。 
持ち 前 の 身軽 さ で 体勢 を 整え 、 廃 屋 の 屋根 に 着地 する (シノ ビ ら し い ア ク 
ショ ン を 見 せる )。 こ こ で ド ヤ 上 顔 。 し か し 屋根 が 抜け る 。 飛 び 立 つ 鳩 。 痛 
が りな が ら 家 の ドア か ら 出 て くる ユフィ 。 周 囲 を 見 まわ す 。 鼻 を ひく ひく 。 
顔 を し か め る 。 

ユフィ 「 臭 っ ! 」 

真顔 に 戻っ て 

ユフィ 「( 負 ける も ん か ! )」 

周囲 を 警戒 し な が ら 歩 き 始め る ユフィ 。 ぞ の 姿 に 被せ て 気 負 っ た 声 ( こ れ 
は 後に 同志 達 に する 挨拶 の 練習 で す )) 

ユフィ 「 ア タ シ は ウー タイ 暫定 政府 の 精鋭 部 隊 

マテ リア ハン ター の ユフィ 。 
邪 劉 昧 虐 の 神 苺 カン バニ ー よ り 究 極 マ テリ ア 王 取 、 
ウー タイ の 本 気 を 示す た め 遠 方 より や っ て きた ! 
盟友 アバ ラン チ よ 、 協 力 に 感謝 する ! よろ し くね 」 


立ち 止ま り 、 周 囲 を 見 る 。 誰 も いな い 。 

ユフィ 「( 盟 友 ア バラ ンチ よ ……)」 

ュ フ ィ 、 自 分 の 編 き を 直す 。 モ ー グ り 帽 が 同志 の 目印 な の で 強調 。 
ユフィ 「( い な いじ ゃ ん ! ) 


お 迎え どこ だ ! 」 
あたり を キョ ロキ ョ ロ と 見 回 す ユ フィ 。 
ユフィ 「 モ ー グ リ モー グリ ー 一 お っ ?」 


少し 先 の 壁 、 ど こと な く ぶ さい く な モー グリ が 描か われ た ボス 
合図) を 見 つけ 、 駆 け 寄 る ユフィ 。 
ユフィ 「 こ れ を た どっ て 来い っ て こと ? 
さて は 、 ア タ シ を 試そう っ て 下 胆 ?」 
モー グリ の 絵 に 指 を 突き 立て る ユフィ 。 
ユフィ 「 い ーー い 度 胸 じ ゃ ん ! 」 
目印 の 先 に 待つ で あろ う 仲 間 に 向 か っ て 、 挑 戦 的 に 笑っ て 見 せる ユフィ 。 
腕 を 振り 回 し て 、 気 合 を 入れ る 。 


ター( 組 織 の 
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帳 番 


ユフィ 、 七 番 街 ス ラム に 到着 
| 番 街 スラ ム : 街 中 


伯 番 魔 眺 炉 事件 の ニュ ー ス が テレ ビ で 流れ て いる , 
ンチ や ウー タイ に つい て 話し て いる 。 


グ 


住人 が 群がり 、 ア バラ 


竣 メ イン スト ー リ ー と の リン ク 

メイ ンス トー リー の 仙 番 街 ス ラム の モニ ター で 流れ て いた 映像 と 音声 
を 流す 。 プ レイ ヤー に 何と な く の 時 間 帯 や タラ ウド た ちの 状態 を 理解 し 
で も ら う 。 また 、 今 作 の 英 役 で お る スカ ー レ ッ ト を 紹介 が て ら 登場 させ る 。 


人 混み の 後方 か ら ぞ の 様 を 見 て いる ユフィ 
フィ の 顔 に 広がる 笑み 。 
ユフィ 「 来 た 来 た 来 た 来 た 一 ! 」 


真剣 な 顔 で ある 。 や が て ユ 


憎き ミッ ドガ ル の 大 混乱 が うれ し い ユ フィ 。 コ ユフィ の 心 の 声 
ユフィ 「( く くく くく …… ア バラ ンチ の し わざ ? 
や る ね え 、 い いね え ! 
アタ シ も 負け な い ぞ ! )」 
ウー タイ 物 定 政府 が アバ ラン チ に 資金 援助 し て いる こと は ユフィ も 知っ て 
いる 。 ウ ー タ イ 側 の 出資 の 目的 は ミッ ドガ ル を 内 側 か ら 壊 すこ と 。 物 理 的 
に ダメ ー ジ を 与え る と 同時 に 、 ドガ ル 市 民 を 動揺 さ で せる こと が 目的 。 
一 方 アパ ラン チ の 目的 は 神 羅 カ ン パ ニー か ら 街 の 主導 権 を 奪う こと 。 あ る 
種 の 民主 化 を 求め て いる の で ユフィ と は 立場 が 異な る 。 と 、 ニ ュー ス を 見 
て いる ユフィ に 、 背 後 か ら 男 が 声 を か ける 。 
ジー ジェ 「 ユ フィ ?」 
声 に 振り 返る ろ る と 、 モ ー グ リ 帽 を に 持っ て いる 男 が いる 。 
ジー ジェ 「( 意 味 深 な 笑い )」 
ユフィ 、 思 わ ず 声 に 出 て し まう 。 
ユフィ 「 イ エス 、 モ ー グ リ ! 」 
男 は 本 家 ア パラ ンチ の メン バー、 ジ ー ジ ェ 。 見 た 目 は 普通 の スラ ム の 住人 。 
ジー ジェ 、 モ ー グ リ の 帽 ほ を ふり ぶり 。 
ジー ジェ 「( よ っ )」 
ユフィ 「 あ ん た は アバ (ラン チ ?)」 
ー ジ ェ 、 不 用 心 に 名 を 出す ユフィ を 知っ て 
ジェ 「 俺 は ジー ジェ 。 つ いて 来 な 」 
ジー ジェ 、 人 混み を 縫っ て アジ ト 方 面 へ 行く 。 早 足 。 
ユフィ 「 待 っ て よ ! 」 


ノン と の 出会い 
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ソノ ン が アジ ト に 帰宅 する 。 

ソノ ン 「 た だ いま 」 

ナ ヨ 「 お か えり 、 ソ ノン 。 ユ フィ が 
ユフィ 「 お そ 一 い ! 」 

ソノ ン 「 ご めん ご めん 」 

ソノ ン 、 ニ ニコニ コ し な が ら ユ フィ を 見 る 


待ち か ね だ よ 」 


ユフィ 「 な 、 な に ?」 
ソノ ン 「 父 上 に 似 て いな い 、 と 思っ て ね 。 
は じ め ま し て 、 ユ フィ 。 
人 は ソノ ン ・ ク サカ ペ 。 
ゴ ド ー 様 か ら 直 接 拳法 の 指導 を 一 一 」 
ユフィ 「 あ ん な 奴 の 話 は いい か ら 。 
それ より さ 、 馴染 ん じゃ っ た っ て ? 
大 人 の 街 で 遊ん で る っ て ? 
辛い の や 苦い の 、 食 べ て る ん で し ょ ! 」 
くん くん 匂い を 暖 いで 
ユフィ 「 ア タ シ の 相棒 が オヤ ジ み た い だ と 最悪 だ か ら ね 。 
と ころ で さ 、 か が め 道 当 は 行っ た の ?. 
ミッ ドガ ル 細 落 作戦 な ら 話 は べつ 。 
ぜん っ ぜん 手伝う か ら 。 
ほら 、 ア タ シ も そろ そろ オト ナ だ し ?」 
ソノ ン 「 お そろ し い ス ピー ド で 誤解 し て る な 
細 落 作戦 は 、 楽 し そう だ けど 知ら な いな 。 
と に か く 、 よ ろ し く 、 ユ フィ 先 音 」 
軽く 挨拶 代わ り の 棒術 の 拳法 的 な ポー ズ 。 


ユフィ 先輩 ? アタ シ が ?」 
ソノ ン 「 俺 の 方 が ずっ と 年 上 だ けど 
特殊 部 隊 に 入 つ た の は 君 が 先 だ か ら ね 」 
ユフィ 「 お ろ ? そう ? 
先輩 か …… い いね 。 
アタ シ 、 い つも ちび っ 子 枠 だ か ら 」 
ユフィ 、 ジ ワ ジ ワ き て る 。 ソ ノン 、 見 守り な が ら 


ソノ ン 「 究 極 マ テリ ア を 手 に 入れ て 
か め 道 楽 で お 祝い だ . 
ュ フ ィ 、 ぶ ん ぶん う ね 
の 足 か ら ぼ 紙 を 取る 。 読 ん で 
ポル コ 「 ブ ッ が 完成 し た つて さ 。 
受け 渡し は 物資 保管 区 の 倉庫 」 
ナ ヨ 、 う な ずい て 
ナ ヨ 「 ユ フィ 、 ソ ノン 。 
付き 合っ て くれ る ?」 
ユフィ 「 も っ ちろ ん ! 
街 を 歩い て 、 瑞 の こと 、 知 っ て お か な くち ゃ 」 


に 伝 圭 鳩 (アパ ラン チ 所 轄 )。 ポ ルコ が 鳩 
ナ ヨ に 


ナ ヨ は 曖昧 な 笑顔 。 街 の ひ 人 々 は 敵 で は な い の だ 。 
ナ ヨ [危険 な と ころ を 通る か ら 
準備 は し っ か り ね 。 
外 で 待っ て る 。 
支度 が 終わ っ た ら 声 を か け て 」 
ユフィ 「 り ょ ー か ー い ! 」 
ナ ヨ 、 退 出す る (アジ ト の 前 へ 移動 ) 


くく 中路 > 


ー ーー 


ナ ヨ 「ID の 受け 取り 。 
あな た た ちの 身分 証明 書 ね 」 
ユフィ 「 ジ ー ジ ェ も アイ デー(ID) を 
受け 取る つて 言っ て た けど ?」 
ナ ヨ 「 そ れ は 別 の ID ね 。 


この 街 で 生き る に は 幾つ も の ID が 必要 な の 。 
神 比 の 、 神 羅 に よる 、 神 羅 の た め の 町 だ か ら 」 
ユフィ 「 神 世 横 暴 ! 」 
ソノ ン 「 ユ フィ 先輩 、 他 人 の 家 で は 猫 か ぶれ 、 だ よ 」 
ユフィ 「 ギ ニャ ー ! 」( 荒 点 る 猫 の 真似 ) 
ソノ ン S ナ ヨ 「( 猫 まね に 反応 する アド リブ )」 


4zoyreg の 鳥山 求 


0 ナ ヨ た ちの 本 家 ア バラ ンチ は 、『BC -FFVI-」 に 登場 し た アバ ラン チ と 
同一 の 組織 な の で し ょ うか ? 


人 A BC -FFVI-」 に 登場 する 、 フ ヒト や エル フェ が 率い て いた アバ ラン 
チ は すでに 壊 減 し て いる の で 、 同 一 組織 で は あり ませ ん 。 ア バラ ン 
チ に は 複数 の グル ー プ が 存在 し 、 バ レッ ト た ち 分 派 の アバ ラン チ の 
ほか に も 、 ミ ッ ド ガル で 活動 する 竹 健 派 の 本 家 ア バラ ンチ が あり 、 
ナ ヨ た ち は そ の グル ー プ の 一 員 で す 。 バ レッ ト 率 いる 分 派 の 行動 監 
視 的 な 役割 も 帯び つつ 、 つ か ず 離 れず の 立場 を 保っ て 七 番 街 スラ ム 
で 活動 し て いま す 。 
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セブ ンス へ ブン が 見 える 。 丁度 、 何 番 廃 
ッ ト と ティ ファ 、 迎 える ビッ グ ス が 見 える 。 
ユフィ 「 ど うし た の ?」 

ナ ヨ 「 あ れ 、 分 派 の 連中 」 

ユフィ 「 分 派 っ て ?」 

ナ ヨ 「 方 針 の 違い で 採 め て 、 ア バラ ンチ を 飛び 出し た の 」 


か ら 帰 っ て きた と ころ の バレ 
二 人 を 見 て 、 ナ ヨ が 足 を 止め る 。 


カメ ラ 、 テ ィ フ ァ た ちの ほう に 移る 。 
ビッ グ ス 「 お つか れ 。 派手 に 決め た な 。 
これ で 、 仙 番 魔 眺 坊 も ーー あれ ? 
(クラ ウド が いな いこ と に 気がつく ) ク ラウ ド は ?」 
パレ ッ ト 、 苦 々 し い 表情 で 、 
バレ ッ ト 「 は ぐれ ちまっ た 」 
ピッグス 「 お い お い 」 
ティ ファ 「…… ク ラウ ド 、 大 丈夫 だ よね 」 
バレ ッ ト 「 決 まっ て ん だ ろ 。 
あれ くら い の ピ ンチ 、 な ん な く 切 り 抜 ける さ 。 
自慢 話 、 一 本 追加 つて な も ん だ 」 
ティ ファ 「 う ん 、 そ うだ ね ] 
バレ ッ ト 「 そ れ に し て も 、 プ レジ デン ト の 野郎 ! 
オレ た ち が ウ ー タ イ の 手先 だ あ ? 
バカ に し や が っ て !! 
な あ ? アバ ラ ( ン チ は 誰 の 手先 で も ね ぇ ! )」 
ティ ファ 「 バ レッ ト 」 
パレ ッ ト を 遮り 、 聞 いて いた 者 が いな いか 辺り に 視線 を 飛ば す テ ィ フ ァ 
慌て て 口元 を 押さ える パレ ッ ト 。 申 し 訳 な さそ うな 顔 。 ビ ッ グ ス が 小声 で 
話 を 続け る 。 
ピッ グ ス 「 気 に な る 情報 が ある 」 
パレ ッ ト と ティ ファ が ビッ グ ス を 見 る 。 


ティ ファ た ち を 迎え る ビッ グ ス . 


ビ ピッグス 「 ウ ォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト の ドン ・ コ ルネ オ が 
手下 を 使っ て あん た を 探し て る らし い 」 

バレ ッ ト 「 コ ルネ オ か 一 一 」 

パレ ッ ト 、 思 案 する 。 

バレ ッ ト 「 ぶ ん 、 こ っ ち は な あめ 、 神 比 を 相手 に し て る ん だ 。 
し ょ っ ぱい チン ビラ な ん か ほっ と け 」 

ティ ファ 、 納 得 し て いな いと いう 匠 。 バ レッ ト 、 

バレ ッ ト 「 テ ィ フ ァ 。 
オレ た ち は こ の あと も 走り 続け る 。 だ ろ ? 
その た め に も 、 今 は 体 ん で くれ 」 

ティ ファ 「 う ん 」 

バ パレット 、 店 に 入る 。 ド ア が 閉じ て か ら 

ティ ファ 「 わ た し 、 や っ ぱり 、 調 べ て みる ね ] 

ビッ グ ス が 何 も 言 わな いう ち に 駆け 出す ティ ファ 。 ぞ の 背中 に 、 も う 声 が 

届か な い の を 承知 で 

ピッグス 「 気 を つけ ろ よ 」 


ぞ の ティ ファ に 気づい て 


友 メ イン スト ー リ ー と の リン ク 
ここ か ら テ ィ フ ァ は コル ネオ の こと を 調べ る た め に ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ 
ト へ 潜入 する 。 


カメ ラ 、 ユ フィ た ち に 戻っ て 
ナ ヨ 「 魔 眺 炉 は . ら の 仕事 よ 」 
ユフィ 「 う わ 、 挨 拶 し と く ?」 
ソノ ン 「 い や 、 や め て お こう 。 
あの 連中 、 も う 神 黄 に マー ク さ れ て いる か も し れ な い 。 
近づか な い 方 が いい 」 
ナ ヨ 「 う ん 、 わ た し も そう 思う 」 
1 フィ は 、 応 援 する 気持 ち で 拳 を 握っ て 小さ く セ ブン ス へ ブン に エー ル を 
贈る 。 ※ こ の 時 、 ユ フィ は ティ ファ と バレ ッ ト を 目 に し て いる が 、 距離 
が ある の で ハッ キリ と は 覚え て いな い 。 
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| 番 笛 スラム: 駅 
列車 が 走り 出し て か ら あ る 程度 時 間 が 過ぎ て いる 。 
列車 で くっ つい て 立っ て いる 。 車 輔 すみ の 空間 に 立つ コ フ ィ 
張っ て 守っ て いる ソノ ン 。 コ フィ 、 守 られ て いる 感 が ある 
ユフィ 「 気 持ち ワ ルイ ……」 
ソノ ン 「 酢 う の か ?」 
ユフィ 「 う ぷ ぶ 。 
立っ て いた ら … 
ソノ ン 「 品 ] 
ユフィ 「 笑 うな 」 
ュ フィ 、 昭 む 
ソノ ン 「 メ ルフ ィ も 乗り 物 に は 弱かっ た 。 
船 、 チ ョ コ ボ …… 
列車 も た ぶん ダメ だ な ]」 
ユフィ 「 メ ルフ ィ っ て ?」 
ソノ ン 「 妹 だ 」 
ユフィ 「 ふ ー ん 」 
ソノ ン 「 上 ふた り で 一 緒 に ゴ ド ー 様 に 師事 し て いた ん だ 。 
俺 より 才能 が あっ た 」 
ユフィ 、 察 する 。 
ユフィ 「…… あ っ た 」 
ソノ ン 「 停 戦 の 年 だ 。 
神 羅 の 自 走 式 兵器 が 暴走 し て 、 そ れ を 止め よう と 一 一 


1 フィ と ソノ ン は 満員 
両 腕 を 突っ 


大 丈夫 の は ず な ん だ けど -……」 


ソノ ン は ぞ の 情景 を 
ィ は 黙っ て 見 て いる 

ソノ ン 「 こ れ は 、 復 讐 な ん だ 」 

ユフィ 「 う ん 」 

ID 検知 エリ ア 通 過 。 ユ フィ は ソノ ン の 突っ 張っ た 腕 を 見 つめ て いる 
で は な ぐ 、 妹 と し て 守ら れ て いる こと に 気づく 。 


思い か が べ て いる 。 顔 が 歪む ( 悩 し み 、 北 計 に 1 


仲間 


ユフィ 「 で も 、 ア タ シ は 妹 じ ゃ な い ] 
1 ュ フ ィ 、 ソ ノン の 腕 を グイ と 押す 。 つ か そえ が な く な り 、 乗 客 が 押し 寄せ る 。 
つぶ され る ユフィ 。 

ユフィ 「 お ぎゅ 」 

トン ネル を 進む 列車 。 
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NLBANUGY VIRBMAKEIUENALUUTMANAPNs 


カー レッ ト と 鉢合わせ 
神 羅 ビル : エン トラ ンス 
記者 団 を 抜け た ユフィ と ソノ ン 。 コ ユフィ は ジー ジェ か ら 受 け 取 っ た ID を か 
ざす 。 
ユフィ 「 こ いつ の 出番 ! 」 
ゲー ト が 開き 、 
ユフィ リーー っ と ] 
エレ ベー ター へ と 走り 、 ボ タン を 押す 。 
ユフィ 「 は や く は や く 」 
エレ ベー ター の ドア が 開き 、 乗 り 込 むふ た り 。 ユ フィ 、 エ レベ ー タ ー を 操 
作 し よう と し て ま ご つ く 。 
ユフィ 「 え ー っ と 」 
ぞ こ に 乗り 込ん で 来る 兵士 ふた り 。 
兵士 A「 待 っ て くれ 」 
ドア を お ざさ え 、 続 く 誰か を 迎え 入れ よう と する 兵士 。 カツカツ と 軸 く ハイ 
ヒー ル の 音 が 近づく 。 


悠然 と 乗り 込ん で くる スカ ー レ ッ ト 。 ス カー レッ ト は ユフィ た ち に 見 向き 
も し な い 。 扉 が 閉まり 、 操 作 パ ネル の そば の 兵士 が ユフィ た ち に 成 圧 的 に 
聞く 。 
兵士 B「( ユ フィ た ち に ) 行 寺 先 は ?」 
ソノ ン 「 地 下 。 兵 器 開発 」 
エレ ベー ター( 女 性 ) 「 下 へ 参り ます 。 ドア が 閉まり ます 」 
動き 出す エレ ベー ター。 
スカ ー レ ッ ト 「 っ た く 、 と ん だ と ば っ ちり ね ] 
チラ リ と ユフィ た ち を 見 る 。 ユ フィ も 思わ ず 見 返す 。 慌 て て 逸らす 。 笑み 
を 間 か べ る (侵入 者 で ある と 気がつく ) ス カー レッ ト 。 ス カー レッ ト は アバ 
ラン チ か ウー タイ の 者 だ と アタ リ を つけ 、 カ マ を か ける 。 神 紀 兵 に 話し か 
ける 形 で 、 ア パラ ンチ と ウー タイ を コケ に する 。 
スカ ー レ ッ ト 「 ウ ー タ イ も 條 息 よね 。 

アバ ラン チ な ん か と 手 を 組ん で 

コソ コソ 攻撃 し て くる な ん て 。 

ウー タイ 人 は 誇り 高い と 聞い て いた けど 

それ は 若 の 話 みた いね 。 

今 の ウー タイ さん は 

神 羅 に た か る 虫 み た いな も の よ 」 
エレ ベー ター が 地下 に 着く 。 ド ア が 開く 。 す る と 、 ス カー レッ ト が 後ろ の 
二 人 に 話し か ける 。 
スカ ー レ ッ ト 「 ね 、 あ な た た ち も 、 そ う は 思わ な い ?」 
怒り を こら える ユフィ 。 自 分 の 震え る 腕 に 気づく 。 ソ ノン が ユフィ の 腕 を 
掴ん で いる 。 掴 ん で いる その が 岩 え て いる の だ 。 ユ フィ を 制止 し て いる 
つも り だ が 、 自 分 の 手 が 懲り で 震 えて いる 。 
ユフィ 「 思 いま す 。 そう で すね ! 」 
ニッ コリ と 笑う ユフィ 。 
スカ ー レ ッ ト 「 い い 笑 顔 ] 
エレ ベー ター か ら 降 り 、 エ レベ ー タ ー ホ ー ル を 歩く 一同 。 ユフィ た ち も 、 


スカ ー レ ッ ト の 後 を 追う 。 が 、 ユ フィ た ちの 前 
ユフィ 「 え ?」 

ドア を 叩く ユフィ 。 

ユフィ 「 ち ょ っ と ! 」 

スピ ー カ ー か が ら ス カー レッ ト の 音声 が 流れ る 。 
スカ ー レ ッ ト 「》 ウー タイ の ネズ ミ さ ん は 、 あ っ ち 」 

違う ドア (背後 に ある 方 の 扉 ) が 開く 。 

スカ ー レ ッ ト 「 め な た た ち に は 新しい 兵器 の 実験 台 に な っ て も ら うわ 」 
スカ ー レ ッ ト が 去っ て いく 。 

ソノ ン 「 く そっ !」 


、 ド ア が 閉まる 。 


閉じ た 扉 に 攻撃 する ソノ ン 。 冷 静 さ を 欠い て いる 。 
ソノ ン 「 絶 好 の チャ ンス だ っ た の に ! 
あの 女 は 兵器 開発 部 門 の スカ ー レ ッ ト 。 
メル フィ を 殺し た 兵器 を 作 つた 張本人 ! 」 
ユフィ 、 ソ ノン の 慣 り を 見 て 、 若 干 冷静 に な る 。 
ユフィ 「 落 ち 着い て 、 ソ ノン 。 
落ち 着 こ う 。 
アタ シ た ち 、 何 し に 来 た ?」 
ソノ ン 、 コ フィ を 見 る 。 荒 い 息 が 整い は じ め る 。 気 恥ず か し い 。 
ソノ ン 「 先 輩 、 す まな い ] 
ユフィ 「 い いよ 。 
ムカ つく の は アタ シ も 同じ 。 
究極 マテ リア ん と こま で 、 案 内 させ れ ば 良かっ た よ 」 
ソノ ン 、 開 いた ドア の ほう を 見 る 。 
ソノ ン 「 ど こ に 案内 する 気 だ ……」 
ユフィ 、 エ レベ ー タ ー を 確認 する 。 い くら 押し て も 、 ボタ ン が 点灯 し な い 。 
ユフィ 、 肩 を すぐ め る 。 
ユフィ 「 行 っ て や ろう じゃ な い の 。 
マテ リア 研究 フロ ア だ よね 。 
待っ て ろ 、 マ テリ ア ち ゃ ん 」( 不 敵 に 笑っ て ) 


Scenario Staff Q&A 4zwpereg の 鳥山 求 


0 〇 ユフィ の 新規 エピ ソー ド の お も な 舞台 が 神 羅 ビ ル の 地下 と な っ た の 
は 、 ど ん な 狙い に よる も の で し ょ うか ? 


A 神 羅 ビル の 地下 に は 、 ス カー レッ ト 率 いる 兵器 開発 部 門 が 「 究 極 マ 
テリ ア 」 の 開発 実験 を つづ け て いる 施設 が あり ます 。 こ の 施設 へ 満 
入 し て 究極 マテ リア を 奪う と いう の が 今回 の ユフィ た ち シ ノビ の 任 
務 な の で 、 神 羅 ビ ル 地下 を 物語 の 舞台 と し まし た 。 恋 多き 地下 に ス 
ポッ ト を 当て る こと で 、 神 羅 に 潜む お 間 を 描く の も 目的 の ひと つ で あ 
り 、 そ の 象徴 と な る の が 、『DC -FFVI-」 に 登場 し て いた ディ ー ブ グ 
ラウ ンド で す 。 
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開発 フロ 中 


| 神 羅 ビル 地下 : 開発 エリ ア 3F・ マ テリ ア 研 究 フロ ア クス 

3 階 ま で 上 が っ て きた が 、 一 見 進め る 道 が な い 。 

コワ フィ 「 ど 、 ど っ ち ?」 

あっ ち へ 行き 様 見 て 、 こ っ ち 来 て 様 見 て (足場 が な い 、 下 方 面 を 見 る ) 

ユフィ 「 迷 っ ちゃ っ た な あ 」 

ソノ ン 「 先 輩 、 落 ち 着 こ う 。 
そう だ 、 豆 。 ダ チャ オ 豆 ある ?」 

ユフィ 「 あ る けど ?」 

ユフィ 、 豆 を 数 個 出し て ? 


す 。 ソ ノン 、 一 粒 口 へ 放り 込む 。 悠然 と 噛む 。 


| 神 朋 ビ ル 地 下 : 兵器 試験 場 


スカ ー レ ッ ト が 締 ら れ 拘 束 さ れ て いる 。 
ソノ ン 「 言 え ! 何 を し た !?」 
スカ ー レ ッ ト 「 さ っ きか ら 鍋 鳴っ て ば か り 。 
それ が ウー タイ 流 ?」 
ソノ ン 「 く っ 」 
ユフィ 「 ソ ノン 、 も うい いよ 。 
それ より お ば さん 、 究 極 マ テリ ア は どこ !?」 
スカ ー レ ッ ト 、 目 を 細め る 。 
ユフィ 「 知 っ て る よ ? 
無理 くり 、 強 力 な マテ リア を 作っ た ん で し ょ ! 」 
確か に スカ ー レ ッ ト は 特別 な マテ リア を 作ろ うと 精製 実験 の 準備 を し て ぎ 
た 。 し か し 、 ぞ こ に プレ ー ト 其 下 計画 が 挟み 込ま れ 延期 に た っ て いた 。 ブ 
レー ト 番 下 計画 が 成功 し て か ら 、 改 め て 実験 を 行なう 予定 。 
スカ ー レ ッ ト 「 へ え …… な か な か いい 情報 網 を 持っ て る の ね 。 
それ と も 内 通 者 が いる の か し ら ?」 


大 メイ ンス トー リー と の リン ク 

ここ で 言及 され て いる マテ リア 実験 と は 、 神 羅 ビ ル で の スカ ー レ ッ ト 
イベ ント で 行なっ て いた マテ リア 実験 の こと 。 結 果 的 に 失敗 し て し まう 
の で 、 究 極 マ テリ ア を 人 人 為 的 に 作る の を 諦め る が 、 の ち に 、 魔 眺 坊 な ど 
で 特別 な マテ リア (ヒュ ー ジ マテ リア ) が 精製 され て いる こと を 知る 。 


ソノ ン が 異様 な 気配 を 察知 する 。 壁 も し く は 床 を 破壊 する 音 や 振 
動 な ど ( ネ ロ と DG ソ ル ジ ャ ー た ち が デ ィ ー ブ グラ ウン ド か ら 上 が っ て き ぎ 
た )。 耳 を 浴 ま せ て いる ソノ ン 。 

ユフィ [ 何 ?」 

ソノ ン 「 ち ょ っ と 見 て くる 」 

ユフィ 「 す ぐ 戻 っ て よ 」 

ソノ ン が 実験 室 か ら 出 る 。 ス カー レッ ト も 、 ネ ロ た ち が や っ て 来 た こと を 
察知 する 。 時 間 稼 ぎの 会 話 を 始め る 。 
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ユフィ 「 噛 め る !2」 

ソノ ン 「 あ た り ま え だ よ 」 

ュ フ ィ 、 自 分 も 豆 を 食べ る 。 ガ リガ リ 。 

ユフィ 「 う れ し い よ 、 ソ ノン ]」 

ソノ ン 「 わ か る 」 

ユフィ 「 ア タ シ た ち 、 同 卿 の 仲間 だ 」 

ソン ノン 「 あ あ 、 心 強い 」 

ソノ ン は ユフィ が 差し 出し た 最後 の 豆 を 口 に 放り 込む 。 ユ フィ も 残り を 口 
に 入れ る 。 迷 いか ら 生じ る 不安 な ど を 追い 払う よう な 気分 。、 ユ フィ 、 リ ラ 
ックス し て 見 上 げ る と (カメ ラ 福 視 ) 裏 剣 で 切 る と 垂れ 下がり そう な ロー 
ブ の ギミック を 見 つけ る 。 

ユフィ 「 あ っ 、 あ れ 使え る か も ! 」 

ソノ ン 「 よ し 、 行 こう ! 」 


4zmpeg の 鳥山 求 


〇 ① ウー タイ 名 物 と し て 本 作 で 新た に 登場 し た ダチ ャ オ 豆 と は 、 ど の よう 
な も の な の か 教え て くだ さい 。 


人 A ダチ ャ オ 豆 は ウー タイ の 地元 で 採れ る 、 栄 養 豊 富 で 滋 差 強壮 に 効果 
的 な 豆 で す 。 シ ノビ が 妥 密 行動 で 長期 の 任務 に あたる と き に 携帯 し 
て 、 栄 養 補給 に 役立て て いま す 。 保 存 性 を 高め る た め に いぶ し た ダ 
チャ オ 豆 は 皮 が と て も 硬く な る の で 、 ウ ー タ イ の シノ ビ の 串 練 の ひ 


Scenario Staff Q&A 


と つと し て 、 ダ チャ オ 豆 を 噛み や ぷる 修行 も し て いる よう で す 。 味 
は 、 ま ず 苦 み が 翼 いま す が 、 噛 みあ しめ て いく と ほのか な 甘み が 感じ 
られ る よう に な り ま す 。 


スカ ー レ ッ ト 「 確 か に 、 ゴ ー ジ ャ ス な マテ リア を 作る 準備 は し て きた わ 。 
で も 、 ま だ 出来 て な い の ] 

ユフィ 「 ウ ソ 。 だ まさ れる も ん か 」 

スカ ー レ ッ ト 「 ホ ント よ 。 他 の 仕事 で 忙し く な っ て 実験 を 延期 し た の 」 

ユフィ 「 他 の 仕事 ?」 

スカ ー レ ッ ト 「 ふ ふ 、 こ こ だ け の 話 。 私 た ち 、 七 番 ブ レー ト を 落と す の 。 
ウー タイ と アバ ラン チ の 犯行 に 見 せ か け て ね ] 

ユフィ 「 何 それ 。 
プレ ー ト を 落と す ? は ?」 

ユフィ 、 ミ ッ ド ガル の 構造 に まだ 疎い の で うま く 想 像 が で き な い 。 昭 間 、 

爆発 音 が 力 く 。 続 いて 、 銃 声 一 一 戦闘 音 が 聞こ える 。 

ユフィ 「 何 ?」 

スカ ー レ ッ ト 「 あ ら 、 お 友達 が 戦っ て る みた いよ ? 
加勢 に いか な く て いい の ?」 

ユフィ 、 ス カー レッ ト こ と 戦闘 音 が 聞こ える 方 向 を 見 比べ る 。 

ユフィ 「 く 」 

駆け だ す コ フ ィ 。 

スカ ー レ ッ ト 「 急 ぎ な さい ! 


キャ 八 八 !」 


黒 の 魔 刃 


神 羅 ビル 地下 : 計測 エリ ア 


ユフィ と ソノ ン が 党 戒 し な が ら 計 測 エ リア へ と 入っ て くる 。 ぞ の 様 写 を 、 
マジ ッ ク ミ ラー 越し の 隣室 の 計測 室 か ら 計 測 モ ニタ ー な ど で 、 観 察し て い 
る 神 比 の 研究 員 た ち 。 
研究 員 A 「 対 象 の 侵入 を 確認 。 

これ より 、 ツ ヴィ エー ト の 戦闘 テス ト を 開始 する 」 
指示 に 、 測 定 担当 者 (研究員 B) が うな ず き 、 装 置 を 操作 する 。 計 測 モニ タ 
ー に 映し 出さ れる ネロ の 姿 。 モ ニタ ー 画 面 内 に 様々 な 数 値 が 表示 され る 。 
モニ ター 映像 に 重ね る な ど で 、 再 び ユ フィ た ちの 視点 に 移行 。 ネ ロ が 間 の 
力 で 、DG ソ ル ジ ャ ー の 首 を 持ち 上 げ て いる 。 周 り に は DG ソ ル ジ ャ ー の 死 
体 が 転がっ て いる 。 
ユフィ 「 ど うな っ て る の ? 仲間 割れ ?」 
ネロ が 反応 する 。DG ソ ル ジ ャ ー を 持ち 上 げ て いる 間 の 力 が 強まる 。 
ネロ 仲間?」 
DG ソ ル ジ ャ ー 「( う めき 声 )」 
ネロ 「 デ ィ ー ブ グラ ウン ド に そん な も の は な いよ 」 
ユフィ 「 デ ィ ー ブ 、 何 ?」 
ネロ 「 ボ ク と 兄さん の 遊び 場 ] 
ユフィ 「 そ こ 、 ど いて くれ な い ?」 
ネロ の 目前 の DG ソ ル ジ ャ ー が 間 に 包 まれ て 消え る 。 同 じ よ うに 周囲 に 転 が 
っ て いた DG ソ ル ジ ャ ー た ち も 間 に 沈ん で 消え る 。 構 える ユフィ と ソノ ン 。 
ソノ ン 「 ダ メ ら し いね 」 
ユフィ [一応 聞 いて みた だ け ! 」 
人 も 戦闘 態勢 に 入る 。 
ネロ 「 さ お あ 、 楽 し か み ま し ょ うか 」 


く 中 略 > 


ネロ 、 愉 悦 の 声 を あげ る 。 
ネロ 「 フ フフ ! いい ! いい ! 
も っ と 感じ させ て くだ さい ! 痛み を ! 死 を !」 
ソノ ン 「 先 輩 ! ここ で 決め よう !」 
ユフィ 「 ま っ か せな さ ーーー い ! 」 
ュ フ ィ と ソノ ン が 輝 身 の 連携 攻撃 を 繰り だ す 。 ネ ロ 、 間 に 包ま れ 消 減 す る 。 
ユフィ 「 勝 っ た ?」 
ソノ ン 「 あ あ 」 
ユフィ 「 や っ た あ ! 」( た め 息 まじ り ) 
さす が に 疲れ た 表情 を 見 せる ユフィ 。 ソ ノン 、 ほ っ と し つつ も 、 脱 出口 を 
探し て 周囲 を 見 回 す 。 計 洋室 (パト ルフ ェ ー ズ 2 で 入っ た ) に ある 、 エ レベ 
ー タ ー に 気づく 。 ソ ノン は すこ し お どけ て 、 声 を か ける 。 


ソノ ン 「 お つか れ の と ころ 、 な ん で すけ ど 、 
急い で 脱出 し な いと 」 
ユフィ 「 ち ょ っ と 休憩 し な い ?」 
ソノ ン 「 お ぶろ うか ?」( ニ ッ コ リ ) 
ユフィ 「 げ え 、 け っ こう で す ]」 
二 人 は エレ ベー ター へ 向かう 。 二 人 が 去っ た あと 、 微 か に 間 が 渦巻 く 。 エ 
レベ ー タ ー( と ぞ の 行き 先 な ど が わか る パネ ル ) が 見 える 。 
ユフィ 「 あ っ た 」 


INTERmiSsion CHAPTER 2 


ursRur &k VOICE SCRIPT 


BNALEANUSY INBMMKEIUENALUUTMANAPNs 


神 加 ビ ル ョ BI 

する と 、 ソ ノン が 背後 か ら 迫 る 気配 に 気がつく 。 ぞ の 気配 の 危険 さ を 察 し 
た 章 那 、 表 情 が 真剣 に 変わ る 。 ソ ノン が ユフィ の 背中 を 押す 。 

ユフィ 「 ち ょ っ と 、 何 (すん の )] 

文句 を 言っ て 振り 返る と 、 ソ ノン の 脱が ユフィ を 守る よう に ガ シ ッ と エレ ベ 
ー タ ー の 扉 に つか れる 。 ぞ れ は プレ ー ト に 上 が る 列車 の 中 で 、 人 混み か ら 
守っ て くれ た と き の よ うな 体勢 で ある 。 ソ ノン が 何 か か ら ユ フィ を 守る よう 
に 立っ て いる 。 ソ ノン の 足元 に 痢 が 迫り 、 ぞ の 胸 を 突き 破る よう に いく つ 
も の 刃物 (ネロ の 羽根 ) が 飛び 出す 。 刃 物 の 切っ 先 が 、 コ ユフィ (の 顔 ) に 迫る 。 


ユフィ 「 ソ ノン ?」 

実は 《 淀 み の 力 》 が 暴走 し た ネロ が 突 遇 し て お り 、 それ を ソノ ン が 盾 と な り 、 
ユフィ を 底 っ て いた 。 今 も 暴走 し た ネロ を 必死 に 抑え て いる 。 

ツル ン Ex 折ら al| 

ソノ ン 、 最 期 の 力 で 近く に ある エレ ベー ター の ボタ ン を 押す 。 

ユフィ 「 そ ん な 」 

ソノ ン 「 頼 む ……」 

ユフィ 「 で も 」 

ソノ ン を 買 く 刃 。 

ユフィ 「 ソ ノン …-」 

ソノ ン 「 先 輩 …… 生 き の び て 、 戦 え ……」 

ユフィ 「 や だ よ …… そ ん な の …」 

ユフィ の 背後 の エレ ベー ター の 扉 が 開く 。 ユ フィ 、 力 な く 後ずさり 、 エレ 
ベー ター に 入る 。 

ユフィ 「 ソ ノン !」 

扉 の 支え が な く な り 、 ソ ノン の 腕 が だ らん と 垂れ 下がる 。 扉 が 閉まり 始め 
る 。 ソ ノン 、 上 を 見 上 げ 、 静 か に 目 を 閉じ る 。 ネ ロ の 間 の 力 は 租 い 続け 、 
ソノ ン は カカ を いれ て 守っ て いる 。 記 が 閉まる 。 

ユフィ 「( 言 葉 に な ら な い 叫び ) あ ーーーー 一 っ !」 


取り 残さ れ た ソノ ン 。 コ フィ を 見 送り 微笑 お む 。 ガ クリ と 膝 を つく 。 ポ ケッ 
ト を 探る な ど し て ユフィ か ら も ら っ た ダチ ャ ゴ オ 豆 を 口 に 放り 込む 。 し か し 
も う 力 が 入ら ず 噛 め な い 。 

ソノ ン 「 固 っ …」 

遠のく 意識 。 妹 の 時 と は 違い 、 助 ける こと が 出来 た と ホッ と する 。 ソ ノン 
の 上 顔 に 笑顔 が 広がる 。 

ソノ ン 「 メ ルフ ィ ー…]」 

妹 の 幻影 が 見 えた らし い 。 ゆ っ くり と ネロ の 暗 間 に 取り 込ま れ 、 消 える 。 


Scenario Staff Q&A 4zspeze7 が 鳥山 求 


〇 ネロ と の 戦い の あと 、 ユ フィ は 荒野 で チョ コ ボ に 乗っ て いる こと か ら 、 
クラ ウド た ちと 近い 時 期 に ミッ ドガ ル を 出 た と 思わ れ ま す 。 七 番 プ レ 
ー ト 落下 以降 の ユフィ の 動き を 教え て くだ さい 。 


人 AA ユフィ は 七 番 プレ ー ト の 落下 を 目撃 し た あと に 、 単 独 ドガ ル 
を 脱出 し て いま す 。 本 家 ア バラ ンチ の アジ ト が あっ た 七 番 街 スラ ム 
に も どる 余裕 も な く 、 混 乱す る ミッ ドガ ル の 警備 状態 に 助け られ る 
形 で 脱出 に 成功 し まし た 。 時 間 軸 的 に は 、 ク ラウ ド た ち が ミ ッ ド ガ 
ル を 出る の と ほぼ 同じ ころ に な り ま す 。 


IN 3 ai 


人 0 


FINAL FANTASY VI REMI 和 ME 、 議 』 


トル ホイ ス 


TFFVI リメイク 』 の バト ル で は 、 と っ た 行動 や 状況 の 変化 に 応じ て 、 各 
3 キャ ラク ター が セリ フ を フル ボイス で し ゃ べ る 。 短い 言葉 か ら で : 


を 感じ 取れ る よう な 、 作 りこ まれ た セリ フ の 数 々 を 吉 能 し て ほし い 。 
※ 短 いか け 声 や 息づかい の み の ボ イス は 、 基 本 的 に 割愛 し て いる 


1 
5 クニ ロロ に ぶ だ ん は クー ル な 口調 で ひと こと 話す だ け だ が 、 仲 間 が 戦 周 不 能 
は | 念 255 ド (CV : 李 ) 状 に な っ た と き な ど に は 、 内 に 秘め た 優し さか 言葉 に 出 て くる 。 
| バトル 開始 や っ て や る | 攻撃 を 受け た と き の 反 応 
し よーe フレ イフ モー ド co ek AA 
相手 に な ら な い か え 狙う ぞ 小さ く ひ る ん だ それ で ? 
Vs 神護 (通明) 遠 貼 は し な い スキ を 突く か すり 傷 だ 
ご 任 表 だ 集中 し て いく に 
足止め の つも りか ? アジ ルド モー ド に 切り 2 こき 9 ーー ほ 
面倒 だ な …… か え 四 揺 さ ぶ っ て いく WP 
Vs 神護 (上 迫 し た 状況 ) | 仙 は な い 相手 じゃ な い か きま わし て や る ーー 
油断 は で き な い こい 5 
邪 放 だ ガー ド の 欄 え (アサ ル | 受け て や る フウ ン ル 2 ちがっ た に Sc 
らら どう DD トモ ー ド 時 か か っ て こい 6 
ド Vs モン スタ ー( 肖 褒 時 ) | こい 防ぐ gi 
埋 い な 人 受け て 立つ 
ガー ド の 構え (ブレ イ 5 
片づけ る 1 見 杜 め る 6 i 
Vs モン スタ ー( 此 迫 し | や られ は し な い いつ で も こい PT の 1 
た が 集 じ て いく 護 め の 広務 を ガー ド | 本 MI 
この 程度 か 譲る わけ に は …:: 
| 時 本 69 な アク ショ ン コイ yl に e っ た 。 EE 
ー 強め の 攻撃 を ガー ド G な っ だ な と と 
凍る 持ち こたえ た か ? あら が えな い 
どけ っ ! あん ea PE 
組 う 1 ガー ド 後 の カ ウン ター | アマ い 了 上 状態 が 解 褒 さ れ た 二 ら ない だ な 
損 た る 1 ムダ だ 
a くら え ! 切り か えよ う , り この まま で | 
た た かのう 08 よ ) 1 回 (フレ イブ モード っ た 倒れ る わけ に は … 
っ 動け る うち に 
2T | 本 の 結果 に 応じ た 反応 
仕上 げ だ トー 戦 四 能 状態 に な っ た | な ん - 
た た みか ける ! 7 な ET 
ン 艇 を ヒー ト さ せ た 。 | ひる ん だ ! 
た た か う ( 空 中 ) いま だ 1 
この スキ に …… ! |P 回 衝 
ここ で 仕掛 ける ! - 
追い 討ち だ ] 自分 を 回 衝 ( ケ アル 、 
瑞 を バー スト させ た | 攻め る ぞ Pa 主人 
お ES ポー ショ ン 、 
に SER3 ンー タク ラプ 0) 。 
(つぶ や く よ う に ) 逝 け So) 
( 仙 応 よう に ) 授 け ! 
自分 回復 (ケア ル ラ 、| く 
届 を 倒し た ケア ル ガ 、 メガ ポ 
ン 、 エリ クサ ー ノ ※1) 
仲間 を 回 復 (※1)、 い | いけ る か ? 
攻撃 を 弾き 返さ れ た の り 無理 は する な 
まだ いけ る な ? 
仲間 の 戦 四 能 状態 を に 回 
開 ムチ ャ は する な 
自分 の 戦 不 能 状態 が 回 する 
解 -… こ こ か ら だ 
導 1… 自 分 と 仲間 の 両方 回復 する と き は 、 実行 時 
の ター ゲッ ト が 自分 な ら 「 自 分 回復 」、 仲 各 


な ら 「 仲 間 を 回 復 」 の ボイス に な る 


。 ng 電 
人 


| 武器 アピ リティ ケア ル 、 ケ アル ラ 、 リ | いけ | 押 作 キャ ラク ター 切り か え 
ー : ジェ ネ 、 ケア ル ガ 、 レ E 
イズ 、 アレ イズ (※4) | 放 て ! 4 
フレ イ バ ー Ei 目 人 一介 常時) | そっ ち は ま か せる 
っ た オマ ク だ よう 
ちっ 気仙 いす ぎる な 
本 ポイ ソナ 、 エ スナ ( 自 
(5 ウッ シコ に 1 PE に)) ー = - 
AR 打ち 消す 自分 一 仲間 (自分 が 瀬 | 
スキ は 与え な い 死 か 不利 な 拓 態 変化 | 
SN 了 GO 本 議 請 | | 半 
スリ フル 5 
ディ ス オ ー ダ ター( ア サト に っ uev< そ 
ルト モー ド 時 ) 拉 に SS 
サイ レス 牙 ら せる に RS 決め て や れ 
ディ ス ォ ー タ ー( フ レル 凡 P く すす 調子 に 乗る な いま が チャ ンス だ 
イブ モー ド 時 ) 舞 ぶ ぷっ て いく バー サク 、 み や ぶる 、 | 先手 だ つづ け て いく ぞ 
が か きま わし て や る くさ い 皿 確実 に いく 
EAAGit つ 請 備え だ 
42) 還 &B れ AS か 9 き を E め る | 08W9) 
沈 柄 は いい な スロ ウ 、 スト ッ プ | 足 E め だ 
果て まで 食らい つけ 好き に は させ な い 
破 眺 た た みか ける 
4 手 っ 取り 早く いく 仲間 一 自 分 (自分 が 泊 
障害 を 取り の ぞ く 死 か 不利 な 状態 変化 発 
友 黄 の 捕え (3) デバ リア 、 デス ペル 生 中 
を 振り 下る す と き の ポ イス は [ブレ イ バ | バリ ア 、 マ バリ ア 、 ウ | 
2 コー 介 一 自分 ( 敵 が バー 
ー… ガ ー ド 後 の カ ウン ター を 行なう と き の ポ イス 8 に 手打 Mio 
は 「 基 本 的 な アク ショ ン 」 を 参照 ATB フ ー ス ト 、 アイ ス 
| リミット フレ イク 、 リミット 技 ea 
限界 を 超え る 。 ※4…… ゴ ー ス ト 、 フ ァ ン トム 、 ヘ ル ハ ウン ド 、 グ ロ ロ 
P/【 せ て や る ウ ガ イ スト に 対し て 使用 し た と き ( こ れ ら の 戦 且 不能 状態 に な っ た | 前 に 出す ぎ だ 
リミット プレ イク し た | 放す る 前 に は 回 梨 法 で ダメ ー ジ を 与え られ る ) バレ ッ ト 一 自 分 (物語 | そこ で 見 て ろ 。 
BB ※5:… 仲 間 に 使用 し た と き の ポ イス は 「HP 回 復 ] の | 前 \) 気 が 向い た ら 助 け て や る 
「 仲 間 を 回 復 」 と 同じ 還 
遊び は 終わ り だ 韻 を 正 全 と 同 と っ と と 終わ ら せ る 
つう アイ テム (HP 回 復 以外 ) カタ 
四 り 3 戦 不能 状態 に な っ た [| 
3 和 後 を 億 いろ 自分 に 使用 人 
新光 に 名 れ ! 【 
クラ イム ハザード | すべ と を 剛 け る あ 生 は 
悪く 思う な 作 昌 に 使用 
本 気 で いく 戦闘 不能 状態 に な っ た | 
加 6 3 ティ ファ ー 自 分 
0026 財 須 まで 楽し め 融 に 使用 介 衝 わら せる 
| 購 央 まで 楽し め 語 1 の 
SM 
アビ リティ (HI り 
し 3 (HP 回 届 M2D に に 5H 人 介 に な っ た | 
血 え 上 が れ ! 出生 だ エア リス ー 自 分 
況 き 尽 くす 1 希 6 そ 
ファ イア 、 フ ァ イ ラ 、 [た s 
ファ イガ 4 NE 杏 映 を 実行 耕 れろ 
あがり 出す 1 IE CE 
が だ 
いて つけ ! 当然 の 結果 だ 
どう っ て こと な い 
フリ ザ ド 、 フリ ザラ 、 勝利 通常 時 ) 進む ぞ 
押 誠 召 史 際 の な り ぎ わ 芋 CE 
終わ っ た な 
| 民 か せ た な 
サン ダー、 サ ンダ ラ 、 
サン ダ ガ 


勝利 ( 圭 勝 時 ) 


| 何 を や っ て る ん だ 、 俺 は 
役立た ず の な ん で も 屋 か 


エア ロ 、 エ アロ ラ 、 エ 
アロ ガ 


バイ オ 、 バ イオ ラ 、 バ 
イオ ガ 


クラ ウド と は 対照 的 に 、 ア ツ く 荒 々 し い 言葉 を 感情 の まま 叫ぶ 場 
面 が 多い 。 勝利 時 に お な じみ の ファ ン フ ァ ー レ を 口ずさむ こと も 。 


バト ル 開 始 


VS 神明 (通常 時 ) 


V8 神 攻 ( 叔 迫 し た 状況 ) 


VS モン スタ ー( 通 常時 ) 


た 


1 た た か う ( 諸 手 銃 ) 


た た か う (近接 攻撃 直 器 ) 


。 ぷっ ぱな す 


と っ し ん 


エネ ルギー リロ ー ド 


ガー ド の 構え 


弱め の 攻撃 を ガー ド 


強め の 攻撃 を ガー ド 


VS モン スタ ー( 緊 迫 し 
状況 ) 


基本 的 な アク ショ ン 


気 に 食わ ね ぇ ! 
返り 対 ち に し て や ら あ 


な ん で あろ う が ぶ っ ツブ す ! 
奈 


相手 し て や ら ぁ ! 


暴れ が い が あ る っ て も ん だ ! 


どけ どけ ぇ ! 


いく ぜ ぇ ! 


まだ まだ ぁ ! 
ぶっ ぱな す ! 


いく ぜ え え ! 


フチ か まぁ す ! 
見 て ろ よ ! 


HP 回 復 


敵 を ヒー ト さ せ た 


敵 を バー スト させ た 


王 を 倒し た 


| に の っ 1 
攻 到 を 弾き 返さ れ た 


その まま へ ぼっ て な ! 
ざま ぁ ね えな ! 


| この まま つづ けん ぞ 
お ネン ネ か ぁ !? 


小さ く ひ る ん だ 


大 きく ひる ん だ 


ダウ ン し た 


ダウ ン か ら 立ち 上 が っ た | 
代り は 返す ! 


1 
スタ ン 居 感 に な っ た | な だ 


スタ ン 中 
スタ ン 状 態 が 解除 され た | に 
加 上 状態 に な っ た 


睡 上 状態 が 解除 され た |- 


瀬 死に な っ た 


波 虹 不肖 状態 に な っ た | 


目 分 を 回 復 ( ケ アル 、 
リジェ ネ 、 ポー ショ ン 、 
ハイ ポー ショ ン 、 チ ャ 
クラ ン ※1) 


ケア ル ガ 、 メ ガ ポ ボー ショ 
ン 、 エリ クサ ー/※ 1 ) 


仲間 を 回 復 (※1)、 い 
の り 
仲間 の 戦 還 不能 状態 を 
解除 


自分 の 戦 半 不能 状態 が 
錠 際 


まだ まだ ぁ ! 
へ っ 、 よ ゆー 


気休め だ けど な ! 
こっ か ら 本 気 だ ! 


頼ん だ ぞ ! 
' お い 、 いけ る か が! 


こっ か ら 反 撃 だ ! 


チッ 、 見 て ろ よ ・ 
ら 本 気 だ 


束 ]…… 目 分 と 仲間 の 両方 を 回 復 する と き は 、 実行 時 


の ター ゲッ ト が | 


自分 な ら 「 自 分 を 回 復 」、 仲 間 


な ら 「 仲 間 を 回 復 」 の ボイス に な る 


武器 アビ リティ 


ド 根 性 


フュ エル バー スト 


アバ ラン チ 弄 


アン ガー マッ クス 


エナ ジー アッ パー 


グラ ンド ブロ ウ 


ゼロ レン 


ュー ト 


残さ ず 食らえ よ ! 


集中 砲火 だ 、 覚 悟 し な ! 
食らえ ! 


リミット ブ プレイ 


リミット ブレ イク し た 


グレ ネー ド ボ ム 


カタ スト ロフ ィ 


ヴィ ジョ ン 


キタ キタ キタ キタ ぁ あ あ ! 
星 の 怒 り を 思い 知れ ! 


ちょ っ と ば か し 無理 する ぜ 


| 看 法 、 アビ リティ (HFP 回復 以外 ) | アイ テム (HP 回 復 以 外 ) 
誠 光 あせ | そら よ ! cre 
つ に cr 
ファ イア 、 ファ イラ 、 PD ST = 
FM これこれ 
4 ほら よ ! 
消し 上 だ ぁ 1! 作 間 に 使 用 
| こ お っ ちまえ } と っ と け 
| ー 持っ て け ! 
4 隊 に 使用 訪 ら っ と け ! 
) これ で どう だ っ ! 
ぶる え 上 が れ ! 
感電 注 意 い ! 尼 避 
リ ビ リ だ ぁ ! これ が 時 の だ ! 
サン ダー、 サ ンダ ラ 、 2 1 ニ ー 
サン ダ ガ ー ン と 落ち ろ _ 9 に し て A 
脳天 杭 打 ち ! 召喚 を 実行 一 緒 に 異 れ よう ぜ 
目 ん 玉 飛 び 出ろ ! さ ー て 、 お 楽し み だ 
3 テ に いっ て くれ 1 
HE 肖 加 IE ア 器 あき 洗 No 
82 如 史 族 の 去り ぎわ 
っ 飛ん で け ! | ご ー く ろ - さ ん ! 
ツラ 、 こ れ は ! あと は オレ に まかせ な ! 
バイ オ 、 バイ オラ 、 バト これ は ラクダ ご の 
0 の た うち まわれ 間 PFr ラ ーー 
ラ 、 リ | それ っ ! 
エネ クア ルレ GA! 
イズ 、 アレ イズ (%) 「 自 人 一介 ( 肖 時 ) | 月 人 待 し て る ぜ ! 
8 が さ ね ぇ ぞ 1 
[ 陳 な る 府 法 陣 」 の 果 | も いっ ちょ 1 ぞ ! 
に より 謀 法 を 追加 で 放 …ーー そっ ち は どう だ 1 
3 ダメ 押し だ ! 
5 自分 一 仲間 (自分 が 光 
2 : ど お り よ し 死 か 不利 な 状態 変化 発 | 導 
ダリ い の は 召 い だ せ 1 生 中 ) 
R 小細工 は 通じ ね ぇ ! 
9 ひる ん で る ヒマ は な 4! 
2 5 Bi 
5 畑中 し て け よ ! 
まだ つづ く ぜ ! 
待っ て まし た ぁ ! 
000W 他 了 自分 ( 党 時 ) 
大 人 し くし て も ら う ぜ ! ' お う 、 まかせ と け ! 
スロ ウ 、 スト ッ プ そこ で 指 くわ えて な ! まだ いけ っ か ? 
ちょ こま か と お 政 礎 くせ ぇ ! 仲間 一 自分 (自分 が 滞 | ちと キツ いか ……? 
ヘイ スト く 死 か 不利 な 状態 変化 発 | いま か よ ・ ! 
! 生 中 ) | ふん ぱり ころ だ ! 
邪魔 モン は と っ ぱら う ! し ゃ ー ね ー や っ た る ! 
デバ リア 、 デ スペ ル | 先 に 角 父 だ 1 由 凌 わ らら せ て や ら ぁ 
手間 か けさ せ や が っ て ! 
本 リー 
バリ ア 、 マ バリ ア 、 ウ | や り 過ごす ぞ ! SI20.00 
ォ ー ル | ま と も に 廊 5 う か よ ! | やう て や ら ぁ ! 
ラク させ て も ら う ぜ ! 


の みや ぶる 


ATB ブ ー ス ト 、 ア イス 
オー ラ 、 堆 気 吸収 


| たまに ゃ こう いう の も な 1 


2…… コ ゴー スト 、 フ ァ ン トム 、 ヘ ル ハ ウン ド 、 


グロ 


ウ ガ イ スト に 対し て 使用 し た と き ( こ れ ら の 
敵 に は 回 復 魔 法 で ダメ ー ジ を 与え られ る ) 


間 に 使 用 し た と き の ボ イス は 「HP 回 復 ] の 


「 仲 間 を 回 復 ] と 同じ 


yrstar @ WOICE SCRIPT 


RMAL AASYYVIRBMKEMANENMLUUIMAMA Ps 


戦闘 不能 状態 に な っ た 
クラ ウド ー 自 分 (物語 
前 半 ) 


戦闘 不能 状態 に な っ た 


クラ ウド ーー 自分 (物語 


な に や っ て ん だ お 前 ! 

成 勢 の 良さ は どう し た よ ? 
お い 、 報酬 に 見 合っ て ね ぇ え ぞ !? 
オレ は 、 助け ね ー) か ら な !? 


動 っ 人 どこ ろか が 足 手 まとい 
だ ろ ! 


お 前 が い 
だ あぁ る 面倒 くせ ぇ 、 し っ か 
り し ろ ! 


後半 ) 
戦 不 能 状 態 に な っ た 
ティ ファ ー 自 分 の PV か 
ティ ファ に 何 し て くれ や が 
っ た ! 
| 可 い 、 目 を 路 し ち ま ! 
戦 還 不 能 伏 態 に な っ た | 
エア リス 自分 | 
| 加 人 ひと り 守れ ね え 
| バト ル 終 了 
ざっ と 、 こん な も ん だ ! 
お と と いき や が れ っ ! 
脇 っ た ぜ ぇ ! 
勝利 (通常 時 ) いっ ちょ あー が り 一 っ て な ! 
どん な も ん よ ぁ ! 
ちゃ ちゃ ちゃ ちゃ ー ち ゃ ー 
ちゃ ー ち ゃ っ ちゃ ちゃ ー だ ! 
| リー ダー 失格 だ ぜ ぇ ・ 
くそ っ 、 う まく ね え 
ダー ム オ ー バ ー 


早 すぎ ん だ ろ …… オ レ に は 、 
まだ …・ 


ん だ …… 


こく 3 


5 


、 


「 強気 な 発言 が 目立つ も の の 、 じ つ は 意識 し て 気丈 に 振る 舞っ て い 
| デイ ブフ ア (CV: 伊藤) る こと が 、 ピ ンチ の と き の セリ フ か ら うか が える 。 
| バト ル 開 始 | 攻撃 を 受け た と き の 反 応 | 武器 アビ リティ 
ほじ め よ う ! まだ ! 決め て く ! 
くる な らき な さい ! ASSOSAE 人 司 551 秘技 (1 答 中 目 ) | ここ か ら 1 
Vs 神 世 ( 洛 時 ) 内 は させ な い ! ご 5 集中 
た た き の めし て あげ る ! 0 秘技 (役目 ) | M2) 
そこ を どい て 2 そこ だ っ ! 
好き に は させ な い ! as の 迄 げ て も ムダ 
Ve 神座 ( 辿 し た 状況 ) | あら め な いか ら ! 決 め っ ! 
ここ で や ら な ぎゃ ! ダウ ン か ら 立ち 上 が っ た 遅い っ 1 
負け な いか ら ! 見 て な さい ! 
人 及 負 だ よ ! yo: | yo ここ か ら つ な け る ! 
Vs モン スタ ー( 通 常時 ) | 相手 に な っ て あげ る ! の クン 人 誠 和 SE Eee Sak 
か かう て き な さ い ! em よかっ た 
CI スタ ンカ 人 さ れ た | ニュ 
ソラ ラー Gav| に ん と きこ そ 、 中! うう 、 過 バッ ク フ リ ッ プ 
し | ここ が 矯 人 居 り どこ ろ ! ね 6、 い 
: や られ る 前 に 倒す ! ダメ 、 ここ で オー バー ドラ イブ 
5 5 も うっ! 0 
| 時 本 的 な アク ショ ン 還 朋 状 胡 が 解除 され た に いま の な 1 AT 和輝 が さ な い か ら 1 
そこ ! こん な と ころ で ……! 見 切っ た ! 
当て る ! 和 な た 負け た く …… な い の に 1 正 馬 容 き 突き 破る | 
いく よ ! だ まだ 終わ れ な い …… ! 打ち くず すす! 
6 だ が 3 2 あき ら め な いか ら … ! ※ ら …-「 リ ミッ トブ レイ ク 、 リ ミッ ト 技 の 「 リ ミッ ト 
それ っ 1 ご めん な さい プレ イク し た 」 と 同じ 
久 取 ら す ! 。 | 隊 5gC の る ※3…… 到 撃 始 時 の ポイ ス は 「 基 本 的 な アク ショ ン ] 
まだ だ まだ 1 戦 有 能 状 態 に な っ た トー デー と れ な い の 「 た た か う (「 秘 技 解 放 ] の 1 段階 目 の 効果 中 
as g 1 に くり 出す 攻撃) と 同じ で 、 最 後 の 一 因 の ポ 
ER ニー イス は [基本 的 な アク ショ ン 」 の [た た か う (『 秘 
Em 8 | HP 加 和 人 AI の 2 の 多 果 に くり 出す 人 
これ で ! 自分 を 回 復 (ケア ル 、 き 
信 す [ リジェ ネ 、 ポー ショ ン 、| 刻 くい こう | リミット ブレ イク 、 リ ミッ ト 技 
た た か う (「 秘 技 解放 | せ ー の ! の に チ ヤ | ここ は 尼 陣 に 限界 の 先 へ ! 
の 2 役 階 目 の 効果 中 に | 打ち 抜く 1 2 所 1 キツ い の いく よ ! 
くり 出す 攻撃) 光 ん で 1 の こ トブ レイ ク し た | タダ じゃ すま な いか ら 
締め る っ 1 ン 、 エリ サー ) | あき ら め な い ! 私 の 本 気 、 見 せ て あげ る ! 
決め っ 1 頑張っ て ! 前 えら れる と 思わ な いで ! 
測 BA 仲間 を 回 復 (※1)、 い | ここ か ら だ よ ! ーッ これ で 決め る ! 
5 和 ※ が さ な い の り ra RE 全 カ で いく 1 
多 打ち 抜く ! 全国 に いこ う 1 ドル フィ ン ブ ロウ | た た き の めし て あげ る (※4) 
= 沈 C で ! 待た せ て ご めん ここ か ら が * 番 ! 
HB22g 蹴 散 ら す ! 仲間 の 戦闘 不能 状態 を | これ で いけ る ? ヴィ ジョ ン まだ 超え られ る ! 
ガー ド の 本 え SM 角 除 立て る よね ? いま 、 超 えて みせ る ! 
押 か っ て き な さ い ! し うか り 立 て 直 そ う ! 誠 4…… こ れ 以 外 の ポイ ス は 「 リ ミッ トブ レイ ク し た 」 
よっ と ! 自分 の 戦 有 不能 状態 が | まだ や れる ! と 同じ 
ー ド ! \ ら 近 避 竹 いり 
MS : 間 『 る びら! | 記 去 、 ア ビリ ティ (HP 回 復 以外 ) 
TH ※1…・ 自 分 仲間 の 両方 を 回 復 す る と き は 、 実行 時 委 い の いく よ 1 
強め の 必 軸 を ガー ド | に 芝 ん の ター ゲッ ト か 自分 な ら 「 目 分 回] 仲間 | ファ イア 、 フ ァ イ ラ 、 333T 
まだ まだ っ ! な ら 「 仲 間 を 回 復 」 の ポイ ス に な る ファ イガ 思 
焦げ つい て ! 
| 攻撃 の 結果 に 応じ た 反応 本 いと kl 
スキ あり ! ブフ [る えな さい 1 
くずれ た ! ほ は C け ろ ! 
表 を ヒー ト さ せ た ae ーー 
チャ ンス だ よ ッッ ー、 ッッ タラ 、 508uc 
有 さ な い ! 2 | と とろけ! 
攻め て こう ! シビ れ る よ ! 
英 を バー スト させ た | た だ みか ける ! 本 計 科 BBiGI 
ここ で 決め よう ! ROMAU 
篤 わ り ! 近 ま れ な さい 
じゃ あ ね バイ オ 、 バイ オラ 、 バ | ao れる ? 
瑞 を 倒し た し と め た ! イオ ガ 
層 計 SET ケア ル 、 ケア ル ラ 、 リ | 当たれ ! 
ジェ ネ 、 ケ アル ガ 、 レ 
し に 2 と ES 
い 息 (5) そこ だ ! 
攻撃 を 弾き 返さ ぐれ た 「 宮 な る 魔法 陣 の 効果 | いっ け ぇ ! 
に より 府 法 を 追加 で 放 
っ た も っ と ! 
5…「 く さい 恩 ! 以 外 は 、 ゴ ー ス ト 、 フ ァ ン トム 、 
ヘル ハウ ンド 、 グ ロウ ガイ スト に 対し て 使用 
し た と き (これ ら の 生 に は 回 衝 法 で ダメ ー 
ジ を 5 えら れる ) 
も 演 も 介 っ の 】 at 生 半生 |54 生 


ポイ ソナ 、 エス ナ ( 目 | て 語 み よ 」 | 探 作 キ ャ ラク ター 切り か え | バト ル 終 了 
分 に 使用 /※6) 5 間 還 よろ し くね ! 
の 327 よら し る 
出生 だ よ 
i ー 作 間 G 3 
RE |BEBGS1 勝利 (時) 
ト 、 アイ ス オ ー ラ 、 霊 1 
0 な 自分 一介 ( 自 分 が 放 に p エ で CD 
スリ フル 、 サイ レス 、 | これ な ら 、 どう ? な し 没 れ を 変え な きゃ 
バー サク 、 デ バリ ア 、 生 中 ) 
デス ベル 、 ス ロウ 、 ス | これ も 作戦 ! いっ た ん 下がる ね. 
トッ プ 那 麻 し て お くね ! つない で いこ う 
自分 一 仲 間 ( 敵 が バー| 力 を 信 (3) 
スト 中 ) この まま いく よ ! 
02 キツ い の よ ろ し く ! 
1 | さあ 、 いく よ ! ぎ は 二 張 る か ら ! 
※6…… 仲 間 に 使用 し た と き の ポ イス は 、「HP 回 復 」 人 間 一 自 分 (通常 時 ) | よー し や っ ちゃ お う ! あき ら め な いっ て 、 決 め た 
の 「 仲 間 を 回 復 」 と 同じ と ちせ" 管 ち な 
| アイ テム (HP 回 復 以外 ) わた し に まかせ て ! ゲー ム オ ー バ ー の 
これ ! 仲間 一 自分 (自分 が 瀬 私 に は や っ ぱり 、 無 理 な の 
アイ テム を 使用 (対象 | いく よ ! 電 キー 
は 問わ ず ) それ っ ! 
よし っ ! 
仲間 一 自分 (前 が バー 
に し 信 スト 中 ) 
召 只 を 実行 生 う 人 お が 1 MT 介 に な っ た 
思う 存 分 、 や っ ちゃ っ て ! に 
戦 不 能 伏 態 に な っ た | 私 
お つか れ さ ま バレ ッ ト 一 自分 ムチ ャ する ん だ か ら . 
召 史 陰 の 去り ぎわ 戦闘 不作 状 態 に な っ た | 私 が し っ か り し な いと 
8 組ま エア リス ー 自 分 待っ て て 、 す ぐ 助 ける ! 
ゃ あ 、 } 
フッ ぶ だ ん と 同様 に 、 独 特 な 言い まわ し で 明る く 話 す 。 と は いえ 、 バ 
[ ア し (CV : 1 
8 リス (CV : 坂本) トル 開始 時 の 言葉 の と お り 、 で きれ ば 戦い は 避け た いよ うだ 。 
| バト ル 全 始 
Ve 神 攻 ( 通 常時 )、Vs 小さ く ひ る ん だ 
モン スタ ー( 通 常時 ) 光 X 
大 きく ひる ん だ 
Ve 神 記 ( 和 迫 し た 状況 ) | 
いい 江 、 如 る よる ガー ド の 本 え 225 だ 
アリ ? 
Va モン スタ ー( 上 し は る の Se 
た 状況 ) 25ODLSCTT ダウ ンカ ら 立 ち 上 が っ た トド 
| 時 本 的 な アク ショ ン 強め の 攻撃 を ガー ド スタ ン 状態 に な っ た 
攻撃 の 結果 に 応じ た 反応 上 
た た か う 敢 を ヒー ト さ せ た スタ ン 状態 が 解除 され た | に 
時 状態 に な っ た 
敵 を バー スト させ た 
各 上 状態 が 解除 され た | よい 、 し ょ っ と 


敵 を 倒し た 


攻撃 を 弾き 返さ ぐれ た 


滞 死 に な っ た 


戦 不 能 状 態 に な っ た | 


お は よう ご ざい ます …… 


シ 条 
クラ ン ※1) 27 人 に 中 
頼っ 
自分 を 回 復 (ケア ル ラ 、 
ケア ル ガ 、 メ ガ ポー シ ジョ 1 | 
ン 、 エリ クサ ー/※1) | 頑張 ろう ! 2 ブリ ザラ 、 吾 爾 羽 の な りき わら | また 、. 会 お ! 
仙人 0 つき も 、 よろ し くね 
他 上 の 戦 四 有 状 感 サン ター、 サン ダラ 、 | 押 作 キャ ラク ター 切り か え 
角 際 サン ダ ガ E 
いけ そう か な ? 
自分 の 戦 不 能 状 感 が 自分 件 了 ( 半 ) 
解除 Py 和 き の 、 な じ 1 エア ロバ エア ロラ 、 エ 
に アロ ガ 
、。。。"!B こ NO 所 を 思 す る と き は 時 
の ター ゲッ ト か 自分 な ら 「 自 分 を | ロ 
ら 守 バイ オ 、 バ イオ ラ 、 バ 
々 [WWG 還 RUIO ポ イス に な る 2 RSHTEE 
、 | 疎 叶 アビ リティ ケア ル 、 ケ アル ラ 、 リ 1 の 84 
ジェ ネ 、 ケ アル ガ 、 レ | これ っ ! 
り イズ 、 アレ イズ 、 くさ 
アス ピル きめ As 2 : 
ちょ うだ い ? [ 了 な る 必 法 陣 ! の | 自分 一 仲間 ( 融 が バー 
いた だ きま す ! に より 茸 法 を 追加 で 放 he 
廃 法 で 決め て こ ! っ た 
了 な る 麻 法 陣 ポイ ソナ 、 エス ナ ( 自 | 泊 
と と か らい くま T 分 に 使用 ※9) 調子 、 も どっ た ? 
近づく と 、 あ ぶな いよ ? レジ スト 、 バ リア 、 マ バ | これ で よし 、 っ と 
トド イノ セン ス フ ォ ー ス 上 の ーー リア 、 ウ ォ ー ル 、 ATB プ [な 和 仲間 一 自分 (通常 時 ) 
も う 、 っ た か 51 
5 どん どん 飛ん で け ! お まかせ あれ ! 
マジ カル サー バン ト スリ フル 区 れる 、 か な : 
こん な の 、 どう か な ? 仲間 一 自分 (自分 が 源 
P 40 死 か 不利 な 人 了 変 化 発 
間 ジ ャ ッ シ ジメント レ ィ に 
記 
本 eK コバ 人 引か バー 
スト 中) 
二 了 人 ゆっ くり 、 し て ね 
EE RECT スロ ウ 、 ス トッ プ | あわ て な い 、 あわ て な い 人 に 
。 | リミット ブレ イク 、 リ ミッ ト 技 I の ん び O、 いこ こ クラ ウド 自分 うそ うそ ! 
こ 、 基 作 お やつ] 戦 不 須 態 に な っ た | に まかせ て 
リミット ブレ イク し た | みん な の た め に ! 人 21 バレ ッ ト 一 自 分 E 
不能 伏 能 に な っ た | 
に ug デバ リア 、 デス ペル | 昌 馬 | kuku 
これ で よし ! 耳 
2…T く さ Um コー スト ファ ッ ト ム 、 | パト ル 終 了 Tp 
ご ヘル ハウ ンド 、 グ ロウ ガイ スト に 対し て 使用 
の 3 ES し た と き (これ ら の 表 に は 回 復 用 法 で ダメ ー 
1 を 与え られ る ) 間 
… 仲 間 に 使用 し た と き の ボ イス は 、「HP 回 復 」 に 
ヴィ ジョ ン の 人間 を 回 衝 」 と 同じ | 


アイ テム (HFP 回復 以 外 ) 


アイ テム を 使用 (対象 


は 問わ ず ) 勝利 ( 午 勝 時 ) 


ゲー ム オ ー バ ー 


物語 終 器 の 特定 の バト ル に 、 ゲ スト キャ ラク ター と し て 参戦 する , 
感情 を あま り 出さ ず に 、 抑 えた 声 で つぶ や く よ う に 話す 。 


た た か う 


ガー ド の 村 え 


バイ オ 、 ケ アル 


スピ ン フ ァ ン グ 


スタ ー ダ スト レイ 


バト ル に 参加 する の は 、 七 大 分 室 で の 連戦 時 。 高 所 か ら 英 を 撃つ 
と き や ミ サイ ル ラ ンチ ャ ー を 壊す と き に し ゃ べ る 。 


一 | 


| ほ 5 よ っ ! 


攻撃 の 結果 に 応じ た 反応 
ミサ イル ラン チャ ー を 
破壊 し た 


攻撃 を 受け た と き の 反 応 


は 


地 夫 (設置 時 ) 


地 電 (設置 後 ) 


いっ け ー! 


| いま ッ ス ! 
地 国 に 読込 な セッ ス よ 、 ク 
ラウ ド さ ん 


クラ ウド さん 、 地 電 の 場所 
か くに ん か くに ん 一 


まだ 地 電 、 残 っ て る ッ ス よ 。 
誘導 は まかせ た ッ ス ! 


ガー ド ハ ウ ンド か ら 多 選 


げ ま わっ て いる 最 中 


ガー ドル ハウ ンド を 挑発 


ご ち そ う は こっ ち ッ ス ! 


息切れ し て 足 を 止め た 


ビザ 、 飛び 出 そ 。 


コン テ ナ に 困っ た 
一 半 邊 移 ツ ス ! 
ま 、 まだ まだ ー! 
う ーー! 
コン テ ナ か ら 5 敵 り た | お 2 と ご 


ガー ド ハ ウ ンド が 倒さ 


その 他 
ビッ グ ス が ミサ イル ラン 
チャ ー を すべ て 破 款 し た 


お 疲れ さま 


| バト ル 開 始 (物語 前 半 ) 


合っ た り ケ ンカ 腰 で 話し た りす る が 、 


物語 が 進ん で 


互い を 理解 し て か ら は 口 ぶ り が 軽く な り 、 意 気 投合 する と きも 。 


| バト ル 終 了 ( 物 語 前 半 ) 


VS 神 牙 
(通常 時 ) 


VS 神 訓 
( 緊 和 し た 
状況 ) 


Vs モッ スター 
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クラ ウド 


バレ ッ ト : 


クラ ウド 
バレ ッ ト 
クラ ウド 
バレ ッ ト 
クラ ウド 


バレ ッ ト : 


クラ ウド 


バレ ッ ト : 
バ パレット: 
クラ ウド : 


バレ ッ ト 


クラ ウド : 
バレ ッ ト : 
クラ ウド : 
バ パレット: 
クラ ウド : 


バ パレット 
クラ ウド 
クラ ウド 
バレ ッ ト 


クラ ウド : 
バレ ッ ト : 


クラ ウド 
バレ ッ ト 
クラ ウド 


バ パレット: 
バ パレット: 
クラ ウド : 


バレ ッ ト 
| クラ ウド 
バレ ッ ト 
クラ ウド 


バ パレット: 


クラ ウド 
クラ ウド 
バレ ッ ト 
クラ ウド 
バレ ッ ト 
クラ ウド 
バレ ッ ト 
クラ ウド 
バレ ッ ト 
クラ ウド 
バレ ッ ト 


バレ ッ ト : 
クラ ウド : 


バレ ッ ト 
クラ ウド 
バレ ッ ト 
クラ ウド 


バレ ッ ト : 
クラ ウド : 


バレ ッ ト 


クラ ウド 


ぶん … 
これ で 負け た ら 笑 っ て や る よ ! 
相手 に な ら な い 

ちがう っ て と こ 見 せ て も ら う ぜ ! 
すぐ 片 づ く 

じゃ な きゃ 雇っ た 甲斐 が ね ぇ 
アン タ で も 倒せ る 

サポ る つも り じ ゃ ね ぇ だ ろ な !?. 
ムダ な こと を …… 

ハッ 、 楽 勝っ て か ? 

神 鞭 相 手 だ 、 遠 央 は し ね ぇ ! 
向こう も 本 気 だ 

いち いち 邪魔 くせ ぇ ! 
それ が 仕事 だ 

な め て ん の か コラ ァ ! 

ハッ …… か も な 
ザコ に 用 は ね 
避 ん …… や られ る な よ 

気 に く わ ね ぇ ヤツ ら だ ぜ ! 
お 互い さま だ ろう 

邪 肛 は する な 

ケン カ 売 っ て ん の か 、 あ ぁ !?. 
足 は 3 引 つ 張る な 

その 言葉 、 そ っ くり 返す ぜ ! 
か ば う 気 は な い 
頼ん で ね ぇ よ ! 

どい て ろ 

誰 に 向かっ て 言っ て ん だ !? 
負け た ら 承 知 し ね ぇ ぞ ! 
その と き は アン タ も 一 緒 だ 
引く わけ に は いか ね ぇ ぞ ! 
言わ れる まで も な い . 

お お い 、 勝 て ん だ ろう な !2 
うる さい 

や っ べ ぇ ぞ や べ ぇ ぞ 1!? 

だ まっ て や れ 

アン タ の 出番 は な い 

ハッ 、 そ りゃ あり が て ぇ な! 
俺 が や る 

ケッ 、 勝 手 に し や が れ ! 
そこ で 見 て ろ 

指図 すん じゃ ね ぇ ! 
アン タ は 下がれ 

て め ぇ だ け 目 立 と うっ て か ? 
どい て ろ 

何様 の つも り だ ぁ !? 
ちょ ろ い ヤ ツ ら だ 1 

ハッ 、 アン タ の こと か ?. 
ちょ ちょ いのち ょ ー い よ ! 
ぷん:…: だ と いい な 

つま ん ね ぇ 相手 だ ぜ ! 

アン タ に は 似合い だ 

うー、 し ょ っ ぽい な ぁ ! 

だ まっ て 動け 
邪魔 だ 邪魔 だ ぁ ー ! 

: うる さい … 


VS 神器 
(通常 時 ) 


VS 神 忠 
( 緊 据 し た 
状況 ) 


Vs モン スタ ー 
(通常 時 ) 


VS モッ スタ ー 
( 緊 過 し た 
状況 ) 


億 た ちの 英 じ ゃ な い 


: 軽く ひね っ て や ら ぁ ! 


手加減 は し な い 

いく ぜ ぇ ! 
悪い が 一 瞬 だ 

は は っ 、 自 信 た っ ぷり か よ ! 


: な に が こよ う が 一 緒 だ 
: まとめ て こい や ぁ ! 


身 の ほ ど 知ら ず だ な 
言う じゃ ね ぇ か 


: うさ 晴らし に は も っ て こい だ ! 


や る ぞ 
神 曜 に 情け は か け ね ぇ ! 


: 必要 な い 


跡形 も 残さ ね ぇ ! 


: ああ 

: ひね り ツ ブ し て や ら ぁ ! 

: 寛司 し ろ 

: 日 ころ の うら み を 晴らし て や る ! 


熱く な りす ぎる な 
遠慮 は いら な い 
そう こ な く っ ちゃ な ! 


: た た みか ける ぞ 


お う 、 ボ ポッ コ ポ ボコ だ ぁ ! 


: 全力 で いけ 

: 言わ れる まで も ね ぇ ! 

: 熟 烈 な 歓迎 だ ぜ ぇ ! 

: ぬか る な よ 

: 神苑 相手 に 引け る か よ ! 
: その つも り も な い 

: 全力 で いく し か ね ぇ な ! 


ああ 、 や る ぞ 

先 を 急ぐ 

は い は いっ と ぉ ! 

準備 は いい か ? 

と っ くに で き て ら ! 

すぐ 終わ る 

一 気 に い く ぜ ! 

片づけ る ぞ 

あー っ ちゅ 一 問 だ ! 

容 散 は し な い 

区 だ っ た な ぁ ー! 
は し ね ぇ ! 


: ハッ 、 し た こと が ある の か ? 
: 敵 じ ゃ ね え ! 

ド : や りす ぎる な よ 

: 楽勝 ! 

ド : 一 気 に い く ぞ 


命知らず が ! 
遠慮 は いら な い 


: 全力 で いく 
: 得意 分 野 だ ! 
: 遠 喉 は いら な い 


そり ゃ 楽し めそ うだ ! 
思い きり いけ 


: へ っ 、 言 われ な く と も ! 
: 気 ぃ 張っ て け よ ! 

ド : ああ 

: 思い っ きり や ん ぞ ! 

ド : 遠 具 は いら な い 

: や られ ん じゃ ね ぇ ぞ ! 

ド : アン タ も な 


勝利 
(通常 時 ) 


マ く 見 すぎ た か …… 
: 手 え 抜 いて ん じゃ ね え ぞ ! 
勝ち は 勝ち だ 

け 惜しみ か ぁ ? 

こま で 苦戦 する と は 

し っ か り し て くれ や ! 

な ん つっ だ か な あ …… 

: つぎ は 本 気 で いく 

: ん な ぁ ー、 ソ ル ジ ャ ー も た い 
し た こと ね ぇ な ! 
られ た い の か ? 

リ ギ リ じ ゃ ね え か ! 
アン タ も だ ろう 


勝利 
( 議 騰 時 ) 


| バト ル 終 


く や っ た 
… お う 、 つ ぎ い く ぜ ! 


勝利 バレ ッ ト : は は つっ つ 、 ま 、 こ ん な も ん よ 
(通常 時 ) | バレ ッ ン ガ ン 進 む ぜ ! 

つっ 走り すぎ る な よ 

\ い 感じ じゃ ね ぇ え か? 

の まま いく ぞ 

れ ぞ チー ム ワ ー ク っ て な ! 


勝利 
( 笠 勝 時 ) | バレ ッ っ と あぶ な か っ た か ……? 
策 が 必要 だ な 

' す が に アセ っ た ぜ …… 
きか た を 見 直 そ う . 

つ 、 情 け ね え 顔 し て ん ぞ ?. 
アン タ も な 


warpRur &k VOICE SCRIPT 問 
FNALFANMASY WIREMAKE MMERALUUIMANA Ps 
| 結 ー ょ eo ーー 回 いずれ も 、 ク ラウ ド の 言葉 を ティ ファ が 受け る と いう 流れ で し ゃ 
クラ ウ ド 8 テ ィ ファ べ っ て お り 、 テ ィ フ ァ の ほう か ら 切 り 出 すこ と は な い 。 
| バト ル 開 始 クラ ウド : 一 衣 で 終わ り だ | バトル 終了 
クラ ウド : 負け る 相手 じゃ な い デイ ファ : 務 ! クラ ウド : つぎ に 仙 え ろ 
思い っ 切り や っ ちゃ う ね ! クラ ウド : すぐ 片 づ く 
電 い 相手 だ LA 勝利 
うん 、 いけ る ! Vs ソス ター| クラ ウド : 一 気 に い く ぞ (通常 時 ) 
Vs 神 : 手 早く いく ぞ 人 70 テン の いま び でき 。 く な い 動 きだ 
(通常 時 ) : わか っ た ! クラ ウド : 揚 手 は ザコ だ も し いで し ょ ?. 
: 半 間 は か け な い テイン ァ > 世 め ちゃ お う まな い 、 長 引か せ た 
うん 、 決め て いこ う ! クラ ウド : 敵 じ ゃ な い ラウ ド の せい じゃ な い 
濁し 切る ぞ ティ ファ : 私 た ちな ら 余 挫 記 和 5 = 
ここ は 攻め て いこ う ! クラ ウド : 気 は 抜け な い ( 笠 騰 時 ) 
油 白 する な EX ケ に GE クラ ウド : ケガ は な いか 、 テ ィ フ ァ 
大 丈夫 、 ま か せ て ! ( 票 辿 し た | クラ ウド : 朋 ら す ぞ ! ティ ファ : 足 、 引 っ 張 っ ちゃ っ た か な … 
V 神 曜 の 1 e) | ディファ: 政 峰 は させ な い ! 
( 伺 過 し た 立ち 止ま っ て られ な い ! クラ ウド : どい て も ら う 
2 切り 拓く ティ ファ : 手早く いく よ ! 
: うん 、 いこう! 
で 三 KN 緊迫 し た 状況 以外 で は 、 ク ラウ ド の カッ コ つ けた セリ フ を 、 エ ア 
アロ 
紙 クラ ウド 8 エアリス リス が 軽く 受け 流す の が お 決ま り の バタ ー ン 。 
| バト ル 開 始 急ぐ ぞ 
クラ ウド : ここ は まかせ ろ そこ 、 通し て ! 
エア リス : そう いう わけ に は : 突破 する 3 。 
クラ ウド : 他 の 仕事 だ vs モッ スタ ー ーー こもっ 
vs 神 羅 | エア リス : 私 の 仕事 も や 、 あ る で し ょ ? 0 十 人 な 人 
(通常 時 )、 | クラ ウド : すぐ すむ に 寺 で は S い ま 
Ve モン スタ ー| エア リス : 協力 すれ ば 、 で し ょ ? 偽 づけ る ぞ 
(通常 時 ) | クラ ウド : 下がっ て ろ めん 、 急い で る の ! 
エア リス : そう 言わ れ ま し て も : や る ぞ 
クラ ウド : あま り 前 に 出る な : うん 、 や る し か 、 な い ! ※ バ トル 終了 時 の か け 合い ポイ ス は な い 
エア リス : じゃ 、 う し ろか ら 
クラ ウド : 倒す し か な い 
… わ か っ た 1 
いけ 
師 配 、 い ら な いよ 
2 ね じ あ せる ぞ 
RT 間 手加減 、 ム リ だ か ら ! 
この まま 突き 進む 
うん 、 や りき ろう 
切り 抜け る ぞ 
: 一 緒 に 、 ね ! 
ー クラ ウド ティ ファ の か け 合 い ポ ボイス と 同様 に 、 バ レッ ト が 先 に 
ッ 
\ レ ツ ト & テ ィ ファ し ゃ べり 、 テ ィ フ ァ は それ を 受け た セリ フ を 返す 。 
| バト ル 開 始 バ : 他 た ちの 瑞 じ ゃ ね ぇ ! | バトル 終了 
バレ ッ ト : 全部 蹴 浅 らし て や ら ぁ ! の 26 だ な バレ ッ ト : 
ティ ファ : その 意気 9 ティ ファ 
バレ ッ ト : と っ と と プチ の めす ! 8 に = 勝利 バレ ッ ト : 
ティ ファ : 止め られ な いか ら ! VS モン ッ スター| バ レッ ト : 相手 し て や ら ぁ ! (通常 時 ) | ティ ファ : バレ ッ ト 、 声 大 きい 
vs 神 攻 | バレット: 邪 諏 す ん じゃ ね ぇ ! の た 半 わ りあ バレ ッ ト : 負け る わけ が ね ぇ ! 
(通常 時 ) | ティ ファ : そこ を どい て ! 和議 2 ティ ファ : うう ん 、 バ レッ ト っ て ば 
: いい 度胸 じゃ ね ぇ か ! ピー バレ ッ ト : ヒヤ ヒヤ し た ぜ ! 性 
通し て も ら う ! OS る ティ ファ : も っ と 手 が あ っ た は ず ト 
: 止め られ る と 思っ て ん の か ? デポ ン ア ベイ ヤセ 人 ら 認 0 勝利 。 | レット: や ば か っ た な …… 
: 見 く び ら な いで ! ES ( 笠 勝 時 ) | ティ ファ : この まま じゃ ダメ だ ね 
: 裕 相手 に 負け られ っ か ! 本 バレ ッ ト : は ぁ ー、 な ん と か な っ た か 
通し て も ら う ! ( 票 過 し た | パレット : 舘 た ちな ら や れん だ ろ ! ティ ファ : つぎ に 活か そう * 
いう ちょ 異 れ て や ら ぁ ! ンー ルン 6 お る 
人 | ティ ファ : 押し 功 ろう ! バレ ッ ト : だ ぁ あ 、 著 記 く せ ぇ ! 
Na) : コイ ツ を 倒し て 神 必 も ソ ブ すぅ ! シン と 
ティ ファ : 負け る わけ に は いか な い ! 
バレ ッ ト : な ん だ ろう が ぶっ 倒す ! 
ティ ファ : うん 、 勝 と う ! 
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ルン 』 


IS2522 二 


一 緒 に 出現 し た ガー ド 」 
ハウ ンド が 「 ネ ッ ク バ イ 」 
ト | の 動作 を 開始 し た 


か 


打ち 上 げ ら れ た 


HP が ゼロ に な っ た 


!( 失 1) 
が ら 空 きだ ! (※1) 
スキ あり っ ! ( 療 1) 
どう だ ! (※1) 


これ で どう だ ! 
可 ち 抜く 
外す も の か ! 
狙撃 つ ! 
それ っ 1 
当たれ ! 
吹き 飛 ペ 
くれ で や る ! 
回 徴 する ! 


| 応 人 処置 だ ! 


倒れ は せん ! 
いけ ! 

や れ ! 

か が かれ! 

押さ えつ けろ 「 
の し か か れ ! 


※1…… 警 備 殿 の み 言う 


グレ ネー ドラ ンチ ャ ー、 
ナパ ー ム ラン チャ ー 


クラ ッ カ ー 機 震 
打ち 上 げ ら れ た 
HP が ゼロ に な っ た 


( 和 備 兵 と 同じ ) 
そこ ! 

いま だ ! 

見 切っ た ! 
いけ っ ! 

吸っ 飛べ 
当て る ! 
外さ ん 
透 が すか ! 

( 和 備 兵 の 「 手 交 ! と 同じ ) 
( 牛 備 兵 と 同じ ) 
( 和 備 兵 と 同じ ) 


人 圧 兵 、 上 級 鎮圧 兵 


スタ ン ロ ッ ド 


シー ルド バッ シュ 


シー ルド タッ クル 


バニ ッシュ ロッ ド 


右手 の ロッ ド を 下 に @ 
回 振っ た 


右 肩 を まわ し た 


盾 を 構え 直し た 


その 場 で トン トン と 軽 


く 跳 ね た 


大 きく ひる ん だ 
HP が ゼロ に な っ た 


だ ! (※ ら ) 
し びれ ろ ! (※ ら ) 
食らえ ! (※ ら ) 
いく ぞ ! (※ ら ) 
まだ ぁ ! (※ る ) 
も っ つと ! (※ ら ) 
も うい っ ちょ ! (※ ら ) 
見 て ろ よ ! 

し と め る ! 

覚 何しろ ! 

途 が すか H 
lgs! 
邪魔 だ ! 


落ち ろ ! 
全力 で いく ! 
速 が さん ! 
目標 、 捕 所! 
区 き 飛ば す ! 
食らえ ぇ っ ! 
どけ どけ ! 
突撃 

邪魔 邪 ! 
ツブ れろ っ ! 
そこ か ! 
くれ て や る ! 
放 生 ! 

どう だ ! 
麗 が ほし いか 
見 せ て や る 
ビリ ッ と いく ぜ 
覚悟 し ろ ! 

し と め て や る 
巧 あ が き は よせ 
| 図 に 入る あな 
いつ で も こい _ 
どう し た 
ほら 、 こい ! 
か か っ て こい ! 
愛 け 止 め る ! 
くず れ や し な い ! 
守り 抜く ! 

大 える ぞ ! 

お ら 5 おら! 
他 気づい た か ? 
てい! 

まだ まだ っ ! 

( 穫 偽 兵 の 「 打 ち 上 げ ら れ た 」 
と 同じ ) 

( 邊 供 と 同じ ) 


※ の …… 針 圧 兵 の み 言 う 


重 火 兵 
0】 


火炎 放射 


糧 裂 火災 


育 後 か ら 攻 撃 され て 背中 
の タン ク が 爆発 する 直前 
HP が ゼロ に な っ た 


( 和 備 兵 と 同じ ) 
了 際 し て や る ! 
堪え 尽き ろ ! 
焼け 個 げろ! 
火 だ る まだ ! 
徹底 的 に 取 除 する ! 


すべ て 焼き 尽く す ! 
捕 射 あ ! 

吹き 飛べ ! 

た 、 動 け て …… 
ウン だろ!?. 


(人 備 兵 と 同じ ) 


バト ル 開 始 


ハン ドク ロー 


ドロ ッ プ キッ ク 


バッ ク フ リ ッ プ キッ ク 


バル クー ルキ ッ ク 


波動 


回 避 


バー スト 状態 の 戦闘 員 
が ※ 属 性 の 魔法 を 受け 
て 、 腕 の 武器 が 爆発 す 
る 直前 

HP が ゼロ に な っ た 


いく ぜ ぇ ! 
準備 は いい か ぁ う 
や っ て や る ぜ ぇ ! 
は じ め る ぞ ぉ ! 


も ら っ た ぁ ! 
発 刺 あぁ! 
考 け 焦げ ろ ! 
燃え 尽き ろ ぉ ! 
消し 飛べ ええ! 
キメ る ッ ! 

ぶち こむ ! 
媒 ぜ ろ ! 

巻き こめ ぇ ! 
沈め ぃ ッ ! 
仕上 げ だ っ ! 
トド メ っ ! 
吹き 飛 ベ ッ 1 
飛び 股 れ え ! 
通え っ !. 
軽い ぜ ぇ ! 
そん な も ん か ? 
わっ わっ わっ …… ! 
ー… チ ィ イイ イイ 1 
お い お い お い お い ! 


空中 兵 、 ee 雪 


キッ ク 
プロ ペラ 
プロ ペラ ソー ド 
双 刃 押 
治 び せ る 1 
0 狙い 提 ち だ ! 
マシ ン ガン 情 じ 科 さ 
共 ち 抜く 
焦げ つけ ! 
ケミ カル ガス 
風 属性 の 府 法 を 受け て | 
ヒー ト 状 態 に な っ た 


し まっ た ! 


プロ ペラ が 故障 し て 地 
上 に 落下 し た 


故障 し た プロ ペラ を 再 ま 


起動 させ よう と し た 
ーー 
HP が ゼロ に な っ た ( 舗 備 兵 と 同じ ) 
ソル ジャ ーS3rd 
通 攻 撃 
憶 財 
ツブ れろ ! 
見 て いろ … 
真空 波 切り 裂く ! 
か まい た ち 


ブリ ザ ド 、 ブリ ザラ 、 サン 
ダー、 サン ダラ 、 スリ ブル 


回 違 


小さ く ひ る ん だ 


大 きく ひる ん だ 


あり えな い 
油断 し た か 


HP が ゼロ に な っ た 


モノ ドラ イブ 、 ビ ピア 


バト ル 開 始 、 ま た は バ 
トル 中 に 付 告 音 を 鳴ら 
し た 


グ ア イ 


シャ アリ 、 ハイ ジョ スル 


あや し げ な 男 、 コ ルネ オ 


の 部 下 、 猛 獣 使い 


ケン カキ ッ ク 


乱れ 斬り 


斬り つけ 


は が いじ め 


ぶち か ます ! 
食らえ や 1 
この 野 放 ! 
どう だ っ ! 
いて ぇ ぞ ! 
突っ こむ ! 
3 
や っ て や る ! 
や け く そ だ ! 
ちぎ れろ 1 
こま 切れ だ ぁ ! 

た た き に し て や る ! 
めった 刺す ! 

穴 だ ら け に すん ぞ ! 
食らい な 1 


要 つ せ 、 概 つ ぜ ! 
いっ ちょ か ます せ ! 
ぐさ っ と いく ぞ ! 
息の根 止め る ! 
加計 し だ ! 

よ け ら れる か ! 
ぶっ た 切る ! 
ちょ ん 切っ て や ら ! 


も ら っ た ぁ ! 

異 れ て も ムダ だ ! 
ボコ ボコ に し て や る ! 
お っ と 、 動 く な よ ! 
いま だ 、 や っ ちまえ ! 
へ へ っ 、 チャ ー ン ス ! 
お と な し くし な ! 

吉 発 注意 ! 
緒 け 飛べ ! 


吹 っ 飛 べ ! 


uarpRur &k VOICE SCRIPT 


RULEODSTVIRGMMEMATEMLUDNMMMAfs 
逃がす か よ ! 

クモ の 糸 足止め だ ! 

重力 球 


ドー ピン グ 菜 を 飲ん だ マ 


ドー ビン グ 薬 の 効果 が 
切れ た 


弾 切れ に 気づい て 銃 に 
弾 を こめ る 動作 を 開始 
し た 


手招き し た り 両手 を 広 
げた り し て 挑発 し た 


バッ クス テッ プ 


小さ く ひ る ん だ 


大 きく ひる ん だ 


HP が ゼロ に な っ た 


プ っ て きた ぁ ー! 
燃え 尽き た 


ポロ ボロ だ 
や べ っ ! 
くそ っ 、 弾 が 
あり ゃ 弾 切れ か ! 
充填 、 充 填 ! 
弾 こ めん ぞ ぉ ! 
り リロード だ ! 
| お 5、 お ら ー! 


どう し た 、 こい や 1 
た いし た こと ね えな ぁ ! 
お 楽し み は こ れ か ら だ ぜ ? 
どう よっ ! 
残念 し た ぁ ! 

で くろ うさ ん ! 

当 た ん ね ぇ よ ! 

ほ ぉ ら 、 こ っ ち だ ! 


いっ て ええ ええ ! 

で ら あ っ ! 

て ん め ぇ っ 1 

や 、 や る じゃ ね ぇ か 
i 


| ピヨ ピヨ し や が る - 
お 先 、 ま っ 暗 か - 


バウ ラー 


か っ さば ぼく 


フル スイ ング 


ス る 


し びれ 功 


『 ス る 」 で ギル を 盗ん だ 
あと 刻 脱 地点 まで 走り 
出し た 


離脱 地点 に た どり 着い 
て バト ル か ら 次 脱し た 


バト ル か ら の 遍 脱 を 阻 
止 され て 怒っ た 


バッ クス テッ プ 


小さ く ひ る ん だ 


大 きく ひる ん だ 


HP が ゼロ に な っ た 


か ち 割 る ! 
ぶっ た 切る ! 
ぶっ ツブ す ! 
まっ ぷ ぶた つ ! 


埋まっ て ろ ! 


か ます ぜ ! 
碑 け ろ ! 
いっ ぱー つ ! 


ジャ スト ミー ト ! 
飛ん で け ! 

に 
いた だ き ! 
も ら う ぜ ! 
ちょ いと 失 才 ! 

が ら 空 き ! 


いい 気 に な っ て ろ …・ 
うす の ろ ! 
さま あみ る! 
第 度 あり ! 
油断 し た な ! 
あ ば よ ー! 
ズラ か る ぜ ー 
逃げ る が 勝ち だ 
いい カモ だ っ た ぜ ! 
な に し て くれ て ん だ ! 


当たる か ! 
残 ! 

ハッ ズレ ー ! 
GA 


いっ て ええ ええ ! 
勘 借 し ろ よ ……! 
マジ か が よ 


か っ さば ぱく 


ベ グ (CV : 高 木 渉 ) 


全う 


し びれ 棋 


バッ クス テッ プ 


小さ く ひ る ん だ 


大 きく ひる ん だ 


HP が ゼロ に な っ た 


バド (CV : 勝 否 里 ) 


フル スイ ング 


ス る 


し びれ 諾 


バッ クス テッ プ 


小さ く ひ る ん だ 


大 きく ひる ん だ 


HP が ゼロ に な っ た 


ミグ ルミ 置い て け ! 


通行 料 だ ! 
ぶん 
これ で よし …… 
準備 完了 
当たら ね え ! 
お っ と っ ! 

つっ てぇ ! 


プッ チョ (CV : 小林 弘 ) 


か っ さば ぱく 


ス る 


し びれ 詞 


バッ クス テッ プ 


小さ く ひ る ん だ 


大 きく ひる ん だ 


HP が ゼロ に な っ た 


が こん ! 
京 お 一 ん ! 
どっ こい し ょ ! 

すず どー ん! 
そこ か ご !2 

や っ た か !?2 

次 れ た ! 次 れ た !? 
さい ふ 、 さい! 
だ いせ いこ 一 か ? 
うん し ょ 、 う ん し ょ … 
バレ な い 、 バレ な い 
こ 、 これ で いい か !? 
ここ に 埋め と く ぞ ! 
| お っ と っ と 
ね: 


な に すん だ よ 1!? 
あり ゃ りゃ あこ? 

ーー オレ の 、 負け こう 
あれ ? 動け ね ぇ ……? 


ペグ : お っ と 、 こ こ を 通り た か っ た 
ルミ を 一 っ て 、 おま 
え は 
バド ェ ウ グ ! 
バト ル 詳 紹 | 代 ド トウ グ 
(CHAPTER| メッ チ ョ トウ グ ダグ 
13 で の 通則 時 ) et 
ベク : し れ っ と ウソ つい て ん じゃ 
ね え 
ジャ イア ント パク ラー : ふ ご お お お お 1 
バト ル 開 始 | て: また 来 や が っ た 
(CHAPTEHR | ブッ チョ : 今度 に そ ミ グル ミ ! 
14 で の 1 回 目 | ベ グ : 遊び は 絶 わり だ 。 お まえ ら 
の 韻 8) や っ ちまえ 
バト ル 開 始 | バド : ま た 来 や が っ た 
(CHAPTER | ブッ チョ : 信友 そそ 、 ミ グル ミ 、 だ な ? 
1 4 で の 2 回 目 | ベク : ナメ や が っ て 。 お まえ ら 、 や 
の 選 財 時 ) っ ちまえ ! 
て 委 |/K ド : また 、 来 や が っ 
ブッ チョ : 今度 こそ 、 ミ 
14 で の 3 回目 
の 選 財 時 ) 
部 隊長 ゴン ガ 
6 生 間 気 だ 1 
スタ ン ロ ッ ド Ba 
し と め る 1 
突き 抜く 1 
が ら 卒 きだ! 
沈め 
シー ルド バッ シュ [だり 
ツブ れろ 1 
いく ぞ ! 
史 き 飛べ 1 
シー ルド タッ クル | くす ずれる! 
前 えら れれ まい 
圧入 し て や る ! 
839 どこ か ら で も こい 
間 を で る ぐる と 拓 り | 太 全 っ て や る 
怖い か ? 
こい ! 
鉄 の 守り だ 
、 | 記 つ か っ て こい ! 
人 W で た CU た |Z し て が 6 う 1 
まだ まだ ぁ 1 
か か っ て こい 1 
王立 ちの 次 元 を こっ た 
な に !2 
ひる ん だ 
HP が ゼロ に な っ た 


urcsar ⑳⑬ VOICE SCRI PT 


RAL EAIASYVIRBMMEMANENMLUUIMAMA Pt 


っ た セリ フ の な か か ら ラ ンダ ム で 選ば れる 


最初 の ボス 戦 と いう こと も あっ て 、 バ レッ ト の 問い に 答え る 形 で 


クラ ウド が 攻略 の ヒン ト を いろ いろ と 話し て くれ る 。 


| バト ル 中 の 特殊 な ボイス 


第 1 段階 (ガー ドス コー ピオ ン の HP 


バト ル 開 始 


ガー ドス コー ピオ ン に 
還 属 性 の 魔法 を 当て た 


ガー ドス コー ピオ ン に 
箇 属 性 の 魔法 を 当て な 
いま ま 戦 いつ づけ た 


ある 程度 の 時 間 が 反骨 |: 


し た 


ガー ドス コー ピオ ン が は 
じ め て バリ ア を 張っ た 


バリ アコ ア に クラ ウド 
が 攻撃 を 当て た 


バリ アコ ア を 攻撃 し な 
いま ま 、 バ リア を 張っ 
て いる ガー ドス コー ビ 
オン に クラ ウド が 「 た 
た か う 」 な ど を 何 度 か 
当て た 


バリ アコ ア を 攻撃 し な 
いま ま 、 バ リア を 張っ 
て いる ガー ドス コー ビ 」 
オン に バレ ッ ト が [た 
た か う 」 な ど を 何 度 か 
当て た 


バリ ア を 張っ て いる ガ 
ー ド スコ ー ピ オン に 香 
属性 の 魔法 を 当て た 


ガー ドス コー ピオ ン の 
バリ ア を 解除 し た 


ガー ドス コー ピオ ン が 
再度 バリ ア を 張っ た 


クラ ウド か ら バ レッ ト 
に 操作 を 切り か えた 


ある 程度 の 時 間 が 経過 
し た 


バレ ッ ト : 
クラ ウド : 
バレ ッ ト : 
バレ ッ ト : 
クラ ウド : 
バレ ッ ト 
クラ ウド 


クラ ウド : 
バ パレット: 
クラ ウド 


バレ ッ ト 
クラ ウド 
バレ ッ ト 
バレ 
クラ ウド : 
バレ ッ ト : 


バレ ッ ト : 
バレ ッ ト : 


バ パレット 
クラ ウド 


お い 、 こ いつ の 豆 知識 は 
戦地 用 の 強化 計 忠 だ 。 メ カ は いか ず ち に 双 い 。 
許 法 で 攻め ろ 

や る し か ね え か 

な る ほど 、 確 か に 効い て る ぜ 

績 け て いく ぞ 

た いし て 効い て ね えん じゃ ね え か 

法 で 攻め ろ と 言っ て いる 
己 か と 思っ て よ 

じ な く て も いい 。 や れ 

お い 、 使 い 方 を 知ら な い の か 。 いか ず ち の 一 一 
わあ っ て る よ 。 魔法 だ ろ 、 ち ょ っ と 待っ と け 

いく < ぞ 

隙 が な い 。 技術 力 は さす が だ な 

どう 攻め る 。 

星 の た め に オレ は や る ぜ 


バリ ア か 。 こ の 防御 シス テム は 初め て だ 
(「 ケ ッ 」 と つぶ や き ) 使 え ね えな あ 


ド : だ つっ たら 、 あ ん た が な ん と か し ろ 


見 つけ た 。 バ リア の 腺 を 突く 

知っ て た ん じゃ ね え か 、 憶 。 も っ た いぶ りや が っ て 
背後 か ら 狙う 

ャ ー 様 の 活躍 期待 し て る ぜ 

弾 か れる …… 

ざま ぁ ね えな 


ド : 正面 か ら は 無理 か 


くそ 、 効 かない 
お い 、 全然 当 た っ て ね え ぞ 

ステ ム に も 穴 は ある は ず だ 

ん じゃ 、 早 いと こ 見 つけ て くれ や 1 
(「 く うっ 」 と つぶ や き ) 台 距 苑 か ら 削っ た 方 が いい か 
正面 は 不利 だ な 

遇 ロ は ある は ず だ 

お い 。 この まま 続け て 、 ホ ント に 倒せ ん の か 
ぼや く 前 に 、 も っ と 撃て 

て め え の 方 が サポ っ て ん じゃ ね え か 
くそ 、 か て えな 

簡単 に 仙 は る も の を な 、 兵 器 と は 呼ば な い 

て め え は どっ ちの 味方 だ よ 

これ も 効か な いか 


: いま 黄 っ て も 無駄 だ な 
: 通ら ね え 
: くそ 、 あ の バリ ア ど うに か な ん ね え の か が 


よし 、 こ こ か ら 反 季 だ 
行く ぜ 行く ぜ 行く ぜ 

て 行け 

お っ し ゃ ! 

反撃 だ 。 い っ き に 片付け る ぞ 
また バリ ア か が 

対 釣 は で きる 
障害 は 取り 除く 


: また バリ ア か よ ! 


し つけ え 野 部 だ 

何 度 だ っ て 撃ち 抜い て や ら あ 
腕 が 鳴る ぜ 
近づき すぎ て 自 意 する な よ 


斬り 込む 概 を 探る 
は ある - 
攻撃 だ けが 戦 衝 じゃ な い 


: 邪魔 ば っ か し や が っ て 


訟 ち 5 
オレ は や る ぜ ! 


ガー ドス コー ピオ ン が 
は じ め て 「 テ イル レー ザ 
ー] の 動作 を 開始 し た 


ガー ドス コー ピオ ン が 
『 テ イル レー ザー」 の 動 
作 を 終え た 


ガー ドス コー ピオ ン が 
再度 「 テ イル レー ザー』 
の 動作 を 開始 し た 


ある 程度 の 時 間 が 経過 


た 


ガー ドス コー ピオ ン が 
は じ め て [自己 修復 】 を 
使っ た 


第 4 段階 に 移行 し た 直 
後に クラ ウド を 操作 し 
て いた 
第 4 段階 に 移行 し た 直 
後に バレ ッ ト を 操作 し 
て いた 


ガー ドス コー ピオ ン の 
石 脚 か 左 脚 を 破壊 し た 


ガー ドス コー ピオ ン の 
右 脚 と 左 凌 を 両方 と も 
磁 壊 し た 

ガー ドス コー ピオ ン を 
バー スト 状態 に し た と 
き に 、 ク ラウ ド と バレ 
ッ ト の ATB ゲ ー ジ が あ 
る 程度 増え て いた 


ある 程度 の 時 間 が 経過 
し た 


レー ザー が 来る 、 サ ソリ の 尾 に 気 を つけ ろ 
「 な っ !?」 と 叫び ) ど うす りゃ いい ん だ 

: 直撃 し た と ら た だ じゃ すま な い 。 鉄骨 に 身 を 隠せ 
: 攻撃 後 の 限 を 突く 。 攻 め る ぞ 


撃ち まく っ て や る 
: また 来る 、 レ ー ザ ー だ 
わか っ て る っ て 

: だ っ た ら 、 さ っ さと 隠れ ろ 

: 来る ぞ 、 急 げ 


、: 原 あ り だ 


: 隠れ る し か ね え の か が よ 
食らい た いな ら 勝 手 に し ろ 

: 発 貞 態 勢 に 入っ た 。 逃 げ 損 な うな よ 

: て め え の 心配 し て ろ 

: 次 も レー ザー だ 

: いち いち うる せ え 。 隠れ りゃ いい ん だ ろ ! 
: わか っ て る な ら 動 け 

バレ ッ ト : お い 、 ま た 来る ぞ 

クラ ウド : 際 害 物 を うま く 使え 

バレ ッ ト : まだ る っ こし い 

バレ ッ ト : また レー ザー か よ 

クラ ウド : 根 械 は 飽き な い 、 く じ け な い 

バレ ッ ト : オレ は し つこ い 、 まわ りく どい 。 わか っ た か 
バレ ッ ト : は い は い 、 レ ー ザ ー ね 

クラ ウド : 傾 れ た 頃 が 、 い ちば ん 誠 な い 

バレ ッ ト :(「 か ー っ ! 」 と 叫び ) 減 ら ず 口 ば っ か 
バレ ッ ト : また か よ 。 な ん と か の ひと つづ 覚え か ? 


: プロ グラ ム に 沿っ て 行動 し て いる だ け だ 
: つ た く 、 ご 菩 労 さ ん だ ぜ 
: 攻 軸 パタ ー ン を 頭 に 入れ ろ 


: 自己 修復 機能 か 。 急 げ 、 唐人 され る 前 に を 付 


ける 
: お っ し ゃ 、 燃 えて きた ! 


: 相手 が 限 を 見 せ た と き が チャ ンス だ 。 それ まで 
し の ぐ ぞ 


: チャ ンス が 来 た ら 、 い っ き に 叩き 込む 。 覚悟 し 
と け よ 


: ひる ん だ 、 こ の 隙 に 攻め る ぞ 
クラ ッ プ c し て や ら 
オレ に 続け 
待っ て る 暇 は な い 。 同 時 に 斬り 込む 
両 卿 を 破壊 。 体 勢 が 衣 れ た 今 が チャ ンス だ 
も いっ こ て 破 壊 だ 。 隙 だ ら け っ て な 


凶 き 込む 。 お くれ を と る な 

そっ ちこ そ 、 ケ チケ チ し て 仕 胃 めそ こね ん な よ 
お い 、 浴 側 は いい な 。 お っ ぱ じ め ん ぞ 
いつ で も 行け る 

クラ ウド : 攻 ウ を 続け る 

クラ ウド : いい 加減 終わ ら せ る 

クラ ウド : あと ひと 押し だ 

バレ ッ ト 
バレ ッ ト : 
バレ ッ ト : 


| バレ ッ ト 
クラ ウド : 
クラ ウド : 
バレ ッ ト : 
クラ ウド : 
バレ ッ ト : 


バレ ッ ト : 
クラ ウド : 


こん な と ころ で あき ら め られ っ か 
絶対 に 、 や り 通 し て や ら あ 


3 
て 


第 1 一 第 4 段階 の うち 複数 の 段階 で 聞け る ボイス 


ツー ゲッ ドサ ラチ 』 字 
バレ ッ ト が 狙わ れ た 

「 ク ロー アー ム 」 で クラ 
ウド が 拘束 され た 

『 ク ロー アー ム 」 で バレ 
ッ ト が 拘束 され た 
バレ ッ ト の 攻撃 で クラ 
ウド の 拘束 を 解い た 


クラ ウド の 攻撃 で バレ 
ッ ト の 拘束 を 解い た 


拘束 中 の クラ ウド 
ー ド スコ ー ピ オン の 攻 
撃 を 受け た 


拘束 中 の バレット が ガ 
ー ド スコ ー ピ オン の 攻 
撃 を 受け た 


クラ ウド を 操作 し て いる 
と き に ガー ドス コー ビオ 
ン か ら 大 きく 部 れ た 


に 
バレ ッ ト を 操作 し て いる 


と き に ガー ドス コー ピオ 
ン か ら 大 きく 苑 れ た 


し まっ た 
: お い お い 、 や ば いん じゃ ね ー が か 
: まず い 
: な ん だ こり ゃ ! 
: 狙わ れ て いる 、 気 を つけ ろ 
: くそ 、 オ レ を 狙っ て ん の か 
世話 の 焼け る 
: サソリ に 気に入ら れ た みて え だ な 
な に を や っ て いる 
あん た を 持ち 上 げ る の は 、 大 変 そう だ 
お こい 。 オレ に ひと こと 、 あ ん じゃ ね ー か ? 
: 一 般 人 に 助け られ て りゃ 、 世 話 ね えな 
高い 金 払 っ た か い が あ っ た ぜ 
まだ も ら っ て な い 
いま 助け る か 迷っ た ろ 
: さあ な 
: (「 げ っ 」 と つぶ や き ) 悪 い 、 間に合わ な く て よ 
最初 か ら 期 待 し て な い 
お い 、 大 丈夫 か 
問題 な い 
動け る か 
て め え が 助け こわ ゃ 、 も っ と 早く 動け た けど な 
大 丈夫 か 
心配 すん な ら 、 助 けろ よ 
: シッ ポ 人 巻い て 逃げ ん の か ? 
: お い 、 ど こ に 行く ん だ 
: 今 は サソリ に 集中 し ろ 
: お い 、 遊 ん で る 場合 か よ 
: さぼ っ て ん じゃ ね え ぞ 
後 れ すぎ だ 、 ま じ め に や れ 
見 逃し て は くれ な い ぞ 
そこ か ら 撃 て る の か ?. 
今 は 琶 に 集中 し ろ 
どこ へ 行く 気 だ 
: 可 げ た いな ら 、 勝 手 に し ろ 
: ここ まで 来 て 、 帰 る の か 


回 生 が 必要 だ 
この タメ 提 は で き な い 
回 徐 し て 、 立 て 直す 
| 5 | クラ ウド : ま ずい 、 回 短 が 必要 だ 
| トク | クラ ウド 昭 を 見 て 回 役 し て お こう 

クラ ウド : この まま で は まず い 、 回復 を 急 ご う 
| バレ ッ ト : 回 答 す りゃ 、 まだ まだ いけ る 
| レッ ト : 好き 放題 や りや が っ て 、 疾 え だ ろ 
|] バレット : か すり 師 だ 、 気 に し ね え 
バレ ッ ト : こん な サン リ に や られ て た まる か 
レット : すぐ 回 復 し ね えと 、 や ベ えな 
バレ ッ ト : 体 が 重 て え 。 今 の うち に 回 復 だ 
| バレ ッ ト : お い お い 、 オレ ひと り で や れ っ て か 


ouiFo ク タラ ウド 
人 し て ぃ る | クラ ウド 
| ララ ウド 


HP が 残り 509% 以 下 の バ 
レッ ト を 操作 し て いる 


HP が 残り 309% 以 下 の バ 
レッ ト を 操作 し て いる 


クラ ウド が 戦闘 不能 状 


に な っ て いる † デー 
| バレット : 休ん で ん じゃ ね ー ぞ 、 こ ら 
クラ ウド : 足 手 まとい が 減っ た だ け だ 
バレ ッ ト が 戦闘 不能 状 [ 二 三 さ で 
孔 に な う て い る クラ ウド : お い 、 置い て いく ぞ 


クラ ウド : これ は あん た の 戦い だ ろう 


| バレット : ソル ジャ ー っ て の は 、 こん な も ん か よ 


独特 な セリ フ を クセ の 強い 話し か た で し ゃ べ る 。 バイ ク を こよ な 


ロ く 愛 する 彼ら し く 、 バ イク に 関係 の ある 単語 も よく 使う 。 

| 還 的 な アク ショ ン | 攻 本 を 受け た と き の 反 記 

私 の 番 だ | | や る ね え 

いく ぞ 小さ く ひ る ん だ | ほほ う 

0 通 有 攻 要 どう だ っ 1? [人 

お も し ろく な っ て きた ! いい ぞ ぉ …… 

た ぎる じゃ な いか ! 大 きく ひる むか ダウ ン | もっと! 5 の 

どう だ っ !? し た も っ と 感じ させ て くれ ! 
飛翔 内 、 真 空 波 お も し ろく な っ て きた ! オー マイ フレ ンド ! 

た ぎる じゃ な いか ! | HP が ゼロ に な っ た | くう う …… さ す が だ 
ブ ! ヾ 、 ブ リザ ラ 、 | どう か な ?. 
ター リン タラ | 誠 を う 1 | パト ル 中 の 特殊 な ポイ ス 

この スピ ー ド ! バト ル 敵 始 | さあ 、 正 々 堂々 と 勝負 だ 。 マイ フレ ンド 


騰 秦 ぎ 


エグ ゾー スト ソー ド 


イグ ニッ ショ ン フ レイ ム 


デブ ー と いこ うか ! 
アク セル 全開 ! 
盛り 上 げ て いこ うか ! 
楽し ん で る か い !? 
抱き し め て くれ よ 

私 だ け を 見 て くれ ! 
ハー ト に 淡 を つけ よう か ! 
プレ ゼン ト フ ォ ー ユ ー ! 
和 熟 く な っ て きた ーッ ! 
フル スロ ッ ト ル ッ ! 

層 い な 


ま 回 


アマ いね え 


ロー チェ の HP が 残り 
7096 に な っ た と き の | レッド ソー ン ま で 振り 切っ て みよ うか ! 
イベ ント シー ン 


ーー 、 


虚無 な る 魔物 戦 


CHAPTER 4 の バト ル で は 、 ク ラウ ド と ティ ファ の か け 合い の ほ 
か 、 セ ブン ス ヘ ブン 前 で 戦う バレ ッ ト と ジェ シー の 声 も 聞け る 。 


バト ル 開 始 


末 知 な る 魔物 を 攻撃 し 
て 『 ニ ー ド ルス ナイ ブ 』 
に よる 反撃 を 受け た 
1 体 目 の 未知 な る 魔物 
を 倒し た 
ら 体 目 の 示 知 な る 魔物 
を 倒し た 
3 体 目 の 末 知 な る 魔物 
を 倒し た 
4 体 目 の 未知 な る 魔物 
を 倒し た 

店 無 な る 廃物 未知 
バト ル 開 始 
虚無 な る 礎 物 が 「 ス ト . 
ー ク ゲイ ザー」 の 動作 
を 開始 し た 
虚無 な る 歴 物 が 「 フ ェ 


イト スト ー ム ] の 動作 | テ 


を 開始 し た 


『 フ ェ イ トス トー ム 」 で | = 


クラ ウド が 拘束 され た 


CV : 導 谷 里美 (ジェ シー) 
| CHAPTER 4 で の バト ル 中 の 特殊 な ボイス 


ド : 店 まで 急ぐ ぞ 
うん ! 
効い て いる の か 2 
: 手ごたえ が な い 
ド : 倒し た か ? 

: そう 思い た いけ ど 
: きり が な い 


ティ ファ : どん どん 出 て くる 


: あき ら め た わけ じゃ な いよ ね ? 


: クラ ウド 、 待 っ て て ! 


[フェ イト スト ー ム ! で 
ティ ファ が 拘束 され た 
(1) 
[フェ イト スト ー ム 」 で 
拘束 され た クラ ウド を 
助け た 


『 フ ェ イ トス トー ム 』 で | = 


拘束 され た ティ ファ を 
助け た ( 事 1) 


虐 無 な る 魔物 が は じ め 
て ヒー ト 状 態 に な っ た 


虚無 な る 魔物 が 再度 ヒ 
ー ト 状態 に な っ た 


ある 程度 の 時 間 が 経過 


し た 


7 
融 れ た 位置 で 戦っ つて いる 
バレ ッ ト の ポイ ス (※2) 7 


: 躍 れろ ! 


ド : すま な い 、 テ ィ フ ァ 
ティ ファ : まかせ て ! 


: 助かっ た 
: また 来る ぞ ! 


: な ん だ の 
: 何 を 企ん で る ? 


: くそ 、 ど っ か ら わ いて ん だ 
: し つけ え ぞ 

: いい 加減 、 う せ や が れ ! 
逃がす か 


れ た 位置 で 戦っ て い 
ボイス 
ES : あっ ち 行 っ て 
1…… バ トル 且 始 時 に ティ ファ が 拘束 され た と き を の ぞ く 


表 内 の も の 以外 に 、「 基 本 的 な アク ショ ン 」 の 「 た た か う ( 片 手 銃 )」 の ポイ ス 
(一 P.136) も 言う 


ー ザ ー 戦 


クラ ウド た ちの ボイス に 耳 を か た むけ れ ば 、3 人 が 戦況 を 的 確 に 
分 析 し 、 声 を か け 合っ て 連携 し な が ら 戦っ て いる こと が わか る 。 


第 1 段階 (ダス トド ー 


バト ル 開 始 


pp 
を 何 度 か 当て た 


ダス トド ー ザ ー を は じ め | 


て バー スト 状態 に し た 


は じ め て バー スト 状態 
に な っ て いる ダス トド 
ー ザ ー に 攻撃 を 何 度 か 


ダス トド ー ザ ー が は じ 
め て スタ ン レ イ を 呼び 
出し た 


スタ ン レ イ に 休 度 か 攻 | 


撃 さ れ た 


出現 中 の スタ ン レ イ を 
全滅 させ た 


ダス トド ー ザ ー が [ 増 |/ 
吉 要 計 」 で 再度 スタ ンド 


レイ を 呼び 出し た 


ダス トド ー ザ ー が 第 3 
段階 に 移行 する と き の 
イベ ント シー ン 


ダス トド ー ザ ー が 第 3 
段階 に 移行 し た 


バト ル 中 の 特殊 な ポイ ス 


ザー の HP が 残り 1007196) の と き 
珍し いな 、 上 旧式 兵器 だ 
オン ポロ っ て か 
動き は 鈍い が 、 火 力 は 高い 。 な め て か か る な 
: か っ て えな 

どう し よう ? 

脚 を 狙え 。 前 す ぞ 


廃 上 ジ ェ ネ レ ー タ ー。 ヤツ の 心 朋 だ 
止め うっ て こと だ な 
あ 晃 ジ ェ ネ | 
ト : お っ 、 笠 上 人 見 ! 

: あの 光っ て る と こ 、 怪 し い 
: 手ごたえ あり ! 
: 効い て る みた い 
この 旋 子 で いく ぞ 


な ん か きた よ 
: 飛行 兵器 か 
: オレ の 出 秋 だ な 

も う 邪 放 ! 

目 陣 り だ な 

こい つら を 先 に 落と さ ね えと 
これ で イケ ん だ ろ 

さま の うき DS 
全部 、 落 と し た ! 

: で け え の に 集中 すん ぞ 


クラ ウド : シス テム エラ ー か 
バレ ッ ト : 欠 徐 呈 か よ ! 


ダス トド ー ザ ー が は じ 
め て 「 レ ー ル サン ダー』」 
の 動作 を 開始 し た 


ダス トド ー ザ ー が は じ 
め て 「 レ ー ル サン ダー! 
の 動作 を 終え た 


ダス トド ー ザ ー か が 山 度 | 


『 レ ー ル サン ダー」 の 動 
作 を 開始 し た 


ダス トド ー ザ ー の バー| テ 


スト 状態 が 解除 され 、 
装甲 に 攻撃 を 当て られ 
る よう に な っ た 


装甲 を 破壊 する 前 に 、 ダ 
スト ドー ザー の バー スト 
状態 が 再度 解除 され た 


装甲 を 破壊 し た 


「 タ ー ゲ ッ ト ロ ッ ク 」 で 
クラ ウド が 狙わ れ た 


『 タ ー ゲ ッ ト ロ ッ ク 」 で 
バレ ッ ト が 狙わ れ た 


ター ゲッ トロ ッ ク 」 で | テ 


ティ ファ が 狙わ れ た 


バレ ッ ト 
ティ ファ 
クラ ウド 


: な ん の 上 真似 だ ? 


な ん の 貞 似 だ ? ([ ハ ッ 」 と 声 を あげ て ) レ ー ル か 1! 
は あっ 」 と 声 を あげ て ) レ ー ル ? 


: くる ぞ ! 
: 電流 に 気 を つけ ろ 
: また ビリ ビリ か ! 


: 復活 し や が っ た ! 
: どう する ? 
甲 を 破壊 する 、 丸裸 に する ぞ 


: 倒し て も すぐ に 戻り や が る 
: や っ ぱり 装甲 を 壊さ な いと 


: や っ た ! 
: ざま あみ ろ 
これ で 攻撃 が 通る 


狙わ れ て ん ぞ ! 
(の まま 引き つけ る 。 いま の うち に 叩け 


: 休 が 相手 だ 
: きた か 

: バレ ッ ト 、 狙わ れ て る ! 

: し ゃ ー ね え 、 オ レ が 引き つけ る 


お っ と 、 人 人気者 は つれ 一 な 

っ て て ! 

ティ ファ 、 気 を つけ ろ ! 
る 


": オト リ は まかせ て 


5 バトル 中 は 、 立体 映像 の ハイ デッカ ー が 空中 に 映し 出さ れ て お り 、 
之 5 
エア バス ター 戦 何 か に つけ て 拓 発 的 な 衣 度 で し ゃ べ る 。 


※CV : 長 克巳 (\ イ デッカ ー) 


マ 第 3 段階 (エア バス ター の HP が 残り 501696) の と き 
リャ スッ sia ハイデッカー : エア バス ター、 最 終 フ ェ ー ズ に 移行 する 。 
に その キー さぁ 処刑 の 時 間 だ ! 


ティ ファ : クラ ウド 、 大 丈夫 ? | ら 散れ た 場所 を 飛び ま 8 0 
クラ ウド : 問題 な い 。 そ っ ち は 行け る か | わり は じゅ た 幸 か 。 おり 192 。 
バト ル 開 始 バレ ッ ト : お う 、 ま か せろ うぶ 。 フォ ロー は そっ ち に た 
ハイ デッカ ー : ウー タイ の 手先 、 ア バラ ンチ 諸 君 無様 な | ク だ 、 た た みか ける ぞ 
次 を 市 民 に さら し て も ら う ぞ エア バス ター が 足場 に ん 、 暴 れ た いし 気分 
エア バス ター が は じ め 接近 し て きた だ 1 Se 
て 「 ビ ッ グ ボン バー」 の | ハイデッカー : ビッ グ ボ ン バ ー の 高 火力 を 味わう が いい ん 、 全 力 で 行こ う 
動作 だ 開始 し た (※1) は じ め て 足場 に 接近 し | ハイ デッカ ー : いよ いよ クラ イマ ックス だ 。 バス ター キャ 
ティ ファ : クラ ウド 、 動 け な い の ? | た エア バス ター が 「 バ ノン 、 充 吉 時 始 
[ビッ グ ポ ボン バー で ク | バレット : デカ ブツ を 止め る ぞ | スター キャ ノン ! の 動 | バ レッ ト : また あの ビー ム か 
ラウ ド が 衝 わ れ た (2) | バレット : また 人 込み 始め や が っ た | 作 開 始 し た クラ ウド : 来る ぞ で 、 よ けろ 
ティ ファ : な ん と か し て 止め な ぎゃ エア バス ター が 再度 足 し の 見 人 せ 場 だ な 
ティ ファ : 攻撃 を 止め な きゃ 場 か ら 苑 れ た あ 、 頼ん だ ぞ 
[ビック ボン バー」 で | クラ ウド : 交互 に 攻め て 押さ ぶる ぞ | ハイデッカー: も う 手 加 洲 は せん ぞ 。 衝 克 的 に 叩き 演 し て 
レッ ト が 狙わ れ た (※) | ティ ファ : また 始ま っ た 。 ク ラウ ド 、 動 ける ? | ある 程度 の 時 間 が 経過 くれ る 3 
クラ ウド : 問題 な い 、 止 め る ぞ | た ハイ デッカ ー : クラ イマ ックス は すぐ そこ だ 。 朗 炉 と 共 
バレ ッ ト : お い 、 こ いつ を 止め る ぞ = に 取る が いい 
[ビッ クボ ン バ ー」 で テ | クラ ウド : 両側 か ら 攻 め る 上 2 拒 (エア バス ター の HP が 残 り 1596 以 下 ) の と き 
ィ フ ァ が 糧 わ れ た (※2) | パレット : お い 、 テ ィ フ ァ が 角 わ れ て ん ぞ | ハイ デッカ ー : アバ ラン チ 諸 君 、 名 下層 し い が お 別れ の 時 
必ず 止め る 問 だ 。 こ の 映像 は 戦意 高揚 の た め 、 大 い に 
2 5 エア バス ター が 第 4 段 活用 させ て も ら う ぞ 
53 遼 に 移行 し た と 少し だ 。 力 を 合わ せる ぞ 


\ つ で も 行け る よ 

派手 に か まし て や ろう ぜ 

| ハイ デッカ ー : 想定 どおり の 破壊 力 だ 

人 ハイデッカー : 市 民 を 扇動 する に は 、 こ の くら い 派手 に や 
ら ね ば な エア バス ター が 「 バ ス 

| ルイ デッカ ー : 順 内 効果 て きめ ん だ な ae 

ハイ デッカ ー : 伯 が 社 の 戦闘 ブロ グラ ム に 狂い は な い 


| 第 1 一 第 3 段階 の うち 複数 の 段階 で 聞け る ポ ボイス. 


人 ハイデッカー : 神 羅 の 最新 兵器 の 味 は どう か ね ? 


ある 程度 の 時 間 が 経過 


し た 


5 っ 放し た あと が チャ ンス だ 


ハイデッカー : 戦 半 フ ェ ー ズ 、 第 2 役 階 へ 移 f 


エア バス ター が 第 2 段 


了 に 移行 し た が エア バス ター の 本 領 発揮 だ 。 充 填 開 始 、 | "エア バス ター が 第 1 一 第 実に いい 眺め だ 
の で さあ 供 て ふた め け ! 2 段階 の と き に 、 あ る 程 (笑っ て ) ネ ズミ ご と き に は な に も で きま い 
エア バス ター が は じ め な ん つ 一 成 力 だ 度 の 時 間 が 経過 し た ハイ デッカ ー : も が け も が け 、 簡 単に 死な れ て は つま ら な 


て 「 バ スタ ー キ ャ ノン 』| テ : 危な か っ た … いか ら な 


の 動作 を 終え た へ た に 攻め 込め な いな | イデ タ MtCN8 
0 の 3 3 遇 の と き に 、 あ る 程 | ハイデッカー : 過 か 者 め 、 視 放 に 沸 向 か うか ら こう な る 
: こ こ 度 の 時 間 が 経過 し た | ハイ デッカ ニ : 5 
エア バス ター が 月 レッ ト 古っ 86 す つ 55 な イデ ッ カ ー : 仲間 の 計 を 他 か せ て や ろう 
な げ る が 勝ち だ 


動作 を 開始 し た ー 
: また 来る 、 早 く 安全 な 場所 へ 


: 新た れる 前 に 逃げ な きゃ 
ハイ デッカ ー : 無 典 だ 、 ど こま で も 追跡 し て 狙 須 つ ぞ 
ティ ファ : 飛び まわ っ て る の 、 外 ! | 
クラ ウド : 先 に 片づけ る ぞ 
ハイ デッカ ー : この 程度 で や られ て も ら っ て は 困る 。 倒し 
ZEN が い の ある 瑞 で な く て は な 
アバ スタ ー が [ドッ | み ラ 9 ド : で 
の クラ ウド : あと は 本 体 を や る だ け だ 
キン を 使っ た | レッ ト : よ っ し ゃ ! これ で 本 体 を 狙え る な 
ティ ファ : これ で 本 体 に 集中 で きる 
ハイ デッカ ー : いい ぞ 、 そ の 調子 だ 。 社 臣 に 講 突 く 者 の 未 


エア バス ター が は じ め 
て 「 ア ー ム 分 離 」 を 使っ た 


路 を 思い 知ら せ て や れ 
ある 程度 の 時 間 が 経過 | ハイ デッカ ー : エア バス ター の 守り は 完璧 だ 。 な す 術 な く 
し た 力尽き ろ ] 
ハイ デッカ ー : 買 様 ら の 攻撃 な ど 無 意味 。 神 回 の 技術 力 に | 
ひれ 伏 す が いい 


言わ な いこ と も ある (その 場合 は つぎ に 使う と き に 言う ) 
名 条件 の 2 種類 目 の か け 合 い ポ イス は 、 こ ちら の 攻撃 で 「 ビ ッ グ ボン バー」 の 
動作 を 中 断 さ せ た こ と が ある 場合 の み 言う 


ReiS5R 


ws ⑳ VOICE SCRIPT 


RMALEACASYYWIRBMEMANENMLUUIMAMA Ps 


| 


レノ (CV : 藤原 到 ) 


仙 番 街 スラ ム の 教会 で クラ ウド と 戦う と き の レ ノ は 本 気 を 出し て 


! お ら ず 、 セ リフ か ら も 余 裕 が 感じ られ る 。 
| 基本 的 な アク ショ ン | 区 柚 の 結果 に 応じ た 反応 レノ : 根性 出せ よ ! 
SS オラ ぁ ! ラッ シュ 』「 ダ | に ゃ レノ : 気合 い 入 れ て け よ ! 
ビー トラ ッシュ 隊 ュ 』 を タ ト ーーー 臨 備 兵 か 上 私 | し 
いく ぞ 、 と イミ ング 良く 回 属さ れ | テ ピュー 備 兵 の HP が ゼ 
て よろ けた あら 品 に な っ た 
0 | 区 連 を 受け た と き の 反 応 
小さ く ひ る ん だ お っ と 3 
| 司 ち 人 レノ : ([ は い は い 」 と つ 記 や き ) お 
きく O る op タウ ン | 記 うど Ma ー い 、 加勢 を 頼む 
この っ 電 振 の 党 仙 兵 上 
サジ ター ロッ ド TL。 移動 中 に 攻撃 され た | あっぷ ぶ ね 上 直営 備 琴 が 全 | レノ : あー あお 、 情 け な い 。 か っ た 
ビリ ビリ っ と 流し た 直後 の イ る いけ ど 、 出番 だ ぞ 、 と ! 
お っ と | その他 ベン トシ ー ン 
[に いよ レノ と の バト ル | エ ァ リス : クラ ウド 、 気 を つけ て ! 
カウ ンタ ー 還 手 を 広げ て か ら 手 招 | ジレ っ て ん の か る 
き を し た で や る よ レノ : 価 気づい た か 、 ボ ディ ガー 
レノ と の バト ル ド さ ん よう 
詳 竹 に クラ ウト ーー さん rm 
に レノ : 来い よ 、 最 初 の 威勢 は 行方 
電 職 ショ ッ ト ン ッ フフ フフ ド と レノ の 中 
いけ 放 を c 半 3 だ 有 OWN と 
と っ て お きだ ぞ 、 と 楽し いな 、 おい! 
5 加 う よ 1 
電磁 チェ ー ン 8 は あ …… し ぶ が と い ぞ 、 と 。(「 へ っ 」 と 
EGGT き 2 を いて 左足 の つま 先 | あこ あ ラ 和 する と の | 笑い ) で も 、 ど ん な 仁 事 も 深 
か か っ た な ぁ ! を 地面 に トン トン し た | おいおい MK し お の が 、 ブロ フェ ッ シ ョ 
仙 盛 スパ ー ク 区 っ 飛べ っ た く …… ナル だ ぞ 、 と ! 
サプライ ズ だ ぞ 、 と は レノ が 第 2 自 陸 | 。/. 3 
も eau て きえ ご と を | ベニ に 珍 行 し た | レノ : 半 9 な と さ を 過ごそ う ぜ 
人 レノ : 来い よ 、 最初 の 成 鍵 は どこ 
押出 クラ ウド と レノ いっ た ? 
の バト ル 中 の 特殊 な ボイス の 距 底 が 串 れ た | レノ : ソル ジャ ー な ら 導 裕 だ ろ ? 
に | マ 第 1 段階 (レノ の HP が 残り 100519%) の と き 合い て 逃げ な いよ な 
レノ : ボディ ガー ド は 、 俺 た ちの 
高 移 生 
仕事 だ ぞ 、 と クラ ウド が 花畑 ms 
人 人 エリス: あれ あれ いつ きっ て 谷 導 き エア リス : そこ で 、 戦っ て ほし く な い 
| も らい まし た か ね ー? エア リス : お 花 、 あ まな いで ! 
レノ : そり ゃ 、 企 業 秘密 っ て や つ だ クラ ウド が 花畑 | エラ リス り 
エア リス : じゃ あ 、 知 ら な く て 当然 に 入っ た あと 
| エアリ ス : お 花 に 、 の ろ わ れ ち ゃ 
当 うか も ? 
クラ ウド の HP が 
は じ め て 残り 29| レノ : ほこ ら 、 ポ ボロ が で て きた 
% 以 F に な っ た 


| 重 ルー ド (ov : 檜 大 典 ) 


ルー ド は 口数 が 少な く 、 短 いひ と こと で すま せる 場合 が ほとん ど 。 
また 、 女 性 を 攻撃 する と き の 声 に は 優し さ が 感じ られ る 。 


| 基本 的 な アク ショ ン | 区 要 を 受け た と き の 反 応 
5 ERR3 さく OSA だ | ほう 
に ) 大 きく ひる むか ダウン | 
住 だ し た 

eo 必 明 に な っ た 

避 中 
か か と 落と し バト ル 中 
ドリ ー ム バウ ター エア リス : 旋 反対 ! 

バト ル 識 夫 | ララ ウド ルー ド : 下がっ て ろ 

エア リス : ほっ と いて くれ な い ?2. 
地 走り SEE ュー 
: 相棒 の 代り 、 返 させ て も 

和 波 ある 班 度 の 時 間 

3 ヨ 

3 クラ ウド : クラ ス フ ァ ー ス ト 

mi ルー ド : pe 


ルー ド が 第 2 映 | 
剛 に 移行 する と 
き の イ ベン トシ 
my 


ド : や る な 
エア リス : 帰る 気 に な っ た ? 
ルー ド : いや 、 楽 し く な っ て きた 


が rme ae6 

障 に 移行 し た ey 示 
クラ ウド : 仕事 は 選ん だ 方 が いい 
エア リス : クラ ウド 、 強い でしょ ? 
ルー ド : これ くら い の ヤ ツ は 、 ゴ 

ロゴ ロ い る 

ある 程度 の 時 間 | クラ ウド : 一 緒 に する な 

が 経過 し た クラ ウド : 相棒 の 借り は 返せ そう か 
ルー ド : ああ 、 遥 議 だ 
ルー ド : 暴力 反対 じゃ な い の か ? 
エア リス : うー ん 、 正当 防衛 ? 


バト ル 中 は 、 実況 を 務め る コッ チ と ソ ッ チ が ノリ ノリ で 観客 を 盛 
り 上 げ る 。 セ リフ の バリ エー ショ ン も 非常 に 多い 。 


※CV : 木村 ( コ ッ チ )、 北村 謀 次 ( ソ ッ チ )、 小 松田 佳 (マム )、 杉 田 香 和 (アニ ヤン ) 
バト ル 中 の 特殊 な ボイス 


バト ル 開 始 


ヘル ハウ ス に クラ ウド が | = 
[た た か う 』 や 武器 アビ 


リティ を 何 度 か 当て た 

ヘル ハウ ス に クラ ウド | 
の 「 た た か う 】 な ど を 何 
度 か 当て た あと に 、 工 
アリ ス が [たたかう ] や 


当て た 


属性 モー ド 中 の ヘル 人 
ウス に 点 属性 の 魔法 
を 当て た 


属性 モー ド 中 の ヘル ハバ 
UN ウス に 強 点 属性 以外 の 
魔法 を 当て た 


。 ヘル ハウ ス が 高台 に 移 


を 使っ た 


物理 攻撃 を 当て た と き 
に ヘル ハウ ス が ヒー ト 
状態 に な っ た 


ヘル ハウ ス が バー スト 
状 懇 に な っ た 


ある 程度 の 時 間 が 経過 
し た 


ヘル ハウ ス が 第 2 段階 
に 移行 する と き の イ ベ 
ント シー ン 


ヘル ル ハウス が 第 2 段階 
に 移行 し た 


物理 攻撃 を 当て た か 右 
腕 ま た は た 腕 を 破壊 し 
た こと で 、 ヘ ル ハ ウス 
が ヒート 状態 に な っ た 


ヘル ハウ ス が 6 回 ヒー 
、 ト 状態 に な っ た 


ヘル ハウ ス が バー スト 
状態 に な っ た 
。 ヘ ル ハ ウス が は じ め て 
無敵 モー ド に な っ た 
、 ヘル ハ ウス が は じ め て 
較 「 ソ ニッ クロ ケッ ト 」 
「 ア イス ポン バー」「 サ 
| ンダ ー ア タッ ク 」「 も っ 
と お も て な し 」 の い ず | 
れ か を 使っ た 


cg 


『 テ ン ペ スト 」 を 何 度 か | 、 


動 し て [ヘル ポン バー』|= 


コッ チ : さぁ つい に 始ま り ま し た 、 コ ルネ オ 杯 スペ シャ ル 
に た 

: 数 多 の 強敵 を し り ぞ けた 実力 派 カ ッ プ ル に 対す る 
は 、 数 多 の 強敵 を ほふり し 、 悪 魔 の 家 

: いっ た い 勝 つの は どちら な の か 。 熱い 戦い を 見 せ 
て くれ ! 
鮮やか な 一 具 。 が 、 ヘ ル ハ ウス は ビク と も し ませ ん 


何者 の 侵入 も 許さ な い 、 ま さ に 最高 クラ ス の セキ 
ユリ ティ で す 

ソ ッ チ : エア リス 選手 、 生 本 的 に 攻 因 し て いく 。 こ れ に は 
ヘル ハウ ス も た じ た じ か ? 

コッ チ : エア リス 選手 の 華 遂 な 技 が 燈 裂 、 ヘ ル ハ ウス の 動 
き が 止ま っ た ! 

ソ ッ チ : 岳 導 な 花 に は トゲ が ある 

コッ チ : ヘル ハウ ス 、 こ れ は 苦し そう だ 、 さっ そく 現 京 を 
見 技 か れ て し まっ た か 

ソ ッ チ : そう ヒン ト は "あの 色 ……。 菊 恨 の 設計 ミス と し 
か 言い よう が あり ませ ん 

コッ チ : 脱法 区 撃 に も ゆる が な い 。 秒 紅 兵 器 の 名 に 放り は 
あり ませ ん 

コッ チ : 最強 カッ ブル に 降り 注ぐ 大 量 ミ サイ ル 。 さあ 、 ど 

切り 抜け る | 

コッ チ : や むこ と の な い ミ サイ ル の 交 。 ヘル ハ ウス 、 宇 族 
な く 攻め て いく 

コッ チ : ヘル ハウ ス 、 ダ ウン ! クラ ウド 選手 、 力 業 で 自 


分 の ペー ス に 持ち 込ん だ 
エア リス 選手 も 、 こ の 強引 さ に 惹か れ た の で し ょ 
うか 

: お っ と ヘル ハウ ス 、 動 き が 完全 に 止ま っ た か ?2. 

: 留守 宅 に 押し 入る 勢い で 責め 立て る 、 ク ラウ ド & 
エア リス チー ム 


: お 互い 様子 見 と いっ た 感じ で すね 
いや 、 表 の 内 を 隠す 作戦 


: 会 場 の 部 気 と 相まって 、 マ イク を 持つ 手 も 汗 ば ん 
で きま し た 


ん で 前 に 出 よ うと する エア リス を 制止 し て ) 
待て 
マム : あん が い 、 あ っ け な か っ た ね 
アニ ヤン : いや 、 こ れ か ら だ 
(ヘル ハウ ス が 変形 し て いく ) 
ソ ッ チ : お お っ と ! 


クラ ウド : 来る ぞ ! 

コッ チ : 温か な 我が家 が 一 変 。 つ い に 人 食い 屋敷 イン ・ ダ 
・ 八 ウス 

本 性 を あら わし た ヘル ハウ ス に どう 搬 む 、 ク ラウ 
ド S エ アリ ス 


ソ ッ チ : 


コッ チ : クラ ウド 選手 、 華 衣 な 太刀 筋 で ヘル ハウ ス を 圧倒 


し て いく 
コッ チ : クラ ウド チー ム 、 ナ イス セー ブ ! 
動き が 止ま っ た 
息 の 合 っ た コン ビ ネ ー シ ョ ン 。 ふ た り の 間 に 入り 
込む 隙 は あり ませ ん 
ヘル ハウ ス 、 ダ ウン ! 
ませ ん 
な に や ら 公 し げ な 雰 囲 完 。 ヘ ルル ハウ ス 、 い っ た い 
な に を 企ん で いる の で し ょ うか 


ヘル ハウ ス の 
ソ ッ チ : 
コッ チ : こう な っ て は 手 も 定 も 出 


コッ チ : 


コッ チ : お っ と 、 つ い に 来 る か 本 気 の 一 撃 
: 当たっ たら ひと た まり も あり ませ ん 


ヘル ハウ ス の 無敵 モー 
ド や 属性 モー ド を 解 
させ た 


ヘル ハウ ス が 再度 無 瑞 
モー ド に な っ た 

ある 程度 の 時 間 が 経過 
し た 

ヘル ハウ ス が 無敵 モー 
ド の まま 、 あ る 程度 の 
時 間 が 経過 し た 


コッ チ : 「 バ リア な ん て 興 味 な いね 」。 ク ラウ ド 選 手 の つ 応 
や き が 聞こ えて くる よう . 


i れ る 可愛 い バ ー ト ナー。 オレ も こん な 彼女 が 欲 
し い ! 
コッ チ : この 程度 で は くじ け な い 。 ヘ ル ハ ウス 、 再 び 防 御 
め ま す 


コッ チ : 激しい 攻防 が 繰り 広げ られ て お り ます 。 一 骨 た り 
と も 目 が 殴 せ ませ ん 


コッ チ : まさ に 完全 無欠 の セキ ュ リ ティ 。 最 強 カ ッ ブ ル は 
この 壁 に どう 立ち 向かう の か ?. 


ヘル ハウ ス が は じ め て 
『 ク レイ ジー ドロ ッ プ ! 
で 飛び は じ め た 


ヘル ハウ ス が は じ め て で 
『 ク レイ ジー ドロ ッ プ ] 
で 飛び まわ っ た あと 、 


『 ク レイ ジー ドロ ッ プ 】 
で 属性 モー ド に な っ た 


あと の ヘル ハウ ス の 獲 | こ 


下 攻 撃 を クラ ウド や エ 
アリ ス が 受け た 

『 ク レイ ジー ドロ ッ プ ] 
で 属性 モー ド に な っ た 
あと の ヘル ハウ ス の 動 
作 を 、 弱 吉 属 性 の 魔法 
で 中 断 さ せ た 


ヘル ハウ ス が 再度 「 ク 


レイ ジー ドロ ッ プ 」 で ト : 


飛び は じ め た 
ヘル ハウ ス が 再度 「 ク 


レイ ジー ドロ ッ プ 」 で |. 


飛び まわ っ た あと 、「 フ 
ィ ニ ッシュ ! 」 の 表 : 
と と も に 属性 モー ド に 」 
な っ た 


闘技 場 に [コル ネオ か 
ら の ブレ ゼン ト 」 が 届 
いた 

「 コ ルネ オ か ら の プレ ゼ | 
ント 」 で 届い た コル ネオ 
ポッ クス に 入っ て いた 魔 
眺 石 で クラ ウド と エア リ 
ス の MP が 回 復 し た 

「 コ ルネ オ か ら の ブ プレゼ 
ント ] で スイ ー パ ー と カ 
ッ タ ー マ シ ン が 現れ る 
か 、 届 いた コル ネオ ポ ボ 
ックス に 入っ て いた 提 弾 
の 発 に クラ ウド や エア 
リス が 和 巻 きこ まれ た 


ヘル ハウ ス の HP が 残 
り 5% 前 後に な っ た 


ヘル ハウ ス が バー スト 
状態 に な っ た 


ある 程度 の 時 間 が 経過 
し た 


コッ チ : 飛ん だ 、 飛ん で いる ! 
ペー ジ が 刻ま れ ま し た 


いま 、 建 築 史 に 新た な 1 


ソ ッ チ : (「 お っ と ! 」 と 叫び ) こ こ で バリ アチェ ンジ 。 な に 
を 企ん で いる の か ヘル ハウ ス 


まっ た ! まさ に 、 家 が 降っ て きた よう な 衛 學 だ 
りか か る 災 難 。 事 前 の 対策 不足 が 居 や まれ ます 


コッ チ : ヘル ハウ ス の 隙 と 憧 点 を 突く 見 事 な 攻 撃 。 最 強 カ 
ブル 、 ヘ ルル ウス を 和 具 墜 だ 
ソ ッ チ : 飛 沢 家 を 落と す 勢 いで 攻め て いく 


勝利 を 掴 お 、 栄 光 の テイ ク 


コッ チ : 飛 形 す る ヘル ハウ ス 。 
・ オ フ 


ソ ッ チ : 空 駆 ける ヘル ハウ ス 。 
景 で す 

コッ チ : ヘル ハウ ス 、 再 び バ リア チェ ンジ 。 来る か 、 来 る 
の か ? 


ソ ッ チ : 見 つめ 合う 両者 。 こ の 読み 合い 、 制 する の は どっ 
ちな の か ? 

コッ チ : ここ で 、 ブ プレ ゼン ト タ イ ム 。 ド ン か ら の 差し 入れ 
が 届い て お り ま す 

ソ ッ チ : 気 に な る その 中 身 は 、 開 け て みて の お 楽し か 


コッ チ : な ん と いう 思い や り 。 ド ン の 優し さ が 、 体 の 隅 々 
に 行き 渡り ます 


ソ ッ チ : な ん と いう サブ ライ ズ 。 ドン の お ちゃ めか が 大 爆発 ! 


コッ チ : コル ネオ 杯 スペ シャ ル マ ッ チ も 、 い よい よ 大 詰め 。 
今 衣 の 頂点 が つい に 決ま っ て し まう の か 

ソ ッ チ : トイ レ を 我 慢 中 の 皆さん 、 腹 を くく る ご 準備 を 

コッ チ : う ぉ おおお! ヘル ハウ ス 、 い よい よ 倒 壊 十 前 か り 

ソ ッ チ : 人 食い 屋敷 の 歴史 に 幕 を 閉じ ん と 、 解 体 業 者 ・ ク 

ウド & エ アリ ス が 現場 に 駆け つけ ます 

こま で は クラ ウド & エ アリ スチ ー ム が 優勢 。 し 
が か し 、 な に が 起こ る か わか ら な い の が コル ネオ 本 

ソ ッ チ : 来る か 、 家 対人 の 大 逆転 劇 。 1 秒 た り と も 見 逃 せ 
ませ ん 


コッ チ : 


ソ ッ チ : ヘル ハウ ス 、 持 て る 力 を 外 排 除 に 全 振り だ ! 


弾 」「 バ リア チェ ンジ 』 
な ど を 使っ た 


ヘル ハウ ス が 「 ヘ ルポ 
ン バ ー! を 使っ た 


ヘル ハウ ス が 「 ぬ い ぐ | ユ 
る の 燥 弾 | を 使っ た 


ヘル ハウ ス が 「 お も て 


な し 』 か 「 も っ と お も て |: 
な し 』( 以 下 、 各種 [お | 


も て な し 』) で 吸い こみ 
は じ め た 


台 種 「 お も て な し 」 で ク [ コ 
ラウ ド か エア リス が 吸 |= 


いこ まれ て 拘束 され た 


宮 種 [お も て な し 』 で ク 
ラウ ド も エア リス も 中 
いこ まれ ず に すん だ 
加 種 「 お も て な し の 拘 
東 後 の 攻撃 を クラ ウド 
か エア リス が 最後 まで 
受け た が HP は 残っ た 
吾 条 [おもてなし]! の 拘 東 
後 の 攻 撃 で クラ ウド が 
戦 且 不 能 状態 に な っ た 
宮 種 [お も て な し 」 の 拘束 
後 の 攻 撃 で エア リス が 
戦 有 不能 状態 に な っ た 


ヘル ハウ ス に 将 法 や 直 
器 アビ リティ を 何 度 か 
当て た 


属性 モー ド 中 の ヘル 人 
ウス に 吸収 属性 の 了 膝 法 
を 当て た 


ヘル ハウ ス に 当て た 攻 - 


緊 の ダメージ を 何 度 か | 
軽減 され た 


ヘル ハウ ス に 層 点 属性 | コ 


の 謀 法 を 当て た 


無敵 モー ド 中 の ヘル ハウ 
ス に 物理 攻撃 を 当て た 
ー ド 中 の ヘル ハウ 
攻撃 を 当て た 


ヘル ハウ ス が 3 回 以上 
無敵 モー ド に な っ た 


ヘル ハウ ス が 「 ヘ ルポ | > 
ン バ ー」 [ぬい ぐる み 爆 | 


ソ ッ チ : 番手 わせ の 一 番 に 相応 し い 荒れ 模様 で す 。 さ あ 、 
どう る 


コッ チ : ご 覧 くだ さい 。 天 より 男 い 降り る 、 キ ュー ト な ぬ 
AS 


コッ チ 隊 B620SS28 和 75 ッ プ に 
て 、 お 買い 求め いた だ け ま す 。 数 量 限定 、 欲 し い 
力 は お 早め に 


コッ チ : (「 お っ と お ! 」 と 叫び ) ヘ ル ハウ ス 、 オ ー ブ プン ・ ザ 


コッ チ : 禁断 の 扉 が 開か れ た ! 


ッ チ : 抵抗 むなしく 、 ド ア が 閉じ られ ます 


ソ ッ チ : や られ た ! 果たし て 無事 に 生 届 で きる の か 


コッ チ : クラ ウド & エ アリ スチ ー ム 、 ヘ ル ハ ウス の 誘い を 
丁重 に 辞退 。 ドア が 虚しく 閉じ られ ます 


コッ チ : 奇跡 の 生 加 だ ! し か し 、 こ の ダメ ー ジ は 大 きい 


コッ チ : クラ ウド 選手 、 出 て くる な り ダウ ン ! 
食い 屋敷 の 昌 只 力 か 


これ が 人 


ソ ッ チ : エア リス 選手 が 帰っ て きま し た 。 が 、 宮 え 切 れず 
ダウ ン ! 


コッ チ : ヘル ハウ ス 、 な ん と ! 
ソ ッ チ : 画 期 的 な エネ ルギー シス テム 。 ミ 
を 担う エコ 住宅 で す 
グ が 悪かっ た か ? 


リッ チ : ヘル ハウ ス 、 こ れ は た ま ら な い 


| ソ ッ チ : お 見 事 、 工 態 に 技 を 決め まし た 


コッ チ : 匠 型 な 攻撃 も ちな ん の その 。 鉄壁 の 守り が 再び カッ 
ブル を 追い 詰め る 


ソ ッ チ : 魔法 も 寄せ つけ な い 完 璧 な 設計 。 こ れ ぞ 理想 の マ 
イ ホ ー ム 


| コッ チ : 再び の バリ ア 展 開 。 な か な か 攻め きれ ませ ん 


クラ ウド が は じ め て 大 | 
ダメ ー ジ を 受け た 
エア リス が は じ め て 大 
ダメ ー ジ を 受け た 


クラ ウド か エア リス が 再 
度 大 ダメ ー ジ を 受け た 


クラ ウド の 残り HP が は じ 
め て 259% 以 下 に な っ た 
エア リス の 残り HP が は じ 
め て 2596 以 下 に な っ た 


クラ ウド か エア リス の 
残り HP が 再度 596 以 
下 に な っ た 


クラ ウド が 戦闘 不能 状 


態 に な っ た 


エア リス が 戦 還 不 能 状 
明 に な っ た 


クラ ウド か エア リス が 
戦闘 不能 状態 の まま 、 
ある 程度 の 時 間 が 経過 
し た 


ヘル ハウ ス が ヒー ト 状 
態 に な っ た 


クラ ウド が [ 凶 斬 り 」 か 
「『 ク ライ ム ハ ザ ー ド を 
ヘル ハウ ス に 当て た 


エア リス が [癒し の 風 』 
か 「 星 の 守 護 j を 使っ た 


イフ リー ト を 召喚 し た 


チョ コ ボ る モー グリ を 
召喚 し た 


シヴァ を 召喚 し た 


デフ チョ コ ポ を 召喚 し た 


リヴ ァ イ ア サン を 召喚 
し た 


バハ ムー ト を 召喚 し た 


カー バン クル か サポ ボテ 
ンダ ー か コチ ョ コ ボ を 
召喚 し た 


ある 程度 の 時 間 が 経過 
し た 


ゲー ム オ ー バ ー に な っ た 


: 決ま っ た ! さす が の クラ ウド 選手 も 大 打撃 か 2 


: エア リス 選手 、 ま と も に くら っ た 。 こ れ は 痛 そう だ 


大 技 を 決め た の は ヘル ハウ ス . 


: クラ ウド 選手 、 少 々 苦し そう で す 。 こ の まま 戦え 
る の か 

: エア リス 選手 、 つ ら そ う で す 。 客席 の ファ ン も 固 
面 を の ん で 見 守っ て いる 

クラ ウド る エア リス チー ム 、 押 され て いる か ?. 


: クラ ウド 選手 、 ダ ウン ! 


クラ ウド 選手 、 ダ ウン ! 
: エア リス 選手 が ダウ ン ! 
1) 加 


: 引き 旬 か れ た た り の 絡 。 バー トナ ー を 青 い 出す 
. こ と は で きる の か ーーー ーー 
: ヘル ハウ ス の 多 攻 が 止ま ら な い 、 こ の まま 押し 切 
られ て し まう の か 9 

強い られ る 狐 独 な 昔 い 、 ど こま で 結 れ る の で し ょ うか 
お っ と 、 ど うし た へ ルル ウス 


これ は ビンチ か 、 ヘ ル ハ ウス 


: 決ま っ た ! 大 侯 が 線 り 出す 、 鮮 や か な 一 臣 
: 会 場 の ポル テー ジ も 、 一 気 に リ ミッ トブ レイ ク ! 


: エア リス 選手 に よる 健気 な サポ ー ト 。 会 場 に 源 う 、 
症 や し の ブリ ー ズ 

: 体 だ け で な く 、 心 も 元気 に な り ま すね 

この 会 場 の 将 手 すら 生ぬるい 。 災 の 魔 人 の お 出 まし だ ! 

: 約 欠 の 葉 火 は 堅 中 な ヘル ハウ ス す ら も 焼き 尽く し 
て し まう の か ?. 

: 風 と 共に 阪 け ぬ ける の は 、 モー グリ が 操る チョ コ ボ ! 

: 可愛 い 見 た 目 と 裏腹 に 、 そ の 一 黄 は 強力 だ ! 

: クー ル & ビ ュー ティ ー! 舞い 降り し は 、 全 て を 
凍ら す 水 の 女王 

: 突き 刺す ほど に 鋭い 眼差し 。 た まり ませ ん ! 

: リン グ に め り 込む 重量 感 。 デブ チョ コ ボ 、 ふ て 応 
て し く 登 場 を 決め た ! 

ッ グ で ラー ジ で ヒュ ー ジ な チョ コ ボ も 、 人 食い 
屋敷 の オヤ ツ と な っ て し まう の か ?. 

: すべ て を 飲み 込む 荒波 の ご と く 、 水 の 化身 が 暴れ 回 る 

: 皆様 。 高波 に さら われ ぬ よ う 、 し っ か り と シー ト 
に お つか まり くだ さい 

: な ん と いう こと で し ょ う 、 竜 の 王 が 肢 技 場 に 降 臣 


で す 

身 の 保 証 は も は や 不可 能 。 安 全 確保 は 各自 の ご 判 
断 で お 願い し ます 

: ご 覧 くだ さい 。 天 より 舞い 降り る 、 キ ュー ト な ぬ 
い ぐ る みた ち 

: 可愛 い 見 た 目 と 裏腹 に 、 そ の 一 撃 は 強力 だ ! 

: さあ 、 ど うな る どう な る 
試合 の 行方 は まま だ わか り ま せん 


怒 満 の 展開 、 目 を 難 す 隙 が あり ませ ん 


: 飲 声 と ヤジ に 会 場 が 畠 れ ん ば か り で す 

: コル ネオ 杯 
優勝 は - 人 食い 屋敷 、 ヘ ル ハ ウス ! 

: (すす り 泣 いて ) ク ラウ ド S エ アリ スチ ー ム 、 
むなしく 、 ヘ ル ハ ウス の 良 食 に 
ーー る グッ パー イ ! 


長年 コン ビ を 組ん で いる レノ と ルー ド は 、 気心 が 知れ て いる だ け 
あっ て 、 バ トル 中 で も お 互い に 軽口 を た た き 合う 。 


※CHAPTER 12 で の バト ル 柚 用 の ボイス を 掲載 


レノ の 基本 的 な アク ショ ン バト ル 中 の 特殊 な ボイス 
ター クス 光 株 い ぞ 、 気 を つけ ろ 
バト ル 人 6 和 し に か か れ ば 炎 騰 まお ! 
エア リア ル ラ ッシュ 、 に 時 つて ら 
バイ ンド テ ェ ー ン お SB の | レト お まえ 、 ルー ド も や っ た ん だ っ て 2 
し た 紛 
レノ : 代り 、 ま と め て 返す ぞ 、 と 
た 3 529%6) の と き 
間 ま 、 いけ ん だ ろ 
E 5 レノ : な か な か し ぶ と い ぞ 、 と 
あぶ ご うう うう っ レノ キル ー ド が 地 2 和 | ルード. 人 開始 する 
人 す る と き の イ | レノ : ん ん 2 っ た く 、 ど いつ も こい つも 好き 乱 手 や りや 
2 が っ て 。(「 へ っ ]」 と 笑い ) ま 、 オレ も か 
Mo2408 レノ キル ー ド が 第 ら | ッ ラウ ド : ヘリ に 注意 し ろ ! 
ビッ! 比 に 移行 し た 
ビラ ミッ ド ほら よっ レノ の HP が 残り 4096 |! 了 
を 切っ て ヒザ を つい た 
ルー ド の 表 本 的 な アク ショ ン 耳 TP 
レノ 、 北 れ て ろ レノ : ルード! (へ リ の 了 発 に 巻き こま れ て ) い っ て えー 
8 ド が 死ん だ と 思っ て 葬 し げ な 大 を し て いる レノ の 局 
レノ キル ー ド が 第 3 段 | を 、 ル ー ド が た た く ) 
電光 隊 に 移行 する と き の イ | レノ : ([ へ っ 」 と 笑い 落と され て や ん の 
ベント シー ン ルー ド : どう せ 、 降り る つも り だ っ た 
レノ : (へ っ 」 と 笑い ) 始 末 軒 は 、 お まえ な 。 さあ 、 楽 し も 
う せ 、 提 ! 
い < ぞ ルー ド : ター クス の お気 
タイ タン フロ ウ レノ ォ ル ー ド が 第 8 段 | レノ : 見 せ て や る ぞ 、 と 。 タ ー ク ス に 史 員 売っ て 、 タ ダ で 
隊 に 移行 し た 済む と 思う な よ 
バレ ッ ト :( じ W\ ッ 」 と 笑い ) 自 信 た っ が りか よ ! 
コー クス クリ ュー ルー ド よ り も 先 に レノ 
の HP が ゼロ に な っ た 
レノ より も 先 に ルー ド 
の HP が ゼロ に な っ た 


バレ ッ ト の 「 ビ リピ リ 警 報 ! ] と いう セリ フ は 、 ダ スト ドー ザー 戦 
で も 聞け る 。 言葉 の セン ス が いか に も バレ ッ ト ら し い 。 


バト ル 中 の 特殊 な ボイス 


バレ ッ ト : どこ に 隠れ て や が っ た We 
バト ル 人 6 ティ ファ : 神 好 の 実体 AO ん だ あり ゃ あ ? 
バレ ッ ト : 神 隊 の も ん は 全部 っ つぶ す ! を アノ ニ マ ス が は じ め 」 ティラ ァ : 概 収 し た ? 
1 2 人 k の ネム レス を す | パレット : こり ゃ また ソロ ソロ と 四 紹 5 
ティ ファ : いけ る ? ネム レス の [サン ダ ガ ]| テ ん と か し て 止め な きゃ 
和 バレ ッ ト : ああ 、 ど うっ て こと ね え た 
ッ ト : こ 人 ! に Tr ババ ッ 
半 で 男 れ た 6 信 の ネ | ティラ シュ キリ mo 属 [ サ ンダ ガ ! の 動作 を | パレット: お コイツ を よめ る 
ムレ ス を すべ て 倒し た | バレット : ティ ファ 、 上 まで 行け そう か ? 叶 始 し た 3 
ティ ファ : 扱 護 、 お 願い アノ ニ マ ス が は じ め て | ティ ファ : 親玉 を な ん と か し な いと 
5PRTC 生 が 2 [人 電 | を 使っ た バレ ッ ト : で け え の に 集中 すん ぞ ! 
に 本 テ 頼 い アノ ニ マ ス が は じ め て | = > ae 
足場 に 登ら な いま ま 、 「 プ ラズ で マ 誠 電 ! の 動作 | アイ ファ : な に か 来る 9 、 
ある 程度 の 時 間 が 経過 3 バレ ッ ト : (| チッ] と 天 打 ち し ) ぶ っ ぱな す つも りか ? 
軸 た 
アノ ニ マ ス が 「 プ ラズ マ 
放電 | の 動作 を 終え た 
= っ アノ ニ マ ス の 攻撃 で 吹き 飛ば され て ) き ゃ あっ ! 時 
、 ア ノニ マス が 現し た | バレット ュ テ ィ フ ァ アノ ニ マ ス か 丁度 「 プ | 
アノ ニ マ ス が は じ め て 」 ラズ マ 放 科 の 動作 を 
「 リ リー ス 」 で ネム レス | ティ ファ : ひど い 、 味 方 な の に 開始 し た 
を 投げ た 
アノ ニ マ ス が 通路 を 才 
つつ し アァ ノニ ス の 角 手 を は 
通路 を 狙う て の 『 ぶ っ ia 
こわ す 』 を ティ ファ が 
、 良 
) 池上 狂っ て の [ぷっ | テ ラリ か 「 サ ンタ を 使 
| こわ す 」 を ティ ファ が | テ あぷ な か っ た つて 明 収 され た 
7 な か っ た 束 1…: 外 易 度 が HARD の と き は [100-9196] 


難易 度 が HARD の と き は 「909% 以 下 」 


rr@'VolcE SCRIPT 


RMALFANMST VI REMAKE MAIERALUUIMANIA Ps 
1 ルー ファ ウス ほ 、D( テ ィ ー)」 こ と ダー ク ネ イシ ョ ン を 引き連れ 
ヽ イー ニニ リ Jc 3 コ シ 
リー フッ 
_ ルー ファ ウス (ov : 入 員 凶 て お り 、 と き に は 指 笛 も 使い な が ら 命令 を 出す 。 
| 基本 的 な アク ショ ン | 攻撃 を 受け た と き の 反 応 バト ル 中 の 特殊 な ボイス 
ショ ッ ト ガ ン ( 接 近 し | 油断 し た な ぶん 説 ク ネ イ ショ ン の HP が 残り 100~619%) の と き 
て の 使用 時 ) 逃がさ ん 小さ く ひ の る ん だ ほう 本 クラ ウド : すぐ に 終わ ら せ る 
5 ここ か ら だ 本 そん な も の か ルー ファ ウス : つれ な いな 
リロ ー ド 同和 クラ ウド か が 合計 4 回 、 
だ な | これ で 拓 | ク ラウ ド : 窓 H は ある は すず だ 
無人 だ な 吉 く に いる ダー ク ネ イ |D、 バッ ク ! で 
ショ ン を 呼ん だ も どれ TP 
チェ イン ショ ッ ト AS 銃 を 撃つ 反動 で 還 返 り 導 避 6 二 和 | 
どう し た ? 和 こっ ち だ 攻撃 を ルー ファ ウス | クラ ウド : 下手 に 攻め 込め な 
犬 は 姓 い か ? し た に ガー ド さ れ て 反 交 いな 
楽し く な っ て きた な し どこ を 見 て いる を 受け た 
させ に pm ダー ク ネ イ ショ ン の | 神 市 室 : こち ら 管 人 室 
お が える っ HP が 残り 6096 ま で 英 確 認 。 返 綴 
に 杏 公 59 2 回 を か き 上 げた ふん っ 洲 っ た を 天 む 
食らえ aa ハッ ハッ ハッ ク ネ イ ショ ン の HP が 残り 6096 以 下 ) の と き 
ae こい 解 
サン ダー ショ ッ ト に 手招き を し た 2 ルー ファ ウス が meR| ク ラウド: 信 を 、 な め て いる 
き 民 べ 還 |2 ッ yy 踏 に 移行 する と き の 
D、 レデ ィ ! 額 に 手 を 当て て 笑っ た | デー ンー ンー ュー | ルー ファ ウス : ま さか 、 ギ リ ギ 
D リ ンク 準備 は いい か Mo の リ だ 。 だ が 、 こ 
さあ 、 い こう か れ が いい 
いく そ ルー ファ ウス が 第 2 眉 | クラ ウド : 神 次 の オモ チャ か 
届 が 階 に 移行 し た ルー ファ ウス : べ 閣 ん で や る 
ダブ ル シ ョ ッ ト 欧 魔 だ 第 3 段階 (ダー ク ネ イ ショ ン が 倒さ れ た あと ) の と き 
電 れ クラ ウド : 今度 こそ 、 ふ た り 
ー きり だ な 
= コー ルー ファ ウス が 第 3 段 ルー ファ ウス :(「 フ ッ 」 と 笑っ 
ザー コイ ン 、 ト ラッ プ | こう する? 啓 に 移行 する と き の て か ら 奇 展 を 仁 
コイ ン 、 ポム コイ ン | スリ ル を 楽し め イベ ント シー ン 掛け ) 忘 れ られ 
見 6 の だ な な い 夜 に し て や 
トラ ッ プ コイ ン ( ダ ー ク | D、 ジャ ンプ ! ろう 
ネイ ショ ン と の 通 半 ) | 符 け ルー ファ ウス が 第 3 段 | クラ ウド : よう や く 、 本 気 か ? 
階 に 移行 し た ルー ファ ウス : 光 に 思う ん だ な 
段階 で 聞け る ポイ ス 
攻撃 を ガー ド ルー ファ ウス が は じ め ルー ファ ウス :(「 く っ 」 と つぶ 
2 ご や き ) や る な 
SS な の リン ク を 切ら れ た 
か ルー ファ ウス が 再度 いら 
ター ク ネ イシ ョ ン と リー ファ ウス :([ ぐ っ 」 と うめ 
の リン ク を 切ら れ た デ 
口 に する セリ フ は 謎 めい た も の が 多い 。 バ トル の 途中 で 仲間 た ち 
P セフィロス (cv : 区 箇 め ) が 合流 する と き に は 、 そ れ ぞ れ 員 用 の や り 取 り が 交わ され る 。 
| 時 本 的 な アク ショ ン | 攻 要 を 受け た と き の 反 応 だ 
ひざ まず け ay ほう セフィロス が ティ ファ 失せ ろ 
和 入信 し くし て いろ WOS ん RE [お Ca る u へ 必須 を 仕掛 けた | 消え ろ 
ムタ だ 払 だ 
が バト ル 中 の 特殊 な ボイス Bakme 
遊び は 終わ り だ 第 1 段階 (セフィロス の HP が 残り 100869%) の と き 人 リス | 末 水 が 見 える が? 
ん A7= 割 え られ る か な セフィロス : 連合 に 党 ら うな 、 連 命 は 変え られ な い 
人 泊 だ バト ル 開 始 2 ラ 9 ド ス の HP が 残 088…16%) の と き 
ーー VSE DSE の 放す る と き の イ ベティ ファミ バ レッ ト 1 
ご 有 っ 時 の 柚 に な る の だ に 移行 き F』 ・ バ レッ 
0b2 見 も の だ 人 私 が 価 い か シー ン ( バ パー ティ | バレット : 派手 に や っ て ん な 
シク ルビ 泣き 叫ば な い の か ? の クラ ウド : 行く ぞ 
ー ス トー ム 、 グ レー ト | ぁ ヵ みせ ろ 。 どう し た 、 クラウド ? 3 2 
病人 2 呈 ICH ある 程 の 時 旧 が 反 ニ ド ー 科 えて いる が セフィロス が 第 8 穫 階 
フレ アァ 更 は 好き か の し た 5 避 に 移行 する と き の イ ベ バレット! 
ら の あま AICRSRAO ント シー ン ( パ ー テ ィ 待た せ た な 
総記 を 財 ろ う > - きた せ / 
第 2 段階 (セフィロス の HP が 残り 85-6396) の と き に エア リス が い : し : 行 く 
可 び を 聞か せ て くれ 人 3 
心無い 天 便 。 くれ セフィロス が 条 ら 議 | の イン が ミ だ ジッ チ だ うた? で の バレ ッ ト 合流 時 ) 
に 和 行 する と き の イベ | クラ ウド : そう で も な い ( セ セフィロス が 第 3 段階 eg 
2 フィ ロス に 目 を 向 に 移行 する と き の イベ デイ ンタ 
ント シー ン ( テ ィ ファ に 移行 する と き の イベ 待っ た ? 
き 0) け ) 準 備 は いい か ント シー ン ( テ ィ フ ァ : 持 っ た ? 
cake ティ ファ : 当然 合流 時 ) Ge 
エア リス : さみし か っ た ? セフィロス が 第 3 段階 | 
と て みろ 。 。。。 | セフィロス が 第 2 帳 了 | エク リス: で ウロ ご ラバ 3 : エア リス ! 
し 9 この 時 を 待っ て いた に 各行 する と き の イ ベ | フ ラウ ド : で に 。 補 プ ィ 22 アリス: お また せ 
運命 を 断ち 切 ろ うか ント シー ン ( エ アリ ス 本 2 ピ PeeUPG 
洲 び の は じ ま り だ 9 エア リス : うん 、 で も 行こ う 
< 屈 性 独 化 、 略 性 強化 軍属 性 強化 、 風 必 
性 強化 、 全 同性 強化 


IlNALRNTANYIIREMAKEINTENGNADE 


キャ ラク ター の アク ショ ン な ど に 応じ た ボイス 
ミエ を 切っ た り 思 いつ き の 技 名 を 叫ん だ りな ど 、 ノ リ や 勢い で し 
| 信 ュ 。 (CV : か か すず ゆみ) ゃ べ っ て いる 印象 。 お な じみ の [シュ シュ シュ 」 も 健在 だ 。 
| バトル 開始 チャ ンス 、 チャー ンス ! し っ か り し ろ っ て ! 
補記 、 は っ け こ ん 1! お し お き タ ー イ ム ! 生生 胡 伏 馬 を | な ら 、 立 っ た 立っ た 1 
アタ ジ に 会 っ た が 之 の 尽き 1 敢 を バー スト させ た | もう 、 こっ ちの モン ! サポ る の 禁止 ! 
V8 神 羅 ( 通 常時 ) いこい 度胸 じゃ ん ! きた きた きた きた 1 人 上 の [ 打 生 の 条 ] に よ ) こっ 、 必 細い じゃ ん か ! 
出 た な 、 ワル モノ ! けっ ちょ ん けち ょ ん だ ! つて 、 仲間 が 戦 財 不能 
6 居 了 =! 状 屋 に な る の と 引き か | そ ゆ の 、 ズル <guie 
腕 が 只 る 唱 る う 一 ! え に 自 分 の 戦闘 不 能 汰 
| ユフィ ち ゃ ん の お 通り だ よ 尋 が 解除 アタ ン だ 戦わ せる 気 い 17 
敢 を 倒し た 
VS モン スタ ー( 通 常時 ) | 武器 アビ リティ 
攻め る こと 、 ダ チャ オ の ご 
e な 、 に ぃ ー っ ! と く ! 
台 され りり ay 
ヤー な りん ぱー! PE な [GE 杯 9 チョ コ ボ の よう に 外 い 1 
EyeEkPrcEl 攻撃 を 受け た と き の 反 応 oe 
飼 し た 状 ぶる こと 、 水神 の ご と し ! 
Vs 神 記 ( 系 迫 し た 状況 ) | テコ 峰 H(G 還 店 で 全 知る こと 、 水神 の ご と し 
A ! | し た と き の 2 回 ・ 
CC で ん 、 溢 えて きた 小さ く ひ る ん だ っ ちな オマ ケ だ 
|. や (CI の きた ぁ ー! 通 拉 ・ 風 II(W2) | 店 5 生 1 
カジ 大 きく ひる ん だ 
Vs モン スタ ー( 臣 迫 し お じ 
机 つむ じ か せ 
ダウ ン し た 補 接 ・ つ お じ か ぜ (※ ら ) 
うわ ああ あっ ! 天 条 化 ・ 炎 
5 末 変 化 ・ 水 冷気 招来! 
回 SH96Z2 シ ョ ン タウ ン か ら 立 ち 上 が っ た | < 和 変化 ・ 電 いな ず ま の 術 
シュ ッ ト 婦 術 変化 ・ 風 疾風 来 ! 
i 
に 4 選 スタ ン 状 態 に な っ た PU 
よっ と ! 玲 変化 ・O(※3) | それ っ ! 
た た か う ジュ シュ ! に 3 
スタ ン 中 
よい せこ っ ! 天 法 ・ 木 の 梨 骨 れ ! 
スタ ン 前 伯 さ れ た に っ た な 詩 細 の 閑 こ 
くも が くれ クボ ッ と な ! 
> ! ムー ダム ダ ! 
た た か う ( コ ン ポ の 最 環 眠 状 感 に な っ た ついで まこ! 
の 放 ) 手下 全 投 
げ 、 シノ ビシ ュー ト | 
上 名 上 状 感 が 解除 され た 電 所 Vie2 
受け た げ る ! 
Lv 1 前 に 抱 束 さ れ て いる 必中 iD 
く 、 くる な ら こ い ! ああ っ 、 も うっ 、 フ ラフ ラ 
痛く し な いで よ !? する ー! 
瀬 死に な っ た 負け …… る 気 は な いけ ど ! | リミット フレ イク 、 リ ミッ ト 技 
弱 0 の 攻撃 を ガー ド も し か し て 、 ビ ンチ !? も う 許 さ な いか ん ね ー ! 
むっ き 一 ! も う 怒 っ た ! 
リミット ブレ イク し た | 怒り 、 ば く は 一 つ ! 
。 | っ ! シノ ビ の 本 気 、 見 は たげ る ! 
め の 放 加 お ガード 戦時 不 能 状 態 に な っ た と れ 導 、 シフ ビ の 提 有 1 
皿 奈 の ) い 
運 携 モー ド 解 除 |P 四 和 シノビ の 馬 り は 虎 よ り 頂 し ! 
法 、 ア ビリ ティ (HFP 回 復 
※ 連 携 モー ド に 関係 する 表 内 以外 の ポイ ス は 、「 キ ャ 自分 回復 (ケア ル 、 ト - 402 
ラク ター 同士 の か け 合い ポイ ス 」 の 「 ユ フィ S ソ ノ リジェ ネ 、 ポー ショ ン 、 ・ 火 だ 
ン 」(…P.158) を 参照 ハイ ポー ショ ン 、 チャ | ファ イア 、 フ ァ イ ラ 、 | 丸 コ ダ だ っ ! 
に ーー ニー お 023 ほ … わ っ ちゃ あっ 
自分 を 回 復 ( ケ アル ラ ブリ ザ ド 、 ブリ ザラ 、 
敢 を ヒー ト さ せ た ケア ル ガ 、 メガ ポ ボー ショ ブリ ザ ガ 
_ ン 、 エリ クサ ー※1) | シノ ビ 、 な めん な ー! 
、 へ ば っ て る ?. こし ゃ く な て ! 
※ ら .…… 表 内 の も の 以外 に 、「 基 本 的 な アク の 
仲間 を 回 復 (※1)、 い | 感 典 し て よね っ ! 「 た た か う 」 の ボイス も 言う 6 
の り な っ さけ な いな 一 ! 3…- 術 変化 ・ 災 、 天 術 変 化 ・ 氷 、 婦 術 変 化 ・ 電 、 
… 自 分 と 仲間 の 両方 を 回 役 す る と き は 、 実生 時 玉 術 変化 ・ 風 
の ター ゲッ ト か 自分 な ら 「 目 分 を 回 衝 」、 促 間 
な ら 「 仲 間 を 回 復 」 の ポイ ス に な る 
で 9 義 ′ = お 全 生 !5A 


忍法 ・ 電 落と し ! 
サン ダー、 サ ンダ ラ 、 | て ん ちゅ ー! 
サン ダ ガ か みな れ っ ! 


ャ ヤー ン ! 
法 ・ か ら っ 風 ! 


エア ロ 、 エア ロラ 、 エ | 
アロ ガ 


バイ オ 、 バ イオ ラ 、 バド 
イオ ガ 


ポイ ソナ 、 エ スナ ( 自 更 器 
分 に 使用 /※4) に 
お えっ 、 
レジ スト 
スリ フル 
サイ レス 
バー サク 
ジワ ル し ちゃ う よ ! 
じっと し て ろ ー! 
スロ ウ 、 ス トップ | の 2 生 の ET 
計 トバ し て 
ーッ ニッ へ | は い 、 ズル は お し まい ! 
アパ リア 、 デス ペル ーー タダ 1 


バリ ア 、 マ バリ ア 、 ウ 


ォ ー ル どん と こ ~ い ! 
事 4…… 仲 間 に 使用 し た と き の ボ イス は 「HP 回 復 」 の 
「 仲 間 を 回 復 ] と 同じ 


| バトル 終了 
| ユフィ ちゃ ん の 大 勝利 ! 
着 っ て も 遅い か ん ね ! 
| 一 作ら くち ゃ ー く ! 
須 利 (通常 時) H 
ん 、 た っ た ら ー ん 
別に 、 本 気 じ ゃ な か っ 
勝利 ( 科 時 ) 
ダー ム オ ー バ ー 
美 少 女 礼 填 、 こ こ に 散る 一 
…… な ん つっ て 


ノン (CV : 細谷 和正) 


発言 が 子ども っ ぽい ユフィ と は 対照 的 に 、 大 人 らし い 落 ち 着い た 
その 言葉 は 、 と き に 礼儀 正 し さ すら 感じ させ る 。 


| バト ル 開 始 
は じ め よ うか 
1C も 5 お 3 か 
Ve 社交) ve な 
ンス ター( 肖 時 ) け な い 
部 決 で いく 
望み と あら ば 


| や っ が し 
V8 神 羅 ( 率 迫 し た 状況 )、| そ うく る か 
VS モン スタ ー( 緊 迫 し 
た 状況 ) 


引く わけ に は いか な い 


| 基本 的 な アク ショ ン 


どけ ! 


た た か う 


| まだ まだ 1! 
i 


ガー ド の 構え 


弱め の 攻撃 を ガー ド 


強め の 攻撃 を ガー ド 


スー パー コ フ ィ ち ゃ ん 、 衝 直 ! 
ATB ブ ー ス ト 向かう と ころ 瑞 な 一 し ! 
勝っ た も 同然! 
ぬ す お 、 ぶ ん どる 
| アイ テム (HP 回 復 中 ) 
と っ て お きだ よ ! 
自分 に 使用 じゃ じゃ ー ん ! 
ほ い ほ い ! 
ほら 、 使っ て 
仲間 に 使用 
これ これ 
フー レ ゼ ー ン トー! 
感 に 使用 あっ げ る ! 
食らえ ー! 
E 
友達 が 換 多 し た いっ て ! 
見 て 第 けっ ! 
召喚 を 実生 飛び 出せ っ ! 
に 
何 が 出る か な ? 
召喚 獣 の 去り ぎわ 
ぱい ば こい ! 
| 人 
[四条 」 を 使用 する | た る 2 
以外 の 原因 で 、 仲 間 が 
に ちょ っ 、 何 や っ て ん の 一! 
不能 状態 に な っ た 
不能 状 態 に な っ た | ニテ ーー ニー 
口調 で 話す 。 
連携 モー ド 中 に 、 南 の 攻 | お っ と 
撃 で 吹 き 飛 ば され た 仲間 | お お っ と ! 
を 身体 で 受け 止め た | あぷ ぶ なかっ) 
気 は 抜く な よ 
連携 モー ド 解 除 
※ 連 携 モー ド に 関係 する 表 内 以外 の ポイ ス は 、「 キ ャ 


ラク ター 同士 の か け 合い ボイス 」 の 「 ユ フィ S&S ソノ 
ン ]( ご P.158) を 参照 


| 攻撃 の 結果 に 応じ た 反応 
| ここ まで だ ! 
敢 を 倒し た 沈 二 
倍 て ろ 
攻撃 を 弾き 返さ れ た | くっ 、 ダ メ か 


| 攻撃 を 受け た と き の 反応 
お っ と 
小さ く ひ る ん だ る どー 


大 きく ひる ん だ 


に い 


ぬか っ た 1 


ダウ ン し た 


ダウ ン か ら 立 ち 上 が っ た | 


スタ ン 状 態 に な っ た 、 
瑞 に 拘束 され た 


スタ ン 中 


スタ ン 状 態 が 解除 され た |・ 


馬 眠 状態 に な っ た 


鍵 眠 状態 が 解除 され た 


瀬 死に な っ た 


戦闘 不能 状態 に な っ た | = 


| リミット ブレ イク 、 リ ミッ ト 技 


自分 を 回 衝 ( ケ アル 、 | ます は 軽 め に 
リジェ ネ 、 ポー ショ ン 、 5 

ハイ ポー ショ ン 、 チャ | 葬っ と お く か 
クラ ノ ※1) 礎 実 に 
自分 を 回 復 ( ケ アル ラ 、| あわ て る ほど じゃ な い 
ケア ル ガ 、 メ ガ ポー ショ 


ン 、 エリ クサ ー ン ※1) | れれ で よし 
仲間 を 回 復 (※ 1 )、 い | ほら 、 し っ か り し ろ 
の り 


大 丈夫 か ? 


「 転 生 の 術 ] に よっ て 、 自 | 俺 が 助け る ! 


分 が 戦闘 不能 状態 に な 内 
る の と 引き か え に 仲間 に 
の 戦闘 不能 状態 を 解除 


自分 の 戦闘 不能 状態 が | 礼 を 言う 


ここ か ら 巻 き 返 そ う 
SS 


・ 自 分 と 仲間 の 両方 を 回 復 する と き は 、 実 行 時 


の ター ゲッ ト が 自分 な ら 「 自 分 を 回 復 」、 仲 間 
な ら 「 仲 間 を 回 復 」 の ポイ ス に な る 


| 臣 詳 アピ リティ 


ウー タイ の 開 志 


問 気 集中 


容 赤 は し な い 

円 加 容 き 、 疾 情 呆 | 引 捕 効く ぞ ? 
痛い 目 に 週 いた いか ? 
拓 的 捉 


いく 


3 
億 が 相手 だ 

が か か っ て こい 
どこ を 見 て いる ? 


キャ ラク ター 同士 の か 


到 り を 解放 する 
覚 二 は いい か に 
リミット プレ イク し た | 全 和 0 
そろ そろ か る 
受け 取れ 、 俺 た ちの 怒り ! 仲間 に 合用 
中 了 乱 箇 ウー タイ 柏 逢 、 奥 開 
誠仁 に 放す ! 届 に 使用 
| 康 計 、 アビ リティ (HP 回 復 以 外 ) 必 避 
本 出 で よ 
人 召 只 を 実行 と も に 戦 お 
を 見 せ て くれ 
プリザ ド 、 ブリ ザラ , 
召喚 油 の 去り ぎわ 
フリ サガ | つぎ は 3 
後 始末 は まかせ ろ 
サン ダー、 サ ンダ ラ 、 | その 他 
サン ダ ガ 
仲 則 が [連携 ・ 風 林 火 | 
山 ! を 使っ た (※4) | 包 に た た く ! 
エア ロ 、 エ アロ ラ 、。 エ 
アロ ガ | バトル 終了 
に う て ! 
バイ オ 、 バイ オラ 、 2 て 
イオ ガ 寺 勝利 (通常 時 ) 
同情 は し な い まう 
に 備え よう 
ポイ ソナ 、 エ スナ ( 自 合わ せ 、 感 財 す る 
に 1 | 
2 Sg 0 
oo 修行 の や り 直し だ な 
スリ ブル 、 サ イレ ス 、| 抜か り は な い 修行 の や り 直 し だ な 
バー サク 和 基 は させ な 師匠 に 怒ら れ そ うだ 
封じ る ! の … 人 に 使用 し た と き の ポ イス は HP の 
ATB ブ ー ス ※ 仲間 を 回 復 」 と 同じ 
PE 1 ※…・「 武 器 ア ビリ ティ 」 の [ウー タイ の 関 志 と 同じ 
ぬ す お 回 ※4…… 表 内 の も の 以外 に 、「 基 本 的 な アク ショ ン 」 の 


合い ボイス 


「 た た か う 」 の ポイ ス (ーP.157) も 言う 


| バト ル 人 開始 


調子 づい た り 感 情 に 流さ れ た りす る ユフィ の 言葉 に 、 ソ ノン は た 
び た び あき れつ つも 、 妹 を 見 守る 兄 の よう に 優し く 応じ る 。 


VS 神 雇 ( 遂 常時 ) 


VS モン スタ ー 
(通常 時 ) 


VS 神 思 ( 羅 飼 し 
た 状況 


つく き 神 臣 め ー ! 
ML 知 ら せ て や ろう 
倒 、 神 躍 ~! 

里 の 道 も ここ か ら だ 
れ ち ゃ う ぞ ぉ ー! 

ど ほ ど に な 

どっ ち が 先 に 倒せ る か ! 


$ い 、 転 ぶな よる 
れる 、 よ ね 

る し か な い 
わ 、 ゴ リ ゴ リ ー- 
た りな ら 勝 算 ア リ 


ソノ ン : こっ ち は も と より 本気 だ 


ユフィ : に 、 逃げ た ほう が よく な い !2 
ソノ ン : 倒す ほう が 早い 
ユフィ : お 3 引き 取り くだ さぁ ー い ! 
ン ノ ン : …… 通 じ な い だ ろう な 
ユフィ : ぴ ぎ ゃ ー、 あっ ち 行け ! 
ソン ノン : 先 募 、 う る ざい よ 
ユフィ : も お ヤ だ よ お 一 … 
ソノ ン : 層 音 を 吐 か な い 
ユフィ : す 、 少 し は 歯ごたえ あり 
そう じゃ ん ! 
ソノ ン : ダチ ャ オ 豆 ぐら いか な 


Vs モン スタ ー 
( 緊 師 し た 状況 ) 


コ フ ィ : (下記 の いずれ か を な 言う) 
・ ツ メシ 【 

・ こ っ ちこ っ ち ! 

・ 合 わせ て ! 

・ 行 く よ ! 

・ へ る 氷 一 ! 
ソノ ン : (下記 の いずれ か を 言う 

・ 呼 ん だ か ? 

・ や っ て や ろう 

- よ し 1 

- イ 解 ! 

・ ま か せろ ! 
用 
| ソノ ン : 言う まで も な い 
運 携 モー ド 中 に ココ ボコ の 弄 - ! 
[た た か う ! を 使用 ッ 、 幸生 


連携 モー ド 開 始 


| バト ル 秩 了 


ユフィ : いや ー、 ア タ シ っ て ば 強 
すぎ 一 ? 

ソノ ン : そう いう こと に し て お こう 

ユフィ : どう どう ? アタ ジ の 天 ! 

ソノ ン : フフ ッ 、 交 れ 入っ た よ 

勝利 (通常 時 ) | ユフィ : あ 、 見 た か シノ ビ の カー! 

: よっ 、 お て ん ば 娘 ! 

うむ お 、 く る し ゅ ー な い ! 

: この 調子 で いく ぞ 

連 、 ご 音 労 ご 

先輩 も な 


ユフィ : つぎ は 足 、 引 っ 張ら な い 
で よね 


勝利 ( 半 勝 時 ) 


wmar @⑳ VOICE SCRIPT 


RAL EACASYYWIRBMMEMANENMLUUIMAMA Pt 


「 放 導 レ ー ザ ー」 で こち ら を 捕捉 し て ミサ イル で 攻撃 する と いう ギ 


ガン ピー ド の 戦法 を ソノ ン が 見 抜き 、 助 言 し て くれ る 。 1 
ギガ ン ピ ビー ド が ほじ Se ギガ ン ピ ビー ド や エイ 
め て 「 ド リル 突進 の | フイ で 人 が ーー ム ビ ッ ド の [ 放 導 レー| ユフィ : あん な の 、 避け らん 
動作 を 開始 し た 3 ご な いよ 
ンー ド 記 は : 区 た れる 前 が 科 負 だ な 
めで 「 ド リル 喘 人 の | ユフィ : や りや が っ た な ー! 1 
5 彼 唱 (ギガ ン ピ ソノ ン : 次 は 止め る っ 
ギガ ン ピ ー ド が は じ | ユ フィ : お ろ 一 、 ト ンズ ラ タ 生 S02 2 
ー ド が イィ : お ろ 一 、 ト ンズ ラ : ピン チ は 、 ド を 、 自 韓 する 前 に | ニノ フッ: この = 
め て 足場 の 外 へ 下り お し まい 、 じ ゃ な い 2 に ジン に テ 最大 の チ 0 ソノ ン : この まま 攻め る ! 
Earm ペー 「 ド リル 突進 ! の 動作 を | ユフィ : 先手 ひつ し ょ ユフィ : また 逃げ た ! 
ギガ ン ピ ビー ド が は じ | し ーー 
め て 足場 の 外 へ 下り |、 ノッ た 暫 1 開始 し た ソノ ン : 先 に 潰す ぞ ! 
た あと 、 壁 を の ぼっ | ノノ ン : 先 員 ! ソノ ン : の うち に 9D く ぞ ギガ ン ピ ー ド が 再度 
て きた ユフィ : や られ る 前 に 、 や ら 足場 の 外 へ 下り た あ | ソノ ン : 地の利 は 、 あちら に 
ギガ ン ピ ビー ド が は じ | ユ フィ : わっ 、 な ん か 出 た ! 1 な いと で 、 加 を の ぼっ て きた ある 
め て 「 エ イム ピッ ド 遇 | ソノ ン : 小型 械 ? な ん の た 1 人 ユフィ : 何 度 も くら っ て らん 面倒 だ な 
出 ! を 使っ た め に 出 な いよ ! 気 を 抜く な よ 
ユフィ : (「 げ っ ! 」 と 言い ) こ 2 We に : 目 さ わり だ な 
人 いつ ら も ? っ て こ ソフ ン : 攻 軸 前 の 妥 を つこ : 履 モノ か ら 、 つ ぶ 
狙わ れ た に ユフィ : (「 ん が っ ! 」 と うめ Mt6aU 5 
ミサ イル が くる ) 苑 かれ て る 1 et コ フ ィ : ちっ こい の を 、 落と 
ギガ ン ピ ー ド が は じ 「 ド リル 突進 」 で 回 転 | ソノ ン : 無策 で つっ こむ な ギガ ン ピ ー ド が 相 度 | oo な Eo 
め て [ダイ ビン グ ス ナ | ユフィ : や る 気 に な っ た みた い し て いる ギガ ン を 潮 え な いと NZ コラ モタ モタ U で だ ら 、 
ッ チ 」 を 使っ て 避 か ら | ソ ノン : 碧 い や すく な っ た ド の 頭 部 に た た か う ]| コラー: メリ バリー ぜん ぜん 5 ミサ イル くる よ 
足場 に 下り て きた を ど を 当て て 玩 き 1 
了 ソノ ン : きい て な いな SM 
ユフィ : (ソノ ン に 高く 放り ギガ ン ピ ー ド の [エイ - 
投げ て も らい ) トド ッ ド 時 出 ! で 時 出 | ソノ ン : 面倒 が 坦 え た 
ギガ ン ピ ー ド が 第 3 役 メー っ ゥ 1 ギガ ン ピ ー ド の [誘導 | ユフィ され る エイ ム ビ ピッ ド | ユフィ: ま CCmo う 8ー す | 
階 に 移行 する と き の | (ギガ ン ピ ビー ド は ユフィ の 一 レー ザー】 で ユフィ が の 数 が 場 え た 
イベ ント シー ン | 即 を 受け て 動き を 止め る が 、 は じ め て 揚 わ れ た | ジン フン: 字 凡 ジラ 13 の | 
豆 分 を ドリ ル に 変え て 再起 ユフィ : 人 放任 の 放 法 宮 生 | フイ : ([ お ?」 と つぶ や き ) 
する ) ユフィ : も う 、 し つこ いな ー で た 軍 ビリ ビリ は 苦手 ? 
ユ フ イ : な ん じ ぁ っ 1 の ユフィ : (「[ げ っ 」 と 言い ) こ っ 
所 ソノ ン : 正体 を あら わし た か ち 、 見 ん な こっ ! 
ギガ カン ビー ド が 第 3 役 | ユ ラ ィ : ん じゃ 、 アタ シ も 本 ギガ ン ピ ー ド の 「 生 導 | ユ ラ ィ :([ ど と 言い ) ど 
隊 に 移行 し た レー ザー」 で ユフィ が 
気 出 そ っ か な ィ こ ? どこ が 安全 ? 
再度 狙わ れ た ミ 
| ソノ ン : いっ た ん 、 郊 れ よう 
ソノ ン : 先 豆 、 包 わ れ て る ぞ 
ソノ ン : 急 、 く る ぞ ! 
| 
クリ ム ゾ ン ・ メ ア スカ ー レ ッ ト が クリ ム ソ ン ・ メ ア を 提 座 し て 、 さ ま ざ ま な 攻撃 を 
ーー ゅ > 5 ディ ステ ィ ッ ク な レ な 高 笑い に 注目 。 は 
ツ ト (CV : 勝 生 真 沙 子 ) 行なう 。 彼女 の サディ ステ ィ ッ ク な 発言 や 多彩 な 両 笑い に 注目 
| 基本 的 な アク ショ ン ほこら ブチ こん で あげ る ! 1 
それ 1 ロケ ッ ト ラン チャ ー | いく わ よ 全 天 発 時 ゴー ジャ ス に 了 豚 り な さい ! 
さあ 1 吹き 飛び な さい これ が 、 最高 伯 作 の カ よ ! 
痛い わ よ いい も の あげ る わ それ ! 
いか が 受け 取り な さい さあ! 
Sn うふ っ | ご ほう び ぴよ は は - っ ! 
軍兵 ( 初 半 側 時 ) 上 ミミ ミー フレ イム ポン バー | ん ふっ 、 特 別 よ ? あ は ば っ 
あな 連 拓 攻撃 (クレ イモ ア | ミミ 
あこ ん ミディ アム レア で いか が ? 時 ジニ 
は は ん 入 焼 き に し て あげ る 
アハ ハハ ハッ 熱い の は お 好き 2? E ! 
ホホ ーッ ホ ゥ し びれ る で し ょ | 切り 列 い て あげ る ! 
躍 半 し て あげ る ! ト K し て いく わ よ ! 
| 真っ 赤 に 染め て あげ る と 遊び ば は お し まい 
(cn され た か っ た ん で し ょ う ? 1 キャ ー ハ ー! さあ ー、 顎 り ま し ょ うか 
も っ と 叫ん で ちょ うだ い ! キャ 7VVVVW\! も っ と 品 ん で 1 
逝っ て ちょ う アー ッ ル ルリ りり いい! シャ イニ ング ソー ド | それ ! 
突進 (移動 直後 に 爆発 | ちゃ ん と 味わっ て ね ? 送 が す と 思う ? も っ と 0M ん で ちょ うだ い ! 9 
を 発生 させ た と き ) | ゾク ゾク し ちゃ う 許 導 エネ ルギー 纏 | プレゼ ント よ - 必 ビ ッ ! ・ 
あて ん 、 い いな が め さあ 、 悪 喝 を 聞か せ て ! アハ ハハ ハッ ! 
よ け ら れる か し ら ! お 楽し み と いき まし ょ うか し つけ が な っ て な いよ う ね 
ぶさ ざま に 遺 い ず り な さい ! 反攻 梅 纏 レイ ン 火 竹 び は 好き か し ら ? HP 回 ちょ っ と ! 
マシ ン ガ ン 提 時 悪い 子 に は 、 お し お き ね 


| も っ と 遂げ まわ っ て くれ な 
いと ! 


2 いあ セッ ピン 幸い 


ゼロ に な っ た 


クリ ム ゾ ン ・ メ ア が 人 バ | 


スカ ー レ ッ ト の HP が | 


バト ル 開 始 


スカ ー レ ッ ト が は じ め 
て [増援 要請 ! の 動作 を 
開始 し た 

スカ ー レ ッ ト が 再度 


始 し た 


スカ ー レ ッ ト が ダメ ー 
ジ を 受け た こと で 「 拉 
揚 要 請 1 の 動作 が 中 断 
され た 


「 坦 拓 要 講 ! の 動作 を 開 |: 


ブフ あっ 1 生 gaul 
| バト ル 中 の 特殊 な ポイ ス 
上 第 科 ( ウ リム ソン : メ ア の HP が 残り 100-7 


ユフィ : な ん か 、 囲ま れ て る し 
ソノ ン : 周り の や つか ら 、 片 
付け る ぞ 
ユフィ : 大 招 除 と いき ます か ! 
フス カール ッ ト : ほ ら ほら 、 周 り に 

も 注意 し な さい 
ユフィ : ずっ こい ! 


| カー レッ ト : お 付け 、 お 願い ね 


ソノ ン : よし ! 
ユフィ : へ ヘー ん 、 ど ーー よ 


スカ ー レ ッ ト :(「 上 ふ 上 ふつ 」 と 笑い ) 


一 気 に 行く わ よ 
スカ ー レ ッ ト が ファ ー| ユ フィ : (「 げ っ 」 と 言い ) 狂 い 
スト レイ に 対し て 「 放 撃ち ? 
具 指 示 の 動作 を 開始 
し た 
カー レッ ト : 炊 や し 尽く し て あ , 
げ る 
よっ つ 、 か ん ベー ん ! 
スカ ー レ ッ ト が ミサ イ . ん ぶ 、 
ル ラ ンチ ャ ー に 対し て 
[区 机 指 示 の 動作 を 開 
始 し た 
則 う 
い ) ど こ に いよ う 
と 、 丸見え よ 
スカ ー レ ッ ト が ダメ ー 
ジ を 受け た こと で [ 放 撃 1 ス 
指示 の 動作 が 中 断 さ 


れ 、 詞 作 動 に よっ て フ 
ァ ー ス トレ イ や ミサ イ 
ル ラ ンチ ャ ー が クリ ム | 
メア を 攻撃 し た 


還 4% 
(クリ ム ゾ ン ・ メ ア が 高台 へ と 
飛ん で いく ) 

ユフィ : あ 、 称 げ た ! 
スカ ー レ ッ ト : 誰 が 逃げ た で すっ 
て ? (高台 の 設備 


クリ ム ゾ ン ・ メ ア が 第 


2 際 路 に 移行 する と き 
人 4 を 使っ て クリ ム ソ 
に ニー ン ・ メ ア の 武装 を 
許 導 砲 に 変更 し ) 
さあ 、 イ イ 戸 で 演 

いて ね 


クリ ム ゾ ン ・ メ ア が 第 
9 段階 に 移行 し た 

は じ め て 麻 導 砲 ・ 右 か 
魔 導 砲 ・ 左 が 壊れ た 


再度 起 装 を 変更 する |: 


た め に クリ ム ゾ ン ・ メ 
ア が 高台 へ と 飛び は じ 
め た 


クリ ム ゾ ン ・ メ ア の 武 
装 が は じ め て クレ イモ 
ア + シ ー ル ド に 変更 さ 


た 


は じ め て クレ イモ ア か 
シー ルド が 壊れ た 


クリ ム ゾ ン . メ ア の 武装 
が 3 回 以上 変更 され た 


クリ ム ゾ ン ・ メ ア の 武 


ア 、 シ ー ル ド の いずれ 
か が 壊れ た 


ソノ ン : 識 特 化 型 か 

ユフィ : な ん で も 、 や っ つけ る ! 

スカ ー レ ッ ト : あ ら 、 や る じゃ な い 

ユフィ : ざま あみ ろ ー! 

スカ ー レ ッ ト : い い 子 に し て て ね ? 
: こら 、 トン ズラ 地上 


スカ ー レ ッ ト : と っ て お き 、 谷 し 
いで し ょ ? 

スカ ー レ ッ ルト :(「 ん 応 っ 」 と 笑 
い ) お また せ 

ユフィ : (「 う げっ 」 と 言い ) ま 

だ あん の 2 

スカ ー レ ッ ト : お 気 に 召さ な か っ 
た か し ら 

ユフィ : と こ ぜ ん ! 

スカ ー レ ッ ト : こ の 武器 も 、 オ ス 
ス メ よ 


スカ ー レ ッ ト : 同 じ オ モチ ャ じゃ 、 
飽き る で し ょ う ? 


フス カー レット : や だ 、 ま た 壊れ ち 


ゃ っ た の ?. 


スカ ー レ ルト : も う 、 乱 展 ね え 


戦い の 倫 培 に ひ た っ て お り 、 ナ ル シ シ ズム に あふ れ た セリ フ を く 
り 返 す が 、 追 いつ め ら れる と 言葉 が 攻撃 的 に な る 。 


路 り や 胃 に よる 攻 
電光 石 火 


貼り や 劉 に よる 一 部 の 
攻 軸 ( 敬 6)、 ブ ラッ ク 
スピ ン ( 上 2)、 間 の 員 
出 W ら ) 


『 


_ ス ピン ダイ ブ 、 ダー ク 
。 クロ ウ 、 オー バー ウイ 
ング 


アー ムシ ョ ッ ト ( 地 上 ) 


アー ムシ ョ ッ ト ( 空 中 )、 


シュ ー ト ラッ シュ 


ダー クシ ョ ッ ト 、 ダー 
、 ク ウェ ー ブ 


どけ ! (※1) 


どき な さい 
不 夫人 だ な 3 


周囲 に 聞 を 放つ 攻撃 


殊 錠 浸食 


カオ スネ ピュ ラ 


シャ ドウ バ パニッシャー 
(3) 


ぎー ク ウマ ウー 


ベイ スト 


ダー クウ ォ ー ル 


連れ て いく よ - 


第 3 段階 の と きのみ 言う 
第 3 段階 の と き の ボ イス は T ス ピン ダイ ゴ 』 と 
同じ 

do - 最 初 の 史 び か か る 攻撃 の ボイス は 「 貴 りや 胃 に 
よる 攻撃 ] と 同じ 


| 区 要 を 受け た と き の 反 応 


ひる ん だ (第 1 一 第 2 段 
叱 の と き ) 


ひる ん だ (第 3 段階 の と 
き )、 バー スト 状態 に な 
っ た 


いい ・ 


| その他 - 
右腕 を 左手 で 押さ えつ 
つぶ る わせ た 
いい と ころ な 見 せ 
0 
持ち 余 が れ た この 導 み か 
うつ DU て 笑っ た | タダ 赴 よ 、 も っ と 柴 し ませ 
な き 
計 ん が た だ O と う 2 
39 
回 の を 出現 させ る 生計 な っ で 
作 を 開始 し た 


も う 、 抑 えら れ な い 


疾 の 翼 を 出現 させ た 


人 55 が づい て い 
区 引き と いき まし ょ うか 


貼 IRO 交 な 0 ス 


役 階 (ネロ の HP が 残り 100 


バト ル 開 始 


ネロ が 第 2 段階 に 移行 
する と き の イ ベン トシ 
ー ジ 


ネロ が 第 2 段階 に 移行 


ユフィ : 神護 っ て 、 な ヤン 
し か いな い の ? 

ソノ ン : 油 新 する な 、 た だ も 
の じゃ な い 

ネロ : (「 フ フフ ] と 笑い ) 頂 が 

つて いる ん で すか 

ユフィ : (「 う ー げ ー ぇ 」 と 言 
い ) ソ ワ ソ ワ す る 一 

ソノ ン : 相手 に する な 、 先 輩 


常 値 を 感知 。 制 


件 ブロ グラ ム を 侵 

食し て いま す 
研究 員 B : 拘束 を 急げ ! 
(ネロ が 円 形 の 光 で 拘束 され る ) 
ユフィ : も ら っ た ! 


(拘束 を 破っ た ネロ が 、 ユ フィ 

を 牙 の アー ム で つか ん で 壁面 

に ぷ ぶつ ける 。 加 面 に 穴 が 開く ) 

ソノ ン : 先 間 ! 

ネロ : 誰 で すか 。 ポ ク の 那 麻 
を する の は 

( 穴 の 向こう 側 に いる 研究 員 

を 発見 し た ネロ は 則 を 放ち 、 

彼ら を 間 に 引 きこ む ) 

ユフィ : な に 、 こ れ - 

ネロ : (「 束 点 ……」 と 笑 
い ) さ あ 、 続 け ま し ょ う 

ユフィ : あの 黒い の 、 ぜ っ た 

い ヤ バ い よ 

ネロ : 聞 の 中 で 、 ひ と つ に な 

り ま し ょ う 


ネロ の 攻撃 を 受け た ユ 
フィ が 間 に 包 まれ 、 間 
の 効果 で HP が 減少 し た 


ネロ の 攻撃 を 受け た ソ 
ノン が 開 に 包ま れ 、 間 
の 効果 で HP が 減少 し た 


ネロ が は じ め て 「 カ オス 
ネビュラ } を 使う 直前 


ユフィ : うぅ 

ネロ : すぐ に 、 に も 衣 な 
く な る 

ソノ ン : ぐっ ああ あ ! 

ネロ : (「 点 は は は は は は 」 と 
笑い ) 存 分 に 感じ て く 
だ さい 

ネロ : くる ……(「 あ ぁ 」 と う 
めき ) く る よ 、 兄 さん 

ユフィ : うそ っ 、 く ん な くん 

な ー! 

: 気持 ち わ る 一 、 ア イ 


ユフィ 


の 間 
ソノ ン : ああ 。 早 く 終わ ら せ 
よう 


ネロ が 第 3 段階 に 移行 
する と き の イ ベン トシ 
W 


ネロ が 第 3 段階 に 移行 


し た 


「 ダ ー ク ウォ ー ル ! で バ 
リア を 張っ た ネロ を 
「 た た か う 」 な ど で 攻 撃 
し た ユフィ が 聞 に 包ま 
れ 、 間 の 効果 で HP が 
減少 し た 


ネロ : ( 何 度 も うめ き 声 を あ 
げ て ) 痛 い 、 兄 さん 、 
痛い よ 

(ネロ の 身体 か ら 間 が あふ れ 

出す ) 

ユフィ : これ 、 や ば ぼく な い !?. 

ソノ ン : (「 く っ 」 と 言い ) 選 げ 

天 


る 

(その 場 か ら 交 げ 出す ふた り だ 

つた が 、 ネ ロ に 先 ま わり され る ) 

ユフィ : うそ っ ! 

ソノ ン : 危な い ! 

ネロ : 沈め て あげ る 

ユフィ : どこ も か し こも 、 ま 
つく ろ け ! 

ソノ ン : 飲ま れる 前 に 、 片 を 
つけ る ぞ 


ネロ : (「:SuGJ と 笑い ) 死 に 急 
ぎ た い の ? 
ユフィ : 近づか な く て も 、 狐 
える し ! 


「 ダ ー ク ウォ ー ル 」 で バ 
リア を 張っ た ネロ を 
「 た た か う 』 な ど で 攻 撃 
し た ソノ ン が 間 に 包 ま 
れ 、 間 の 弥 果 で HP が 
減少 し た 

ネロ が は じ め て 「 ダ ー 
クマ ター]』 を 使う 直前 
介 の を 破壊 され て バ 
ー ス ト 状 態 に な っ た ネ 
が 、 行 動 を 再開 し た 


ネロ が 「 ネ ッ ク ハ ン ギ 
ング 」 で は じ め て ユ フ 
イィ を 拘束 し た 


ネロ が 『 ネ ッ ク ハ ン ギ 
ング 」 で は じ め て ソノ 
ン を 拘束 し た 


ネロ が 「 ネ ッ ク ハ ン ギ | ネ | 
ング 」 で 再度 ユフィ や ネ 


ソノ ン を 拘束 し た 


ネロ が 「 ネ ッ ク ハン ギ | 
ング 1 で 拘束 し た ユ フ |: 
ィ や ソノ ン に 対し て 攻 


撃 を くり 出し た 


ソノ ン : (「 く っ 」 と 言い 踏み 
込み すぎ た か 

ユフィ : アタ シ な ら や れる 。 
下がっ て て ! 


ネロ : そろ そろ 、 終 わり に し 
まし ょ う . 
ひど いじ ゃ な いか 。 ひ 
どい じゃ な いか 、 ひど 
いじ ゃ な いか ! 


ネロ : 


銃 の 機構 を 備え た 刀 の ほか 、 配 下 の ア スー ル や ロッ ソ ( 本 作 に は 
未 登 場 ) の 武器 と 技 も 使用 。 その と き は 言葉 づか いも 多少 変わ る 。 


刀 に よる 名 種 攻撃 


水平 町 、 刺殺 、 十 宇 親 
乱れ 了 撃 ち 


刀 に よる 斬り 上 げ 後 の | 江 1 
名 、 [水平 斬 ! 後 の 町 | 


殺 !、「 十 字 親 ! 後 の 「 狂 
| 


帝 王 の 侯 


攻撃 を ガー ド 


ガー ド 後 の 刀 や 銃 
よる カウ ンタ ー 


アス ー ル タッ クル 


サ ヴ ェ ー ジ ハン グ ( 拘 
東 後 の 攻撃 ) 


消え ろ 
食らわ せ て や る 


| 先 で よう 、 終 わり と いう 名 
の は じ ま り を 
ムダ だ 


が ら 空 きだ 


| ぶ は は は は は ! 
| た っ ぷり と 楽し め 


| 絶望 を 飲み こめ ! 


ホー ン レ ー ザ ー 


フラッ ク ホ ー ル ショ ッ ト 


食らい 尽く し て くれ る ! 


| チリ と な れ 


| 痛み を むさ ぼれ 


ホワ イト オー ラ ムダ だ 
基本 的 な アク ショ ン ( ロ ッ ソ モー ド 時 ) 
減殺 、 骨 殺 


連 斬 、 圧 殺 、 ヴ ァ ニ ッ 
シュ スラ ッシュ 


衝撃 波 


ロッ ソウ ェ ー ブ 


「 刺 末 ] を タイ ミン グ 員 [な 
く 回 避 さ れ て よろ けた 


攻撃 を 受け た と き の 反 応 


ひる ん だ 


バー スト 状態 に な っ た 


HP が ゼロ に な っ た 


お も し ろ い 


ルモード へ 切り か え ) 
正 二 に デジ (日 め 
ソ モ ー ド へ 切り か え ) 
モー ド チ ェ ン ジ ( 初 其 
モー ド へ 切り か え ) 


モー ド チ ェ ンジ (※4) 


朱 き 愉悦 に 酔い し れろ ! 
白き 玉座 の 前 に ひざ まず け 
帝王 は 染 ま ら な い 


FINAL FANTASY REMAKE < 


町 の 人 た ちの 声 


ミッ ドガ ル の 各地 に いる 住民 た ち に 近づく と 、 た わい も な い 会 話 か ら 異 
味 深い ウワサ まで 、 じ つ に さま ざま な 話 を 耳 に する こと が で きる 。 膨 大 
な 数 の セリ フ の な か か ら 、 印象 的 な も の を ビ ピックアップ し て 紹介 し よう 。 


謗 メイ ンス トー リー に 関係 が ある セリ フ や 、 ドガ ル 市 

え リフ な どの うち 、 と くに 印象 
的 な も の は 緑色 の 太字 で 記し て いる 

※ 町 の 人 た ちの セリ フ は 、「SYSTEM>OPTIONS> ゲ ー 
ム ブ レイ 設定 」 で 「 トー クロ グ 設 定 ] を 「 話 者 さき セ リフ 表示 」 
か 「 セ リフ の み 表 示 」 に する と 、 宇 間 が 画面 に 表示 され る 


CHAPTER 2 


八 番 街 の 出会い 


壱 番 魔 碗 炉 が 大 爆発 し た こと に よっ て 、 大 き な 被 害 が 出 た 八 番 
街 。 混乱 を 極め た 状況 の な か 、 人 々 の あい だ で は ウー タイ の 関 
与 を 疑う ウワサ も ささ や か れ は じ め て いる 。 


軍 は な に を し て る 。 グ 
こん な 、 こ ん な の は 知ら ん 。 
神 羅 の 責 は 、 俺 た ちの 敵 だ 。 の 


娘 夫 婦 が 迎え に くる 予定 だ 。 


八 番 街 の 惨状 を 見 つめ る 男性 


畠 れ て 、 条 訪 か 8 沙 ち て 。 
家 が 燃え た 。 
駅 は 無事 らし い 。 


地面 に すわ りこ む 女 性 
『 まさ か 、 反 神 羅 勢 力 っ て や つ ? 
仕事 中 に いき な り よ 。 
避難 用 の 列車 が 出 て る っ て 。 
駅 へ の 道 が わか ら な く て 。 


部 隊長 ゴン ガ : 報告 の あっ た 不審 者 は ま 
だ 近く に 居る は ず だ 。 
クラ ウド : 一 度 、 こ こ か ら 難 れる か 。 


部 隊長 ゴン ガ : 怪し い 奴 は すべ て 捕らえ ろ 。 


クラ ウ 込む し か な さそ うだ 。 
ガ : ター ゲッ ト は 武器 を 携行 
し て いる 。 絶対 に 授 が す な 。 
クラ ウド : 正面 突破 は 難し いな 。 


噴 貢 を 全 減 さ で せ た あ と Np に Ei 
前 隊長 コンガ: ター ゲッ ト は 1 名 。 見 衝 
す な よ 。 | 還 
クラ ウド : 今 は 駅 か ら 競 れ た ほう が いい な 。 | ー 


部 隊長 ゴン ガ : 六 班 か ら 十 班 も まもなく 合流 1 - 


する 。 

クラ ウド : 広場 まで 引き 返す か 。 3 

部 隊長 ゴン ガ : 絶対 に 駅 に 入れ る な 。 古 証 と ーー 
クラ ウド : 戻っ て 、 別 の 道 を 探 そう 。 < 1- 


す 八 番 守 駅 の 周辺 に 、 部 隊長 ゴン ne 信 
の 姿 が 。 ク ラウ ド が 大 の 場所 を 5 1 
訪れ る と 、 部 隊 民 コンガ が 部 下 を 
指 押す る 様子 が 見 られ る 。 


この 混乱 は 市 長 の 責任 だ 。 
人 番 麻 晃 坊 が 無事 な ら 、 な ん と か な る 。 
噴水 広場 が 通行 止め 2 


父親 と は ぐれ た 少年 
助け て 、 スタ ンプ! 
プレ ー ト 、 こ われ る の ? 
父さん は どこ ? 


こん な 時 は 深呼吸 よ 。 神 比 本 社 
の 危機 管理 講座 で 聞い た の 。 


も し 、 今 また 月 れ た ら 
落ち 着き まし よう 。 


神 其 ビ ピル で は 市 民 を 対象 
に し た 見 学 ツア ー が 実施 
れ て お り 、 生 活 に 役立つ 計 
座 も 受け られ る 模様 。 


市 街 地区 : 駅 前 奥 通 り 
軍 の 様子 を な が め る 老人 
市 長 は 役に立た ん 。 
プレ ジ デ ント か ら 
の 説明 が 聞き た い 。 
軍 が 来 た な ら 安心 だ 。 
犯人 に は 極刑 を 望む ぞ 。 
神 衣 が : ドガ ル 市 民 の 絶対 的 な 


信 蜂 を 得 て いる の に 対し 、 市 長 は そ 
れ ほ ど 人 々 に 支持 され て いな い 。 


落ち 着い て いる 女性 


う 思わ せ た い 、 市 長 の 陰謀 っ て 可能 性 も 。 
ぇ えー? 


プレ ジ デ ン 93 ちゃ ん と 
対応 し て くれ 


党 う ほお は 光 れ て な お 
軍 が いる な ら 安 全 よ 。 


も メー 全 放 デュ と 1 
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不 機 座 そう な 女性 


| な に が 用 な の ? 
いま 引っ 張っ た の 誰 ? いい 加減 に し て ほし いな ぁ 。 
スリ に 気 を つけ な いと 。 


で クラ ウド た ち が キ リエ と 会 話 
する の は CHAPTER 14 だ が 、 
彼女 が は じ め て 姿 を 見 せる の は 
この 場所 。 近づく と 、 仕 事 ( ス 
リ ) を 邪 度 さ れ て イラ 立つ キリ 
エ の セリ フ が 聞け る 。 


※ ク ラウ ド が 近づく と 立ち 上 が っ て 、 
の 場所 に すわ り 直 す 


RE 9 人 | 


ーー 頭 


疲れ た 様子 で 立つ 女性 
1 袖 を 畑 ん だ の 、 あな た ?. 


財布 は 大 丈夫 ね 。 外出 じ た こ と を 居 や 老人 


ウー タイ が 絡ん どる の か ? 
出かけ た り し な いで 、 う ち に い 
れ ば よかっ た 。 


貨物 車両 で 男 と 話す 女性 


内 較 ウー タイ が 関わ っ て る っ て 時 よ 。 
間 中 を 守る た め な ん て 上 よ ね 。 
プレ ー ト の 上 も 危険 ね 。 

攻撃 っ て 言っ て た けど 本 当 か し ら 。 


| "1 


つり 革 を に ぎっ て いる 男性 
お い ! あ 、 い や …… な ん で も な い 。 
ポケ ッ ト の あたり が くす ぐっ た いん だ 。 

すみ ませ ん 、 ぷ ぶつ か っ て …… あ れ ? 


不運 に も 、 同 じ 列 是 
に 財布 を 抄 ま れ て し き 


CHAPTER 3 記 夜 の 遅い 時 間 で ある に も か か わら ず 、 町 は た くさ ん の 人 で に ぎ 
セブ ス ヘ フ (1 日 還 夜 ) わっ て いる 。 テ レビ の ニュ ー ス 速報 で は 、 魔 晃 炉 爆発 の 才 波 を 


受け た 八 番 街 の 様子 が 報道 され て お り 、 と ま ど う 住民 も 多い 。 


夫 を 捜す 女性 と 質問 に 応じ る 女性 


: うち の 人 、 本 当 に 見 ませ 
ん で し た ? 
女性 B : ご めん ね 。 余 裕 が な く て ……。 
女性 A : あの 人 、 背 が 高い か ら 遠 く か 
ら で も わか る と 思う ん で す 。 
女性 B : 見 た 覚え は な いわ 。 
女性 A : お 願い 、 よ く 思 い 出し て 。 


ぼっ ち で ピン チ な 男性 


迎え な し -。 オレ 、 ぼ っ ち …. 
が 燃え た ー。 オレ 、 ピ ンチ … 


酔っ 払い と 駅 員 


男性 易 作 : 麻 上 妨 、 俺 の 人 生 、 共 
通 点 は な ー ん だ ? 
駅 員 : あの ……。 
男性 : 止ま っ た ら 終わ り っ て 


すま る で 歌 の よう に 口ずさん で いる た め 、 
あま り ピ ンチ っ ぽく 王 じ られ な い 。 


何 を 食べ る が 話し 合う 女性 た ち 

お な か すい た 。 駅 前 屋台 で 

な に か 食べ て 帰ろ 。 

: 昼 し か や っ て な い バ ー 

ガー 屋 さん 、 今夜 は 深 

女 必 B 夜 営業 し て る わ よ 。 
女性 A : や っ た 、 大 好物 ! 


と ころ さ 。 負い て 、 仁 き 
5 続け る 。 


駅 前 の 広場 で は 、 ス ラム バ 
ー ガ ー や マル ケ の フラ イ と い 
っ た 名 物 が 売ら れ て いる 。 


明 霊 、 見 れる か な 。 
陣 霊 、 こ い 一 。 


列車 墓場 の 入口 を 敬 備 する 男女 


ここ 、 警備 する 必要 あん の か な 。 夜 の 
列 加 場 な ん て 誰 も 近づか ね え だ ろ 。 
: ウワサ を 信じ て る 人 、 多 いも ん ね 。 因 
霊 が 出る っ て や つ 。 
[ 228c 記 を 
ゃ な く て 幽霊 に に 1 
: 今夜 は 帰 さ な いよ E 言っ て る らし い ぜ 。 
4 見 間違い よ 、 きっ と 。 

ね え 、 どっ か で 休ん で いこ う 。 女性 A : 不吉 な こと ば っ か り 。 列車 この 先 は 列車 墓場 。 通行 止め よ 。 誠 


: ええ 。 で も この あたり 、 列 還 さ 5 険 な モン スタ ー が いる 疑い が 
曹 し か な いし 。 オバ ケ 出 る あっ て 、 自警 団 が 立入 禁止 に 
る っ で いう し 女性 B 車場 か 持 希 され た し た の 。 知ら な い ? 


男性 : 帰り な 。 列車 草場 は 今 、 立 入 茜 止 だ 。 
了 霊 に 捕まっ ちまう ぞ 。 
女性 : 謗 め て くれ な い ? 


の 女性 C : 変 な 影 に 襲わ れ た 人 が 
5 いて 、 自警 団 が 急きょ 
決め た の よ 。 


すこ の カッ プル は オリ ジ ナル 版 に も 登場 (… 
P.1782)。 セリ フ の 内 容 が 共通 し て いる だ 
け で な く 、 立 っ て いる 位置 も ほぼ 同じ だ 。 


呈 


神 肥 課 長 と 家族 た ち 


神 了 課 長 課長 の 妨 : 歴訪 、 壊 れ ち ゃ っ た ん だ 。 
神 識 課 長 : で も 、 み ん な の 神 羅 魂 は 壊れ 
て な い 。 す ぐに 復旧 させ て や る さ 。 


: あの 、 現 在 寂 急 事態 に つき 、 こ ちら は 
通行 禁止 に な っ て いま す 。 す み ま せ ん 。 
先 間 兵 士 : も っ と 堂々 と せん か 。 


由 新人 兵士 : は … は い ! E 課長 の 娘 : お 父さん 、 が ん ば っ て ね 
新人 兵士 : 緊急 事態 に つき 、 こ こ は 通 行 禁止 だ 。 課長 の 表 . 宣 天 課長 : ああ 、 や る ぞ 。 
すみ や か に 立ち 去れ 。 
先輩 兵士 : まだ 甘い ぞ 。 


神 中 課長 : 神 朋 を 悪党 な ど と 言う よう な や つら 
と 列車 で いっ しょ に な っ た よ 。 
新人 兵 寺 : 緊急 事態 に つき 、 こ こ は 通 行 禁 止 だ 。 課長 の 論 : も ちろ ん 、 ガ ツー ン と 説 救 か まし て 


立ち 去れ 。 去 ら な けれ ば 、 と ら える ぞ 。 や っ た よね ? 

| ロ 課長 の 娘 神 中 課長 : 当 然 だ ! 運 中 、 泣 きそう に な 
先輩 兵士 : いい ぞ 、 だ 。 HGEm 

で 本 お りな が ら 謝 っ て きた よ 。 


課長 の 要 : 


バー ガー 屋 と お 客 
お 客 。 お客: スラ ム バ ー ガ ー、 黒 ミリ オ 


ン 増 し 増し で 。 
バー ガー 屋 : いつ し ょ に 温か い スー プ は 
どう だ い 。 疲れ た 体 に し み 


る ぜ 。 

お 客 : それ も お 願い 。 

バー ガー 屋 : 今夜 は 朝 まで 特別 営業 。 壱 
番 街 と 八 番 街 か ら 帰 っ 
て きた や つ に は サー ビ 
ス す る よ 。 

お 客 : 人 の 優し さがし みる わ 。 


男性 : 神 羅 は アバ ラン チ っ て の を 
疑っ て る らし い 。 列車 の 中 で 
聞い た ん だ 。 

女性 : アバ ラン チ 、 名 前 は 知っ て る わ 。 


( ( 縛 
は N 


に 
M N 
上 舌 街 スラ ム ・ 支 人 前 広場 N 
{ 


今日 は いち ば ん キツ い の を 飲 お 。 記 
境 が 飛ぶ っ て 噂 、 確 か め て や る よ 。 
忘れ た の か 。 昨日 飲ん だ だ ろ 。 


男性 : この バー ガー 屋良 っ た と 
き 、 俺 は 言っ た ん だ 。 人 金 
の た めじ ゃ な く 人 の た 
め に 店 を 開け ろ っ て 
な 。 こ ん な 日 は ひと 明 中 
で も 陣 時 営業 し な いと 。 
: あな た の 教え 、 あ の 子 は ち 
ゃ ん と 引き 継い だ わ 。 


男性 : 揚げ た て マル ケ の フラ イ と 掲 
げた て まる ご と マル ケ の フラ 
イ っ て 、 ど っ ち が オ スス メ ? 
女性 : 両 方 と も 味付け 済み の 加 
工 さ れ た 食材 よ 。 違い な 
ん て な いわ 。 


屋台 料理 を 楽し みか に し て いる カッ プル 

女性 。 男性 女性: 駅 前 屋台 で 食べ る の 久しぶり だ わ 。 

男性 : 俺 の お 気に入り は 深夜 限定 メニ ュー、 
揚げ た て マル ケ の フラ イ ! 


七 番 街 ス ラム で 屋台 の 近く な ど を 散策 
し て いる と 、 食 べ 物 と 思しき 単語 が 聞こ え 
て くる 。 そ の よう な 人 々 の セリ フ の 一 部 
を 紹介 する の で 、 会 話 の 内 容 か ら ス ラム 
の 食 生 活 を 想像 し こみ る の も お も し ろ い 
だ ろう 。 ち な み に 、 右 記 の うち 黒 ミ = リオン 
と マル ケ は 、CHAPTER 4 で 「 と っ て お 


き の ピ 具 ジェ シー が 名 前 : 人 スラム バー: ど に 使わ れ て いる 

ピサ 」 の 員 科 と し て ジェ シー が 前 を 2 い 宗 が 和 役 ら し く 、 舌 に 
あげ て お り 、 そ の 場面 で は ルー シェ や 赤間 呈す る 人 も いれ ば 、 風 味 が 若手 と い 込 ば チリ ビー ンズ 」 と いう 
シリ イィ と いっ つた 食材 の 名 も 登場 する 。 う 理由 で 抜く 人 (一 P_171 ) も いる 。 と の が 、 こ の 店 の 宣伝 文 名 の よう だ 。 
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台 の 前 で 話し こむ 


屋台 店 員 と 女性 客 


店 員 店 員 : こ の 前 、 ウ ォ ー ル ・ マ ト の 男 に 
ナン バ さ れ て た よ な 。 ど うな っ た 。 

お 客 : 全然 ダメ 。 

牛 員 : あい つ 、 七 番 街 スラ ム に つい て 
いろ いろ 探っ て た みた い だ ぜ 。 

お 客 : 変 な 男 ね 。 


観 に 行っ た よ 、 ミ ュー ジ カ ル 「LOVELESS」 ! 
立ち 見 だ けど 。 
: チケ ッ ト 、 よ く 買 えた ね 。 
: 友達 が 役者 の た ま ご で さ 、 そ の ツテ で ね 。 
フェ シー? 


同じ エト ワー ル 寮 の 子 だ よ 。 


: どう だ っ た ? ュー ジ カ ル 「LOVELESS」。 3 
: 懐か し いよ う で 新しく て 、 新 し いよ う で 懐か 店 員 : 上 で 仕入れ た 、 い い の が ある ぞ 。 め っ | で ドン ・ コ ルネ オ 
し い 。 言葉 に で き な い わ 。 た に 手 に 入ら ね え 高 級 品 だ 。 dio0co 
女性 B : 気 に な る ! お 客 : 薄め て 出す ん じゃ な い の ? チ の 所 在 を 突き 上 
店 員 : さあ 、 ど うだ ろう な 。 2 動い だい 
る 


全 八 番 街 の 劇場 で 観 貸 で きる 
TLOVELESS」 の チケ ッ ト は 、 ー 
立ち 見 席 で も 入手 田 際 な よう ぶら つく 男性 グル ー プ 


だ 。 ふ た り の 会 話 に ジェ シー ティ ファ ちゃ ん と 飲み て 一 。 


の 名 前 が 出る 点 に も 注目 。 男性 B : か わい い 一 。 
ご 男性 A : 美人 
土管 通り の 話 を する 男女 男性 : ティ ファ ちゃ ん 狙い で マリ ン ちゃ ん 
男性 男性 : 行 っ た こと な い ? セブ ンス ヽ と 仲良 く な っ て 。 


へ ブン の 杏 の 一 一 。 男性 A: こわ い 親父 が つい て る ぞ 。 
女性 : ひと り じゃ 怖く て ……。 

男性 : 俺 、 顔 が まく ぜ 。 刺激 的 
な 夜 、 約 束 す る 。 


女性 : え ー タ 


繰り 返し ます 。 
救援 物資 は 、 神 鞭 ビ ル 1 階 ロビ ー で 配布 中 で す 。 
また 救護 セン ター に は 医師 が 常駐 し て いま す 。 
ビル まで の 移動 が 困難 な 方 は 、 お 近く の 神護 社 
員 に 声 を お か け く だ さい 。 

ミノ 市 長 は ブレ ジ デ ント 神 雇 と 共同 で 県 急 事 態 
宣言 を 発令 し て お り 、 市 当局 と 神 羅 カン バ 
ニー は 、 全 力 を あげ て 被害 に 回 われ た 
方 々 の 救助 、 救 護 に 当たっ て お り ま す 。 
な お 、 今 回 の 攻撃 に 対す る 犯行 声明 は 出 て お ら 
ず 、 当 局 は 実行 グル ー プ の 特定 を 急い で いま す 。 


キリ エ : 魔 眺 炉 が 爆破 され た 出 間 、 そ りゃ あ 
も うす ご い 揺 れ 。 
女性 : テレ ビ で も 言っ て た わ 。 


男性 : も っ と すげ え 話 は ね え の か よ 。 捜 葵 の 助け と な る 情報 提供 に は 賞金 が 
キリ エ : これ は 知っ て る ? な ん と 人 番 あり ます 。 
街 じ ゃ 、 駅 前 の ハイ ウェ イ が 最寄り の 治安 維持 兵 も し く は 神 攻 警 備 本 部 に ご 
月 れ 落 ちる 大 惨事 連絡 くだ さい 。 
女性 : ウソ …… 
キリ エ : 軍 が 出動 し た けど 、 教 助 は 如 航 中 。 
CBBB に あめ: 下 ジ ジス ム プ の で た 性 宮 


キリ エ : この 目 で 見 て 仕入れ て きた 買 重 な 情 
報 な ん だ 。 ほ ら は ギル ちょ うだ 
い 。 タ ダ と は 言わ せな いよ 。 


で スラ ム の 住人 た ち に 人 番 条 
の 様子 を 話す キリ エ 。 最後 に 
きっ ちり 9 ギル を 請求 する と 
ころ が 彼女 らし い 、 


女性 A 女性 A: セ ブン ス ヘ ブン 、 変 な 時 間 に 
閉店 


女性 B : も っ と テレ ビ 見 た か っ た の に 、 途 中 
で 追い 出す な ん て ひど い 。 

女性 A : 怒ら な い の 。 テ ィ フ ァ ち ゃ ん 、 す ご 
く 甘 っ て た で し ょ 。 


魔 眺 炉 爆 破 の 被害 に つい て 話す 女性 た ち 


ドガ ル の 電力 が マヒ し ちゃ っ た 
ら 、 コ ンピュータ と か 信号 と か いろ 
いろ 止ま っ ちゃ うじ ゃ な い ? 経済 

| 二 内 的 損失 は 10 介 ギル は くだ ら な いわ 。 
女性 B 婦 性 8: そ れ に た くさ ん の 罪 な き 人 々 
が 死ん だ と 思う の よ 。 爆破 が 夜 

中 だ っ た か ら 、 ま だ いい わ 。 眠っ て 

た 人 は その まま 目 が 覚め な い だ け 

ね 。 と に か く 、 礎 眺 炉 の 近 発 で ミッ 

ドガ ル は 大 混乱 よ 。 


す オ リ ジ ナ ル 版 に 登場 し た 事情 


通 (…P.172)。 女性 同 
士 で 話し て いる が 、 オリ ジ ナル 
版 で は クラ ウド と 会 話し て いた 。 


」 


CHAPTER 3 


神 羅 の 怠慢 に 慣 る 男性 た ち 
男性 A 男性 B 勇作 A: 
男性 B : 


男性 C : 


男性 A : 


セブ ンス へ ブン (2 日 目 : 昼 ) 


一 夜明け た あと は 、 七 番 街 スラ ム の 人 々 か ら 聞 ける 話 の 内 容 に 
も 変化 が 。 ま た 、 ク エス ト の クリ ア 状 況 に 応じ て な ん で も 屋 の 
評判 が 広まり 、 一 部 の 人 の セリ フ が 変わ る の だ 。 


日 々 の 生活 を 憂う 女性 た ち 


: 星 の た め に 徐 破 さ れ た っ て こと で し ょ 。 私 
た ちの 生活 を 犠牲 に する ほど な の ? 

: 星 が 死ね ば 、 私 た ち も 死ぬ わ 。 

: 理 展 は そう よね 。 で も 、 仕 事 が な くち ゃ 家族 を 養 え 
な く て 先 に こと っ ち が ま いつ ちゃ う 。 

少女 : 神明 、 負 けち ゃ う の ? 

女性 A : 府 坊 が ひと つ 壊さ れ た っ て 、 び く と も し な いで し ょ 。 
女性 B : アバ ラン チ だ っ て わか っ て る は ず よ 。 


こん な 強硬 手段 を 許す と は 、 神 羅 は 気 が 緩み すぎ だ な 。 
どん だ け の や つが 仕事 な くし た と 思っ て ん だ 。 神 羅 は 
ちゃ ん と 俺 た ち を 守っ て くれ な いと 困る 。 

神 杉 は あく まで いち 企業 だ ぞ 。 俺 た ちの す 
べ て を 守っ て くれ る わけ じゃ な い 。 

本 格 的 に アバ ラン チ と の 戦い が 始ま っ た ら ど うす る 。 


男性 B : 
男性 C : 価 は 故郷 に 帰る よ 。 


楽園 と は 違っ た ん だ 。 


俺 は ミッ ドガ ル か ら 剖 れん ぞ 。 
魔 眺 は 便利 だ が 、 こ こ は 思 っ て た 


天 望 料 の マー レ さ ん は 、 こ の へ 
ん の 女子 た ちの 相談 役 な ん だ 。 
マー レ さ ん に 恋愛 相談 し よう か な 。 経 
験 豊富 だ か ら ア ドバイ ス が 的 確 。 

マー レ さ ん に 話 を 聞い て も ら う と 、 な 
ん だ か 安心 する の よ 。 


自 忠 団 の ウワサ を する 男性 た ち 


自警 団 が 見 回 り 強化 し て くれ る っ て よ 。 


た め 増 や し た いら し い 。 
男性 D 男性 C: 自 小 団 は 強く な っ た な 。 
と し ょ ぼ か っ た 。 

ウー タイ と 停戦 し 


男性 C 
男性 D : 


男性 B : 


人 手 、 足 りな いん じゃ な い ? 
魔 眺 炉 爆 破 で ざわ つい て る か ら な 。 念 の 


加わ り 始 め て 変わ っ た な 。 
ああ 。 だ けど も う 銃 は も ち た くね えっ て 、 
や め て く や つ も いる らし い 。 


数 年 前 は 、 も っ 
て 、 帰 中 兵 が 


ガレ キ 通 り の 入口 を 見 張る 男性 
能 この 完 は ガレ キ 通 り 。 モン スタ ー が うろ つく 区 
画 だ 。 俺 た ち 自 軍 団 が 封じ て いる 。 
ケガ し た く な けり ゃ 、 近づく ん じゃ ね え 。 
ティ ファ ちゃ ん 、 気 を な つけ て な 。 
ティ ファ ちゃ ん に ケガ させ ん な よ 。 
な ん で も 屋 か …… 
ガレ キ 通 り の モン スタ ー 過 治 を 報 告 し て 
アイ アン ブレ ー ド を 手 に 入れ た あと 
お 手並み 拝見 だ な 。 
下手 こく ん じゃ ね え ぞ 。 
ティ ファ ちゃ ん 、 が ん ば れ よ 。 


不要 環 な や つ 。 
七 番 街 ス ラム の クエ スト の クリ ア 数 が 4ー5 の と き 
まあ まあ の 腕 だ な 。 


また モン スタ ー が 減る せ 。 

ご 昔 労 さん 。 
根こそぎ 頼む ぜ 。 

モン スタ ー、 倒 し まく っ て くれ 。 


女性 A : ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト に 行 
つた まま 、 帰 っ て こない 女 
の 子 が いる らし い の 。 

女性 B : 心配 だ けど 、 あ の 街 に 
手出し は で き な い よ 。 

女性 A : ええ …… 


最初 は トゲ トゲ し い 財 葉 
を 投げ か け て くる が 、 クラ 
ウド が モン スタ ー を 逗 治し 
た り ク エス ト を た くさ ん ク 
リア し た りす ずる と 、 好 意 89 
な 暖 度 に 変化 する 。 


天 望 荘 べ の 入居 を 希望 し て いた 男性 
天 望 荘 の 空き 部 屋 、 借 り よ う 
と 思っ た ら も う 埋 まっ ちゃ っ 
た ん だ っ て さ 。 

ティ ファ ちゃ ん の お 隣 さ ん に 
な る チャ ンス だ っ た の に 。 


天 望 千 の 「 ち ょ 


天 望 荘 に は 、 ち ょ っ と | うと な な 住人] 
と は 、803 号 室 
本 法人 陸 富 衣 Mo の マル カー ト の こ 


ん だ っ て よ 。 MS 


進め こ ス タン ブ ! 
フン フン ー。 
スタ ンプ の ス は …・ 


ガレ キ 通 り の モン スタ ー な 退治 し た あと 
今月 の モン スタ ー 討 伐 数 が 出 た よ 。 見 て 見 て 、 最 新 
の モン スタ ー 討 伐 数 だ よ 。 
カイ ティ と 話し た あと (モン スタ ー 訳 数 が 1 以下 の と さき) 
みん な 、 ど ん どん モン スタ ー を 倒し て ね 。 街 は 少し 
ずつ 安全 に な っ て き て る よ 。 
カイ ティ と 話し た あと (モン スタ ー 度 数 が ら 0-49 の と さき) 
' おかげ さ まで モン スタ ー が こん な に 減っ た よ 。 な ん 
で も 屋 さ ん が 、 が ん ば っ て くれ て る よ 。 
カイ ティ と 話し た あと (モン スタ ー 訳 数 が 50 以 上 の と き ) 
見 て 、 だ いぶ 安全 に な っ て きた よ 。 モン スタ ー 
は 減っ て る けど 、 夜 の 散歩 は 注意 ね 。 
カイ ティ か ら I「MP ア ッ プ | マ テリ ア を も ら っ た あと (\1) 
安全 な 街 の 空気 、 お いし いよ ! みん な 、 な ん で も 
屋 さ ん に 感 書 し て ね 。 


IMP ア ッ プ 」 マ テリ ア を も ら っ た あと に チャ プター セレ クト を 行 な 
うと 、 以 降 は 「 カ イ テ ィ と 話し た あと (モン スタ ー 対 備 数 が 5O 以 上 
の と き )」 の セリ フ を 話す 


台 の 前 で 話し こむ 女 性 た ち 


: セブ ンス へ ブン の こと ば っ か り 聞い て くる 変 な 男 に ナン バ さ れ た ん 
だ 。 バ パレット さ ん の こと な ん か も いろ いろ 聞か れ て さ 。 
: ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト か ら 来 た っ て 男 で し ょ 。 


チョ コ ボ の 羽根 で : 
た ? ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト で 流行 っ て る の か し ら 。 
: 手当 た り 次 第 ね 。 


: チリ ビー ンズ は な い の か 。 

: 向かい の 店 の 専売 だ 。 あん た 、 ス ラム 
の 人 じゃ な い だ ろ 。 

: な ぜ ? 

: 店 構え を 見 りゃ 、 普通 は どん くら い の , 
、 利 理 を 出す か わか る も ん さ 。 

こ は ど の くら い の 料 理 を 出す 。 

: 安い だ けが 取り 柄 の 料理 だ 。 こ れ が 案 
外 第 要 が ある の さ 。 


男性 A : そこ の 家 の 人 、 す げ え キレ イ 
好き で さ 。 

女性 : この 人 、 如 ら れ た の 。 ゴ ミ の に 

お い が ひ どく っ て 。 

男性 B : そこ の 家 の 住人 、 自 稿 団 
の ビッ グ ス だ ろ ? アイ 
ツ 、 掃除 が 趣味 らし い 。 

男性 A : うち の 掃除 も 頼み た いよ 。 


ゃ ビッグ ス の キレ イ 好 き 
は 、 ス ラム の 住民 の あい 
だ で も 有名 な よう だ 。 


プ ブレード 正 ら じ を うら や お 住民 た ち 


女性 B 女性 A : プレ ー ト の 仕事 も 日 履い ば っ か り で ね 。 
毎日 お 金 の 心配 ば っ か り よ 。 
女性 B : 日 選 い じゃ な く た っ て 、 給 料 安 く て 同 
じ よ 。 プ レー ト 暮 らし と スラ ム 暮 らし 
じゃ 、 そ れ だ け で 差 が 出る ん だ っ て 。 
ミッ ドガ ル に 来れ ば 金持ち に な れる 気 が 


男性 : 


し て た よ 。 
女性 B : それ で も 、 故郷 の ジュ ノン より 
は ここ で の 暮らし が 好き か な 。 


ユノ ン 」 の 名 前 が 登場 


串 | 


セー ルス トー ク に 励む 武器 屋 店 員 
七 番 街 スラ ム の クエ スト の クリ ア 数 が O の と き 
武器 屋 、 覗 いて いか な いか い ? スラ ム で 暮らす な ら 、 

ひと り に ひと つ 武 器 を 持 と う 。 
自分 に 合う 武器 は 武器 屋 で 相談 。 こ れ 、 常 識 だ よ 。 

七 番 街 ス ラム の クエ スト の クリ アプ 数 が 1 一 3 の と き 
便利 屋 み て えな で け え 剣 が 欲し けり ゃ 、 う ちの 武器 が 
お すす め だ よ 。 


七 番 街 ス ラム の クエ スト の クリ ア 数 が 45 の と き 
な ん で も 屋 の あの か っ こい いで か い 創 、 似 
た の が 欲し けり ゃ うち の 武器 屋 に どう ぞ 。 
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屋台 店 員 と 女性 客 


: すっ ご く よ か っ た の 。『「LOVELESS」 

: 毎年 や っ て る 受 居 と は 違う の か 。 

: あれ と は ラス ト の 展開 が ちょ っ と だ け 違 うん だ 。 ま あ 見 
て みて よ 。 

2 が れれ ERR ass 

: 友達 に 役者 の た ま ご が いる の 。 [LOVELESS] 
の チケ ッ ト 、 頼 め ば 手配 し て くれ る か も 。 

: 高い ん じゃ な いか い ? 

: 3 階 の 立ち 見 な ら 、 払 える 範囲 よ 。 


\ー ジ カル 。 


: 最近 、 ネ コ 屋 歌 の あたり で 下水 の に お い が 強く な っ た みた い 。 

: 地面 に 亀裂 で も 入っ て ん じゃ な いか っ て 怖がっ て る 
や つも いる ぜ 。 

: さす が に 考え すぎ だ ろ 。 


ピッグス を 待つ 男性 
は 


ビッ グ ス 、 早 く 戻 っ て こね え か な 。 


お 互い の 浮気 を 責め 合う カッ プル 

: 昨日 は 人 番 街 で 仕事 じゃ な か っ た の か よ 。 

: あな た だ っ て 、 索 番 街 で 面接 っ て 言っ て た 。 

只 街 で ほか の 男 と デー ト と は な 。 

: ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト で ほか の 女 
の 誕生 日 デー ト な ん て ね 。 

: まあ 、 君 が 無事 で よかっ た よ 。 

: あな た の こと 、 す ご く 心 配 し た 。 

: けど 、 浮 気 の 件 は 別 だ 。 

: ええ 、 別 よ 。 


エト ワー ル 来 の ウワサ を する 少女 た ち 


少女 A 少女 A: そ この エト ワー ル 穴 の 
人 た ち 、 み ん な 役者 の 
た ま ご な ん だ よ 。 
少女 B: ジ ェ シ ー お ね え ち ゃ 
ん た ち 、 い つか テレ 
ビ に 出る の か な 。 


て 里 を めぐ る 靖 
ドガ ル の 病 方 に 位 に PPEB 四 1 ライ ラス トリ 
に 少女 A : ラ 明記 
置 する 神 攻 の 宴 才 市 「 ジ 人 で し よ 。 | を 知っ で 
ョ いる 子 も いる 。 
下水 の に お い に 悩 む 住 民 た ち 6 
老人 
芽 
消 虹 剤 研究 会 の 次 の 議題 は 、 下 水 の に お い 対策 に つい て よ 。 
: 神 次 は 下水 道 を 整備 する 気 は な い の か 。 
: スラ ム の 地下 に は 、 で か く て 古い 下水 道 が 迷路 の よ 
うに 広がっ て いる 。 あ れ を 唆 備 する の は 簡単 じゃ な いな 。 | を や クラ ウド た ち は の ち 
に ウェ ッ ジ の 家 近 辺 の 


穴 か ら 七 番 街 スラ ム の 
地下 に 入る が 、 こ の 時 
点 で すでに 全 型 が で き 
て いた ? a 


七 番 持 スラ ム の クエ スト の クリ ア 数 が 6 の と き 
街 い ちば ん の な ん で も 屋 さん 御用 達 、 う ちの 武器 を 見 
て いき な 。 


スラ ム の 心得 を 説く 少年 


ガン バレ 俺 、 や れる ぞ 俺 。 
1000 回 で ジェ シー ちゃ ん に 告白 ! 


ナイ ラ を 構え で いる 男性 
セブ ンス へ ブン の 客 か 。 カ タ ギ じ ゃ な さそ うだ な 


ハニ ー ガ ー ル に 入れ こ お 男 性 た ち 


男性 B 男性 A: ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト の 宣 交 の 館 で お 気 に 入 
り の 子 を 見 つけ ちゃ っ て さ 。 も う 何 ギル つぎ 
込ん だ か わか ん ね え 。 あ ー、 大 変 だ わ ー。 
時 男 tB : な ん か 楽し そう だ な 。 

男性 A : まあ 、 好 きな子 に は お 金 使っ て ナン 
ボ な 世界 で すか ら 。 仕方 な いよ ね 。 


され て いる と き 


悪い や つじ ゃ な いん だ が な 、 
奈 計 な ひと 言 が ・ 


こん な 掃き だ め み た いな 場所 に は な 、 
た いな 底抜け に 明る いや つが 必要 な ん だ 。 い な く 
な る っ て 冗談 だ ろ 。 


周囲 を 見 張る 男性 


この 土管 通り な ら 、 表 
の 店 じゃ 見 つか ら ね え 
も の も 売っ て る よ 。 


仕入れ 元 は 診 索 す 
る な 。 土管 通り の 
心得 だ ぜ 。 


神 苺 製品 も あつ か う 間 商人 


高級 な 神護 製品 、 そ ろ 
っ て る よ 。 ほ か じゃ 手 
に 入ら ね え 克 売 品 だ 。 
登録 番号 は ちゃ ん 
と 消し て ある 。 安心 
し て 買い な 。 


商品 に つい て 話す 店 員 と 関係 者 


: お い 、 こ ( は 血 の あ と か 。 
店 員 : お っ と 、 商 品 を っ て も ら うと き 
に 間違っ て つい ちまっ た か な 。 

男性 : 気 を な つけ ろ 、 価 値 が 下がる ぜ 。 

| 仕入れ 業者 に 言っ と く よ 。 

や か ん ? 

店 員 : 純金 抽 の 男物 さ 。 金持ち の 趣味 
は わか ん ね え 。 

男性 : 次 お や つの 気 も 知れ ね え 。 

店 員 : お や 、 ウ チ は 盗み と は 無関係 。 
妙 な こと は 言わ な いで くれ 。 

男性 : そう だ っ た 、 そ うだ っ た 。 


人 彼ら が あつ か う 商 品 は 、 あ まり まっ と う で は 
な い 仕 入れ 業 才 か ら 如 し て も ら っ て いる 根 様 。 


ス 席 に すわ る 男性 
今日 の 夕 販 は セブ ンス へ ブン に し よう か な 。 


た ま に バ レッ ト さ ん と メシ 食う ん だ 。 居 
そう に 見 える けど 、 す げ え いい 人 だ ぜ 。 


歌 同 の つづ き が 思い 出せ な い 
スタ ンプ ブー、 走 れ スタ ンプ ブー。 


スタ ンプ ブー、 筋 筑 の ー……。 え えと 
ー、 続き な ん だ っ け 一 。 


アバ ラン チ に 同調 する 男性 た ち 
男性 A 男性 A : 仕 事 に 行け な いこ と を 、 み ん な 気 に し て る 。 
た っ た 1 日 分 の 収入 と 星 、 な ん で 比べ られ る 
と 思う か ね 。 

: 星 の 命 の こと と 、 わ か っ て な いや つが 
多 す ぎる よ 。 

神 雅 の 洗脳 さ 。 

に ティ ファ る と き 

ティ ファ ちゃ ん 、 今 日 飲み に 行っ て いい ? 
男性 B : 今日 は ティ ファ ちゃ ん の 料理 、 食べ られ る ? 
男性 A : ディ ファ ちゃ ん 、 今 日 は いつ ご ろ 店 開け る ? 
今夜 は セブ ンス へ ブン 、 営 業 する よね 。 


( 


商売 熱心 な 服 屋 


ティ に ティ ファ が いる と き 


ティ ファ ちゃ ん 、 新 し い の 入荷 し た 
わ よ 。 テ ィ フ ァ ち ゃ ん と 組め ば 、 新 
し い ト レン ド を 生み 出せ る と 思う の 
よね 。 


セブ ンス ハブ ン の カク テル を 好む 女性 


ジョ ニー の 衣 に 敬 人 尺 が さて いる と さき 以外 


ョ ニー が 連行 され て いる と き 
: 軍 相 手 に よく ふざけ る よ 、 あ いつ 。 
: 気 を つけ ろ っ て 言っ た の に 。 
を 逃がし て か ら テ ィ ファ と 別れ る まで 
街 を 出る っ て 、 ジ ョ ニー、 も う 戻 っ 
て こない の ? 
: お お げ さ に 言っ て る だ け だ っ て 。 夜 
に は 戻っ て くる っ て 。 急 に サヨ ナラ 
と か 、 う そ だ よ . 


女性 : ーー っ て ば 、 す ぐ 調 子 に 乗る 
し 、 言 わな く て いい こと 言う し 。 
男性 : 放っ て お け ね え や つ だ よ 。 


女性 : そう な の 。 


ム ・ 居 住 区 
ス ヘ ブン 周辺 ) 


仕事 で 疲れ た 日 は 、 セ ブン ス へ ブン で 
飲む の が 唯一 の 楽し みよ 。 

ティ ファ ちゃ ん の お まかせ カク 
2 キッ ツイ けど スッ キリ す 


女性 A 


女性 B 


ティ ファ の 幼馴染 み が 気 に な る 女性 た ち 


女性 A 

婦 8 : 役 が 噂 の 幼 題名 ね 。 
女性 A : いい な 、 か っ こい い 幼 馴染 。 
女性 B : ティ ファ ちゃ ん 、 今 度 紹介 し て よ 。 


: どっ ちがい いか な ? 
: どっ ち も 似 合う よ 。 
: それ じゃ 決め らん な いよ 。 
: どっ ちがい いか な ? 
絶対 に 最初 の や つが いい ね 。 
両方 買う ね 。 


今後 の 生活 に つい て 話す 住民 た ち 
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男性 男 価 : 仙 番 街 に いる 恋人 と さ 、 リ ー フ ハ グ 年 。) ニ グ 女 少年 : お 手 、 で き な い の か ? 
ウス に いる 子供 を 引き 取っ て 育て 少女 : も っ と 優し く 話 し か ける の 。 ウェッジ 
よう っ て 話し て る ん だ 。 お 兄ちゃん に 言わ れ た で し ょ 。 ネコ ち 
女性 : 孤児 院 の 子供 を ? ゃ ん 、 ほ ら 、 怖 く な い ッ ス よ ー。 
女性 男性 : 信 も 恋人 も 戦争 で 親 を 亡くし て 苦労 し た か 
ら さ 、 な に か 力 に な り た いん だ よ 。 
女性 : 孤児 を 引き 取る 奈 裕 は ある の う 訂 上 炉 爆破 の 影響 を 心配 する 女性 た ち 
トー 2 zew ho-ymoyon 25 
: 戦 争 で 辛い 思い を し た 人 は 、 プ ブレ 2 
ー ト に も スラ ム に も いる の よね 。 剛 ee . す こい ! で も 廃 晃 が 爆 


上 神 茸 員 A : 課長 の 暁 み 通 り 、 犯 人 は アバ ラン チ 
で し た ね 。 

務 還 人 9W 守 軸 B : わた し た ち 、 負け ませ ん よ 。 

神護 社員 A 神 雅康 長 : よし 、 列 車 が 動き 次 第 会 社 に 行 


っ て 働い て 働く ぞ ! それ が 、 
を あたし た ちな り の 戦い だ 。 
は 神 共 社 員 A : スラ ム 笑 らし っ て 、 や っ ば ぱり 不便 で 


す よ ね 。 あ あ 、 上 に 引っ 越し た い 。 

神社 軸 人 の 給 科 じ ゃ 無理 で すけ ど 。 

神 痕 長 : 局 る な よ 。 ここ ろ ざ し は 高く 持ち 、 日 々 
の 仕事 に 全力 を 尽く す 。 や が て 世界 
は 、 魔 眺 の 力 で 豊か に な る 。 そ 
れ が 神 維 社員 の 心意気 だ 。 

神 計 員 A : 心意気 だ け じ ゃ な あ ……。 

神 痕 長 : も ちろ ん 、 あ た し が 出世 し た ら 、 お ま 
えた ちの 給料 も どー ん と アッ プ だ 。 

神 六 員 A : 異 な し 

神 社 員 B : 月 待 し て ます ! 


バイ ク の 整備 士 た ち 


先 右 。 先 問 : その バイ ク は 今晩 僅 り る や つ 
が 決ま っ て る 。 絶対 事故 ら ね 
えよ うに 気合 いれ ろ 。 

H 1 

どん な 人 が 乗る ん で すか ? 
: 太っ た 奴 か 、 鍛 えた 奴 


神 羅 兵 に 連行 され る ジョ ニー を 見 た スラ ム の 住民 の 反応 


本 
り し な い ? 

: それ が 心配 な の よね 。 劇場 は 魔 

眺 妨 か ら 遠 いら し く て 、 大 丈夫 

だ ろう っ て 言っ て た けど 。 


: うち の 8 軒 隣 住ん で いた 女の子 、 夜光 

げ し た みた い 。 

: ガラ の 悪い 人 と 付き 合っ て た ん だ っ け 。 

: 探さ な いで くだ さい | っ て ドア に 貼り 紙 

が あっ た わ 。 

: 郷 に 仕送り し て た 真面目 な 子 で し ょ 。 

: ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト 行 き の チ 
ョ コ ポ ボ 車 に 乗っ て いっ た っ て 噂 。 


ネコ 好き な 男性 


f 1 自 拘 団 に は ネコ と 
【 | 全 眼 < な る 遅 人 が 


いる ん だ 。 


ワシ も ゴロ に ゃ ん 、 し 
て みた い に ゃ ん 。 


ネコ の 話 で 盛り 上 が る 住民 た ち 


で 閣下 を 励ま し 、 や る 気 を 出 
させ る 神 次 課長 。 被 の 仕事 へ 
の 陰 心 さ が 伝わっ て くる 。 


男性 A : 感動 の 涙 と 鼻水 が 止ま りん ね え 。 ニ ャ ン 
コ た ち を 見 る だ け で 俺 は 幸せ だ 。 

男性 B : ネコ アレ ルギー だ ろ 。 無理 すん な 。 

また ネコ が 増え た の よ 。 エ 

サ を ね だ る ネコ が 増え て 困っ て いる わ 。 


か ……: ど つ ち に し ろ 、| ゃ ビッ グ ス と ウェ ッ ジ か ら 
うち の お 得意 様 さ 。 依頼 され た レン タル バイ ク 
を 一 和義 命 に 整備 し て いる 。 


神 羅 兵 に 連行 され る と き 人 だ か りか ら 聞 こえ る 町 の 人 の 声 


に は 、 彼 の 家 の 前 に 人 だ か り が で き て 


いる 。 そ の 場 に いる 人 々 の 話 に 耳 を 傾 ポ か ら 連れ 出さ れる 直前 
け て みる と 、 ジ ョ ニー の 身 を 案じ る 声 男性 A : ジョ ニ ・ た や ら か し た な 。 : どう に も で き ね えよ 。 ジ ョ が ん ば れ よ 。 
が 多い も の の 、 彼 の トラ ブル メー カー 男性 B : 神 羅 が 来 た っ て ? な ん か あっ た ? 殴 団 は 知っ て ん の か 。 街 に 影響 は ね えよ な 。 
に 時 由 男性 C : 壱 番 が ら み か 。 や べ え ぞ -……。 男性 C : チュ ー チ ュー 鳴い て る 場合 か っ て の 。 まっ た く 、 
ぶり に あき れる 人 も 少な く な いよ う 人 6 沈 お の た 

だ 。 な お 、 家 の 前 に 人 が 集まっ て いる 女性 A : ジョ ーー っ て ば …… あ いつ 、 す ぐふ ざけ る か ら 。 | 男性 D : 心配 だ ぜ 。 

の は 、 ク ラウ ド が 物資 保管 区 の 奥 で 神 女性 : 破 と 関係 ある わ よ 。 逮捕 され る か も 。 女性 A : が 相手 じゃ ね 。 か わい そう に 。 

羅 胡 を 倒し て ジョ ニー を 助け る まで の 女性 C : な ん な の ? 軍 が いる っ て 。 女性 B : 誰 も 手出し で き な いよ 。 私 た ち 、 巻 き 込 まれ た 

あい だ の み 。 そ れ 以 降 は 、 家 の 前 か ら 定 EAR 3 RESNO 

立ち 去ら ず に 残っ た 数 人 の 住民 た ち 2 9 

が 、 急 に 町 を 出る と 言い 出し た 彼 に つ 人 : 大 光夫 か ね 。 


いて の ウワサ を し は じ め る 。 


0 


だ 燃え て る と こも あん の か 。 | 
男性 C : 八 番 街 じ ゃ ハイ ウェ イ が 世 れ た らし い ぜ 。 
女性 A : 壱 番 街 と 人 番 街 の 一 部 は まだ 停電 中 だ っ て 。 ] 


男性 A : 爆破 は アバ ラン チ の せい だ と よ 。 


今回 の 魔 眺 炉 爆破 に 関し て 、 実 
行 犯 は 市 民 の 瑞 ア バラ ンチ で あ 
る と の 公式 発表 が な され まし た 。 
アバ ラン チ と 名 乗る グル ー プ は 、 以 前 に 
も 神 カ ン パ ニー に 対し て 破壊 工作 を 企 
て た こと が ある 反 神 放 組 織 ど あり 、 ド ミ | 
ノ 市 長 と ブレ ジ デ ント 神 臣 は 共同 で 「 非 | で ニン 市 民 は 社交 を 良く 思っ て お 
道 な 反 社 会 的 替 力 に 決し て 屋 し て は な ら | ら ず 、 可 で 本 表 ア バラ ンチ を 支援 
な い | 我々 は 市 民 の 平 竹 を 守る た め に 戦 | て いる 。 それ に も か か わら ず ア バラ 


う ! と いう ます 。 ンチ を 非 次 する 声明 を 発表 する あ た 
う 」 と いう 声明 を 出し て いま す . わり は 、 な が な か の 志和 


女性 B : アバ ラン チ の せい な の ね 。 | 
女性 : アバ ラン チ が 犯人 っ て こと は 、 星 の た め に | !| 
や っ た っ て こと ? 


少年 : 犯人 は アバ ラン チ 。 や っ つけ ろ ! 
少女 : アバ ラン チ っ て 人 た ち が 悪い の ? 


と 知り た い の よ ね 。 
女性 B : えっ 、 本 気 ? 

女性 A : アバ ラン チ っ て 間 
違っ て る の か な 。 


妥 時 訪 を 孔 し た の 、 アバ ラン チ だ っ て 。 
反 神 如 組 織 ア バラ ンチ …… 名 前 
は 知っ て る わ よ 。 


ここ で 働か せ て くれ 。 

: うー ん 、 親 は な ん て ? 

: そん な の いな い 。 

: どん な シゴ キ 受 け て も 平気 だ 。 

: な ら 、 ま ず は クギ と ネジ 
100 本 、 ゴ ミ の な か か 
ら 漁っ て 持っ て こい 。 

: そし た ら 雇 っ て くれ る の か 。 

: 考え て や る 。 

: 雇う っ て 約束 し ろ ! 


路地 裏 で 寄り 添う カッ プル 

今日 は 寝かせ な い ぞ 。 

女性 : あん た の イビキ で 、 毎晩 眠 
れ な い 。 

男性 : ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト で や っ て る 
な ん か の 大 会 に 出 りゃ 、 大 金 が 手 
に 入る らし いせ ぜ 。 

女性 : や ゆめ と き な よ 、 死 ぬ よ 。 

: お まえ の た め に 死ね る な ら 本 望 さ 。 


まず は 俺 た ち を 敷 
っ て くれ よ 。 

男性 B : 麻 炉 爆 破 で 全部 
めちゃ くち ゃ だ 。 


グエン と 口論 する 神 羅 兵 


グエン : 手伝っ て よ 。 

新人 兵士 : すい ませ ん 、 管 外 で す 。 

先 勤 兵士 威厳 を 見 せん が 。 

新人 兵士 : は …… は い ! さっ さと 立ち 去 
れ 、 で な いと 捕らえ る そ 。 

グエン : 前 し た っ て 無駄 だ か ら 。 


ポス ター に つい て 話す 住民 た ち 


女性 B = 男性 女性 A : あの ボス ター、 家 の 近く に も 貼ら 
れ て る わ 。 

女性 B : は が し た ら ? 厄介 ご と に 巻 き 込 
まれ る わ よ 。 

婦 性 A : で も 、 星 を 救え っ て 大 事 な 
こと な ん じゃ な いか っ て 思 


うし 。 
男性 : 神 羅 に に ら まれ る ぞ 。 


星 の 命 に つい て 話す 男性 た ち 


男性 A 男性 B 男性 C 男性 A : 星 の 命 を 考え れ ば 、 府 上 停止 も 
[ 仕方 な いん だ よ 、 き っ と 。 
男性 B : 価 た ちの 生活 は どう な る 。 
男性 C : 星 が 生 き て りゃ 、 な ん と か 
な る っ て 。 
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臨時 列車 を 待つ 住民 た ち ンチ の 下 を の ぞ く 少 年 の 様子 を な が め る 男性 


女性 女性 A: 列 車 が 止ま っ ちゃ うな ん て 。 お いで 、 な で な で す 時 ミ リオ ン 抜き の ほう が 美味 いせ 。 
男性 : 八 番 街 じゃ あ 、 ハ イ ウ ェ イ が 朋 れ る ほど る ッ ス よー。 あの 購 味 、 苦 手 な ん だ よ な 。 
の 投 害 らし いか ら な 。 駅 も 今 ご ろ ネコ ちゃ ご ん 、 居 
女性 B : で も 、 他 の 街 に 行く 列車 も 全部 く な い ッ ス よ 。 
運休 た ? お か し いわ 。 
女性 A : 臨時 列車 が 出 て くれ な いか し ら 。 
男性 : みん な それ を 期待 し て 、 こ こ で 待っ て る 
ん だ ろう な 。 


元 バ ー ガ ー 屋 の 夫婦 


男性 : 今日 も 1 日 、 が ん ば ら ね ば な 。 金 の 
た めで な く 人 の た め に 、 こ の 
バー ガー 屋 を あけ る ん だ 。 

女性 : も う 代 替わり し た ん だ か ら 、 が ん ば 
る の は あの 子 な の よ 。 

男性 : あい つが へ ば っ た ら 俺 が 店 に 立つ ぞ 。 


に お い に 悩 お 男性 と ドリ ンク 屋 


の 客 店 具 お 客 : 自 が 利 か な く な る 飲み 物 っ 
て ある ? 俺 の 部 屋 、 下 水 
の に お い が ひ どく て さ 。 
店 員 : ある よ 。 み ん な 、 あ ん た みた い 
な 理由 で 飲み に 来る 。 


デラ ス 席 で くつ ろく 男性 た ち 
男性 A 男性 B 箇 休 A : 七 番 の 駅 前 屋台 っ て 言え ば 、 
一 前 じゃ 有名 らし いせ 。 
男性 B : プレ ー ト 住ま い の グ ル 
メ も 食べ に くる っ て 聞 
いた こと が ある 。 


どう し て 全線 運休 な の か し ら 。 壱 番 街 と 八 


夫 を 捜す 女性 と 質問 に 応じ る 女性 番 街 以外 は 無事 で し ょ ? 
女性 A 女性 B 人 A: あ の 人 、 人 内 動 務 な ん で す 。 昨 日 か ら 等 
戻っ て き て な く て 。 の お ロ 
女性 : 大 丈夫 よ 、 列 車 が 動け ば 帰っ て くる わ 。 『 入 了 、 入 岳 まう の 
さか 、 プレ ー ト の 愛人 宅 に 
女性 B : そっ ちの 心配 ? 仲良 いわ ね 。 列車 の 話 を する 少年 た ち 
少年 A 少年 A: 主 湾 は すっ か り マ ハ S131 型 だ よ な 。 8131 系 
寄り 添い 合う カッ プル っ て 、 こ れ ま で より 傾 抽 沿 度 が 減っ た の に 速度 と 
安定 性 は 増し て る ん だ ぜ 。 あ の 速度 で あの カー ブ 
を 進み 続け る っ て すげ えよ 。 


少年 B : 個人 的 に は S102 系 の 揺れ 方 が 好き だ けど ね 。 し 
1 か し 、97 系 の 頃 に 比べ た ら 魔 晃 に よる 制御 シス 
テム は 相当 進化 し て る 。 昔 は 上 に 行く まで か な り 
掘れ て 辛かっ た だ ろう な 。 
上 少年 A: ガタ ビシ っ て 旧式 アブ ソー バー の 揺れ だ よ な 。 あ 
ー、 ひ びく 一 ! 一 度 は 乗っ て みた い ぜ 、97 系 。 
少年 B : で も な あ 、 価 ら が 生ま れる 前 だ か ら な 。 
少年 A : そう いえ ば 緊急 停止 シス テム も 少し 前 に アッ プ グ 
レー ド さ れ た ん だ っ け 。 
少年 B : 停止 時 の スピ ー ド ダウ ン 率 が 上 が っ た ら 
し い 。 ま あ 、 実際 に 使わ れる こと な ん で 
な いと 思う よ 。 
少年 A : だ よ な あ 。 此 急 停止 で レー ル に 走る 火花 、 見 て み 
た い ぜ 。 


: で も 、 そ この 人 ……。 

: 寺 み 、 ず いぶ ん 堂々 と 
し て る ね 。 の ぞ き は 遠 
慮 し て くれ な いか な 。 


で オリ ジ ナ ル 版 に も 登場 し た カッ プル 
の 、 昨夜 の 会 話 (…P.163) の つづ き 。 
オリ ジ ナ ル 版 で も 、 時 期 に よっ て 会 話 
の 内 容 が こま か く 変 化し て いた 。 


七 番 街 スラ ム 駅 
ム 周 辺 ) 


で 年 欠 か ら は 起 像 で き な い ほど ディ ー ブ な 会 話 を する 
少年 た ち 。 彼ら に よる と 、CHAPTER 5 で クラ ウド 
た ち が 列 車 か ら 飛び 降り る と き に 利用 する 累 急 便 止 シ 
ステ ム は 、 最 近 アッ プ グ レー ド さ れ た 新型 らし い 。 


家賃 を 湯 約 する 男性 と 友人 
男性 A 男性 A: 仕 事 行け ね え 。 今日 の 収 


入 な いと や べ え ん だ よ 。 
本 BS もえ 列 還 曹 場 の 入口 を 警備 する 男女 
男性 B 踏み 倒し 記録 更新 。 ア バ : 列車 墓場 の 封鎖 を 解け っ て 、 朝 か ら 詰所 に 抗議 し に きた 


や つら が いた せ 。 
女性 : ジャ ンク バー ツ を 集め て 売っ て お 金 を 稼い で 
る 人 た ち で し ょ 。 危険 だ っ て いう の に 。 


ラン チ の せい で 宿 無 
し に な っ ちまう 。 
男性 : 命 より 金 な の さ 。 - 9 
女性 : 列車 場 は 現在 立入 茜 止 。 聞い て な い ? いい 男 で も 特 


列車 の 運休 に 悩む 商 人 た ち 別 扱 い は で き な いわ 。 主 め て 。 


男性 : 外 険 な モン スタ ー が いる 妖 い で 列車 場 は 立入 禁止 に な 
: 駅 員 さん も 状況 が わか っ て な いみ た い 。 上 に 行 つて いる 。 調査 が 済む まで 通行 止め だ ぞ 。 帰 れ 。 
ける か は 、 わか ん な いわ 。 


男性 : 八街 営 業 所 と の 商談 が 流れ な いと いい ん だ が 。 

女性 : と に か く 待ち まし ょ う 。 蝶 時 列車 が 出る か も し 
. れ な いわ 。 co 女性 A 女性 B 女性 C_ 女性 A: 列 車場 で 行方 不明 に な っ た 人 が いる らし いじ ゃ な い 。 

男性 : 大 事 な 商 談 の 日 に 運休 だ な ん て 。 女性 B : 自 辻 団 は 危険 な モン スタ ー の せい っ て 言っ て る けど 、 違 

女性 : お 詫び の 品 と か 用 意 し と く ? うわ 。 い っ し ょ に いた 人 が 幽霊 に さら われ る の 

男性 : スラ ム の 土産 は 喜ば れん 。 ウ ォ ー ル ・ を 目 撃 し た ん で すっ て 。 

マー ケッ ト の も の な ら と も か が く 。 女性 C : うそ ……。 
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オリ ジ ナ ル 版 『FFVI』 に 


$ け る 著 番 街 ス ラム の 住民 の 声 を プレ イ バ ッ ク ! 


七 番 街 スラ ム の 住民 の な か に は 、 
オリ ジ ナ ル 版 に も 登場 し た 個性 豊か 
な 人 た ち が 多数 存在 する 。 彼 ら の オ 
リ ジ ナ ル 版 で の セリ フ を な の 画 
面 写 真 で 振り 返っ て みよ う 。 


駅 前 の カプ 上 


事情 通 の お ば さん . 


9 「 興 味 な いね 」 を 選ん だ と き の 展 開 


興味 な い 


ド に 聞か せ た が 


セブ ンス ペプシ を の ぞ く 男 性 


困っ を 


苑 兵 士 と 新 大 兵 二 


き 「 そ ん な 面倒 な も の は す て た さ 」 


を 選ん だ と き の 展 開 


ge 真夜 中 の 疾走 (2 日 目 


町 の 様子 を な が め る 一 家 


言っ て る で し ょ 。 
で も ……。 


少年 が 見 た 花火 と は 、 


合図 に 使っ た 照明 弾 の こと だ ろう 。 


興奮 する 老婆 と な だ め る 警備 兵 


減 備 兵 。 谷 備 : お ば あちゃ ん 、 落 ち 落 いて 。 待機 
命令 が 出 て る か ら 外 に 出 て きち ゃ 

SW ダメ だ よ 。 
唆 蘭 蘭 | を 革 : ウー タイ が 攻め て きた ん だ ろ 。 
老 アタ シ が 追い 払っ て や る さ 。 
この 前 の 戦争 だ っ て 、 こ の 腕 
ひと つ で 生き 抜い て きた ん だ 。 
上 備 民 : 大 な いで すっ て 。 僕 が 家 ま で 送り 

ます か ら 、 ね ? 


少年 : ホン ト だ っ て 。 で っ か い 花 火 み 
た いな の が バー ン っ て 。 ぜ っ 
た い シ ュー ゲキ され た ん だ よ 。 

母親 : 神 羅 の 人 た ち は 機 械 の 故障 だ っ て 


父親 : ほら ゆ 、 い いか げん ウチ に 入れ 。 


慣 る 市 民 と 理解 を 求め る 警備 呈 


女性 : ちょ っ と 、 夜 中 に な ん な の ? 子 
供 が 起き ちゃ っ た じゃ な い 。 
警備 兵 : 申し 訳 ご ざい ませ ん 。 事態 の 

収拾 に お け 全 力 で 取り 組ん で 
お り ま す の で 。 
男性 : っ た く 、 明 日 も 朝 早 いっ て の に よ 。 


に 革 秋 街 ・ 区 : 七 六 分 室 用 


打ち 合わ せ を する 警備 兵 た ち 
リー ダー 警備 胡 た ち 


1 


夜 の 警報 で 、 近 隣 住民 も 駿 ぎ 

始め て いる 。A 班 は 、 こ の 場 で 

施設 か ら の 漁 亡 者 を 監視 。B 班 

は 、 速やか に 通行 規制 の 上 、 事 

態 の 収拾 に あ た れ 。 

警備 兵 た ち : ハッ ! 

リー ダー : 敵 概 の こと が 公 に な れ ば 、 混乱 
どこ ろか 神 路 の 恥 だ 。 先 の 警報 
に つい て は 、 誤報 で 通せ ! 

秋 備 殿 た ち : …… ハ ッ ! ロ 


統率 の と れ た 行動 を 見 せる 銘 
備 殿 た ち 。 棋 縮 を 受け た 事実 を 
尻 べ いし 、 権 且 の 失 暗 を 防ぐ よ 
う 通 條 が 弧 底 され て いる 。 


92 


uarpRur &k VOICE SCRIPT 


NLBANUST VIRBMMKEIANENALUUTMANAPNs 


七 六 分 室 で ロー チェ を 倒し た あと の 七 番 街 と 、 バ パラシュート で 
降り た あと の 七 番 街 スラ ム で 人 々 の 話 を 聞け る 。 七 番 街 で は 自 
宅 待機 命令 が 出 て いる せい か 、 屋 外 に いる 人 は 少な め 。 

ー ーー 


子ども を 心配 する 男性 と 交通 整備 の 警備 兵 


男性 : お い 、 通 し て くれ よ 。 
警備 兵 : ここ か ら 先 は 進入 禁止 だ 。 自分 
の 家 に 戻れ 。 
男性 : すぐ そこ に いる 子供 を 呼び に 行く 
1 だ け だ っ て 。 
警備 兵 : ダメ だ 。 通す わけ に は いか な い 。 


警備 兵 A : 広場 で 対応 中 の 班 は どう な っ て る 。 
警備 兵 B : わか らん 。 あ ちこ ち 大 混乱 だ 。 
敬 備 殿 A : いつ に な っ た ら 帰 れる や ら 。 


番 街 ・ 社 宅地 区 : 中 層 社 宅 エリ ア 


井 に の ぼる 少年 と 引き 止め る 多 親 
母親 少年 


母親 : こら 、 早 く 降 り て き な さ い 。 お 父 
さん も 心配 し て る で し ょ 。 
少年 : よく 見 えな いな ぁ 。 


大 型 車両 に 抗議 する 男性 と 聞き 入れ な い 警 備 兵 


男性 。 警備 兵 男性 : お い 、 こ ん な と ころ に 車 を 止め 


民 る な よ 。 今 か ら 出 か け な き ゃ な 
ら な いっ て の に 。 
引 備 民 : 緊急 事 同 だ 。 自宅 待機 命令 も 


出 て いる 。 悪い が 謗 め て くれ 。 


女性 倍 備 現在 、 安 全 確認 の た め 自宅 待機 命令 が 
出 て いま す 。 すみ や か に 、 ご 自宅 へ お 
戻り くだ さい 。 

女性 : さっ き 、 節 誤っ て 聞こ えた けど 。 

男性 : お い 、 ま た テロ じゃ な い だ ろ うな ? 

旨 備 呈 : 舞 撃 の 件 は 誤報 で す 。 問 題 あり ま 
せん の で 、 自 宅 で 待機 を お 願い し ます 。 


屋台 店 員 と 女性 客 

お 客 。 お客: ナン パ に 見 せ か け て 七 番 街 の こと を 探っ て 
る 男 が いる みた いね 。 

: ウ ォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト の 男 だ ろ 。 


: 毎年 や っ て る お 受 居 の 「LOVELESS」 と 、 今 年 
か ら 始 まっ た ミュ ー ジ カル の 『LOVELESS」。 
どっ ち も 見 て みた いわ 。 


ゞ 「LOVELESS」 の ミ : どっ ちか ら 見 る か 、 難 し い 問題 ね 。 あん た も 声 を か けら れ た か 。 

ュー ジ カ ル の チケ ッ ュー ジ カ ル 「LOVELESS」 っ て 、1 階 秦 は プレ ミア チケ 店 員 お客: か けら れ て な い 。 

ト は 、3 剛 の 立ち 見 ッ ト よ ね 。 店 仙 : じゃ あ 、 休 が 代わ り に ナン バ し て も いい か 。 
RS 高い と 1 枚 5DO00 ギ ル だ っ た りす る わ 。 っ 

い が (P.162)、 : どん な 人 が 座る ん だ ろう 。 ブ レジ デン ト 神 衣 と か 来る の 店 員 : な に か 飲む だ ろ ? 

有 席 は 一 朗 の 人 に し か し ら 。 お 客 : オス ス メ も 


か 手 が 届 か な い 価格 。 


店 員 : ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト で も 飲め ね えよ うな 
いい や つ を 出し て や る よ 。 


量 店 の バッ グ を な が め る 女 性 


男性 A : アバ ラン チ の 犯行 声明 は 本 物 な の か ? 
男性 B : どう いう こと だ 。 
男性 A: アバ ラン チ の ふり を し た ウー タイ 


女性 A : あの あたり に 住ん で る 人 に は 気 を つ 


が 戦争 を し か け て き て る と か さ 。 ー けろ っ て 言う で し ょ 。 
女性 : 考え すぎ よ 。 厩 炉 っ て 、 星 に と っ て | | 女性 B: 悪 そう な と ころ が カッ コ よ か っ た の 。 
よく な いも の らし いわ 。 女性 A : それ で コロ ッ と だ まさ れ て 、 憎 金 を 
爆破 が な か っ た ら 、 押し 付け られ た わけ ね 。 
星 の 命 な ん て 考え も | | 女性 B : あの 人 、 佑 いと ころ か ら お 金 を 代り 
し な か っ た 。 て た の 。 で も ね 、 ウ ォ ー ル ・ マ 
ー ケ ッ ト で ね 、 す ご く 稼 げ る 
仕事 が ある ん だ っ て 。 


女性 A : あや し く な い ? 
女性 B : お 媒 さ ん が どう と か で …… 話 
だ け 聞 いて こよ うか な 。 


ひと り で 公園 に た た ず む 少女 
お 兄ちゃん も 遊び に きた の ? 公園 、 好 き ? 


本 当 は ね 、 病 気 だ か ら 家 に いな くち ゃ いけ 
な い の 。 で も 、 夜 な ら 抜け だ せる ん だ 。 


お 兄ちゃん 、 も し か し て ひと り ぼ っ ち ? 


わた し と 同じ だ ね 。 
変 な 影 が ガレ キ 通 り に 落ち た 決め た 。 お 兄ちゃん 、 わ た し の 友 だ 
よ な ? ち ね 。 公 園 、 来 て よかっ た 。 


た ぶ 

まさ か 、 ガ レキ 通り に も 紫 電 が 一 。 

や め ろ っ て 、 気 の せい だ っ て 。 神 間 庶 ど 知 男 作 

で か い 早 が 落ち た の 、 お まえ も 見 た 神 世 課 長 課長 の 知人 : 神 堅 の 課長 さん と 知り 合い だ っ て 言う と 、 み ん な に すげ えっ て 言わ れる ん だ 。 

だ ろう が 。 神 叱 課 長 : は は 、 そ うか な 。 

課長 の 知人 : も っ と 上 に いっ て くだ さい 、 課 長 さん 。 目指 せ 、 部 長 、 役 員 、 
プレ ジ デ ント ! 

神 胃 課 長 : ああ 、 が ん ば り ま す よ ! 

課長 の 知人 : 俺 、 課長 さん の 友達 に な れ て よかっ た 。 ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト の あの 
店 で 隣り 合わ せ て か ら の 仲 っ す よ ね 。 

神座 課長 : その こと は 、 委 に は 内 嬉 に な 。 

課長 の 知人 : まかせ て くだ さい 。 あん な こと や こん な こと は 、 俺 と 課長 さん の 秘密 っ す 。 


で ウォール - マ ー ケ ッ ト に ある ~ あ の 店 
で 知り 合っ た 男 と 話す 待 刀 課長 。 こ の 
ふた り の 姿 は 、 の ち に ~ あ の 店 の 前 で 
見 か ける こと が で きる 。 


女性 A 女性 B 女性 A: 


どん な 街 か が な 、 ウ ォ ー ル ・ マ ー 
ケッ ト ? 
男性 A : 知り 合い に 聞い た ら 、 ト 
ロト ロ で 甘い ん だ っ て よ 。 
男性 A 男性 B 男性 B: 気 に な る 一 ! - 
女性 B: ウ ォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト に 
行っ た ら 、 チ ョ コ ボ 豆 を 
食べ て みた い 。 
女性 A : な に それ 、 起 像 で き な い 。 
男性 A : 金 、 足 り る か な 。 


コル ネオ の 部 下 の ウワサ を する 男性 た ち 

男性 A 男性 A: 例 の 六 番 の チン ピラ 、 誰 か が ボ 
〒 キ コ ボ コ に し た っ て さ 。 

: 男性 B : 俺 が や っ た っ て 思わ れ た ら 一 一 。 


証 男性 A: 思わ ね えっ て 。 
男性 B 男性 8: ド ン の 部 下 と し て 、 俺 は 


命 を ささ げた 。 
本 | 男性 A : で も 、 抜け た ん だ ろ 。 
男性 B : 昼間 の チン ビラ は 、 き っ と 俺 を 


間 市 を な が め る 女性 た ち 
女性 A 女性 A: あ の カバ ン 、 弐 番 探し て た ん だ 。 
街 の 店 の 最新 モデ 男性 A : 考え すぎ じゃ ね ? 


ル じ ゃ な い ? 
女性 B : 誰か ら 巻 き 上 げ 
た ん だ か 。 持 ち 
主 は 、 お 気の毒 
人 さま ね 。 
bi 剛 人 A 還 3 ん で し ょ ? 
人 記 女 性 B: 値段 次 第 よ 。 


割 の いい 仕事 の ウワサ を する 女性 た ち 
女性 B 女性 C 


: ス ラム 住民 に も で きる 
魔 眺 坊 で の 秘密 の 仕事 
つっ て 知っ て る ? 

: な に それ 。 

: 噂 だ けど 、 も の すご く お 給 料 
が いい そう よ 。 選ば れ た 人 に 
だ け 声 が か か る ん で すっ て 。 
ええ ー、 ち ょ っ と 怖い 。 


肩 を 組 お 男性 た ち 


男性 A 男性 A : 明 日 こそ 、 セ ブン ス ヘ ブン で ティ 
- ファ ちゃ ん と 飲も う ぜ 。 
男性 B : いい ね 。 
男性 B: マリ ン ち ゃ ん と 話 そ うと 
(SE パレ ッ ト さ ん に に 


て さ 。 
男性 A : マリ ン ち ゃ ん 困ら せ た ら ダメ だ ぞ 。 


し 
ら 


新た な 情報 を ほし が る 女性 た ち 
女性 A 女性 B 女性 C 


SS) 


女性 A : 識 炉 の 新しい ニュ ー ス は な い の ? 
女性 : 昨日 の 夜 、 こ こ で 人 番 街 の こと 
を 話し て た 女の子 、 い な い の ね 。 


男性 B 


ピッグス や リー フ ハ ウス の 話 を する 男性 た ち 


男性 A 男性 A : リー フ ハ ウス っ て 店 、 知 っ て 
る か 。 ビッグ ス が 相当 買い で 
る っ て 聞い た ぜ 。 

に 男性 B : 店 ? リー フ ハ ウス っ て 


の は 孤児 院 の 名 前 だ ぞ 。 
男性 A : 孤児 院 ? 
男性 B : あい つ 、 そ の 施設 の 出身 だ っ 
た は ず だ 。 


ursRur &% VOICE SCRIPT 


RAL AASYYIRBMMEMANENMLUUIMAMAPt 


ティ ファ に 想い を 寄せ る 小心 者 
ああ 、 い ざと な る と 勇気 
が 持て な い 。 ダ メ だ な 、 
僕 っ て まだ 子供 だ な 。 


明日 こそ 、 セ ブン ス ヘ ブン で 
ティ ファ ちゃ ん に ……。 


で ティ ファ に 好意 を 寄せ 
る この 男性 は 、 オリジナ. 
ル 版 に も 登場 し て いた 
(ご P.178)。 


ジョ ニー の 旅立ち を さび し が る 若者 た ち 
男性 男性: ジョ ニー…… 悪 い 女 に だ まさ れ た り 
し な けり ゃ いい けど 。 それ だ けが 気 
が か り だ な 。 
女性 : 話 を 聞い て くれ る 人 が いな いと 、 つ 
女性 まん な く な る わ 。 
男性 : ジョ ニー の や つ 、 行 っ ちまっ 
た 。 な ん だ か 女 に 張り 合い が 
な く な っ ちゃ つた よ 。 俺 っ て 目 
分 で 言う の も な ん だ けど 、 酒 欧 ん で 
な いと 寂し が りや さん な わけ よ 
女性 : 追っ か けち ゃ う ? 
: ダメ だ っ て 言わ れ た だ ろ 。 


昼 問 整備 し た バイ ク 、 不 備 な か っ た 

で すか ね 。 不安 で す 。 

先 下 : 無 茶 す る や つら だ か ら な 。 下 
手 な 調整 だ と 、 事 故 る か も な 。 
: な に か あっ た ら 俺 の せい だ 。 

: お まえ の 脱 を 見 込ん で まかせ た ん だ 。 


昨晩 より 続い て いた 壱 番 魔 眺 
炉 爆破 に 伴う 火災 は 、 本 日 
方 ご ろ 、 ほ ぼ 鎖 火 し まし た 。 
今回 の 火災 で は : 活動 の 一 
環 と し て 、 神護 軍 特 殊 部 隊 に 
よる 薬剤 散布 が 行わ れ 、 現 在 
一 部 の 区 域 に は 立ち 入り 制限 
が か けら れ て いま す 。 


女性 A : また 上 の 情報 を 持っ て き て ほし いわ 。 
女性 C : G ギ ル 払 うほ どじ ゃ な いけ ど な 。 


ファ ッ シ ョ ン の 話 で 盛り 上 が る 女性 た ち 

: 白 で し ょ 。 

女性 B : ピン ク よ 。 

女性 A : 白 と 黒 の コー デ が 絶対 に 流行 る わ 。 

女性 B : ピン ク と 赤 っ て いう 王道 が 絶対 に か わい い の 。 

女性 A : 実際 に 着 て る と ころ を 見 れ ば 、 白 と 黒 の コー 
デ の 良さ が わか る わ よ 。 

: ピン ク と 赤 だ っ て 同じ よ 。 

: 私 た ちの コー デ を 状 こ な す 素 敵 な モ 
デル が 必要 だ わ 。 


届 


HaerE 旧 真夜 中 の 疾走 (3 日 目 : 昼 ) 七 番 街 か ら も どっ て 朝 を 迎え る と 、 多 く の 人 々 が 脱 昌 破 に 


つい て 口 に する よう に な る 。 こ れ は 、 ア バラ ンチ か ら 廃 晃 炉 の 
煙 破 予告 が 届い た と いう 情報 が 広まっ て いる た め だ 。 


バイ ク の 整備 土 た ち 


昨日 整備 し た バイ ク 、 な か な か よ か 
つた っ て 、 貸 し た や つが 言っ て た ぜ 。 
あり が と う ご ざ いま す 。 

バイ ク 、 い つ 戻 っ て くる ん で すか 。 

: プレ ー ト に 運ん じ ま っ た と か 
で 、 明 日 以降 らし い 。 
プレ ー ト に ? どう や っ て 運ん だ ん 
だ ろう 。 


や クラ ウド た ちほ は バラシ 
ュー ト で 番 持 スラ ム に 
も どっ て きた の で 、 借 り 
た バイ ク は 七 番 街 に 合 め 
た まま に な っ て いる 。 


神 院 カ ン パニ ー は 晃 急 の 会 見 を 開き 、 
反 神 組 飛 ア バラ ンチ か ら 妥 昌 破 

: 金 を バン バン 商 っ て た の 。 二 紹 半 ア バ 0 

: モン スタ ー な ら 仕方 な いで し ょ 。 の の 議 の に ら 半 R は ま 

: バレ ッ ト さ ん た ち が お か し く な っ 3 プレジデント 神 必 は 予告 に 対し 、「 放 

た っ て 言う 人 も いる みた い 6 腕 の 因 了 を 受け る すべ て の 人 問 へ の 宣 

に ーー に 戦 布告 で あり 、 我 々 は 一 致 団結 し て こ 

見え ない モ ンス ター が いた っ ) の 危機 を 乗り 超え な く て は な ら な い 
た e いう 0 < 

見 えな い の に どう や っ て 気付 く の よ 。 い に ンド ガル に 失 科 体 制 

: ちょ っ と 見 えた ん じゃ な い ? が し か れる の は 、 ウ ー タ イ と の 

停戦 以来 初め て の こと で す 。 

街 は 戦争 時 の よう な 上 天 三 に 包ま れ 始 

め て いま す 。 


バレット た ち が フ ィ ー ラ ー 
と 戦う 場面 に 條 周 し た 女性 が 
いる も の の 、 彼 女 に は フィ ー 
ラー の 次 が 見 えて いな い 。 


みん な に 広め て 回 る 
仕事 で し ょ 。 
: お まえ も や っ た の か よ 。 
: も ちろ ん 。 お いし いけ ど 、 
変 な 仕事 だ っ た ね 。 


全曲 く て 目立た な い 場 所 で 
也 れ る よう に し て 話す 男女 。 
朝 人 予 告 の ニュ ー ス な 意図 
的 に 広め よう と た くら お む 湿 
率 が いる よう だ 。 


武器 屋 の 警備 を する 女性 


思っ た より 、 子供 た ち は 
怖がっ て な いみ た い 。 


スラ ム の 子供 は 、 銃 
声 に は 慣れ て る の 。 
モン スタ ー が 出る せ 
いで ね 。 


男性 A: バ ト さ ん た ち 、 な に も な い 

と ころ を 攻撃 し て た っ て よ 。 

男性 B : お か し く な っ ちまっ た の か ? 

男性 C : めった な こと 言う な 。 自 人 団 が ちゃ ん 
と 調査 し て こく れる は ず だ 。 


NLBANUSVIRBMMKEIMNENALUUTMANAPNs 


_ テロ に お び え る 親子 
: 私 が 戻ら な いと き は 、 ビ ッ 
4 グ ス さ ん に 相談 する の 。 リ 


| 実 』 ー フ ハウ ス に 運 れ て いっ て 
6 くれ る か ら 。 三 
和 | タ 婦 うん 和 再開 の 理由 考え る 女性 た ち 
母親 : 懐か し いわ よね 。 先 生 に 会 いた 
| 登 く な っ ちゃ うわ 。 


: 運 休 に し な い の は 神 
衣 魂 っ て や つ ? 

: それ か 犯人 を お びき 出す 
た め に わざ と …… 

: 考え すぎ で し ょ 。 


新人 兵士 と 先 顎 兵 士 


神 蘭 課長 と 家族 た ち 
神護 課長 課長 の 奏 課長 の 娘 


Am 

新兵 寺 : 先 問 …。「LOVELESS」 の チケ ッ ト が 取れ 0 に 
た ん で すけ ど 、 い っ し ょ に 行き まま せん か 。 

先輩 兵士 : 勤務 中 に な に を 言っ て いる 。 アバ ラン チ は スラ ム に 
潜ん で いる ん だ 。 気 を 抜く な 。 

新人 兵士 : すみ ませ ん 。 な ん だ か が 落ち着か な く て 。 


課長 の 妨 : お 仕事 、 が ん ば っ て ね 。 
神 衣 課長 : ああ 、 い い 子 に し て る ん だ ぞ 。 
お 土産 は 四 番 街 の お 菓子 だ 。 


新人 兵士 : た Ng 課長 の 妨 : あり が と う 、 お 父さん ! 
。 ソル ジャー ぶり だ 。 そ う ラン チ 本 当 に 有 男性 : 僕 、 も う 耐え られ な い 。 

いや 俺 、 ソ ル ジ ャ ー の 試験 に 落ち ちゃ っ て 一 一 。 人 女性 : いい わ 、 わ た し も よ 。 

先 頁 兵士 : お い 、 黙っ て 仕事 し ろ 。 と 1W と 男性 : 初め て だ ね 、 意 見 が 合っ た の 。 
『 環 胡 の 名 : 規 破 さ れ て も 、「 し ん ら だ ま 

新人 士 : すみ ませ ん 。 に 2 女性 : ええ 。 

新人 兵士 : アバ ラン チ と 先輩 、 ど っ ち が 人 怖い ん だ ろう 。 神 暴 限 長 : そう と も ! アバ ラン チ に 会 っ た ら 、 男性 “それ じゃ あ ・ 

先 商 士 : 不吉 者 は 思 抽 する ぞ 。 お 父さん が 説 狼 し て や る ぞ 。 女性 : え え … 

新人: 大和 だ な ん て 肖 す る 。 課長 の 奏 : いい ね 、 一 発 記 ち か まし て や っ て ! 人 4 。 

先 敵 兵士 : アバ ラン チ じ ゃ な い だ ろ うな 。 家族 に 見 送ら れ て 出動 する 


っ た まま 破る と いう 順 れ ワザ | 人 本 SIO2G 半 


に チャ レン 


補間 胡 。 今 日 の 会 話 も 、 夫 
す オ リ ジ ナ ル 版 で も 見 られ た 神 衣 兵 の や り 課長 。 今 日 の 会 話 も 、 夫 


そろ っ て か な り 強 気 た ちな み に 、 オリ ジ と 人 
取り 。 こ の ふた り に は 、 プ レー ト 落 下 後 も 2 つっ ナル 版 で は 倒れ て 眠っ て いた 。 区 本 ニ 
る (<P.192) 
HATER5 昌 迷宮 の 犬 四 番 御 行 さ の 門別 車 に 乗 つ て いる あい だ は 、 乗客 の つぶやき 


に 入っ て くる 。 た だ し 、 ア バラ ンチ か ら の 爆破 予告 の 影 故 
内 は ガラ ガラ に 空い て お り 、 そ の ぶん 聞け る 話 は 少な め 。 


iL に K 四 番 街 行 臨時 列車 : 客室 車両 人 


魔 眺 エネ ルギー を 使っ て いる 。 


アバ パラ ンチ の 主張 、 わから な くも な 
い 、 な ん て 言っ た ら 逮 捕 さ れる か な 。 


私 、 な に も 知り ませ ん 。 | 
バレ ッ ト と 神 羅 課長 が 口論 し た あと 
私 、 な に も 聞い て ませ ん 。 


? 
楽観 的 な 男性 
且 M な ん で こん な に 空い て ん の 。 ] 
導 間 生 予 告 と か 、 み ん な ビビ りす | 
ぎじ ゃ ね ? 
安全 を 信じ た い 男 性 


1 特別 斐 戒 態 勢 っ て さ 、 人 警 備 し 
{ て る か ら 安 全 っ て こと だ よ な 。 
仕事 休め な く て 。 あん た も か ? 


| 不安 を 隠せ な い カ ッ プ ル 

男性 。 女性 男性 : な あ 、 い ま 爆 発 が 起こ っ た ら 、 価 ら っ て どう な る 。 
女性 : ちょ っ と 。 ご めん な さい 、 気 に し な いで 。 間 
女性 : アバ ラン チ な ん て 、 も う 捕 まっ て る わ 。 
男性 : だ よ な …… 


ae: 


CHAPTER 8 会 の 花 ( 昼 ) 仙 番 街 スラ ム の 中 心地 区 を 訪れ る と 、 大 勢 の 人 た ちの 話 が 聞け 
に る 。 クエ スト を こなす に つれ て 、 な ん で も 屋 の 評判 が 広まっ て 
一 朗 の 人 の セリ フ が 変わ る 点 は 、 七 番 街 スラ ム と 同じ だ 。 


アバ ラン チ の 心配 を する 男女 


煮込み 屋 の 呼び こみ 


マル ケ の 格 込 み だ よ 。 甘 さと Ns ーー 5 
Ce 常連 特典 が 気 に な る お 客 
砂糖 た っ ぷり 、 油 た っ ぶ 男性 男性: 常連 に な る と 甘辛 レベ 


うい うこ と だ 。 アバ ラ り 、 ハイ カロ リー! ルル 100 に 皇 で きる ん 
に 全 S 格 込 み 、 食べ て いか な いか い 。 表 電 8 ンー 内 間 病 


女性 男性: 想像 を 超え た 世界 が 広がっ て 
いる っ て 話 だ 。 


シッ 、 声 を 落と し て 。 
男性 : 計画 に 漏れ は な か っ た は ず だ 。 
女性 : ピッグス 、 み ん な ……。 

: 無 東 だ と いい が 。 


1 
で アバランチ の 仲間 と 見 る 
られ る 男女 。 ピッグス と 
も 伯 な じみ の よう だ 。 


何 秋 街 ス ラム 特製 ミー ト ボ ポー ル は いか が ? 
秘伝 の 甘辛 ソー ス だ よ 。 

スラ ム で 育て た スパ イス 入り 。 
今日 は 何 個 に する ? 


勘弁 し て くれ 、 今 日 中 に 帰ら 
ね えと 嫁さん に バレ ちまう よ 。 
神 座 の お 偉い さん クラ ス 
に な る と 、 へ ヘリ で 行き 来 
する ん だ っ て よ 。 


値 も へ リ で 送っ て くれ 。 


特製 ミー ト ボー ル 、 食べ て いか な い ? 

ソー ス の 甘辛 レベ ル は 選べ る よ 。 | 間 
甘辛 レベ ル 50 を 完 食し た ら 、 
チョ コ ボ あめ を あげ ちゃ う よ 。 


熟 を 上 げ る 女性 た ち 
女性 B 


: 神 羅 の スキ ン ヘ ッ ド の 人 、 か 
つこ よかっ た 。 

: 今度 、 声 を か け て みた ら ? 

: ドキ ドキ し すき て 、 ム リ 。 

: サン グラ ス が また いい ん だ よね 。 名 
前 、 な ん て いう の か な 。 

: 今度 、 聞 いて みた ら ? 

: うー ん 、 一 緒 に つい て き て くれ る ? 


ラム で いち ば ん の 、 議 甘 

ミー ト ボ ー ル だ よ 。 

秘伝 の ソー ス は 、 う ちか 元 | 還 寺 掃 275EE3SHE 

1 

甘辛 で 喜ぶ の は お 子 さ 

まだ け 。 ツウ な 大 人 は 、 

や っ ぱり 填 で し ょ 。 

どう だ い 、 オマ ケ す る よ 。 な ん で も 屋 じ ゃ ね え か 。 七 番 じ 
ゃ 仕事 を や りつ くし た か 。 佑 
番 っ て 、 お か し か ら 
ドガ ル に いる や つら ば か 
りな ん だ 。 だ か ら か な 、 な ん 
か 、 の ん びり し て ん だ よ な 。 億 、 
何 番 に 引っ 越 そう か な 。 


: 比 破 予告 の お か げ で 、 ウ ォ ー ル ・ マ ー 
ケッ ト の 売り 上 げ が 上 が っ た ん だ っ て 。 
: みた い だ な 。 ま あ 、 飲 みた く な る 気持 
ち も わ か る ぜ 。 

: あん た 、 ま た 行く 気 だ ね ?. 

: 行か ね えよ 。 ち ゃ ん と 働く っ て 決め た 
ん だ 。 

: で も よ 、 列 車 が 動か ね えん じゃ 、 
仕方 な いよ な 。 


rskiar @ VOICE SCRIPT 
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エア リス が 気 に な る 男性 
エア リス 、 そ の 男 は 誰 だ 。 


あん た 、 エ アリ ス の な に ? 
エア リス 、 今度 また 花 東 作っ て くれ よ 。 


呼び こみ を する 少年 
洗濯 用 洗剤 、 大 是 入 荷 ! 
新 間 品 は 、 ひ な た ぼっ こし 
た チョ コ ポ ボ の 香り だ よ 。 
な ん に し ます ? 居 の 練習 を する 少女 


[実は 、 わた し 、 こ の 星 の 人 問 で は な い の ! 
買い 物 客 と 神 雇 製品 を 勧め る 店 員 「 も し か し て 神話 に 出 て くる 、 あ の 一 一 ! あ れ 、 


次 の セリ フ な ん だ っ け 。 
お 兄ちゃん も 、 お 芝居 し よ 。 
護衛 の 脱 士 の 役 か な 。 


店 員 : 神 羅 印 の スポ ンジ に し ろ よ 。 

お 客 : テレ ビ で や っ て る や つか 。 

店 員 : すげ え ぞ 、 ど ん な 汚れ も サヨ ウナ ラ よ 。 
店 員 : 緑 の や つが いい ぞ 、 長 持ち する 。 

お 客 : 魔 眺 成分 で も 入っ て ん の か ね 。 


少年 : 今日 は タイ ヤ く ぐり で イチ バン 。 
少女 : 私 は 、 か けっ こ で イチ バン 
居 生 子 屋 : は い は い 、 ご ほう び の お 上 子 、 
1 個 選 ん で いい よ 。 
少年 : ンー ガム かど チョ ゴ 
ボ あ め 、 あ あー、 悩 む 
少女 : 悩 お ー。 
居 菓 子 司 : は い は い 、 ゆ っ くり 悩み な 。 


肖 街 スラ 中 心地 区 


(AF 


『 岳 


お 店 に 並 京 マテ リア を な が め る 子ども た ち 
少女 A 少女 B 少年 


少年 : くじ 付き サポ テン ダー ガム 、 当 た 
り 、 出 る か な 。 
少女 : 当たり が 出 た ら 1 個 タ ダ 。 


し 祖父 に 手 を 焼く 男性 
少女 A : きれ い ー! 誌 玉 アバ ラン チ の せい で 、 


年 : ソル ジャ ー の 目 っ て 、 こ ん な E 信 うち の じい ちゃ ん が | | 少年 : 大 当たり な ら 1000 個 タダ 。 
gg うに キラ キラ な ん だ っ て 。 靖 元 気 に な っ ちゃ っ て 。 少女 : チョ コ ボ あめ は 飽き た か も 。 
ウン 6 じい ちゃ ん の 謗 炉 | | 少年 : でぶ チョ コ ボ あめ っ て 知っ て る ? 
少女 A : ほし いな ー。 話 が 止ま ん ね えん だ 。 少女 : な に それ 、 食べ た い 。 


少年 : お と な に な っ た ら 、 買っ て あげ る よ 。 
少女 A : ほん と ? 
少女 B : わた し に は ? テレ ビ の ニュ ー ス に つい て 話す 住民 た ち 


が 人 1 as 
YO 男性 女性 男性 A: ア バラ ンチ は ウー タイ の 手先 だ と テレ ビ で 言っ て た ぞ 。 
as> 環 女性 戦争 は 終わ っ た と 思っ た の に 。 
男性 B : っ た く 、 心 配 で お ち お ち 眠 れん よ 。 
| 條 革 ( コ 男性 A : も う 神 衣 も 黙っ ちゃ いな い だ ろ うな 。 
女性 : プレ ジ デ ント 、 テ レビ に 出 て くれ な いか し ら 。 
男性 B 気合 の 入る 演 脱 を 一 発ち か まし て も らい た いね 。 


文句 ど 概 着 が 人 一 倍 な 男性 ど 相談 相手 


人 合 番 持 ス ラム で の 慕 ら し が 長い 年 配 層 に は 神 区 の 支 持 者 
が 多く 、 プ レジ デン ト の 発言 に 期待 が 寄せ られ て いる 。 


: 最近 、 財 ご SAA の つい で に 女 
房 も キー キー うる 
は は 和 5 婦 房 に は 美味 いも ん 食わ し 


: 今夜 、 ウ ォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト で ディ ナー 
(のろけ か が よ 。 = 
そう だ 、 工 具 の 手入れ を 未 め る か 。 
: いっ そ 買い 変え た ら どう だ 、 値段 は 勉強 する ぜ 。 
: いや 、 あ いつ じゃ な いと ダメ な ん だ よ 。 


| 


ーー 


ei |) に < か 半生 で - ュ Pr 


調味 料 に つい て 話す 男女 新婚 旅行 先 に つい て 話す 男性 た ち 
女性 A 女性 B 男性 A 男性 B 男性 A 男性 B 男性 C 
1 


女性 A : 大 事 な の は 調味 料 。 
男性 A : その 通り 。 調 味 料 が 違う と 、 絶 対 


男性 A : お いし い 仕 事 だ っ た な 。 
女性 A : テレ ビ に も 映っ た し 。 


区 旅 行 、 ど こ が い いか な 。 
: リゾ ー ト 地 で 有名 な の は 、 コ スタ ・ 


女性 5 : アナウンサー の うし ろ で に 何 番 持 ス ラム の 味 に は な ら な い 。 デル ・ ソ ル だ な 。 

アバ パラ ンチ の 悪口 言う だ 女性 B : そう な の よ 。 ほ か の 持 じ ゃ 再現 で | | 男性 C : 神 放 本 社 ビル 見 学 は 楽し か っ た ぞ 。 

け だ っ た ん で し ょ ? き な い の よ 。 男性 A 神 衣 本 社 ビル の 見 学 っ て 、 予約 と か いる ? | 『 オ リ ジ ナル 拓 で 行 け 
IE 婦 A : 佑 番 街 ス ラム じゃ 、 ス パイ | | 男 任 C: い や 、 そ の まま ビル に 行け ほ 大 丈夫 だ 。 | だ ワズ タ アル ツル 


ス や ハー ブ が 育つ の 。 そ れ 
が 味付け の 秘訣 よ 。 
女性 B : それ 、 ど こ で 買え る の ? 
男性 B : リー フ ハ ウス に 相談 し て みな 。 


女性 A : また 、 や り た いな 。 
女性 B : あん た は テレ ビ に 映り た い だ け 
で し ょ 。 


神 弘 も アバ パラ ンチ も 信じ られ な い 女 性 


で クラ ウド た ち が 仙 番 識 プレ ジ デ ント 神 散 の 言う こと な ん て 、 み 


炉 で 見 た ニュ ー ス で は 、 市 
民 が 反 ア バラ ンチ の 声 を 上 ん な 嘘 っ ぱち 。 
の サク ラ だ っ た 根 様 。 ュー ル だ か 知ら な いけ ど 、 あ の 


人 た ち も 信用 な ら な い の よ ね 。 


あれ これ 言っ て て も 、 あ の 人 た ち 結 忌 
上 の 連中 が 羨まし い だ け で し ょ 。 


誰 を 信じ る の が 正解? 


結局 自分 。 自 分 を 信じ な きゃ 。 私 は 穫 
虫 を つか な いか ら ね 。 


本 


げ て いた が 、 じ つ は 履 わ れ K 順 で も 、 ア バラ ンチ だ か アバ ンチ 


佑 番 街 ス ラム ・ ス ラム 中 心地 区 


前 
(街頭 モニ ター 周辺 ) 4 


オリジナ ル 版 の 佑 番 街 に は 同じ 内 
内 の セリ フ を 話す 男性 が いた が 、 本 
作 で は 女性 に 変更 され て いる 。 


エス ト 「 暴 坪 兵 喘 ] で ビア 
ング アイ を 5 体 全 すま で 
テレ ビ 、 つ まん な い , 


スタ ンプ の アニ メ 、 
まだ か な 。 


テレ ビ を 見 る 人 々 
(5 科 が テ レビ 中 肉 さ れ て いる と き 


: いっ た い 、 な に が し た い 
武器 屋 の 前 で すわ っ て いる 男性 に ME な に が し た い 
較 二 が 欲 しい の か ? 給 計 を 人 A : ウー タイ の 手先 っ て 話 


お まえ に 売る 武器 は な い 。 な ぜ じゃ ね え か 。 
な ら 、 店 員 は あっ ち だ か ら だ 。 [ : 定か ある か ら 下 


だ な 。 
お れ は 武器 屋 じ ゃ ね え か ら な 。 H 3 いつ ら 、 た 


こす つも りな の さ 。 
: こい つら 捕まえ た ら 、 
賞金 と か 出 ん の か 。 


て 二 度 あ る こと は 一 一 。 
ms | eg ちょ っ と 、 不吉 な こと 


言う ん じゃ な いよ 。 

: スラ ム は 安全 よね 。 

: 狙い は 魔 眺 炉 だ ろ 。 こ 
こま で は 来 な いさ 。 


神 羅 カン パニ ー 関 係 者 に より ます と 、 犯 人 グル ー プ は 規 破 の 影響 を 受け て いな い 区 域 に 拠点 を 欄 え て いる 可 : 電車 は いつ に な っ た ら 
能 性 が あり 、 軍 に よる 大 規模 な 捜索 も 視野 に 入れ て いる と の こと で す 。 動く ん だ 。 
アバ ラン チ の 魔 學 訪 爆破 は 、 ウー タイ と 共謀 し た 策 踏 で ある と 判明 し 、 市 民 の 問 に は 動揺 が 広がっ つて いま す 。 
番組 で は 、 戦 争 に よっ て 孤児 に な っ た 子供 た ち へ の 取材 を 行い まし た 。 

市 民 た ちの 間 で は 、 魔 蛇 炉 爆破 の 黒幕 と され る ウー タイ へ の 反感 が 高まっ て お り 、 一 部 
で は 、 す で に 戦争 は 始ま っ て いる 、 と いう 声 も 上 が っ て いま す 。 

本 日 、 ブ レジデント に よる 正式 な 宣戦 布告 を 期待 する 市 民 た ち が 、 弐 番 街 の 公園 で 集会 を 開い て いま す 。 
天気 予報 を お 送り し ます 。 

明日 の ミッ ドガ ル は どん より と し た 、 く も り 空 の 1 日 に な る で し ょ う 。 

と ころ に よっ て は 、 雨 が 降る か も し れ ま せん 。 

壱 番 街 、 八 番 街 、 仙 番 街 の 避難 所 に は 、 家 に 帰る こと の で き な い 多く の 住民 た ち が 身 を 寄せ て いま す 。 
避難 者 に 対す る 支援 と し て 神 羅 カ ン バ ニ ー は 、 所 有する アバ ー ト や 住宅 を 期間 限定 で 無料 貸出 する こと を 検 
討 し て いる と 発表 し まし た 。 

アバ ラン チ の 行い に 対し 、 多 く の 住民 た ち が 非 難 の 声 を あげ て いま す 。 

明日 は 予定 を 変更 し て 、 ミ ッ ド ガル 市 民 た ち に よる 抗議 集会 の 様子 を 生 中 継 し ます 。 


器 届 の 近く に いる この 男性 
ル 版 に も 姿 を 見 せ 
た 人 物 。 オ リ ジ ナル 版 で は カウ 
ンタ ー 内 に いた た め 、 本 作 よ り 
も 店 員 と まち が え や すか っ た 。 
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yrstar 9 VOICE SCFRIPT っ 


机 に 向かう 年 

文字 を 覚え て 、 本 を 読む ん だ 。 

競 強 を する 少女 ビッ グ ス 兄 ちゃ ん が くれ 
いつ か 、 ジ ェ シ ー お 姉 ち 
ゃ ん に 弟子 入り する の 。 


仲の 良い 3 人 組 あん た 、 水 の に お いっ て 気 に な る ほう ? 
少年 A 七 番 街 に は 、 水 の に お い を と る フィ ル タ 
が ある っ て 、 本当 か な 。 - 

まあ 、 に お う 水 に も すっ か り 慣 れ ち まっ た けど な 。 


少年 A : 花 の イイ に お いっ て の は 、 心 の 栄養 
に な る ん だ ぜ 。 

少年 B : 体 の 栄養 に な る も の も 欲し い ッ ス よ 。 

少女 : も う 、 食べる こと ば っ か り 。 

少年 B : 夕 飯 前 だ か ら 仕 方 な い ッ ス 。 


彼 が 帰っ て こない の 。 
きっ と 、 鼻 蜂 の と 
こ に いる ん だ わ 。 


星 命 学 に つい て 知る ろう と する 人 
うー ん 、 な いな 。 
星 命 学 の 本 を 探し と る ん だ 。 
ブー ゲル な ん と か 、 っ て 人 


22 の 書い た 本 は な い の か ね 。 
悪事 に 手 を 和 染め る 若者 を な げ く 老人 た ち 
人 名 人 : みん な いい 子 な ん だ が 、 な ぜ か ワル 
に な っ ちまう 者 も いる よ な 。 ス リ や 
盗み を 働い た り 。 


「 ブ ー ゲ ル な ん 


老 約 : コル ネオ の 手下 に な る 子 も い 


老人 : どう に か な らん も ん か ね 。 

老 肢 : コル ネオ の 手下 に な っ た あの 子 、 て 
つき り 商 売 人 に な る と 思っ た の に 。 

: 親 が 死ん で か ら だ な 、 変わ っ た の は 。 


PC 


ここ 、 ユ ー レ イ が 出る ん だ っ て 。 

: てこ わーい! 

年 : お 金持ち が こと を と お る と 、 有 財布 
と か 宝石 と か を な くす ん だ っ て 。 

: じゃ あ 、 わ た し た ち は 大 丈夫 だ ね 。 


子ども と の お し ゃ べり に 興じ る 老 愛 
姿 。 老 疲 : 六 番 ブ レー ト が 落ち た 時 は 、 そ れ は すご い 騒 ぎ で ね え 。 


少女 : プレ ー ト っ て 、 落 ちる の 2 

1 老婆 : あの 時 だ け よ 。 今 は 大 丈夫 。 _ 

| 叶 陣 | 疲 : た だ 、 そ の あと が ね 。 物 育 な 街 に は つて し まっ て ね 。 
少女 少女: 知っ て る 。 ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト っ て 、 い うん で し ょ ? 

老 疲 : いい か い 、 絶 対 に 近づく ん じゃ な いよ 。 


か けた あと 


時 蘭 |「 な ねえ 、 ど うし て も 行く の 
[約束 だ か 
大 切な 人 た ち が | 
和 を 六 番 ブレ ー ト は ミッ ド う 


ガル 赴 設 中 に 区 落 し て お ミ ェ ャ * デ 
ジェ シー 

り 、 当 時 を 知る 次 が そ で 

の と き の 様 子 を 語る 。 


老婆 : リー フ ハ ウス の 子 た ち 、 い つも 話し 相手 に な っ て くれ る の 。 お か 
げ で 、 気持 ち が 若返る わ 。 


老 由 : 戦 争 は 終 わっ た と 思っ て いた の に ね 。 ウー タイ は お そろ し いね え 。 


何 番 街 スラ ム の リー フ ハ ウス 
に 飾ら れる フラ ワー アー ト は 、 5 の 人 の セリ フ の 例 
クラ ウド が 選ん だ 花 の 種類 に よ 
つて 絵柄 が 変わ り 、 フ ラ ワ ー ア 
ー ト を 見 に きた 人 の セリ フ も 変 
化す る 。 絵柄 は チョ コ ボ 、 モ ー 圏 モー クリ 
グリ 、 サ ポ ボテ ンダ ー の 3 バタ ー 
ン で 、 そ れ ぞ れ に 対す る 町 の 人 回 サポ テン ダー 
の 反応 は 右記 の と お り だ 。 


男性 : や っ ぱり 、 チ ョ コ ポ ボ は 癒 や され る な 。/ プ 女性 : これ 、 売っ て も ら え な いか な 。 私 、 実 は チョ コ ボ 
マニ ア な の 。/ 老 人 : サム の と ころ の チョ コ ボ か の ? / 老 疲 : 黄色 い 花 を 上 手 に 使っ た わ ね 。 


男性 : ゴー ルド ソー サー の モグ ハウ ス っ て 、 や っ た こと ある ? 女性 : モー グリ ・ モ グ の 物語 、 好 きだ 
つた な 。 プ 少年 : モグ ヤ に 教え て や ろう ぜ 。/ 少 女 : モー グリ に 会 っ て みた いな 。 ン 老婆 : 白い 花 で 作 
つた の ね 。 


女性 : 今にも 須 げ 出し そう 。 ン 少年 : 変 な か っ こう ! / 少 女 : 変 な 額 ! / 老 人 : 昔 、 こ いつ を 砂漠 で 見 
か けた こと が あっ て な 。/ 老 次 : あら あら 、 ネ コ が 寄っ て こない と いい けど 。 


CHAPTER 9 Tr 各地 か ら 人 が 集まる ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト で は 、 聞 ける 話 も 盛 
り だ くさ ん 。 飲食 に 関す る 話題 が 多い ほか 、 谷 楽 街 か つ 晴 街 
らし い ピ ンク で ダー ク な や り 取 り が ある の も 、 こ の 町 な ら で は 。 


男性 A 男性 B 


アイ テム 屋 客引き 

識 日 間 店 の 自動 アイ テム 屋 ! 呼び 
こみ は 人 力 だ が 、 販売 は 全 自動 だ 。 
らっし ゃ いま せ 、 ら っ し ゃ い 
ませ 一 ! 機械 が 自動 で 売っ 
て くれ る 、 最 新 の 店 だ よ 。 


て 呼び こみ の セリ フ と は ち が 
R に は 自動 で 「 宗 ] っ 
て くれ る 店 だ っ た りす る 。 


女性 : 結構 で す 。 


男性 A : じゃ あ 、 ガ イド ブッ ク 買 わな いか ? 検品 担当 の ふた り 組 
男性 B : 俺 た ち み た いな の を 追っ 払う 
方 法 が の っ て る よ 。 護身 グッ ズ 
も オマ ケ す る せ 。 
女性 : 商売 が うま いわ ね 。 買 うわ 。 


: 新人 、 こ の 荷 は 検品 し 
な く て いい か ら な 。 

: えっ 、 ド ン ・ コ ルネ オ 
宛て の 荷 で すけ ど ? 

: だ か ら だ 。 言わ せん な 。 


ジュ ー ス 屋 と お 客 
お 客 ー ス 恒 


: 覚 えと け 。 世 の 中 
に は 、 知 ら な い 方 
が いい こと も ある 。 
は い ……。 


屋台 の 開店 準備 を する 男性 た ち 
男性 B 男性 C 


お 客 : お お 、 す っ げ え 光っ て る ! な ん だ これ ? 

ジュ ー ス 屋 : ウ マー ケッ ト 名 物 、 ポ ボー 
ショ ンジ ュー ス ! 夜 を 彩る スバ 
ー ク リン グ な 発光 酒 で す 。 


ジュ ー ス 屋 : 闘技 場 で 応援 ライ ト に する 
の も 流行 っ て る し 、 ベ ッ ド 
の サイ ドラ ンプ に すれ ば ム 
ー ド 満点 で す よ 。 

お 客 : それ 、 い い 一 ! 


男性 A : 契約 は 日 ご と だ 。 場 所 代 を 払え な い 


場合 は 、 即 日 語 め て も ら うか ら な 。 

| 男性 B : 毅 争 は 激しい が 、 当て れ ば 大 錠 け で 
2 い きる 。 

男性 C : や り ま す よ 。 ここ に 店 を 出す の は 郭 


だ っ た ん だ 。 
男性 A : 必要 な ら 『 花 | の 手配 も し て や ろう 。 


0 
] 
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男性 C : 花 ? 


宿屋 で 宮 て いた 男性 男性 8 : 「 サ クラ 」 の こと だ 。 開 店 祝い 
に 格安 に し て や る ぜ ? 


あ 俺 、 いつ の 問 に 寝 ち まっ た ん だ ? 
縮 に 来 た ね え ち ゃ ん 、 ど と 行 M 男性 C : お 願い し ます 。 


、 六 番 街 スラ ム ・ 七 状 街道 


ガラ の 悪い 宿泊 客 


相 部 屋 に ビビ る や つが スラ ム 
に 降り て くる な っ て ん だ 。 
まあ 、 集 中 が 切れ る 明 


け 方 が 狙い 目 だ な 。 


お び え る 宿泊 客 


宿 作 を ケチ っ た ら 、 悪 そう な コ ポ ボ 
外 | 人 と 相 部 選 に され ちゃ っ た 。 7 5 5 1 
2 9 、 っ た 
NN の 足 は ミッ ドガ ル い ち だ よ 。 
張っ て な きゃ 。 きっ と ゴー ルド ソー サー の チョ コ ボレー ス 
. っ て トッ プ を 狙え る 。 = 
元 武器 元 武器 屋 の オッ サン は 変わ り いや 、 お まえ な らい つが は 、 山 や 
ーー 者 だ が 、 価 は 肖 い じゃ な い 。 海 だ っ て 走れ る よう に な る か も な 
六 O 式 戦車 に 13 号 ロケ ッ ト 
6 -… 神 軸 作 所 衣 の 珍品 だ 。 
きっ と アイ ツ も 、 う ら や まし が る せ 。 いい 部 味 し て る よ 。 


上 で は 、 導 ー 
底 に 沈ん だ 給 送 経 ゲル ニ ガラ クタ の 山 に 悩む 女性 た ち 


軸 C240 記 を 岳 きた 女性 A 女性 B 女性 A: ここ の ゴミ 、 ど うに か な ら な い の か し ら ね え 。 


女性 B : これ っ て 全部 、 例 の 人 が 拾っ て き て 溜め こん 
で る ん で し ょ ? 
ト 女性 C : ゴミ じゃ な く て コレ クシ ョ ン だ っ て 言っ て る 


お まえ 


す オ リ ジ ナ ル 版 に 登場 し た [チョ コ ポ 
レー ス ! や 、 チョ コ ポ の 進化 形 [ 山 チ ョ 
コ ポ ]「 海 チョコボ 」 を 思わ せる 。 


みた い だ け ど 。 
女性 2A : どう 見 て も 、 ゴ ミ で すわ よね 。 
EC : あれ に いう ど し た っ け 。 ミ ル 、 
ユ 女 性 た ち が 話題 に す 四 に SO 0 
る 「 多 の 人 と は 、 奥 で 女性 B : それ っ て 、 違う も の な の ? どっ ち で も 
表 そ べ っ て いる 元 基 器 だ けど 。 
屋 の 男性 で 、 た くさ ん 女性 4 : だ か ら ゴ ミ で す よ 、 ゴ ミ ! 


の 珍品 を 集め て いる 。 


お 高い 茶屋 と クセ に な っ た お 客 


お 客 A お 客 B 茶屋 お 客 A: あい か わら ず 結 構 な お 手前 
お 客 B : うお 、 こ この 朱 議 は 史 め ば お ほど ク 
セ に な る 。 

茶屋 : ウチ の は 葉っぱ が 違う か ら な 。 

お 客 A : ご 形 主 、 も う 一 服 、 乙 い ー の を お 願い ! 
お 客 B : わし も 、 し ぼり つく し た や つ を ! 
茶屋 : 橋 わ ん が 、 値 は 張る よ 。 なにしろ 
葉っぱ が 違う か ら な 。 


る お 客 


は 幸福 を あき な う 幸 せ 屋 。 どん な 幸せ を 望 お? 

お 客 : 信 沢 は 言い ませ ん 。 小 さ な 幸 せ で じゅ うぶ ん で す 。 

幸せ 屋 : な ら ば 金 を 使う が よい 。 自ら を 瓶 や す の だ 。 と っ て お き の 
幸運 の アイ テム を 売っ て し ん せよ う ! 

お 客 : あり が た き 幸 せ ! 

: ここ は 替 福 を あき な う 幸 せ 屋 。 光 は 、 ど ん な 幸せ を 望 お? 

お 客 : や っ ぱり 、 人 並み の 幸せ を 。 

PP ミコ 幸せ 屋 : な ら ば 、 金 を ほど こす が よい ! か けた 情け は 波 に 返る 。 
寄付 は こち ら で 総 錦 愛 付 中 だ 

幸せ 

は 率 福 を あき な う 主 せ 屋 。 汐 は 、 ど ん な 奉 せ を 記 お ? 

: どう せな ら 鐘 に 大 き な 幸 せ を 与え た まえ ! 

: な ら ば 、 財 産 を 捨て る が よい ! 金 へ の 執着 こそ 不幸 の 源 

泉 。 わ し が まとめ て 処分 し て し ん ぜ よ う ! 

お 客 : あり が た き 幸 せ ! 


闘技 場 の 試合 を 見 に きた 観光 客 
男性 A 男性 B 女性 


男性 A : コロ ッ セ オ を 見 に きた ん で す よ 。 

女性 : コル ネオ の 地下 闘技 場 ね 。 

男性 B : すげ ぇ 迫力 だ ぜ 。 表 じ ゃ 見 られ 
な い 試 合 ば か り だ 。 

男性 A : 贈 け の 方 も 楽し み で 。 

男性 B : あん た も 好き だ ね え 。 

女性 : 八 マ る わ よ 、 絶 対 。 


骨董 品 を な が め る 男性 
還 議 還 多 し い . で も 半 い …。 

闘技 場 で 大 穴 で も 当 
略 計 棋 た ら な きゃ 無理 だ な 。 


ダジャレ が 好き そう な 男性 た ち 


男性 A だ 、 味 の ある 逸品 だ ろ ? 
男性 B : 「 い に し え の ミ ソン 避 ま か …… 
確か に 味 が あり そう だ 。 
男性 B : こっ ちの 方 が 渋い だ ろ ?. 
男性 A : 「 茶 シブ まみ れ の 茶碗 ]…… 
間違い な く 小 いな 。 


ドレ ス を 見 る お 客 と 店 員 


: いい ん で すか 2 昌 那 さん 、 待 

た せ ち ゃ っ て 。 

お 客 : 迎え に 来 な い 方 が 悪い の よ 。 

店 員 : 素敵 な こと で す よ ね 。 待っ 
て て くれ る 人 が いる の は 。 

お 客 : わか っ て る けど さ ……。 


バッ グ を な が め る 老婆 
こう いう お 店 に 来る と 、 娘 の ころ に 
戻っ て し まう わ ね え 。 


わた し に は ちょ っ と 派手 だ けど 
思い 切っ て 買っ ちゃ お っ と 。 


六 番 街 スラ ム 
Mi 


服 を 選ぶ 女性 


: よく お 似合い で す よ 。 
お 客 : や っ ぱり これ よね ! 色 も すご 
_ く いい し 、 
お 客 : 欲し いけ 
5 外 で 待っ て る 彼氏 さん と 相談 し 


お 客 : あ ! 彼 と 来 た こ と 、 す っ 


EZ る まで は 、 だ けど 。 
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が 当たっ て は し ゃ ぐ 女 性 


[召喚 マテ リア イス 」 っ て 、 中 に 

召喚 型 の キャ ン デ ィ ー が 入っ 
て る ん だ 。 

チョ コ 味 の チョ コ ボ S&S モ 

ー グ リ が 当たっ た ! 

部 で 何 種類 ある の か な ? 


キ 「 か さ ね て 食べ る 」 と 
いう 発 相 は 、 組 に し て 
効果 を 高め られ る マテ 
リア な ら で は 。 


有 | 証 マテ リア みた いな アイ ス 「 マ テリ アイ ス | ! 
* 舞 何 十 種類 も の 不思議 な 味 を お た めし あれ . 
か さ ね て 食べ る と さら に 味 か 変化 ! 府 法 
の スイ ー ツ 、 マテ リア イス を どう ぞ 。 
材料 も 製法 も 門外 不 出 、 マ テリ ア 以 上 に 謎 
の スイ ー ツ 、 マ テリ アイ ス 。 食べ な いと 後 
悔し ます よ ! 


マテ リア イス 目当て の 観光 客 

そう 、 マ テリ アイ ス ! これ を 
食べ た く て ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ 
ト に 来 た の よ 。 


「 ほ の お |] 味 、 ヒ ヤ カ ラ ー! お 
くち の 中 が キー ン と 燃え る わ ! 


惜 金 が 返せ な いり 男性 と 取り 立て 人 


男性 A 男性 A : すん ませ ん 。 も う 、 マ ジ で 金 が 
な く て … 

男性 B : 借金 返せ な いと …… オ ー ケ ー、 
問題 な い 。 

A : あり が と う ご ざい ます 。 

男性 8 : な に 、 金 を 作る 方 法 な ん 
て いく ら で も ある 。 教え 
て や る か ら 、 ゆ っ くり 話 
せる と ころ に いこ うか ? 

男性 A : あの ……。 

男性 B : いい か ら 、 こ いっ て ! 

男性 A : は い ……。 


定食 屋 の オヤ ジ と お 客 


すす め の 盛 り 合わ せ だ 。 


ちろ ん 、 有 の さしみ だ 。 
お 客 A: 規 内 定食 、 お 願い し ます 。 
ドン の お か げ だ よ 。 
大 持 、 婚 内 定食 と ルチル 焼 本 追加 で 。 
定食 屋 の オ \ い お い 、 ま だ 食う の か ? 
お 客 B : 了 時 収入 が あっ て な 、 食 い 溜め て お くん だ 。 
け ば 、 さ し み 定 食 に す 
: も う 、 肉 焼い ちまっ た よ 。 
お 客 B : じゃ あ 、 両方 食う わ 。 


お 客 C : マス ター、 モ ルポ ボル 焼酎 お か わり …… ロ ッ ク で 。 


服 を 選ぶ の っ て 、 ど うし て 
た ら ? こん な に 楽し い の か し ら 。 


お 値段 と サイ ズ を 見 


女性 や い ブ レー ド 休 あ る と b た 5 どう する ? 
男性 B : 当 神 羅 に 管理 され て 生き る な ん て 、 ま っ 


女性 : けど 、 ス ラム の 血 ら し は 危険 と 隣り 合わ せよ 。 

男性 A : その 代わ り 自 由 も チャ ンス も 、 自 分 次 第 だ 。 

男性 B : それ に 最近 の 魔 碗 訪 事件 を みろ 。 

女性 : そう ね 。 ブ レート の 上 だ か ら 安 全 と は 、 も う 言 えな いわ ね 。 


呼び こみ を する 男性 


し さ 


チョ コ ボ 豆 の ポップコーン 、 チ ョ コ ボ の 形 を お 客 A: この プチ サク ッ ! っ て 食 感 が サイ コー。 
《 し た か わい い お 栗 子 ! で きた て だ よー! お 客 B : チョ コ ボ 豆 、 止ま ら な いわ ! 
食べ は じ め た ら と ま ら な い ! お い 店 員 : あん まり 急い で 食べ る と ーー。 


ポッ プ コ ー ン 屋 と お 客 


が 加速 する 、 チ ョ コ ボ 豆 だ よー。 


プチ サク ッ 
プチ サク ッ ! 


お 客 A : チョ コ ボ の 形 を し た 豆 が 、 は じ け て も チ 
ョ コ ボ の 形 に な る な ん て で - 
お 客 B : 不思議 よね え 、 ど うし て ? 
店 員 : それ が 謎 な ん で す 。 世 界 七 不思議 
の ひと つ だ と か 。 
お 客 B : チョ コ ボ 豆 、 深い わ ね 。 


や め られ な い ・ 


口論 する 酔う 払い 


: チョ コ ボ 豆 、 う め 一 ! 
: ほとん ど 中 圭 だ よ な 。 
: キラ キャ ラメ ル 味 、 ち ょ っ と くれ よ 。 
: じゃ 、 ゴ ー ル デン ガー リッ ク 味 も 食 


わせ て 。 


: チョ コ ボ 豆 占 い 、 知っ て る ? 
: 投げ た チョ コ ボ 豆 を 落と さ ず 食 べら 


れ た ら 、 願 い が 叶う っ て や つ だ ろ ? 


: そお れ っ ! 
: な ぜ 倫 に 投げ る ? 


: チョ コ ボ 豆 1 袋 、 お まえ が お ご っ て 


くれ ます よー に ! 


: 俺 に 投げ る な っ て ! 
: お ご っ て クレ ー ! 
: 自分 で カエ ー! 


: あん た は ね 、 す ぐ そ ーー いう こと を 言う 
ん だ 。 

そ ー い う こと っ て 、 ど ー い うこ と だ よ ? 
だ か ら 、 そ 一 いう こと だ よ 。 

いう こと 言う な ら 、 俺 も 言わ せ て 
も ら う よ 。 

まだ 俺 の 話 が 終わ っ て な い ! 

な ん だ よ 、 お まえ だ っ て 、 す ぐ そ 一 い 
うこ と 言う ん だ か ら ! 


男性 B : 
男性 A : 
男性 B : 


男性 A : 
男性 B : 


人 す 隊 っ て いる せい か 「 そ ー い うこ と 」 
を 通 呼 する ば か り で 、 第 三 者 が 聞い 
て も 内 容 が さっ ぱり わか ら な い 。 


エー ル な 送る 女性 

キ て る よ 、 最高 に いい カン ジ ! 
引 く 一 、 心 震え た ! 

この 貢 声 は 世界 に 届く わ ! 


六 番 街 ス ラム ・ 
ウォ ー ル ・ マ ー ケ クッ 


ス よ ! 


ト は ?. 
: いた だ くわ ! 


: お 姉さん 、 こ の 後 予定 あっ た り 
する ? ちょ っ と 遊び ませ ん か 。 
えー、 遊 ぶっ て どこ で ? 

: 闘技 場 の いい チケ ッ ト が ある ん 
安く し と きま す よ 。 

: 間にあっ て ます . 


ん じゃ 、 恒 台 の 食い 放題 チケ ッ 


MO k < わ ! 
ET も っ と いけ る 、 あ な た な 5 1 


居酒屋 の 奥 で 「 ミ 


ー ス ! を 歌う 歌手 の AKILA だ 。 


: だ か ら 、 魔 眺 は 星 に と っ て よく な いん だ よー。 
つま り 星 の 命 を だ な 

: や め ろ そ ん な 話 。 酒 が まず く な る 。 

: 重大 な 問題 だ よ 、 こ れ は 一 。 

: 大 体 お まえ 、 医 者 に 酒 と め ら れ て る だ ろ ? 星 
より 自分 の 命 の 心配 を し ろ 。 

: わか っ ちゃ いる け 

: 似 た よう な も ん だ ろ 、 酒 も 魔 眺 も 。 


リン グ で スク ワッ ト を 行 ね 性 


男性 A 男性 男性 A: は い 、1、2、3! 
は リズ ム で す よ 。 
、 が ん ば りや す ぜ ー ! 


スク 


ト 
や め ら れ な いん だ よー。 


男性 C : だ し きり 一 マッ 


| 男 作 B: あ きら め な いで 、 ポ ジテ ィ ブ に ! 

男性 C : や りき り 一 マッ スル ! 

暫 男性 A : さあ 、 限 界 を 超え よう ! 
男性 B : いけ る よ 、 負け る な ! 


が ん ば りや す ぜ 一 ! 
男性 D 


スル ! 


シャ ドー ボク シン グ を くり 返す 男性 


瑞 は 自分 。 自 分 の 弱 さ ! 
今日 の 俺 は 、 昨日 の 俺 より 強い ! 
か か っ て こい や ー ! 


けん すい を する 男性 


負け る な 、 質量 


自ら を 次 の ステ ー 


飛 ベー! 


ふり きれ 、 重力 ! 
| き あ げ る ! 


: いま だ 、 部 回 人! 
男性 F : うま い ぞ 、 プ ロ テ イ ン ! 


で オリ ジ ナル 版 で は 、 男 の 館 (「 男 男 男 」 の 看板 が ある ジム ) 
の 加 に 「 男 の 唄 ! の 歌 局 が 貼ら れ て いた 。 そ の 文字 は ゲー ム 
画面 だ と ほぼ 判読 で き な か っ た も の の 、 イ ンタ ー ナ ショ ナ 
ル 了 同 幼 の [FFVI バー フェ クト ガイ ド ! で 内 内 を 確 認可 能 。 


腹筋 を 鍛え る 男性 と トレ ー ナ ー 


嫌味 な 上 司 を イメ ー ジ し て …… 久 る ! 
説 衝 が 長 い ! 


人 の 企画 を 適 せ ! 4 
メ : よし 割れ た ! シッ クス を 超 


ソル ト か ら 水 面 直 よ 
は 、 さ す が に 無理 か 。 えた セブ ン パ ッ ク 、 ゲ ッ ト ー。 


ーー 


warsur &y VOICE SCRIPT 


BNALBANUST VIRBMMKEIUNENALUUTMANAPNs 


コレ クシ ョ ン に 陣中 な 武器 屋 主 人 


神 羅 の 輸送 艇 ゲル ニカ 

あれ 、 欲し いな 。 

スタ ン レ イ も 全 種 類 ] 個 中 隊 分 そ 
。 


きっ と 兄 買 も うら や まし が : 


宿屋 の 有 の 空き 地 に いる オッ サン っ 
て 、 店 長 の 兄 買 な ん だ 。 
店 員 B : ああ 、 と に か く 仲 が 悪い ん だ 。 な ん 
で も 、 希 少な 戦車 を 取り あっ 
て も め た ん だ と 。 
店 員 A : コレ クタ ー 同 士 の いさ か いか 。 根 が 
深い な 
店 員 B : 一 時 は 、 ミ サイ ル を 撃ち あう 寸前 ま 
H で いっ た そう だ 。 
お で ん 屋 と お 客 店 員 A : ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト が 壊れ る ! 
お 客 A お客 B お 科 A > 大福 、 入 燥 で タコ と ジラ タキ 。 店 員 B : 今 は 休 昌 条約 結ん で る らし い が な 。 
し 証 | お 客 B : 佑 は ギ サ ー ル の 給 切 り と 厚 掲げ 。 店 員 A : この 平和 が 続く こと を 祈る ぜ ……。 
お 客 C : ガン モ と ギュ ウス ジ 。 バサー ナ 
清 思 の よく 痢 え た や つ 。 
お 客 D : タマ ゴ 入 り ボ ム X ら 。 
お 客 D 。 お客 E お で ん 屋 0 の 天 


ー お 客 E : 
ふ お で ん の 内 材 に は 、 夕 お で ん 屋 : は いよ 、 ぜ ん ぶ 承 知 。 
コ や シラ タキ な どの 一 役 お で ん 屋 : は い 、 お まち 。 


男性 B : 追加 料金 な ん て 払わ な いか ら な 。 
性 : ふーん 、 な ら 訴え る し か な いね 。 


的 な 品 か ら 、 ギ サー ル の お 客 A : オー ダー 完璧! 男性 A : 訴え る ? 
輔 切り や タマ ゴ 入り ポム お 客 B : 名 人 芸 だ ね え 、 大 持 。 女性 : も ちろ ん 、 ド ン ・ コ ルネ オ に さ 。 
と いっ た FF シ リー ズ な お で ん 屋 : プロ だ か 男性 B : 待て ! 
ら で は の 品 まで ある 。 女性 : わか る よね ? 今 払 っ た 方 が 絶対 
お 得 だ よ 。 
男性 A : うう …… 


花屋 ” お客 。 花屋: お 花 の 注文 は 、 且 技 場 と 看 多 
の 館 宛 て が 多い わ ね 。 


肉まん を ほお ば る 男性 


: ファ ン が 憶 れ の 人 に 贈る の ね 。 
: ここだ け の 話 、 花 の 処分 肉汁 で 、 お ぼれ そう 。 

も 頼ま れ て いる の 。 多 す ギトギト で ぜったい 体 に 悪い けど 。 
ぎ て 困る か ら っ て 。 か ら こ そ 、 う まい ん だ よ な ー。 


: 残酷 な 真実 ね ……。 


大 番 街 スラ ム ・ ウ ォ ー ル ・ マ ニケ 9 
じ 屋 内 ま N 
お 客 お客: へ えー! これ は アレ の 肉 だ っ TREE 


た の か 。 
ルー ガー 還 : 間 し て る わけ じゃ な り 。 肉まん 屋 の 新作 が 気 に な る カッ プル 
広め て も いい ぜ 。 女性 
お 客 : や め と く 。 な ん か 知ら れる の が 
も っ た いな い 。 
お 客 : 導 全 が る 還 
いと は ……。 コピ 
ら > ら 男性 : た ま に は 違う の を 食べ て みる か 。 
ー ガ ー 屋 : か いら な 
2 女性 : あら 、 珍 し い 。 プ レー ト で も 
落ち な きゃ いい け 
バー ガー に 使わ れ て いる 内 女性 : 新作 、 食 べ て みな い ? 「 テ ンプ ブラ ま 


は 、 ど う や ら 一 般 的 に 食 さ れ 
て いる も の で は な さそ うだ 。 


ん で すっ て 。 
: や っ ぱり 、 い つも の 肉まん に する よ 。 


二 を 注文 する 男性 バー ガー の 材料 が 気 に な る 男性 た ち 肉まん 屋 と お 客 


男性 A 男性 A : モン スタ ー バ ー ガ ー…… モ ンス ター お 客 = お 客 : 最 近 、 や け に ハチ ミツ まん を 推す な ? 
テ の 肉 な の か ? 肉まん 屋 : 上 か ら の 客 用 だ 。 甘い の が 受け る 


男性 B : まさ か 。 モン スタ ー み た い に デ カ い に ん だ よ 。 

m ms ーーー つっ て 意味 だ ろ 。 疾 還 お客 : この 店 の 目玉 は 王道 の [肉まん | だろ? 
カポ テト の セッ ト ! | | 男 RB 男 A: じ ゃ あ 、 な ん の 内 な ん だ う 内 まん 屋内 まん 屋 : 内 まん は アレ の 内 を 使っ て 
1 た こと の な い 肉 だ が …… う まそ う る か ら な 。 プ レー ト の 人 間 
つい か こう か 』 ソ ー ス も な だ け に 悩ま し いな 。 の 口 に は 合わ な い だ ろ 。 


メガ 盛り で ね ! 


人 「 オ メガ ポテ ト 」 は メガ サイ 
ズ な の だ ろう か 。 ソー ス に 
は 、 オリ ジ ナ ル 版 に 登場 し た 
マテ リア 「 つ いか こう か ! の 名 
前 が つけ られ て いる 。 


ハチ ミツ まん を 堪能 する カッ プル 


女性 女性: ハチミツ まん 、 ホ ント に 
上 ふわ っ ふわ 一 ! 

: し か も トロ トロ に 甘 一 い ! 

: これ は 人 問 を ダメ に する 

sec 甘 さ だ な っ ー。 

: すべ て が どう で も よく な 

る 甘 さ よね ー。 


マジ よろ し く ! 
: 無視 すん な よ 。 マジ 1 


ろう が ! 
肉まん 屋 : ば か や ろう ! ケン カ じ ゃ な く 
て 商品 を 売れ ! 


CHAPTER 9 


半額 を ウリ に する 客引き と お 客 
お 客 客 3 ば お 客 : 


2 


ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト 全 体 図 


名 店 だ 。 


こ が 、 お すす め の 店 ? 
客 3 引き : そう と も 。 い い 酒 と いい 子 が そろ っ て る 


ず お客 : 通常 の 半額 っ て 本 当 ?. 

客引き : ホン ト 、 ホ ント ! 
さあ 、 入 っ た 入っ た 。 絶 対 に 忘れ られ な 
い 夜 に な る か ら 。 


基本 料金 は ね 。 


カウ ガー ル を ス トー キン グ す る 男性 


くる は ず : 


は スト ー カ ー じ ゃ な い 。 
すし つこ く 食 い 下がる 男性 
だ っ た が 、 相 手 が 妥 多 者 と と こ で . 
わか る と 、 と た ん に 主張 を り た い だ け な ん だ …….。 


ここ で 待っ て いれ ば 、 あ の 子 が 出 て 
記 店 の 外 で 会 う の は よく な いこ 
と だ 。 理性 で 理解 し て いる 俺 


そう 、 全 は た だ 純 筆 に 、 あ の 子 が ど 
どん な 大 ら し を し て いる の か が 知 


カウ ガー ル と ノリ ノリ の お 客 
お 客 お 客 : ま た 今日 も カウ カウ し に きち ゃ いま し た 一 。 
カウ ガー ル : モー うれ し 一 ! いっ ぱい カウ カウ 
し よう ね 。 
カウ ガー ル : 店 長 に し か られ ちゃ っ た の 。 ポ ボトル 
と フル ー ツ を 、 モ ーッ と 売ら な きゃ 
ダメ だ ぞ っ て 。 


お 客 : 心配 無用 ! 僕 が カウ カウ ー。 
カウ ガー ル : 涙 ウル ウル ー、 モ ー さ いこ! 


友 転 させ て 帰ろ うう と する 。 
お 酒 に 誘う 男性 と ラー メン 屋 の 妄 


: さあ 、 も う 1 軒 行こ う よ 。 

: で も 、 も う 遅い し ……。 

: まだ まだ 、 夜 は 始ま っ た ば か りさ 。 

あと 1 杯 ! お ご る か ら 1] 杯 だ け 、 ね ? 

: じゃ あ 、 ラ ー メ ン を 1 杯 だ け 。 こ の 先 の 店 が 、 

すご く お い し い の 。 

男性 あの 、 行列 で 有名 な ? 

女性 : ええ 。 私 の 夫 の 店 な の 。 
: ポ ク 、 も う 帰 り ます ね ・ い 時 間 で すか ら 。 


仕事 の 苦労 を 語る カウ ガ 
カウ ガー ル A カウ ガー ル B 


ち 


ーー と ンー 


カウ ガー ル A : 今 の 客 、 サ イア ク だ っ た わ 。 列車 と 時 刻 
家 の 話 を 3 時 間 も さ れ て 。 

カウ ガー ル B : いる いる 。 こ っ ち が 和 興味 な いこ と を 延々 
し ゃ べり 続け る お 客 。 

カウ ガー ル A : 違う ! 知識 が 甘 す ぎ だ っ た の 。 神 弘 
鉄道 が ミッ ドガ ル 用 に 開発 し た 最 
初 の 列車 は 「 ホ カ 百 式 六 O 形 式 ! じ 
ゃ な く て 「 七 形式 」 だ ろう が ! 
で も 、 言い 負かし た ら 仕 事 に な ら な いし 。 

カウ ガー ル B : あん た 、 ソ ッ チ 系 の 人 だ っ た の ね ……。 

カウ ガー ル B : 正直 、 こ の 仕事 きつ いわ ……。 

カウ ガー ル A : だ よね ー。 病む 前 に や め な いと 。 

カウ ガー ル B : で も 、 い つっ ぱ い 稼が な いと 蜜 如 の 
館 の SS 席 が 買え な い 。 ア ニヤ ン 様 
の ショ ー の た め 、 わ た し 、 が ん ば る わ ! 

カウ ガー ル A : 業 が 深い わ ね 、 あ ん た も 


で 少々 口 が 悪い も の の 、 カ ウ ガ ー ル の マ 
ニア ッ ク な 知識 に は 扇 か され て し まう 。 


バイ ブ 椅 子 に 尻 掛 ける 男性 


ラー メン 屋 の 順番 を 待つ 行列 


: いよ いよ 、 次 だ 。 
9 時間 も 待っ た わ ね 。 
: くそ 、 活力 新聞 が 紹介 し た せい で 。 
: 静か に 並ぶ の が マナ ー な の ! * 
: ギョ ー ザ も 頼も う ぜ 。 
: 専門 店 で ギョ ー ザ は 邪道 だ ろ 。 
: ぜん ぶ 乗 せ 、 い っ ちゃ う ぜ 。 
イス 大 盛 も 、 い っ ちゃ お 。 
常連 な ら オ イル そば ー 択 だ 。 
: 基本 の ラー メン こ ぞ 和 至高 。 
ゃ やあ 、 ワ ンタ ン は ? 
ンタ ン な ら よ し 。 


: と に か く ス ー プ が 美味 し い の 。 
麺 は 伯 番 持 の 製 衝 所 に 特 
注 し て る と か 。 - 
女性 A : 季節 限定 メニ ュー 食べ た ? 

: 私 は ビミョー だ っ た か な 。 


理事 情 に くわ し い 男 性 と 長 話 が 嫌い な 女性 
男性 。 女性 男性 : と … ま あ 、 府 昌 破 事件 に も 、 い 
ろ いろ 裏 事情 が ある らし いん だ 。 
女性 : へ えー、 も っ と 聞き た いか も 。 
男性 : 詳し く 話 す と 朝 ま で か か っ ちゃ うけ ど ? 
女性 : な ら 、 結 構 。 


ここ は な 、 こ れ で も 店 な ん だ 。 変 わり 者 の 店 主 が や っ て て 、 こ だ わり ぬい 
た 酒 と 料理 を 出す ん だ が …… 悪 いな 、 ひ と り で 満寿 だ 。 


この 店 こそ 、 知 る 人 ぞ 知 る ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト い ちの 名 店 さ 。 
あい に く 満 席 だ けど な 。 


績 の アイ ス は 、 ウ ォ ー ル ・ マ ー 
ケッ ト の 入口 付近 の お 店 で 販売 中 。 
召 吹 マテ リア イス の な か に は 、 召喚 
虹 の キャ ン ディ が 入っ て いる 。 


召喚 獣 キ ャ ン デ ィ を ほじ が る 男性 と 断る 女性 


: 頼 お 、 ア イツ を …… ア イツ を ゆず っ て くれ 。 
: や め て 、 人 を 呼ぶ わ よ 。 
| っ た こと か ! 


ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト の 甚 権 を 狙う 男性 た ち 


男性 A : いい の か 、 兄 買 。 コ ルネ オ に 好き 放 是 や ら 
せ て お いて 。 
男性 B : よく は な い 。 
男性 A : だ っ た ら 、 ひ っ くり か え そう ぜ ! 
芝 作 B 記 力作 B : それ が で きれ ば 普 者 は な い 。 
男性 B : コル ネオ は 、3 人 の 実力 者 と も 絶妙 
な 利害 関係 を 築き あげ て いる 。 あ い 
つの 支配 体制 を 背 す の は 、 不 可能 に 近い 。 
男性 A : くそ 、 あ きら め る し か な い の か よ - 
: 待つ ん だ 、 流 れ が 変わ る 時 を 。 


ジマ ピン 二 
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BMDSTVIHBMAE MRNAL UMANAPte 
コル ネオ の 密偵 の ウワサ を する 男女 
男性 男性 : 聞い た か 。 コ ルネ オ の 密偵 が 、 
手 揉み 屋 の 常連 客 た ち 和 
男性 A 男性 A: そ うか 、 あ ん た も 手 揉み 屋 の 常連 か 。 本 
男 調 画 人 8 : わあ の た と えよ う も な い 快 感 性 : あの いつ も な に か を 喫 き 回 っ て いる 
…… 見 事 に ハマ っ ちまっ た 女性 還 ー…… 
_ よ 。 マム は 怖い けど な 。 寅 街 で 、 な に か 探っ て た の か し ら 。 | コル ネオ の 護 償 と いう の 
男性 B 男性 B : 指 先 を ほぐし て 全身 の 調子 を 整え 男性 : わか らん が 、 圭 な 予 包 が する な - は 、 右腕 が 放 の 男 ] に つい 
る 。 大 し た 技術 だ よ 。 て 探っ て いた あや し げ な 男 
1 | 男性 A : まっ た くだ 。 マ ム は 怖い けど な 。 OCS 
ぶた り 組 と 被害 者 


窒 尋 の 館 の ジョー に つい て 話す お 客 と バー テン ダー 
お 客 ”。 お客: 政敵 の 館 の ショ ー、 い か が わし いも の 


『 汗 か と 思っ た が 違う ん だ な 。 
Y 


バー テン : アニ ヤン と いう 天才 が 美 を 
【 二 の の 


も う 測 江 し て くだ どい 

男性 C : モン スタ ー か ら の 被害 に 備え る 「 モ ンス ター 保険 | に な に 
か ご 不満 で も ? 

男性 B: だ っ て 間 保 険 じ ゃ な いか ! 邊 約 書 も いい か げん : 

男性 A : 文 名 つけ る な ら 際 害 保険 に も 入っ た 方 が いい 。 
に な る 。 

男性 C : こち ら は 有り 金 一 括 払い で 受付 中 で す ! 

男性 B : モン スタ ー よ り 人 間 の 方 が よっ ぽ 


追求 し て 作っ た 、 一 流 の シ 
ョ ー ビ ジ ネス だ 。 

: も ちろ ん ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト だ 
か ら 、 演 目 に も 色々 ある が な 。 
お 客 : 混 沖 が 生む お 美 と いう わけ か 。 プ レー ト 
の 上 じゃ 、 お 目 に か か れ な いな 。 


バー テ : 


ぐ 必 要 


推し の ハニ ー ガ ー ル を 語り 合う 男性 た ち 


男性 A 男性 A : 最 高 の ハ ニー ガー ル は メリ ッ タ ちゃ ん ー 択 。 
これ は 歴史 的 事実 か つ 、 宇 軸 的 真理 ! 
男性 B : 否 、 真 実に あら ず 。 新人 の フォ リア ちゃ 
六 番 街 ス ラム ・ ウ ケッ ト ん を 推す べし 。 さ れ ば 真実 の 扉 は 開 
の 間 辺 男性 B か れん ! 


男性 A : いや いや 、B 氏 は マニ アッ ク す ぎる か ら 。 
| 男性 B : いや いや いや 、A 氏 に 言わ れる の は 心 引 。 


フォリ ア ち ゃ ん 」 と は 、 リ 
ー フ ハウ ス で 働く フォ リア 先 
生 の こと 。 彼 女 は ダン サー に 
な る 夢 を か な える た め 、 夜 は 
ハニ ー ガ ー ル を し て いる 。 


: あん た さあ 、 前 は ハニ ー ガ ー ル だ っ た ん 
だ っ て ? 
女性 B : まあ ね ー。 

: も っ た いな い 。 な ん で や めちゃ っ た の ? 
: 気づい ちゃ っ た か ら ね 。 自 分 が 
女王 バチ じゃ な いっ て 。 
女性 B : 結局 また 、 働き バチ や っ て る ん だ けど さ 、 


あれ が 噂 に 聞く 窟 尋 の 館 か …… な ん と い 
う 、 けし か らん 外観 だ ! 


見 た だ け で 人 悩ましい. 


中 は も っ と 、 けし 


女性 A : あたし た ち は ハ チ じ ゃ な く て クモ よ 。 央 か らん に 違い な い ! 
を 張っ て 獲物 を 狩る 、 夜 の ハン ター。 許せ ん ! どれ ほど けし か らん か 、 
: 303、 いい わ ね 。 そっ ちの が カッ コ い い 。 この 目 で 確か め て や る か ら な 。 


密 妖 の 館 の ショ ー を 見 に きた 観光 客 


男性 B 男性 A: 着 さま し た ぜ 。 こ こ が 下 人 妹 の 館 で さあ 。 
男性 B : 案内 あり が と う 。 
女性 : つい に アニ ヤン の ショ ー が 見 られ る の ね 。 
女性 : わた し 、 ド キ ド キ し て きち ゃ っ た 。 
男性 B : 血圧 、 気 を つけ ろ よう 
男性 A: ご 心配 な く 。 医 者 も 僕 屋 も 、 
すぐ 手配 で きま すか ら 。 


アニ ヤン の 理解 者 を 自称 する 女性 


アニ ヤン の ショ ー は 、 極 限 まで 美 と 快楽 を 追求 し た 芸術 で あり 
折 学 な の よ 。 


な の に 、 彼 の 思想 を 理解 し な い 客 が 多く て か わい そう ……。 
彼 を 1009% 理 解 し て あげ られ る の は 、 わ た し だ け な の よ ! 
ダン スシ が 終わ っ た あと 


あの 飛び 入り は 何者 ? アニ ヤン 様 と あん な に 美しい 
ハー モニ ー を 奏で る な ん て …… う ら や ま 憎 らし い ! 


ダン スシ ョ ー を 楽し み に し て いる 男性 た ち 


男性 A 男性 A : あの 、 な ん か 此 張 し ます ね 。 

男性 B : 初め て SS 席 が 取れ た も の で すか ら 。 
半年 分 の か せ ぎ を つぎ こん で 、 や っ と 。 

男性 A : それ は お めで と う ご ざ いま す 。 

男性 B 男性 B : あな た は ブ プレー ト か ら ? 

男性 A : ええ 、 親 に 人 金 を 出し て も ら っ て 。 な 
ん か すみ ませ ん 。 

男性 B : 今日 は 同じ ステ ー ジ を 囲む 仲間 で す 。 
存 分 に は じ け まし ょ う ! 

男性 A : は じ け まし ょ う ! 
ダン ス . 


男性 A : は じ け まし た ね 、 
男性 B : は じ け つく し まし た 。 満足 で す … 


わっ た あと 


自分 の 手 を な が め る 男性 


お お 、 掌 か ら 全身 に 力 が 流 
れこ 

ボカ ポカ 、 ス ペ ス べ で 、 自 
分 の 体 じ ゃ な いみ た い だ 。 
こん な の クセ に な っ ちゃ う 。 
僕 、 も う マ ム な し で は 
生き て いけ な いよ ー。 


弁明 する 男性 と 記憶 力 の 良い 女性 


: 待て よ 、 億 は ウソ な ん か つか な い ぞ ? 
: は い 、 ウ ソ ! 
: 何 年 前 の 話 だ よ ! 

: 5 年 と 95 日 前 の 話 。 


: ほん と 口 ば っ か 。 も う 信 じ ら れ ませ ん 。 


つい た で し ょ 、 あ の 女 の こ と で 。 


: その 盆 は 申し 訳 あ り ま せん で し た …… ! 


不穏 な 雰囲気 の 男性 た ち 
男性 A 男性 B 


男性 A : 例 の 件 の 後 始末 は ?. 

男性 B : 済み まし た 。 で す が 、 若 
い の が し くじ っ て 銀 
に 見 られ ちまっ て 。 

男性 A : まとめ て 片付け ろ 。 

男性 B : ウチ の 若い の も で すか ? 

男性 A : 当然 だ 。 コ ルネ オ や 
サム に つけ こ お む 隙 を 
与え る な 。 

すぐ に 処理 し ます 。 


男性 B : 


銀行 の 経営 に 不満 を 持つ 男性 


記 銀行 な ん て 名 乗っ て る が 、 実態 は 高利 貸し じゃ ね え か 。 
一 括 銀 行 の 経営 母体 は 神座 カン バニ ー。 】 


ぜん ぶ 、 や つら の 懐 に ……。 


ー ム トピ 上 間 計 みみ さて クラ ク 
すこ し 、 さま さ な いと : 
= 人 記 望 、 次 し て ほし いか も 


酔っ た ぶり を する スリ の 女性 寺村 2 ーー 


男性 : 当日 券 は と れ な いよ 、 大 人 気 で 。 
男性 : 記 妖 の 館 、 女 性 客 も 多い よ な 。 


女性 : そり ゃ あ 、 豪華 で 華 靖 な ダン スシ ョ 
ーー だ も の 。 あ れ は 本 物 の エン ター テ 


みん な 、 遠 虎 し な いで も っ と 飲め よー ! 
や っ さん 、 明 日 の 現場 は 早い か ら 。 
' ろ そろ 、 お 開き に し まし ょ う 。 
れ な いこ と 言う な よ 。 俺 の 若い 頃 は 
朝 ま で 飲ん で 仕事 し た も ん だ 。 
いつ 寝る ん ス か ? 
ちろ ん 、 仕 事 中 に 
く 会 社 潰れ な か っ た ッ ス ね …… 


ウォール ・ マ ー ケ ッ ト に は 委 い 雰囲気 居 
酒屋 や バー が 多い が 、 お 洒 は ほど ほど に 。 


あの 女 、 ま た 酔っ た ゆり し て ……。 
肩 を 貸し た 男 の 財 布 を ス る の よ 。 
ひっ か か る 方 も マヌ ケ だ けど 。 


メイ ド : 珍し い お 洒 が 入っ た の 。 飲 ん で みる ? 
お 客 : ほう 、『 ア イシ クル ウォ ッ カ 」。 北 
の 銘酒 だ な 。 
メイ ド : 度数 の 高い お 洒 だ か ら 、 気 を つけ て ね 。 
つけ た ら 燃 える くら い ? 
: うう ん 、 爆 発する くら い 。 
お 客 : 飲ん で いい の か 、 そ れ ? 


です オリジナ ル 版 に 登場 し た 北 
の 大 陸 の 村 「 ア イシ クル ロッ 
ジ 」 を 思わ せる 銘柄 だ 。 


っ 休み の 予定 を し つ : 1 月 和 けけ と 、 私 の 結 式 が あっ て 。 草 か ら 言っ て ! 
こく 聞き つづ けた 結 お めで と う ご ざ いま す … 1 大寺 だ さ な いで よ 、 マ マー。 そ う 
果 、 ご 祝 作 を ね だ ら メイ ド : ご 祝儀 期待 し て ます ! いう の が 恥ず か し いん だ っ て 一 。 
れる ハメ に 。 


: ね え ね え 、 次 の 休み は いつ ? 遊び に 行か な い 。 
、 友達 の 結婚 式 が あっ て 。 
じゃ あ 、 次 の 次 の 休み は ? 


イメ ント よ 。 


美容 院 が 気 に な る スキ ン ヘ ッ ド た ち 


: この 美容 院 、 す ご くい いら し いせ 。 
男性 B : お まえ に は 無関係 だ ろ 。 
男性 A : 美容 師 ちゃ ん が か わい いん だ っ て 。 
お 近づき に な り た い 。 
男性 B 男性 B: 力 ツラ か ぶっ て 客 に な れ ば ? 
男性 A : その 手 が あ っ た か ! 
男性 B : 本 気 に する な よ 。 


女性 A 女性 A: マジ で ろく な 男 が いね ー し 。 
女性 B : 私 た ち を スル ー と か 、 あ りえ 
な いん で すけ どー。 
女性 A : は あ 、 あ きら め て 実家 に 
女性 B 帰ろ っ か な 。 母 ちゃ ん さ 


と ころ へ [ 
女性 B : ん だ な 一 。 ふ る さと 、 懐 か し 
い べ さあ …… 


: 仕事 場 に は 来る な っ て 言っ た だ ろ ! 

: で も 、 ど うし て も 渡し た いも の が 

: 惑 な ん だ よ 、 帰っ て くれ ! 

: そん な 言い 方 、 わた し は 一 

: バカ 息子 が お 弁当 忘れ た か ら 、 届 け に 
て や っ た ん で し ょ う が ! まっ た く こ の 


の RA あっ て 
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RAL EACASYYIRBMMEMAIENMLUUIMAMAPNs 


コル ネオ 杯 の 開催 直前 に は 地下 闘技 場 の 受付 に 観客 が 集まる ほ 
か 、 一 部 の 人 の セリ フ が 変わ る 。 さ ら に 、 ク ラウ ド た ち が 優勝 
し た あと は 、 そ の 結果 に 対す る 驚き や 喜び の 声 も 聞け る の だ 。 


聞 1…… 手 揉み 屋 で マム と 話し て 、 エ アリ ス が 沙 
夫 え を は じ め た あと は いな く な る 


HAPTER9 =) 人 


女性 A : マム が 、 な ん で も 屋 を 手下 に 
し た そう よ 。 
女性 B : 愛人 に し た っ て 聞い た けど ? 


カウ ガー ル A カウ ガー ル B 


コル ネオ 杯 に 出場 する まで 
女性 : 聞い た ? 強い な ん 

で も 屋 の 噂 。 
男性 : ハッ タリ だ ろ 。 


ーー 


カウ ガー ル A : 仕事 が 山積 み 。 
カウ ガー ル B : な ん で も 屋 で も 
いれ ば ね ……。 


拍手 を 送る 男性 


コル ネオ 勝 し た あと 
最高 だ っ た ぞ ! 大 損し た けど な 。 


エア リス を 称え る 女性 た ち 
女性 A 女性 B 女性 C 
* 


コル ネオ 杯 で 優勝 し た あと (※1) 


ら 、 あ れ が 今夜 の チャ ン ピ オ ン よ 。 
っ た より 細身 で か わい いわ ね 
: か わい く て 強い な ん て 、 す ご ー い ! 


男性 A 男性 B 


コル ネオ 杯 を 楽し み に し て いる カッ プル 明 


性 コル ネオ 杯 で 俳 勝 し た あと 
女性 : ちゃ ん と 、 チ ケッ ト 持 っ て きた ? 男性 A : コル ネオ 杯 、 な ん で も 屋 が 優勝 
男性: 当たり 前 だ ろ 、 ち ゃ ん と ここ に 一 。 し た ん だ 。 
8 あれ 、 こ こ に 入れ た は ず な ん 男性 B : すげ え 、 優 勝 まで 請け 負う の か 。 


だ けど 。 
女性 : ウソ で し ょ 、 信 じ ら ん な い ! 


骨 生 品 を 買い あさ る 男性 
コル ネオ 杯 で 優勝 し た あと 
隊 


わ は は ! 間 技 場 で 大 


ーー ー ー 穴 と っ た 。 6 
ソル ジャ ー の 出場 を 期待 する 男性 と 冷静 な 友人 オヤ ジ ! この あたり の 品 


男性 A 男性 A : ソル ジャ ー は 出場 し な い の か な 。 まとめ て 買う ぞ 。 


男性 B : 神 羅 カ ン パニ ー 直 属 の あい つら が 
出る わけ な い だ ろ 。 
男性 A : 出 た ら 盛り あがる だ ろう に な 。 


コル ネオ 杯 で 優勝 し た あと 
男性 A : 今回 の チャ ン ピ オ ン な ら 、 ソ ル ジ 
ャ ー に も 勝て る ん じゃ な いか ? 
男性 B : だ か ら 、 ソ ル ジ ャ ー が 出る わけ な 
ろ 。 


京 快 に 買い 物 を する 男性 だ が 、 少 し 前 
は 価格 に 尻 ご み し て いた (一 P.183)。 


い だ ろ 。 
男性 A : 出 た ら 盛り あめ が る の に な ー。 


コル ネオ 本 で 優勝 し た あと (※] ) 


唱 理 RE 人 に られ 続け た 人 生 …… | | 男 作 A: 上 喝 、 量 語 で し た ! 
女性 。 女性 : 自 由 席 の 人 は 大 変 ね え 。 男性 B : 伝説 級 の 名 勝負 だ っ た な 。 


蛇 加 議 時 : 指定 語 、 買 っ て 正解 だ っ た ろ ? 吉 性 : 過 び すぎ て 、 のど が 開い わ 。 

E 識 交 性 : ええ 、 か な り い い お 値段 だ っ た けど 。 0 
コル ネオ で 中 時 し た ちと 男 人 男 B AG 人 
男性 男性 : すご い 大 会 だ っ た な 男性 A : な あ 、 誰 に 陸 け る ? 男性 B : 気 に すけ ん な 。 い くら で も 貸 
女性 : 指定 語 取 っ た 価値 が あっ た わ ね 。 男性 カカ 、 こ ん な と ころ し て くれ る と こ 、 紹 介する 

うな よ 。 や っ ぱ 、 サ ム ん か ら 5。 
と こ が 堅 い だ ろ うな 。 男性 A : それ な ら 、 パ ーッ と いき ます か ! 


し 
に 
は 
7 


旭 青 の 街 
欲望 の 街 ( ド 
※ | 導 j な どの マー ク は 、 エ アリ ス や クラ ウド が 
示す 。 マ ー ク と ドレ ス の 対応 は 以下 の と お り 


CHAPTER 9 


ス を 着 た エア リス と 合流 し た あ 部 


ドレ ス を 着 て いる と き に 話す セリ フ で ある こと を 


コル ネオ と 会 うた め に エア リス や クラ ウド が ドレ ス を 着 て いる 
あい だ は 、 人 々 が ドレ ス の 種類 に 応じ : 
女装 し た クラ ウド を 男性 だ と 見 抜く 人 は ほとん どい な い 。 


た 感想 を も ら す 。 な お 、 


愛 を ささ や く カ ッ プ ル 


: ヘ えー……。 
: ちょ っ と 、 な に 考え て る の ? 

: や っ ぱ 、 そ こら の 美人 じゃ 君 に は 瑞 わ 
な いな つっ て 。 

うう 、 人 前 で そん な こと ー。 

: 君 が 、 い ちば ん 美人 だ よ 。 

: や だ ー、 も っ と 言っ て ! 

: お っ ! 結構 か わい い 。 

: な に 言っ て ん の ? 
世界 いち か わい い の は 、 


: な に 言っ て ん の よ 、 も う ……。 

君 が 、 い ちば ん か わい いよ 。 

: も ーー、 あ と 100 回 言っ た ら 許 
し て あげ る 。 


が 女装 し た あと 


恋する 男 : ゆー ん ・ 
恋する 女 : も こ 、 ま た よそ 見 し て る 。 
恋する 男 : 比べ る と 君 の ステ キ さ が よく わか る か 


届 | ら だ よ 。 
窟 す る 女 : も 一 、 意味 わか ん な ー い 。 
恋する 女 : ずつ と 私 だ け を 見 て 。 
恋する 男 : それ は …… ち ょ っ と 無理 か も 。 
恋する 男 : うお っ ! こん な 美人 、 初 め て 見 た 。 
窟 す る 女 : ちょ っ と 、 私 が 世界 いち っ て 言っ た じ 
ゃ な い 。 
ー ュ 窟 す る 男 : そう 、 君 は 世界 いち …… そ し て 
この 人 は 、 宇 宙 い ち だ ! 


恋する 女 : な に 言っ て ん だ 、 こ いつ 。 


窟 する 男 : 価 の 恋 は 今 、 宇 宙 レ ベル に 突入 し た 。 
_| 恋する 女 : も う 、 な に も 信じ られ な い ! 


声 を か ける 男 


か わい い カ ノ ジ ョ 、 ボ ク と お 茶 し な い ? 
ナン バ 、 運 販 中 ……。 
俺 っ て 、 魅 力 な い の か な ? 


女装 し た あと 
な ん て 俺 好み の お 姉さん 。 
ね え 、 今 の 人 の こと 教え て ! 
本 当 に ある ん で すね 、 ひ と め ほ ぼれ っ て 。 


功 届 | オー ラ 出 まく り ! 


で クラ ウド が 区 の ドレ ス を 疹 て いる 
と 、 恋 する 男 は と な り の 女性 そっ ち 
の け で クラ ウド に 見 入っ て し # 


な ん で 、 あ ん な 務 を ? 
声 か けち ゃ お うか な 。 


見 と れ ち まう ぜ 。 


ぶら つく 男 


その 服 、 気合 入っ て る ね ー。 ど と 行く の ? 
な ん だ 、 男 通れ か 。 
服 を ほめ た だ け だ 。 文句 あ る ?. 


うわ 、 すっ げ え 美人 ! 


こん ば ん は 、 い い 夜 で すね 。 


彼女 だ っ た ら 、 最高 
了 加 | だ ろう な 。 


クー ルビ ュー ティ だ な 。 


クラ ウド が 女装 し た あと 


さっ き の か わい い 子 も 。 どう いう 関係 な ん だ ? 


花屋 の お 客 


| 見 な いで あげ まし ょ う 


か わい いと 、 な に 着 て も 
回 3 
| 画 琶 | あれ 、 最高 級 の ドレ ス で し ょ ? 
クラ ウド 装 し た あと 


| 正直 、 負 けた ! 


ロ 


ピン ク の バー カー を 着 た 男性 

服 、 地 味 だ よね ……。 
きれ いな 子 が 通る ぞ 。 
ほほ う 、 こ れ は これ は 


俺 な ん か 無理 だ っ て 。 


いる ん だ な 、 こ ん な 人 ……。 


| | ジロ ジロ 見 ちゃ 悪い よ 。 
純粋 に に か わい い 。 
皿 主 | つき あっ て る 人 、 絶対 いる よ な 。 


クラ ウド が 女装 し た あと 
蜜蜂 の 館 に 出 て いた らし 
い ぞ 。 


四 還 


高谷 の 花 っ て や つ だ な 。 


が 女装 し た あと 
めちゃ くち ゃ きれ い 
な 人 だ な ……。 


すっ げ え 美人 ! 


さす が に 安物 すぎ る っ て 。 
な ん か ビス ケッ ト っ て か ん じ ? 
か わい く て 、 き れい だ ! 
お 近づき に な り た 一 い ! 


な ん て きれ いな お 方 … 


お 店 を 経営 する 女性 


ンプ ブル で 悪く は な いけ 
然 で 嫌い じゃ な いわ 。 


放 還 た だ 才 C ゃ な いわ ね 。 


| 古 | 他 れ ちゃ うわ あ 。 


つい に 館 に 来る 夢 が 叶っ た ! 
位 金 し ちゃ っ た けど 

感無量 だ 。 も う 思 い 残 すこ と は な い 。 

多額 の 借金 以外 は …… 


スリ ル な を 求め る 観光 客 
名 


お 姉 さ ー ん 、 こ っ 
ち お いて ! 

一 度 で いい か ら 、 
あん な 人 と ……。 


皿 
LR | 


ンチ に すわ る 女性 


人 き | クラ ウド が 女装 し た あと 


弁 村 | 既 び て な いと ころ 
が いい よね 。 
すてき 、 す て き ! 

調子 の いい 老人 た ち 

人 の LU 人 人 の いい 老人 

気 の いじ 老人 : 


人 の いい 老人 
気 の いい 老人 


気 0 老人 
| 人 の いい 老人 


気 の い 老人 : 


人 の いい 老人 : 
気 の い い 老人 : 


ほほ う 、 こ りゃ あ ベ ッ ピ ン さ ん だ 。 
お めか し し て デー ト か 、 青春 だ な あ 。 


あの 子 、 あ ん た の 彼女 か い ? 
大 事 に し て あげ な よ . 


こり ゃ また 、 き れい どこ ろ が 通る 。 

も し か し て 、 モ デル さん か い ? 

お 目 に か か れ て 、 光栄 だ ね 。 

年 甲 圧 も な く 、 ド キ ド キ し ちまう な 。 


見 て 、 肌 き れ 一 ! 


旭 あん な ドレ ス ほ し い 一 ! 


ム ・ ウ ォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト 
ン 屋 一 密 映 の 館 周辺 ) 


テー ブル を 団 む 女性 

| 見 て 、 あの 安っぽ い 服 。 
人 | あの 子 、 セン ス い い ー。 
[= 


コル ネオ 好み の 服 ね 。 


あの 人 、 な ん か 顔 
赤く な い ? 


溜息 し か 出 な いわ ね 。 


夜 の 街 に 咲く 可憐 な 花 : 


これ は 見 事 な 大 輪 。 
華 服 な 花 の 競演 だ ね 。 


… い いね 。 
美しい も の は 人 生 を 避 か に する だ みろ . 


美しい お 震 さ ん た ち に 、 乾杯 。 


warsur &y VOICE SCRIPT 


BNALBANUSTVIRBMMKEIMENALUUTMANAPNs 


美女 を 探す 女性 た ち 
個 2 を する 辛口 な 女 


値 落 み を する 女 : ふーん 、 努 力 賞 っ て と こ か な ? 
辛口 な 女 : 服 に 着 ら れ て る 。 ま だ まだ 、 初 心 者 レベ ル ね 。 
値 踏 み を する 女 : 無自覚 な 若 さ が 鼻 に つく わ ね 。 

壮 口 な 女 : あと 10 年 、 修 行 が 必要 よ 。 


議 口 な 女 : で も 、 人 材 不 足 は 深 公 よ ?. 


値 役 み を する 女 : スカ ウト する の 。 
き 逸 材 を 。 


値 踏 み を する 女 : ね え 、 あ な た 。 私 た ちの お 店 で 働い て み 
な い ? 
辛口 な 女 : あな た な ら ウ ォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト 
うう ん 、 ミ ッ ド ガル ナン バー ワン の 座 
も 狙え る わ 。 


値 嗜み を する 女 : 本 気 で 待っ て る か ら 。 
辛口 な 女 : すべ て を 手 に 入れ よう 、 そ の 美 の 才能 で 。 


pata 


逆転 を 狙え る 、 美 し 


| | 俺 は 嬢 いじ ゃ な いけ ど 。 
| 似合っ て る よ 、 お 姉さん ! 


| デコ レー ショ ン ケ ー 
m 四 | キ み た い だ 。 
クラ ウド が 女装 し た あ , 


あの 子 、 も っ た いな いな あ 。 
応援 し た く な る わ ね 。 
| 四 届 | 盛っ た わ ね ー。 


如 し ちゃ う ! 
本 物 の お 姫 様 みた い ! 


屋 の 順番 を 待つ 男性 

お 金 、 な い の か な ? 

あの 子 、 追っ か け て みる か ? 
あの 子 、 い いね ー. 

スタ イル 、 い いな あ 。 


美 し さ は 罪 だ 。 


の が 


了 = SE = 守 
CHAPTER 13 壊し た 七 番 ブ レー ト が 疾 下 し た 直後 で 、 人 々 の 話題 も それ に 関す る も 

崩壊 し た 世界 の が ほとん ど 。 滋 し い 掘れ は 広範 囲 に お よん だ らし く 、 少 し 部 
了 、 れ た 佑 番 街 スラ ム で も 不安 と 薦 き の 声 が 多い 。 


救助 活動 を する べく 話し 合う 男女 


男性 A 男性 B 女性 A 女性 B 女性 C 


男性 A : 今 も 、 大 勢 の 人 が 埋まっ て る ん だ ろう な 。 
女性 A : す け レ キ を どか せる と いい ん だ けど 。 
女性 B : 六 番 特 の 時 は 、 か な り 大 変 だ っ た っ て 聞い た けど 。 
女性 C : みん な で 力 を 合わ せれ ば 、 な ん と か な る ん じゃ な い ? 
男性 B : よし 、 夜 が 明け た ら 呼 び か け て みよ う 。 

女性 A : 敷 助 活動 っ て 、 な に を 準備 すれ ば いい の か な 。 
女性 B : 動き や すい 格好 に 、 手 氏 と か 。 
男性 A : あと 、 マ スク は 必須 だ な 。 

女性 C : ほこ り を 防ぐ た め ? 

: それ も ある けど 、 い ちば ん は 、 に お い だ な 。 


バラ ンチ を 非難 する 女性 た ち 


: また 、 ア バラ ンチ な ん だ っ て 。 
女性 B : 罪 の な い 人 た ちの 命 を 奉 う な ん て 。 
女性 A : 早く 捕まえ て ほし いわ ね 。 
女性 B : 本 当 。 う ん と 答 ら し め て ほし い 。 
女性 A: プレ ー ト を 落と す な ん て 、 ど 
うい う 神 経 し て る の か し ら 。 
: まとも じゃ な いこ と は 、 確 か ね 。 


: プレ ー ト が 落ち る な ん て 。 

男性 : 夜逃げ し て き て 、 正解 だ な 。 

女性 : も し か し て 、 借 金 も 帳 消し に な し られ な い 酔 っ 払い た ち 
っ た っ て こと ? 

男性 : 差し 押さ えら れ て いた 家 も 、 な 
く な っ た けど な 。 

女性 : も う 、 帰る 家 は な いん だ ね 。 語 

ここ で 暮らし て いく し か な い 。 


男性 A : お い 、 ブ プレ ー ト が な い ぞ ! 
男性 B : ブ プレ リー ト が な いわ け な い だ ろ 、 酔 っ 払い 
すぎ だ 。 


コル ネオ を 捜す 警備 兵 た ち 男性 C : で も 、 さ っ き の 揺 れ っ て ……。 る 
警備 兵 A 警備 兵 B 男性 B : 掘れ も 、 ぜ ー ん ぶ 、 酔っ 払っ て る せい だ 。 


男性 A : 七 番 街 に 空 が 見 える ぞ 。 こ れ は 夢 か ? 


男性 B : だ か ら 、 飲 みす ぎ だ っ て 。 俺 に は いつ も 
党 備 A : 見 つか っ た か 。 


どおり ブレ ー ト が 見 える 。 
警備 胡 B : 目下 、 屋敷 の 中 を 捜索 中 で す 。 


こり ゃ 、 価 た ちの 出番 だ な 。 
琴 | 男性 B : お う 、 絶 好 の チャ ンス だ な 。 


男性 : 七 番 街 は 大 混乱 。 誰 が な に を 
し て よう と 、 バ レ や し ね え 。 


男性 C: 億 は すっ か り 冷 め た よ 。 こ れ は 


だ 。 


信 備 兵 A : まだ か ? 男性 B : 埋まっ て る 「 お 宝 』」 を こっ そり いた 
警備 兵 B : まだ 報告 は 、 あ り ま せん 。 だ くっ て ワケ だ な 。 
警備 護 A : どう な っ て る 。 男性 A : な に 、 ち ゃ ん と 救助 も すれ ば ウィ ン 


ウィ ン さ 。 


警備 胡 B : 逃亡 し た 可能 性 が … 


人 す ウ ォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト 
の あちこち に コル ネオ を 
捜す 和 備 兵 が いて 、 同 様 
の 会 話 が 聞け る 。 


旧 注 設 中 に も 、 一 度 あ っ た よ 。 
あれ も ひど か っ た 。 : どう や ら 、 アバ ラン チ の 仕業 らし い 。 


男性 B : や っ ぱり 、 こ うな っ た ら 神 散 に 徹底 
的 に 油 し て も ら わな いと 。 

男性 A : 我々 も で きる 限り 、 神 羅 を 支 
えま し ょ う 。 

男性 A : アバ ラン チ め 、 な ん て 蜂 劣 な ん だ 。 

男性 B : 反 神 明 と 言い な が ら 、 攻 撃 対象 は 一 

般 人 で すか ら ね 。 

: 放 者 を いた ぶっ て 神 羅 を 脅す な ん て 。 


ミッド ガル の 建設 中 に は 、 六 
番 ブ レー ト が 落下 する 事故 が 起 
こり 、 大 き な 投 害 が 出 た 。 


新人 兵士 と 先輩 兵士 


新人 兵士 新人 兵士 : こん な こと っ て ……。 
先 募 兵士 、 落 ちや が っ た 。 
新人 兵士 : これ か ら 僕 は 、 ど うす れ ば - 
先 下 兵 二 後 届 し た く な いん だ ろ 。 選 放 を 続け よう 。 
先 理 氏 士 先輩 兵士 : あの と き 、 お まえ が 動い て な きゃ も っ と 被害 が 出 て 
ww た 。 命令 に 従っ て いる だ け じ ゃ 、 ダ メ な の か も な 。 
詳 新人 兵士 : 僕 、 決め まし た 。 これ か ら は 、 神 羅 の た めじ 
や なく 、 街 の みん な の た め に 働き ます 。 
新人 兵士 : 食事 や 寝る 場所 と か 、 避 難 後 の こと も 考え な いと 。 
これ か ら は 、 街 の みん な の た め に 働き ます 。 
先 琴 士 : 価 も 身 の 振 り 方 を 考え た ほう が いい な 。 命令 に 従っ 


の た 所 人 兵 土 を 見 て 、 信 人 に 従っ で 行動 
いる だ け じ ゃ 、 ダ メ な の か も な 。 
ーー する こと の 大 切 さ を 放 感 する 。 


ursRur &% VOICE SCRIPT 


NLBANUST WIRBMAKEIMNENALUUTMANAPNs 


仲の 良い 3 人 人組 


緊急 ニュ ー ス を お 伝え し ます 。 
先ほど 、 七 番 街 の ブレ ー ト が 湖 落 
し た 模様 で す 。 
現在 、 了 接 する エリ ア は 立ち 入り 
am 禁止 区 井 に 指定 され 、 近 陸 区 域 
少年 A : 番 街 の ブレ ー ト が な く な っ て る 。 住民 に 対し て 、 外 出 を 控え る よう 
少年 B: 空 だ ! 勧告 が 出 て いま す 。 
少女 : 日 の 出 が 見 られ る か も 。 神 衣 カン パニ ー で は 、 新 た に 滑落 
少年 A : あれ 、 こ っ ちの プレ ー ト も 落ち て 緊急 対 策 本 部 を 設置 し 、 峰 括 の 原 
くる の か な 。 と 因 や 、 ほ か の 区 域 の 月 落 の 銘 了 性 
少女 : そう な の ? に つい て 、 調 査 を 開始 し た と の こ 
少年 B : 落ち る わけ な い だ ろ 。 落ち る わけ 、 と で す 。 
な いよ な ? 当局 は 先日 か ら 発生 し て いる 褒 史 
炉 拓 破 と 関連 する 可能 性 が ある と 
みて いま す 。 
繰り 返し ます 一 。 


て いる 。 その た め 、 日の出 を 見 」 
られ る 機会 は 買 重 な の だ 


人 番 持 スラ ム ・ ス ラム 中 心地 区 送 
的 


: 賭け で 大 負け し た 上 に 、 帰 る 
家 が 濱 れ ちまう な ん て 。 

: 生 き て る だ け ラ ッ キ ー 
じゃ ね え か 。 

: ギル を た め 込 ん で も 、 死 ん じ 
まっ た ら 意味 な いな 。 

: そ うさ 。 生き て 借金 を 
返し て も ら わ ね えと な 。 


ly 陥 間 の 様子 を 見 る 男性 た ち 
男性 A 男性 B 男性 A: こ っ ちか ら 抜け ら 
電 れ そう か ? 


男性 B : いや 、 モ ンス ター 
が 出る っ て 話 だ 。 


この 道 、 ま だ 通れ る よ な ? 
女性 : 昔 、 よ く 探 検 し た よね 。 
男性 : こん な こと が 起き る な ん て 、 あ 

の 頃 は 想像 も し て な か っ た な 。 
女性 : 昔 、 こ こ を 探検 し て た 頃 、 幸 せ 避 経 路 を 考え る 男性 

だ っ た ね 。 な 

。 本 pn 確か 、 こ っ ちの 道 を 使え ば 、 仙 

男性 : 毎日 、 た だ 遊ん で 、 家 に 帰っ て 、 番 街 スラ ム に 辿り 着く は ず 。 


飯食 っ て 。 
も う 、 戻 っ て こない ん だ ね 。 で も 、 子供 や 老人 に は 厳し いか 。 


ガレ キ を 押す 男性 た ち 
男性 A 男性 B 


「 須 
少女 : ババ は どこ ? 
母親 : バ パ は 、 ち ょ っ と お 出かけ し て る の 。 


男性 A : ぐ ! 少女 : お 冗 ち ゃ ん は どこ ? 

男性 B : ちく し ょ う ! 母親 : お 兄ちゃん は 、 ババ と いっ し ょ よ 。 
男性 A : クソ 、 ぴく と も し な い 。 
男性 B : ふざけ ん な 、 俺 の 家族 
を 返し や が れ ! 


ガレ キ を な が め る 男女 


こん な で か い ガ レキ が 降っ て き て た の か 。 
女性 : よく 、 潰 され な か っ た ね 。 

女性 : この ガレ キ の 上 に 、 人 が 住ん で た ん だ よね 。 
: 上 の 人 た ち は 、 ダ メ だ ろう な 。 


プレー ト の 消 落 で ツ プ され た 七 
番 街 ス ラム は 大 栓 事 と な っ て いる 
が 、 落下 し た 七 番 和 市街 地 も また 
悲 憶 な 状況 に ちがい な い 。 


宮 な プレ ー ト の 落下 は アバ ラン チ の し わざ と 報道 され 、 佑 番 街 ス ラ 
CHAPTER14 ): 2 
希望 を 求め て ム で は 怒り の 声 が 上 が る 。 一 方 、 み どり 公園 や ウォ ー ル ・ マ ー 
ケッ ト に は 、 七 番 街 スラ ム か ら の 避難 民 の な げき 慈しむ 次 が . 


プレ ー ト 建設 作業 の 経験 者 た ち 


: また プレート を 作る こと に な る ん で すか ね 。 

男性 B : そう な っ た ら 、 元 作業 員 の 私 た ちの 出番 だ な 。 

男性 A : 力作 業 は 無理 で も 、 知 識 は ある か ら な 。 

性 A: し か し 、 プ レー ト の 落下 を ら 回 も 体験 
する と は 。 

性 B : 長生 きす る も ん じゃ な いな 。 悲しみ ば か り が 

増え て いく 。 


ト 」 


ト 


で ミッ ドガ ル の 埋設 作業 に 従 
事 し た 年 配 の 人 々 は 、 六 番 ブ 
レー ト の 骨 落 事故 当時 の こと 
を 思い 起こ し て いる 。 


状況 を 伝え る 駅 員 
運転 再開 の 目処 が 立た ず 、 当 面 、 運 価 の 見 込 | 


み で す 。 動 き が あり 次 第 、 お 知ら せ し ま す 。 
時 運転 を 再 義 し て も 、 間 引き 運転 で 運 
行 本 数 が 限ら れ ま す 。 お 急ぎ で な い | 
方 は 、 乗車 を お 控え くだ さい 。 | 


パイ ブ 椅 子 に 腰掛 け て 向き 合う 男女 


: や っ ぱり 、 列 車 は 動い て な いっ て 。 
魔 眺 炉 が 爆発 し た 時 は 、 ど れ ぐ らい 
止ま っ て た の ? 
丸 1 日 は 止ま っ て た な 。 
結局 、 ア バラ ンチ っ て 捕まっ た の ? 
: まだ だ けど 、 時 間 の 問題 さ 。 


仙 番 街 ス ラム ・ ス テ 


男性 4: アバランチ を 捕まえ ろ ! 

女性 A : 犯人 に 責任 を 取ら せな いと ね 。 

男性 B : ウー タイ を 沖 せ ! 

男性 C : アバ ラン チ っ て の は 、 どん な や つ な ん だ 。 

女性 A : 凶 天 な 顔 を し て る に 決ま っ て る 。 

女性 B : ここ も 、 狙 われ て る の か し ら 。 

男性 D : 人 殺し の アバ ラン チ を 探 そ う ぜ 。 

女性 A : アバ ラン チ は 、 ウ ー タ イ 風 の 服 を 芽 て る 
ん で し ょ ? 

男性 E : スラ ム の 話 は 全然 出 て こない な 。 


) 
仕事 に 行か ず に お 漂 を 楽し お 男女 〔 女性 B : わか ら な いこ と だ ら け で 、 不安 だ わ 。 

男性 男性: 仕事 に 行き た く て も 行け な いん だ か ら 、 舗 
,。 飲む し か な いよ な 。 編 
性 : 会 社 は 今頃 、 事 件 の 対応 で 大 忙し で し ょ 。 

う ね 。 ( 

性 女性: 事故 の せい で ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ) 

/ 


昨 時 発生 し まし た 、 七 番 プ レー ト 滑 落 事 件 に 
関す る 続報 を お 伝え し ます 。 

神 路 カン バニ ー の 緊急 対策 本 部 の 会 見 に て 、 
崩落 の 原因 は 反 神 組 織 アバ ラン チ 
に よる 破壊 活動 だ と 断定 され まし た 。 
反 神 羅 組 織 ア バラ ンチ は 、 先 の 壱 番 麻 眺 炉 爆 
破 事件 と 仙 番 遼 眺 斉 破 事件 の 実行 犯 と 見 ら 
れ て お り 、 対 策 本 部 は 汐 戒 を 強め て いま す 。 
また 、 ア バラ ンチ は 現在 停戦 中 の ウー タイ と 
共謀 し て いる 可能 性 が あり 、 神 羅 カ ン バ ニ ー 
は ウー タイ に 対し て 、 今 回 の 事件 と の 関連 を 
ee 
つづ きま し て 、 現在 の 避難 エリ ア の 状況 を お 
伝え し ます 。 

崩落 し た 七 番 街 全域 が 、 立 ち 入 り 禁 止 区 域 に 
指定 され て いま す 。 

また 、 プ レー ト の 安全 が 確認 され た た め 、 近 
勝 エ リア の 外出 人 禁止 令 は 解除 され まし た 。 
列車 は 全線 で 運転 を 見 合わ せ て お り 、 運 転 再 
開 に 向け て 安全 確認 が 進め られ て いま す 。 


ト 通 い が 、 会 社 に バレ ちゃ っ た 。 
男性 : 価 は 、 帰省 し て る こと に し て る ぞ 。 
女性 : な に それ 、 ず る い 。 
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\ー ブ ル を ぶ く 女 性 


今日 は 特別 に 、 朝 か ら 開 店 
する の 。 き 
拓 げ て きた 人 に 、 食事 を 出 
し て あげ よう と 思っ て 。 


ホウ キ を 持つ 女性 


ドン の 條 が 騒が し か っ た 
けど 、 な に か あっ た の ? 


ドン の 館 、 今 は 静か 
な の よね 。 


老 肢 B : 朝 早 いか ら 、 ま だ 寝 て る の か も ね 。 
男性 : 
女性 : 


: お 金 も 借 りら れる と いい けど 。 
: すま な い 。 俺 も 、 す ぐに 職 を 探す か ら 。 
: 大 丈夫 。 


RULEAKRSYVIHBMMKEIANENALUUIMANAPbs 


コル ネオ に 助け を 求め る 避難 民 た ち 


お まえ 、 本 当 に いい の か 。 
うん 、 ド ン の お 嫁さん に な れ ば 、 
みん な も 助け て もら える で し ょ ? 


私 が な ん と か する か ら 、 み ん な 
安心 し て 。 


神 羅 兵 を 気 に す る 男性 


私 、 見 た ん だ よ 。 神 羅 兵 が 
コル ネオ さん の 館 に 入 
っ て いっ た ん だ よ 。 


ご 6 


MM 


掴 除 を する 女性 

則 | 神 准 兵 が ドン の 館 に 入 
| っ て いっ た けど 、 な に 

が 起こ っ て る の ? 

プレ ー ト の 事故 と 、 な に か 

関係 が め る の か し ら 。 


コル ネオ の ウワサ を する 男性 た ち 
男性 A 男性 B 


器 
本 逢 すき 
1 


け の 話 、 コ ルネ オ さ ん 


声 を か ける 女性 


あっ 、 チ ャ ン ピ オ ン さ ん 。 


あれ 、 今 日 は 違う パート ナー 
な の ね 。 


: ある い (| 


ドン の 館 が 、 も ぬけ の 殻 な ん だ っ て よ 。 
: 神 羅 の 兵士 が 踏み 込ん だ らし いな 。 
: も し か し て 、 み ん な 捕まっ ちまっ た の か ? 


: そり ゃ 、 コ ッ チ さん か ソ ッ チ さん か ……。 
、 神 避 が 仕切 る よう に な る か も な 。 
: そう な っ た ら 、 もう ウ ォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト じ ゃ ね えよ 。 


ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト の 今後 を 心配 する 男性 た ち 


S 


致 っ 所 に いる 人 か ら 、 ド ン ・ 
コル ネオ の 館 に 神 竣 兵 が 入っ た 
と いう 全 報 を 聞け る 。 


1 


兄 の 心配 を する 女性 


兄 は 家 の 様 子 を 見 に 、 七 番 


街 に 戻り まし た . 


舞 理 を し て な いと いい けど 。 


家族 と は ぐれ た 母 娘 


ー ケ ッ ト へ 行く わ よ 。 


殺 親 : どう か な … 
少女 : ママ 、 泣い て る の ? 
母親 : うう ん 。 大 丈夫 よ 


母 静 タス 母親 : さあ 、 こ れ か ら ウ ォ ー ル ・ マ 
: そこ に ババ と お 兄ちゃん 
も いる ? 


IT で まま 7 た まな 近 9 人 だ ka 


腕組み し て すわ る 男性 


要 と 妨 は 生 を 探し に 行き まし た 。 


くじ いた 足 が 腫 れ て 、 し ば らく 
は 歩け そう に あり ませ ん 。 


周囲 を 鼓舞 する 男性 
みな さん 、 準 備 が で きた ら 出 発 


あせ ら な く て 大 丈夫 で す 。 自分 
の ベー ス で 矯 い て 下さ い 。 


男性 : 少し は 眠れ た か 。 
女性 : あな た 、 う な され て まし た よ 。 


男性 : 夢 の 中 で も プレ ー ト が 落ち て き て な 。 
女性 : 今日 は な ん と か ベッ ド で 眠り た いで すね , 


決意 を 語る 男性 
助け られ る だ け 、 助 け よう 。 


あ 。 少 し ずつ 整理 し て いこ う 。 
村 


頭 の 中 を 人 助け で 埋め 尽く すん だ 。 


自 和 団 の 人 た ち が 食 事 を 持っ て き 
て くれ て 、 少 し 元気 が 出 まし た 。 


な ん と か 歩け そう で す 。 


し 


、 泣い て ん の か 。 
A お まえ と そ 。 ト 
: 意外 と 人 が 少な いな 。 
HH 
うつ | 
今後 の こと を 話し 合う 女性 た ち 男性 A 出 層 れ た か 。 必 攻 場所 が 埋まっ 
: ひと まず 、 こ ん な も ん ね 。 BS 
一度 、 選 場 所 に 戻る 々 


: ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト か 
炊き 出し が き て る っ て 。 
: 先 は 長い ん だ し 、 ゆ っ くり や っ て 


: その た め に は まず 、 食 べ な いと ね 。 
: あと 、 寝 る こと も 大 事 。 


男性 A : せっ か く 生 き 延び て も 、 先 立つ 


男性 B : お まえ が 欲 か いて 荷物 を 取り に 
 * 戻っ た りす る か ら 出 有 遅れ た ん だ 。 
も の が な いと 苦労 する だ ろ 。 


いき まし ょ う 。 


街道 に いる 人 た ちの 疲弊 し た 声 


七 番 プ レー ト の 滑落 か ら 一 夜明け た 
六 佑 街道 に は 、 何 番 街 ス ラム を 目指 す 
避難 民 や 、 七 番 街 ス ラム へ 致 助 活動 に 
行こ うと する グル ー プ な ど が た た ずん 
で いる 。 具体 的 に は 、 右 記 の 5 ヵ所 に 
町 の 人 た ちがい て 、 彼 ら の セリ フ か ら 
は 、 プ レー ト 落 下 に よる 被害 の 大 き さ 
が うか が い 知 れる の だ 。 


現実 惑 れ し た 大 決 害 に 毅 わ れ た 
住民 た ちの 生々 し い 記 。 座 も が 不 
安 を 抱え つつ 、 励 まし 合っ て いく 。 


| 合 街 道 に た た ずん で いる 人 た ち 

仙 番 持 ス ラム へ ペー 
佑 番 街 を 目指 す 3 人 組 
何 番 特 ス ラム へ 避難 し よう と 、 謙 
ず に 歩き 通し て きた 。 ひと り の 男 
性 が 忠 硫 と 戦う 一 方 で 、 別 の 男性 
は 目 を 閉じ る と 湊 惨 な 光景 を 思い 
出し て 眠れ な いと いう 。 


1 SD へ か う 4 人 委 。。= ジン 
| 救助 活動 を 行なう べく 、 体 力 を 温存 し つ 
つ 七 番 街 スラ ム を 目指 し て いる 。 リ ー フ 
| ハウ ス 出 身 で 、 幼 少 期 に は 七 番 街 スラ ム 
と ま ど う 男女 4 人 組 


に 遊び に 行っ て いた らし い 。 
| 七 番 街 へ 救助 行き た い 気持 ち は あ 
競 れ て いる 避難 E5 人 る が 、 ま だ 危 呈 だ と 判断 し て 二の足 
「 メ ガ ネ を な くし た お か げ で スラ ム の 人 ーー を 共 む 。 また 、 混乱 に 東 じ た 光 事 電 
| 状 を 見 ず に すん だ 上 佑 番 街 ス ラム に いる 泥棒 や 、 プ レー ト を 落と し た アバ ラ 


ク に お ちい る 女性 


不安 か らく る 発作 で 息苦し そう に す 
る 女性 を 、 男 性 た ち が 介 抱 し て いる 。 


ケン カ 中 の 兄 を 頼る ] な ど 、 そ れ ぞ れ が ンチ へ の 怒り を あら わ に する 。 
思い 思い の こと を つぶ や いて いる 。 1 


= ウォ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト へ 


な = 0 


wrtar @ VOICE SCRIPT 4 


RAL EAASYVWIRBMKEMAIENMLUUIMAMAPs 


の 声 『 イ ンタ ー ミ ッ シ ョ ン 』 で も 町 の 人 の 話 を 聞い て みよ う 


イン ター グレ ー ド 版 で 追加 され た 「 イ ンタ 
ー ミ ッ シ ョ ン 」 の CHAPTER 1 で は 、 ユ フィ 
を 操作 し て 、 仙 番 魔 眺 炉 人 破 さ れ た 人 翌日 
(クラ ウド が 仙 番 街 スラ ム を 訪れ て いた 時 期 ) 
の 七 番 街 スラ ム を 探索 で きる 。 そ の 日 の 七 番 
街 ス ラム で は 、 相 次 ぐ 魔 眺 炉 爆破 の 黒幕 と ざさ 
れる ウー タイ に つい て 住民 た ち が あ ちこ ち で 
話 を し て いる ほか 、 下 の 図 の 場所 に いる 人 々 
か ら は 、 本 家 ア バラ ンチ の メン バー や ソノ ン 


4 


4 な 7 
アバ ラン チ と ウー タイ の 関連 性 が 報道 され す メ イン スト ー リ ー の CHAPTER 3…4 で 会 
に 関す る ウワサ を 聞け る の だ 。 た た め 、 反 ウ ー タ イ へ の 気 連 が 高まっ て いる 。 えた 七 番 笛 スラ ム の 人 々 も 多数 登場 


本 家 ア バラ ンチ の メン バー や ソノ ン の ウワサ を する 人 々 


: ナ ヨ っ て 子 、 知っ て る ? 
あー、 あ の 可愛 い 子 で し ょ 。 

: や っ ぱり 可愛 いん だ 。 実は ね 、 う ちの 弟 
由 二 人 才 OR6 

: え っ ! 

: ラブ レタ ー を 見 つけ ちゃ っ て 、 そ の 宛先 
に ナ ヨ っ て 。 

: あん た 、 弟 の ラブ レタ ー を 読ん だ の ? 

: 掃除 し て た ら 出 て きた の よ 。 わた し 、 お 男性 A : な あ 、 聞 いて くれ よ 。 先週 よ 、 ビ ! 
姉ちゃん と し て 、 ど うし た らい いと 思う ? ー っ て や つと 飲み 比べ を し た ん だ けど よ 。 

: 見 守る し か な いん じゃ な い ?. : あん た 、 ま た や っ た の ? 

= で 、 相手 に お ご ら せ た ん だ ろ 。 

Oos いや 。 それ が 、 初 め て 飲み 負け ちまっ た 。 

が Ri : あい つ は バケ モン だ よ 。 ど ん な に 飲ん 

で も 顧 色 も 変わ ら ね えん だ 。 

ん た が 負け る な ん て 。 

ビリ ー・ ポ ボー か 。 覚 えて お こう 。 


イケ メン に 目 が な い 女 性 た ち 


: 最近 引っ 越し て きた カッ コ い い 男 の 
人 、 知 っ て る ?. 

女性 B : な ん で も 屋 さ ん で し ょ 。 

女性 A : ちがう ん だ な 、 そ れ が 。 剣 じ ゃ な く 
棒 を 持っ て る の 。 

ソノ ン と 台 流 し た あと 


女性 A : いた いた 。 そ の 人 ! 

女性 B : えっ 、 ど れ ど れ ? 

女性 A : ほら 、 棒 の 人 。 ああ ー、 カ ッ コ イイ ! 
ジー ジェ を 救出 し た あと 

女性 B : な に が あっ た ん だ ろう 。 


女性 A: わか ん な いけ ど 、 棒 の 人 、 大 丈夫 か な 。 W 


ー 女性 B : も し か し て 、 ア バラ ンチ だ っ た と か 。 
: な ん か 、 ハ ルト が 増え た よ な 。 ご 女性 A : えっ 、 そ ん な あ 。 村 


: そう な の よ 。 男性 A : この まえ 、 飲 ん で る 時 に ウー タイ 戦争 の 話 に な っ 
和 : だ れ か 、 エ サ で も や っ て ん の か な 。 た ん だ けど よ 、 生 人 な 導 立 ちの ソノ ン は 、 耐食 9 
性 : フン の 掃除 が 大 変 な の よね 。 男性 B : どう せま た 、 ウ ー タ イ 兵 を 倒し た | 話 だ ろ ? いな 女性 た ちの あい だ で [ 棒 の 人 」 
: 自 和 団 に 相談 し て みよ うか 。 : まあ な 。 その 時 よ 、 近 くに いた ジー ジェ が 妙 AG 
: 見 て いる 分 に は 可愛 いん だ けど ね 。 に 絡 ん で き て よ 。 
の お まえ の 自慢 に うん ざり し た ん だ ろ 。 
ハト の 目撃 が 多い の は . モ 日 いら 9 
まあ , エ の や つも 、 相 当 酔っ て た か ら な 。 
バラ ンチ の メン バー が 連絡 に 利用 に ご 
し て いる せい だ と 思わ れる 。 層 5SCGSE。 。 レジ エ に は ウー タイ 人 の 血 が 
: だ と し た ら 、 悪 いこ た な 。 流れ て いる 。 ウー タ イ の 史 鞭 に 、 
に なら っ 思う と ころ が ある の だ ろう 。 


八 の フン に 悩む 男女 
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[FFVI リメイク イン ター グレ ー ド | の 追加 エピ ソー ド 「 イ ンタ - 
ショ ン 」 は 、 ユ フィ の 冒険 を 描い た 物語 。 以降 の ペー ジ 


で は 、「 イ ンタ ー ミ ッ シ ョ ン 」 の 進め か た を 解説 し て いこ う 。 


em 1 


| 
各 チ ャ プター で の 物語 の 進め か た や 探索 に 役立つ 情報 を ま 

ジ 。 詳 細 マ ッ プ で 宝箱 や 敵 パ ー テ ィ な どの 位置 を 
確認 し な が ら プ レイ すれ ば 、 ス ムー ズ に 先 へ 進め る は ず だ 。 


と め た ペー 


の STORY INDEX…… そ の ペー ジ 内 の 情報 が 、 ゲ ー ム 中 の 「STORY」 メ ニ 
ユー で 表示 され る チャ ー ト の どの 範囲 の も の か を 示す 。 
@ 詳 細 マ ッ プ …… 各 エリ ア の 詳細 な マッ プ 。 黒 く 塗ら れ た 部 分 は 、 そ の 時 期 
に は 入れ な いこ と を 示す 。 記 号 な どの 意味 は 下記 の 見 か た を 参照 。 
@ 手 順 …… そ の 場所 で 行なう べき 手順 や それ に つい て の 解説 。 記 号 の 意味 は 
下記 の と お り 。 
証 届 戦う こと に な る 英 。 ⑯ な どの 記号 は 、@「 詳 細 マ ッ プ 」 内 の も の 
と 対応 し て いる 
入手 で きる アイ テム な ど ( チ ャ プター セレ クト 時 は 、 す で に 持っ 
て いる も の は 基本 的 に 手 に 入ら な い )。【HARD】 は 、 難 易 度 が 
HARD の と きのみ 入手 で きる こと を 示す 
2 その 手順 以降 の パー ティ メン バー 
葉 忠 時 … 挑 戦 で きる よう に な る サブ イベ ント や 


し 還 


その チャ ブタ ー の メイ ンス トー リー の あら すじ を 、 写 真 と 
と も に 紹介 し て いる 。 ユ フィ た ちの ミッ ドガ ル で の 物語 を 振 
り 返 り た いと き に : 


の CHECK… 
な どの 解説 。 

⑨ 神 羅 ボ ックス の 中 身 …… そ の ペー ジ 内 の 場所 に ある 神 羅 ボッ クス の 中 身 の 
候補 と 入手 確率 。 巴 な どの 番号 は 、 @「 詳 細 マ ッ プ 」 内 の も の と 対応 し て お り 、 
神 羅 ボッ クス に 攻撃 を 当て て 壊す と 、 そ の 番号 の 中 身 の 候補 か ら 選 ば れ た も 
の が 手 に 入る ( 何 も 手 に 入ら な い 場 合 も ある )。 

@ 出 現す る 届 バ パーテ ィ その ペー ジ 内 の 場所 に 出現 する 敵 の 種類 や 数 。 ⑯ 
な どの 記号 は 、@「 詳 細 マ ッ プ 」 内 の も の と 対応 し て お り 、 赤 い 記 号 は 、 出 
現す る 敵 が ボス で ある こと を 示す 。 な お 、 一 部 の 疫 は 、 倒 し て か ら 一 定時 
間 が 過ぎ た あと に 出現 場所 を 訪れ る と 再 出現 する 。 

エネ ミー デー タ …… そ の ペー ジ 内 の 場所 に 出現 する 瑞 の デー タ ( 難 易 度 が 
INORMAL の と き の も の )。 出現 場所 に よっ て レベ ル や HP が 異な る 場合 は 、 
「 最 小 値 … 最 大 値 ] と いう 形 で 記載 し て いる 。 


行なう と メリ ッ ト が ある こと や 、 知 っ て お く と 役に立つ こと 


・ そ の チャ プター で の スタ ー ト 地点 と 、 そ の と き の パ ー 
ティ メン バー 

E そこ へ た どり 着く と チャ プター クリ ア と な る 地点 
主 大 防 エリ ア の 名 前 

ッ プ 同士 の つなが り 

ャ ー テ @… 同 じ 記 号 の 場所 へ 移動 で きる こと を 示す 

ーーー テ ー イ ベン トシ ー ン な ど で 自 動 的 に 移動 する ルー ト 
通行 不能 の 場所 

gg 還 アイ テム 屋 。 品ぞろえ に つい て は 右 ペ ー ジ を 参照 


※1…… 宮 チャ プター で は じ め て 入手 し た り 壊 し た り で きる タイ ミン グ で の み 記 載 


陸 回 還 還 武器 屋 。 品ぞろえ に つい て は 右 ペ ー ジ を 参照 
芝 2 還 ジャ ンク 屋 。 品ぞろえ に つい て は 右 ペー ジ を 参照 
自動 販売 機 。 品 ぞ ろ え に つい て は 右 ベ ペー ジ を 参照 


@-… エ ネ ミ 


選 放 体 政 ポ イン ト 。 利用 する と 、 バ ー テ ィ メ ン バ ー の HP と MP( 召 
易 度 が HARD の 場合 は HP の み ) を 人 回 復 で きる 


還 パ ワー リス ト … 宝 箱 の 位置 と 中 身 (※1) 


[いのり] マテリア … 落 ち て いる アイ テム (※1) 


EE 妥 午 回 ボッ クス の お お ま か な 位置 と 個数 。 番号 は 「 神 如 ポ ボッ クス 


還 X5 。 の 中 身 ] と 対応 し て いる (※1) 
仕掛 け な ど 


の 出現 場所 。 記 号 は @「 出 現す る 疫 バ パー ティ 」 と 対応 し て いる 


グ 


だ 
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神 路 ビル 


いり 
い リ 
| 
加 
| 


jo! 
か 


EE 
記憶 激 悦 和 
年 


c ニ テニ 剛 


ご 模 洋 器 


ERDEED 


回 申 
っ 


記 翌 悦 胃 昭和 c 
記憶 憶 悦 析 


F 
所 
器 

、 開 
発 

部 

門 


鞭 答 隊 一 い | 


口 漁 剖 ご 弟 源 


ーー で 」 


口 清 足 了 N 
ImN ド EE:| 


に NF: に :| 
REN 


甘 究 剛 沿 日 
に moi1 


NN 慈 打 
に NE: に :| 


INET 


遼 FJNN 
剛 に d い 
EE たよ に リリ 
薄 光 全 皿 
た に に 8 
だ に 
同上 いで 
に 
に! 
E ま に: に 
に に に に il) 
薄 当 冶 太 m 


eo eo eo e 
@ | @  @ | @⑥ の まく る ま 2o00 | 1 普 
| |@  @ | @ 金明 oo0 に 3 
| 3 | 3 礎 棒 2o00 | 
ee e e 
1 1 アイ アン バン グル 1000 @ @ る @  @  @ @ 
EE @ | @ @  @ 。 ス ター フル ス 1eo0| |@| ee @ @ | @ 
oo | 2 | 2 コシ ッ ク バ ング ル 3o00| |@ ee @ @ @ 
恵 消し go @ | @ | @ | @ ウィ ザー ド フ レス 48oo| |@| el e ee @e 
と 女 の キッ ス @ プレ ー ト ガー ド 4800 @ 9 る 9 @ @ @ 
や ま び こえ ん まく ー サ ラー の 金輪 4800| | 、 ele ee ie 
ァ オメ トリ ブレ ス 6400| |@ ee @ @ @ 
か いふ く る 。 @ @  @| @  @  @  @ ハイ パー ガー ド 6400| |@| ele e ee 
ちり ょ う isoolel lelel |e@| @ | @ | @ | @ ルー ン の 用 6400| |@ ee @ @ @ 
そ せ い 3o00l@  @ @  @| @  @  @  @ フォ ー ス ブス B0oo | e e e e 
ほ の お soole| elel ele|@e @ | @ へ ウ ィ メ タル B0oo e eo @e @e 
れい き soole ee ele @e @e e ステ ィ ー ク Bsooo| 『 潮 | |e e ee 
upys sole ee se eo < ゃ 
どく 1500l@|  @ '@ |@| @ | @  @  @ 。 パワー リ スト Boo| |@ el|e @e @ @ 
バリ ア isoole| ele |@l@e | @  @ | @ 3 チ ョ ッ キ 8o0| |@| ee @e @e @ 
ふう じ る 3000l@ |@i@| |@| @  @  @ | @ イヤ リン グ goo| |@ ee @ @ @ 
し ょ う ゅ つ 3ooole| eiei el@e | @  @ | @ タリ スマ ン soo| |@| 、 ele e ee 
HP アッ プ 2000|@| @'@  @| @⑥ | @⑥  @ | @ フル パワ ー リ スト so00| |@ ee @ @ @ 
MP アッ プ 2ooole| ele ele | @  @ | @ サバ イベ スト 5ooo| | ee @e @e @ 
か いひ ぎり eool@| !@i@| 「@| @ | @⑥ | @⑥ | @ フラ テ ナ イ ヤリ ング |SooO| @ ee @ @ @ 
いにしえ の お 守り 5ooo| | ele @e @e @ 
星 の ペ ンダ ント 15oo| |@ ee @ @ @ 
柄 吉 の ピア ス 5oo| |@ ele e @e je 


ク 屋 の 品ぞろえ リス ト 


※ 表 内 の 「 氏 ] は 何 個 で も 買え る こと を 、「 友 は 1 個 だ け 買 える (すでに 持つ て いる 場合 は 買え な い ) こ と を 、 数 字 ( 1 一 3) は その ショ ッ プ で の 在庫 の 数 を 示す 
※ ジ ャ ンク 屋 の 品ぞろえ は 、 バ トル で 勝利 する か 「 コ ンド ルフ ォ ー ト ] で 対戦 する と 、4 種 類 ( 下 の 表 の パタ ー ン AD) の いずれ か に 変化 する 。 た だ し 、「 コ ンド ルフ ォ ー ト 対戦 
前 の ユ え ら 茅 を 開始 し た あと 「 あ きら め る 」 を 選ん だ 場合 は 品ぞろえ が 変わ る ) 


フォ ー ス プレス 
へ ヴィ メタ ル 


HP きゅう し ゅ う 


エー テル 100| 1 MP きゅう し ゅ う 
100| ま ラウ 叶 呈 
1000 


玉 最 初 の 試練 

究極 マテ リア の 倫 取 と いう ウー タイ 太 定 政 
府 の 指令 を 受け 、 ミ ッ ド ガル へ や っ て きた シ 
ノビ の 少女 ユフィ 。 協力 組織 で ある 本 家 ア バ 
ラン チム 合流 を 果たす べく 、 目 印 と な る モー 
グリ の ポス ター を 頼り に 道 を 進む 。 


の 精鋭 部 隊 、 

ノ ンタ ー の ユ フ o 

虐 の 神 羅 カン パニ ー よ り 究 極 マ テリ ア 礁 取 、 
ー タ イ の 4 を 示す た め 遠 方 より や っ て きた 」 


七 番 街 ス ラム に た どり 着い た ユフィ は 、 本 家 ア バラ ンチ の 一 員 ジ ー ジ ェ 
に 案内 され 、 彼 ら の アジ ト を 訪れ る 。 神 比 ビ ル へ 潜入 する た め の 偽 造 ID 7 
を ジー ジェ が 調達 し に 行っ て いる あい だ 、 偵 察 が て ら 革 番 街 スラ ム を 見 て 
まわ る ユフィ 。 し ば らく し て アジ ト へ も どる と 、 任務 の 相棒 と し て 先 に 三 


ー 
ッ ド ガル へ や っ て き て いた ソノ ン が 、 ち ょ うど 姿 を 現し た 。 
レコ 
舞 
NN ト 
区 、 ' 
和 簡 W 上 前 
に が 
委 
SN いい 
eo ュ 
なの 人 く 、 き ー 
と に うま ンジ 
f に で 
UN、 に と 6 
り に 、 吉 2 
ーー 人 
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ユフィ と ソノ ン の 越境 用 ID が 用 意 で きた と の 連絡 が アジ ト に 入り 、 ふ た 
り は ナ ヨ の 案内 で 受け 渡し 現場 へ 向かう こと に 。 途 中 、 ア バラ ンチ の 分 派 と 
鉢合わせ し か けた り 、 コ ルネ オ の 手下 に か ら ま れ た り し つつ も 、ID カ ー ド 
の 受け 取り に 成功 。 し か し 、 ア ジ ト へ も どろ うと し た ユフィ た ちの も と 
「 予 定 変更 。 支柱 の 下 で 待つ ] と い エ か ら の 伝言 が 届く 。 一 行 が 足早 
に 支柱 へ 向かう と 、 ジェ は 神 羅 兵 か ら 職務 質問 を 受け て いた 。 


9 
神 首 兵 に 追わ れる 
を 球 う た め 、 メ イン ピ : 
急ぐ ユフィ と ソノ ン 。 ふ た り が 
物資 輸送 場 の 奥 を 進ん で いる 
と 、 ジ ー ジ ェ が 確保 され た と 
の 知ら せ が 耳 に 入っ て くる 。 


メイ ン ピ ラ ー 和 整備 場 に 潜入 し た ユフィ と ソノ ン は 、 神 思 兵 
と ジー ジェ を 発見 。 兵士 の 注意 を 引き つけ る 際 重 作戦 で ジー 
ジェ を 救い 出し 、 差 し 向け られ た 神 如 の 大 肛 多 用兵 器 ギ ガン た ヾ 7 ーー 3 
ピー ド を 撃破 する 。 ふ た り [ エ か ら 社 員 用 ID カー ド 12 急 

を 受け 取り 、 神 ピ ル へ 乗り こむ 準備 が いよ いよ 整っ た 。 


12 - 
ユフィ た ち が 七 番 街 スラ ム に も どる と 、 本 家 ア バラ ンチ の アジ 

ト は 神 羅 兵 に 制圧 され て いた 。 す みや か に スラ ム か ら 難 れる こと 

に し た ふた り は 、 無 事 に 逃げ 延び て いた アバ ラン チ の メン バー に 

駅 で 別れ を 告げ 、 列 車内 へ と も ぐり こむ 。 揺 れる 列車 で 乗り 物 酢 

い に 苦 し お ユフィ の 様子 に 、 戦 争 で 落合 し た 妹 メ ルフ ィ を 重ね た 

ソノ ン は 、 神 羅 へ の 復讐 の 約 い を 新た に する の だ っ た 。 し 


[これ は 復讐 た ん だ ] 
「 う ん 
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攻 較 


七 番 街 ス ラム が お も な 舞台 と な る が 、 
ム の 外縁 部 分 や 駅 の フェ ンス の 先 も 探 
ー ド ゲー ム 「 コ ンド ルフ ォ ー ト 」 が 流行 


モー グリ の ポス ター 
を 目印 に し て 進む 


@STORY INDEX 
MAIN STORY 


(か ら は 、 ガ ケ の 
物 に 置か れ た 
ドッ クス が 見 える 。 遠 
くに ある 神 加 ボッ クス に は 
@⑯ ボ タン で の 攻撃 が 届か な 
いも の の 、@ ボ タン で 手 裏 


リフ ト 起 重 


助っ人 ユフィ 


れ 


屋 ハ イボ ーション Xa に 


J 
5 
0 


ゃ 「HP ア ッ プ | マ 


証 レフ ト を 下ろ し て HP アッ 

上 議 プ | マテ リア を 入手 し よう 
向かい 側 の 足場 に は スイ ッ チ B が あり 、 

こ か ら 手 裏 剣 を 投げ 当て る と 、2 階 の に あ 

っ た リフ ト が 下り て くる 。 リ フト で 上 が っ た 

二 加 HP アッ プ 」 マ テリ ア が 落ち て いる の 


人 く 1 剛 へ 下 D3 こ と の 
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| 手順 2 


が 2 階 に 上 が . 
た 


ガイ ド 


クラ ウド た ち が 訪 れ て いな い ス ラ 
で きる 。 住民 の あい だ で は 、 ボ 
中 な の で 挑戦 し て みる と いい 。 


| 番 街 スラ ム | 


手 裏 刻 を 投げ れ ば 遠く の 神 羅 ボッ クス も 壊せ る 


スイ ッ チ A に 手 裏 刻 を 当て 
て リフ ト を 下ろ す 
先 へ 進む に は 、 そ | 
れ ば いい が 、 は じ め て 
っ て いる 
め の ス イッ チ A も 9 
手裏剣 を 当て て 


5 る リフ ト を 利用 す 


部 分 に ある 。 ス イッ 
リフ ト を 下ろ そう 。 


人 スイ ッ チ A か ら や や 離れ て 手 杏 刻 を 投 | 
げ る の が ボイン ト 。 近づき すぎ る と 、 手 
理 侯 が 障害 物 に 弾 か れ て し まう 。 


OL nA 
へ | 1 @ | ※1…… 手 順 6 の あと に リフ ト の ス 
。 衛 E イッ チ を 押す と 移 
| P 棚 リ ※ ら スイ ッ チ B に 手裏剣 を 当て 
ド ( て リフ ト を 下ろ し た あと 、 
中 リフ ト の スイ ッ チ を 押す と 


移動 で きる 


ApENDI 但 INT 世 RmmiSSiOm シナ リオ 攻略 
PAPWOSYWIRBMKERHEMLUUMANMRe 


バイ オラ ッ ト X ら 
ホウ ルイ ー タ ーx ら IN 
羽 恨 トカ ゲ + バ イオ ラッ ト X ら 3 

ホウ ルイ ー タ ーx ら 
ロス ト フ ァ ン グ X る 


レベ ル * 25 
HPe1116 
生 点 * 府 法 、 水 


レベ ル s 25 
HP e 8470 
重点 * 風 


レベ ル s 25 
HP * 2231 
重点 we 氷 


を 
向こう 側 に 渡る た め の 足 場 に で きそう な 鉄 
骨 が ワイ ヤー で つる され て いる が 、 ワ イヤ ー 
j に 地上 か ら 手 裏 刻 を 投げ よう と し て も 、 了 害 


還 パ ワー リス ト 


す [かぜ 」 マ テリ ア (※3) 


人 手 牙 が 陣 害 物 に 当たり そう な と き は 
「BLOCK」 の 文字 が 表示 され る 


モン スタ ー を 倒し て 黒 マ 
ント の 男 を 助け る 


画 国 ③ ロ スト ファ ング X ら 


四 1000 ギ ル (※4) 


GERSS9 


※ さ …… 鉄 塔 の 上 に ある 。 チ ャ ブタ ー セ レク ト 時 は 、 す で に 入手 し て いる と 
「 か いふ く 」 マ テリ ア に な る 
※4…… 洞 窟 の な か に ある 
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き STORY INDEX 


] 
9… 通 行 不能 


⑯ | ウェ アラ ッ ト x3 
レベ ル * 25 | レベ ル * 25 
@ | ホウ ルイ ー タ ーx ら HP * 992 | Hp s 18585 
⑬ | ロス ト ファ ング X2 重点 っ 水 | 束 
⑩ | レイ ジ ハ ウ ンド 
の | コル ネオ の 部 下 X3 ホウ ルイ ー タ ー コル ネオ の 部 下 
※⑳ 一 の 競 は 、 手順 6 の あと に 出現 する | 
レベ ル * 25 | レベ ル * 25 
ーー HP*1116 HP * 4337-5576 
\ イ ボー ショ ン (109%)、 | 上 > 馬 ま 、 氷 一点 s 天 


消し (396) ーー 
回 … 毒 消し (100%) 
\ イ ポー ショ ン ( 109%)、 
フェ ニッ クス の 尾 (29%)、 
再 油 し (396) 


レベ ル * 25 
HP * 2231 
琴 点 * 氷 


が 


ビリ ー・ ボ ー、 ポ ルコ 、 ナ ヨ と ら 
回 ずつ 話す 
監 謀 コン ドル フォ ー ト スタ ー タ ー バ ッ ク (※ ら ) 
コン ドル フォ ー ト 

アバ ラン チ 本 家 の ア ジ ト に 到着 し た あと は 、 メ 
ン バ ー3 人 に 2 回 ずつ 話し か け て 、 神郷 や 究極 マテ 
リア の 情報 を 集め よう 。 ポ ルコ と の 2 回 目 の 会 話 
陸 は 、 役 か ら コン ドル フォ ー ト スタ ー タ ー バ ッ ク 
を 受け 取っ て 、「 コ ンド ルフ ォ ー ト 」 で 対戦 する こ 
と に な る 。 そ の 対戦 が 終了 する と 、EXTRA@「 コ 
ンド ルチャ ンプ へ の 道 」 が 発生 する の だ (EXTRA 
⑥ の 解説 に つい て は P.215 を 参照 )。 


天 記 の 2 階 の 湯 に は 、 か め 道 聞 信 No.3 | 


が 貼ら れ て いる 。 た だ し 、 手 順 8 の あと は 2 
嗜 の 奥 で イヌ が 謙 た り 起 きた り を くり 返し て 
いて 、 見 つか る と 天 望 荘 か ら 追 い 出さ れ て し 
まう 。 廊 下 に は いく つか の 荷物 の 妹 が 置い て | 
ある の で 、 イ ヌ が 顔 を 上 げ て いる と き は 荷物 


の 険 に 隠れ 、 伏 は た スキ に 移動 すれ ば OK だ 。 
すゞ 「MP ア ッ プ | マテ リア ー 


すか め 道 楽 通信 No.3 は バケ ツ の 近く に 
ある 。 バ ケツ に 触れ る と イヌ に 気づか れ 
て し まう の で 、 か な ら ず 避け て 進 も う 。 | 


AppNptx 位 IINT 世 RmissSiOn シナ リオ 攻略 
FNALFANMSY VIREMAKE MAMIENALUUIMANA Ps 


※ 手 順 7 と 手順 8 は どちら を 先 に 行なっ て も か 
まわ な い 
に :】 


3 ブロ ー カ ー か ら ID カ ー 

…" チ ャ プター セレ クト 時 は 、 す で に 入手 2 

し て いる と 「 か いふ く 」 マ テリ ア に な る 

手順 8 の あと に 入手 で きる 

手順 8 の あと 、 か め の 風 船 に 手 杏 剣 を 

当て る と 入手 で きる 

…" チ ャ プター セレ クト 時 は 、 す で に 入手 
し て いる と エリ クサ ー に な る 


目 絆 の くみ ひも (※ 1) 


か め 道 楽 通信 No.4(※4) 


CHECK 


ジャ ンク 屋 で 購入 で きる アイ テム は 、 バ ト 
ル に 勝利 し た り 、「『 コ ンド ルフ ォ ー ト 』 で 対戦 
し た りす る た びに 変化 する 。「 コ ンド ルフ ォ 
ー ト 」 の ユニ ッ ト な どの 買 重 品 が 売ら れ て い 
る こと も ある の で 、 こ まめ に 店 を の ぞい て み 
る と いい (詳細 は P.20 1 を 参照 )。 


か め 道 楽 通信 NO.3(※4) 


そ 「 た いせ い 」 マ テリ ア (※3) 
ゞ 「 チ ャ クラ | マテ リア 
(が) 


ーー 


へ がめ 財 人 No 1 (ある ) 


| か め 道楽 通信 No.1 を うべ と 移 め て お | 
| め お じ さん と 話す 


EXTRAW 


ーー 
画 「 ラ ムウ | マテ リア 
手順 7 で チャ ドリ ー と 話し た あ 
と は 、EXTRAO「 チ ャ ドリ ー の 
人 頼 」 が 発生 する 。EXTRAO は 、 
TVR MISSON」 で ラム ウ を 倒せ 
ば クリ ア と な る が 、 ラ ムウ は か な 
り 強 いた め 、 先 に 手順 を 行なっ 
て 、 ソノ ン を 件 上 に し た あと に 
| 報 す る の も ひと つの まだ 。 


葉 還 か め 導通 信 の ヒン トメ モ 

か め お じ さん と 、 EXTRA@ 
「 か め 道 楽 キ ャ ン ペ ー ン ] が 発生 し 、 七 
番 街 スラ ム の 各所 で か め 道楽 通信 を 入 
手 で きる よう に な る 。 か め お じ さん か 


ら は チラ シ が ある 場所 の ヒン ト を 聞け | 


る ほか 、 コ ンド ルコ イン を アイ テム と 交 
換 し で も ら う こと が 可能 (P.215)。 


了 較 [は ん いか マテ リア (※6) 

か め 道 楽 通信 を 6 つ 手 に 入れ て 、 か め お じ さん 
の と ころ へ 持っ て いけ ば 、EXTRA@ は クリ ア 。 
か め 道楽 通信 は 下 の 表 の 場所 に あり 、 近 く を 通る 
と CM ソン グ が 聞こ えて くる の で 探し て みよ う 。 
代 か め 道楽 通信 が ある 場所 


1 | 喝 意 館 
の | ウェ ッ ジ の 家 の 周辺 5 | 支 欄 前 広場 (<P208) 


4 | 土管 通り 


3 | 天 望 荘 6 | タラ 7 読 エ 導 (P208) 


か め 道楽 通信 No.2(※5) 


ユニット: 兵 全 ( 圧 兵 ) 
(N1) 
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WSTORY INDEX 
MAIN STORY 


医 圧 
当 肖 


ウェ アラ ッ ト + バ イオ ラッ ト 

Le 1 レル s 
バイ オラ ッ ト + チ ュー スタ ンク X ら Pa 人 
チュ ー ス タン ク メ X ら 重点 * 淡 座 点 e 


ネフ ィ ア ウィ ー バ ー メ @ 
クリ ブシ ェ イ X る 
クリ ブシ ェ イ x3 
偽 備 兵 + 上 級 和 備 兵 Io88 
ョ HP 
羽根 トカ ゲ X2 信光 
クリ ブシ ェ イ メ ら 羽根 トカ ゲ 
※@ の 英 は 、 の 
※⑳ の 瑞 は 、 物 資 給 送 場 上 礎 : 3 で 

エ が 中 履 へ 飛び 降り る の を 見 た あと に | 


| の oooo@@ee@| 


レベ ル * 25 
HP*1983 
重点 * 未 


レベ ル * 29 
HP e 1780 
充 点 e 火 


固 …777 ギ ル (1009%) 


回 … フ ェ ニ ックス の 尾 (100%) | 
※ 較 の 神 羅 ポッ クス の 中 身 は 、 の 回目 以降 に 壊 
し た 場合 は 本 と 同じ に な る 


レベ ル * 25 
HP * 12390 
重点 * 未 


レベ ル * 29 
HP e 4018 
] 重点 * 風 


、 ノ 及 5 コ ニット: モノ ボラ イブ (8 の 
| 


| 回 7 | 
せん せい 


(W1) 
て 「 チ ャ クラ 」 マ テリ ア (※1) 


※1…… チ ャ ブタ ー セ レク ト 時 は 、 す で に 入手 
し て いる と 「 か いふ く 」 マ テリ ア に な る 

※※ ら の …… チ ャ プター セレ クト 時 は 、 す で に 入手 
し て いる と ポー ショ ン に な る 


※3…… 手 順 8 の あと に 入手 で きる 斉 


2 


| 度 記 了 兵 か ら 逃げ る ジ 
| 手順 1 | 双 旨 有一 ジェ を 追い か ける LN 


デニ 


ン 
APPENDI 倫 INT 世 民 mnissSSiOm シナ リオ 攻略 


RMLANISYVI8EMMKEMMNERALUUIMANMAPbs 


手順 14 の あと 


に 通れ る K 暫 場 連絡 口 2 
人 LIUL 認 上 RB 


Oo 記 


金剛 棒 (※ ら ) 


す [いのり | マテ リア ・ 

』 

2 っ 【p) 

g E _ 沿 
順 15 スス バップ ん に を 当て ) 細っ JH 


て ベル トコ ン ベ ア を 止め る 


ト ら さ れ た フェ [ ロー 還 X4 
ンス 2 の て お り 、 向こう 側 に ある スイ ッ ( 選 四 
チ B に 手裏剣 を 投げ られ る 。 ス イッ チ B の 手 瞳 
記 


ーー 罰 gE | の の ペル トコ ン ペ ア に は 区 が 泊 れ つづ け て 」 
いる の で 、 荷物 に 当たら な いよ うに タイ ミン 
ク 良 く 手 朗 全 を 投げ て いき た い 、 


ie : ス イー パー(※ ら る ) 


、 馴 x3 
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WSTORY INDEX ※1…… チ ャ ブタ ー セ レク ト 時 は 、 す で に 入手 し て いる と ポー ショ ン に な る 


MAIN STORY 


。 ン 引か まぐ る ま (※1) 


手順 19 の あと 
に 通れ る 


スイ ッ チ A に 手 裏 便 を 当て 
て ベル トコ ン ベ ア を 止め る 


神 加 ボ ス 
馴 X4、 回 X1 」 馴 X5、 回 X1 


4 リフト を 起動 する | 


眺 石 (15%) 
眺 石 (100%) 


出現 する 琶 


⑲ | ホー ンク リプ シェ イ (※ の ) ee な s 時 
O | ee wma 拉 商 2 2 で っ 
め | バイ オラ ッ ト x3 3 炎 点 * ] 到 点 * 水 
⑨ | レイ ジル ハウ ンド 
⑬ | ロス ト フ ァ ン グ X2 
_⑩ | ホウ ルイ ー タ ーxX3 ) | 
レベ ル * 29 レベ ル * 9 レベ ル e 29 

HP e 574 |HPs1ae0_ 

重点 * 炎 | し 重点 訂 法 、 
6…… は じ め て 介し た と き は が 旧 メ モリ を 入手 で きる ほか 、 到 が HARD の 場合 は は じ め て 介し た と き は 岳人 第 きど 板書 第 8 巻 を 入手 で きる 。 ま た 、 バ トル 中 


は 、 ク リプ シェ イ が 
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FNLANMSYVI8EMANEMNENALUUIMANAPMs 


スイ ッ チ E に 手裏剣 を 当て て 、 机 
を 回 転 させ な が ら 先 へ 進む 

ここ か ら 見 える スイ ッ チ E に 手下 侯 を 当て る と 、 

近く に ある 4 つの 本 すべ て が 90 度 ずつ 回 転 す る 。 

四 ス ピー ド ボ ポー ド それ ぞ れ の 桐 は 、 ス イッ チ E に 手 全 を 当て た 回 数 

(1) が 何 数 回 の と き は マッ プ の 胡 方 向 に 、 偶 数 回 の と き 

は 柱 向 に っ た っ て いけ る よう に な る の で 、 進 め な 

く な る た びに スイ ッ チ E に 手 誠 刻 を 当て 、 机 を 回 転 

| させ て いこ う 。 先 へ 進 お オス ス メ の ルー ト や 手順 


| ま 下記 の CHECK を 参照 。 


= スイ ッ チ D に 手 裏 
21 FPS42 


スイ ッ チ B と CO に 手裏剣 を |* 
当て る 


コ 軸 エ ー テ ルター ポ 


ーー [5 
[ ぞ く せ い 」 マ テリ ア  c% っ 
1 「 「 | 


ヽ 」 還 x2、 回 X1 | 


ビ 手順 30 の あと 
に 通れ る 


スイ ッ チ D に 手 裏 
剣 を 当 


… ス イッ チ D に 手 加 侯 を 当て た の が 奇数 回 の と き に 通れ る 
…" ス イッ チ D に 手 宮 合 を 当て た の が 偶数 回 の と き に 通れ る 
スイ ッ チ E に 手 裏 刻 を 当て た の が 何 数 回 の と き に 遂 れ る 
スイ ッ チ E に 手 裏 刻 を 当て た の が 作 数 回 の と き に 通れ る 
… チ ャ プター セレ クト 時 は 、 す で に 入手 し て いる と 「 か いふ く 」 マ テリ ア に な る 


、 還 1、 回 X1 


人 HE9 旬 [で く せい 」 マ テリ ア を 入手 た 

スイ ッ チ E が ある 足場 に は 、「 ぞ < 『 で くせ い 』 マ テリ ア を 入 ま し つつ 廃棄 物 処 理 場 へ 向かう オス ス メ の ま 順 
くせ い 」 マ テリ ア が 落ち て いる 。 先 | 
へ 進 お だけ なら スイ ッ チ E に 近づく 
必要 は な いも の の 、「 ぞ くせ い ! マ テ スイ ッ チ E に 手 裏 
リア が あれ ば 南 の 弱点 を 突 け た り し 剣 を 当て る 
て 便利 な の で 、 ぜ ひと も 手 に 入れ て 


お きた いと ころ 。 右 の 図 の 手順 で 、 
「 ぞ くせ い 」 マ テリ ア を 入手 し つつ 廃 
変 物 処理 場 を 目指 そう 。 


人 手順 3 で つた っ て いく 
欄 は 、 正 面 だ け で な く 上 
方 向 に も 伸び て いる 。 


廃棄 物 処理 場 へ 


[そく せい 」 マ テリ 
| 攻 計 ア を 入手 する 


] て る 


棚 を つた っ て 上 に 


手順 4 スイ ッ チ E に 手 裏 
ー の ほる 


侯 を 当て る 


手順 6 の 位置 に ある ポ 
ー ル を 利用 すれ ば 、 下 の 
足場 へ すばやく 移動 可能 。 


由 ポー ル を つた っ て | 
0 還 SDk 
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STORY INDEX 
MAIN STORY 


は じ め て 倒し た と き は 青 宛 メモ 
リ を 入手 また 、 落 易 度 
が HARD の 場合 に は じ め て 倒し 
た と き は 』 第 9 巻 と 棒術 


3 
レベ ル * 29 
MIHPs7165 
M 凍 点火 、 水 


レベ ル e 29 


部 は 「 第 1 一 第 2 段階 : 物 
第 3 了 雷 」、 尻 尾 は 「 電 」 


lm24| リフ ト を 起動 する 


囲 に は 右 の 表 の 神器 ポッ クス 
が 大 量 に 功 か れ て いる の で 、 
移動 する リフ ト の 上 か ら 手 斉 
し て いこ う 。 箱 の 中 


の 小型 条 か ら は 右記 
に 手 に 入る 。 な 
お 、 壊 し た 第 の 数 で 物語 の 民 ぼ 
開 が 変わ る こと は な い 。 


まわ り を 狂 害 
の スキ 間 を 狙っ て 手 婁 語 を 投げ よう 。 


ハイ 
中 型 尊 | フェ 


ェ ニ ックス の 尾 (296)、 


フ 
消 し (3%) 


毒 消し (5%) 


特大 箱 | (右記 


の 小 


曜 物資 


5) 


の 中 身 は を 


保管 区 の 感 


上 尽 ヶ 


進行 方向 


型 箱 が 見 


て くる 


の 神 皿 ボ ックス の 山 は 、 
で 囲 の われ て いる 。 障害 物 


ショ ン (15%)、 
ックス の 尾 (39%)、 


人 9 特定 の 神 綴 ポッ クス か ら 入 で きる も の 


神 罰 ポッ クス の 種類 中 身 の 候補 ※ 人 q め な どの 記号 は 下 の 写 真 と 対応 し て いる 


| 
ックス の 尾 ハイ ポー ショ ン 
ショ ン @5000 ギ ル 
@ エ リク サー @ エ ー テ ルター ボ 
@ メ ガ ポー ショ ン X3 人 @ エ ー テ ル X3 
の @ エ ー テ ルター ポ  @ フ ェ ニッ クス の 必 *3 
@ ス ピー ドド リン ク x3 @ エ リク サー 


の 流れ 


手 に は 小型 箱 / は 多数 の 中 
る 。 中型 箱 の 周囲 を まわ る 障害 
物 に 手 理 侯 を 弾 か れ な いよ うに 注意 


人 左右 の コン テ ナ は 、 手 胃 剣 を 当て れ ば 
フタ が 開く 。 ど ちら の コン テ ナ に も * 
箱 が 3 個人 っ て いる の で 手早く 壊 そ 


人 終点 の 直前 に は 、 壁 治 い の 高い 位置 に 
ひっ そり と 小型 箱 が 。 中身 は 5000 ギ ル 
な の で 、 見 逃さ ず に 壊し て お きた い 。 


APpENDIX 介 NT 世 民 misSsiOm シナ リオ 攻略 
ROLBVDRTVINOMMEITBMLUDINMARMe 


※4…… チ ャ ブタ ー セ レク ト 時 は 、 す で に 入手 し て いる と 「 か いふ く 」 マ テリ ア に な る 


了 二 本 【HARD】 訪 術 伝書 第 10 巻 、 棒 術 | 
技術 書 第 10 巻 | 


了 呈 調 神 娠 社員 ID カー ド 


| 本 一 * [マジ カル 」 マ テリ ア (※4) 


| 回 


「 い か ず ち 」 マテ リア 


クラ ウド た ちと 同じ く ユ フィ 
も 、 ベ ペン チ に すわ っ た り 「 待 機 
ポー ズ 」 を と っ た りす る 。 こ こ 
で は 、 探 索 中 に 見 られ る 彼女 の 
し ぐさ を 紹介 し よう 。 
ペン チ に すわ る 動作 
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@STORY INDEX に 人 
MAIN STORY 


/ で me 
s/ / 


めき 回 還 還 回 <、. 本 / 
Ns 守っ こぎ 
う IN SI へ SU EE 
wo、 に 4 
ae 一 
と ! - へ - 基 ~ リ | 


ンー UM マ 4 
ぶ 「 ッッ パ he / バ 
財 部 へ / \ レ ンー 
/ ま 半 き 1 op い ヽ 
ン ほ 


| 手 27 Ez | 


駅 員 に 近づい て 列車 を 待つ と 、 つ ぎの 
CHAPTER に 進む 。 も し も EXTRA や 「 コ 
ンド ルフ ォ ー ト 』 の や り 残し が ある な ら 、 
引き 返し て 挑戦 し こく る と いい 。 ) 


人 和 場 連絡 
Pr L num 
各 
nr ンス co べ ニ 8 ここ 
※ 宝 箱 や 出現 する モン スタ ー な ど は 、 以 前 に 訪れ た ぐ の Fm cr ェ ーーー プ 


と き と 基 本 的 に 同じ (…P.207ー209) 


APPENDI 人 INT 世 民 mmisSSiOm シナ リオ 攻略 
VLBISYWWRGWMEWIEMLUUIMAMA Ps 


EXTRA@ 


コン ドル フォ ー ト 』 の 対戦 を くり 返し て コン ドル チャ ンプ に 勝利 する 


七 番 街 スラ ム で は 、 ポ ルコ 以外 に も 7 人 の プレ イヤ ー と 「 コ ンド ルフ (@ 『 コ ンド ルフ ォ ー ト 』 で ラン クア ッ プ する た め の 条件 
ォ ー ト | の 対戦 が で きる ( 下 の 表 を 参照 )。 最初 は ラン ク が 1 の 相手 と し か 
戦え な い が 、 そ の 時 点 で 対戦 可能 な 全員 に 勝利 する と ラン クア ッ プ し て 、 の 
ひと つ 上 の ラン ク の 相手 に も 挑め る よう に な っ て いく (の 表 な 人 照 )。 35 た 2J8Clsle リ 2 の 3 
最後 に 待つ コン ドル チャ ンプ (チャ ドリ ー) に 勝て ば 、EXTRA@ は クリ ポル コ と 対戦 する 
ア だ 。 対戦 の 勝利 時 に は コン ドル コイ ン を 得 られ る の で 、 か め お じ さん 
の 「 コ ンド ルフ ォ ー ト コイ ン シ ョ ッ プ 」 で ポー ド や ユニ ッ ト と 交換 し て 、 NTT 
戦力 を 強化 し よう 。 な お 、 如 易 度 が HARD の と き は 、 対戦 相手 の ラン ク WT 
が 上 が っ て 強く な り 、 初 勝利 時 は スキ ル ア ッ プ ブッ ク を 得 ら れる 。 た に 便利 する 
③⑮ 『 コ ンド ルフ ォ ー ト 』 の 対戦 相 ま 
対戦 相手 


名 前 


ウェ ッ ジ に 勝利 する 


ポル コ と 対戦 する 
チャ ドリ ー 以 外 の 全員 に 
勝利 する 


ポル コ プロ トマ シン ガン 
ギリ エ (W%2) | 1 | 2 枚 : 上 引 旨 備 兵 
神護 記 胡 1 | 2 枚 上 遇 折 因 兵 
B 1 | e 枚 : 上 統 名 圧 兵 
2 | 3 枚 : 兵 人 ( 衝 多 ) メガ ポー ショ ン 
8 3 枚 : 特殊 空中 兵 エー テル 
3 | 3 枚 「 理由 フェ ニッ クス の 尾 スピ ー ド ボー ド I(N5) 
4 | 4 枚 | AP アップ! マテ リア 、10000 ギ ル  ^ コ ユニット : 電 各 中 ト : カッ ター マシ ン 
ID の と き に ニー ッ ト : コー2CAT 
ポル コ 一 | 1 奴 (な い ) 
キリ エ ( ら ) | 5 |2 枚 (KG) | 忍術 伝 軒 第 1 巻 、 棒 術 技術 秋 第 巻 ト ポ ー ド 1 Ci 
神 了 胡 5 | 2 枚 (%3) | 術 伝書 第 2 巻 、 林 技術 書 第 2 乱 ポー ド 1(※5) 
5 |2 枚 OK3) | 書 第 3 乱 、 棒 箱 技術 午 第 3 大 クボ ー ド H 5) 
5 |3 枚 (3) | 忍術 人 第 4 巻 、 棒 技術 書 第 4 巻 ト : 特 珠 戦 員 
5 |3 枚 3) | 忍 伝 第 5 佑 、 析 技術 第 5 大 ト : 発 革 地 (スタ ン レイ ) チャ ン ピ オ ン ポ ボード 
5 | 3 枚 (K3) | 術 伝書 第 6 巻 、 枯 技術 書 第 6 巻 ト : マシ ン ガ ン 
チャ ドリ ー | 誠 | 一 -Gkg) | き 伯 伝 第 7 巻 、 栓 技術 午 第 7 巻 、 ※ コ ンド ルフ ォ ー ト コイ ン シ ョ ッ プ の 品ぞろえ は 、 チ ャ プター セレ クト 時 も 引き 炊 が れる 
30000 ギ ル 号 度 が HARD の と き は 、 ラ ンク 5 の 対戦 相手 の うち ふた り に 勝利 し た あと 
1 …… チ ャ プター セレ クト 時 は 、 す で に 持っ て いる も の は 手 に 入ら な … ラ ンク アッ プ 時 に 入手 し た 場合 は 、 最 初 か ら 売 り 切れ に な っ て いる 
い ( ギ ル を の ぞ く ) 坦 度 が HARD の と き は 、 ラ ンク 5 の 対戦 相手 の うち 4 人 に 勝利 し た あと 
導 6…… キ リエ と 対戦 する と き は 3 ギル (一 度 勝利 し た あと は 10 ギ ル ) ・ 夷 易 度 が HARD の と き は 、 ラ ンク 5 の 対戦 相手 6 人 全員 に 勝利 し た あと 
を 支払 う 必要 が ある 
3…・2 回 目 以降 は 4 枚 


@ 「 コ ンド ルフ ォ ー ト 』 の 対戦 相 が いる 場所 ※ 記 載 し て いる ラン ク は 如 易 度 が HARD 以外 の と き の も の 


ポル コ 
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SN 生 究極 マテ リア 礁 取 


陣 ス カー レッ ト の 罠 

神 散 ピル に も ぐり こん だ ユフィ た ち は 、 究 極 マ テリ ア が ある と 推測 され る 
地下 へ 向かう べく 、 エ レベ ー タ ー に 務 け こん だ 。 そ こ へ 、 兵器 開発 部 統括 
スカ ー レ ッ ト が 華 り 合わ せ て くる 。 ウ ー タ イ を お と し め る スカ ー レ ッ ト の 言 
葉 に 内 心 悦 り な が ら も 、 任 務 送 行 の た め に 怒り を こら える ユフィ と ソノ ン 。 
し か し 、 ふ た り は 侵入 者 で ある こと を 見 抜か れ 、 兵 器 の 性能 を 試す 実験 合 と 
し て 利用 され て し まう 。 組 いく る 神 葉 の 兵器 を 退け 、 ユ フィ た ち は 究 極 マテ 
リア の 捜索 を 開始 。 一 方 スカ ー レ ッ ト は 、 侵 入 者 ふた り の 目的 を 見 定め よう 
と 、 役 ら の 監視 を つづ け て いた 。 


マテ リア を 探せ 
圏 マテ リア の に お い 
神 羅 ビル 地下 に ある 兵器 開発 部 門 の フロ ア で メイ ン シ ス 
テム を 復旧 させ つつ 、 施 設 内 を 進ん で いく ユフィ と ソノ 
ン 。 複雑 な 構造 に 迷い か け な が ら も 、 ウ ー タ イ 名 物 の ダチ 
ャ オ 豆 を 食べ て 同 絡 の 絆 を 確か め 合っ た ふた り は 、 し ば し に 
の 休息 を 経て 探索 を 続行 する 。 に 


MI1 
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RALEAOASYYIRBWKEMANENMLUUIMAMAPs 


圏 探索 再開 

ユフィ た ち は マ テリ ア 生 成 室 に た どり 着い た が 、 室 内 
に は 大 が か りな 装置 が ある だ け で 、 究極 マテ リア は 見 つ 
か ら な か っ た 。 そ こ へ スカ ー レ ッ ト か ら の 通信 が 入り 、 
探し 物 を 見 つけ た けれ ば 先 へ 進め と て ふたり を うな が す 。 
ユフィ と ソノ ン は 、 罠 で ある と 承知 し た うえ で 、 ス カー 
レッ ト の 誘い に 乗る こと に 。 


NN 


スカ ー レ ッ ト の 誘導 に 従い 、 神 雅 の 兵器 と 戦い つつ 先 へ 進む ユフィ 
と ソノ ン 。 大 型 兵器 用 実験 室 で ふた り を 待ち か まえ て いた スカ ー レ ッ 
ト は 、 み ず か ら が 開発 し た 深紅 の 魔 導 ア ー マ 、 クリ ム ゾ ン ・ メ ア 
に 乗り こみ 、 性 能 テ スト と 称し て 緩い か か っ て きた 。 ユ フィ た ち に 敗 
れる も な お 裕 を 漂わ せ た ま ま 、 隠 し 持っ て いた 通信 機 で ディ ー ブ グ 
ラウ ンド へ 信号 を 送る スカ ー レ ッ ト 。 ユ フィ は 捕らえ た スカ ー レ ッ ト 
を 問い つめ る が 、 究 極 マ テリ ア は 未完 成 と いう 情報 し か 得 ら れ な い 。 
その と ぎ 突 然 、 大 き な 街 瑞 と と も に 部 屋 の 外 で 暴 音 が 鳴り 散 い た 。 


斑 新 た な 府 力 
遼 脱出 


実験 室 の 外 へ 様子 を 見 に 行っ た ソラ ン は 、 デ ィ ー プ グラウンド の 兵士 た ち 
に 居 わ れ て いた 。 ユ フィ が 加勢 に 駆け つけ た も の の 、 強力 な 攻撃 に 吹き 飛ば 
され 、 ふ た り は 旧型 の バト ル シ ミ ュ ピ ニタ ニル ニム に 閉じ こめ られ て し ま 
う 。 投影 装置 を 破壊 し て シミ ュ レ ー タ ーー を 強制 停止 させ た ユフィ た ち が 部屋 
の 外 へ 出る と 、 あ た り は 様子 が 一 変 し て お り 請 暗い 間 の 気配 が 漂っ て いた 。 


較 異変 の 気配 

神 羅 ビ ピル か ら の 脱出 を 図る ユフィ た ちの 行く 手 を 、 デ ィ ー プ グラ ウン ドン ソ 」 
ル ジ ャ ー の な か で も 突出 し た 能力 を 持つ プ 「 ツ ヴィ エー ト 」 の ひと り 、 ネ ロ が さ 
え ぎ る 。 す べ て を 飲み こ お 剛 を まき 英 ら し 、 し だ い に 暴 走 し て いく ネロ 。 ユ 
フィ と ソノ ン は ふた り で 生 選 すべ く 、 危険 極まりない 融 に 立ち 向かう 。 
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の か 


呈 


| cHAPTR 用 略 ガ イド 


舞 っ て くる 神 唆 の 兵器 を 撃退 し つつ 、 究 極 マ テリ ア を 求め て 神 羅 ビ ル の 
地下 を 探索 し て いく 。 移動 で きる 範囲 は か な り 広 いも の の 、 基 本 的 に は 
仕掛 け を 利用 し な が ら 道 な り に 進ん で いけ ば いい 。 


@STORY INDEX <2 民 | ワイ ヤー に 手裏剣 を 当て て 


MAIN STORY し に コン テ ナ を 落と す 


記 間 スカ ー レ ッ ト が 差し 向 ES ーー 
け て くる 兵器 と 戦う 時 ML__ 
⑳ ス イー バー+ ス タン レイ X る FT 臣 fB16F 兵器 開発 部 門 : 点検 フロ ア | 
| モノ ドラ イブ x ら e さ ] テス トル ー ム 区 画 
|@ ス タン レイ ぶ 3+ ス タン テイ 
ザーx3 PH 2 LE 
./ 』 、 | チャ フタ ー セ レ 
f B16F W 点検 フロ ア 7 還 クト 時 に 通れ る 
シミ ュ レ / 
回 べ 【 
EEc 位 [ 神 バ トル シミ ュ レ ー タ ー」 に 挑戦 で きる ヘル ブー | 
チャ プター セ レク ト 時 に テス トル ー ム 区 の 放 が 放さ れ て 、「 和 い こ 
バト ル シ ミ ュ レー ター] に 挑戦 で きる 。 「XX4」 の も の 1 
が ひと つ ず つ あ る ほか 、 両 方 を クリ ア す る と ラン ク が 「 太 7」 の バト ルコ ー ス も 1 | 
され 、 最 終 的 に は 下 の 表 の 3 種類 の コー ス に に な る の だ ( 閣 16F 兵器 開発 部 門 : 点 松 フロ ア 
@③ 反 べ る パト ルコ ー ス | SE グル 
バト ルコ ー ス 参加 費 初回 クリ ア 時 の 報 本 | ] 
コ フ ィ & ソ ノン vs 3 | 300 | カエ ル の 7 
ユフィ 8 ソノ ン vs ミッ ドガ ル ・ モ ンス ター ズ | x4 | 400 カエ ル の 指輪 還 - ハ イボ ーション (10%)、 
x2 フェ ニッ クス の 尾 (29%)、 


消し (396) 
" 歴 眺 石 (1009%) 


FE 52DASIPX4IO ヨ ヨ ス は 、 雑 易 度 HARD 
難易 度 HARD の み 選 べ る 


re | 


出現 
場所 


出現 する 政 
| スイーパー 

人 | エス タン レイ xe 

⑥ | モノ ドラ イブ Xa 

@ | スタ ン レ イ xX3 


シロ ラン ss 1 


@ 
レベ ル 33 レベ ル * 33 レベ ル * 33 
HP w 10242 HP * 939 HP * 4097 
和 点 * 電 先 点 e 風 媒 点 災 


レベ ル e 33 
HP * 8535 
翌 点 一 (3) 


強 魔 戦 闘 員 


| + ス タン テイ ザーX き 3 スタ ン テ イ ザー 
レベ ル * 33 大 5 レベ ル * 33 レベ ル * 33 レベ ル * 33 
HP s 1537 HP s 6828 | HP * 2561 
ED) 科 点 e 交 笠 点 * 一 


「 シ ノビ シュ ー ト 」 マ テリ ア (※4) 


「 321 


ApENDIX INT 世 RmmiSSiOm シナ リオ 必 史 
PATPWOSYWIRBMKERHEMLUUWANM Re 


手順 4 の あと は 、 こ こ に ある リフ ト の 電源 


で [わざ た つじ ん 』」 
マテ リア (※4) 


の あら に 
れる 


「 ガ ー ド きょう か 」 マ テリ ア (※4) 


が 入る も の の 、 バ ネル を 調べ て も アク セス で 
きる フロ ア が な く 、 ど こ へ も 行け な い 。 こ の 
リフ ト は 、 下 の 表 の 条件 を 満た し て 地下 13 
階 や 地下 14 階 の 電源 を 復旧 させ る と 、 そ の 
階 と 行き 来 で きる よう に な る 。 


⑲ リフ ト の 行き 先 


地下 13 有 技術 開発 フロ ア | 手順 7 を 行なう 
地下 14 階 整備 フロ ア 手順 5 を 行なう 
地下 15 嗜 製造 フロ ア 手順 4 を 行なう 


スイ ッ チ を 操作 し 
て ハシ ゴ を 下ろ す 


B15F 兵器 上 上 部 
場 


国 魔 人 棒 (※5) 


EXTRA 


| 神 遂 クラ ッ シ 
| リア を 入手 し よう 


コ ボ ックス 」 で 高い スコ ア を 獲得 し て 6 種類 の マテ ) 


神 羅 ク 


手順 5 を 行なう と EXTRA 
「 恒 し 部 屋 ]」 が 発生 し 、 こ の 位 
置 の 端末 を 調べ て 「 神 羅 ク ラッ 
シュ ボッ クス 』 に 挑戦 で きる 。 
最初 は 「 一 般 兵 モー ド 」 し か 選 
べ な い が 、20000 以 上 の ス 
コア を 和 獲得 し た あと は 「 ソ ル ジ 
ヤー モー ド 」 も 選択 可能 。 な 
お 、 景品 入手 後 も EXTRA「 爵 
し 部 屋 」 は クリ ア に な ら ず 、 以 
旗 も 全 モ ー ド で 遊べ る 。 


ユ ポ ックス 
駐 二 調 各 種 の マテ リア (下記 参照 ) 


 「 神 比 ク ラッ シュ ボッ クス 』 の 景品 


『ATB れ ん けい | マテリア 
TATB ブ ー ス ト 」 マ テリ ア 
ATB バ ー ス ト 」 マ テリ ア 


『 は ん いか ! マ テリ ア 
「 ギ ル ア ッ プ 」 マ テリ ア 
『 け いけ ん ち ア ッ プ ]」 マ テリ ア 


※※4…… 手 順 4 の あと に 入手 で きる 。 チャ プター セレ クト 時 は 、 
すでに 入手 し て いる と 「 か いふ く 」 マ テリ ア に な る 
染 5…… チ ャ ブタ ー セ レク ト 時 は 、 す で に 入手 し て いる と ポー 


ショ ン に な る 


sr 『n 9 


Po 


寺 フロ ア 
整備 通路 
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き STORY INDEX 


MAIN STORY 


出現 する 瑞 


警備 兵 メ 3+ 上 級 卿 弾 兵 
重 装甲 戦 闘 員 二 重 礎 装 戦闘 員 
強化 戦闘 吊 強 魔 戦闘 中 
(手順 9 を 参照) 
(手順 9 を 参照 
(手順 9 を 参照) 
(手順 9 を 参照) 
(手順 9 を 参照 
本 5 生 クリ ム ソ ゾン ・ メ ア 

+ ス カー レッ ト 

+ フ ァ ー ス トレ イ X4 
DG ン ソルジャーx3 
ネム レス X ら 
ゼネ ネ メ ら 
促 圧 兵 X の + 上 節 拓 兵 
(GR9 投影 装置 

ヘレ ティ ッ ク ・ レ イリ ー 
し ie 
※⑩ の 項 は 、 手 順 8 の 直後 に 出現 する 
※ 伯 の 英 は 、 手順 8 の あと に 出現 する 


回 @ の 6@6O@6 @ @ ら @9@@@@@9@ 


立体 映像 に 手裏剣 を 当て 
て 耐 テ スト に 挑む 
型 久 テス ト で は 、 表 示さ れる 立体 映像 
手 要 剣 を 当て て 、 戦 う 相 手 を 選ん で いく 。 
映像 と 悪 の 種類 の 対応 は 下 の 表 の と お り 。 
人 g 立体 映像 と 出現 する 貢 の 対応 
つぎ に 出現 する 英 
'⑥ ビア シン グ ア イ メ 2 
⑥ ス イー パーx2 


モノ ドラ イブ メ フ 
| スタ ン レ イメ 4 


還 ヒ ー ル チョ ー カ ー 
(W1) 


ワイ ヤー に 手 裏 鹿 を 当 | 
て て 鉄 朋 を 落と す 。 


順 


且 3 リー 


| ee | マテ リア を 調べ る 還 量 テ zemee 
に 0 下 四 届 重忠 | 


※⑳ の 陣中 は 、「 和 四角) を 使う ど 到 人 戦 員 に 変わ る 的 
や ⑩ の 更 疫 戦 員 は 、「 疲 解除 | を 使う と 強 訂 戦中 に 変わ る | 
Xe、 回 X 


溢 人 の 敵 と の バト ル 中 は 、 ミ サイ ル ラ ンチ ャ ー が 追加 で 出現 する 


レベ ル e 33 
HP e 735 


レベ ル * 33 
HP e g39 
径 点 * 風 


レベ ル * 33 
HP eS5121 
譜 * 火 


レベ ル 35 
HP s 8940 
詩 点 * 一 


| レベ ル s 33 
| HP egee 


レベ ル * 83 一 35 
HP * 683-716 
間 95 点 e 


レベ ル * 33 
HP * 1878 
華 点 * 需 (※5) 


レベ ル * 33 
HP 69 
詳 点 * 電 


レベ ル s 35 
HPs716 


レベ ル * 33 レベ ル * 33 レベ ル * 33 
HP s 12803 HP * 257 
鞭 点 * 電 、 風 笠 点 e 電 


レベ ル 33 
HP 17070 
絞 点 e 電 


レベ ル * 33 
HP * 9389 
径 点 e 炎 、 永 、 風 


レベ ル * 35 
HP * 3576 
到 点 * 炎 


レベ ル e 35 
HP e 14304 
玉 点 * 


| an 
レベ ル * 33 レベ ル s 33 
HP * 8535 HP e 11949 HP * 34140 
間 55 点 * 一 (4) 斑点 * 電 先 点 * 電 
チャ プター セレ クト 時 は 、 す で に 入手 し て いる と ポー ショ ン に な る 
手順 8 の あと に 入手 で きる 。 チャ プター セレ クト 時 は 、 す で に 入手 し て いる と 『 か いふ く ] マ テリ ア に な る 


レベ ル * 35 
W HP * 71520 
] 充 点 * 一 


レベ ル * 33 レベ ル * 35 
HP* 1788 


に こも と 3 


"難易 度 が HARD の と き に は じ め て 倒し た 場合 は 、 忍 術 伝書 第 1 1 巻 と 棒術 技術 書 第 1 1 巻 を 入手 で きる 


赴 出 中 の 魔 導 コ ア が 、 ダ メー ジ を 受け て 破壊 され る か 、「 ぬ すむ 」 や [ぶん どる ] を 使わ れる か し た あと は 「 雷 」 ※! "飛行 モー ド の と き は 「 埋 、 風 ] 


本 ハイ ポー ショ ン (109%)、 | 
フェ ニッ クス の 尾 (2%)、 


協 消 し (396) ・ 
皿 -- 放 (1009%) 1 


Ei ネロ と 戦う 


下 末 の ネロ 
【HARD】 天 術 伝書 第 14 巻 、 棒 術 技術 書 第 14 大 
計測 ルー ム 区 画 で は ネロ が 待ち か まえ て お り 、 近 づ 
く と バト ル が は じ ま る 。 こ の 瑞 を 倒 は ば 、 チ ャ プター は 
クリ ア と な っ て エン ディ ング を 迎え られ る の だ 。 NN 
| 
| 
| 


/ 
電 


し 


全 計 測 / ル ー ム 区 画 に は ふた つの 部 屋 が あり 、 
ネロ の 残り HP に 応じ で 戦う 場所 が 変わ る 。 


LE3I | 


ト + フ ァ ー ス トレ イ X4 
了 調 同 員 の 脱 栓 
葉 W HARD】 忍術 伝書 第 12 巻 、 棒 
術 技術 書 第 12 巻 
じ ン バー ビシ 4 
大 型 兵器 用 実験 室 で は 、 ス カー レッ ト 
が 操 衣 する クリ ム ゾ ン ・ メ ア と の バト ル 
に な り 、 勝 利 し た あと は ソノ ン が バー テ 
| イィ から 外 れる 。 ソ ノン は つぎ の 手順 1 1 
で ふた た び パ ー テ ィ に 加わ る も の の 、 バ 
トル が 開始 され る まで は 彼 の HP を 回 復 | 


させ た り で き な い 点 に 注意 。 ここ に ある 端末 を 調べ て 「 は い 」 を 選ぶ 


と 、 自 動 的 に 地下 13 階 へ 移動 し て 、 ふ 
た た び 硬 久 テ スト に 挑め る 。 融 の な か に 
は 耐久 テス ト に し か 出現 し な いも の も い 

| る の で 、 エ ネ ミー レポ ー ト を 完成 させ た 

| いと き な ど に 利用 する と いい 。 


ApENDI 位 INT 世 民 miSSiOm シナ リオ 必 史 


RNALRNOGTVIRBMAKEIUNENALUUIMANAPNs 


B12F 兵器 開発 部 門 : 研究 フロ ア 


計測 ルー ム 区 画 


ユ レ ー タ ー で 敵 と 戦う 


スイ ッ チ を 操作 し た あと バト ル シ ミ 


環 設 の ② ネ ムレ ス メ @ 

台 軸 6 ゼネ ネ メ ら 

下 誠 ⑥ 伏 圧 兵 X2+ 上 級 衝 因 

投影 装置 す ヘ レティ ッ ク ・ レ イリ ー 

葉 主 HARD】 忍術 介 第 13 巻 棒術 技術 書 第 13 巻 
扉 の スイ ッ チ を 操作 する と 、 上 旧型 バ トル シ 

ター が 起動 し て 周囲 の 様子 が 一 変 し 、⑨ 一 人 ゆ の 瑞 と 

連続 で 戦う こと に な る 。 最 後に 出現 する 投影 装置 を 倒 


スイ ッ チ を 操作 し 
て 扉 を 開け る 
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道楽 の 歌 (Japanese Ver.) 
The Happy Turtle Jingle 


Composer & Arranger: Mitsuto Suzuki 
Lyrics: Motomu Toriyama 


か めか めか めか め od し と KS 


お ほ = ミー お 


か めか めか めか め か め ど うら く おい し い お さ け で 


人 


き な ひと と き に < れ ぼ に お ほぼ 
な 
EEE ニー 
】 ーー 4 
え て な いな ら ぶれ いこ うー 。 の め ば こう ら も か る 
76 
ァ に お お ち の 7 ジー 
く な る 一 て ん に も の ほる 一 。 か め ご こ 


主語 記 デ 宮 三 = ま まき 守 時 = 計 き 計 室 当 


せい ひゃく ね ん か め ま ん ね ん お (の 0 語 と どり 還 志 : ま 放ち に 二 だ ん 


人 pF と 二 === ri> 是 ig== ニ = 


だ 5 補 ま ま を か けつ け いっ ぱい と り あえ ずい っ ぱい 


る 
も か めい っ ぱい 一 


ーー ニ ミ ミ = テニ =E ヨ 


は め は め は め は すず し ちゃ 。 お う 一 か めか めか めか め 


人 所 ョ ニョ = 


は め は め は め は ず し ちゃ お う 一 


3 Ci】 
還 王 | 

= 三 =ー= ミ | 

か めか めか めか めか めか めか め どう らく の .S. 7 Co 


め ど ニラ ミ ら 史 S8 


タ 8 4 


DCoda 


の repeat 4 times 


= 


めか めか めか め の 還 G 生 つう らく か めか めか めか め 


= 所 


か の 二 K ご の > の の めど 二 5 当 5:33 
か め か が かめ かがめ かめ か が め 道 楽 か は め は め は め は ず し ちゃ お う は め は め は め は ず し ちゃ お う 
かがめ か め か めか め か め 道 楽 一 か かがめ か め か め か が め 道楽 一 か が かめ かめ か めか め か めか め か め 道楽 か 
お いし い お 酒 で すてき な ひと と き は め は め は め は ず し ちゃ お う か め か め か めか め か め 道 楽 か 
ここ に くれ ば ゆめ 心地 か めか め が かめ かめ か めか め か め 道 楽 か かめ か め か めか め か め 道 薬 ニ か 
お ぼ え て な いな ら 無礼 講 
呑め ば 甲 曜 も や か る く な る か め 道楽 一 か が かめ か め か めか め か め 道 楽 こ か 
天 に も の ぼる か め 心 地 か め が かめ か めか め か め 道 楽 一 か 

は め は め は め は ず し ちゃ お う 

人 生 100 年 か め 万 年 が か がめ か め か がめ か が め 人 道楽 か か め 道楽 か 


お ひと りさ ま も だ ん た いさ ま も 
が けつ けい っ ぱい と りあ え ず いっ ぱい 
いつ で も どこ で も か めい っ ぱい 


の 3.25 5 衝 和 
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< ペー ジ 抜 け ・ 誤 6 つい て の お 問い 合わ せ > 


スク ウェ ア ・ エ ニッ クス サポ ー ト セン ター 
http://sqex.to/jp_manga_support 


< ビュ ワー の 不 ! 
本 作品 を 骨 入 され た 電子 書 人 


ダウ ン ロ ー ド で き な い 等 、 販 売 に 関す る お 問い 合わ せ > 
店 の サポ ー ト セン ター に お 問い 合わ せく だ さい , 


本 作品 の 内 容 の 一 部 ある い は 全部 を 、 著作 権 者 、 出版 権 者 等 の 許諾 な く 、 転載 、 複写 、 
複製 、 公 衆 送信 (放送 、 有 線 放送 、 イ ンタ ーネット へ の アッ プロ ー ド )、 番 訳 、 稔 案 等 を 
行う こと は 、 著 作 権 法 上 の 例外 を 除き 、 法 律 で 禁じ られ て いま す 。 

これ ら の 行為 を 行っ た 場合 、 法 律 に より 刑事 剛 が 科せ られ る 可能 性 が あり ます 。 


INTERmission シナ リオ 攻 申 は 、2021 年 6 月 10 日 時 点 で の ゲー ム 内 容 に も と づい て 制 
作 され て いま す 。 
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・ 了 や "、~PlayStation" お よび " 選 了 コ *、* 了 紀 " は 株 式 会 社 ソ ニー・ イ ンタ ラク ティ ブ エ 


ンタ テイ ン メ ント の 登録 商標 また は 商標 で 


"アル ティ マニ ア “ は 株 式 会 社 スク ウェ ア ・ エ ニッ クス の 登録 商標 で す 。 


